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【可能。 将来、 シンセ ザ ー機 能な どめ カー ト リッジ 

生まれる 予定。 共通言語 MSX ベーシックを 使いな 

ち披張 性を 満足させる 、ナショナ^の 技術力です。 

体/ ノ  < ーソ ナル コンビ ユ ー^  CF-2000 標準価格 54,800 R 
J ■法 (高さ X 幅 X 奥行) =72X430x232mm  ►重 置 =3.6kg 別売 周辺機器/ 
ラーデ f ス ブレイ & テレビ TH14-N25G 標準価格 84.800円 •ブロ グラム レコー 

8300 標準価格 18.000円 •ジョイスティック CF-2201 標準価格 3,500円 
2 本) •カラー プロッタ ブリン タ CF-2311 棵準 価格 69.800円 •プリンタ イン ター 
イス カー  ト リッジ  CF-212I  標準価格  8,000円  •周辺機器の 接統 には 别充の 

毛コー ドが 必要で "T。 •ナシ ョナ レジ ット .〇— ンもご 利用く ださい。 • 
fK 、合わせ、 ； &夕 口外)： 希望の 方は、 住所 •氏名. 年齢 •職業を ぉ 寄き の 18141 
〒561 大阪府 5 中 市 稲津 町 3丁日1#1 号 松 下 « 器 産窠㈱ SBC 部 tSSM 

く 係まで。 MSX マークのは' < 、つた も m 互換性が あります 。ソフトウェア も KBI 
-卜” エア も 自由 ことができ ま す》 CS3 は マイクロ ソフト 社の 商標です。 

〇  1983  Universal  City  Studios.  Inc.  Ail  Rights  Reserved.  *  A  Trademark  of  and  licensed  by  Universal  City  Studios,  Inc.  Japan  Agent -Stk  International  Inc 



National 
— 技術で ひら  <  世界の 繁栄 一 

マニア ラ^^な キ ー ボート: 基本に 徹した ナショナ^ 
僕らの コングが 復活した 〇パソ コンと いう、 時代を 

呼吸す る 新 U 、生き物と なって。 共通言語 MSX 

ベーシックを しやべ り、 MSX の 基本 思想 t こ徹じ C、 

ムダを 省 L 、た 設計。 待って たんだ、 僕らの 王者よ 0 

MSX は パソコンの 未来 規格です >  ノ 、ー ドと ソフト 

の S 換性が 実現され た 力 も、 MSX^— ク のはい つ 

たもの なら、 プログラム も 周辺機器 も 自由に 使え 

ます。 MSX を マスターして おけば、 将来 も 有望。 

さあ、 コングと 共に 無限の 可能性を 追い かけよう。 

未来を 考えた、 基本 忠実 設計です >  パソコンの 

流れを 変える MSX。 だから、 キングコングは その 

基本 思想に 忠実な ので t ■。例えば、 キーボードは 
ビジ: ネスに も 使える マニア ライク 仕様。 うち やすい 大 

型 キーが 魅力で t。 長い か 、だ 使って し 、ただく た 

めの 堅ろう なボデ (、 あきの こない カラー リンク: プリ 

ン^ などめ 周辺機器 も 統一 性 ある デ ザレに 仕上 

\  f られて c 、ます 0 ナショナル MSX は エキス ノ 、。ー ト にも 
ビギナー にも、 MSXtiSi しん TV たた X 好機で t。 

丰ご たえ 充分 パワフ^な 32KB ベーシックで 1 

14 桁の 倍精度 関数 や 強力な エラー ノ 、ンド リンゴ 

命令な どを 持った ノ 、。ヮ フ/ レな ベーシック カ I 君の • 

ャ レンジに 銳く 応え ま す>  高度な プログラム づ くりは も 

ろん のこと、 基本 I/O システ^が 公開され てい ま • 

から、 高速な 機械語 プログラム も 効率よ く 作れ ま” 

君の 上達に 合わせて 進化 切、 ダフ >ス° ̂ 卜 

2 っの スロット t : SSIR  AM ゃ ROM、 様々 な インタ 

フェイス カートリッジを 差し込めば、 自曲 こ シス テ ~ 



® SANYO 

つき 合える 0 
■ソフト も統 々、登場し ます： ライトペンで 描い 

ご 絵を、 MSX-  BASIC の プログラムに 変換す 

5 ユニークな ソフトウェアを 始め、 画面に 表示 さ 

れた 鍵盤に ライトペンを あてる だけで、 コン ピュ 

ータ ミュージックの 演奏 や 作曲が 楽しめる 音 

装用 ソフト、 画面に 表示され る 問題に、 ライト ぺ 

ンで 答を 選んで 回答す る 学習用 ソフト、 キーを 押 

す 代わりに、 ライ ト ペンを 画面に タッチして 楽し 

:/ ゲーム ソフ ドょ ど、 ラ仆 ペンなら ではの 楽しみ 

2 がら 使いこなせる ソフトが、 続々 と 登場し ます。 

■富な アプリケーション ソフトが 楽しめる MSX パソコ ％ 
■MSX 規格： WAVY10 は、 多くの コン ピュー 

レ、 ート ソーカ ーの 間て: 仕様の 標準化が なされ 

: MSX 仕様です。 たとえ、 どこの ソフトウェア 

一力 一が 創った ソフトウェア でも、 MSX マー 

•の 付 L 、たもの なら、 すべて 使用で き ます。 続々、 

登場す る 豊富な ソフトウェアの 中から、 自分に 合 

った ものを 選んで、 多彩に 活用で きる 他、 強力な 

MSX- BASIC を 使って、 オリジナル フ 。ログ ラ 

ム 創り も、 思う存分、 思いのままに 楽しめ ま 1-。 

_籣 単、 手軽に 使えます： さらに WAVY10 は、 

•32 面の スプラ 仆 機能 #8 オクターブの 音域と、 

3 重 和音 も だせる 音楽 機能 •家庭 用 カラー テレビ 

が 使える RF 出力端子と、 AV 出力端子の 装備# 

カー ト リツ ジを 入れる だけで 使える スロット# 豊富 

な披張 端子な ど、 多彩な 機能を 満載して ぃ ます。 

uni 
SX マークの 付いてい？* ソフト •及び 用 辺* 器が すべて 利用で# ます. MHWIO 

パーソナルコンピュータ MPC-10 ̂  ̂  標準価格: 74,800円 （訝:&リ フト 付属） 



ライトペンを 持つ と、 

マーキング 感覚で; コンピュータと 
■ライトペン 標準 搭載: これまでは、 高価な ビジ 

ネス パソコン 専用の 感が あった ライ ト ペンを、 標 

準で 搭載。 キーボードを 使って 入力す るよりも、 

さらに 簡 単な、 「画面を 見て、 触れる」 という 直接 

的て で 実感 的な 入力 方法で、 誰もが、 気軽に パソ 

コンと つき 合える ようになりました 。まるで' テレビ 
や FM の ff 組 表に 印 を 付ける のと 同 じような、 気 

軽な マーキング 感觉 で、 ゲームを 楽しんだり、 学 

習したり、 15 色の カラーを 使っての、 コンピュータ 

グラフ ィッ クスを ネ苗 いたりす る ことが' で きます。 

■線を 描く、 円を 描く、 四角を 描く： 付属の ライ 

ト ペン ソフトを 使う と、 モニター 画面が キヤ ンバ 

ス になります。 ライトペンを 画面に あてて 動かす 

だけで、 その 通 りに 自由 ( こ 線 力? 描 けます し、 画面 

上に 表示され る テー ブルて、'、 ライン、 サークル、 ボツ 

クスな どの 命令を 選べば、 2 点を 指示す る だけで: 

その 2 点を 結ぶ 直線 や、 一点が 中心で 一点が 

外周になる 円、 2 点を 結ぶ 線 力す 対角線になる ような 

四角形が 、瞬時に 描けます。 フリーハンド でも、 図 

形を 利用しても、 自由自在に 描く ことができ ま 十。 

■ 1 5 色 縫り 分ける: 線画が 描けたら、 色を 塗る。 

テーブルから、 15 色のう ち 1 色を 選んで、 色を 

塗りたい 部分に ライトペンを あてる と、 その 周り 

の 線で 囲まれた 部分 全部が、 指定した 色で 塗られ 

ます。 もちろん、 線 _ を 描く 時の 線の 色 も、 15 色 

の 中から 自由に 選べます。 また、 ズーム 機能を 使 

うと、 ドット ごとに 細 力、 な 部分の 作画 •修正 もで き 

るう え、 市松 模様に 塗り 分ければ、 繊細な 色彩 

の 表現 も 可能。 画用紙に 絵を 描く ような 気軽 な® 

覚 で、 コンピュータ グラフィックスに 挑戦で きます 

■ライン 

ライ ト ペンで 报ボ した 2 点を 結ぶ 成 線を 描きます。 線の 色は、 15 色から 遵 ベます。 

■ボックス 

ライ 指ポ Uj2 点を 結ぶ 線が H 角 線になる 泊: 角 平” 四辺形を 描きます。 

■サークル 
ラ仆 ペン^ 初に 指示した 点が 中心， あとで 愤ポ した 点が 外周の PlHffi きます。 

■ペイント 

線で M まれた 部分に ライトペンを タッチす ると、 その 部分 令 部に、 色を 韦り ます。 

バックの 色を 変 史 します。 色は カラー テーブルで 逢択 。瞬時に、 色が 变 わ
ります 

_ズ ー ^ 

カー ゾルの 位置の 8  x8 ドッ吆 而猜比 16 倍に 抵大〇 細かな 作両 •色 指定 力 M 链 

? ぼ? 二  ば 
f セ* ニロ こ クス  ♦ジ 3^ ス^ グ .2 端子 ♦力-トリン ジス D ット 数… 1 飾 SX« 格) •  Ote 强 バス.  50PIN ♦電 及 •消 》 電 か. Aa_50,60HZ)、12W 籲 寸法. 重 置 ..385(W)  x62 ⑻ X242 ⑼ 0 



標準価格 5A 800円 （本体 価格） 

ソフト 

一- ば^^ (1 

バー 'ぶ， が:，:^^ jjP^， 

111
 g
f
^
 

二の、 '  niiii||r|i^1 111 

MSX マークは、 マイク u ソフト 社の 商標で t. 

u ゾ /卜«の 商琨て T。 

»〇〇 M  レ 8000 



人 未来を 開発す る 三 ㈣罨捞 

あなたの プログラミングの 才能を、 「おもしろ •ソフト •コン テス ト」 て  1 式し 

てみ ません か。 三菱 MSX パソコンの かわいい キヤ ラク ターを 使つ た MSX 

標 準 仕様の ムービン グ •プログラム 又は、 ゲーム プログラムを 大 募集 

いたします。 ご 応募いた だいた 作品の 中から、 傑作 賞と して、 DIATONE 

音楽 ロボット 「ロボ ティ」 Z-IO 形、 SS - ZIO 形を I 名 様、 佳作 賞と して、 三菱 

テレビ プリンター SCT-P50 形を 2 名 様に、 そして ご 応募いた だいた 

方 全員に 記念品を 進呈。 クリエ イ ティブな、 オリジナル 性 あふれた 愉 

快な 作品を 待って います。 ふるって ご 応募 下さい。 

応慕 方法  - 

プログラムを 収録 した カセットテープ (MSX 標準 システム .RAM32KB 以内 •補助 入出力 装置は 

データ レコーダ） に、 あなたの お 名前、 年齢、 住所、 郵便番号、 

屯 話 番号を ご 記入のう え、 下記の あて 先へ お送り 下さい。 

あて 先 

亍 100 東京都 千代 田 区 丸の 内 2-2-3 三菱 屯 機㈱ 電子 商品 事業部 

おもしろ •ソフト •コンテスト 係 電話 03-218-3134  、ヽ 

応募 输切 
昭 和 59 年 3 月 31 日出 当日 消印 有効 

審査と 発表 
ご 応募 t 、ただ、 、た 作品の 中から 厳正な 審査のう え、 賞品 送付 時に 

直接 ご 本人に ご 通知 致します。 （4 月 上 旬 頃） 

ご注意  : 
他人の ブロ グラムの 全部 又は 一部を コピーし たもの や、 2 重 投稿は 

固く お断り 致し ま to 入賞 作品の 著作権は 三菱 電機㈱ に帰厲 する 

ものと 致します。 応募 作品は 返却 致しません ので ご了承 願います。 

掛口 

貝  口口  _  _ 

傑作 賞 —— ロボ ティー Z- 10 形 .SS- Z10 形 （1 名 様) 

佳作 賞 一 ■テレビ プリンター SCT-P50 形 (2 名 様） 

カタ □グ 請求 券 

ML-8000 
MSX マガジン 

8402 

あなたの 電話番号 

を ご E 入く ださい。 

■商品に 関する、 お 間い 合わせ、 および カタログを ご 

希望の 方は、 ハガキ に カタ □グ 1* 求 券を 貼り、〒 370-04 
群馬県 新田 郡 尾 島 町 岩 松 800 三 赛 電機 群 馬 製作所 

ML- 8000 係へ。 _ML- 8000 形には 保証書が ついて 

います。 ご 購入の 際は 必ず 8 己 入 事項を 確認のう え、 お 

受取りに なり、 大切に 保管 じ C 下さい。 iK* っ r 



信頼と 創造の 盡 :t 通 

mu  FM-X》 の モニター になろう 〇 
パソコン フアン 感涙の お知らせで i； 人 

気 •実力 Nal の 《FM-7》 を、 今、 お求めに 

なると、 抽選に より 200 名 様に、 富士通 

の パソコン 《FM-X》 の モニター になって 

いただけます。 なんと 期 問は 1 年間。 この 

ビッグ チ ヤンスを、 お 兄 逃しな く。. 

友 だ ちづき あ I 、できる パソ コン 《 FM-X》 
富 上 通の パソコン <FM-X> は、 話題の MSX 対応の パソコン。 ゲームに、 家事に、 7 ボ に、 家中 

で 架し める 山 •販の ソフトが L 、つば c 、。家庭 用 TV や、 お 手持ちの スピーカー と 接続して 使え ま 1; 手に した 
その n から、 だれもが 簡単に すぐ浆 しめる。 いわば 親しい ノ乂 だち づき あいので きる パソコン 《FM-X》。 
ここから パソコンの 新しい 世界が ひろがります。 

人気 N0.1 の 興奮 パソコン _ 

FM-圚 
¥ 126,000 (本体 価格. 簡易 言語 ソフト 付） 

応募 要項 <FM-7> の 本体に 添付され ている アンケート ハ ガキに 必要事 項と、 その 裏面 
下部に ① <FM-X> モニター 応募 ② 本体 製造番号 (二 S/N 本体 裏面に 表示され てい ま 
す) を ご 記入のう え' 昭和 59 年〗 月 3 旧 (当日 消印 有効） までに お送りく ださい。 

※発表は 当選者への ご 通知を もって かえさせて いただきます。 

友達み たいな パソコン 

FM- 圜 
¥49,800( 本体 価格）  エツ クス 

新発売 

富士通 株式会社 半導体 統轄 営業部 亍 105 東京都 港 区 虎ノ門 2-3-13  0(03)502-0161 

•  V4  *  -  I  V  劣- \ 



特集 .MSX チ- ムパ ラタ イス 

/f  _ さあ、 ゲーム パー テ < の 始まり だ 

| 春 ホー ムカ ジ/風 ファッショ ナフ〕 レ 、•ー テ < 

ム  參 ほのぼのう きうき お 座敷 パーテイ 
/\ 參 恋人 同志の アツ アツ パー テ < 

丄參 はちゃめち^ ヱ キサ 行 •インク’ パーティ 

ギへの 招待 ❾パー ティを ショウ アップす るた めの ショート •
ショート •ブロ グラム 

ソフト マン 養成 講座 

パソコン •すごろく 

ピ— プル ♦シーガル 社長 桑 山義明 

MSX 未来 商品 研究室 •才-ディオ 編 

マイコン タウン 

富士通 FM-X •キヤノン V-10. ビク ダ- HC-6 ♦日立 MB-H1E 

MSX_BASIC 入門 講座 - - 

ソフト レビ ユー 

ソフト リス ト 

MSX ROOM 

シネマ レビュー 

ブック レビュー 

用語を 知れば 恐くない 

今月の 占い コーナー 

よい 子の マン ガ 

ティ スクレ ビュー 

■松 下 CF-2000  •サン ヨ ーMPC-10 矽 東芝 HX-IODe ヤマハ CX5 

ソフト イン フ オメ  _シ ヨン 

編集 後記 

C  0  N  T  E|N T S 

発行 •靄 集 人 

塚本慶 一郎 

•集 蚤 

田 口 旬 一 

靨 集 

高 橋耗子 中島 新 吾 

宮川綠 
比裏晃 制作⑽ 

日 窩連雄 

[デ サインー
 

- 藤瀨 典 夫 

シド •フ 7 イナ ル •アーツ 

% 

抑 漳子 

表紙 イラスト 

本 田 年 一 
イラスト- 

鈴 木 真 由 美 山 本 護 

佐 藤豊彦 

M 協力 橘 川 幸 夫 事務所 

ノ + ル  一、 y DUG 

㈱コミ ュニカ 野 村圭子 

PtwtofraphTf 

石 井宏明 

石 川正蘑 

森 山 成 雄 広告 

佐 藤敏明 

営業 

業務 

印刷 

竹 村 仁 志 

浜 田義史 

壤并数 行 * 川裕子 

鈴 木 三惠子 大日 本 印刷㈱ 
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だ
。
 

彼
女
を
 

呼
ん
で
 

二
人
つ
 

き
り
で
 

ド
 

キ
ド
キ
 

パ
—
 

テ
イ
 

字
 

る
の
 

も
い
 

い
し
、
 

お
も
い
つ
き
り
 

仲
間
を
 

集
め
て
の
 

ワ
イ
 

ワ
イ
 

パ
 

ー 
テ
イ
 

も
 

楽
し
い
。
 

な
ん
て
 

あ
れ
こ
れ
 

考
え
て
 

い
る
と
、
 

夜
 

も
 

眠
れ
 

な
く
な
つ
 

て
し
 

ま
い
 

そ、
 

务
 

け
ど
、
 

と
こ
ろ
で
、
 

^>
っ 

せ
 

パ
 

ー 
テ
イ
を
 

す
る
な
ら
 

、
あ
り
き
 

た
 

り
の
 

パ
 

ー 
テ
イ
 

じ
 

や 
ツ
マ
 

ラ
 

ナ
イ
。
 

そ
こ
で
、
 

M
S
X
 

ゲ
—
ム
 

パ
 

ー
 

テ
イ
な
ん
 

て
 

ど
う
 

だ
ろ
 

う
。
 

せ
っ
か
く
 

M
S
X
 

が
 

登
場
し
て
、
 

パ
 

ソ
コ
 

ン
 

が、
 

$
ラ
$
 

の
 

も
の
か
ら
、
 

み
ん
な
の
 

コ 

ミ
ユ
 

ニ
ケ
ー
 

シ
ヨ
 

ン
ツ
ー
 

ル
に
 

な
つ
た
ん
 

だ
。
 

こ
れ
を
 

使
^
^
い
 

つ
て
い
 

う
 

テ
は
 

な
い
。
 

そ
れ
 

に
 

M
S
X
 

な
ら
 

ソ
フ
ト
が
 

共
通
 

だ
か
ら
、
 

み
ん
 

な
の
 

持
つ
 

て
い
る
 

い
ろ
ん
な
 

メ
 

ー 
カ
—
 

の
 

マ
シ
 

ン
や
 

ソ
フ
^
 

S
 

め
て
 

い
つ
し
よ
 

に
 

ゲ
—
ム
 

す
 

る
 

こ
と
 

も
で
 

き
る
 

し、
 

こ
れ
は
 

友
 

だ
ち
 

同
士
で
 

彼 
2 段
の
 

練
習
の
 

成
果
を
 

W
 

せ
 

あ、
 

っ
い
い
 

チ
ヤ
ン
 

ス
 

か
も
し
れ
 

な
い
。
 

な
ん
だ
か
 

ち
よ
っ
 

i
 

敵
 

な
 

ニ
ユ
—
 

•
パ
ー
 

テ
ィ
ン
 

グ
が
 

で
き
る
 

よ
う
な
 

気
が
し
て
 

き
た
。
 

ネ
 

/
 

. 
%
 寒
 1 i  ■ 

1
1
 

r
 

ン 

■
了
.
'
.
 

y 
- 
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デ
 

V 

i
v
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:
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j.
 





オセ c 

ク
」
 

(
ハ
ル
)
 

は
 

伝
統
の
 

イ
ン
べ
ー
 

ダ
-
^
 

VI
 

ム
 

そ
っ
く
り
の
 

ゲ
ー
ム
 

だ
け
れ
 

ど、
 

設
定
の
 

面
白
 

さ、
 

キ
ャ
ラ
ク
タ
の
 

不
気
味
^
^
 

つ
い
 

我
を
 

忘
れ
て
 

の
め
り
込
ん
で
 

し
ま
う
。
"
 

ア
 

ク
シ
 

•ヨ
 

ン 
ゲ
ー
厶
 

，
は
 

単
純
な
 

だ
け
に
 

興
 

度
合
い
が
 

決
め
手
 

だ
。
，
！
 

i
i
 

シ
 

//
/ 

ュ
レ
—
 

シ
 

ヨ
ン
ゲ
 

ー
ム
 

"
シ
ミ
 

ュ
レ
—
 

シ
ヨ
 

ン
 

ゲ
—
ム
 

々
は
 

文
字
通
り
 

仮
想
 

体
験
を
 

楽
し
む
 

た
め
の
 

ゲ
—
厶
 

だ
。
 

例
え
 

ば
'
 
 

司
 

目
に
 

な
っ
て
 

軍
を
 

動
か
す
 

ゥ
 

ォ
—
ゲ
 

—
厶
 

。
.
戦
闘
 

だ
け
で
な
く
、
 

領
土
 

内
の
 

経
済
 

活
 

動
、
 

物
資
 

補
給
な
 

ど、
 

な
る
べ
く
 

現
実
に
 

そ
く
 

し
て
 

作
ら
れ
て
 

い
れ
ば
い
 

る
 

ほ
ど
、
 

優
れ
た
 

ソ 
フ
ト
 

と
い
う
べ
き
 

だ
ろ
う
。
 

他
に
 

も、
 

歴
史
を
 

忠
実
に
 

再
現
す
 

る
 

歴
史
 

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
 

ゲ
 

—
ム
、
 

経
営
者
と
 

な
つ
て
 

手
腕
を
 

試
す
 

マ
ネ
—
 

ジ
メ
ン
 

ト 
ゲ
—
ム
 

、
臨
場
感
 

タ
ッ
 

プ
リ
に
 

ス
ポ
—
 

ツ
を
楽
 

し
め
る
 

ス 
ポ
—
ツ
 

シ
ミ
 

ュ
レ
 

ー 
シ
 

ヨ
ン
な
 

ど
が
 

考
え
ら
れ
る
。
：
2
$
>
<
の
ゲ
|
厶
ソ
フ
ト
の
中
 

に
も
、
 

い
く
つ
か
の
 

シ
 

ミ
ュ
レ
—
 

シ
ヨ
 

ン
ゲ
|
 

ム
が
 

あ
る
。
 

「
ゴ
ル
フ
 

ゲ
—
ム
 

」 
(
ア
 

ス
キ
—
)
 

は
 

コ
—
ス
 

は
 

9 
ホ
—
 

ル
で
、
 

バ
ン
 

カ
—
、
 

立
 

木
、
 

ウ
ォ
 

I 
夕
 

I 
ハ
 

ザ
 

ー 
ド
ま
で
 

撤
 

つ
て
い
 

る
し
、
 

ボ
 

I
 

ル
を
 

打
つ
 

方
向
、
 

力
の
 

入
れ
 

具
合
は
 

も
ち
ろ
 

ん
 

、
ク
ラ
ブ
の
 

種
類
ま
で
 

選
べ
る
 

本
格
派
 

だ
。
 

，
シ
ミ
 

ュ
レ
 

ー 
シ
ヨ
 

ン
ケ
 

—
ム
々
 

は、
 

ゲ
 

I 
ム
 

の
 

ア
イ
デ
ア
 

次
第
で
、
 

あ
り
と
 

あ
ら
ゆ
る
 

体
験
 

が
 

可
能
な
 

面
白
 

ゲ
—
厶
 

。
ま
だ
ま
だ
 

楽
し
み
な
 

分
野
 

だ
 

0 

M
S
X
 

ゲ
 

I 
ム
パ
ラ
 

ダ
イ
ス
 

ど
ん
な
 
ゲ
 I ム

が
 
あ
る
の
 
か
な
 
?
 

M
S
X
 

は
ま
 

ぎ
れ
 

も
な
 

く
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
 

だ
 

n 

決
し
て
 

ゲ
—
厶
 

を
す
 

る
た
 

め
だ
け
 

の
 

マ
シ
ン
で
 

は
な
い
。
 

学
術
 

計
算
 

や
 

デ
ー
 

タ
の
 

蓄
積
 

処
理
、
 

電
子
 

機
器
の
 

制
御
、
 

ヮ
—
 

プ
ロ
な
 

ど、
 

そ
の
 

活
 

用
 

分
野
は
 

と
て
つ
も
な
く
 

大
き
く
 

広
が
っ
 

て
い
 

る。
 

だ
け
ど
、
 

い
や
、
 

だ
か
ら
 

こ
そ
、
 

M
S
X
 

は
 

ゲ
—
ム
 

を
す
 

る
た
 

め
の
 

マ
シ
ン
と
 

し
て
も
 

極
め
 

て
 

優
秀
な
 

の
 

だ
。
 

こ
の
 

_
 

は
や
 

は
り
 

見
逃
が
 

せ
な
い
。
 

な
ん
と
な
く
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

つ
て
 

近
 

づ
き
 

難
い
な
ん
 

て
 

思
っ
 

て
い
る
 

人
た
ち
 

だ
っ
て
、
 

楽
し
い
 

ゲ
—
ム
 

に
な
ら
 

心
を
 

開
け
る
 

は
ず
 

だ
。
 

ひ
と
ま
ず
 

ゲ
—
ム
 

を
 

や
つ
て
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
と
 

い
ぅ
 

も
の
に
 

親
し
ん
で
 

い
き
た
い
。
 

実
際
 

マ
シ
 

ン
を
 

触
つ
 

て
み
 

る
と
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

な
ん
て
 

恐
く
 

も
な
ん
 

と
も
な
い
し
、
 

案
外
 

カ
ン
 

タ
ン
に
 

使
え
て
 

し
ま
え
る
 

こ
と
が
 

わ
か
る
。
 
 

* 
M
S
X
 

は
 

低
価
格
、
 

高
性
能
、
 

し
か
も
 

共
通
 

の
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
 

使
え
る
。
 

M
S
X
 

を
め
 

ぐ
 

る
 

パ
 

ッ
ケ
—
 

ジ
ソ
フ
 

ト 
の
$
 

は
 

前
途
 

洋
 

々
た
 

る
 

も
の
 

だ
。
 

ま
だ
 

始
ま
っ
 

た
ば
か
り
の
 

M
S
X
 

ヮ
 

ー 
ル
ド
。
 

そ
の
 

中
で
 

も
ゲ
 

ー 
ム
ソ
フ
 

ト
の
 

世
 

界
は
 

I 
歩
 

先
を
 

進
ん
で
 

い
る
。
 

M
S
X
 

を
 

手
に
 

入
れ
た
 

キ
ミ
た
ち
 

の
た
め
に
、
 

面
白
い
 

ソ 

が
た
 

く
さ
ん
 

揃
い
 

始
め
て
 

い
る
の
 

だ。
 

今
、
 

M 

S
 
 

X
 

ゲ
—
ム
 

パ
—
 

テ
イ
を
 

や
る
 

ま
 

1
1
 

.
に
、
 

i
'
 

ず
 

M
S
X
 

に
ど
ん
 

な
 

ゲ
—
ム
 

ソ
フ
ト
が
 

あ
る
の
 

か
 

と
い
う
 

こ
と
を
 

知
つ
 

て
 

お
き
た
い
。
 

そ
こ
で
、
 

M
 
 

S
 
 

X
 

ゲ
 

—
ム
。
 

i
e
"
 

フ
ダ
 

イ
ス
の
 

_
 

な
の
 

だ
。
 

の 世  と ^. 

手に 

』 

フ
％
 

わ
ず
か
 

数
年
 

前
、
 

ィ
ン
べ
 

ー 
ダ
 

I 
ゲ
 

I 
ム
の
 

爆
発
的
な
 

ヒ
ッ
ト
に
 

よ
っ
て
、
 

切
り
開
か
れ
た
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
タ
 

ゲ
—
ム
 

の
 

世
界
は
、
 

新
し
い
 

発
 

想
 

ゲ
—
ム
 

が
 

生
み
出
さ
れ
る
 

た
び
に
、
 

に
 

そ
の
 

世
界
を
 

広
げ
て
 

き
て
い
る
。
 

ま
る
で
 

無
 

限
に
 

膨
張
を
 

続
け
る
 

宇
宙
空
間
の
 

よ
う
に
、
 

コ 

ン
ピ
ユ
 

I 
タ
 

ゲ
ー
ム
 

の
 

世
界
 

も
 

す
さ
ま
じ
い
 

勢
 

い
で
 

膨
張
を
 

続
け
て
 

い
る
 

と
い
う
わ
け
だ
、
 

も
 

ち
 

ろ
ん
 

M
S
X
 

の
 

ゲ
—
ム
 

ソ
フ
ト
 

も
 

そ
れ
に
 

合
 

わ
せ
て
 

そ
の
 

世
界
を
 

JS
 

け
て
 

い
る
 

こ
と
は
 

言
う
 

ま
で
 

も
な
い
。
 

こ
の
 

ゲ
—
厶
 

ソ
フ
ト
の
 

分
類
 

分
け
に
は
、
 

い
 

ろ
い
 

ろ
な
 

意
見
が
 

あ
る
 

わ
け
で
、
 

| 
概
に
 

^
 

こ、
， 

う
だ
と
は
 

言
い
に
 

く
い
 

" 
と
い
う
よ
り
は
 

最
近
 

で
は
、
 

ゲ
ー
厶
 

が
 

あ
ま
り
に
 

も
®
^
 

怪
奇
 

多
種
 

多
様
に
 

な
り
す
 

ぎ
て
、
 

分
 

':
 -I
I 

0
 

•け
 

自
体
が
 

不
可
 

能
に
 

な
っ
て
 

き
て
い
 

か
も
し
れ
 

な
い
。
 

け
 

れ
ど
 

、
基
本
的
な
 

分
類
 

方
法
は
 

歴
然
と
 

存
在
す
 

る」
 

わ
か
り
や
す
く
 

す
る
 

た
め
に
'
 
 

こ
の
 

分
類
 

法
に
そ
っ
て
 

|^1
 

$
>
<
の
ゲ
|
ム
ソ
フ
ト
の
現
在
 

れ
 

か
ら
の
 

広
が
り
つ
 

い
て
 

考
え
て
 

み
よ
う
。
 

S CE SS CO S  珏 

cs
 

is
 

-s s 
rw s 

i
l
 

f , 

A 

t 
: 

V 

ア
ク
シ
ョ
ン
 

ゲ
—
ム
 

ま
ず
 

第
一
は
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

タ
ケ
—
 

厶
の
世
 

界
で
 

圧
倒
的
な
 

領
土
を
 

し
め
る
"
 

ア
ク
シ
ョ
ン
 

ゲ
—
ム
 

％
 

巧
み
な
 

キ
—
 

操
作
に
 

よ
っ
て
 

高
 

得
点
 

を
 

争
ぅ
 

ゲ
 

ー 
ム
で
 

、
ィ
ン
べ
 

I 
ダ
 

I 
ゲ
 

ー 
ム、
 

力
—
 

レ
ー
ス
 

'
パ
ッ
ク
マ
ン
 

な
ど
が
 

代
表
格
 

だ
。
 

歴
史
が
 

古
い
だ
 

け
に
、
 

層
 

も
 

あ
つ
い
。
 

画
面
の
 

美
し
 

さ、
 

ス
ピ
 

—
ド
感
 

、
設
定
の
 

§
 

さ
 

な
ど
 

ゲ
ー
厶
 

を
 

楽
し
む
 

側
の
 

要
求
は
 

ま
す
ま
す
 

厳
し
 

い
も
の
に
 

な
つ
て
 

い
る
。
 

も
ち
ろ
ん
 

M
S
X
 

の
 

ゲ
—
ム
 

ソ
フ
ト
 

も
 

そ
の
 

厳
し
い
 

要
求
に
 

応
え
た
 

も
の
 

ば
か
り
 

だ、
 

例
え
ば
 

「
ド
ラ
ゴ
ン
 

ッ 

10 



f ド ベン チュー 太 

* 

.r  卜 
 r
.
t
 

:' • 

テ
—
 
フ
ル
 ト
ツ
 
ブ
ゲ
 —
ム
 

ゲ
—
ム
 
の
 ル
—
 
ル
が
 
す
で
に
 
一
般
に
ょ
 
く 知

 

れ
 わ
た
つ
 
て
い
る
 
ゲ
 ー 

ム
を
 
、
コ
ン
 
ピ
ユ
 

ー 
タ
 

用
に
 
し
た
 
も
の
を
"
 
テ
—
 ブ
ル
 
ト 
ツ
ブ
ゲ
 
|
ム
々
 

と 呼
ぶ
。
 

カ
 ー 

ド ケ
—
ム
 

(
ポ
—
 
力
—
、
 
ブ
ラ
 

ツ
ク
 
ジ
ャ
ツ
ク
な
 
ど)、 麻

雀
 
ゲ
 ー 

ム、 
オ
セ
ロ
 

ゲ
—
ム
 
、
パ
ズ
ル
 
ゲ
—
ム
 
(
マ
ス
タ
—
 
マ
 イ
ン
 

ド
な
 
ど
)
 
な
ど
 
だ
。
 
当
然
 
M
S
X
 
用
 ソ
フ
ト
と
 

し
て
も
 
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
 
麻
雀
」
 
(
M
I
A
)
 

「
コ
 

ン
ピ
ュ
 

I 
夕
 
•
オ
セ
ロ
」
 

(
ソ
 ニ
—
)
 
な
ど
 
優
れ
 

た
 ソ
フ
ト
が
 
い
つ
 
ぱ
い
 
用
意
さ
れ
 
て
い
る
。
 

と
ま
 
あ、 

こ
こ
ま
で
 
が
 
コ
ン
 
ピ
ュ
 

ー 
タ
ゲ
—
 

ム
 ソ
フ
ト
の
 
四
つ
の
 
大
き
な
 
流
れ
 
だ
け
れ
 
ど、 

冒
頭
で
 
も
 書
い
た
 
と
お
り
、
 
現
在
の
 
ゲ
 —
ム
ソ
 

フ
ト
 
は
い
ろ
 
い
ろ
な
 
複
雑
な
 
要
素
が
 
か
ら
ま
つ
 

て
い
て
、
 

一
概
に
は
 
こ
れ
と
 
い
い
に
く
い
 
モ
ノ
 

が
 多
い
。
 
全
然
 
ど
の
 
分
野
に
 
も
 属
さ
な
い
，
 
そ
 

の
 他
〃
 
と
い
ぅ
べ
き
 
モ
ノ
 
も
な
 
く
は
 
な
い
 
が
、
 

そ
の
 
ほ
と
ん
ど
は
、
 
い
ろ
い
ろ
な
 
要
素
が
 
ク
ロ
 

ス
オ
—
 

パ
ー
 

し
て
い
る
 

も
の
 

だ
。
.
 

例
え
ば
、
 
フ
ラ
イ
 
ト
シ
 
ミ
ュ
レ
—
 
シ
 
ョ
ン
の
 

ゲ
ー
厶
 
を
 考
え
て
 
み
よ
ぅ
。
 
実
際
の
 
フ
ラ
イ
 
ト 

に
 非
常
に
 
近
い
 
設
定
で
 
あ
れ
ば
 
文
字
通
り
"
 
シ
 

ミ
ュ
レ
—
 
シ
ヨ
 
ン
 ゲ
—
ム
 
々
だ
と
 
も
い
 
え
る
 
し、 

キ
—
 
操
作
の
 
上
手
 
下
手
が
 
大
き
な
 
要
素
 
だ
け
に
 

"ア ク
シ
 
ヨ
ン
ゲ
—
 
ム
 "
だ
と
 
も
い
 
え
る
。
 

力
 

I
 
レ
—
 
ス
 
に
し
て
も
、
 
た
だ
た
だ
 
ス
ピ
—
 
ド
を
 

争
う
 
ゲ
—
ム
 
で
あ
れ
ば
、
 
間
違
い
な
 
く
"
 
ア
ク
 

シ
 
ヨ
ン
ゲ
—
 
ム
 "
な
の
 
だ
け
ど
、
 
途
中
で
 
燃
料
 

補
給
 
や
 修
理
な
ん
 
て
 要
素
が
 
入
つ
 
て
く
 
る
と
、
 

X' ン
 
ミ
ュ
レ
—
 
シ
 
ョ
ン
ゲ
—
 
厶
 
，
だ
と
 
考
え
ら
 

れ
る
。
 

[^| $
>
<
の
「
〇
刀
§
0
 
^
 
(
ア
ン
プ
ル
 

ソ
フ
ト
)
 

「
ス
タ
 
ー
 
コ
マ
ン
ド
」
 

(
ア
 
ス
キ
 
ー
)
 

な
ん
て
い
 
う
ゲ
 
I 
ム
は
 
ま
さ
に
 
こ
の
 
例
 だ。 

"
ア
ド
 
ベ
ン
 
チ
ヤ
 
ー ゲ

 ー 
厶
 々
と
"
 
ア
ク
 
シ
ョ
 

ン ゲ
—
ム
 
々
が
 
ク
ロ
ス
 
オ
ー
バ
 

ー 
し
て
い
る
 
モ
 

ノ
も
 
多
い
。
 
「
ラ
ダ
—
 
ビ
ル
デ
 
ィ
ン
グ
」
 
(
ア
 ス
キ
 

I
)
 
は
 
あ
る
 
ビ
ル
に
 
潜
入
し
て
、
 
秘
密
 
書
類
 
五
 

蚤
を
 
探
し
出
し
 
屋
上
ま
で
 
逃
げ
る
、
 
と
い
う
 
ゲ
 

1 ム
 。
途
中
、
 消
化
器
を
 

手
に
入
れ
て
 

警
備
員
 

を
擊
 
退
し
た
り
 
火
事
を
 
消
し
た
り
 
と
い
う
 
わ
け
 

で
"
 
ア
ド
 
ベ
ン
 
チ
ヤ
ー
 
ゲ
—
 
ム， / 

の
 要
素
を
 
し
 

っ
か
り
と
 
持
っ
て
 
い
る
の
 
だ
け
れ
 
ど、 

ゲ
—
ム
 

中
 
ユ
ッ
ク
 
リ
と
 
考
え
て
 
い
る
 
ヒ
マ
 
は
な
い
。
 

ぼ
 

や
ぼ
 
や
し
て
 
い
る
と
 
す
ぐ
に
 
警
備
員
に
 
つ
か
ま
 

っ
て
し
 
ま
う
 
の
で
、
 
す
ば
や
い
 
キ
 操
作
 
も
 重
要
 

な
 要
素
な
 
の
 だ。 

こ
う
い
う
の
を
 
リ
ア
ル
 
タ
ィ
 

ム
 
ア
ド
 
ベ
ン
 
チ
ヤ
—
 
と 
呼
ん
で
 
い
る
。
 
「
ア
ド
 

ベ
ン
チ
 
ュ
—
 
太
」
 
(
M
I
A
)
 
も
 
リ
ア
ル
タ
イ
ム
 

ア
ド
 
ベ
ン
 
チ
ヤ
—
 
の
 ひ
と
つ
で
 

「
ツ
ボ
 
を
 
こ
わ
 

す
」
 
「
ド
ア
を
 
あ
け
る
」
 
な
ど
 
コ
マ
ン
ド
 
キ
—
が
 

1 ハつ
 も
 あ
る
 
本
格
派
 
だ
。
 
襲
っ
て
 
く
る
 
カ
エ
 
ル
 

を
 撃
退
し
つ
つ
 
六
つ
の
 
キ
 ー 

を
 巧
み
に
 
操
作
し
 

な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 
わ
け
 だ
か
.
 ら
 、
か
な
り
 
シ
 

ン
ド
ィ
 
"
ア
ド
 ベ
ン
 
チ
ャ
—
 ゲ
—
ム
 
々
だ
。
 

他
に
 

も、
 

本
文
で
 

紹
介
す
 

る 
「ク
 

レ
—
 

ジ
—
 

ト 
レ
イ
ン
」
 

(ソ
 

ニ
ー
)
 

や
 

「
ラ
イ
 

ズ
 

ア
ウ
ト
」
 

(ア
 

ス
キ
ー
)
 

の
ょ
ぅ
に
 

"
ア
ク
シ
ョ
ン
 

ゲ
 

—
ム
，
 

と
"
 

パ
ズ
ル
 

ゲ
 

I 
ム 

"
が
 

ク
ロ
ス
 

オ 
1 

バ
 

I 
し 

て
い
る
 

モ
ノ
、
 

「
パ
イ
 

パ
ニ
ッ
ク
」
 

(ア
 

ス
キ
—
)
 

の
よ
う
に
"
 

ア
ク
シ
ョ
ン
 

ゲ
—
ム
 

"
と
"
 

麻
雀
 

ゲ
—
ム
 

々
が
 

ク
ロ
ス
 

オ
—
バ
 

I 
し
て
い
る
 

も
の
 

な
ど
、
 

1^
 

$
>
<
ゲ
|
ム
パ
ラ
ダ
ィ
ス
も
ま
さ
に
 

多
種
 

多
彩
な
 

顔
ぶ
れ
を
 

そ
ろ
え
て
 

い
る
。
 

分
類
 

は
 

と
も
か
く
、
 

面
白
け
れ
ば
 

い
い
ん
だ
 

け
ど
ね
'
 

結
局
 

。 

M
 
 s
 
 X
 
は
 
拡
張
 
性
が
 
優
れ
て
い
 
る
 
マ
シ
ン
 
だ
 

け
に
、
 
ゲ
ー
厶
 
ソ
フ
ト
に
 
も
 
い
ろ
い
ろ
な
 
可
能
 

性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
'
 

|^ $
>
<
の
コ
 

ン
 パ
ク
 
ト
さ
は
、
 
ょ
り
 
高
速
な
 
ゲ
—
ム
 
、
小
 
回
 

り
の
 
き
く
 
ゲ
—
ム
 
を
つ
 
く
り
 
出
し
 
や
す
く
 
も
し
 

て
い
る
 
の
 だ
。
 

M
S
X
 
ゲ
 
I
 
ム
ソ
フ
 
ト
の
 
将
来
は
 
ま
す
ま
す
 

有
望
 
三
重
 
マ
ル
 
と
い
ぅ
わ
け
だ
 
け
ど
、
 
現
時
点
 

で
も
、
 
み
ん
な
が
 
集
ま
っ
て
 
楽
し
い
 
ゲ
—
厶
 
パ
 

丨
テ
ィ
 
を
 
開
く
 
に
は
、
 
十
分
な
 
種
類
と
 
パ
ヮ
 

I
 
を
 
持
っ
た
 
ゲ
—
厶
 
ソ
フ
ト
が
 
そ
ろ
っ
 
て
い
る
 

は
ず
 
だ
。
 
M
S
X
 
ゲ
—
ム
 
ソ
フ
ト
は
 
あ
な
た
に
 

合
わ
せ
て
、
 
ど
ん
な
 
ゲ
—
ム
 
で
も
 
お
好
み
の
 
ま
 

ま。 
お
気
に
入
り
の
 
ソ
フ
ト
が
 
そ
ろ
つ
 
た
ら
い
 

よ
い
よ
、
 

レ
ツ
 
ツ
 、
パ
ー
テ
イ
：
：
：
：
 

と
い
き
 
ま
 

し
よ
う
 
か
。
 

•v f
e
 i
 
f
 

5 卜.
 

へ 
^
 

v 

ア
ド
 ベ
ン
 チ
ヤ
 
1 ゲ

 1 
ム
 

日
本
で
は
 
ま
だ
 
馴
染
み
う
 
す
だ
け
 
ど
'
 
 海
の
 

向
う
 
で
は
 
人
気
 
絶
好
 
調
と
 
い
う
の
 
が
"
 
ア
ド
べ
 

ン
 チ
ヤ
—
 
ゲ
—
ム
 

こ
れ
は
、
 
ゲ
 ー 

ム
が
 
設
定
 

す
る
 
舞
台
の
 
登
場
人
物
と
 
な
っ
て
、
 
自
ら
の
 
判
 

断
で
 
数
々
 
の
 難
題
を
 
解
決
し
て
 
い
く
と
い
 
う
ゲ
 

1 
ム
 だ
。
 
例
え
ば
、
 

ミ
ス
テ
リ
—
 仕
 

. 
AL て

の
 ゲ
 

—
ム
 
だ
と
、
 
大
き
な
 
邸
宅
で
 
行
わ
れ
た
 
密
室
 

殺
人
事
件
の
 
捜
査
な
ん
 
て
こ
と
 
に
な
る
。
 
部
屋
 

の
 中
を
 
い
ろ
い
ろ
と
 
探
し
回
っ
 
て
 証
拠
物
件
を
 

見
つ
け
 
出
し
た
り
、
 
聞
き
込
み
を
 
し
な
が
ら
 
犯
 

人
を
 
追
い
つ
め
 
て
い
く
 
と
い
う
わ
け
だ
。
 

S
F
 
あ
り
、
 
メ
ル
ヘ
ン
 
あ
り
、
 
冒
険
 
あ
り
と
 

多
彩
な
 
謎
解
き
の
 
面
白
さ
を
 
堪
能
で
 
き
る
。
 

M 

S
X
 
用
 
ソ
フ
ト
で
は
 
「
ウ
ォ
 
I
 
リ
ア
」
 
(
ア
 
ス
キ
 

I
)
 
が
 
こ
の
 
分
野
で
、
 
迷
路
の
 
中
に
 
い
る
 
怪
物
 

と 戦
っ
て
 
お
 姫
様
を
 
助
け
出
す
 
と
い
、
 っ ゲ

—
厶
 
だ。 

々アド ベン チ
ヤ
—
 ゲ —ム， ，も

ま
た
、
 これ 

か
ら
が
 

楽
し
み
な
 

分
野
で
 

ある。 
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ハ ー テ
ィ
を
 問
く
 と
き
に
-
 
浓
 人
 yj な

の
は
、
 
ま
ず
 そ
 

の
 
i
 

だ。 
i
 

が
ち
 

や
ん
 

と
し
て
い
 

な
け
れ
ば
 

、
ハ
 

I
 テ
ィ
は
 盛
 o
h
 が
ら
ず
に
 シ
ラ
 ヶ
て
 し
ま
う
。
 
£c 埸

 

は
ど
う
し
た
ら
 
い
い
 
か、 

食
 IV は、 

飲
み
物
は
 
、
飾
り
 

つ
け
は
、
 
も
ち
ろ
ん
 
八 rM は、 

M
S
 
X
 と
ゲ
ー
 
ム
ソ
フ
 

卜
も
い
る
、
と
い
ろ
い
ろ
 

«
 え
て
い
っ
た
ら
、
 

,!| 1;を 

ヶ
 て
て
 
や
ら
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
 
問
題
が
 
た
く
さ
ん
 
あ
 

る。 
あ
 一 
、
も
う
 
メ
ン
 
ド
く
 
さ
い
。
 
ィ
ヤ
ダ
 
、ハ^ ~ テ

 

ィ
な
ん
 
て
 ヤ
メ
 タ
ヤ
 
メ
タ
、
 
な
ん
て
い
^
?
 
い
で
。
 

こ 

う
い
う
問
題
は
、
ひ
と
0
部
 

)^ の
中
に
じ
っ
と
咏
4
;
0
 

込
ん
で
 悩
ん
で
 
い
た
っ
 
て
 解
決
し
 な
い
。
 
と
に
か
く
 lr 

動
し
て
 
み
る
 
こ
と
 
だ。 

そ
の
 
第
 

^
 と
し
て
、
 

ハ ー テ
 

イ
の
招
 は
 状
を
 作
つ
 
て
み
 よ
う
。
 

パ
—
 
テ
イ
の
 
招
待
状
と
は
、
 

パ
—
 
テ
イ
の
 
日
 

時
 や
 場
所
な
 
ど
を
 
知
ら
せ
る
 
通
知
 
だ
。
 
招
待
状
 

は
 少
な
く
と
も
 
バ
 I 

テ
イ
の
 
二
 〇
 日
 前
く
 
ら
い
 

ま
で
に
 
相
手
に
 
届
く
 
よ
う
に
し
て
 
お
き
た
い
。
 

も
ち
ろ
ん
 
そ
の
 
前
な
ら
 
い
い
わ
け
 
だ
け
ど
、
 

二
 

ヶ
月
 前
 や
 三
ヶ
月
 
前
な
 
ど、 

あ
ま
り
に
 
も
 早
す
 

ぎ
た
り
 
す
る
と
、
 
パ
—
 
テ
イ
の
 
準
備
を
 
す
る
 
方
 

も 疲
れ
て
 
し
ま
う
 
し、 

相
手
 
も
 パ
 ー 

テ
イ
の
 
日
 

を
 忘
 n-' て Lr ま

ゴ
 
i
T
 り
す
る
 
* 1 も

し
れ
 
な
い
か
 

ら
 、
ね
。
 

招
待
状
は
 
返
信
 
ハ
 ガ
キ
を
 
添
え
て
 
相
手
に
 
出
 

席
 か
 欠
席
 
か
を
 
知
ら
せ
て
も
 
ら
う
よ
う
 
に
し
よ
 

う。 も
ち
ろ
ん
 

そ
の
 返
事
 も
 I 週
間
く
 ら
い
 前
 

ま
で
に
は
 
も
ら
い
た
い
。
 
そ
れ
か
ら
、
 
ど
う
せ
 

返
信
 
ハ
 ガ
キ
を
 
添
え
 
る
ん
だ
 
か
ら
、
 
日
時
 
や
 場
 

所
を
 
書
い
て
 
送
る
 
だ
け
で
な
く
、
 
み
ん
な
に
 
ア
 

ン
ケ
—
 
卜
を
 
取
つ
 
た
ら
 
ど
う
だ
ろ
う
。
 
た
と
え
 

ば
、
 
M
s
 
X を

 持
つ
 
て
き
て
 
も
ら
え
る
 
か、 

ゲ
 

—
ム
 
ソ
フ
ト
は
 
ど
ん
な
 
も
の
を
 
持
つ
 
て
い
て
、
 

何
 本
く
 
ら
い
 
用
意
し
て
 
も
ら
え
る
 
か。 

こ
ん
な
 

こ
と
を
 
聞
い
て
 
お
く
と
 
い
い
ん
 
じ
 
や
な
い
 
か
な
 

a' 

M
S
X
 
は
 
ソ
フ
ト
が
 
共
通
 
だ
か
ら
、
 
み
ん
な
の
 

持
つ
 
て
い
る
 
ソ
フ
ト
を
 
集
め
て
 
使
え
る
 
し
、
 

M
 

S
X
 
を
 
五
 台
 集
め
て
、
 

一
勢
に
 
ス
タ
ー
 
ト
し
て
 

勝
ち
抜
き
 
戦
な
ん
 
て
こ
と
 
も
 M
S
X
 
で
な
ら
 
で
；
 

き
る
 
し
ね
。
 
だ
か
ら
 
ア
ン
 
ケ
—
 
卜
を
 
と
つ
て
 
お
 

く
と
、
 
パ
—
 
テ
イ
の
 
準
備
は
 
グ
—
ン
 
と
し
 
や
す
 

く
な
る
 
は
ず
 
だ。 

こ
の
 
招
待
状
は
 
も
ち
ろ
ん
 

I 枚
 
I 枚
 手
書
き
 
一
 

に
し
て
も
 
い
い
ん
だ
 
け
ど
、
 
パ
—
 
テ
イ
の
 
招
、
 

待
 状
な
ん
 
だ
か
ら
、
 
思
い
き
 
リ
ハ
デ
 
ハ
 デ
に
 
し
 

て
み
 た' い。 

イ
ラ
ス
ト
な
ん
 
か
 書
く
 
の
 も
い
 
い
 

し、
 

大
勢
に
 

出
す
 

場
合
に
は
 

プ
リ
ン
 

ト 
ご
っ
こ
に
 

で
き
れ
い
 

に
 

印
刷
 

し
ち
や
ぅ
 

の
 

も
い
 

い
ね
。
 

と 
1
 

こ
ろ
で
、
 

M
S
X
 

ゲ
 

ー 
ム
 

パ
—
 

テ
イ
の
 

招
待
 

1
 

ヂ 
状
 

だ
け
ど
、
 

ふ
つ
う
の
 

招
待
状
 

じ
 

や
つ
 

ま
ら
な
 

1
 

, 

い。
 

そ
こ
で
 

M
S
X
 

で
 

招
待
状
を
 

作
っ
て
 

み
る
ク
 

の
は
 

ど
う
だ
ろ
う
。
 

M 
s
x
に
は
も
ち
ろ
ん
ヮ
；
 

'i 

I
 
プ
ロ
の
 
機
能
 
も
 
あ
る
し
、
 
ソ
フ
ト
は
 
東
芝
 
か
 

一 

ら
 

「
日
本
語
 

ワ
 

ー 
ド
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
」
 

と
い
う
の
 

が
 

出
て
 

い
る
。
 

こ
れ
を
 

使
え
ば
 

ち
ょ
っ
と
 

目
立
 

H
B
 

つ
た
 

招
待
状
が
 

作
れ
る
 

か
も
。
 

心 織-;
- 
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M
S
X
 

で
 

招
 

震
を
 

作
 

〇 
て
み
 

る
 

M
S
X
 
で
 
招
待
状
を
 
作
る
 
と
き
に
 
用
意
す
 
る
 

も
の
は
、
ま
ず
 
M S

X
、
そ
し
て
モ
ニ
タ
、
ソ
 

7
 卜
で
 
「
日
本
語
 
ヮ
—
ド
 
プ
ロ
セ
ッ
サ
」
、
 
漢
字
 

I
R
O
M
 
力
—
 
ト
リ
 
ツ
ジ
、
 

カ
 
セ
ツ
 
ト
 
テ
レ
コ
、
 

ー プリ
ン
タ
 
な
ど
 
だ
。
 
手
順
と
 
し
て
は
 
M
S
X
 
と 

: モ
ニ
タ
を
 
つ
な
ぎ
、
 
「
日
本
語
 
ヮ
—
ド
 
プ
ロ
 
セ
ッ
 

j
 
サ
」
 
と
 
漢
字
 
R
O
M
 
力
—
 
ト
リ
 
ッ
ジ
の
 
両
方
を
 

J
 ス
ロ
ッ
ト
に
 
差
し
込
む
。
 
こ
の
場
合
 
ス
ロ
ッ
ト
 

1
 
が
 
二
つ
つ
 
い
て
い
る
 
も
の
は
 
そ
の
ま
ま
 
二
つ
 
差
 

(
 し 込
め
ば
 
い
い
が
、
 
ス
ロ
ッ
ト
が
 

I つ
し
 
か
な
 

*.-' 
い
も
の
の
 

場
合
に
は
 

拡
張
 力
—
 ト リ
ッ
ジ
が
 

必
 

一
 要 だ

。
 
そ
の
場
合
に
は
 
拡
張
 
力
—
 
ト 
リ
ッ
ジ
を
 

M
S
X
 
に
つ
 
な
げ
て
、
 
「
日
本
語
 
ワ
—
ド
 
プ
ロ
 
セ
 

1
 ツ
サ
」
 

の
 方
を
 
M
S
X
 
の
 ス
ロ
ッ
ト
に
、
 
漢
字
 

プ
 R
O
M
 
力
—
 
ト 
リ
ッ
ジ
を
 
拡
張
 
カ
 ー 

ト 
リ
ッ
ジ
 

に
 差
し
込
む
。
 
こ
の
と
 
き
 注
意
し
 
な
け
れ
ば
 
な
 

ら
な
 
い
の
は
、
 
「
日
本
語
 
ヮ
—
ド
 
プ
ロ
セ
ッ
サ
」
 

だ
け
で
は
 
M
S
X
 
で
 文
章
の
 
作
成
は
 
で
き
な
い
 

と
い
う
 
こ
と
と
、
 
拡
張
 
力
—
 
ト
リ
 
ツ
ジ
は
 
メ  — 

カ
 ー 

に
よ
.
 つ
て
は
 
つ
な
が
ら
な
 
い
も
の
 
も
 あ
る
 

と
い
う
 

こ. と
だ
。
 
よ
く
 
気
を
つ
け
て
 
ほ
し
い
。
 

さて
、 

1
 

が
で
 

き
た
ら
い
 

よ
い
よ
 

文
章
を
 

作
っ
て
 

み
よ
う
。
 

キ
—
ボ
 

I 
ド
の
 

使
い
方
と
 

し 

ては
、 

ア
ル
フ
ァ
 

ベ
ッ
ト
、
 

数
字
の
 

入
力
の
 

仕
 

方
は
 

い
つ
も
 

ど
お
り
、
 

カ
ナ
の
 

入
力
は
 

か
な
 

キ 

1 
を 

押
し
て
か
ら
、
 

そ
し
て
 

漢
字
の
 

入
力
は
 

フ 

ァン
 

ク
シ
 

ョン
 

キ
ー
の
 

2 
を 

押
し
て
'
 
 

漢
字
 

辞
書
を
 

引
き
出
し
、
 

必
要
な
 

漢
字
を
 

選
ん
で
 

か 

1
 

;ら
 

入
力
 

だ。
 

この
 

「
日
本
語
 

ワ
ー
ド
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
」
 

A
 

に
は
、
 

記
号
 

も
 

含
め
て
 

三
 

五
一
 

I
 

字
が
 

入
っ
て
 

V
.
 

•
い
る
の
で
、
 

ふ
つ
う
の
 

文
章
を
 

使
う
 

と
き
に
は
 

;:
^ 

全
く
 

困 
ま
ら
な
い
。
 

ま
た
 

使
い
方
で
 

特
に
 

難
し
 

い
と
こ
ろ
 
は
な
い
 
の
で
、
 
落
ち
つ
い
て
 
や
っ
て
 

み
よ
ぅ
。
 文
章
が
 
作
れ
た
ら
、
 
あ
と
は
 
プ
リ
ン
タ
 
を
つ
 

な
い
で
。
 フ
リ
ン
 
ト ア

ウ
 ト
す
る
 
だ
け
。
 
で
も
 そ
 

の
 前
に
 
文
章
は
 
ヵ
セ
ッ
ト
 
テ
レ
コ
で
 
テ
—
 
ブ
に
 

セ
—
 
ブ
 し
て
 
お
く
 
こ
と
を
 
忘
れ
な
い
 
よ
ぅ
に
。
 

3 



さ
あ
"
 

パ
—
 

テ
イ
の
 

始
ま
り
 

だ
 也 

さ
て
、
 

パ
—
 

テ
ィ
の
 

招
待
状
は
 

上
手
く
 

作
れ
た
 

か
な
。
 

招
待
状
を
 

出
し
て
 

§
が
 

米
た
ら
、
 

い
よ
い
よ
 

こ
れ
 

か
 

'
ら
が
 

パ
 

ー 
テ
ィ
の
 

計
画
を
 

立
て
る
 

と
き
 

だ
。
 

い
く
ら
 

M
 

S
X
 

ゲ
 

ー
 

ム
パ
—
 

テ
ィ
 

だ
か
ら
と
 

い
つ
て
、
 

M
S
X
 

と
 

ゲ
 

I 
ム
 

ソ
フ
ト
 

だ
：
^
 

れ
ば
い
 

い
と
い
う
 

わ
け
に
は
 

い
 

か
な
い
 

か
ら
ね
。
 

食
事
 

や
 

飲
み
物
、
 

そ
れ
か
ら
 

パ
—
 

テ
 

ィ
を
 

シ
ヨ
 

ー 
ア
ッ
プ
す
 

る
た
 

め
の
 

小
道
 

- 
ft
 

な
ん
か
^
 

> 

え
て
み
た
い
。
 

ど
ん
な
 

仲
間
が
 

何
人
く
 

ら
い
 

§
 

る
の
 

か
、
 

ど
ん
な
 

ゲ
 

ー 
ム
 

ソ
フ
ト
が
 

揃
う
 

か
、
 

そ
ん
な
 

こ
と
 

力
た
い
 

た
い
わ
 

か
つ
た
ら
、
 

ハ
 

ー 
テ
イ
の
 

ス
タ
イ
ル
な
 

ん
か
 

ま
つ
て
 

く
る
は
 

ず
。
 

そ
れ
に
 

合
わ
せ
て
、
 

パ
 

—
テ
ィ
 

の
 

演
出
 

れ
こ
れ
 

考
え
て
 

み
よ
う
。
 

と
 

に
か
く
 

あ
と
は
 

ア
イ
デ
ィ
ア
で
^
®
 

す
る
 

だ
け
 

だ
。
 

:- •、 * 

S
 

テ
イ
 

ズ
 

•
ス
タ
 

パ
—
 
テ
イ
の
 
ス
タ
イ
ル
は
、
 
そ
の
 
集
ま
る
 
人
 

数
な
ん
 
か
で
 
決
ま
っ
て
 
く
る
。
 
女
の
 
コ
や
 
男
の
 

コ
が
 
た
く
さ
ん
 
集
ま
 
る
ん
だ
 
っ
た
ら
、
 
広
い
 
部
 

屋
で
 テ
—
 ブ
ル
 も
 大
き
め
.
 の
を
 持
っ
て
 き
て
'
 

食
事
は
 
立
食
 型
。
 
大
勢
が
 
来
る
 
と、 お

 互
い
 
面
識
 

が
な
い
 
人
 ど
う
し
な
ん
 
て
い
う
 
場
合
 
も
 あ
る
か
 

ら
 、
こ
、
 
つ
い
う
 
と
き
は
、
 
ち
ょ
つ
 
と ド

レ
ス
 
ア
 

ツ
プ
 
し
て
 
フ
 
ア
ツ
 
シ
ョ
 
ナ
ブ
ル
 
パ
 f 
テ
イ
な
ん
 

て
 ど
う
だ
ろ
う
。
 
そ
れ
か
ら
 
女
の
 
コ
ニ
 
人
に
 
男
 

の
 コ
ニ
 
人
な
ん
 
て
い
う
 
場
合
に
は
、
 
た
ぶ
ん
 
気
 

心
の
 
知
れ
た
 
仲
間
が
 
集
ま
 
る
ん
だ
 
か
ら
、
 
和
気
 

ア
イ
 
ア
イ
と
 

コ タ
ツ
で
 
み
か
ん
で
も
 
食
べ
な
 

ら
く
つ
 

ろ
げ
 

る
 

ホ
 

ノ
ボ
ノ
 

と
し
た
 

パ
—
 

テ
イ
が
 

い
い
 

か
も
し
れ
 

な
い
。
 

ま
た
、
 

彼
女
と
 

二
人
っ
 

き
り
で
 

パ
—
 

テ
イ
し
た
 

い
と
 

考
え
て
 

い
る
ん
だ
 

っ
た
ら
、
 

小
さ
な
 

部
屋
で
 

ヵ
ク
テ
ル
 

な
ん
か
 

飲
 

み
な
が
ら
 

し
つ
と
 

リ
と
パ
 

I 
テ
イ
し
た
 

い
し
、
 

男
 

友
達
 

ば
っ
 

か
り
 

集
ま
 

る
ん
だ
 

っ
た
ら
、
 

ど
ん
 

な
 

部
屋
で
 

も
い
 

い
か
ら
と
 

に
か
く
 

騒
げ
る
 

と
こ
 

ろ
で
、
 

ハ
チ
 

ヤ
メ
 

チ
ヤ
 

パ
—
 

テ
イ
っ
て
 

カ
ン
ジ
 

か
な
。
 

こ
ん
な
 

ふ
う
に
 

し
て
、
 

ま
ず
 

パ
—
 

テ
イ
 

の
 

ス
タ
イ
ル
を
 

決
め
て
 

み
よ
う
。
 

パ
丄
丁
 

イ
ズ
 

.
d
 

ン
ク
 

飲
み
物
は
 

パ
—
 

テ
イ
に
 

欠
か
せ
な
い
。
 

特
に
 

お
 

酒
が
 

あ
れ
ば
、
 

パ
—
 

テ
イ
の
 

雰
囲
気
は
 

グ
ッ
 

と
 

楽
し
く
な
る
。
 

そ
こ
で
、
 

ど
ん
な
 

お
 

酒
が
 

い
 

い
か
な
 

つ
て
 

考
え
る
 

と、
 

女
の
 

コ 
が
い
る
 

と
き
 

は
 

カ
ク
テ
ル
 

な
ん
か
い
い
 

か
も
し
れ
 

な
い
。
 

力
 

ク
テ
ル
は
 

色
 

も
 

き
れ
い
だ
 

し
'
 
 

甘
く
て
 

飲
み
 

や
 

す
い
か
ら
 

ね
。
 

そ
れ
か
ら
 

男
 

友
 

だ
ち
 

ば
っ
か
り
 

な
ら
、
 

缶
ビ
—
 

ル
な
ん
 

か
が
 

手
軽
で
 

い
い
ね
。
 

お
 

酒
は
 

パ
—
 

テ
イ
の
 

雰
囲
気
に
 

合
わ
せ
て
 

選
ん
 

で、
 

も
ち
ろ
ん
 

お
 

酒
の
 

飲
め
な
い
 

人
 

も
い
 

る
 

だ
 

ろ
う
か
ら
 

ノ
ン
 

ア
ル
 

コ 
ー 

ル
の
 

飲
み
物
 

も
撤
え
 

て
 

お
こ
う
 

0 

i 



J J
 

謂 

パ
丄
 

ア
イ
ズ
 

•フ
 

—
ス
 

お
腹
が
 
空
い
て
 
ち
 
ゃ ゲ

—
ム
 
だ
っ
て
 
楽
し
め
 

な
い
、
 
と
い
う
 
わ
け
で
、
 
パ
—
 
テ
ィ
で
は
 
食
事
 

に
も
 
気
を
 使
い
た
い
。
 

と
い
 
っ
て
も
、
 
い
ろ
い
 

ろ
と
 
ゴ
 
チ
ャ
 
ゴ
 
チ
ャ
 
作
る
 
の
 
も
 
大
変
 
だ
し
、
、
 
こ
 

う
い
う
 
と
き
は
 
手
軽
で
 
お
腹
が
 
い
っ
ぱ
い
 
に
な
 

る
 も
の
が
 

I 番
 。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
 
や
 フ
ラ
イ
 
ド 

チ
キ
ン
、
 
そ
れ
か
ら
 
カ
ナ
ッ
ペ
 
な
ん
か
だ
っ
た
 

ら
 、
大
勢
 
人
が
 
集
ま
る
 
と
き
で
 
も
 作
る
 
の
は
 
力
 

ン
 タ
ン
 
だ
し
、
 
ち
ょ
つ
 
と
つ
 
ま
む
 
の
 に
も
つ
て
 

こ
い
。
 
あ
と
、
 
小
さ
な
 
パ
—
 
テ
イ
 
だ
つ
 
た
ら
 
ケ
 

—
キ
 
な
ん
か
 
用
意
す
 
る
の
 
も
い
 
い
ね
。
 
そ
れ
 
か
 

ら
 
フ
ル
—
 
ツ
は
 
あ
る
と
き
れ
 
い
だ
し
、
 

い
つ
 
食
 

ベ
て
も
 
い
い
か
ら
 
ほ
し
い
し
、
 
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
 

や
 キ
ャ
ン
 
デ
イ
な
ん
 
か
も
 
置
い
て
 
お
い
た
ら
い
 

い
ん
じ
 
や
な
い
 
か
な
。
 

パ
—
 
テ
イ
に
 
用
意
す
 
る
 も
の
が
 
集
ま
つ
 
た
ら
、
 

最
後
に
 
パ
—
 
テ
イ
の
 
進
行
 
表
を
 
作
っ
て
 
お
こ
ぅ
。
 

こ
れ
は
 

I 番
 大
切
な
 
こ
と
 
だ
。
 
飾
り
つ
 
け
が
い
 

く
ら
す
 
ば
ら
し
く
て
も
、
 

パ
 ー 

テ
イ
の
 
進
行
を
 

考
え
て
 
お
か
な
い
と
'
 
 
み
ん
な
が
 
シ
ラ
 
ケ
 て
し
 

ま
ぅ
。
 
ゲ
—
ム
 
の
 順
番
な
 
ど
は
 
あ
ら
か
じ
め
ち
 

や
ん
 
と
 決
め
て
、
 
パ
ー
 
テ
イ
が
 
ス
ム
—
 
ズ
に
運
 

ぶ
よ
う
に
 
し
て
 
お
こ
う
。
 

パ
丄
丁
 

ィ
ズ
 

•
ブ
ロ
 

パ
テ
 

ィ 

飲
み
物
 
や
 食
べ
物
が
 
決
ま
っ
 
た
ら
、
 
あ
と
は
 

パ
—
 
テ
ィ
を
 
シ
ヨ
—
 
ア
ッ
プ
す
 
る
た
 
め
の
 
小
道
 

具
 集
め
と
 
飾
り
つ
 
け
だ
。
 
ク
ラ
 
ツ
カ
—
 
や
 キ
ヤ
 

ン
 ド
ル
、
 

お
 花
は
 
も
ち
ろ
ん
 
の
こ
と
、
 
仮
面
な
 

ん
 か
も
 
あ
っ
た
ら
 
楽
し
い
。
 
そ
れ
か
ら
 
ゲ
—
厶
 

ソ
フ
ト
に
 
合
わ
せ
て
 
衣
装
を
 
摘
え
 
る
の
 
も、 

ゲ
 

—
ム
 
を
す
 
る
の
に
 
グ
—
ン
 
と
や
る
 
気
が
 
で
て
 
き
 

た
り
し
て
。
 
あ
と
は
 
勝
ち
抜
き
 
戦
の
 
表
を
 
作
る
 

の
 も
い
 
い
し
、
 
賞
品
 
や
バ
ツ
 
ゲ
—
ム
 
な
ん
か
 
も
 

考
え
て
 
お
き
た
い
。
 
い
ろ
い
ろ
 
な
お
 
店
を
 
の
ぞ
 

い
た
り
、
^
^
 
な
ん
か
を
 
見
て
 
ガ
ン
バ
っ
 
て
み
 

よ
う
。
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IT
- 

た
ま
に
は
 

リ
ツ
 

チ
な
 

気
分
を
 

味
わ
い
た
い
 

い
っ
ち
よ
 

_C
VD
 

の
 

タ
キ
 

シ
—
 

ド
と
 

ド
レ
ス
で
 

い
つ
ち
 

と
 

進
 

_0
 

夜
を
 

過
ご
す
 

V 

ニ
 

セ
 

モ
ノ
の
 

お
金
 

だ
け
ど
 

M
S
X
 

で
 

五
 

万
 

ド
ル
 

も
も
ぅ
 

か
っ
 

ち
ゃ
っ
た
/
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5 

パ
ー
 
テ
イ
を
 
開
 く
ん
だ
 
っ
た
ら
、
 

タ
キ
 
シ
 

1 
ド や

 ド
レ
ス
を
 
着
て
 
シ
ヤ
ン
 
ペ
ン
で
 
乾
杯
す
 

る
よ
う
 
な
 豪
華
で
 
本
格
的
な
 
パ
—
 
テ
イ
に
 
し
 

た
い
な
 
あ
と
 
思
つ
 
て
い
る
 
キ
ミ
。
 
た
ま
に
は
 
リ 

ツ
チ
で
 
大
人
っ
ぽ
い
 
ム
—
 
ド
を
 
味
わ
い
た
 
い
と
 

い
う
 
持
ち
は
 
わ
か
る
 
け
ど
'
 
 た
だ
 
い
っ
ち
よ
う
 

ら
を
 
着
て
 
集
ま
る
 
だ
け
 
じ
 や
 ツ
マ
 
ラ
 ナ
イ
。
 
せ
っ
 

か
く
の
 
M
S
 

X- の
 ゲ
—
ム
 
も
 あ
る
ん
だ
 
か
ら
、
 

も
う
 
ひ
と
 
工
夫
 
七
て
 
カ
ジ
 
ノ
バ
ー
 
テ
イ
と
 
し
や
 

れ
て
 
み
よ
う
よ
。
 

カ
ジ
ノ
は
 
上
流
 
階
級
の
 
紳
士
と
 
淑
女
が
 
ゲ
 

—
ム
の
 
ス
リ
ル
と
 
刺
激
を
 
求
め
て
 
遊
び
に
 
く
る
 

と
こ
ろ
。
ち
よ
っ
と
気
取
っ
た
服
装
で
2
5
>
<
 

の
 ゲ
—
ム
 
を
 楽
し
む
 
フ
 
ア
ツ
 
シ
ヨ
 
ナ
ブ
ル
 
パ
—
 

テ
イ
に
は
 
ぴ
っ
た
り
の
 
設
定
な
ん
 
だ
。
.
 

そ
う
と
 
決
ま
っ
 
た
ら
、
 
ま
ず
 
会
場
を
 
手
配
し
 

よ
う
。
 
カ
ジ
ノ
の
 
華
や
か
で
 
き
ら
び
や
か
な
 
雰
 

囲
 気
を
 
演
出
す
 
る
た
 
め
に
 
も、 

あ
る
 
程
度
の
 
広
 

さ
や
 
厶
—
 
ド
が
 
あ
る
 
場
所
を
 
選
ば
な
け
れ
ば
 
な
 

ら
 な
い
。
 

| 番
手
っ
 
と
り
 
早
い
 
の
は
 
お
 気
に
入
 

り
の
 
お
 店
を
 
借
り
る
 
方
法
 
だ
。
 
お
 店
の
 
人
と
 
相
 

談
 す
れ
ば
 
食
べ
 
も
の
 
や
 ド
リ
ン
ク
 
も
 用
意
し
て
 

も
ら
え
る
 
か
ら
、
 
キ
ミ
は
 
M
S
X
 
ゲ
 I
-
 q を

 揃
 

え
る
 
だ
け
で
す
 
む。 

た
だ
し
、
 

三
時
 
間
借
り
て
 

三
〇
 
万
円
ぐ
 
ら
い
の
 
料
金
が
 
必
要
に
 
な
る
こ
と
 

は
 覚
悟
し
 
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
。
 
そ
こ
で
 
お
ス
 

ス
メ
し
た
 
い
の
が
'
 
 
〇
〇
 
区
民
 
集
会
所
と
 
か
 青
 

少
年
会
 
館
と
 
い
う
 
ヤ
ツ
。
 
そ
の
 
地
域
に
 
住
ん
で
 

い
る
 
証
明
 
さ
え
 
あ
れ
ば
 
格
安
の
 
値
段
で
 
借
り
る
 

こ
と
が
で
き
る
 
は
ず
 
だ
。
 
も
と
も
と
 
置
い
て
 
あ
 

る
 も
の
は
 
テ
 I ブ

ル
と
 
イ
ス
ぐ
 
ら
い
な
 
の
が
、
 

か
え
っ
て
 
自
分
 
流
 カ
ジ
ノ
を
 
作
る
 
に
は
 
好
都
合
 

か
も
し
れ
 
な
い
。
 

テ
 I ブ

ル
に
は
 
テ
 I ブ

ル
ク
 
ロ
ス
、
 
む
き
 
出
 

し
の
 
壁
に
は
 
色
 と
り
ど
り
の
 
モ
—
 
ル、 

ム
ー
 

ラ
イ
ト
 
や
 キ
ャ
ン
ド
ル
で
 
妖
し
い
 
光
を
 
作
り
、
 

花
を
 
飾
る
。
 
ル
—
 
レ
ツ
 
ト や

 ダ
—
 
ツ
も
 
用
意
す
 

る
と
 
一
層
 カ
ジ
ノ
つ
 
ぼ
い
。
.
 
M
S
X
 
も
 
I
 台
 だ
 

け
で
は
 
足
り
な
い
 
か
ら
 
友
 だ
ち
 
に
 借
り
て
 
三
 台
 

は
 置
き
た
い
。
 
も
ち
ろ
ん
 
ゲ
—
厶
 
も
 カ
ジ
ノ
に
 

ふ
さ
わ
し
 
い
も
の
を
 
選
ぼ
う
。
 
た
く
さ
ん
の
 
人
 

が
 遊
べ
る
 よ
う
に
、
 

一
つ
の
 面
を
 ク
リ
ア
す
 る
 

と 
次
の
 
面
へ
 
進
め
る
 
よ
う
な
 
時
間
が
 
か
か
る
 
も
 のは
 さ
け
て
、
 

賭
け
が
 
楽
し
め
る
 

ゲ
—
ム
 
を
 揃
 

え
る
 
の
が
い
 
い。 

M
S
X
 
ゲ
—
ム
 
に
は
、
 
も
と
 

も
と
 
ブ
 
レ
—
 
ヤ
—
が
 
持
ち
 
点
を
 
賭
け
て
 
勝
て
ば
 

点
数
が
 
増
え
、
 
負
け
る
 
と 点

数
を
 
取
ら
れ
て
 
し
 

ま
う
 と
い
う
 

ゲ
—
ム
 

が
い
く
つ
 

か
 ある
。
 競
馬
 

ケ
 I ム

の
 「
M
S
X
 夕
 I ビ

 I 」 、
ト
 ラ
ン
プ
 ゲ
 

—
厶
の
 
「
M
S
X
 

2I J 
と 

「
ポ
—
 
力
—
」
 
の
 三
 

ゲ
—
ム
 
は
 キ
—
や
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 
操
作
 

の
 上
手
 
下
手
で
 
勝
負
が
 
き
ま
る
 
と
か
、
 
頭
で
 

考
え
て
 
パ
ズ
ル
を
 
解
い
て
 
ゆ
く
 
と
い
う
 
も
の
で
 

は
な
く
'
 
イ
チ
 
か
バ
チ
 
か
の
 
勝
負
に
 
持
ち
 
点
を
 

賭
け
る
 
ス
リ
ル
を
 
追
求
し
た
 
ゲ
—
ム
 
で、 

ま
さ
 

に
 カ
ジ
ノ
に
 ビ
ッ
 タ
リ
 だ
。
 
「
ピ
リ
ヤ
—
 ド
」
 

も
 
カ
ジ
ノ
に
は
 
つ
き
も
の
の
 
ゲ
 ー 

ム
 だ
か
ら
、
 

，
二
番
 
古
く
か
ら
 
ぁ
.
 

rt? ノブ ^
 r シ ̂

 r
 $
 T, ぐ 

1 

を
す
 
る
 

、 
m
 
i
 

白
は
、
 
0
0
0
 

赤
は
 u
 
i
r
o
 
I
U
 

と
 
便
利
 
だ
。
 

1
0
0
0
2
 

►
1
 カ
ジ
ノ
で
は
 
チ
 

s
i
 :
 色 y
 
段を 分

け
る
 

ぜ
ひ
 
用
意
し
て
 
ほ
し
い
。
 

こ
れ
ら
の
 
ゲ
—
ム
 
を
 カ
ジ
 
ノ
バ
—
 
テ
ィ
で
は
 

点
数
で
は
 
な
く
 
ホ
ン
 
モ
ノ
の
 
カ
ジ
ノ
の
 
よ
う
に
 

お
金
を
 
賭
け
て
 
楽
し
ん
で
 
し
ま
お
う
。
 
と
い
つ
 

て
 も
 お
金
は
 
当
然
 
ニ セ

 モ
ノ
で
 
な
け
れ
ば
 
お
 ま
 

わ
り
さ
ん
 
に
つ
か
 
ま
る
か
ら
 
要
注
意
。
 
招
待
 
者
 

に
は
 
会
場
の
 
入
口
で
 
会
費
と
 
ひ
き
か
え
に
 
偽
の
 

お
礼
で
 
百
万
 
ド
ル
ず
 
つ
 渡
」
 て
 お
金
 
持
ち
に
 
な
 

つ
て
も
 
ら
い
、
 
リ
ツ
 
チ
な
 
カ
ジ
ノ
 
パ
ー
 
テ
ィ
を
 

よ
り
 
楽
し
ん
で
 
も
ら
お
う
 
と
い
う
 
ワ
ケ
 
だ
。
 

「
く
そ
 お
 
今
の
 ゲ
—
ム
 で
 五 万

 ド
ル
 も 負

け
 

ち 
や
つ
た
 
よ」 

「
あ
た
し
 

な
ん
て
 

三
 

五
〇
万
 

ド
ル
 

も
 

持
っ
て
 

る
 

ん
だ
か
ら
。
ス
ゴ
ィ
で
し
ょ
ぅ
 

??
 

:」
 

と、
 

パ
—
 

テ
イ
が
 

白
熱
 

化
す
る
 

こ
と
 

マ
チ
 

ガ
イ
 

ナ
シ
 

だ
。
 

さ
て
、
 
最
後
に
 
食
べ
 
も
の
と
 
ド リ

ン
.
 ク
を
考
 

え
よ
う
 

0 

ハ
—
 
テ
イ
の
 
始
め
に
す
 
る
 乾
杯
は
 
シ
ヤ
ン
 

パ
ン
 
以
外
 考
え
ら
れ
な
い
。
 
せ
っ
か
く
の
 
パ
ー
 

テ
イ
 
だ
か
ら
 
思
い
切
っ
て
 
輸
入
 
モ
ノ
の
 
高
価
 

な
 ヤ
ツ
を
 
買
い
た
い
。
 
食
べ
 
も
の
は
 
ゲ
—
ム
 
を
 

し
な
が
ら
 
つ
ま
め
る
 
よ
う
な
 
も
の
、
 
フ
ラ
イ
 
ド 

チ
キ
ン
 
や
 サ
ン
ド
 
ウ
イ
 
ツ
チ
、
 
ク
ラ
 
ツ
カ
—
 
な
 

ど
が
 
便
利
 
だ
。
 
ド
リ
ン
ク
 
も
 セ
ル
 
フ
サ
ー
 
ビ
ス
 

で
 勝
手
に
 
飲
め
る
 
よ
う
に
 
バ
ン
 
チ
ボ
—
 
ル
を
 
作
 

っ
て
 
お
く
の
が
 
い
い
。
 

テ
—
 
ブ
ル
を
 
ひ
と
つ
 
こ
れ
ら
の
 
コ
—
ナ
 

I 
に
 

す
る
と
 
会
場
が
 
ち
ら
か
っ
 
た
り
 
混
乱
 
せ
ず
に
す
 

む
。
 

さ
あ
、
^
^
 

完
了
。
 

も
う
い
つ
 

招
待
し
た
 

仲
 

間
が
 

や
っ
て
 

き
て
も
 

大
丈
夫
 

1 だ
。 

メ
ン
バ
—
 

が
 

揃
っ
 

た
ら
、
 

さ
つ
 

そ
く
 

シ
ヤ
ン
 

パ
ン
を
 

配
り
、
 

ク
ラ
 

ツ
カ
ー
 

を
 

鳴
ら
し
て
 

カ
ジ
ノ
ら
 

し
く
 

派
手
 

に
 

パ
—
 

テ
イ
を
 

始
め
よ
う
。
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M  S  X ゲ ー ムは 、力 ー ソル キ ー 、ジ  七 

ヨイ スティック、 そして この トラ •ッ  数 

ク ポールで も 操作す る こと がで きる。  が 

中央の 白い ボールを 手のひらで 転が  高 
して 方向を 指示す る 仕組みに なって  い 

ぃるから、 縦横 上下 だけでなく なな  の 

めに 動かした 方が 便利な ゲーム， 例  （ま 
え ば スー バー ビリヤードに 使いたい。  い 

う 
ま 

スーパー ビリヤード 

ゲームを 始める 前に 条件を 自分で決め ている ところ 

フレー ヤーの 人数. 摩擦 係数 •何 ショット までに 全 

部の 球を ポケッ トに 落とす 予定で プレーす るか etc. 

紫色の 十字 型は 照準た。 これを ねらった 色 球に 合わ 

せて、 画面 下の 赤い キューで 打つ と 白 球が 転がって 

照準に あたる 打ち 損じる ことは 決してない 

台の 上、 まん 中の ボケ ツ トに 出て いる 白い 手は ラ ツキ 

ー ポケツ トの 合図。 この ポケツ トに 球を 落とす と、 

ボーナス 点 200 点 がフ ラスされ る チャンス なの だ。 

▼今、 この モニターでは 競馬 ゲームを しています 

という 印に、 モニターの 上に 馬の 人形を 置 こう- 

ら  トラック を 一周 してきた 6 頭の 馬が 最後の 直線に か 
ゴ  かつた。 さあ、 I 位は？  2 位は？. 正面の 黒い 板 

|  に 頑 位 と オッズ がで るまでは 目 が 離 せ ダい。 

P
L
A
C
E
 
 

Q
U
E
B
 
 

A
L
L
 

は
'
.
 

K
t
 
 

ム
の
 

最
初
の
 

シ
ョ
ッ
ト
の
 

白
 

球
が
 

M
S
X
 

の
 

指
定
 

通
 

り
の
 

位
置
に
 

あ
る
 

ま
ま
で
 

い
い
な
ら
 

〇、
 

プ
レ
 

I
 

ヤ
—
が
 

決
め
た
い
 

な
ら
—
 

を
 

選
ぶ
 

よ
ぅ
に
な
 

つ
て
い
 

る。
 

デ
イ
 

I 
ラ
 

I 
は
 

こ
れ
ら
の
 

条
件
を
 

プ
レ
 

I 
ヤ
 

I
 

に
 

説
明
し
 

賭
け
金
と
 

配
当
金
を
 

決
め
て
か
ら
 

ゲ
—
ム
 

を
 

始
め
よ
う
、
 

レ
ー
ス
 

は、
 

最
後
の
 

直
線
 

「 

右
に
 

動
い
て
 

い
る
 

キ
ュ
—
 

で、
 

白
 

球
を
 

つ
く
 

強
 

さ
を
 

決
め
る
。
 

| 番
 

右
寄
り
の
 

と
き
が
 

最
強
、
 

左
寄
り
の
 

と
き
が
 

最
弱
 

だ。
 

こ 
こ
ぞ
と
 

い
う
 

強
 

さ
の
と
 

き
に
 

キ
—
を
 

押
す
 

と、
 

台
の
 

上
で
 

白
 

球
 

が
 

動
き
 

出
し
 

照
準
に
 

命
中
 

す
る
と
い
 

う
 

仕
組
み
 

に
な
つ
 

て
い
る
。
 

少
な
い
 

打
数
で
 

よ
り
 

多
く
の
 

球
が
 

残
っ
て
 

い
る
と
 

ゲ
—
ム
 

ォ
—
バ
 

I 
に
な
っ
 

て
し
 

ま
ぅ
 

e 
 

S
C
O
R
E
 
 

T
o
 
 

W
I
N
 

は
 

10
 

〜 
9
9
9
9
 

点
の
ぅ
 

ち
 

何
 

点
 

得
点
で
 

き
れ
 

ば
 

勝
っ
 

た
こ
と
 

に
な
る
 

か
を
 

決
め
る
 

も
の
。
 

決
 

め
た
 

点
に
 

達
す
る
 

と 
全
部
 

ゲ
—
ム
 

が
 

終
わ
っ
て
 

い
な
く
て
も
 

ブ
レ
 

I 
ヤ
 

I 
の
 

勝
ち
が
 

決
ま
る
。
 

次
の
 

ゲ
 

I 
厶
 

「
M
s
 

X 
夕
 

I 
ビ
 

I 
」 

は
四
人
 

ま
で
 

一
度
に
 

ブ
 

レ
—
 

で
き
る
 

競
馬
 

ゲ
—
ム
 

だ。
 

各
ブ
 

レ
—
 

ヤ
—
は
 

三
 

〇
〇
〇
 

S 
づ
つ
の
 

予
算
で
 

I
 

レ
—
 

ス
 

に
つ
き
 

四
 

種
類
ま
で
 

|
 

枚
 

|
 

〇
〇
 

S
 

の
 

馬
 

券
を
 

買
う
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

予
想
が
 

終
わ
る
 

と 
六
 

頭
の
 

馬
が
 

走
っ
て
 

勝
負
が
 

決
ま
る
 

の
 

だ
が
、
 

こ 

ル
ま
で
 

が
 

山
場
 

だ
。
 

負
け
て
 

い
た
 

馬
が
 

追
い
 

こ 
み
で
 

逆
転
 

勝
ち
す
 

る
 

場
合
が
 

多
い
 

か
ら
、
 

最
後
 

ま
で
 

目
が
 

離
せ
な
い
 

興
奮
 

度
の
 

高
い
 

ゲ
—
ム
 

に
 

な
つ
て
 

い
る
。
 

七
 

レ—
- 

ス
ま
 

で
あ
る
 

け
れ
ど
、
 

I
 レ
—
 
ス
 
交
替
で
 
他
の
 
人
に
 
も
や
ら
 
せ
て
 
あ
げ
 

る
の
を
 
忘
れ
な
い
で
 
ほ
し
い
。
 

の
ゲ
 
I 
ム
は
レ
 

ー 
ス そ

の
も
の
よ
り
 
予
想
ま
で
 

が
 お
も
し
ろ
い
。
 

六
 頭
の
 馬
の
 過
去
の
 レ
—
 ス 

成
績
 
や
 特
徴
の
 
詳
し
い
 
デ
ー
 
タ
を
 
オ
ッ
ズ
 
を
 見
 

な
が
ら
 
予
想
が
 
で
き
る
 
の
 だ
。
 
デ
—
 
夕
に
は
、
 

能
力
、
 
血
統
、
 
脚
 質
、
 
安
定
 度
、
 
調
教
、
 
ダ
ー
 卜
の
 
六
つ
が
 
A
B
C
 
や
 数
字
で
 
評
価
さ
れ
 
て
い
 

て
 競
馬
新
聞
を
 
見
て
 
い
る
よ
う
 
だ。 

本
物
^
 

6^
 

も
 

お
も
し
ろ
：
；
/
 ビ
リ
^
 

—
 

ド
と
 

M
S
X
 

ダ，
 

ス
—
パ
 

I
t
 
 

H
 

パ
—
 

テ
ィ
が
 

始
ま
 

つ
た
ら
、
 

キ
ミ
は
 

デ
 

ィ
—
 

ラ
—
 

に
な
つ
 

て
 

ゲ
—
ム
 

の
 

進
行
と
 

賭
 

け
 

金
の
 

管
理
を
 

担
当
 

し
よ
ぅ
 

0 

さ
あ
、
 

テ
ィ
 

I 
ラ
 

I
 

の
 

合
図
 

で
 

「
ス
 

ー
 

パ
—
 

ピ
リ
ヤ
—
 

ド
」
 

か
ら
 

ゲ
—
厶
 

開
始
 

だ。
 

こ 

れ
 

は、
 

白
 

球
を
 

キ
ユ
—
 

で
つ
 

い
て
 

六
 

個
の
 

色
 

球
 

を
 

ポ
ケ
ッ
ト
に
 

落
と
し
て
 

ゆ
く
 

ゲ
—
ム
 

だ。
 

ま 

ず
 

力
—
 

ソ
ル
 

キ
—
 

で、
 

白
 

球
を
 

当
て
た
い
 

色
 

球
 

に
 

照
準
を
 

合
わ
せ
る
。
 

右
よ
り
 

と
か
 

下
よ
り
 

な
ど
 
細
か
い
 

と
こ
ろ
ま
で
 

指
定
で
 

き
る
 

か
ら
、
 

本
格
 

的
 

ピ
リ
ヤ
—
 

ド 
フ
ア
ン
 

も
 

ホ
ン
 

モ
ノ
の
 

ピ
リ
ヤ
 

I
 

ド
と
 

同
じ
よ
う
に
 

角
度
 

や
 

ク
ッ
シ
 

ヨ
ン
を
 

利
 

用
す
 

る
 

高
等
 

技
術
の
 

腕
前
を
 

活
か
せ
る
 

は
ず
 

だ」
 

照
準
が
 

決
ま
っ
た
ら
 

今
度
は
 

画
面
の
 

下
で
 

左
 

で
も
な
い
だ
ろ
う
。
 

こ
こ
ま
で
は
 

ホ
ン
 

モ
ノ
の
 

ピ
リ
ヤ
—
 

ド
と
 

ほ
ぼ
 

同
じ
 

だ
が
 

「
ス
—
 

バ
—
ビ
 

リ
ヤ
^
-
ド
」
 

に
は
 

ま
だ
 

お
楽
し
み
が
 

残
っ
 

て
い
 

る
 

ラ
 

ッ
キ
—
 

ポ
ケ
ッ
ト
は
 

そ
の
 

ひ
と
つ
。
 

白
 

い
 

手
が
 

指
さ
す
 

ポ
ケ
ッ
ト
に
 

球
を
 

落
と
す
 

と
ポ
 

I
 

ナ
ス
 

点
 

二
〇
〇
 

点
が
 

も
ら
え
る
 

の
 

だ
.
 

し
か
 

も
 

ラ
 

ッ
キ
—
 

ポ
ケ
ッ
ト
は
 

ゲ
 

I-
 

が
 

始
ま
る
 

前
 

の
 

画
面
で
 

I
 

〇
〇
 

回
の
う
 

ち
 

何
回
 

表
わ
れ
る
 

か
 

を
 

指
定
で
 

き
る
 

よ
う
に
な
っ
 

て
い
る
。
 

こ
の
 

画
 

面
で
 

他
に
 

も
 

色
々
 

な
 

条
件
を
 

自
分
で
決
め
ら
れ
 

る
の
 

も
 

「
ス
—
 

パ
—
 

ピ
リ
ヤ
—
 

ド
」
 

の
 

特
徴
 

だ，
 

F 
R
I
C
_
 

-
I
 

O
N
 

は
 

摩
擦
 

係
数
の
 

意
味
'
—
〜
 

1
2
8
 

ま
で
の
 

段
階
が
 

あ
る
が
、
 

数
字
が
 

小
さ
く
な
 

る
 

ほ
ど
 

摩
擦
 

も
 

小
さ
く
な
 

っ
て
 

球
は
 

小
さ
い
 

ヒ 

ッ 
ト
で
 

よ
く
 

転
が
る
 

よ
う
に
な
る
。
 

N
o
 
 

〇 

F
,
 
 

s
 

H
-
o
 
 

T
 

S
 

は
 

全
部
の
 

球
を
 

何
 

打
ま
で
で
 

落
と
す
 

か
を
 

決
め
る
 

も
の
 

だ
'
 
 

9 
〜 

99
 

ま
で
の
 

幅
が
 

あ
り
、
 

選
ん
だ
 

シ
ョ
 

ッ
ト
 

数
を
 

打
っ
て
も
 



ホ。— カー 

まづ たく バラ バラの カー ドが 5 枚 配られた c どの 力 
ー ドを 捨てて 新しい カー ドを もらえば よい かの 選択 

は 勘に 頼る しかない 

右上の 配当金の 倍率 表を 見れば 分る ように、 ワンべ 

ア のままでは 賭け金は とられて しまう ツ ー"' .、ア が 

揃っても 持ち 金は 変わらな いなんて キビ シイ ゲーム 

◄ミッ キー マウスの よう な 耳を 頭 

につけて 華やかな ムー ドの 演出に 
一役 貢う と、 ツキ も 回って く る？！ 

▼フレ ゼン トはリ ポン 

を かければ いいっても 

んじ やない の だ.， ノぐン 

ケージで 個性を 主張す 
る 時代です ぞ. 

MSX21 

上の 2 枚が ディーラーの カード 下の 2 枚が 自分の 

カードた 今の ところ 合計 20 だか らもう 力ー ドを も 
ら わずに、 相手の カードが 開く のを 待つ しかない 

持ち 金は I990S  この 勝負に I0S 賭けて いるから、 
勝てば 持ち 金は 200 0S に增 える けれど、 負けて しま 

うと 19808 に滅つ てし まう の だ 

召 グー 厶ノ 

E
 
を
 
キ
ー
で
 
指
示
す
 
る
 
 
「
M
S
X
 

2
I
 」
 
同
様
 

持
ち
 
金
 
I  |〇 〇

〇
 
$
 を
 賭
け
て
 
い
く
の
 
だ
が
、
 

今
度
は
 
み
ご
と
 
力
—
 
ド
が
 
摘
ぅ
 
と 画

面
に
 
示
さ
 

れ
た
 
分
の
 
配
当
 
倍
率
 
金
を
 
得
ら
れ
る
 
し
く
み
に
 

な
つ
て
 い
る
。
 
•
た
だ
し
、
 ワ
ン
 ベ
ア
で
は
 賭
け
 

金
は
 
返
っ
て
 
こ
な
い
 
か
ら
、
 
ツ
—
 
ペ
ア
 
以
上
の
 

力
—
 
ド
を
 
揃
え
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
。
 

こ
の
 
二
つ
の
 
ト 
ラ
ン
プ
 
ゲ
—
ム
 
は、 

相
手
が
 

M
 
S
X
 
な
 
だ
け
に
、
 

勘
 
だ
け
が
 

勝
敗
の
 

ヵ
ギ
と
 

い
う
 
単
純
で
 
分
り
 
や
す
い
 
ゲ
—
ム
 
に
な
っ
て
 
い
 

る
う
 
え
 
I 回
の
 
ゲ
—
ム
 
時
間
 
も
 短
い
 
か
ら
 
多
勢
 

の
 人
が
 
次
々
 
プ
レ
イ
す
 
る
 カ
ジ
ノ
 
パ
—
 
テ
イ
で
 

は
 重
宝
す
 
る
に
 
ち
が
い
な
い
 

.0 

さ
て
、
 
ゲ
—
ム
 
が
 終
わ
つ
 
た
ら
、
 
プ
 
レ
—
 
ヤ
 

I
 
が
 
ど
の
ぐ
 
ら
い
 
お
金
 
持
ち
に
 
な
つ
た
 
か
を
 
調
 

ベ
よ
ぅ
。
 

| 番
 お
金
を
 
持
つ
 
て
い
た
 
人
か
ら
 
順
 

番
に
 
皆
が
 
用
意
し
て
 
き
た
 
ブ
レ
 
ゼ
ン
 
ト
を
 
選
ん
 

で
も
ら
 
い
 華
や
か
に
 
パ
—
 
テ
ィ
を
 
し
め
た
い
。
 

を
 使
わ
ず
 
難
 だ
け
で
 
勝
て
る
 
ゲ
—
ム
 
つ
て
 

好
き
だ
な
 あ
。
 M  s  X

 2  
1 
と
ポ
 ー カ

 ー ね
 !? 

「
M
S
X
 

2I 」 
は
 ト 

ラ
ン
 
フ
の
 
ブ
ラ
ッ
ク
 
ジ
ヤ
 
 
な
る
 
の
は
 
ク
 ヤ
シ
 
イ
が
仕
 
方
な
い
。
 

ッ
ク
 
と
そ
つ
 
く
り
 
同
じ
 
ゲ
—
厶
 
だ
 
自
分
の
 
持
 

ち
 札
の
 
数
字
の
 
 
と 相

手
の
 
持
ち
 
札
の
 
数
字
 

の
 合
計
の
 
ど
ち
ら
が
 

21 に
 近
い
 
か
で
 
勝
負
す
 
る
 

た
だ
し
、
 
合
計
し
た
 
数
は
 
21 を

 越
え
て
 
は
な
 

ら
 な
い
 

22 以
上
に
 
な
つ
て
 
し
ま
う
 
と、 

自
動
 

的
に
 
負
け
た
 
こ
と
に
な
る
の
 

だ。 
例
え
ば
、
 

自
 

分
の
 
持
ち
 
礼
の
 
合
計
が
 
22 で

 相
手
が
 

16 だ
と
す
 

る
と
 

21 に
 近
い
の
は
 

22 だ
け
れ
 
ど
 21 を

 越
え
て
 

し
ま
つ
て
 

い
る
か
ら
、
 

相
手
の
 

勝
ち
.
 

に
な
る
 

と
 

い
う
 
ヮ
ヶ
 

そ
れ
か
ら
、
 
絵
札
は
 
ジ
ャ
ッ
ク
 
も
 ク
イ
—
 
ン 

も
 キ
ン
グ
 
も
 全
部
 
10 で

 計
算
す
 
る
 
こ
と
、
 

エ
ー
 

ス は
—
 
で
も
 

II で
も
 
都
合
が
 
ょ
い
 
方
で
 
計
算
で
 

き
る
 
と
い
う
 
ル
 I 
ル
も
う
 
つ
か
り
す
 
る
と
 
忘
れ
 

て
し
 
ま
い
が
 
ち
 だ
か
ら
 
気
を
つ
け
よ
う
。
 

ゲ
—
ム
 
を
 始
め
る
 
と、 

ま
ず
 
M
O
N
E
Y
 
二
 

千
円
が
 
与
え
ら
れ
る
。
 

こ
の
 
中
か
ら
 

I 回
フ
レ
 

イ
す
 
る
た
 
び
に
 
自
分
が
 
勝
つ
 
方
に
 
い
く
ら
か
ず
 

つ
 B
E
T
 
 
(
賭
け
)
 
て
い
か
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
 

い
の
 
だ
。
 
自
分
が
 
勝
て
ば
 
賭
け
た
 
金
額
の
 
倍
の
 

お
金
を
 
も
ら
え
る
 
が
、
 
負
け
る
 
と
 当
然
 
賭
け
金
 

は
 と
ら
れ
て
 
し
ま
う
。
 

こ
の
 
ゲ
 ー 

厶
で
 
は、 

デ
 

ィ
—
 
ラ
—
 
は
 常
に
 
相
手
、
 
つ
ま
り
 
M
S
X
 
だ
か
 

ら
 
21 ど

う
し
に
 
な
る
と
 
デ
イ
 
I 
ラ
 I 

の
 勝
ち
に
 ま
た
、
 
相
手
の
 
力
—
 
ド
の
 
二
枚
目
は
 
ふ
せ
ら
 

れ
た
 
ま
ま
 
だ
か
ら
、
 
開
い
て
 
い
る
 
一
枚
 目
の
 
力
 

• 

—
ド
 
だ
け
で
 
ム
！
*
 が
い
く
つ
 
ぐ
ら
い
 
か
を
 
想
像
 

し
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
。
 
自
分
に
 
二
枚
目
の
 
力
 

I
 
ド
が
 
き
た
と
 
き
に
、
 

H
 
I
 
T
 
を
 
選
ん
で
も
 
ぅ
 

一
枚
 力
—
 
ド
を
 
も
ら
い
 

21 に
 近
づ
く
 
の
を
 
信
じ
 

る
か
、
 
こ
れ
 
以
上
 
カ
 ー ド

を
 
も
ら
う
 
と 21 以

上
 

で
 22 以

上
に
 
な
る
と
 
一
^
し
て
 
S
T
A
Y
 
の
キ
 

I
 
を
 
押
し
 
打
ち
切
る
 
か
が
 
運
命
の
 
分
れ
道
 
だ
，
 

「
M
S
X
 

2I 」 
と
 
同
じ
 
力
—
 
ト
リ
 
ツ
ジ
に
は
 

や
は
 
リ
ト
 
ラ
ン
プ
 
ゲ
—
厶
 
の
 
「
ポ
—
 
力
—
」
 

も
 

入
つ
 
て
い
る
。
 

こ
れ
 
も
 
ル
—
 
ル
は
 
ト 
ラ
ン
プ
の
 

ポ
—
 
力
—
 
と
そ
つ
 
く
り
 
同
じ
で
、
 
配
ら
れ
た
 
五
 

枚
の
 
力
—
 
ド
を
 
見
て
、
 
ど
の
 
力
—
 
ド
を
 
と
り
 
か
 

え
れ
ば
 
力
—
 
ド
が
 
揃
ぅ
 
か
を
 
考
え
 
c  H  A  N  G 



寒
い
 

冬
に
は
 

n 
タ
ツ
と
 

み
か
ん
が
-
 
靈
 

S0O 

肩
を
 寄
せ
 足
を
 ぶ
 

つ
け
て
 
mi/ ユ

ニ
 

ケ
ー
シ
 
ヨ
ン
す
 
る
 

の
 だ
 〇
 
 I
 

1 

_ 



▼チアガールが 使う 色 

鮮やかな ポンポンで 応 

採して もらえば、 ゲー ムは 実力 以上の スコア 
が 出る こと 間違い ナシ。 

ラ
の
 意
味
で
'
 
 原
則
は
 街
の
 ゲ
—
ム
 
セ
ン
タ
ー
 

の
"
 
モ
グ
 
ラ
た
 
た
き
々
 
と
よ
く
 
似
て
 
い
る
。
 
穴
 

の
 中
か
ら
 
頭
を
 
出
し
た
り
 
ひ
つ
 
こ
め
た
り
 
し
て
 

い
る
 
モ
グ
 
ラ
の
 
頭
を
 
ハ
ン
 
マ
ー
 
で
た
 
た
い
た
 
数
 

が
 多
け
れ
ば
 
多
い
 
ほ
ど
い
 
い
っ
て
 
い
ぅ
 
わ
け
。
 

た
だ
し
、
 キ
ミ
が
 操る
 の
は
 立
体
の
 ハン
 マ
—
 

で
は
な
く
て
 
M
S
X
 
の
キ
—
 
操
作
に
 
よ
っ
て
 
動
 

く 
画
面
 
上
の
 
ハ
ン
 
マ
—
 
だ。 

ゲ
—
ム
 
セ
ン
タ
—
 

で
モ
グ
 
ラ
の
 
頭
を
 
パ
 
コ
—
ン
 
パ
 
コ
—
ン
 
と 思

い
 

っ 切
り
た
 
た
く
 
爽
 快
感
に
は
 
欠
け
る
 
が
、
 

13 色
 

に
 色
分
け
 
さ
れ
た
 
モ
グ
 
ラ
た
ち
 
は
 
ユ
—
モ
 
ラ
ス
 

で
 可
愛
い
。
 
頭
を
 
た
た
か
れ
た
 
時
の
 
ク
シ
 
ャ
ク
 

シ
ャ
 
と
し
た
 
顔
 も 愛

敬
が
 
あ
る
。
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
、
時
間
の
 
経
過
と
 
と
も
に
 
ハ
ン
 

マ
—
 
の
 色
が
 
変
わ
る
 
と
こ
ろ
が
 
ミ
ソ
 
。
ハ
ン
 
マ 

I
 
の
 
色
と
 
同
じ
 
色
の
 
モ
グ
 
ラ
を
 
た
た
く
 
と
 
減
点
 

と
い
ぅ
 
ル
—
 
ル
が
 
あ
る
か
ら
 
だ
。
—
 
度
に
 
2 
匹
 

も
 3 

匹
 も
 顔
を
 
出
す
 
モ
グ
 
ラ
を
 
次
か
ら
 
次
へ
 
変
 

色
す
 
る
 
ハ
ン
 
マ
—
 
で
た
 
た
か
な
く
 
ち
 
や
い
 
け
な
 

い
わ
け
 
だ
か
ら
、
 
ち
よ
つ
 
と 気

を
許
す
 
と
つ
い
 

同
じ
 
色
の
 
モ
グ
 
ラ
を
 
た
た
い
て
 
し
ま
、
 
つ。 

な
に
 

し
ろ
、
 ハ
ン
 マ
—
 の
 色
は
 突
然
 何
の
 前
 ぶ
れ
 も
 

会
場
は
 
自
分
の
 
家
で
 決
ま
り
/
へ
ん
に
 
飾
っ
た
り
 

し
な
い
で
 あ
る
 も
の
 $:. 最

大
限
に
 利
用
す
 
る
 

タ
キ
 
シ
—
ド
 
や
 ド
レ
ス
で
 
着
飾
る
 
な
ん
て
い
 

う
の
は
 
ど
う
も
 
僕
の
 
柄
 じ
 
ゃ
な
い
 
と
い
う
 
キ
ミ
。
 

キ
ミ
に
は
々
 

ほ
の
ぼ
の
 

う
き
う
き
 

•
お
 座
敷
 パ
 

I
 
テ
イ
"
 

を
 
お
ス
ス
 
め
し
た
い
。
 

パ
—
 
テ
イ
っ
て
 
い
う
の
は
 
気
の
 
合
う
 
仲
間
 

が
 集
ま
つ
 
て
 楽
し
い
 
ひ
と
と
き
を
 
過
ご
せ
れ
ば
 

そ
れ
で
い
 
い
の
 だ。 

堅
苦
し
く
 
考
え
る
 
必
要
は
 

な
い
。
 

気
軽
に
 

声
を
か
け
 

あ
っ
て
、
 

M
S
X
 

の
 

ゲ
—
ム
 
ソ
フ
ト
と
 
と
も
に
 
み
ん
な
が
 
集
ま
れ
ば
 

そ
れ
で
 
パ
—
 
テ
イ
は
 
始
ま
つ
 
て
 
U
 
ま
う
。
 

た
 

だ、 
な
ん
の
 
心
く
 
ば
り
 
も
な
い
 
っ
て
い
 
う
の
は
 

少
し
 

考
え
 

も
の
。
 

そ
こ
い
ら
に
 

こ
ろ
が
つ
 

て
い
 

る
 あ
り
あ
わ
せ
の
 
も
の
で
 
い
い
か
ら
、
 

' 〇 ハ
—
 
テ
 

イ
を
 
盛
り
 
あ
げ
る
 
た
め
の
 
小
道
具
ぐ
 
ら
い
は
 
集
 

め
て
 
お
こ
う
。
 

会
場
は
、
 

誰
か
の
 

お
 

家
の
 

コ 
タ
ツ
の
 

あ
る
 

お
 

部
屋
で
 

十
分
。
 

女
の
 

コ
と
 

膝
を
 

つ
き
あ
わ
せ
て
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I 
タ
ゲ
 

I 
ム
を
 

楽
し
む
。
 

な
か
な
か
 

ォ
ツ
な
 

も
ん
だ
。
 

壁
に
は
"
 

M
S
X
 

ゲ
—
ム
 

パ
 

I
 

テ
イ
 

成
績
 

I
 

覧
表
 

々
な
ん
て
い
 

う
の
 

も
は
 

り
つ
け
 

て
 

お
き
た
い
。
 

各
 

ゲ
—
ム
 

ご
と
の
 

特
別
 

ル
—
 

ル
 

(
女
の
 

コ 
に
は
 

ハ
ン
 

デ
イ
を
 

つ
け
て
 

あ
 

げ
る
 

と
か
、
 

何
 

万
点
 

以
上
 

得
点
す
 

る
と
 

ボ
—
ナ
 

ス 
点
を
 

つ
け
る
 

と
か
、
 

ア
イ
デ
ア
 

次
第
で
 

楽
し
 

さ
は
 

倍
増
 

//
 

")
 

だ
か
ら
、
 

バ
ツ
ゲ
 

1
 

ム
を
 

か
き
 

こ
ん
で
 

お
け
ば
 

パ
ー
 

テ
イ
は
 

グ
ツ
と
 

盛
り
 

あ
 

が
る
は
 

ず
 

だ
。
 

で
き
れ
ば
 

ト 
ロ 

フ
イ
—
 

や
楣
も
 

用
意
し
て
 

お
い
て
 

優
勝
者
の
 

名
前
 

入
 

リ
リ
 

ボ
ン
 

な
ん
か
を
 

つ
け
て
 

い
く
と
、
 

お
 

座
敷
で
の
 

パ
 

ー 

テ
イ
 
も
い
 
よ
い
よ
 
本
格
的
。
 
次
回
の
 
パ
ー
 
テ
イ
 

開
催
を
 
求
め
る
 
み
ん
な
の
 
声
が
 
聞
け
る
 
こ
と
ぅ
 

け
あ
い
。
 

主
 §
 
に
 と
つ
て
 
こ
れ
 
以
上
 
嬉
し
い
 

こ
と
は
 
な
い
 
は
ず
 
だ
ゾ
。
 

さ
て
、
 

お
 

座
敷
 

パ
—
 

テ
イ
の
 

ほ
の
ぼ
の
 

ム
 

I
 

ド
に
 

ピ
ッ
 

タ
リ
の
 

ゲ
—
ム
 

を
 

い
く
つ
か
 

選
ん
 

で
み
 

た
"
 

た
く
さ
ん
の
 

人
を
 

集
め
て
 

や
る
 

パ
—
 

テ
イ
 

だ
と
 

ゲ
ー
ム
 

は
 

単
純
で
 

わ
か
り
や
す
い
 

も
の
の
 

方
が
 

ぅ
け
る
。
 

み
ん
な
が
 

画
面
を
 

ジ
ー
 

ッ
と
 

の
ぞ
き
 

込
ん
で
、
 

し
ば
ら
く
 

し
て
か
ら
 

「
な
 

る
 

ほ
ど
」
 

と
ゲ
 

I 
ム
の
 

内
容
が
 

わ
か
る
 

つ
て
い
 

う
ん
じ
 

や
 

シ
ラ
 

ケ
ち
 

や
う
 

も
ん
ね
。
 

パ
 

ツ
と
見
 

て
パ
ツ
 

と
わ
 

か
る
。
 

パ
ツ
と
 

見
て
 

パ
ツ
と
 

楽
し
 

め
る
。
 

こ
こ
が
 

肝
心
な
 

の
 

だ
。
 

「
M
O
L
E
」
 

(
ア
 

ス
キ
—
)
 

は
 

英
語
で
 

モ
グ
 

な
く
 
変
わ
つ
 
て
し
 
ま
 
ぅ
ん
だ
 
も
の
ね
。
 

「右
、 

右
、
 

あ
つ
 

左
 

だ
—
/
」
 「
あ
—
 

ん
 

、
ま
た
 

同
じ
 

色
の
 

モ
グ
 

ラ
を
 

た
た
 

い
ち
や
つ
 

た
 

あ
」
 

な
ん
て
 
部
屋
 
中
が
 
パ
ニ
ッ
ク
に
 
な
つ
て
 
楽
し
 

い。 
ゲ
—
ム
 

オ
—
バ
 

I にな
る
 

と 点数
が
 

で
る
 

か
ら
、
 ゲ
 I ム

 セ
ン
タ
 I と
同
じ
よ
ぅ
に
 

〇
〜
 

C
M
O
O
O
 
点
"
 
運
動
神
経
 
ゼ
ロ
、
 
2
0
0
 
-
 

4
0
0
0
 
点
 
=
 
モ
グ
ラ
 
以
下
の
 
銳
さ
 
、
な
ど
と
 

書
い
た
 
表
を
 
作
つ
 
て
 お
く
と
 
そ
れ
ら
し
 
い。 

最
少
 
得
 占' 〔者

を
 
モ
グ
 
ラ
に
 
し
て
、
 
お
も
ち
 
や 

の
 
ハ
ン
 
マ
—
 
で
 ピ
コ
 
ピ
コ
た
 
た
い
ち
 
や
う
 
バ
ツ
 

ゲ
ー
ム
 
も
い
 
い
ね
。
 
た
た
か
れ
る
 
人
は
 
モ
グ
ラ
 

に
な
り
 
き
つ
て
 
画
面
と
 
同
じ
よ
う
に
 
ク
シ
 
ヤ
と
 

顔
を
 
ゆ
が
め
て
 
ほ
し
い
な
。
 

ZI 



ずらっと 並んだ 13 色の 可愛い モグ ラたち。 穴から 顔 

を のぞかせ るモグ ラたち を ハンマーで ビコ^: コ たた 
く とその 数 だけ 得点が あがる。 

見事 ハンマーで たたかれた モグ ラは、 クシ ヤツと 痛 
そうな 顔を して ひっこむ  T  I  ME の 箱が いっぱい 

になる 前に M 0  L E の 箱を 埋めて、 次の 面へ GO/ 

►MOL E で 負けた 人は モグ ラと 

同じように、 おもちゃの ハンマー 
でた たかれて しまう の だ。 ビコ ッ 

とね。 

MOLE 
儀1 0 _ 

►応援 合戦は ハ デな ほ 
ど バー ティが 盛 り あが 

る， 応援 用の 小物を た 

く さん 集めて おくのは 

主催者の 気配り だ_ 

◄バツ ゲームで 歌を 歌 

うとき に、 こんな おも 

ちゃの トラ ンぺツ トで 

間奏 まで 熱演 すれば い 

ち やく ヒーロー だね， 

キーは 3  ~  8 個まで 好きな 数に する ことができる。 

上達したら スライ ド 式に キーの 数を 增 やして ゆこう。 
8 個に 增 やすま では、 かなり の 練習が 必要み た いだ。 

この ゲームは 記憶力の 良し 悪しが 勝負の ポ イン トた 
コンピュータが 光らせた 色の 順番を 覚えて 反復す る 

どんどん 光る 色の 数が 增 えて 頭が パニックになる ぞ 

典逾  A  典 

a  ̂   m  ̂  m  卿  w*  , 
顏 _  _ 羹 

晨 PUSH  SF e  KEY 

絶
対
 

間
違
え
な
 

い
よ
ぅ
な
 

と
こ
ろ
で
 

も
 

間
違
つ
 

た
り
し
て
 

し
ま
、
 

つ。
 

あ
く
ま
で
 

フ
ェ
ア
—
 

に
 

勝
 

負
す
 

る
か
 

ア
ン
フ
ェ
ア
—
 

に
 

勝
負
し
て
 

み
ん
な
 

の
 

精
神
力
、
 

$
 

力
を
 

強
化
す
 

る
か
は
、
 

パ
—
 

テ
ィ
—
 

に
 

集
ま
る
 

顔
ぶ
れ
で
 

決
ま
る
 

だ
ろ
ぅ
 

ね
。
 

四
 個
の
 
キ
—
に
 
慣
れ
て
 
き
た
ら
、
 
キ
—
の
 
数
 

を
少
 
し
づ
ず
 
増
や
し
て
 
い
こ
う
。
 
老
化
の
 
第
 
I 

歩
は
 
足
腰
と
 
記
憶
力
か
ら
。
 
「
記
憶
力
を
 
競
う
 
ゲ
 

—
ム
は
 
嫌
い
だ
」
 
な
ん
て
 
言
い
 
始
め
た
ら
、
 

キ
 

ミ
も
オ
 
ジ
ン
の
 
仲
間
 
か
も
よ
。
 

ゲ
 

ー 
ム
は
 

単
純
 

明
快
で
 

あ
れ
ば
 

あ
る
 

ほ
ど
 

興
奮
。
 

ハ 
ニ 

ツ
ク
を
 

ま
き
お
こ
す
 
 

Q 
パ
—
 

テ
イ
の
 

主
催
者
は
、
 

I 
緒
に
 

な
っ
て
 

楽
し
む
 

だ
け
 

じ
 

や
な
く
、
 

タ
イ
ミ
ン
グ
を
 

見
 

計
 

ら
 

っ
て
 

次
の
 

ゲ
—
ム
 

を
 

紹
介
す
 

る
 

こ
と
。
 

お
も
 

し
ろ
い
 

办
ら
 

っ
て
 

い
つ
ま
で
も
 

続
け
て
 

い
る
と
 

パ
—
 

テ
イ
は
 

夜
中
に
 

な
っ
て
も
 

終
わ
ら
 

r 
なぃ。 

「
ザ
 

•
ブ
レ
イ
ン
」
 

(
ァ
 

ス
キ
 

I 
は
 

M
S
X
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
が
 

キ
ミ
た
ち
 

の
 

¥
 
 

記
憶
力
に
 

挑
戦
 

す
る
と
い
 

う
 

ゲ
—
厶
 

だ
。
 

こ
れ
 

も
 

ル
—
 

ル
が
 

き
わ
め
て
 

単
純
 

明
快
な
 

だ
け
 

に、
 

愉
快
な
 

仲
間
 

さ
え
 

集
ま
れ
ば
 

興
奮
 

パ
ニ
ッ
 

ク
は
 

必
至
。
 

画
面
 

上
に
 

表
わ
れ
た
 

数
個
の
 

色
付
き
 

キ
—
 

(三
 

個
か
ら
 

八
 

個
ま
で
 

自
由
に
 

選
べ
る
 

の
 

だ
け
 

れ
ど
 

'
通
常
は
 

力
—
 

ソ
ル
 

キ
—
 

だ
け
で
 

遊
べ
る
 

よ
う
に
 

四
 

個
 

に
し
て
お
く
の
 

が
い
い
だ
ろ
う
)
 

を
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
が
 

ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
 

光
ら
せ
 

る。
 

そ
の
 

順
番
を
 

覚
え
て
 

お
い
て
、
 

同
じ
 

順
番
 

に
 

キ
—
を
 

押
し
て
い
 

く
の
 

だ
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
 

は
こ
 

ち
ら
が
 

正
解
す
 

る
た
 

び
に
 

| 
個
づ
つ
 

光
ら
 

せ
る
 

キ
ー
の
 

数
を
 

増
や
し
て
 

い
く
。
 

五
 

個
、
 

六
 

個
、
 

七
 

個
ぐ
 

ら
い
ま
で
は
 

簡
単
な
ん
 

だ
け
ど
、
 

十
 

個
、
 

十
五
 

個
と
 

光
る
 

キ
—
の
 

数
が
 

増
え
て
 

く 

る
と
 

さ
あ
 

大
変
。
 

最
後
の
 

方
の
 

順
番
 

ば
か
り
が
.
 

気
に
な
っ
て
 
最
初
の
 
方
の
 
順
番
を
 
忘
れ
て
 
し
ま
 

つ
た
り
、
 
今
 さ
つ
き
ま
で
 
簡
単
に
 
ク
リ
ア
し
て
 

い
て
 
覚
え
て
 
い
た
は
 
ず
の
 
順
番
が
 
突
然
 
思
い
出
 

せ
 な
く
な
つ
 
て
し
 
ま、 っ。 

も
ち
ろ
ん
、
 

ち
ょ
つ
 

と
で
 
も
 他
の
 
こ
と
に
 
目
を
 
奪
わ
れ
た
 
た
め
に
、
 

ま
つ
た
 
く 記

憶
を
 
失
つ
 
て
し
 
ま
つ
た
り
、
 

と
も
 

か
く
 集中
力
、
 

精
神
力
を
 

養
ぅ
 に
は
 も
っ
て
こ
 

い
の
 
ゲ
—
ム
 
だ。 

音
と
 
光
を
 
同
時
に
 
発
す
る
 
の
で
、
 
色
の
 
順
番
 

だ
け
で
な
く
 
音
の
 
調
子
 
も
 記
憶
の
 
た
め
に
 
大
切
 

な
 要
素
に
な
る
。
 

夕— 、ト ウー •、タ
 

ア I、 トウ - - ン— 

なん
て 

音の
 

流れ
が 

頭の
 

中に
 

残る
 

からだ
。 

クリ
アし
た 

数が
 

増え
て 

くる
と、
 

色の
 

順 

番は
ド 

忘れ
して
 

しま
つた
 

のに 

音の
 

調子
で 

覚え
て 

いた
なん
 

て 
こと
があ
 

るから
、 

不思
 

議 
だね、

 

人間
の 

頭って
。 

「三
 

個、
 

四 
個、
 

五 
個
 

…
…
 

」 

と
 ク
リ
ア
し
た
 
数
を
 
み
ん
な
が
 
大
き
な
 
声
で
 
数
 

え
て
 
応
援
し
て
 
く
れ
る
 
の
な
ら
 
い
い
 
け
れ
ど
'
 

突
然
 
調
子
は
 
ず
れ
の
と
 
こ
ろ
で
 
大
声
を
 
出
さ
れ
 

た
り
 
「
次
は
 赤
 だ
 
つ
た
わ
よ
」
 
「
パ
—
 
力、 ぐ

ん
 

じ
よ
う
 

色
だ
っ
た
 

ぜ
」
 と 嘘
の
 情報
を
 

あ
び
せ
 

か
け
ら
れ
 
る
と
、
 
も
う
い
け
 
な
い
。
 
普
通
な
ら
 

ザ
‘
 

フ
レ
イ
ン
 



▼和風 パーティ だから、 パツ ゲーム 
も 日本的な ものにして みよう。 負け 

た 人の 顔に スミ で マル や パツを 描い 
て、 皆の 笑い者に しちやう ノ ダ。 

祕 W\Uh, 
固 uJ  1 
r 値 肩 

m 
r  ァ 
m 

fH  C} 

見事 上がる と、 役の 名前と 点数が 画面に 表示され る 

親切き まわりな いんだ けれど、 本当の 麻雀の 点数 計 

算 とは 少 々 邋う 計篝 方法な の で 参考に しないで ね 

左は しに あるの が ロ ンの ボタン。 間違って たたく と 

チョンボの 文字が 頭に 重く のしかかる。 右は しの ボ 
タンを たたく と ちゃんと 順番に 並び かえて くれる， 

レベルに よって 障害物が 增 えてく る。 最初は サイ： 

口が ひとつ。 レベル 2 では サイコロが ふたつ。 レべ 
ル 3 では サイコ a と 点 棒が 登場す る。 

◄
幼
稚
園
の
 

お
 

誕
生
日
 

会
 

の
よ
ぅ
 

な
 

飾
り
つ
 

け
に
す
 

る
の
 

も
 

悪
く
な
い
。
 

H 
 

A 

P
P
Y
 

• 
B
I
R
T
H
D
 

a
y
 
の
 
字
つ
 
き
モ
 
ー
 
ル
 
だ
 
J 

最
後
に
 
紹
介
す
 
る
 
「
パ
イ
 
パ
ニ
ッ
ク
」
 
(
ア
ス
 

キ
 1
 

| 月
 七
日
 
発
売
)
 
は
 麻
雀
 
ゲ
ー
ム
 
と
ア
ク
 

シ
 
ョ
ン
ゲ
—
 
ム
を
 
足
し
て
 
二
で
 
割
っ
 
た
ち
ょ
つ
 

と 不
思
議
な
 
ゲ
—
ム
 
だ。 

麻
雀
 
ゲ
—
ム
 
の
 思
考
 

(
ヤ
 ク
づ
 
く
り
)
 

の
 楽
し
 
さ
に
、
 
ア
ク
シ
ョ
ン
 

ゲ
ー
 
ム
の
キ
 
I 

(
 あ
る
い
は
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
 ィ
ツ
 

ク
)
 
操
作
の
 
巧
み
 
さ
を
 
争
う
 
面
白
さ
の
 
両
方
が
 

| 度
に
 
味
わ
え
る
。
 
ひ
と
つ
の
 
ソ
フ
ト
で
 
二
倍
 

楽
し
い
 
新
 発
想
の
 
面
白
 
ゲ
—
 
ム
だ
ゾ
 
。
単
純
 
明
 

快
 ゲ
—
ム
 
を
 
二
つ
 
ス
ス
 
め
た
 
後
で
、
 
今
度
は
 
な
 

に
や
ら
 
複
雑
な
 
ゲ
ー
ム
 
を
ス
ス
 
め
ら
 
れ
て
面
 
喰
 

ら
 
つ
て
い
 
る
か
 
も
し
れ
 
な
い
 
が
、
 
こ
の
 
ゲ
 I 

ム、 

ル
—
 
ル
の
 
単
純
 
明
快
 
さ
で
は
 
な
く
 
キ
ャ
ラ
ク
タ
 

の
 ユ
—
モ
 
ラ
ス
な
 
動
き
に
 
注
目
し
て
 
も
ら
い
た
 

い。 
パ
ツ
と
 
見
て
 
パ
ツ
と
 
楽
し
め
る
 
と
こ
ろ
が
 

グ
—
 
な
の
 
だ。 麻

雀
の
 
ル
—
 
ル
を
 
知
っ
て
 
さ
え
 
い
れ
ば
、
 

こ 

の
 ゲ
—
ム
 
の
 ル
—
 
ル
は
 
し
ご
く
 
簡
単
。
 
左
か
ら
 

並
ん
で
 
出
て
 
く
る
 
パ
イ
を
、
 
ジ
ャ
ン
 
吉
 く
ん
 
(
ヒ
 

ョ n ヒョ
 

コ 走り
回
る
 

姿
が
 

と
っ
て
も
 

可
愛
い
)
 

の
 ト
ン
 
ヵ
 チ
で
 
た
た
き
 
落
と
し
て
 
で
き
る
だ
け
 

高
い
"
 
手
"
 を
 作
れ
ば
 
い
い
。
 
た
だ
、
 
い
ろ
い
ろ
と
 

邪
魔
が
 
は
い
る
の
で
 
な
か
な
か
 
思
い
通
り
に
〃
 
手
々
 

作
り
を
 
ス
ス
 
め
る
.
 こ
と
が
で
き
な
い
。
 

待
っ
 
て
 

い
た
 
パ
イ
が
 
出
て
 
き
た
と
 
思
っ
 
た
ら
、
 
サ
イ
コ
 

口
が
 
飛
ん
で
 
き
た
り
、
 
パ
イ
に
 
夢
中
に
 
な
っ
て
 

い
る
と
 
い
つ
の
ま
に
か
 

占、； 棒
に
 
つ
き
 
飛
ば
さ
れ
 

て
い
た
り
 
で
、
 
マ
—
 
ジ
ャ
ン
が
 
強
い
と
 
い
う
 だ
 

け
で
は
 
こ
の
 
ゲ
—
ム
 
に
 勝
つ
 
こ
と
は
 
で
き
な
 
く 

な
つ
て
 い
る
。
 
す
で
に
 パ
イ
を
 落
と
し
た
 と
こ
 

ろ
に
 
新
し
い
 
パ
イ
を
 
落
と
す
 
と 前

の
 
パ
イ
は
 
グ
 

シ
ャ
 
と
つ
 
ぶ
れ
て
 
し
ま
う
 
の
 だ
け
れ
 
ど、 

あ
せ
 

つ
て
 
パ
イ
を
 
た
た
き
 
落
と
す
 
と 必

要
な
 
パ
イ
 
ま
 

で
つ
 
ぶ
し
て
 
し
ま
つ
た
 
り
す
る
 
の
 だ
。
 

麻
雀
の
 
上
手
 
下
手
 
だ
け
で
は
 
勝
負
が
 
決
ま
ら
 

な
い
だ
 け
に
、
 
百
戦
錬
磨
の
 上
級
 者
 も、 

■
麻
雀
 

を
 覚
え
た
 
て
の
 
初
心
者
 
も
 同
じ
 
レ
ベ
ル
で
 
戦
え
 

る。
 

と
は
い
 

っ
て
も
'
 
 

キ
—
 

操
作
が
 

巧
み
に
 

な
 

れ
ば
 

、
あ
と
は
 

当
然
 

麻
雀
の
 

セ
ン
ス
が
 

問
題
に
 

な
っ
て
 

く
る
。
 

な
る
べ
く
 

高
い
"
 

手
〃
 

作
り
 

(
国
士
 

無
双
、
 

大
三
元
 

、
大
四
 

喜
な
ん
 

て
〃
 

手
々
 

も
 

時
に
は
 

で
き
 

る
ん
だ
)
、
 

瞬
時
に
 

待
ち
を
 

判
断
す
 

る
 

能
力
 

が
 

有
用
で
 

あ
る
 

こ
と
は
 

い
ぅ
ま
で
も
な
い
。
 

どぅしても 
差が ありすぎ 

る、 例えば 男 

のコ対 女の コの 場合で も、 レベルが— か 

ら 
4 
まであって、 

障害物の 

数で 

難易度が 

変えられ 

るから、 

レベルの 

4 
と— 

で 
争え 

一 

ば 
大丈夫 

だ。 

女の 

コと 

男の 

コが 

二人 

一組 

で 
チ— 

ムを 

作って、 

女の 

コがキ 

I 
操作し、 

男の 

コが 

落とすべき 

パィを 

指示 

するとい 

う 
二人 

羽織 

風 
ゲ—ム 

にしても 

おもしろい。 

得
点
は
 
画
面
に
 
で
た
 
も
の
を
 
本
物
の
 
点
 棒
で
 

配
っ
て
、
 

最
後
に
 

合
計
を
 

計
算
 

す
れ
ば
 

マ
—
 

ジ
 

ヤ
ン
の
 
気
分
 
も
 盛
り
 
あ
が
る
 
と
い
う
 
も
の
 
だ
。
 

パ
ッ
と
 
見
て
 
パ
ッ
と
 
楽
し
め
る
、
 
ユ
—
モ
 
ラ
ス
な
 
画
面
 

が
。
 ハ
 ー 
ー
で
 を
 盛
り
上
げ
る
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▲ハー トが かわいい ス 

トロー。 こんな スト ロ 
一で、 丨 つの グラス か 

ら ジュース でも 飲んで 
みたり して。 

V •レ 

/+  v 

管ィ 

る 〇/ レ 

の 
乾 
杯 
で 

〆 

二
人
 
だ
け
の
 
パ
—
 
テ
ィ
 
だ
か
ら
、
 

B
G
 
M
 

も
 凝
り
た
い
 
よ
ね
。
 
b
g
m
 
の
 選
曲
 
も
 キ
ミ
の
 

お
 役
目
。
 お
気
に
入
り
の
 

レ
コ
 ー ド
の
 中
か
ら
 

彼
女
の
 
好
み
 
も
 考
え
て
 
セ
レ
ク
ト
 
す
る
。
 
キ
ミ
 

が
 編
集
し
て
 
ダ
ビ
ン
グ
し
た
 
カ
 セ
ツ
 
ト 
テ
—
 プ
 

も、 つ
い
で
に
 彼
女
に
 プ
レ
ゼ
ン
ト
 

し
ち
や
 お
 

う
 0 

ま
ず
は
、
 
キ
—
ル
 

•
ロ
 
ワ
イ
ヤ
 
ル
で
 乾
杯
。
 

キ
—
 
ル
は
 
フ
ラ
ン
ス
 
生
ま
れ
の
 
カ
ク
テ
ル
で
、
 

黒
す
 
ぐ
り
 
の
 実
か
ら
 
つ
く
っ
 
た
 リ
キ
 
ユ
—
 
ル
を
 

白
 
ワ
イ
ン
で
 
割
っ
た
 
も
の
。
 

キ
 ー 

ル
 
•
ロ
 
ワ
イ
 

ヤ
 ル
は
、
 
白
 ワ
イ
ン
の
 か
わ
り
に
 
シ
ヤ
ン
 
パ
ン
 

で
 割
る
。
 
パ
—
 
テ
イ
 
だ
も
の
、
 
こ
こ
は
 
お
し
や
 

れ
に
 
シ
ヤ
ン
 
パ
ン
で
。
 
鮮
や
か
な
 
赤
い
 
色
と
 
甘
 

い
 口 あ

た
り
は
、
 

お
 酒
が
 苦
手
な
 
女
の
 
コ に

も
 

喜
ば
れ
る
 
こ
と
 
ま
ち
が
い
 
な
し
。
 
二
人
の
 
パ
—
 

テ
イ
—
 
に
 ぴ
っ
た
り
の
 
カ
ク
テ
ル
 
だ
。
 

い
つ
も
の
 
デ
 ー 

ト
と
 
ち
よ
っ
 
ひ
り
 
気
分
を
 
変
 

え
て
、
 
二
人
っ
 
き
り
の
 
パ
—
 
テ
イ
。
 
も
ち
ろ
ん
 

M
S
X
 
が
 重
要
な
 
脇
役
 
だ
。
 
二
人
で
 
ほ
ほ
を
 
寄
 

せ
 合
っ
て
 
ゲ
—
ム
 
に
 興
じ
れ
ば
、
 
親
密
 
度
も
グ
 

グ
ッ
と
 
急
 力
—
 
ブ
 上
昇
 
マ
チ
 
ガ
イ
 
ナ
シ
。
 

さ
て
、
 
パ
—
 
テ
イ
 
会
場
 
だ
け
ど
、
 

こ
れ
 
は
ぜ
 

ひ
と
 
も、 

彼
女
の
 
お
 部
屋
に
 
し
た
い
と
 
こ
ろ
。
 

。： 
テ
イ
を
 

口
実
に
、
 

初
め
て
 

彼
女
の
 

秘
密
の
 

お
 

城
に
 

足
を
 

踏
み
入
れ
ち
 

や
う
の
 

だ
 

//
 

: 

い
よ
い
よ
 
パ
—
 
テ
イ
の
 
当
日
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
こ
で
 
カ
ン
 
ジ
ン
な
 
の
が
、
 
花
束
を
 
持
つ
 
て
い
 

く
こ
と
。
 
女
の
 
コ
は
 
、
い
つ
だ
っ
て
 
誰
に
 
だ
っ
 

て、 
花
束
を
 
も
ら
っ
 
た
ら
 
カ
ン
ゲ
 
キ
 百
倍
な
 
の
 

だ
。
 
彼
女
の
 
部
屋
を
 
初
め
て
；
 

す
 る
ん
だ
 
も
 

の、 花
束
の
 I つ
ぐ
ら
 い
 持
っ
 て
い
か
 な
き
や
 

男
 じ
 や
な
い
 ね
。
 
花
束
の
 プ
レ
ゼ
ン
ト
が
 パ
—
 

テ
イ
ー
 
を
 バ
ッ
チ
 
リ 盛

り
上
げ
て
 
く
れ
る
 
だ
ろ
 

う
 0 

自
分
で
 
花
を
 
選
ぶ
 
の
は
 
難
し
そ
う
 
だ
と
 
思
え
 

ば
、
 
女
の
 
コ
に
 プ
レ
ゼ
ン
ト
 
す
る
 
花
束
 
だ
と
い
 

う
こ
と
 
を
 花
屋
さ
ん
 
に
 伝
え
れ
ば
、
 
予
算
の
 
範
 

囲
 内
で
 
作
 
っ
て
も
 
ら
う
 
こ
と
が
で
き
る
。
 

フ
ト
 

コ
ロ
が
 
淋
し
け
れ
ば
、
 
特
 上
の
 
バ
ラ
を
 

一
輪
、
 

リ
ボ
ン
を
 
結
ん
で
 
渡
す
 
と
い
う
の
は
 
ど
う
か
な
。
 

た
だ
し
、
 
黄
色
い
 
バ
ラ
は
 
別
れ
を
 
也 思 味

す
 
る
と
 

い
う
か
ら
 
覚
え
て
 
お
こ
う
。
 

花
束
を
 
渡
す
 
と
き
は
 
ヘ
ン
に
 
テ
 レ
た
り
 
せ
ず
 

に
 Snrg を

 伸
ば
し
て
 
笑
顔
で
 
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
 

彼
 

女
 も
き
 
つ
と
 
笑
顔
で
 
応
え
て
 
く
れ
る
 
は
ず
 
だ
。
 

柄
な
 
を
て
 

の
に
 
ル
ん
 

ス
ー
 
テ
な
 

ラ
ロ
 
ク
 
C
 

0 

グ
ト
カ
 
飲
 
分
 

ル
ス
。
 
で
 
乳
 

テ
が
 
る
 
一
な
 

ク
分
 
い
口
議
 

力
 
部
て
 

卜 
思
 

▲
の
っ
 
ス
不
 

と
こ
ろ
で
、
 
こ
の
 
日
は
 
ど
ん
な
 
ゲ
 I ム

で
楽
 

し
も
う
 
か
。
 

彼
女
に
 
い
い
と
 
こ
ろ
を
 
見
せ
ち
 
や
い
た
い
 
か
 

ら
 、
ま
ず
、
 
キ
ミ
が
 
選
ぶ
 
の
は
 
「
ィ
リ
—
 
ガ
ス
」
 (
ア
 

ス
キ
—
)
 

だ。 
「
ィ
リ
—
 

ガ
ス
」
 

は
 
迷
路
 

ゲ
—
 

ム
 で、 

ち
ょ
っ
ぴ
り
 
こ
わ
く
て
 
不
気
味
な
 
カ
ン
 

ジ
 が
す
る
。
 
迷
路
の
 
中
に
 
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
 
し
ま
 

っ
た
 二
人
は
 ど
う
や
っ
 -X こ

こ
か
ら
 抜
け
 だ
せ
 

ば
い
い
 
の
か
 
!? 

地
の
 
底
で
 
怪
物
が
 
う
め
き
 
声
 

を
 出
し
て
 
い
る
よ
う
 
な、 

気
味
の
 
悪
い
 
効
果
 
立
 nr 

刻
々
 
と 過

ぎ
て
 
い
く
 
時
間
。
 
あ
た
り
は
 
や
が
て
 

夜
の
 
闇
に
 
包
ま
れ
る
 
…
…
 
。
こ
わ
が
る
 
彼
女
の
 

前
で
、
 
キ
ミ
の
 頼
も
し
 さ
を
 見
せ
る
 チ
 ャ
ン
ス
 

だ
ゾ
。
 

そ
し
て
、
 

頭
の
 

回
転
の
 

速
さ
と
 

運
動
神
経
の
 

良
さ
を
 

見
せ
る
 

た
め
に
う
 

つ
て
つ
 

け
な
の
 

が
 

「
ク
 

レ
イ
ジ
！
 

ト
 

レ
イ
ン
」
 

(
ソ
 

ニ
—
)
。
 

こ
れ
は
 

I
 見
 簡
単
そ
う
 
で
い
て
、
 
な
か
な
か
 
ど
う
し
て
 

複
雑
で
 
難
し
い
 
ゲ
—
ム
 
。
シ
 
ユ
ッ
 
、
シ
 
ユ
ッ
、
 

ポ
ッ
 
、
ポ
ッ
 
、
と
 
走
っ
 
て
い
く
 
汽
車
の
 
線
路
を
 

パ
ズ
ル
の
 
要
領
で
 
つ
な
い
で
 
い
か
な
 
け
ば
な
ら
 

な
い
。
 
も
た
も
た
し
て
 

い
る
と
、
 
線
路
の
 
無
い
 

と
こ
ろ
ま
で
 
進
ん
で
 
し
ま
つ
て
、
 
汽
車
は
 
脱
線
 

し
ち
や
、
 
っ
。
 
サ
ジ
を
 
投
げ
た
 
彼
女
に
 
代
わ
っ
 
て
、
 

キ
ミ
が
 
ス
イ
 
ス
イ
と
 
パ
ズ
ル
を
 
解
い
て
 
い
け
ば
、
 

彼
女
は
も
う
尊
敬
の
ま
な
ざ
し
 

/c. 。 

彼
女
と
 
二
人
で
 
楽
し
む
 
た
め
に
は
 
「
ペ
ア
！
 

ズ
 J
 
 (
ア
 ス
キ
—
 
 )
 が
い
い
ん
 
じ
 
や
な
い
 
か
な
。
 

こ
の
ゲ
|
ム
は
'
 

^1 5
>
<
版
神
経
衰
弱
。
同
じ
 

絵
の
 
力
—
 
ド
を
 
続
け
て
 
め
く
る
 
と
 得
点
に
な
る
。
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
つ
な
げ
 

-1# 
、
二
人
が
同
 

時
に
 
ゲ
—
ム
 
を
 楽
し
む
 
こ
と
が
で
き
る
。
 

く
だ
 

も
の
、
 
野
菜
、
 
動
物
の
 
キ
ャ
ラ
ク
タ
 
も
 か
わ
い
 

ら
し
い
。
 
彼
女
 
も
き
 
っ
と
 喜
ぶ
 
ぞ
。
 

ち
ょ
っ
 
ぴ
 り
お
 
酒
が
 
は
い
っ
て
、
 
甘
い
！
®
 

気
に
な
っ
 
て
き
た
。
 
だ
け
ど
、
 
二
人
っ
 
き
り
だ
 

か
ら
と
 て、 

ヨ
コ
 シ
マ
な
 考
え
は
 い
け
ま
せ
ん
 

ぞ
 。
そ
ろ
そ
ろ
 ゲ
—
ム
 を
 始
め
ょ
う
 か
。
 

ス
 
食
ろ
 
キ
 

ィ
 
に
こ
は
 

ア
な
 
と
れ
。
 

の
ん
。
 
こ
だ
 力
 
こ
よ
*
 
の
 

迫
'
 
 
い
い
な
 

ィ
ム
な
 

こ
 
ル
 

ゴ
ー
れ
 

つ 
ド 

ス
リ
 
き
ど
 

ン
 

▼
ク
べ
 
が
ャ
 

5 
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▼特別に レベル 0 の 迷路の 地図を 教え ちゃう。 

が スタートの 位置。 は 赤外線 ビュー 

ア ーが 落ちて いると ころ。 >0 •が 出口で、 こ 
こまで たどりつ くと •ITS  A  WAYOUr の 
表示が 出る。 図の 中で、 赤い 線が 監視 用 ロボ 
ットの 巡 回路 だ。 ロボット はこれ 以外のと こ 
ろには 現われない u 

►双眼鏡と コンパスを 持って、 迷路を 

探険す る。 迷路の 出口を 探し出せ/ 

探険 気分は 絶好 調。 

イ u — ガス 

左上に 見える 時計が 24 時間を 経過す ると、 TIME*0UT だ。 前 

方に 見える のは 赤外線 ビューアー。 これを 拾わない と、 夜に 
なった 時、 何も 見えなくなる。 

太陽が かたむいて、 だんだん 画面は 紫色に 変わって いく。 ま 

つ 暗になる と、 時計は デジタル 表示になる。 写 具の 画面は 赤 

外線 ビューアーで 見て いると ころ。 

探知機が 速い 音を 出して ロボ ッ トの 接近を 知らせて いる。 こ 

の ロボ ッ トに つかまる と 死んで しまう。 レーザー ガンで 攻擎 
だ 0 

「
ア
ツ
/
.
 

向
こ
ぅ
に
 

何
 

か
 

落
ち
て
 

い
る
み
 

た
 

ぃ
」
 

——
 

'ヒ
ユ 

I 
ア—
 

だ。
 

ょし
、 

拾
わ
な
 

くち
 

や 0 

「今
度は
 

ロ
ボ
ッ
ト
が
 

やっ
て 

きた
 

わ」
 

1
 

だ
い
じ
ょ
 

ぅ
ぶ
、
 

レ
—
 

ザ
—
 

ガ
ン
で
 

攻
擊
 

だ
/
 

「
キ
ヤ
—
、
 

コ 
ワ
イ
。
 

ま
つ
 

く
ら
に
な
 

つ
ち
 

や 

っ
た
」
 
 

- 

—
ビ
ュ
 

—
ア
—
 

を
つ
 

け
れ
ば
 

平
気
 

さ。
 

「
ね
え
、
 

さ
つ
き
か
ら
 

同
じ
と
 

こ
ろ
を
 

回
つ
 

て
 

い
る
み
た
い
」
 

—
—
 

お
か
し
い
 

な、
 

今
 

来
た
と
 

こ
ろ
を
 

戻
つ
 

て
 

み
よ
う
 

か。
 

堂
々
 

め
ぐ
り
を
 

し
て
い
る
 

う
ち
に
 

ス
タ
ミ
ナ
 

迷
路
に
 
迷
い
込
ん
だ
 
二
人
は
、
 
果
た
し
て
、
 

無
事
 
脱
出
す
 
る
 こ
と
が
で
き
る
 
か
 !? 

最
初
の
 
ゲ
—
厶
 
は
 
「
イ
 

リ
—
 

ガ
ス
」
。
々
 

イ
リ
—
 

ガ
 ス 々

と
は
 
ギ
リ
シ
ャ
 
語
で
 

〃
渦
巻
き
〃
 
の
こ
と
 
で
あ
 

る。 

R
O
M
 

力
—
 

ト
 

リ
ッ
ジ
 

を
 

差
し
込
ん
で
 

ス
イ
ッ
チ
 

を
 

入
れ
る
 

と、
 

そ
こ
は
 

三
 

次
元
の
 

迷
路
の
 

中。
 

と
き
は
 

西
暦
 

二
 

〇
四
八
 

年
。
 

こ
の
 

迷
路
は
 

敵
地
 

ア
ル
-
マ
 

ザ
—
 

で
の
 

i
 

に
 

備
え
る
 

帝
国
 

軍
の
 

地
上
 

訓
練
 

シ
 

ミ
ュ
レ
—
 

夕
一
 

な
 

の
で
 

あ
る
。
 

迷
路
と
 

い
ぅ
と
、
 

上
か
ら
 

迷
路
 

全
体
を
 

見
渡
 

せ
る
 

よ
ぅ
に
な
つ
 

て
い
る
 

も
の
が
 

| 
般
的
 

だ
が
、
 

こ
の
 

「
イ
リ
—
 

ガ
ス
」
 

は、
 

i
 

の
 

中
に
 

放
り
 

込
ま
れ
て
 

い
る
と
 

い、
 

っ 
設
定
。
 

だ
か
ら
、
 

見
え
 

る
の
は
 

左
右
の
 

壁
と
 

前
方
の
 

み。
 

ど
の
 

あ
た
り
 

に
い
る
 

の
か
、
 

カ
イ
 

モ
ク
 

見
当
が
 

つ
か
な
い
。
 

壁
の
 

向
こ
う
に
 

時
々
 

見
え
る
 

太
陽
の
：
 

a
a
 

で
 

判
 

断
し
 

な
く
て
 

は
な
ら
な
い
 

の
 

だ。
 

つ
ま
り
、
 

場
 

合
に
 

よ
つ
 

て
は
、
 

い
つ
ま
で
も
 

同
じ
と
 

こ
ろ
を
 

グ
ル
グ
 

ル
 

回
つ
 

て
い
る
 

と
い
、
 

つ 
こ
と
 

も
 

あ
り
 

得
る
。
 

時
間
が
 

た
ち
、
 

太
陽
が
 

か
た
む
き
 

は
じ
め
る
 

と、
 

画
面
は
 

夕
焼
け
の
 

赤
い
 

色
か
ら
 

紫
色
に
 

変
 

わ
り
、
 

や
が
て
 

あ
た
り
は
 

ま
つ
 

く
ら
 

聞
。
 

こ
ぅ
 

な
る
と
'
 
 

赤
^
 

S
T
 

ヒ
ユ
 

—
ア
—
 

が
な
け
れ
ば
 

何
 

も
 

見
え
な
い
。
 

こ
の
 

ビ
ュ
—
 

ァ
—
は
 

迷
路
の
 

中
 

か
ら
 

見
つ
け
 

出
さ
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
 

の
 

だ
が
、
 

こ
い
つ
 

も
ど
 

こ
に
 

あ
る
の
 

か
わ
か
ら
な
い
。
 

お
 

ま
け
に
 

バ
ッ
 

テ
リ
 

I 
が
 

切
れ
る
 

と
ビ
ユ
 

I 
ア
 

I 

は
 

使
え
 

な
く
な
つ
 

て
し
 

ま
ぅ
。
 

ス
タ
ミ
ナ
は
 

ア
 

ル
丨
マ
 

ザ
—
 

の
 

時
間
で
 

約
 

I 
日
 

分
し
 

か
な
い
 

か
 

ら
 

'
そ
れ
ま
で
に
 

迷
路
か
ら
 

脱
出
す
 

る
か
、
 

食
 

料
を
 

見
つ
け
 

出
し
て
 

ス
タ
ミ
ナ
を
 

回
復
し
 

な
け
 

れ
 

ば
な
ら
 

な
い
。
 

落
し
穴
 

も
 

あ
る
し
、
 

ロ
ボ
 

ッ 

卜
は
 

追
い
 

か
け
て
 

く
る
し
、
 

効
®
^
 

日
は
 

不
気
味
 

だ
し
、
 

な
ん
と
も
 

怖
い
 

ゲ
—
ム
 

な
の
 

だ
。
 

ま
ず
 
レ
ベ
ル
 
〇 か

ら
 
ス
タ
—
 
卜 だ。 

こ
こ
に
 

は
 落
し
穴
は
 
無
い
 
こ
と
が
 
わ
か
っ
 
て
い
る
。
 

そ
 

の
か
 
わ
り
と
 
言
っ
て
 
は
な
ん
だ
 
が
、
 
_
 
も
 落
 

ち
て
 
な
い
か
ら
、
 

| 日
 分
の
 
ス
タ
ミ
ナ
が
 
尽
き
 

る
 前
に
、
 
な
ん
と
し
て
も
 
證
 
か
ら
 
脱
出
し
 
な
 

く
て
 
は
な
ら
な
い
。
 
気
持
ち
を
 
引
き
締
め
て
、
 

い
ざ
、
 
出
発
 

だ。 

が
 切
れ
て
 
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
。
 

そ
こ
で
 彼
女
と
 1
 
会
議
 だ。 

キ
ミ
は
 地
図
 

を
 作
る
 
こ
と
を
 
提
案
す
 

る。 
キ
ミ
が
 

操
作
を
 

し 

て、 
彼
女
が
 
地
図
を
 
描
く
。
 
壁
に
 
つ
き
あ
た
っ
 

た
ら
、
 
壁
に
 
沿
っ
て
 
端
か
ら
 
端
ま
で
と
 

に
か
く
 

進
ん
で
 
み
る
。
 

わ
き
 
道
の
 
位
置
を
 
チ
ェ
ッ
ク
し
 

な
が
ら
、
 

ビ
ユ
—
 

ア
—
の
 

落
ち
て
 

い
る
 
場
所
、
 

ロ
ボ
ッ
ト
が
 
現
わ
れ
る
 
と
こ
ろ
を
 
確
認
す
 

る。 
地
図
が
 
完
成
し
た
ら
、
 

も
う
 

コ ワ
イ
 
モ
ノ
 
ナ
シ
 

だ
 0 

迷
路
は
 
全
部
で
 

I 〇
面
 
あ
る
と
 
い
う
か
ら
、
 

す
べ
て
を
 
ク
リ
ア
す
 
る
に
は
 
道
の
り
が
 
長
い
が
、
 

二
人
 
I 緒
な
ら
 
迷
う
 
の
 も
ま
た
 
楽
し
い
 
と
い
う
 

も
の
 
だ
。
 

レへ つし 0 
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このまま 進んだら 脱線して しまう ぞ。 簡単そう なの 

に、 すばやい 頭の 回転と、 すばやい 操作が ものを い 

う、 なかなか ス グレ モノの ゲームな の だ。 

ク レイジ ー • ト レイン 

■  mm  囉！  400 m  m  score2 

HES  in  瞬， 麵 3 El  m  鼠^ > 

ス
リ
ル
を
 
十
分
に
 
味
わ
つ
 
た
 あ
と
は
、
 

「
ク
 

レ
イ
ジ
—
 

•
ト
 
レ
イ
ン
」
 

に
 挑
戦
。
 

初
め
に
"
 線
路
は
 続
く
 よ、 

ど
こ
ま
で
も
々
 

の メ
ロ
デ
ィ
が
 

流
れ
る
。
 

だ
け
ど
、
 

線
路
は
 
続
 

か
な
い
ん
だ
。
 

汽
車
が
 
脱
線
し
 
な
い
よ
う
に
、
 

線
路
を
 
つ
な
い
で
 

あ
げ
な
く
て
 

は
な
ら
な
い
 

の
 

►
花
束
の
 
お
礼
に
 
と
'
 
 彼
女
が
 
く
れ
た
 

缶
の
 
中
に
は
、
 

お
 手
製
の
 
ク
ッ
キ
—
。
 

も
つ
 
た
い
な
く
て
、
 
食
べ
ら
れ
な
 
い
よ
。
 

だ
が
、
 
つ
な
ぎ
 
方
が
 
マ ズ

イ
と
 
汽
車
は
 
壁
に
 
衝
 

突
し
て
 
し
ま
ぅ
 
し、 

表
示
さ
れ
 
て
い
る
 
数
字
が
 

に
な
る
 
と
 ブ
ラ
ッ
ク
 

ト 
レ
イ
ン
が
 
出
現
す
 
る
 

し、 
こ
い
つ
に
 
ぶ
つ
か
ら
な
 
い
ょ
ぅ
に
 
気
を
 
つ
 

け
な
が
ら
 
進
ん
で
 
い
た
ら
 
突
然
 
夜
に
 
な
っ
て
 
し
 

ま
う
 
し
 
.
 
。
甘
 
く
み
て
は
 
泣
き
を
 
み
る
。
 

彼
女
に
 
自
慢
す
 
る
た
 
め
に
は
、
 
パ
—
 
テ
イ
 
前
 

に
 特
訓
を
 
し
て
 
お
い
た
 
ほ
う
が
い
い
 
か
も
ね
。
 

そ
れ
と
も
、
 

キ
 ー
(
 
あ
る
い
は
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
 

ィ
ツ
 

ク
)
 

の
 

操
作
は
 

キ
ミ
 

(
パ
ズ
ル
を
 

解
く
 

の
 

は
 

彼
女
、
 

と
 

役
割
 

分
担
す
 

る
の
 

も
 

楽
し
い
。
 

「
今
の
ぅ
 
ち
に
、
 
左
の
 
駅
と
 
こ
っ
ち
の
 
線
路
を
 

つ
な
げ
て
 

お
か
な
 

く
ち
 や
」
 

「
黒
い
 
汽
車
が
 
出
て
 
き
た
か
ら
 
、
ル
ー
 
プ
を
作
 

つ
て
 
閉
じ
 
こ
め
て
/
」
 

な
ん
て
い
 
ぅ
 
カ
ン
ジ
の
 
彼
女
の
 
ア
ド
バ
ィ
ス
に
 

従
っ
て
 
操
作
す
 
る。 

女
の
 
コ は、 

男
の
 
コ
が
自
 

分
の
 
命
令
に
 
従
順
 
だ
と
、
 
そ
れ
だ
け
で
 
気
 嫌
が
 

良
く
な
る
 
っ
て
 
こ
と
 
も、 

つ
い
で
に
 
覚
え
て
 
お
 

こ、 つ。 
ま
ち
が
 
つ
て
も
、
 

こ
の
 
役
割
を
 
逆
に
し
 

な
い
ほ
う
 
が
い
い
と
 
思
う
よ
。
 

彼
女
に
 
も
 ハ
ナ
を
 
持
た
せ
て
 
あ
げ
る
 

と。 こ
れ
、
 
な
ん
と
 
い
っ
て
も
 
鉄
則
ね
。
 

お
 次
に
 
ひ
か
え
し
 
は
 
「
ペ
ア
—
 
ズ
」
 
だ。 

こ 

の
 ゲ
—
ム
 
は
と
に
 
か
く
 
キ
ャ
ラ
ク
タ
が
 
か
わ
い
 

い。 
力
—
 
ド
を
 
返
す
 
キ
ャ
 
ラ
 ク
タ
に
は
 
コ
ツ
ぺ
 

と
ィ
—
 
卜
と
 
い
う
 
名
前
が
 
付
け
ら
れ
 
て
い
る
。
 

こ
の
 
二
人
を
 
邪
魔
す
 
る
の
 
が
 お
ば
け
の
 
モ
ン
ち
 

や
ん
。
 
力
—
 ド
の
 中
に
 描
い
て
 あ
る
 絵
は
 
I 面
 

目
が
 
く
だ
も
の
 

(
ぶ
ど
う
、
 

レ
モ
ン
、
 
り
ん
ご
、
 

み
か
ん
、
 

メ
ロ
ン
、
 

い
ち
ご
、
 
さ
く
ら
ん
ぼ
、
 

バ
ナ
ナ
'
 
 
パ
ィ
ナ
ッ
プ
ル
、
 

ト 
マ ト)。 

二
 面
目
 

に
 出
て
 
く
る
の
は
 
野
菜
 
(
だ
い
こ
ん
、
 
に
ん
じ
 

ん
 、
赤
 
か
ぶ
、
 
さ
つ
ま
い
も
、
 
と
う
も
ろ
こ
し
、
 

ピ
—
 
マ
ン
、
 
な
す
'
 
 き
の
こ
 
き
ゆ
う
り
 

た
 

ま
ね
ぎ
)
。
 

三
面
 
目
は
 
動
物
 
(
う
さ
ぎ
、
 

と
ら
、
 

た
ぬ
き
、
 
ペ
ン
ギ
ン
、
 

た
こ
、
 

へ
び
、
 
ぶ
た
、
 

ぞ
う
'
 
 カ
ン
 
ガ
ル
—
、
 

か
に
)
。
 

コ
ツ
ぺ
 
と
イ
—
 
卜
が
 
力
—
 
ド
に
 
触
れ
る
 
と、 

裏
返
し
に
 
な
つ
て
 
絵
が
 
見
え
る
。
 
二
枚
目
を
 
返
 

す
と
、
 
前
に
 
返
し
た
 
力
—
 
ド
は
 
ま
た
 
ふ
せ
ら
れ
 

て
し
 
ま
う
。
 
続
け
て
 
同
じ
 
絵
の
 
力
—
 
ド
を
 
返
し
 

た
と
 
き
は
 
得
点
に
 
な
り
、
 

二
 枚
の
 
力
—
 
ド
は
 
画
 

面
か
ら
 
消
え
る
。
 
二
人
で
 
や
る
 
と
き
は
、
 
た
と
 

え
 ば、
 コ
ツ
ぺ
 

が
い
ち
 

ご
の
 
絵
を
 
返
し
た
 

そ
の
 

す
ぐ
 
後
に
、
 
イ
—
 
卜
が
 
い
ち
ご
の
 
絵
を
 
返
し
た
 

ら
 、
そ
れ
は
 
イ
—
 
卜
の
 
得
点
に
な
る
。
 

せ
き
る
 

ふ
と
え
 

た
た
 
消
 

ま
し
は
 

は
 
返
 
ド ド
て
 

I 

I け
 
力
 

力
 
続
の
 

た
を
 
枚
 し
 
ド
 
2 

返
 
I
 
 、 

に
 
力
て
 

前
の
 

し
 

'
絵
が
 

と
じ
 
音
 

す
 
同
と
 返
。
 

つ 

を
ぅ
 

n 

ド
ま
ピ
 

I し
コ
 力て
 
ビ
 

の
れ
、
 

次
ら
 

は
 

そ
し
て
、
力
|
ド
の
中
に
は
^
5
>
<
坊
や
が
 

ひ
そ
ん
で
 
い
る
。
 

M
 s
x
坊
や
は
ジ
ョ
l
力
l
 

だ。 
ど
の
 
絵
と
 
合
う
 
か
わ
か
ら
な
い
。
 
最
後
 
ま
 

で
 残
る
 
の
か
？
 

そ
れ
と
も
、
 
途
中
で
 
偶
然
に
 

も、 
ペ
ア
に
な
る
 
カ
ー
 
ド
を
 
ひ
き
あ
 
て
る
こ
と
 

が
で
 
き
る
 
だ
ろ
う
 
か
？
.
 

相
手
に
 
得
点
 
さ
せ
な
い
 
た
め
に
 
意
地
悪
 
も
で
 

き
る
 
け
ど
、
 
彼
女
と
 
楽
し
 
む
ん
だ
 
も
の
、
 
協
力
 

し
て
 あ
げ
て
、
 彼
女
に
 

高
 得
点
を
 マ
—
 ク
 さ
せ
 

て
あ
げ
 
ま
し
よ
う
 
ぜ
。
 

記
憶
力
に
は
 
自
信
が
 
あ
る
と
 
い
う
 
彼
女
 
も、 

モ
ン
ち
 
や
ん
 
に
は
 
お
 手
 あ
げ
だ
。
 

I 面
目
は
 

一
 

人
だ
っ
た
 
モ
ン
ち
 
や
ん
 
は、 

二
 面
目
 
以
降
は
 
二
 

人
に
な
る
。
 
そ
の
う
え
、
 

三
面
 
目
に
な
る
 
と、 

二
人
の
 
動
く
 
ス
ピ
—
 
ド
が
 
速
く
な
 
る
ん
だ
。
 

モ
 

ン
ち
 
や
ん
 
に
ぶ
つ
 
か
る
と
 
必
ず
 
殺
さ
れ
て
 
し
ま
 

、っ。 
ナ
ィ
 
ト
 
気
分
で
 
彼
女
の
 
こ
と
を
 
か
ば
っ
て
 

あ
げ
れ
ば
、
 お
礼
に
 キ
ス
の
 I
 つ
も
 も
ら
え
る
 

かも
ね 

!?
 

最
後
に
 
注
意
点
を
 
二
つ
 
伝
え
て
 
お
く
。
 

0111 分
 だ
け
が
 
楽
し
ん
で
、
 
彼
女
を
 
シ
ラ
 
ケ
さ
 

せ
な
い
 
こ
と
。
 

〇
 彼
女
に
 
も
 
ハ
ナ
を
 
も
た
せ
て
 
あ
げ
る
 
こ
と
。
 

で
は
、
 
素
敵
な
 パ
—
 テ
ィ
を
。
 



▼わけの わかんない コ 

ウ モリなん かも 買って 

しまって、 バー テイは 

とにかく 楽しく シヨ ー 
アップし てみたい c 

野
郎
が
 

二
 

人
 

著
れ
ば
 

そ
こ
に
は
 

勝
負
の
 

世
界
が
 

待
つ
 

て
 

いる
。 

酒と
 

MS
X 

と 種と
、 

オ
レ
 

た
ち
に
 

女
は
 

い
ら
な
い
 

ぜ
 



頭
の
 
両
方
で
 
勝
負
す
 
る。 

こ
れ
 
こ
そ
 
男
の
 
ゲ
—
 

ム
の
 
世
界
 
だ
。
 
と
い
ぅ
 
わ
は
 
で
 ゲ
—
ム
 
ソ
フ
ト
 

は
こ
の
 
三
本
に
 
決
ま
り
。
 
あ
と
は
 
ひ
た
す
ら
 
ゲ
 

—
ム
の
 特
訓
。
 
そ
し
て
、
 

男
が
 勝
負
を
 す
る
と
 

い、 っ
の
に
、
 
ま
さ
か
い
 つ
も
の
 汚
い
 ジ
—
 パ
ン
 

と 
ト 
レ I 

ナ
 I 姿

で
は
 
気
持
ち
 
も
 
ひ
き
し
ま
ら
 

な
い
。
 
男
は
 
何
に
 
で
も
 
こ
っ
て
 
し
ま
ぅ
 
の
 だ
。
 

そ
こ
で
、
 

フ
 
ア
ツ
 
シ
ヨ
 
ン
も
 
キ
メ
て
 
や
ろ
、
 っ
と
 

街
へ
 く
り
 出
す
。
 
選
ん
だ
 の
は
 ア
メ
リ
カ
 陸
軍
 

の
 服
と
 
帽
子
、
 
そ
し
て
 
サ
ン
グ
ラ
ス
。
 
こ
れ
は
 

「
ク
 レ—
 ジ
—
ブ
 レ
ツ
 ト」 が

 頭
に
 あ
っ
た
か
 

ら
で
 、
や
る
 と
な
つ
 た
ら
と
 こ
と
ん
 や
る
。
 そ
 

れ
が
男
 
だ、 

な
ん
て
 
納
得
す
 
る。 

そ
し
て
、
 
家
 

に
 帰
れ
ば
 
ま
た
 
ゲ
—
ム
 
の
 特
訓
。
 
当
日
 
ど
ん
な
 

作
戦
で
ぃ
こ
ぅ
か
と
^
$
>
<
相
手
に
考
ぇ
る
の
 

だ
。
 

男
の
 
道
は
 
厳
し
い
 
の
 だ
 

軽
い
 
気
持
ち
で
 
ゲ
ー
ム
 
は
で
き
 
な
い
 

「
オ
 ィ
ッ
'
 
 
オ
レ
 
昨
日
 
M
S
X
 
を
 買
っ
 
た
ん
だ
。
 

今
度
 
オ
 レ
の
 
家
で
 

-I' っ
し
 
ょ
に
 
ゲ
—
 、
ム
や
 ら
な
 

ぃ
か
」
 

そ
ん
な
 
こ
と
を
 
朝
 学
校
へ
 
行
く
 
_
 
で
 会
っ
 

た
 友
達
に
 
軽
い
 
気
持
ち
で
 
言
っ
た
 
瞬
間
か
ら
、
 

男
の
 
勝
負
の
 
世
界
は
 
始
ま
る
。
 

「
そ
う
か
、
 

じ
ゃ
あ
 

次
の
 

日
曜
日
に
 

ど
う
 

だ
」
 

友
達
は
 

ニ
ヤ
 

リ
と
 

笑
い
な
が
ら
 

ノ
ッ
 

て
く
 

る。
 

な
ん
と
；
：
 

> 
 

っ
て
も
 

ゲ
—
ム
 

は
 

男
た
ち
 

の
 

遊
び
 

だ
、
 

女
た
ち
 

に
 

ま
か
せ
て
 

お
け
る
 

か、
 

な
ん
て
 

思
っ
 

て
る
 

人
間
は
 

多
く
て
、
 

こ
れ
に
 

命
を
 

か
け
 

て
る
 

ヤ
ツ
 

も
い
 

る。
 

友
達
に
 

「
ゲ
 

—
ム
 

や
ら
な
 

い
か
」
 

な
ん
て
 

ひ
と
た
び
 

声
を
か
け
ら
れ
た
ら
、
 

こ
れ
は
 

普
段
 

ひ
と
り
で
 

特
訓
し
て
 

い
た
 

成
果
が
 

晏
 

ら
 

れ
る
ゾ
 

つ
て
な
 

具
合
で
、
 

ソ
ク
 

〇
 

ド
し
 

て
し
 

ま
う
。
 言

っ
 て
し
 ま
っ
た
 方
 も、 

相
手
が
 あま. り

に
 

も
う
れ
 
し
そ
う
に
 

返
事
を
 
す
る
 
も
の
 
だ
か
ら
、
 

「
オ
ッ
 、
こ
い
つ
は
 な
か
な
か
 自
分
の
 腕
に
 自 

信
を
 持
っ
 
て
い
 
る
ん
だ
 

な」 

な
ん
て
 
思
っ
て
、
 

I 瞬
 冷
汗
 
も
の
 
だ
け
ど
、
 

そ
こ
は
 
勝
負
 
好
き
の
 
男
た
ち
。
 
絶
対
 
負
け
ら
れ
 

る
 も
の
 
か
と
 
闘
志
 
満
 々
に
な
り
、
 

も
し
 
こ
の
 
勝
 

負
に
 
勝
っ
た
ら
、
 

オ
 レ
は
 
ゲ
 —
ム
界
 
の. チ

ャ
ン
 

ピ
 
オ
ン
、
 
学
校
の
 
人
気
 
も
の
に
 
な
れ
 
る
ん
だ
 
と 

ま
で
 
思
つ
 
た
り
し
て
 
し
ま
、
 
っ。 

そ
こ
で
、
 
ゲ
 I 

ム
を
 
や
る
 
と
 決
ま
つ
 
た
 瞬
間
 

か
ら
、
 
頭
に
 
浮
か
ぶ
 
の
は
 
「
M
S
X
 
ゲ
 —
ム
ソ
 

フ
 ト
-
の
 
文
字
 
ば
か
り
。
 
家
に
 
帰
れ
ば
、
 

い
つ
 

も
は
 
聖
子
 
ち
ゃ
ん
の
 
レ
コ
—
 
ド
で
 
も
 聴
き
な
 
が
 

ら
 ボ
ケ
 
ツ
—
と
 
し
て
い
る
 
と
こ
ろ
を
、
 
M
S
X
 
を
 

ひ
っ
 
ば
り
 
だ
し
て
き
 
て、 

ソ
フ
ト
を
 
あ
れ
こ
れ
 

片
っ
端
か
ら
 
や
っ
て
 
み
た
り
 
す
る
。
 
「
ア
イ
ツ
と
 

勝
負
す
 
る
に
は
 
ど
の
 
ゲ
—
ム
 
が
い
い
の
 
か
」
 
そ
 

ん
な
 
こ
と
を
 
考
え
て
 
い
る
と
、
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 

ツ
ク
を
 
持
つ
 
手
に
 
も
 
思
わ
ず
 
力
が
 
入
っ
 
て
し
 
ま
 
|
 

つ
た
り
 

し
て
、
 

と
に
か
く
、
 

熱
く
 

燃
え
ら
れ
る
 

ゲ
—
ム
 
が
い
い
。
 
男
の
 
ゲ
ー
ム
 
の
 世
界
は
、
 
女
 

た
ち
み
た
 
い
に
、
 
「
別
に
 
勝
ち
負
け
 
な
ん
て
 
関
 

係
な
い
 
じ
 
ゃ
な
い
。
 
み
ん
な
で
 
楽
し
く
 
や
れ
ば
 

い
い
の
よ
」
 
な
ん
て
 
甘
っ
 
ち
よ
ろ
 
い
も
ん
 
じ
 
ゃ 

な
い
か
ら
、
 
戦
え
る
 
ゲ
—
ム
 
が
い
い
，
 
そ
う
 
思
 

っ
た
り
 
す
る
。
 そ
こ
で
 
考
え
た
 
ゲ
—
ム
 
は
 
「
ク
 レ
—
 
ジ
—
ブ
 

レ
ツ
 
ト」 

(
ア
 ス
キ
！
 

二
月
 
一 日

 発
売
)
 
「
へ
ビ
 

I
 
ポ
ク
 
シ
ン
グ
」
 
(
ハ
ル
)
 
「
ラ
イ
 
ズ
 
ア
ウ
ト
」
 
(
ア
 

ス
キ
—
 
 

• 
一  月 七

日
 
発
売
)
 

だ
。
 
「
ク
 レ
—
 
ジ
ー
 

ブ
レ
ッ
ト
」
 

は
 戦
車
と
 
戦
車
の
 
戦
い
の
 
ゲ
—
ム
 

で
、
 
こ
れ
は
 
ひ
と
り
で
 
や
つ
て
も
 
お
も
し
ろ
い
 

け
れ
ど
、
 
二
人
で
 
や
る
 
と 非

常
に
 
興
奮
し
て
 
し
 

ま、 っ。 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
 相
手
の
 
戦
い
よ
り
は
、
 

な
ん
と
い
 
っ
て
も
 
相
手
が
 
い
る
 
ほ
う
が
 
戦
い
が
 

い
が
 
あ
る
と
 
い
う
 
も
の
 
だ
か
ら
ね
。
 
そ
れ
か
ら
 

「へ ビ
ー
 
ボ
ク
シ
ン
グ
」
。
 

こ
れ
 
Hi な

ん
と
い
 
っ 

て
 も
 男
の
 
ス
ポ
 
—
ツ
 
だ
し
、
 
や
っ
ぱ
り
 
二
人
で
 
や
 

っ
た
 
方
が
 
試
合
 
も
 白
熱
し
た
 
も
の
に
な
る
 
は
ず
 

だ
。
 
そ
し
て
、
 「
ラ
イ
 ズ
 ア
ウ
 ト
」
。
 
「
ク
 レ
—
ジ
 —
ブ
 

レ
ツ
 

ト ー や 「へ 
ビ
—
 

ボ
ク
シ
ン
グ
」
 

の
 

H
p
f
l
 

よ
う
な
 
体
と
 
体
の
 
ぶ
つ
か
り
 
あ
い
 
も
い
 
い
け
れ
 

ど
、
 
男
は
 
体
力
 だ
け
 
じ
 
や
な
い
。
 
頭
 も
よ
 
く
な
 

く
て
 
は
い
け
 
な
い
 
の
 だ
。
 「
ラ
イ
 ズ
 ア
ウ
ト
-
は
 

迷
路
 
解
き
の
 
ゲ
—
ム
 
。
こ
れ
を
 
や
る
 
に
は
 
相
当
 

頭
を
 
使
う
。
 
こ
の
 
ゲ
—
厶
 
に
は
 
明
解
な
 
頭
脳
と
 

瞬
間
の
！
^
 
力、 

そ
れ
か
ら
 
鋭
敏
な
 
動
き
が
 
要
 

求
さ
れ
 
る。 

う
ん
。
 
い
い
 
じ
 
や
な
い
 
か
。
 
体
と
 

?9 
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災
 

は
 

体
で
 

勝
 

It
 

す
る
。
 

で、
 

ま
ず
：
 

フ
 

レ
ツ
^
^
と
 

ヘビ
^ 

~ 
お
ク
 

シン
ー 

レ
イ
：
 

，
め
の
 て
 

や
し
 

つ
を
 

て.
 

こ
-
,
 

し
 

も
卜
出
 

で
ッ
演
 

に
 

レ
て
 

ん
プ
っ
 

な
 

一
作
 

は
ジ
で
 

男
 

I
 

ま
 

►
 
レ 

ル
 

い
よ
い
よ
 

対
決
の
と
 

き
 

が
 

来
た
。
 

買
っ
て
 

お
い
た
 

ア
メ
リ
カ
 

陸
軍
の
 

服
と
 

帽
 

子
、
 

そ
し
て
 

サ
ン
グ
ラ
ス
 

に
 

身
を
 

か
た
め
、
 

友
達
の
 

来
る
 

の
を
 

今
か
今
か
と
 

待
 

ち
 

構
え
る
。
 

約
束
の
 

時
間
ち
 

よ
う
ど
 

に
 

姿
を
 

現
し
た
 

友
達
を
 

見
 

て、
 

一
瞬
 

そ
の
 

カ
ツ
 

コ
ウ
 

に
 

ガ
—
ン
 

。
ま
る
で
 

こ
つ
 

ち
が
こ
う
 

い
う
 

服
で
 

い
る
 

の
を
 

知
っ
て
 

で
も
い
た
 

か
 

の
よ
う
に
、
 

ビ
シ
ツ
 

と 
上
 

か
ら
 

下
ま
で
 

キ
メ
 

て
い
る
。
 

そ
れ
 

も
 

ア
メ
リ
カ
 

軍
に
 

対
 

抗
 

し
て
 

ド 
v
 

ツ
 

軍
の
 

服
な
 

1
 

J
p
^
 
 

人
 

か
 

着
て
 

い
る
。
 

ど、
 

っ
し
 

た
ん
だ
い
 

つ
も
の
 

ジ
ャ
 

ー
ジ
 

姿
は
、
 

と
ア
 

ゼ
ン
 

と
は
し
て
 

み
る
 

も
の
の
、
 

こ
う
な
 

つ
た
ら
 

ま
す
 

ま
す
 

や
る
 

気'
 

か
で
 

て
く
 

る
と
 

い
う
 

も
の
。
 

M
s
 

X
 

ゲ
—
厶
 

パ
ー
テ
 

イ
の
 

始
ま
り
 

だ
。
 

と
い
う
 

わ
け
で
、
 

ま
ず
 

初
め
に
 

取
り
出
し
た
 

ゲ
—
ム
 

は
 

「
ク
 

レ
—
 

ジ
—
ブ
 

レ
ツ
 

ト」
 

と 
「へ
 

ビ
—
 

ポ
ク
 

シ
ン
グ
」
。
 

ど
う
 

だ
、
 

ま
い
っ
 

た
か
、
 

と 
思
っ
 

て
 

相
手
の
 

顔
を
 

見
る
 

と、
 

友
達
 

も
满
 

足
そ
う
 

な
 

顔
 

を
し
て
 

い
る
。
 

そ
れ
 

も
 

そ
の
は
 

ず
、
 

こ
の
 

ゲ
—
 

ム
は
 

男
に
 

と
っ
て
 

た
ま
ら
な
く
 

刺
激
的
な
 

の
 

だ
 

か
ら
。
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
 

使
っ
て
、
 

お
 

互
 

い
に
 

攻
擊
 

し
あ
う
 

と
い
う
の
は
 

M
S
X
 

に
は
め
 

ず
ら
し
い
 

ゲ
—
厶
 

だ
し
、
 

そ
れ
だ
け
に
 

興
奮
 

も
 

し
て
し
 

ま
う
。
 

「
ク
 

レ
—
 

ジ
ー
ブ
 

レ
ッ
 

ト」
 

は、
 

戦
車
と
 

戦
車
 

が
 

お
 

互
い
に
 

攻
擎
 

し
あ
う
 

と
い
う
 

ゲ
—
ム
 

で、
 

プ
レ
イ
 

ゾ
—
ン
 

は
 

全
部
で
 

九
つ
。
 

平
面
 

的
な
 

画
 

面
か
ら
、
 

ま
る
で
 

迷
路
の
 

よ
う
に
 

い
く
つ
も
の
 

壁
 

で
 

囲
ま
れ
た
 

複
雑
な
 

画
面
ま
で
 

あ
る
。
 

こ
の
 

ゲ
 

—
厶
は
 

相
手
の
 

打
っ
て
 

く
る
 

弾
を
 

か
わ
し
な
 

が
 

ら
 

、
相
手
を
 

攻
擎
 

し
な
け
れ
ば
 

い
け
な
い
 

の
で
、
 

非
常
に
 

微
妙
な
 

動
き
が
 

要
求
さ
れ
 

る。
 

ま
た
、
 

平
面
 

的
な
 

面
は
 

カ
ン
 

タ
ン
で
、
 

複
雑
な
 

面
は
 

難
 

し
い
か
と
 

い
う
と
 

そ
う
で
 

も
な
 

く。
 

カ
ン
 

タ
ン
 

な
 

面
に
は
 

隠
れ
る
 

と
こ
ろ
が
な
 

い
の
で
、
 

と
に
 

か
く
 

動
き
回
っ
て
'
 
 

相
手
の
 

攻
擊
を
 

か
わ
し
、
 

自
分
 

も
 

弾
を
 

射
つ
 

て
い
か
な
け
れ
ば
 

い
け
な
い
 

の
で
 

意
外
と
 

難
し
い
 

し、
 

複
雑
な
 

面
は
、
 

そ
の
 

■
点
 

射
た
れ
そ
う
 

に
な
っ
 

た
ら
 

壁
に
 

逃
げ
込
め
ば
 

い
い
の
で
 

ラ
ク
 

だ
つ
 

た
り
す
 

る。
 

ま
た
 

弾
は
、
 

相
手
が
 

射
っ
て
 

く
る
 

も
の
 

だ
け
で
な
く
'
 

壁
に
 

あ
た
っ
 

て
は
 

ね
か
え
 

っ
て
く
 

る
 

も
の
な
 

ど
も
 

あ
 

る
の
で
 

注
意
が
 

必
要
 

だ
。
 

次
に
 

「
へ
ビ
 

I 
ボ
ク
シ
ン
グ
」
。
 

こ
の
 

ゲ
 

I 
ム
 

は
 

画
面
が
 

最
高
に
 

リ
ア
ル
で
、
 

迫
力
 

十
分
。
 

ゴ
 

ン
グ
の
 

音
と
 

と
も
に
 

赤
コ
 

I 
ナ
 

I 
と
青
コ
 

I 
ナ
 

I
 

か
ら
 

出
て
 

き
た
 

両
選
 

手
が
、
 

お
 

互
い
に
 

パ
ン
 

チ
を
 

浴
び
せ
 

あ
う
。
 

ス
ト
 

レ
—
 

卜、
 

ア
ッ
 

パ
—
、
 

フ
ッ
ク
と
 

パ
ン
チ
の
 

種
類
 

も
 

い
ろ
い
ろ
で
、
 

ま
 

わ
り
の
 

観
客
 

や、
 

選
手
の
 

飛
び
ち
 

る
 

汗
な
 

ど
も
 

見
ら
れ
る
 

の
で
 

臨
場
感
に
 

あ
ふ
れ
て
 

い
る
。
 

ま 

た
 

ゴ
ン
グ
の
 

音
と
 

と
も
に
 

刻
ま
れ
て
 

い
く
 

タ
イ
 

ム
も
 

試
合
の
 

雰
囲
気
を
 

出
し
て
 

い
る
し
、
 

両
者
 

に
あ
と
 

ど
の
く
ら
い
 

体
力
が
 

残
さ
れ
て
 

い
る
か
 

と
い
う
 

こ
と
 

や
 

両
者
の
 

ポ
イ
ン
ト
 

数
 

も
 

画
面
に
 

表
示
さ
れ
 

る
の
で
、
 

こ
こ
で
 

ど
う
い
う
 

攻
撃
を
 

し
た
ら
 

い
い
の
 

か
と
い
 

う
こ
と
 

も
 

わ
か
 

リ
 

、
そ
 

れ
 

だ
け
に
 

$
 

に
 

手
に
 

汗
 

握
る
 

試
合
と
 

な
っ
て
 

し
ま
う
 

の
 

だ
。
 

こ
の
 

ゲ
 

I 
ム
の
ポ
 

イ
ン
 

ト
は
、
 

試
合
 

開
始
と
 

同
時
に
 

素
 

速
く
 

相
手
を
 

リ
ン
グ
の
 

隅
に
 

追
い
つ
け
て
 

攻
擊
 

し
て
い
く
 

と
い
う
と
 

こ 

ろ
に
 

あ
る
。
 

そ
し
て
 

相
手
が
 

身
動
き
で
 

き
な
 

く 

な
つ
た
ら
 

| 
気
に
 

カ
ウ
ン
タ
—
 

パ
ン
チ
 

だ
。
 

そ
れ
で
は
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
 

イ
ツ
 

ク
を
 

握
り
し
 

め
 

て
 

試
合
 

開
始
/
 



ゲーム パー テイへの 招待 

絶対に 拾えない と 思える 千両箱で も、 よく 考えて やる 

と 全部 拾 うこと がで き るの が この ゲームの お もしろ さ。 
わかる まで 悩んで みよう。 

ライ ズ アウ ト 

千両箱を 全部 拾う と 4 文字の キー ワー ドが 表示され る。 

次からは CTRL  j と [ど] の キーを 同時 (；： 打って、 その後に 
キーワードを 打ち込む と、 途中の 画面から プレイす る こ 

と もで きる 。 

It?  e 
ル  tn， ▲な，^ ▼-  12111 

m 

一見 カン タンそう に 見 又る 画面 だが'  千両箱を とる に 忍者が 追い かけて きたから といって'  渡り板に 飛び降り 
はどうし たらい いか。 城の 壁の 古くな ったと ころは 拳 たりしたら いっぺんに 死んで しまう ので' 気をつけ なく 
銃で 崩す こと もで きる というと ころが ポイント。 ては… 

▲「ライ ズ アウト」 には ピッケルを 持 

って ゲームに 臨む の だ。 これで も 

っ て大阪 城の 壁を グワ ーンと 崩し てし まう。 

カギは 見つからず、 忍者には 追い つめられて しまった。 

だけど どう しても 忍者に 殺されて しまう のはい や だと 

いうと き、 と 回の キーを 同時に 押せば、 自殺し 
てし まう こと もで きる c 

300  MEM： 

- 

s 耀 ■■ 
迷路は だんだんと 複雑に なって いき、 忍者の 追跡は 厳し 

く なって いく。 一歩 間違った ところへ 入って しまう と、 
先は 行き止まり。 忍者の 目を くらませながら カギを 捜す 

には どう したら いいの か。 

の 

男
は
 

体
 

だ
け
 

じ
 

や
な
い
。
 

頭
が
 

よ
く
な
 

け
れ
 

ば
い
け
 

な
い
 

の
 

だ
。
 

そ
こ
で
、
 

今
度
は
 

頭
を
 

使
 

う
 

ゲ
—
ム
 

、
「
ラ
ィ
 

ズ
 

ア
ウ
 

ト」
 

で
 

勝
負
 

だ。
 

こ 
れ
は
 

日
本
に
 

乗
り
込
ん
だ
 

&
人
 

ス
パ
ィ
で
 

あ
 

る
 

主
人
公
が
、
 

大
阪
 

城
に
 

忍
び
込
み
、
 

忍
術
に
 

つ
い
て
の
 

重
大
な
 

秘
密
を
 

探
り
出
す
 

と
い
う
 

も
 

の
で
、
 

な
か
な
か
 

緊
張
に
 

つ
ぐ
 

緊
張
を
 

味
わ
え
 

る。
 

迷
路
の
 

よ
う
な
 

大
阪
 

城
の
 

中
に
は
 

拳
銃
に
 

も
ビ
ク
 

と
も
し
な
い
 

忍
者
が
 

隠
れ
て
 

い
て
、
 

刀
 

を
 

振
り
か
ざ
し
な
が
ら
 

追
い
 

か
け
て
 

く
る
し
、
 

古
井
戸
が
 

い
た
る
と
こ
ろ
に
 

あ
つ
て
、
 

そ
こ
に
 

落
ち
て
 

し
ま
つ
た
 

ら
も
う
 

一
巻
の
 

終
わ
り
 

だ
。
 

追
手
を
 

逃
れ
な
が
ら
'
 
 

古
く
 

崩
れ
 

や
す
く
な
 

っ 

た
 

石
垣
を
 

壊
し
、
 

ヵ
ギ
 

の
か
 

か
っ
て
い
 

る
 

扉
を
 

開
け
る
 

た
め
の
 

ヵ
ギ
を
 

い
く
つ
も
の
 

千
両
箱
の
 

中
か
ら
 

見
つ
け
だ
し
、
 

そ
れ
を
 

拾
っ
て
 

城
の
 

中
 

を
 

進
ん
で
 

い
か
な
け
れ
ば
 

い
け
な
い
。
 

も
ち
ろ
 

ん
ヵ
ギ
 

の
か
 

か
っ
て
い
 

な
い
 

扉
 

も
 

あ
る
の
で
、
 

ヵ
ギ
が
 

必
要
 

か
ど
ぅ
 

か
は
 

わ
か
ら
な
い
。
 

迷
路
 

は
 

I 
面
、
 

二
 

面
と
 

進
ん
で
 

い
く
ぅ
ち
 

に
だ
ん
だ
 

ん
 

複
雑
に
 

な
っ
て
 

い
く
し
、
 

忍
者
の
 

追
跡
 

も
き
 

び
し
 

く
な
 

つ
て
い
 

く。
 

こ
れ
は
 

ち
ょ
つ
 

と
や
 

そ
 

つ
と
 

で
は
 

全
面
を
 

ク
リ
ア
す
 

る
 

こ
と
は
 

で
き
な
 

い
 

ゲ
—
ム
 

だ
か
ら
、
 

や
り
が
い
 

が
 

あ
る
。
 

ゲ
—
ム
 
は
 
I 人
か
ら
 
四
 人
ま
で
 
遊
べ
る
 
が
、
 

今
日
の
と
 
こ
ろ
は
 
二
人
な
 
の
で
、
 
1£ 人

"
 
と
い
 

う
と
 こ
ろ
を
 選
ぶ
。
 
そ
れ
か
ら
 ス
ピ
—
 ド
レ
べ
 

ル
は
、
 

ハ
イ
、
 

ノ
—
 

マ
ル
'
 

口
一
の
 

三
 

段
階
が
 

あ
 

る
 

け
れ
ど
、
 

ま
あ
 

ノ
—
 

マ
ル
と
 

い
う
と
 

こ
ろ
に
 

で
も
し
て
 

お
こ
う
。
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
 

イ
ツ
 

ク
か
力
 

I 
ソ
ル
 

キ
—
で
 

キ
ヤ
 

ラ
ク
 

タ
を
 

動
か
し
て
 

い
く
：
 

毎
日
 
特
訓
に
 
特
訓
を
 
重
ね
た
 
結
果
 
判
明
し
た
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
の
 ポ
イ
ン
ト
は
、
 
忍
者
は
 
キ
ヤ
 
ラ
 

ク
タ
の
 
動
き
に
 
合
わ
せ
て
 
追
い
 
か
け
て
 
く
る
の
 

で、 
そ
れ
を
 
利
用
し
て
 
忍
者
を
 
誘
い
込
み
、
 

ど
 

こ
か
の
 
穴
蔵
に
 
押
し
込
め
て
 
し
ま
う
 
か、 

古
 井
 

戸
に
 
落
と
し
て
 
し
ま
う
、
 
ま
た
は
'
 
 
拳
銃
で
 
壊
 

し
た
 
城
壁
は
、
 
数
秒
 後
に
 
ま
た
も
と
 
ど
お
り
に
 

も
ど
る
 
の
で
、
 
そ
こ
に
 
閉
じ
込
め
て
 
葬
り
去
り
、
 

次
の
 
忍
者
が
 
現
れ
る
 
前
に
 
カ
ギ
を
 
見
つ
け
て
 
扉
 

を
 開
け
、
 
面
を
 
ク
リ
ア
し
て
 
い
く
と
い
 
う
こ
と
 

だ
。
 面
は
 二
十
 面ま
で
 

あ
り
、
 そ
の
 中に
は
 

忍
 

者
が
 
二
人
で
 
追
い
 
か
け
て
 
く
る
と
 
い
う
と
 
こ
ろ
 

も
 あ
る
。
.
 こ
ん
な
と
 
き、 

ひ
と
り
の
 
忍
者
に
 
ば
 

か
り
 
気
を
 
と
ら
れ
て
 
い
て
、
 
二
人
に
は
 
さ
み
う
 

ち
に
 
さ
れ
て
 
し
ま
う
 
な
ん
て
 
こ
と
に
な
 
つ
た
ら
 

大
変
 
だ
か
ら
'
 
 
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
 
い
け
な
い
。
 

あ
の
 
忍
者
に
 
殺
さ
れ
る
 
と
き
の
 
グ
シ
 
ヤ
ツ
と
 
い
 

う
 音
は
$
 
に
い
 
や
 だ
か
ら
ね
。
 

ま
あ
、
 
も
う
 

ど
こ
に
 
も
 行
き
場
が
な
い
。
 
だ
け
ど
 
忍
者
に
 
殺
 

さ
れ
る
 
の
 だ
け
は
 
い
や
 
だ
、
 
な
ん
て
 
場
合
に
は
 

i^l ̂
 r
 a
 の
 キ
—
を
 
同
時
に
 
押
し
て
、
 
自
殺
っ
 

て
い
う
 
テ
 も
 あ
る
け
れ
 
ど。 

千
両
箱
を
 
全
部
 
拾
わ
な
く
て
も
 
各
 場
面
は
 
ク
 

リ
ア
で
 
き
る
 
け
れ
ど
、
 
全
部
 拾
っ
て
 
お
く
と
 
四
 

文
字
の
 
キ
—
ワ
 

I 
ド
が
 
出
て
、
^
^
!
-
 
+
 R
 と
や
 

っ
て
か
ら
 
こ
の
 
キ
—
ワ
 

I 
ド
を
 
打
つ
 
と、 

そ
の
 

面
か
ら
 
プ
レ
イ
が
 
で
き
る
。
 
せ
っ
か
く
 
十
三
 
面
 

ま
で
い
 
っ
た
の
に
、
 
ま
た
 
初
め
か
ら
 
や
り
直
し
 

な
ん
て
 
こ
と
は
 
な
い
か
ら
 
と
つ
て
も
 
便
利
。
 

ま
 

た
 
二
十
 面
ま
で
 
5
 n リ
ア
す
 
る
と
"
 
秘
密
〃
 
が
 解
 

き
 明
か
さ
れ
 
る
の
で
 
楽
し
み
 
だ
。
 
さ
あ
、
 
プ
レ
 

イ
 し
て
み
 
よ
う
。
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|〇 ギャ ラク シー ガン ¥  1 ,600 タス 25, 000 コン バス ¥4,000 ボ クシ 

ン グの セット ¥  2,800  メガ フォン ¥  450 ボン 

ポン各 ¥  3S& ス D ッ トマシン ¥  2,980 紙 ふぶ 
#¥丨，0〇〇 ミ キー マウスの 耳 ¥  1,450 トラ 

ン ベ、;/ 巧 ¥2,000 札束 型 メモ 裉各 ¥  300 こう 
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ラ ッ』<  型 グラス 各 ¥2,200 スト ロー 付き グラ 
ス备 ¥ し 对〇 ハーフ マスク 各 (MOO 赤の プラ 

スチッ ク® タイ ¥80 ハッピー バース デイの！！ 

かざり V  ISO ナプキン ¥400 

グラス シ I 一力一 ¥3,800 ぶた キャン ドル 

¥450 サングラス ¥ 丨 ，800 赤の めがね ¥2,200 
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パッケージと ラッピングを 扱って ます 

テ
イ
を
 
シ
ヨ
 

シ
ヨ
—
 

ト
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

0
 

く
つ
て
 

み
る
 

M
S
X
 

ゲ
—
ム
 

パ
—
 

テ
イ
は
 

M
s
 

X
 

で
 

デ
ー
 

ム
を
 

す
る
 

わ
け
 

だ
け
ど
'
 
 

も
ち
ろ
ん
 
 

M
S
X
 
 

で
 

で
き
る
 

の
は
 

ゲ
—
厶
 

だ
け
 

じ
 

や 
4'
 

い。
 

そ
こ
で
、
 

パ
—
 

テ
イ
を
 

シ
ヨ
—
 

ア
ツ
 

プ
 

す
る
 

た
め
に
、
 

M 

S
X
 

で
 

「
ジ
ャ
ン
 

ケ
ン
」
 

や
 

「
サ
イ
コ
ロ
」
 

の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

作
つ
 

て
み
 

よ、
 

つ。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

は
 

短
く
て
 

カ
ン
 

タ
ン
 

だ
か
ら
'
 
 

正
確
に
 

打
ち
込
 

ん
で
 

い
け
ば
 

誰
に
 

で
も
 

作
れ
る
。
 

ゲ
—
ム
 

の
 

順
 

番
を
 

決
め
た
り
 

す
る
 

の
に
 

も
 

M 
 

s 
 

X 
を
 

使
え
ば
、
 

こ
れ
は
 

も
ぅ
 

本
格
的
に
 

M
s
 

X 
ゲ
—
ム
 

パ
ー
 

テ
 

イ 
に
な
る
 

の
 

だ。
 

3? 



csa 
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100  ̂   夕''， ン ケン  ***** 

110  / 120  CLS: SCREEN  1,3: COLOR  11,1,1 
130  KEY  OFF:DIM  J(2,2) 

140  FOR  1=0  TO  2  s  FOR  J=0  TO  2 
150  READ  J(I,J) ：NEXT:NEXT 

160  / 
FOR  J=0  TO  2:T$=" FOR  1=1  TO  32  s  READ  D$ 

T$=T$+CHR$(  VA し （ •&HT+D$) ) 
NEXT:SPRITE$( J)=T$ 
NEXT  一 

ON  STRIG  GOSUB  370:STRIG(0)  ON 

170 
180 
190 
200 
210 
220 
230 
240 

250  LOCATE  7,3:PRINT  ■关奸 5,、 シケ:/  ***• 

260  LOCATE  10,8:PRINT  "A  B. 
270  Al$= " L 641255 N ' +STR$( A*5+50 ) 
280  A2$= " L 641255 N " +STR$( B*5+80 ) 
290  PLAY  A1$,A2$ 
300  PUT  SPRITE  0 , ( 80 , 80 ) , 2 ， A 
310  PUT  SPRITE  1, (140, 80), 2, B 
320  A=A+1 : IF  A>2  THEN  A=0 
330  B=B+1:IF  B>2  THEN  B=0 
340  FOR  1=0  TO  30: NEXT 

350  GOTO  290  
一 

360  
/ 

370  STRIG(0)  OFF : A= I NT ( RND ( -T I ME ) *3 ) 
380  PUT  SPRITE  0 , ( 80 , 80 ) , 2 , A 

390  
^ 

400  A 1 $= " L 641255 N  *  +STR$ ( B*5+80  > 
410  PLAY  Al$ 
420  PUT  SPRITE  1 , ( 140 , 80 ) , 2 ,B 
430  B=B+1: IF  B>2  THEN  B=0 
440  FOR  1=0  TO  30: NEXT 
450  D$=INKEY$: IF  D$<  >CHR$( 13)  THEN  d00 

460  ' 470  B=INT(RND (- TIME)*3) 
480  PUT  SPRITE  1 , ( 140 , 80 ) , 2 ,B 
d90  CA=5:CB=CA 

500  IF  J(A,B)=0  THEN  M$=" アイ] • 

510  IF  J(A，B)=1  THEN  M$='A  ) カ チ-: CB=6 

520  IF  J(A,B)=2  THEN  M$='B  ノ  カ チ ■: CA=6 530  PUT  SPRITE  0 , (80 ,80 ) ,CA, A 
540  PUT  SPRITE  1 , (140 ,80 ) ,CB,B 

550  LOCATE  11,18 :PRINT  M$  - 
560  D$=INKEY$: IF  D$< >CHR$(13)  THEN  550 

570  LOCATE  11，1 8:PRINT  ■ 
580  STRIG(0)  ON: RETURN 

590  ' 600  DATA  0,1, 2,2, 0,1, 1,2,0  — 

610  DATA  0,0,1,3,F,3F,7F,7F  - - 
620  DATA  7B, 77,7 F,3F,1F,F,3,0 
630  DATA  0,7 8,FC,FE,7F,BB,FD,FF 
640  DATA  FF,F7,FB,FF,FE,FC,F0,0 
650  DATA  0,0, 0,0, 0,0, 0,0 
660  DATA  FF,3F,0,1,2,2,2,1 
670  DATA  80，80,C0,C0,C0,C0,CE，D1 
680  DATA  F1，FE,C0,C0,40,40,40，80 
690  DATA  3F, 20, 20, 20, 20, 20, 20, 20 
700  DATA  20, 20，20, 20, 20, 20, 20, 3F 
710  DATA  F0, 28, 24, 22,3 E, 2, 2, 2 
720  DATA  2, 2,2, 2, 2, 2, 2, FE  - 

グー、 チ ヨキ、 パーの パターン 作り 

2 つの パターンを 
変化 させながら 表 テ 

同時に 音 出し 

I つの パターン になって から 

変化 させながら 表示 

同時に 音 出し 

勝ち負けの 判定と 表示 

3 勝ち負け 判定 用の データ 

グー、 チ ヨキ、 ハ。 一の パターンの データ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 
〇
 ジ
ャ
ン
 ケ
ン
 

ジ
ャ
ン
 
ケ
ン
は
、
 
画
面
の
 
両
側
か
ら
 
グ
 I、 

チ
 ヨ
キ
、
，
 
パ
—
 
の
 三
 バ
タ
—
 
ン
が
 
点
滅
し
 
な
が
 

ら
 現
わ
れ
る
。
 
こ
れ
を
 
二
人
が
 
ス
ぺ
—
 
ス
バ
—
 

か
 リ
タ
—
 
ン
キ
—
 
を
 押
 -L て

 止
め
る
 
と、 

勝
ち
 

負
け
の
 
判
定
が
 
で
る
。
 
こ
の
と
 
き
 
二
人
は
 
同
時
 

r
 唁
 

•' 
に
 
ス
ぺ
—
 
ス
バ
—
 
と
 
リ
タ
—
 
ン
キ
—
 
を
 
押
し
て
 

も
い
 
い
し
、
 

一
人
ず
 
つ、 

先
に
 
や
る
 
方
が
 
ス
ぺ
 

丨 
ス
バ
—
 
を、 

後
に
 
や
る
 
方
が
 
リ
タ
—
 
ン
キ
—
 

を
 押
し
て
も
 
い
い
。
 
ス
ぺ
—
 
ス
バ
—
 
は
 
I 人
が
 

使
ぅ
 
と 後

の
 
I 人
は
 
使
え
な
い
 
の
で
、
 
か
な
ら
 

ず
 リ
タ
—
 
ン
キ
ー
 
を
 押
す
 
こ
と
。
 
そ
し
て
も
 
し
 

あ
い
こ
に
 
な
つ
た
ら
、
 
ふ
た
た
び
 
リ
タ
ー
 
ン
キ
 

I
 
を
 押
し
て
、
 
初
め
か
ら
 
ジ
ャ
ン
 
ケ
ン
 
ボ
ン
。
 

こ
の
 プ
ロ
グ
ラ
ム
は
 
時
間
に
 
よ
っ
て
 
ア
ト
 
ラ
ン
 

ダ
ム
に
 
三
つ
の
 
バ
タ
—
 
ン
が
 
出
て
 
く
る
よ
う
 
に
 

な
つ
て
 
い
る
の
で
、
 

グ
 I、 

チ
 
ョ
キ
、
 
パ
 ー 

の
 

三
 バ
タ
—
 
ン
が
 
順
番
に
 
く
り
 
返
さ
れ
る
 
と
い
う
 

こ
と
は
 
絶
対
に
な
 
く、 

画
面
を
 
見
な
が
ら
 
次
に
 

出
て
 
く
る
 
も
の
を
 
予
想
す
 
る
 こ
と
は
 
で
き
な
い
 

よ
う
に
な
つ
 
て
い
る
。
 



I 〜 6 の 数の パターン 作り 

軌跡の データ 作り 

サイコ ロの 表示と 音赛 LU 

▲ 

サイコロの パターン 作り 

100  サ Y3D  ««*** 

110  " 120  CLS: SCREEN  2, 2s COLOR  11,1,1 

130  OPEN  -GRP： *  FOR  OUTPUT  AS  #1 
140  PRESET(90,10〉：PRINT  #1,_*  サイコ 0  *• 150  CLOSE  #1 :KEY  OFF 

160  DIM  A$(4),X(16),Y(16)  _ 
170  D$=STRING$(32,255) 
180  MID$( D$, 1 , 1 )=CHR$( 127 ) 
190  MI D$( D$ , 16 , 1 )=CHR$( 127 ) 

200  M I D$ ( D$ , 1 7 , 1 ) =CHR$ ( 254 ) - 
210  M I D$ ( D$ , 32 , 1 ) =CHR$ ( 254 ) 
220  SPRITE$(6)=D$ 

230  / 240  FOR  1=0  TO  4: FOR  J=1  TQ  5 {READ  D$ 250  A$( I )=A$( I )+CHR$(VAL(  &H  +D$)) 
260  NEXT: NEXT 

270  / 280  FOR  1=0  TO  5:D$=CHR$(0) 
290  FOR  J=0  TO  5: READ  D 
300  IF  J=3  THEN  D$=D$+CHR$( 0 ) 
310  D$=D$+A$(D) 
320  NEXT:SPRITE$( I )=D$  - 
330  NEXT 

340  ' 350  FOR  1=0  TO  8  STFP  !5 
360  X( I*2)=I*25 
370  Y( 1*2)=5*1*1-30*1+75  _ 
380  NEXT 

390  ' 400  S=0:D=1  - 
410  A=50 
420  FOR  1=0  TO 16 
430  N= INT(RNCK -TIME  )*6  > 
440  IF  N=0  THEN  C=8  ELSE  C=i 

450  A$= "LI 61250 N" +STR$(A): A=A-1 460  PLAY  A$ 

470  PUT  SPRITE  0 , (S+D*X( I ) , Y( I ) ) ,C,N 
480  PUT  SPRITE  1,(S+D*X( I ),Y( I  )),15, 6 
490  FOR  J=0  TO  36: NEXT 
500  NEXT 

510  D$=INKEY$: IF  D$= ' '  THEN  510 
520  D=-1*D:S=S  XOR  255: GOTO  410  _ 

530  " 540  DATA  0,0, 0,0,0, 1,3, 3, 1，0 
550  DATA  80,00, 00,80 ,0,30, 78 
560  DATA  78,30,0,C,1E,1E,C,0 

570  y  * 
580  DATA  0  山  0,0,2, 0，3, 0,0,0, 0,4 
590  DATA  3, 1,0,0, 2,4,3, 0,3, 4, 0,4 
600  DATA  3,1 ,3, 4, 2, 4, 3, 3,3, 4, 4, 4  _ 

コ
ロ
 
も
 時
間
に
 
よ
っ
て
 
ア
ト
 
ラ
ン
 
タ
ム
に
 
目
の
 

数
が
 
出
る
 
よ
う
に
な
つ
 
て
い
る
 
の
で
、
 

I、 二、 

三
、
 
四、 

五、 
六
の
 
六
つ
の
 
数
が
 
順
番
に
 
出
て
 

く
る
と
 
い
う
 
こ
と
は
 
な
い
よ
う
に
 
な
つ
て
 
い
る
。
 

ブ
ロ
 
ク
ラ
ム
 
©
 サ
イ
 
コ
ロ
 

a 

で
 *
 

サ
イ
コ
 

〇 
は
、
 

画
面
の
 

右
上
 

か
 

左
上
に
 

サ
イ
 

1
-
3
 

口
が
 

現
わ
れ
て
、
 

こ
の
 

サ
イ
コ
ロ
が
 

下
に
 

こ
 

ろ
が
り
落
ち
が
こ
と
に
よ
つ
て
目
の
数
が
出
る
 

よ
 

^
 

に
な
つ
 

て
い
る
。
 

こ
の
 

目
の
 

数
を
 

出
す
 

と 

き
に
は
 

ス
ぺ
—
 

ス
バ
—
 

を
 

押
し
、
 

も
ぅ
 

I 
度
 

や
 

は
 

リ
タ
—
 

ン
キ
—
 

を
 

押
す
。
 

こ
の
 

サ
イ
 

34 



ソフト マン 養成 講座 

〇 

本 講座は、 コンピュータ に関する テクニカルな 講義では なぐ むしろ コンピュータの 周辺に ある さまざまな 事象に つ 

いて 首を つっこみ、 考察を 加えな* 《ら コンピュータと、 コンピュータ 時代の コンセプト とを キヤ ツチ アツ プ して 行く 

講座です。 頭の 体操と して 読んで 下さい。 他の B AS  I C 入門な どの 記事と 合わせて 読む と 効き目が さらに 増します。 
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MS X パーソナルコンピュータ 

決めら れた 手順 によって 数値 演算 処理を 行う 

ROM32Kbyte 

RAM32Kbyte 
Video  RAM16Kbyte 

高 68X  幅 423X 

奥行 208mm 

2.0kg 

シル ハー (ホ テイ） 

じ 家 m 品と して 

|pj パソコンと 冷 職を 
比べたら、 こ一なった。 … 一. — — … — 

フラック 

50/60Hz 

30W  (最大) 

/////////// 川 川 川⑴⑴ 川  mmmimmmi 
^  v  <v  .浴を:!^^^ 

U  J£M; 

ROM カー ト リッジの 共用 .IVISX  BASIC 

英 、数、 ひらがな、 カタ カナ、 カラー 16 色 表示、 

8 オク ター ブ 3 重 和音 サウ ン ド 機能 

MS  X 仕様で あれば、 どこの メーカーの 
ソフトウェア でも 使用可能 

賢い が、 人を カツ カ させた リ 喜ばせた リ、 

不思議な 性格で ある 

6 万 4800円 （1 g 当リ約 32 .4 円） 

變觀 _ 

■■■ 

MSX 資料 提供 日本 楽器 製造 (株） 

冷蔵庫 資料 提供 松下電器 産業 (株)‘ 

•
M
S
X
O
 
て， 

パ
ソ
コ
ン
の
 

統
 

I
 

規
格
な
ん
 

で
し
よ
う
？
 

〇
 

そ
—
 

で
す
。
 

電
気
屋
 

さ
ん
で
 

大
 

々
的
に
 

売
っ
 

て
い
ま
す
。
 

•
電
気
屋
 

さ
ん
で
 

売
っ
 

て
い
る
 

と
い
う
 

こ
 

と
は
、
2
3
>
<
ホ
|
ム
パ
ソ
コ
ン
つ
て
家
 

3
 

品
な
ん
 

で
す
 

か
ネ
。
 

O
f
@
 

白
い
 

こ
と
 

言
い
ま
す
 

ね
え
。
 

し
か
し
、
 

メ
—
 

カ
ー
 

が
つ
 

く
つ
た
 

パ
ソ
コ
ン
が
 

オ
モ
 

チ
ャ
と
 

し
て
 

f
 

vu
 

ら
れ
 

て
い
 

る
ん
だ
 

か
 

ら
 

、
家
電
 

メ
—
 

力
—
 

が
つ
 

く
つ
た
 

バ
ソ
コ
 

ン
を
 

家
電
 

製
品
と
 

し
て
 

見
つ
め
て
も
 

間
違
 

つ
て
は
 

い
ま
せ
ん
。
 

む
し
ろ
、
 

そ
う
い
う
 

8
^
!
 

的
な
 

皆
 

解
の
 

方
が
 

よ
リ
 

新
し
い
 

遭
遇
 

に
 

f
 

こ
と
が
 

多
い
 

し
ね
。
 

そ
れ
に
、
 

も
 

う
 

ス
テ
レ
オ
 

な
ん
か
と
 

変
わ
ら
な
い
 

値
段
 

な
ん
だ
 

し
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
 

だ
か
ら
つ
 

て
 

特
別
扱
い
 

す
る
 

方
が
 

む
し
ろ
 

お
か
し
い
 

と
 

も
い
 

え
る
 

よ
ね
。
 

• 
フ
厶
フ
ム
。
な
る
ほ
ど
ね
。
じ
ゃ
あ
、
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

家
電
 

製
品
と
 

し
て
 

解
読
し
て
 

み
る
と
 

ど
う
な
る
 

の
か
 

ナ。
 

〇
そ
—
 

で
す
 

ね
え
。
 

て
っ
と
 

り
 

早
い
 

の
は
'
 

他
の
 

家
電
 

製
品
と
 

ふ
た
つ
 

並
べ
て
 

比
較
な
 

ど
し
て
 

み
る
の
 

も
 

面
白
い
 

か
も
 

知
れ
な
い
 

ネ
 

。
ほ
ら
'
 
 

良
く
 

テ
レ
ビ
 

な
ん
か
 

買
う
 

と
 

き
に
 

他
社
の
 

も
の
と
 

比
べ
て
 

見
る
 

で
し
よ
。
 

f
 

少
ム
 

チ
ャ
 

ク
チ
ャ
 

だ
け
ど
 

面
白
そ
う
。
 

ひ
と
つ
や
 

っ
て
み
 

よ
う
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
 

か
。
 

〇
 

ハ
イ
。
 

上
の
 

表
を
 

注
目
し
 

ま
し
よ
う
。
 

ム
 

务
 

生
活
に
は
 

欠
く
 

こ
と
の
で
 

き
な
い
 

冷
 

$
 

と
 

M
S
X
 

を
 

比
べ
て
 

み
ま
し
た
。
 

い
 

か
が
？
 

•
う
ん
。
 

ま
ず
 

二
番
目
の
 

「
能
力
」
 

の
と
 

こ
ね
。
^
 

M
 

庫
の
 

方
は
 

よ
く
 

分
か
る
 

け
れ
 

ど
、
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

方
は
、
 

何
だ
か
 

抽
象
的
 

な
 

気
 

も
い
た
 

し
 

マ
ス
。
 

た
い
て
い
の
 

人
が
 

こ
こ
で
つ
 

ま
ず
く
 

の
で
は
 

あ
る
ま
い
 

か
？
.
 

〇
わ
 

か
り
ま
す
。
 

け
れ
ど
、
 

こ
れ
は
 

こ
れ
 

で
 

非
常
に
 

具
体
的
な
ん
 

だ
け
れ
 

ど
ね
。
 

も
 

う
ち
よ
 

つ
と
 

く
わ
し
く
 

説
明
す
 

る
と
、
 

数
 

学
 

的
に
 

何
ら
 

か
の
 

モ
デ
ル
を
 

つ
く
っ
て
、
 

そ
れ
を
 

シ
ミ
 

ユ
レ
ー
 

ト
す
る
 

つ
て
 

コ
ト
。
 

例
え
ば
 

ス
ケ
ジ
 

ユ
—
ル
 

管
理
の
 

プ
ロ
 

グ
ラ
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ソフド 7 ン肇成 講座 

種 類 3 ドァ 冷 恭令麟 

能 力 生鮮 食品 等の 冷凍 冷蔵 

容 量 
240  i 

外形 寸法 高 170 0X  幅 550  X  奥行 560mm 

重 量 
56  kg 

色 パール ホ ワイ ト •ワイン レツ ド ロイヤル • 

アボガ ド グリーン •ココ ナッツ ブラウン 

消費 電力 50/60Hz  90/95W 

おもな 特長 フリーズ ルーム •フリー セッ ト 棚 • 

ピッ タリ タイプ •フ ラッ ト ヒンシ 

互換性 どこの スーパー、 酒屋、 八百屋な どの 

生鮮 食品 • 飲料で も 使用可能 

性 格 もの 持ちは 良い が、 やや 冷たい ところが ある。 時々 
ふるえて いると ころを 見る と、 どうも 寒が リ のよう だ 

価 格 18 万円 （1 g 当リ約 3.21 円） 

厶
を
 
つ
く
つ
 
た
と
 
す
る
と
、
 
そ
れ
は
 

コ 

ン
ピ
ユ
 
—
夕
で
 ス
ケ
ジ
 
ユ
ー
ル
 表
と
 い
う
 

も
の
の
 
機
能
を
 
真
似
し
て
、
 
そ
れ
を
 
能
動
 

的
に
 
動
か
す
 
と
い
う
 
こ
と
な
 
ワ
ケ
。
 

I 番
 

分
か
り
や
す
 
い
の
は
 
ゲ
—
ム
 
ね。 

へ リ
コ
 

プ
タ
—
 
の
 動
き
 
方
 も ホ

ン
 
モ
ノ
 
通
り
に
 
動
 

く
で
 し
よ
。
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
っ
て
の
は
 
ノ 

—
卜
や
 
本
な
 
ど
、
 
ダ
ィ
ナ
ミ
ッ
ク
に
 色
々
 

な
 モ
ノ
の
 
機
能
を
 
真
似
で
 
き
る
 
わ
け
。
 
楽
 

器
な
ん
 
か
も
つ
 
く
れ
る
 
し
ね
。
 
単
な
る
ぎ
 

算
機
 
，
で
は
な
い
 
の
で
す
 
ョ。 

•その 次の 「容量」 は？. 

0
 公 歲
 
庫
と
 
い
う
の
は
、
 
ど
れ
 
だ
け
 
格
納
 

で
き
る
 
か
と
い
 
う
こ
と
 
が
 問
題
に
な
る
 
わ
 

け
だ
け
 
ど、 

コ
ン
 ピ
ユ
—
 
夕
は
、
 
さ
っ
き
 

言
っ
 
た
よ
う
に
、
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
に
よ
っ
て
 

数
学
 
モ
デ
ル
を
 
つ
く
り
 
そ
れ
に
 
デ
—
 
夕
を
 

与
え
て
 
動
か
し
て
 
行
く
。
 
画
用
紙
が
 
大
き
 

け
れ
ば
 
そ
こ
に
 
描
け
る
 
絵
 も 大

き
く
な
る
 

で
し
よ
。
そ
れ
と
同
じ
々
、
ど
れ
だ
け
の
 

量
の
 
情
報
を
 
処
理
で
 
き
る
 
か
と
い
 
う
こ
と
 

が
 表
わ
さ
れ
る
 
わ
け
で
す
。
 
大
体
 
R
A
M
 

3
2
 K
 
あ
れ
ば
 
た
い
て
い
の
 
仕
事
は
 
こ
な
せ
 

ま
す
。
 
ち
な
み
に
 
R
O
 
M と

い
う
の
は
、
 

B
 
 A
 
 s
 
I
 
C
 
な
ど
が
 
記
憶
さ
れ
 
て
い
る
 
と
 

こ
ろ
で
、
 

32 
ド
と
い
う
の
は
か
な
り
の
豪
 

華
 版
で
す
。
 

•
 色
な
ん
 
だ
け
ど
、
 
家
電
に
 
し
て
は
 
少
な
 

い
で
す
 
ね
え
、
 
パ
ソ
コ
ン
は
。
 

〇
 そ
—
 
で
す
 
ね。 

デ
ザ
ィ
ン
と
 
色
は
 大
切
 

な
 要
素
 だ
か
ら
ね
。
 

も
っ
 
と 増

え
る
 
と 楽

 

し
い
で
す
 
ナ。 

•
 「
お
も
な
 
特
長
」
 
は
 ̂
 靈
 
庫
が
 
ハ— ド

ウ
 

H
 
ア
側
 
I
 辺
 
倒
な
 
の
に
 
対
し
て
、
 
M
S
X
 

は
 ほ
と
ん
ど
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 
側
で
 
面
白
い
 

対
比
 
だ
ね
。
 
さ
す
が
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
ね
。
 

〇
う
ん
 
。
で
も
 
パ
ソ
コ
ン
の
 
キ
—
ボ
 
I ド 

って、 
も
っ
 
と 軽

く
 小
さ
く
な
 
っ
て
 
ヒ
ザ
 

の
 上
に
 
乗
せ
て
 
使
え
る
 
よ
う
に
 
な
る
と
い
 

い
ん
だ
よ
 
な。 

そ
の
 
辺
に
 
期
待
し
た
い
 
ネ。 

•
「
価
格
」
 

が、 —
g
 当り
 ほぼ
 I 〇倍

 

の
 割
合
と
 
い
う
の
は
、
 
ま
さ
に
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 

—
夕
 
っ
て
 
カ
ン
ジ
。
 
技
術
 集
約
的
/
 

〇
 パ
ソ
コ
ン
は
 
オ
モ
 
チ
ャ
 
だ
っ
て
 
言
う
 
け
 

ど、 
そ
れ
に
し
て
も
、
 

す
ご
い
 
オ
モ
 チ
ャ
 

だ
ね
、
 や
っ
ぱ
り
。
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V 

o
i
 

ソ
 

コ
ン
を
 

分
解
し
 

で
み
 

る
と
、
 

中
身
は
 

こ 
一 

な
つ
て
 

い
る
の
 

だ
つ
 

た
 

?.
 ^

f
0
 

(p
et
er
  

A 
 

2c
wi
l 
 

一 
 

i
a
m
s
I
T
h
e
 

lJ
 

er
so
na
l 
 

C
o
m
p
u
t
e
r
 
 

Bo
ok
jc
t 

s
 

•
と
こ
ろ
で
、
 

カタ
ログ
 

だけ
 

見て
 

いて
も、
 

まだ
 

良く
 

分か
らな
い 

とこ
ろが
 

いつ
 

ぱい
 

ある
ん 

だけ
ど 

——
 

〇 

〇
 

そ
う
な
ん
 

だ
。
 

パ
ソ
コ
ン
 

つ
て
 

い
わ
ば
 

"
パ
ン
ド
ラ
の
 

箱
々
 

だ
か
ら
ね
。
 

誘
惑
に
 

駆
ら
れ
て
 

フ
タ
を
 

開
け
て
 

み
た
ら
、
 

災
難
 

ば
か
り
 

ド
ッ
と
 

飛
び
出
し
 

て
き
た
、
 

な
ん
 

て
 

人
 

も
 

多
い
 

し
ね
。
 

•
パ
ン
ド
ラ
の
 
箱
の
底
に
は
、
 
最
後
に
，
/
 希
 

望
，
 
と
い
う
 
も
の
が
 
残
さ
れ
て
 
い
た
わ
け
 

だ
け
れ
 
ど
、
 
パ
ソ
コ
ン
 
に
も
 
希
望
は
 
残
さ
 

れ
 て
い
る
 
の
か
し
 
ら
ん
。
 

〇
 そ
れ
は
 
と
も
か
く
'
 

こ
の
 
現
代
の
"
 
パ
 

ン
 ド
ラ
の
 
箱
，
 
の、 

箱
 そ
の
も
の
 

に
つ
い
 

て
、
 
も
う
ち
 
よ
つ
 
と
く
 
わ
し
く
 
考
え
て
 
み
 

ま
せ
う
。
 
 

. 

•
う
ん
。
 

特
に
、
 

前
の
 

頁
で
 

や
っ
た
 

「
能
力
」
 

の
と
 

こ
ろ
は
、
 

も
う
 

ひ
と
つ
 

良
く
 

分
か
ら
 

な
か
つ
 

た
し
。
 

具
体
的
に
 

行
き
 

ま
し
よ
、
 

っ。
 

〇
 

で
は
、
 

ま
た
、
 

て
つ
と
 

り
 

早
い
 

方
法
を
 

使
つ
 

て
み
 

ま
し
よ
う
 

か
。
 

•
ど
う
す
 
る
の
。
 〇
么
 S
 
庫
と
 
パ
ソ
コ
ン
を
 
分
解
し
て
 
見
ま
す
。
 

•
な
ん
と
 / • 

〇
 

ホ
ラ
、
 

子
供
の
 

頃
に
 

時
計
を
 

分
解
し
て
 

み
た
り
 

し
た
で
し
 

よ
う
。
 

•
 

小
 

2 
ぐ
ら
い
の
と
 

き
か
な
。
 

の
メ
 

カ
 

ニ
ズ
ム
 

が
わ
 

か
っ
て
 

う
れ
し
 

か
つ
た
 

な
 

0 

〇
 
そ
う
い
う
 

風
に
、
 

機
械
と
 

い
う
の
は
、
 

分
解
し
て
 

み
る
と
、
 

ど
う
い
う
 

よ
う
な
 

仕
 

組
み
で
 

動
い
て
 

い
る
の
 

か
が
 

わ
か
 

る
ん
だ
 

よ
ね
。
 

そ
こ
で
、
 

八-
 

歲
 

庫
と
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

分
解
し
て
 

み
よ
う
と
 

い
う
 

わ
け
で
す
。
 

•
そ
う
い
え
ば
 

么
®
 

庫
は
、
 

コ
ン
ブ
 

レ
ッ
 

サ
—
が
 

あ
っ
て
、
 

冷
却
 

装
置
が
 

あ
っ
て
…
 

と
い
う
 

具
合
に
 

大
体
 

分
か
っ
 

て
い
 

る
ん
だ
 

け
れ
ど
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

= 
コ
ン
ビ
 

ユ
ー
タ
 

と
 

な
る
と
、
 

ま
つ
た
 

く
と
 

い
つ
て
 

い
い
く
ら
 

い
わ
か
ら
 

な
く
な
る
。
 

〇
 

で
は
、
^
^
 

庫
は
 

置
い
 

と
い
て
、
 

パ
ソ
 

コ
ン
を
 

分
解
し
て
 

み
ま
す
 

ソ 
-
 

上
 

の
 

図
 

を
 見
て
。
 •

 
わ
つ
、
 

何
 

だ
 

こ
れ
は
/
 

〇 これ
は、
 

マク
ウィ
リア
ムズ
 

とい
う 



機 
パ ソ コン 

八  ラ 

械を 分解して みても、 ど 一し 
てこ れが 計算を する のかは 解 
明で きない ワケ なのだった 

^1 1 
) 

J  ■  & M'  -  % 

人
が
 
コ
ラ
—
 
ジ
ユ
 
し
た
 
「
パ
ソ
コ
ン
を
 
分
 

解
し
て
 
み
る
と
 
$
 
は
こ
う
な
 
っ
て
い
 
る
 

の
で
 
あ
—
 
る
」
 
と
い
う
 
図
な
ん
 
だ
。
 
(
く
わ
 
し
く
は
、
 
M  s  X 

マ
ガ
ジ
ン
 
創
刊
号
 
未
龜
〇
 

パ
ソ
コ
ン
 と
い
、
 っ
の
は
、
 
こ、 っ
い
う
よ
う
 

な、 
錬
金
術
に
 

で
も
 
使
っ
て
 

い
た
み
た
い
 

な
 
ヮ
ケ
の
 
分
か
ら
な
い
 

部
品
が
 
つ
め
 
込
ま
 

れ
 
て
い
る
 
魔
法
の
 
箱
 だ
と
い
 
う 
パ
ロ
 
デ
ィ
 

な
ん
だ
 
け
ど
ね
。
 

で
も
、
 
実
際
は
、
 

左
の
 

図
の
 
よ
う
に
'
 
 
ゲ
 ジ
ゲ
ジ
 
み
た
い
 
な
 
L
S
 

I
 
が
 
並
ん
で
 

い
る
 
だ
け
で
、
 

歯
車
 
も
な
 
け
 

れ
ば
 
カ
ウ
ン
タ
—
 

も
な
い
。
 

_
 

何
だ
か
、
 

右
の
 

図
の
 

方
が
 

実
感
が
 

湧
き
 

ま
す
 

0 

〇
 そ
う
だ
ね
。
 
実
際
の
 
パ
ソ
コ
ン
を
 
い
く
 

ら
 分
解
し
て
 
み
て
も
、
 
ど
う
し
て
 
計
算
で
 

き
る
 
の
か
 
解
明
で
 
き
な
い
と
 
思
う
よ
。
 

•
 う
 
I 
ん
 。
ま
す
ま
す
 
わ
か
ら
 
な
く
な
っ
 

て
き
た
。
 

〇
 そ
こ
で
 
登
場
す
 
る
の
 
が
、
 
ソ
フ
ト
 
ウ
 
H 

ア
 と
い
う
 
も
の
な
ん
 
だ
。
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 

の
 プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
総
称
し
て
 
こ
う
 
呼
 ぶ
ん
 

だ
け
ど
ね
。
 

•
そ
う
い
え
ば
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
は
、
 
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
が
な
い
 
と
 動
か
な
い
 
っ
て
 
?
 っ 

ね
。
 
で
も
、
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
っ
て
 
い
う
の
 
も
 

分
か
る
 
よ
う
で
'
 
 
い
ま
い
ち
 
良
く
 
分
か
ら
 

な
い
 
言
葉
な
ん
 
だ
け
れ
 
ど
 …
…
 

。 

0
 プ
ロ
グ
ラ
ム
 
と
い
う
 
言
葉
は
、
 
ギ
 リ
シ
 

ア
 語
に
 
語
源
が
 
あ
る
ら
 
し
い
ん
だ
 
け
ど
、
 

「
前
も
っ
て
 
窨
 か
れ
た
 
も
の
」
 
と
い
う
 
意
 

味
ら
 
し
い
よ
。
 

•
 つ
ま
り
、
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
 
夕
は
、
 

ハ
—
 
ド
 

ウ
ェ
ア
に
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
 
与
え
な
い
 
と
 

動
か
な
い
 
機
械
な
ん
 
だ
と
い
 
う
ヮ
ケ
 
だ
。
 

〇
 そ
の
 
通
り
"
 
で
は
 
I
 体
 ど
う
し
て
そ
う
 

い
う
 
機
械
な
 
の
か
？
 

と
い
う
と
、
 

そ
の
 

秘
密
は
 
「
マ
イ
ク
ロ
 

プ
ロ
 
セ
 
ツ
サ
」
 
と
い
 

う
 部
品
に
 
あ
る
ん
だ
。
 
す
べ
て
の
 
も
と
は
、
 

こ
こ
な
ん
 
だ
ネ
。
 

•
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
 

不
思
議
の
 

謎
は
 

す
べ
 

て
そ
こ
に
あ
る
 

!?
 

: 

〇
 

そ
う
。
 

お
し
い
け
 

ど
 

そ
の
 

謎
解
き
は
 

次
 

号
で
 

や
る
 

か
ら
、
 

お
楽
し
み
に
/
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雑誌を 持つ てきて ブロ 

クラム IJ ス トを 打ち込 
んだ 

クリーン • モニタを 買 

つたが キヤ ラ クタが 何 

色な のか 分からない 

ジヤ ガイ モ から 作られる 
コンピュータの 部品は 

何 か 
答えは 92 頁に あります 

ソフト マン 養成 講座の お 正月 ふろくは、 パソコン 入門 

すごろく。 遊びながら、 お 勉強して 下さい。 

さあ、 キミは、 バグ や エラーの 嵐を かいく ぐって、 栄 

光の ゴールへ たどり 着ける か！？ （なお、 初心者の 人は、 

92 頁の 「用語を 知れば 恐くない」 のと ころを 参照し なが' 
ら プレイして 下さい。 専門用語の 解説が 載って います） 

の 

'
 
 

Q
 

p
r
r
 
 
こ
の
 
ゲ
 ー 

ム
に
 
は、 

パ
ソ
コ
ン
を
 
買
 

3 、け 

►
ダ
 
 

「
•
朗
 

簏
ず
：
 
^
 

ば
め
 
ら
れ
 
て
い
る
。
 

X3 S 
•
諸
君
は
 
ま
ず
、
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
に
 
家
庭
 
用
の
 
T
V
 

コす。 

を
 接
続
し
た
 
シ
ン
プ
ル
な
 
条
件
で
 
ス
タ
 
ー
ト
 
す
る
。
 

ズ
亂
 

途
中
、
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
 

デ
 I 

タ
 
レ
コ
 
ー ダ

、
 
^
 

カ
ラ
 
ー 
モ
ニ
タ
、
 
プ
リ
ン
タ
 
、
デ
ィ
ス
ク
の
 
五
つ
の
 

こコ 

周
辺
機
器
を
 
手
中
に
し
な
が
ら
 
ゴ
ー
ル
 
を
 目
指
す
 

こ 

I
 
 

と
に
な
る
。
 

ゴ
ー
ル
 

イ
ン
し
た
 そ
の
 
日
か
ら
、
 

諸
君
 

は
 立
派
な
 
パ
ソ
コ
ン
 

•
ユ
 
ー ザ

ー
だ
 

。 

健
闘
を
 
祈
る
。
 
が
ん
ば
っ
 
て
 く
れ
た
 
ま
え
。
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アド ベンチ ヤー • ゲー △を やつて いだら 分か 

ら ない 単語が 出て きた 

が 辞書がない。 

GAME  OVER。 

ディ スケッ トを モニタ 

の 上に 置きつ 放しに し 

て 中味が ダメ になつ だ 

パパが BAS  I C の特 

訓 をして いて パソコン 

を 占領して いる 

アイデアが ひらめいた。 

さつ そく フ □グ ラミン 

ヴに 取り かかる 

デイ スケツ トを タテ 3 

コ 逆に 入れ 間違えた。 

全然 反応が な <ァ セつ 

1z 

フ □グラム • コン テス 
卜に 応 募して 入賞す る。 

バン サイ/ 

_  SAVE 中に つます い 

マ I て コードを 外して しま 戻 I つた。 もろ ダメ だ// 

1 1 回 似 
1 コマ 戻り 

フ □ー チヤ ー トを 書い 

てみ る。 以外と むす か 

しい 

Z1 

マ 

戻 

この ゲームは、 丨、 2、 3 の S つの コースから 成って います。 

まず、 丨 から スタート。 「STOP」 の コマに 入ったら そこで 止 

まって、 サイコロを ふります。 イ禹 数が 出たら カラー •モニタ、 
奇数が 出たら プリ ンタに 進んで 下さい。 

コース 2 は、 カラー •モニタから 入った 人は、 プリンタを 買つ 

て 終了です。 プリンタから 進んだ 人は モニタ 

までた どり 着いて 下さい。 プリンタと モニタ 

の 両方を 買う ことができたら、 コース 3 の デ 
イス クの ところへ 飛びます。 ルールは、 すご 
ろくと 同じです。 

• 1 回 

クラ フィック 機能で 絵 
を 描いだ が、 TV だと 

余り キ レイに 見えない 

お年玉で ジョイス 

ティ ツクを 買つ だ 

キーボードの 配列を だ 

ん だん 覚えて きた 

•  5 コマ 進む 

I ゲームで ハイス 

I コア 達成/ 

# ジョイス テイ ックを 買った 

• 1 コマ 進む 

プログラムを 作つ たが 

容置 不足で RUN しな 

い/ 

家計簿 計算の プ □グ 
ラムを 作つ て マ 7 に 

おこづか いを もらつ 
た 

•  2 コマ 進む  #1 回 休み 

ブロ クラムの デ バック 

をす る。 サイコ □を ふ 

つて 1 が 出たら 次の コ 

7 ぺ 

オリジナル •ゲーム •ブ □ヴ ラム 第 1 号 完成。 

まあまあの 出来 だ 

ワーブ □ • ソフ トで ラ 

フレタ ーを 書いた。 次 

の 日 g 日 デ ー トした 

データ レコーダの L 

〇 AD 中に1 J ー ド • 

エラーが 起きた。 ボ 

U ューム を 下げて や 

り 直し 

□ 

◎ 
0 

ゲーム 
(JWb75 

i 回
 
休
み
 

•
1
 
コ
マ
 
進
む
 
 
#
1
 
コ
マ
 
戻
り
 

0 ゲ
—
ム
 
を
 や
 0
 過
 

ぎ
て
 
目
が
 痛
い
 

フ
 

U
 

ン
タ
の
 

用
紙
が
 

な
い
 

〇 
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(株) シ— ガル 代表取締役 桑 山義明 

ル-ルを 守らない 子は ひっぱたく よ。 
I 都心から 少し 離れた 八 王子。 ここに 本社を 持つ 株式会社 シーガルの 代表 桑 山義明 氏は、 「誰に でも わかる マイコン 人 門」 などの 著 書で 知られる ほか、 マイコン ショップ、 マイコン 教室を 経営 0 しかし、 そんな 桑 山 氏 も 実は 元 サラリーマン。 脱 サラを してまで も 彼 

に マイコンを やらせよう とした、 マイコンの 魅力とは 何だった のか？ 彼に マイコンとの 出会い、 マイコン 観を 聞いて みた。 

桑 山義明 （くわ やま よしあき） 

昭和 21 年生れ 信 州 大学 工学部 卒業 分析 機器 専門 メーカ _ である 

日本 分光 工業 (株） で、 顯十 •営業 •広報- 人事と いった セク ショ ン 

を 歴任す る 

昭和 54 年 (株〉 シーガルを 設立 マイコ ンショ ッブ、 マイコ ン 教室の 

経営の かたわら、 雑誌 等て" 活躍 中 著 害に 誰に でも わかる マイコ 
ン 入門 | 日本 実業 出版社) が ある 

—
—
 

^ 
 

ず
、
 

マ
イ
コ
ン
と
の
 

出
会
い
に
 

つ
 

い
て
、
 

お
聞
き
し
た
い
 

の
で
す
 

が
、
 

何
年
 

ぐ
ら
い
 

前
の
 

こ
と
で
す
 

か
。
 

5 
年 前
で
す
 

ね。
 

54
 

年
の
—
 

月に
、 

コ 

モド
— 

ル 

(ジ
ャパ
ン)
 

の 

PE
T 

20
0 

丨 

って
い、
 

7 
のを
' 
 

ある
 

パ—
 

テイ
で 

見 

た
ん
で
す
 

よ。
 

それ
 

以前
 

も'
  

コン
ビ 

ュ 

I 

夕
 

そ
の
も
の
に
は
'
 
 

興
味
_
 

っ
て
い
 

まし
た。
 

やっ
ぱり
、 

仕
事
を
 

やっ
て 

い 

る 

人な
ら、
 

誰
で
も
 

興
味
を
 

持っ
 

てる
で 

し
よ
う
 

から
ね。
 

私 

も 

マ
イ
コ
ン
を
 

勉強
 

し
た
い
な
 

あ
っ
て
 

いう
 

気持
ちは
、 

当然
 

あっ
た 

わけ
です
。 

ただ
し、
 

勉
強
し
た
 

く
と
 

も、
 

5 

年
 

以
上
 

も
 

前
の
 

こ
と
で
、
 

(
コ
 

.ン
 

ピ
ユ
—
 

夕が
) 

ほ
と
ん
ど
 

大
型
で
し
た
 

から
ね。
 

それ
と、
 

マ
イ
コ
ン
の
 

ボ
—
ド
 

が 

出
始
め
た
 

こ
ろ
で
し
た
 

から
、 

その
 

ポ 
— 

ドを
 

勉
強
し
た
り
 

な
ん
か
 

も
し
た
ん
 

で 

すけ
 

ど、
 

結局
、 

あれ
 

じ
ゃ
あ
 

B
A
S
I
 

C
 

が
 

あ
る
 

わ
け
で
 

も
な
い
 

し
、
 

全
然
 

わ
か
 

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

そこ
で、
 

ひ
と
つ
の
 

シ
ス
テ
ム
 

とし
て、
 

で
き
あ
が
っ
 

てい
る 

もの
、 

つ 
•ま
り 

パ 

I 

ソ 

ナル
 

•コ
ン 

ピユ
 

I 

夕
を
、
 

買
い
に
 

行
っ
 

た
ん
で
す
 

よ
。
 

こ
 

れ 

なら
、 

まあ
、 

自
分
で
 

もで
 

き
そ
う
 

だ 

と
い
う
 

こと
で 

ね 

(笑
い)
。 

それ
で、
 

仕 

事を
 

や
り
な
が
ら
 

何 

か 

?
 

ログ
 

ラ
ム
な
 

どを
) 

作っ
 

た
り
な
ん
 

か
し
て
い
 

るう
 

ち 

に、
 

興
味
が
 

高 

じて
' 
 

その
 

年
の
暮
れ
に
 

この
 

店を
 

才—
 

プン
 

し
た
ん
で
す
。
 

—
 ̂
ん
な
 
に
 早
く
 !? 

そ
れ
で
、
 
入
}
^
 

は
す
ぐ
 
に、 

お
や
め
に
 
な
っ
た
 
わ
け
で
す
 

か。 

そ
う
で
す
 
(
笑
い
な
が
ら
)
。
 

—
 

^
 

の
 

時
占
ぞ
 

、
や
っ
て
 

行
け
る
 

自
信
 

が
、
 

お
あ
り
に
 

な
っ
た
ん
 

で
す
 

ね
。
 

い
や
、
 

そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

自
信
 

は
な
い
け
れ
 

ど
も
、
 

動
物
 

的
 

ヵ
ン
で
 

ね
、
 

な
ん
か
 

起
こ
る
 

ぞ
 

/ 
っ
て
い
、
 

っ
感
 

じ
が
し
 

た
ん
で
す
 

よ。
 

3 
年
 

目
 

か
 

5 
年
 

目
 

か
は
、
 

わ
か
ら
な
い
 

け
れ
ど
も
、
 

と
に
 

か
 

く 
必
ず
 

売
れ
る
 

商
品
を
 

出
す
 

っ
て
い
、
 

っ
感
 

じ
は
 

あ
り
ま
し
た
。
 

た
だ
、
 

そ
れ
が
 

あ
ま
 

り
に
 

も
 

早
く
 

来
た
か
ら
 

ね
、
—
^
^
 

ぐ
ら
 

い
か
ら
、
 

ワ
ツ
と
 

騒
ぎ
に
 

な
り
 

出
し
た
 

か
 

ら
〇
 

—
 

〇 
こ
ろ
で
、
 

「
シ
 

ー 
ガ
ル
」
 

と
い
う
 

店
 

春
 

す
が
、
 

こ
れ
は
 

ど
う
い
う
 

s
m
 

で、
 

お
つ
け
に
 

な
つ
た
ん
 

で
す
 

か
。
 

西
 (
順
 
一
郎
)
 さ
ん
の
 
仲
間
が
、
 
シ
—
ガ
 

ル
 グ
ル
—
 
プ
 
つ
て
い
 
う
ん
で
す
。
 

「
ヵ
 モ
メ
 

の
 ジ
ョ
ナ
サ
ン
」
 

か
ら
、
 
取
つ
 
た
 名
前
な
ん
 

で
す
 
け
ど
ね
。
 
丁
度
 
ジ
ョ
ナ
サ
ン
が
 
は
や
 

つ
て
る
 こ
ろ
.
 に、 

で
き
た
 
も
の
で
す
 
か
ら
。
 

あ
の
 シ
—
 ガ
ル
 (
ヵ
 モ
メ
)
 み
た
い
 に
、
 知
 

的
 レ
ベ
ル
の
 
高
い
 
人
た
ち
 
を
 相
手
に
 
し
て
、
 

そ
う
い
う
 
人
た
ち
 
の
 役
立
つ
 
も
の
を
 
と
い
 

う
こ
と
 
が
、
 
も
と
も
と
の
 

思
想
な
ん
 

で
す
 0 

だ
か
ら
、
 
当
初
は
"
 
マ
ィ
コ
ン
 
シ
ョ
ッ
プ
"
 

と
か
、
々
 
パ
ソ
コ
ン
 
シ
ョ
 
ッ
ブ
 
"
と
か
い
う
 

名
前
 
そ
の
も
の
 
も、 

私
と
 
し
て
は
 
抵
抗
 
あ
 

つ
た
ん
で
 

す
け
 

ど
ね
。
 

企
業
の
 

中
で
、
 

自
 

分
 自
身
の
 
力
を
 
高
め
ょ
う
と
 
勉
強
し
た
り
、
 

企
業
^
 
新
し
て
 
行
こ
う
と
 
い
う
 
人
た
ち
 

を
 対
象
に
 
し
た
 
店
に
 
し
た
 
か
つ
た
 
わ
け
で
 

す
か
ら
。
 
そ
の
 
道
具
の
 
ひ
と
つ
と
 
し
て
、
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
 
夕
が
 
あ
つ
た
と
。
 

-
 

の
シ
 
ー ガ

ル
 
グ
ル
 
ー プ

で
 
す
が
、
 

ど
う
い
つ
た
*
*
 H り
な
ん
で
 す
か
。
 

も
と
も
と
は
、
 

西
さ
ん
 

が
、
 

中
心
に
 

な
 

つ
て
で
 

き
た
 

グ
ル
—
 

プ
 

な
ん
で
す
。
 

西
 

さ
 

ん
 

が
^
^
し
た
 

マ
ネ
 

I 
ジ
メ
ン
 

ト 
•
ゲ
 

I 

ム
と
い
 

、っ
、 

マ
 

ト 
リ
ッ
 

ク
ス
ム
 

P
 

を
 

含
め
 

た
 

(八
 

i
 

の
)
 

塾
 

目 
用
 

ゲ
—
厶
 

を
 

受
け
た
 

メ
 

ン
バ
—
 

の
 

集
ま
り
で
す
。
 

い
ろ
い
ろ
な
 

企
 

業
に
 

入
つ
 

て
い
る
 

メ
ン
バ
—
 

で、
 

な
ん
と
 

か
 

会
社
の
 

中
を
 

改
革
し
た
 

い
と
、
 

要
す
る
 

に
も
つ
と
 

も、
 

っ
か
る
 

ょ
う
に
し
 

た
い
と
、
 

そ
う
い
う
 

気
持
ち
を
 

持
つ
 

て
い
る
 

人
た
ち
 

が
教
 

i
l
l
 

受
け
た
 

わ
け
で
す
 

ね
。
 

そ
れ
で
、
 

教
育
を
 

受
け
た
 

後
で
 

啓
発
さ
れ
 

た
 

人
た
ち
 

が
、
 

ク
ラ
ブ
を
 

作
つ
 

た
ん
で
す
。
 

も
う
、
 

8 年
ぐ
 ら
い
 前
の
 こ
と
に
な
り
ま
す
 

ね。 

—
—
 

さ
ん
 
も 
会
 
nT た

つ
た
 

わ
け
で
す
 

ね。 
そ
れ
 
じ 

や、 
そ
の
 

シ ー 
ガ
ル
 
ク
ラ
ブ
 

が
 も
と
に
な
 
つて、 

マ
ィ
コ
ン
 
シヨ 

ップ 

を 
開
い
 
た
ん
で
す
 

か。 

い
や
、
 

シ
—
 

ガ
ル
 

ク
ラ
ブ
 

自
体
が
 

も
と
 

に
な
つ
 

た
ん
じ
 

や
な
く
て
、
 

そ
の
 

思
想
が
 

も
と
に
な
 

つ
た
ん
で
 

す
よ
。
 

ク
ラ
ブ
で
は
 

ベ
—
 

パ
—
 

の
 

ゲ
ー
ム
 

が
 

中
心
で
、
 

マ
イ
コ
 

ン
 

は
や
つ
 

て
ま
せ
ん
で
 

し
た
か
ら
。
 

ま
あ
、
 

今
で
は
、
 

私
自
身
、
 

シ
—
 

ガ
ル
 

•
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

•
ク
ラ
ブ
と
 

い
う
の
を
 

作
っ
 

て
ま
 

す
が
ね
 

0 
^
 

^
れ
 

は、
 

ど
の
よ
う
な
 

ク
ラ
ブ
で
す
 

か
 

。 

会
員
は
 

だ
い
た
い
 

泖
人
 

ぐ
ら
い
。
 

平
均
 

羞
 

は 
36
 

歳
ぐ
 

ら
い
で
、
 

い
ろ
い
ろ
な
 

メ 

ン
バ
—
 

が
い
ま
す
。
 

サ
 

ラ
リ
—
 

マ
ン
 

も
い
 

れ
ば
 

、
学
校
の
 

先
生
 

だ
と
 

か'
  

お
 

医
者
 

さ 

ん
だ
 

と
か
、
 

税
理
士
さ
ん
 

も
い
 

ま
す
。
 

職
 

業
 

的
に
は
 

種
々
 

雑
多
な
 

人
た
ち
 

の 
集
ま
り
 

で
す
 

ね。
 

マ
イ
コ
ン
を
 

中
心
に
 

し
た
 

ク
ラ
 

ブ
 

で、
 

八 
王
子
の
 

こ
こ
の
 

(
店
の
 

あ
る
 

ビ 

ル
の
)
 
 

5 階
で
 

発
足
し
 

た
ん
で
す
。
 

i
 

土
曜
日
に
、
 

5 
階
で
 

会
合
を
 

開
い
て
 

る
ん
 

で
す
 

が、
 

も
う
 

発
足
し
て
 

3 
年
 

目
ぐ
 

ら
い
 

に
な
る
 

から
、 

楽
に
 

10
0 

回
は
 

越
え
て
 

ま
す
 

ね。
 

会
報
 

も 
毎
月
 

出
し
て
 

ま
す
。
 

の
 

会
合
で
す
 

が
、
 

ど
う
い
っ
た
 

形
 

で
 

行
っ
て
 

い
る
ん
で
 

す
か
。
 も
ち
ろ
ん
 

??
 

0 
人
 

が
 

集
ま
れ
る
 

わ
け
 

じ
 

や
あ
り
ま
せ
ん
 

が
、
 

だ
い
た
い
 

20
 

人
 

か
 

ら
 

30
 

人
ぐ
 

ら
い
の
 

会
 

DC
 

か
 

毎
回
 

来
て
 

ま
す
 

ね
。
 

い
つ
も
、
 

テ
—
 

マ
を
 

出
し
て
 

そ
れ
に
 

つ
い
て
 

話
し
合
つ
 

て
い
 

る
ん
で
 

す
。
 

別
に
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
に
 

限
ら
ず
、
 

自
分
の
 

興
味
 

な
ど
の
 

話
題
を
 

出
す
 

よ
う
に
し
 

て
ま
す
。
 

この 土曜日の 会って いうのは、 クラ 

ブの 

メンバ— 

が 
講師になります。 

だ 

から、 

会員の 

資格って 

いうのは、 

必 

ず 
I 回は 
講師を 

する 
ことです 

ね。 
こ 

の 
テ— 

マは、 

趣味の 

話で 

も、 

仕事の 

話で 

も、 

何でもい 

いんです。 

我々 

は 

コン 

ピユ— 

夕 
だけに 

偏る 

つもりは 

あ 

りません 

から。 

世の中の 

情報に 

も 
興 

味を 

持たなければ、 

つまり 

知的 

情報 

です 

ね。 

それとは 

別に、 

外部から 

講 

師を 

招いて 

月例会 

も 
開いて 

います。 

渡
 

辺
 

先
生
 

や
 

西
さ
ん
 

に
も
、
 

講
師
を
 

し
て
 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ク
ラ
ブ
は
、
 

情
報
 

交
 

換
の
 

場
で
 

あ
っ
て
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

は
 

そ
 

の
 

道
具
に
 

す
ぎ
な
い
。
 

そ
う
 

考
え
て
 

ま
す
。
 

だ
か
ら
、
 

う
ち
は
 

ぶ
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
么
 

叩〃
 

っ
て
い
 

う
 

感
じ
 

じ
 

や
な
い
で
 

す
ね
 

(
笑
い
)
。
 

の
 

道
具
を
 

置
く
 

店
に
 

つ
い
て
 

で
す
 

が
、
 

最
近
、
 

売
ら
ん
 

か
な
と
 

い
う
 

襲
の
 

パ
ソ
コ
ン
 

シ
ョ
 

ッ
プ
 

が
ち
 

ま
た
に
 

増
え
て
 

ま
す
ね
。
 

ど
う
 

田 心
 

わ
れ
ま
す
 

か
。
 

私
自
身
は
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
に
 

価
値
が
 

あ
 

る
ん
 

じ
 

や
な
く
て
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
か
ら
 

生
み
出
さ
れ
る
 

情
報
に
 

価
値
が
 

あ
る
と
 

考
 

え
て
ま
す
。
 

た
だ
し
、
 

遊
び
と
 

い
う
の
は
 

別
で
す
 

よ
。
 

も
ち
ろ
ん
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I 
夕
 

も
 

遊
び
の
 

道
具
の
う
 

ち
と
 

認
め
て
 

は
い
 

ま
 

4? 



す
が
、
 
も
と
も
と
 
ス
タ
 
I 
卜
が
、
 
ビ
ジ
 
ネ
 

ス
 向
け
と
 
い
う
 
こ
と
で
す
 
か
ら
。
 
要
す
る
 

に、 
生
み
出
さ
れ
る
 
情
報
に
 
価
値
が
 
あ
る
 

の
で
あ
っ
て
、
 

そ
の
 
価
値
を
 
発
見
で
 
き
る
 

人
で
 
な
い
 
と、 
$
 
は
 
(
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 

を
)
 
使
え
な
い
 
わ
け
で
す
 
よ
。
 

そ
の
 
点
、
 
売
ら
ん
 
か
な
の
 
店
っ
 
て
い
う
 

の
は
、
 
機
械
を
 
売
る
 
こ
と
に
 
対
し
て
 
興
味
 

が
 あ
る
 
わ
け
で
す
 
よ
ね
。
 
だ
か
ら
、
 
我
々
 

の
ア
 プ
ロ
—
 
チ
と
は
 
全
^
 
J うわ

け
 
で
す
。
 

こ
の
 
機
械
 
ど
う
で
す
 
か
？
 

っ
て
い
、
 
っ
ア
 

ブ
ロ
—
 
チ
な
 
わ
け
で
す
 
か
ら
。
 
我
々
 
は
、
 

何
に
 
使
 う
ん
で
す
 
か
？
 

何
の
た
 
め
に
 
コ 

ン
ピ
ユ
 

I 
夕
が
 
必
要
な
ん
 
で
す
 
か
？
 

っ 

て
い
う
 
ア
ブ
 
ロ
—
 
チ
な
ん
 
で
す
。
 
も
ち
ろ
 

ん
 遊
び
に
 
使
 う
ん
だ
 
っ
た
ら
、
 
そ
れ
は
 
そ
 

れ
で
 
い
い
し
、
 
あ
る
い
は
 
仕
事
に
 
使
、
 っ
ん
 

だ
っ
 
た
ら
、
 
ど
う
い
う
 
仕
事
で
 
コ
ン
ビ
 

ユ 

1 
夕
を
 
生
か
そ
う
と
 
し
て
い
る
 
の
か
？
 

と
い
う
 
こ
と
で
す
 
ね
。
 
根
本
的
に
 
ア
プ
 
Q 

I
 
チ
の
 
仕
方
が
 
違
 
う
ん
で
す
。
 
当
然
 
そ
れ
 

に
か
ら
ん
で
 
く
る
 
問
題
 
も
 違
い
ま
す
。
 

我
々
 
は
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
を
 使
つ
 
て
 価
値
 

を
 見
つ
け
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 
か
ら
、
 
た
 

だ
 持
つ
 
て
る
 
だ
け
 
じ
 
や 全

然
 
価
値
が
な
い
 

わ
け
で
す
。
 
い
か
に
 
使
い
 
も
の
に
な
る
 
か
 

つ
て
い
 
う
こ
と
 
を
、
 
我
々
 
は
 サ
ボ
—
 
卜
し
 

て
い
る
 
わ
け
で
す
 
ね
。
 
だ
か
ら
、
 
使
い
 
も
 

の
に
な
 
b な

い
 
商
品
は
、
 
お
客
さ
ん
に
 
売
 

つ
ち
 
や
い
 
け
な
い
。
 
逆
に
 
い
え
ば
'
 
 
買
わ
 

な
い
 
方
が
 
い
い
で
す
 
ょ
つ
 
て
い
う
 
お
 客
 さ
 

ん
も
 
い
る
 
わ
け
で
す
 
ね
。
 
別
に
 
パ
ソ
コ
ン
 

シ
ョ
 
ッ
プ
 
が
增
え
 
て
い
る
 
こ
と
 
自
体
は
、
 

悪
い
 
こ
と
 
だ
と
は
 
思
い
ま
せ
ん
。
 

あ
る
 
層
 

が
 広
が
る
 
つ
て
い
 
う
の
は
、
 
い
い
こ
と
 
だ
 

か
ら
。
 
そ
こ
に
し
 
か
な
い
つ
 
て
い
う
ん
 
じ
 

や、 
や
り
た
い
 
人
 も
な
か
な
 
か
 行
け
な
い
 

で
し
ょ
う
。
 
そ
う
い
う
 
意
味
で
は
、
 

こ
こ
 

に
も
 
あ
る
、
 
あ
そ
こ
に
 
も
 あ
る
と
 
い
う
 
方
 

が
、
 
コ
ン
 ピ
ユ
 —
夕
を
 始
め
る
 き
つ
 か
け
 

が
 増
え
る
 
わ
け
で
す
 
か
ら
。
 

し
か
し
、
 
今
年
か
ら
 
来
年
に
 
か
け
て
、
 

_
 
に
 そ
れ
で
い
 
い
の
 
か
っ
て
い
 
う
 
問
題
 

が
 出
て
 
来
ま
す
 
ね
。
 
今
度
は
 
そ
こ
に
 
質
の
 ®
 
か
 問
わ
れ
る
 
。
置
は
 
も
う
 
満
足
し
た
 

と、 
電
気
屋
 
さ
ん
に
 
行
っ
て
も
、
 

デ
 パ
—
 

卜
に
 
行
っ
て
も
、
 
ど
こ
に
 
で
も
 
マ
イ
コ
ン
 

は
 あ
る
と
。
 
そ
う
な
る
 
と、 

お
客
さ
ん
 
や
 

店
の
 
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
 
ど
う
 
考
え
る
 
か
が
、
 

®
 
に
な
っ
て
 
来
る
 
わ
け
で
す
 
よ
。
 
だ
か
 

ら
 そ
こ
に
、
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
つ
て
い
 
う
の
 

一
^
 当
に
 
使
え
ば
 
使
う
 
ほ
ど
い
 
い
も
の
 
だ
 

と、 
勧
め
て
 
行
く
 
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
。
 

I
 几
れ
 
な
か
つ
 
た
ら
 
や
め
て
 
し
ま
え
と
：
 
>
 っ
 

気
持
ち
で
 
い
た
ら
、
 
こ
れ
は
 
当
然
 
や
め
ち
 

ゃ
い
 
ま
す
よ
 
ね
。
 
企
業
 
だ
か
ら
と
 
い
っ
て
、
 

f
 
ベ
—
 
ス
 
ば
か
り
 
考
え
て
 
い
て
は
、
 

ど
 

ん
 ど
ん
 
淘
汰
さ
れ
 
て
 行
き
ま
す
 
よ
。
 
こ
れ
 

か
ら
は
ね
。
 

I
 
お
客
さ
ん
の
 
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
 
と
い
う
 

題
 
が
 出
ま
し
た
 
が
、
 
最
近
の
 
い
わ
ゆ
る
 

マ
イ
コ
ン
 
少
年
に
 
つ
い
て
は
、
 
ど
の
よ
う
 

な
ご
 
意
見
を
 
お
持
ち
で
す
 
か
。
 

何
や
ら
、
 "
(
少
年
た
ち
 が) マ

イ
コ
ン
 シ 

ョ
ッ
プ
 

荒
ら
し
"
 

と
い
つ
 

た
イ
メ
 

—
ジ
を
 

抱
か
れ
て
 

い
る
よ
う
 

で
す
 
ね。 

し
か
し
、
 

、
っ
ち
の
 

店
で
は
、
 

そ
ん
な
 

こ
と
は
 

あ
り
ま
 

せ
ん
よ
。
 

今
っ
 
ち
の
 
ク
ラ
ブ
の
 

会
長
は
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歳
で
し
て
 

ね。 
そ
う
い
う
 

人
か
ら
、
 

子
供
 

まで、 
興
味
を
 
持
つ
 
対
象
っ
 
て
い
う
 
のは、 

も
の
す
ご
く
 

広
い
 
わ
け
で
す
 

ね。 
や
っ
 
ぱ
 

り そ
れ
だ
け
の
 

魅
力
が
 

あ
る
 
機
械
な
ん
 

で
 

す、 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
っ
て
い
 
う
の
は
。
 

だ
 

か
ら
、
 
そ
う
い
う
 

も
の
に
 
興
味
を
 
持
っ
て
 

や
っ
て
来
る
子
供
に
は
、
何
の
抵
抗
感
も
 

な
い
で
す
 

し、 
機
械
を
 
ど
れ
 
だ
け
 
使
わ
れ
 

た
っ
て
 
か
ま
わ
な
い
で
 

す
ね
。
 

た
だ
、
 

た
ち
に
 
も、 

ひ
と
つ
の
 
ル
 

I
 
ル
と
 
い
う
 
も
の
を
、
 
教
え
込
ま
 
な
け
れ
 

ば
い
け
 
な
い
 
と
は
 
思
っ
 
て
ま
す
。
 

そ
こ
 
だ
 

け
は
、
 
き
つ
ち
 
り
さ
せ
 
な
い
 
と。 

だ
か
ら
、
 

g
 
た
ち
が
 
初
め
て
 
店
に
 
来
た
と
 
き
に
は
、
 

1
 
窨
を
 
書
か
せ
て
 
い
ま
す
。
 
そ
れ
か
ら
 

S
 
に
さ
 
わ
ら
せ
 
る
ん
で
 
す
。
 
も
ち
ろ
ん
 

お
金
な
ん
 
か
 取
っ
 
た
り
し
て
 
ま
せ
ん
 
よ。 

_
書
 
の
 内
容
は
、
 
店
に
 
入
つ
 
て
 来
る
 
と 

き
に
は
、
 

し
つ
 
か
り
 
あ
い
さ
つ
 
し
ろ
と
 
か
、
 

搜
 
ち
 
や
ん
 
と
ふ
け
 
と
か
、
 
使
つ
 
た
ら
 
後
 

け
し
ろ
 
と
か
と
 
い
つ
た
 
も
の
で
す
。
 

'
つ
る
さ
く
 
し
た
り
し
た
ら
、
 

平
気
で
 
ひ
つ
 

ぱ
 た
き
ま
す
 
か
ら
ね
。
 
集
団
の
 
ル
—
 
ル
を
 

守
っ
て
、
 
機
械
を
 
使
っ
 
て
る
 
ぶ
ん
に
は
、
 

何
も
 
問
題
な
い
 
か
ら
、
 
黙
っ
て
 
使
わ
せ
て
 

ま
す
。
 
う
ち
は
 
別
に
、
 
子
供
で
 
も
う
け
よ
 

う
と
は
 
思
っ
 
て
ま
せ
ん
 
か
ら
。
 
子
供
を
 
対
 

象
に
 
商
売
を
 
し
て
い
る
 
店
 も
あ
り
ま
す
 
け
 

ど
、
 
私
は
 
そ
れ
を
 
否
定
し
た
 
り
は
 
し
ま
せ
 

ん
 。
そ
れ
は
 
そ
れ
で
、
 
子
供
に
 
対
す
る
 
接
 

し
 方
が
 
あ
る
だ
ろ
う
 
し。 

ま
さ
か
、
 

お
 客
 

さ
ん
 
ひ
っ
ぱ
た
い
た
り
 
で
き
ま
せ
ん
 
も
の
 

ね
 (
笑
い
)
。
 
そ
の
 
点
 我
々
 
は
、
 
商
 

っ
ん
 

ぬ
ん
 
と
い
う
よ
り
、
 
き
っ
ち
 
り
と
 
し
た
 
形
 

を
 お
ぼ
え
て
、
 
(
少
年
た
ち
 
に
)
 世
の
中
に
 

出
て
 
ほ
し
い
と
 
い
う
 
方
が
、
 
優
先
し
 
ま
す
 

か
ら
ね
。
 

—
—
 

後
に
、
 
M
S
 
X
 
に
つ
い
て
の
 
ご
 意
 

見
を
 
お
聞
き
し
た
 
い
ん
で
す
 
が
。
 

は
っ
き
り
い
 
っ
て
、
 
私
は
 
M
S
X
 
っ
て
 

い
う
の
は
、
 
ゲ
—
ム
 
マ
シ
ン
 
だ
と
 
思
っ
て
 

ま
す
。
 
あ
れ
で
 
ビ
ジ
ネ
ス
を
 
や
ろ
う
と
 
い
 

う
 人
間
は
、
 
今
の
 
段
階
で
は
、
 
ま
ず
い
 
な
 

い
で
し
 
よ
う
か
ら
。
 

ア
 プ
ロ
—
 
チ
の
 
仕
方
 

に
は
 
二
通
り
 
あ
る
と
 
思
い
ま
す
。
 
ゲ
—
ム
 

を
 や
り
た
い
 
人
の
 
た
め
の
 
ア
 プ
ロ
—
 
チ
と
、
 

ゲ
—
ム
 
を
 作
り
た
い
 
人
の
 
た
め
の
 
も
の
と
。
 

現
在
の
 
M
S
X
 
の
 そ
れ
と
 
い
う
の
は
、
 
前
 

者
の
 
方
で
す
 
ね
。
 
や
は
り
、
 
ス
タ
—
 
卜
し
 

た
ば
か
り
で
 
す
か
ら
、
 
目
先
の
 
機
械
 
作
り
 

し
か
な
 
い
ん
で
 
し
よ
う
け
 
ど
。
 
そ
の
 
点
で
、
 

ゲ
—
ム
 
を
 作
っ
 
て
 行
こ
う
と
 
す
る
 
タ
ィ
プ
 

の
 子
供
た
ち
 
が
、
 
満
足
す
 
る
か
に
 
つ
い
て
 

は
 少
し
 
疑
問
で
す
 
ね
。
 
た
だ
、
 
層
を
 
広
け
 

る
と
 
い
う
 
意
味
で
は
、
 
大
変
 
良
い
 
こ
と
で
 

は
あ
り
 
ま
す
が
。
 

そ
れ
と
、
 
も
う
 

|
 つ
は
、
 
キ
—
ボ
 

I 

ド
に
 
対
す
る
 
制
約
を
 
な
ぜ
し
 
な
か
っ
 
た
の
 

か
と
い
 
う
こ
と
 
で
す
 
ね
。
 
こ
れ
か
ら
 
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 
夕
を
 
や
ろ
う
と
 
す
る
 
子
供
た
ち
 
が
、
 

初
め
て
 
触
れ
る
 
キ
—
 
を
、
 
何
で
 
標
準
化
し
 

て
 お
か
な
 
か
っ
た
 
の
で
し
 
よ
う
ね
。
 

こ
れ
 

は
 非
常
に
 
大
事
な
 
こ
と
で
す
 
か
ら
。
 
例
え
 

ば
、
 

メ  — 
力
—
 
に
よ
つ
 
て
、
 
カ
タ
 
カ
ナ
が
 

ア
ィ
 
ゥ
 
H
 才
で
 
並
ん
で
 
い
た
り
、
 
J
I
S
 

配
列
に
 
な
っ
て
 
い
た
り
し
 
た
の
で
は
 
ね
。
 

そ
れ
が
 
統
 
| さ
れ
な
か
っ
た
 
の
が
、
 
残
念
 

で
す
。
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ず
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

内
蔵
に
 

よ
 

A
 

d
 

る
 

才
—
デ
 

ィ
オ
 

機
器
の
 

発
展
。
 

、
安
価
に
 

な
っ
た
 

マ
ィ
コ
ン
を
 

才
 

I
 

デ
 

ィ
オ
に
 

組
み
込
む
 

こ
と
に
よ
り
、
 

コ
 

ン
 

パ
ク
 

ト 
化
、
 

多
 

機
能
 

化
が
 

進
む
。
 

ウ
 

オ
—
ク
 

マ
ン
 

•
タ
イ
プ
に
 

代
表
さ
れ
 

る
！
^
 

式
才
—
 

デ
 

ィ
オ
.
 

シ
ス
テ
ム
が
、
 

音
楽
を
 

よ
り
 

身
近
な
 

も
の
に
し
た
。
 

シ
ョ
 

ッ 
ビ
ン
グ
を
 

し
な
が
ら
 

、
お
気
に
入
り
の
 

曲
を
 

聴
く
 

な
ん
て
、
 

10
 

年
 

前
ま
で
 

想
像
 

さ
 

え
 

も
で
 

き
な
か
っ
た
。
 

せ
い
ぜ
い
 

読
窨
を
 

し
な
が
ら
、
 

レ
コ
—
 

ド
を
 

聴
く
 

ぐ
ら
い
だ
 

っ
た
。
！
*
 

式
 

才
—
デ
 

ィ
オ
は
、
 

音
楽
を
 

行
動
の
 

場
に
 

参
加
 

さ
せ
た
。
 

し
か
し
、
 

現
 

状
で
 

満
足
し
て
 

は
い
 

け
な
い
。
 

よ
り
 

行
動
 

の
 

中
に
、
 

音
楽
を
 

引
 

つ 
張
っ
て
 

行
け
る
 

は
 

ず
 

だ
。
 

そ
こ
で
、
 
ヘ
ッ
ド
 

ホ
ン
 
C
D
 
 
(
コ
ン
パ
 

ク
ト
 
•
デ
ィ
ス
ク
)
 

プ
レ
イ
ヤ
—
。
 

へ
ッ
 

ド
 
ホ
ン
の
 
片
方
の
 
ィ
 

ャ
—
 
パ
ッ
ド
が
、
 

C 

D
 
プ
レ
イ
ヤ
—
 

に
な
 

つ
て
い
 
る。 

小
型
 軽
 

量
、
 
コ
—
 
ド
レ
ス
/
 

実
に
 
行
動
 
的
な
 
し
ろ
 

も
の
。
 
マ
イ
コ
ン
 
導
 

入
に
 
よ
っ
て
 
こ
そ
、
 
な
せ
る
 
ワ
ザ
 
だ
。
 
そ
 

の
 | 方で
は
、
 

大
き
さ
 

据
え
置
き
で
、
 

機
 

能
を
 
増
や
す
 
こ
と
 
も
 考
え
ら
れ
る
。
 

才
ー
 

ル
.
 

デ
ィ
ス
ク
.
 

プ
レ
イ
ヤ
—
 

が
 

そ
れ
。
 

フ
ロ
ッ
ピ
！
 

デ
ィ
ス
ク
か
ら
、
 

レ
コ
—
 

ド、
 

C
D
、
 

V
D
 
 

(
ビ
デ
オ
 

•
デ
 

イ
ス
 

ク
)
 

ま
で
、
 

あ
り
と
 

あ
ら
ゆ
る
 

D 
 

— 

S
C
 

の
 

再
生
が
 

兼
用
で
 

き
て
 

し
ま
ぅ
 

と
い
 

ぅ
す
 

ぐ
れ
 

物
。
 

こ
れ
 

一
台
で
 

パ
ソ
コ
ン
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

デ
—
 

夕
の
 

再
生
、
 

旧
式
の
 

ミ 

ゾ
あ
リ
 

レ
コ
—
 

ド
か
ら
 

レ
—
 

ザ
—
 

方
式
の
 

C
D
、
 

は
た
ま
た
 

再
生
 

方
式
の
 

異
な
る
 

ビ
 

デ
 

オ
デ
イ
 

ス
ク
 

な
ど
な
ん
で
も
 

こ
な
し
て
 

し
ま
う
 

万
能
 

円
盤
 

再
生
 

機
な
 

の
 

だ
。
 

次
に
、
 

よ
り
 

生
活
に
 

密
着
し
た
 

才
—
デ
 

イ
オ
。
 

す
で
に
 

住
宅
 

メ 
 

— 
力
—
 

は
、
 

リ
ス
 

ニ
ン
 

グ
 

.
ル
—
 

厶
備
 

え
つ
け
 

の
 

家
を
 

考
え
 

て
い
る
。
 

ダ
イ
ニ
ン
グ
 

•
キ
ッ
チ
ン
 

や
バ
 

ス
 

•
ル
—
 

ム
と
 

並
ん
で
、
 

音
楽
を
 

聴
く
 

部
 

屋
も
 

必
要
と
 

さ
れ
て
 

い
る
の
 

だ
。
 

二
—
 

ズ
 

に
こ
た
 

え
、
 

リ
ス
ニ
ン
グ
 

空
間
が
 

い
か
に
 

変
化
す
 

る
だ
ろ
ぅ
 

か
。
 

ノ
ン
 
•
ケ
—
 
ブ
ル
 
•
才
—
 
デ
 イ
オ
は
、
 

今
ま
で
 
め
ん
ど
ぅ
く
さ
 

か
つ
た
 
ケ
—
 ブ
ル
 

の
^
!
 を
、
 
全
て
な
 く
し
て
 し
ま
、
 っ。 

こ
 

れ
 に
よ
つ
 
て
、
 
足
下
が
 
ス
ッ
 
キ
リ
し
た
 
空
 

間
が
 
で
き
 
上
が
る
。
 
発
展
 
型
と
 
し
て
、
 
電
 

源
コ
 I ド

 す
ら
な
 く
し
た
、
 ソ
 I ラ

 I  • 

才
—
デ
 
イ
オ
が
 
あ
る
。
 
安
全
 
だ
し
、
 
ソ
ー
 

ラ
ー
 を
 利
用
 す
れ
ば
、
 
 

省
エ
ネ
 ル
 ギ
—
に
 

も
な
る
 
か
ら
、
 
と
て
も
 
経
済
的
。
 

瞬
時
に
'
 
 部
屋
の
^
®
!
 it： 性

を
 検
 知、 

環
境
に
 
合
っ
た
 
最
適
の
 
音
楽
を
 
作
り
出
す
 

リ
ス
ニ
ン
グ
 

•
ル
—
 
厶
 
•
ア
ナ
ラ
イ
ザ
 

I 
0 

ど
ん
な
 
部
屋
に
 
引
っ
 
越
し
て
も
、
 
必
ず
 
最
 

高
の
 
B
G
M
 
が
 流
れ
て
 
く
れ
る
 
と
い
う
 
わ
 

け
だ
。
 

ま
た
、
 
リ
ス
 
ナ
—
 
の
い
 
る
§
 
に
 対
し
、
 

最
適
の
 
音
 場
を
 
計
算
し
て
 
作
り
出
す
 
リ
ス
 

ニ
ン
 
グ
 
•
ポ
ジ
シ
ョ
ン
 

•
コ
ン
 
ト 
ロ
—
 
ラ
 

I
。
 

つ
ま
り
、
 

リ
ス
 

ナ
—
が
 

動
け
ば
、
 

才
 

I
 
デ
 
ィ
オ
 

機
器
 

も
 
移
動
す
 

る
。
^
 

M
 
な
 
口
 

ポ
ッ
ト
を
 
思
わ
せ
る
。
 

そ
し
て
、
 

極
め
つ
 

き
は
 

リ
ス
ニ
ン
グ
.
 

ハ
ウ
ス
。
 

身
に
 

つ
け
た
 

バ
ッ
ジ
に
 

反
応
し
、
 

家
中
 

ど
こ
に
 

い
て
も
、
 

S
 

局
の
 

音
楽
が
 

流
 

れ
る
 

と
い
う
 

も
の
。
 

ト
イ
レ
に
 

い
よ
、
 

っ
が
 

入
浴
 

中
だ
ろ
う
 

が
、
 

ご
き
げ
ん
な
 

B
G
M
 

が
 

期
待
で
 

き
る
 

夢
の
 

よ
う
な
 

住
宅
 

だ
。
 

24
 

時
間
 

全
て
が
 

曲
と
 

共
に
 

な
ん
て
、
 

ま
る
で
 

ミ 
ユ
—
ジ
 

カ
ル
の
 

主
人
公
み
 

た
い
な
 

生
活
 

が
で
 

き
る
。
-
^
!
 

を
 

迎
え
る
 

B
G
M
 

も、
 

そ
の
 

人
に
 

合
わ
せ
て
 

用
意
し
て
 

お
く
と
 

楽
 

し
ぃ
 

0 

さ
ら
に
、
 

ユ
 ニ
—
 ク
な
も
 
の
で
は
、
 
パ
 

ネ
ル
 •
才
—
 デ
 ィ
オ
。
 

厚
さ
わ
ず
 か
 20 ミ 44 
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よ
う
に
 
ソ
フ
ト
な
 
音
楽
を
、
 
興
奮
を
 
求
め
 

た
い
 
時
は
、
 

ハ
—
 
ド
な
 
音
楽
を
、
 
順
に
、
 

心
理
状
態
に
 
あ
わ
せ
て
 
選
曲
し
て
 
く
れ
る
。
 

そ
し
て
、
 
こ
の
！
^
 
が
 シ
ン
セ
サ
イ
ザ
—
 

と
 組
み
 
あ
わ
さ
れ
 
る
と
、
 
音
の
 
イ
メ
 
—
ジ
 

を
 ダ
イ
レ
ク
 
ト
に
 
サ
ウ
ン
ド
に
 
な
お
し
て
 

く
れ
る
 
才
—
デ
 
イ
オ
 
も
 登
場
す
 
る
。
 
楽
器
 

を
 使
う
 
な
ん
て
 
ま
だ
 
る
つ
こ
し
 
い
こ
と
は
 

一
し
 な
い
で
 
直
接
、
 
バ
イ
オ
リ
ン
の
 
音
で
、
 

一 
こ
の
 

メ
ロ
 

デ
ィ
、
 

い
や
、
 

激
し
い
 

嵐
の
 

立
 

日 

で
 

こ
の
 

音
楽
を
 

と
い
う
 

風
に
、
 

誰
で
も
が
 

@
 

家
で
 

ミ 
ユ
—
ジ
 

シ
ヤ
ン
に
 

な
つ
て
 

し
 

ま
え
る
 

の
 

だ
。
 

• 
 

• 
さ
て
、
 

音
楽
 

ソ
—
ス
 

の
 

デ
ジ
タ
ル
 

化
が
 

進
む
 

と
 

レ
コ
—
 

ド 
産
業
 

も
 

大
き
く
 

変
わ
る
。
 

レ
コ
—
 

ド
 

や
 

テ
—
 

プ
 

は
な
く
な
 

り、
 

音
楽
 

は
 

全
て
 

デ
ジ
タ
ル
 

情
報
と
 

な
る
。
 

レ
コ
—
 

ド 
産
業
 

(
こ
の
 

名
称
 

自
体
、
 

意
味
が
 

な
く
 

な
る
 

が
)
 

は
、
 

に
よ
る
 

音
楽
 

ソ
—
ス
 

の
 

切
り
売
り
を
 

す
る
。
 

音
楽
の
 
自
販
機
と
 
も
い
 
え
る
 
デ
 
ジ
タ
 

ル
.
 ジ
 ユ
—
ク
 
•
ポ
ツ
 
ク
ス
。
 
ウ
 
オ
—
ク
 
マ
ン
 

タ
イ
プ
の
 
小
型
 
メ
モ
リ
 
装
置
に
、
 
デ
ジ
 
タ
 

ル
 信
号
で
 
音
楽
 
ソ
—
ス
 
を
 う
つ
し
か
え
る
 

も
の
。
 
高
 *
 タ
 ビ
ン
グ
が
 
可
能
。
 
ヘ
ッ
ド
 

ホ
ン
で
 
そ
の
 
場
で
 
聴
く
 
も
よ
 
し、 

持
っ
て
 

帰
っ
て
、
 

家
庭
 用
 ダ
ビ
ン
グ
 

•
マ
シ
ン
に
 

ぅ
つ
し
か
え
る
 
も
よ
 
し。 

電
話
で
 
音
楽
 
ソ
—
ス
 
を
 
コ
ピ
—
 
す
る
 
シ
 

ス
テ
 
ム
も
 
登
場
。
 
ダ
ビ
ン
グ
 
•
マ
シ
ン
を
 

電
話
 
器
に
 
接
続
。
 

ミ 
ュ
—
ジ
 
ッ
ク
 
•
デ
—
 

タ
 バ
ン
ク
に
 
電
話
し
、
 
希
望
の
 
ミ 
ュ
—
ジ
 

ッ
ク
 

. 
コ
|
 
ド
を
 
プ
ッ
シ
ュ
 
す
る
と
、
 
高
 

速
で
 
ダ
ビ
ン
グ
 
で
き
る
。
 

ま
た
、
 
音
楽
 産
業
 各
社
は
'
 
 ミ 

ュ
—
ジ
 

シ
ヤ
ン
を
 

|
 般
公
募
 
す
る
 
方
法
と
 
し
て
、
 

電
話
回
線
を
 
利
用
。
 
電
話
で
 
音
楽
 
ソ
—
ス
 

を
 送
 って
も
 

ら
い
、
 

そ
れ
を
 

蕃
査
 

す
る
 

の
 

，だ。 
こ
の
 
方
法
 
だ
と
、
 
単
 期
間
で
、
 
世
界
 

中
の
 
ア
マ
チ
ュ
ア
 
音
 

た
ち
の
 
曲
を
 
募
 

集
す
 
る
 
こ
と
が
で
き
る
。
 

ヤ
マ
ハ
の
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
に
 
代
表
さ
れ
 

る
よ
ぅ
 
な
 
コ
ン
 
ピ
ュ
—
 
夕
と
 
シ
ン
セ
 
サ
イ
 

ザ
—
 
の
 結
合
 
も
 現
実
と
 
な
っ
て
 
い
る
。
 

こ
 

こ
で
 あ
げ
た
、
 
才
—
デ
 
ィ
オ
の
 
$
 
も
 決
 

し
て
 
遠
い
 
こ
と
で
は
 
な
い
だ
ろ
う
。
 

は
た
 

し
て
、
 

ど
の
よ
う
な
 

ス
タ
イ
ル
で
、
 

実
現
 

さ
れ
て
 
行
く
 
も
の
 
か
。
 
大
い
に
 
期
待
し
 
よ
 

う
で
は
 
な
い
か
/
 

リ
の
 

パ
ネ
ル
の
 

中
に
、
 

全
て
の
 

才
—
 

デ
イ
 

才
を
 

組
み
込
ん
だ
 

画
期
的
 

省
ス
ぺ
 

—
ス
.
 

才
—
デ
 

イ
オ
 

•
シ
ス
テ
ム
。
 

こ
れ
の
 

発
展
 

型
と
 

し
て
 

フ
ス
 

マ 
•
才
—
 

デ
 

イ
オ
が
 

あ
る
。
 

フ
ス
 

マ
の
 

中
に
は
め
 

込
ん
だ
 

も
の
で
、
 

日
 

本
の
 

家
屋
 

事
情
に
 

フ
イ
 

ッ
ト
 

し
た
と
 

こ
ろ
 

が
ミ
ソ
 

。
和
室
で
 

お
茶
 

や
お
 

花
を
 

や
り
な
 が
ら
'
 
 

風
雅
に
 

B
G
M
 

を
 

聴
け
る
。
 

そ
し
て
 
音
楽
が
 
よ
り
 
身
近
に
 
な
り
、
 
生
 

活
の
 
I
 部
と
 
な
る
と
、
 
聴
く
 
も
の
か
ら
、
 

す
る
 も
の
へ
 
と
 変
化
し
て
 行
く
。
 
パ
—
 
ソ
 

ナ
ル
な
 

表
現
の
 

ツ
—
 
ル
と
 

し
て
、
 

音
楽
が
 

使
わ
れ
る
 
よ
ぅ
に
な
る
。
 

入
力
さ
れ
 
た
 音
楽
が
 
す
ぐ
 
譜
面
に
 
な
つ
 

て
 出
て
 
く
る
 
才
—
卜
 
•
ス
コ
ア
 
ラ
—
。
 
ギ
 

夕
 I 

の
コ
 
I 
ド
を
 
コ
ピ
 
I 
し
た
い
と
 
思
ぅ
 

人
は
、
 
そ
の
 
パ
—
 
卜 
だ
け
の
 
譜
面
を
 
す
ぐ
 

手
に
入
れ
る
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

楽
譜
を
 

楽
 

器
に
 
合
わ
せ
て
 
出
し
た
り
 
す
る
 
こ
と
 
も
 可
 

能
 だ
。
 
ピ
ア
ノ
の
 
ソ
ロ
の
 
曲
で
 
も
、
 
そ
れ
 

を
ギ
 
タ
—
 
用
に
 
直
し
た
 
譜
面
が
 
出
て
 
く
る
。
 

楽
器
の
 
練
習
に
は
'
 
 
持
っ
て
 
こ
い
の
 
マ
シ
 

ン
 。
さ
ら
に
 
こ
れ
は
'
 
 
音
の
 
高
低
を
 
変
え
 

ず
に
、
 

速
度
 

だ
け
を
 

変
え
た
り
'
 
 

逆
に
 

速
 

度
を
 

変
え
ず
に
、
 

高
低
 

だ
け
を
 

変
え
た
り
 

も
で
 
き
る
。
 
曲
を
 
分
析
し
な
が
ら
、
 
練
習
 

す
れ
ば
 
上
達
 
も
 早
い
だ
ろ
う
。
 

パ
—
 
ソ
ナ
 
ル
っ
て
 
い、 i

 
味
で
は
、
 

自
 

分
の
 
好
み
の
 
音
楽
っ
て
 
い
う
の
は
、
 
自
分
 

だ
け
の
 
選
曲
で
、
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
 
ミ
ユ
ー
 

ジ
ッ
 
ク
ラ
イ
ブ
 
ラ
リ
—
 
に
で
 
き
れ
ば
 
最
高
 

だ
。
 
こ
こ
で
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 学
習
 
機
能
 

を
 も
っ
た
 
才
—
デ
 
イ
オ
が
 
活
躍
す
 
る
。
 
何
 

げ
 な
し
に
 
耳
に
 
し
た
 
ラ
ジ
オ
の
 
音
楽
を
 
気
 

に
い
つ
 た
ら
、
 
ボ
ン
と
 ボ
タ
ン
を
 押
し
て
 

や
る
。
 
そ
れ
で
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
が
 曲
の
 
分
 

類
を
 
し
て
、
 
そ
れ
を
 
く
り
 
返
す
 
う
ち
に
、
 

そ
の
 
人
に
 
あ
っ
た
 
好
み
の
 
ベ
ス
 
ト 

10 を
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
し
て
 
く
れ
る
 
わ
け
 
だ
。
 
あ
と
は
 

才
—
ト
 
チ
ェ
ン
ジ
 
ャ
—
 
よ
ろ
し
く
、
 

才
一
 

デ
イ
 
オ
 ま
か
せ
に
、
 
 ミ  ユ

—
ジ
 
 ッ
ク
を
 楽
 

し
ん
で
 
し
ま
お
う
。
 

さ
ら
に
、
 

大
脳
 

生
理
学
の
 

進
歩
は
 

人
間
 

の
 

思
考
を
 

も、
 

才
—
デ
 

イ
オ
と
 

ド
ッ
 

キ
ン
 

グ
 

さ
せ
て
 

し
ま
う
。
 

心
理
状
態
に
 

合
わ
せ
 

て
、
 

B
G
M
 

を
 

選
曲
し
て
 

く
れ
る
 

な
ん
て
 

の
 も
 夢
 じ
 や
な
い
。
 
静
か
に
 
く
つ
ろ
ぎ
た
 

い
と
き
 

は、
 

自
動
的
に
 

気
分
が
 

落
ち
つ
く
 

45 
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で
あ
る
。
 

難
点
は
 

ま
だ
 

高
 

f
 

こ
と
で
 

三
 

七
三
 

五
 

ポ
ン
ド
 

も
す
 

る。
 

(約
 

一 五
〇
 

万
円
)
 

こ
れ
で
は
 

個
人
的
に
 

購
入
す
 

る
の
に
 

は
 

負
 

担
が
 
大
き
す
 
ぎ
る
。
 

こ
れ
は
 

イ
ギ
リ
ス
の
 

「
マ
イ
ク
 

□ 
• 
 

n 

ン
ピ
ュ
 

I
 

夕
 

•
プ
リ
ン
 

ト
 

ア
ウ
 

ト
」
 

誌
よ
 

り。
 

こ
の
 

雑
誌
は
 

メ
—
 

力
—
 

系
の
 

雑
誌
の
 

多
い
 

海
外
 

パ
ソ
コ
ン
 

誌
の
 

な
か
で
は
 

珍
ら
 

し
く
 

中
立
 

公
正
、
 

i
 

者
 

サ
ィ
ド
に
 

立
っ
 

た
 

格
調
 

高
い
 

記
事
で
 

知
ら
れ
て
 

い
る
。
 

「ジ
 

ヤ 
—
ゴ
ン
 

1
 

解
説
」
 

と
い
ぅ
 

ぺ
ー
ジ
 

も 

あ
っ
て
 

本
誌
の
 

「
用
語
を
 

知
れ
ば
 

恐
く
な
 

海
外
 

パ
ソ
コ
ン
 

3
S
W
 

ひ
ろ
い
 

読
み
 

ア
メ
リ
カ
の
 
パ
—
 
ソ ナ

ル
 
•
コ
ン
 
ピ
ュ
 

I
 夕 雑
誌
の
 

創
刊
 

ラ
ッ
シ
ュ
は
 

す
さ
ま
じ
 

い。 
こ
の
 
二 年

間
で
 
少
な
く
と
も
 
二
〇
〇
 

誌、 
I 説
で
は
 
五
〇
〇
 
誌
が
 創
刊
さ
れ
 
た
 

と
い
う
。
 

二、 
三
 号
で
 
消
え
て
 
しま、 つ 雑

 

誌
 も 多

い
 
の
で
 
正
確
な
 
数
は
 
誰
に
 
も わ

か
 

ら な
い
 
ら
し
い
。
 
日
本
の
 
大
手
 洋
 #
 店
に
 

入
つ
 
て
き
て
 
い
る
の
は
 
そ
の
 
ほ
ん
の
 

I 部
 

だ
が
、
 
そ
れ
で
も
 
各
 誌
と
 
も 個

性
が
 
強
く
 

な
か
な
か
 
に
ぎ
や
か
な
 
も
の
で
あ
る
。
 

何
 

誌
 

か
 

ラ
ン
ダ
ム
.
 

ア
ク
セ
ス
 

し
て
み
 

る
と
…
 

「
バ
ッ
ク
 

ウ
ォ
ル
ド
の
 

不
满
 

」 

人
気
 
コ
ラ
ム
 
ニ
ス
 
ト
の
 
ア
—
卜
 
•
バ
ッ
 

ク
ウ
 
ォ
ル
 
ド
 
(
訳
注
 
•
日
本
で
 
も
 
「
そ
し
 

て 誰も
 

笑わ
 

な
く
な
つ
 

た」
 

や 朝
日
ジ
 

ャ 

I
 

ナ
ル
の
 

連
載
 

コ
ラ
ム
な
 

ど
で
 

有
名
)
 

は
 

ポ
—
 

タ
ブ
 

ル
 

•
ワ
—
 

プ
ロ
 

専
用
機
が
 

発
売
 

さ
れ
る
 
の
を
 待
つ
 
て
い
る
。
 

"S メー
 
カ
—
 
は
 

あ
れ
 
も
こ
れ
 
も
と
 
欲
張
り
す
 
ぎ
て
、
 
結
局
 

高
い
 

機
械
を
 

作
つ
 

て
し
 

まう
。』
 

と 
バ
ッ
ク
 

ウ
ォ
ル
ド
は
 

言
つ
 

て
い
る
。
 

r 今
 

私
が
 

欲
し
 

い
の
は
 
プ
リ
ン
タ
 
な
し
で
 
六
〇
〇
 
ド
ル
 
か
 

ら 
七
〇
〇
 

ド
ル
 

( 
I 

四
 

万
〜
 

I 
七
 

万
円
)
 

の
ポ
—
 
タ
ブ
 
ル
 
•
ヮ
—
 プ
ロ
 
だ。 

普
通
の
 

学
生
 

や
^
^
や
 

物
 

書
き
に
は
 

デ
—
 

夕
べ
丨
 

ス
や
表
 計
算
 
ソ
フ
ト
は
 
必
要
な
い
 
と 思

う
。
 

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
の
 

代
り
に
 

使
え
る
 

安
い
 

ワ 

I
 

プ
ロ
が
 

早
く
 

発
売
さ
れ
 

な
い
か
と
 

期
待
 

して
いる
。 

J 

現
在
、
 

バ
ッ
ク
 

ウ
ォ
ル
ド
は
 

自
宅
で
は
 

イ
—
 
グ
ル
の
 
パ
ソ
コ
ン
、
 
出
先
で
は
 
エ
ブ
 

ソ
ン
 

H
C
 

2
0
 

•
"
ノ
 
 

I
 

ト
 

ブ
ッ
ク
 

■
コ
ン
 

ピュ
 

I 
夕 

々
を
 

使
つ
 

て
い
る
 

とい
、 

つ 0 
」 

「
衝
擊
 

の
 

告
白
 

J 

美
し
い
 

女
性
 

レ
ポ
—
 

夕
！
 

エ
リ
ザ
べ
 

ス •フェラリ— 
二は 「インフォ マニ 

ア
の
止
 口 白」 

と
い
う
 
近
著
の
 
中
で
 
デ
—
 
夕 

ベ
—
 

ス 
•
ネ
ツ
 

ト
ワ
—
 

ク
の
ス
 

ス
ん
だ
 

利
 

用
法
に
 
つ
い
て
の
 
体
験
を
 
述
べ
て
 
い
る
。
 

デ
—
 

夕
べ
 

ー
ス
は
 

デ
—
 

卜 
•ア
 

•
ベ
ー
 

ス
 
 

(デ
— 
 

卜
の
 

ベ
—
 
 

ス)
  

に 
使
え
る
 

の
 

だ
 

そ
う
だ
。
 

『
(
コ
ン
ビ
 

ュ
サ
—
 

ブ
 

な
ど
の
)
 

ネ
ッ
ト
 

ヮ
—
ク
 

の
 

電
子
 

掲
示
板
を
 

使
っ
て
 

友
達
を
 

見
つ
け
る
 

こ
と
 

も
で
 

き
る
 

し、
 

電
 

子
 

メ
—
ル
 

•
ボ
ッ
ク
ス
で
 

ラ
ブ
レ
 

タ
—
 

を
 

や
り
と
り
す
 

る
の
 

も 
楽
し
い
 

わ
 

0 J 

聞
く
 
と
こ
ろ
に
 
よ
る
と
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕. 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
—
 
シ
ョ
 
ン の

こ
の
 
よ
う
な
 
文
 

字
 通
り
 
パ
—
 
ソ ナ

ル
な
 
利
用
は
 
急
速
に
 
広
 

ま
り
つ
つ
 

あ
る
と
の
 

こ
と
。
」
 

こ
れ
は
 
「ポ— タ

ブ
 ル •

コ
ン
ビ
 ュ— 

夕」 
誌
よ
り
。
 

デ
—
 

卜 
•
ア
 

•
ベ
—
 

ス 
と
は
 

苦
し
い
 

シ 

ャ
レ
 

だ
が
、
 

日
経
 

パ
ソ
コ
ン
 

I 
 

I 
月
 

I 
四
 

日 
号
の
 

は
い
 

ま 
テ
レ
コ
 

ン
ピ
ュ
 

I テ
ィ
ン
グ
の
 

時
代
」
 

に
も
 

「
お
見
合
い
 

デ
 

I
 

夕
べ
—
 

ス
」
 

の
 

話
が
 

出
て
 

い
た
。
 

テ
 

レ
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
 

テ
ィ
ン
 

グ
の
 

大
手
 

「ザ
 

•ソ
 

—
ス
 

J 
に
も
 

こ
の
 

「
お
見
合
い
 

サ
—
 

ビ
ス
」
 

が
 

あ
る
の
 

だ
そ
う
 

で、
 

「
趣
味
は
 

何
 

か、
 

ど
 

ん
な
 

夜
を
 

過
ご
し
た
 

い
か
、
 

な
ど
 

四
つ
の
 

質
問
に
 

答
え
て
 

こ
の
 

ザ
—
 

ビ
ス
に
 

参
加
す
 

る。
 

好
み
の
 

合
い
そ
う
 

な
 

相
手
を
 

探
す
 

と、
 

相
手
の
 
會
貝
 番
号
に
 
電
子
 
メ
—
 
ル
を
 送
っ
 

て 
そ
の
後
の
 

デ
—
 

卜
の
 

約
束
を
 

する
。」
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

i
 

線
に
 

つ
な
い
で
 

外
部
 

の
 

大
型
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

—
夕
や
 

別
の
 

パ
ソ
コ
ン
 

と 情
報
を
 
や
り
と
り
 
す
る
 
テ
レ
コ
 
ン
ビ
ユ
 

I
 

テ
 

ィ
ン
グ
 

時
代
は
 

日
本
で
 

も
も
う
 

す
ぐ
 

そ
こ
ま
で
 

来て
. 

いる
。 

日
本
 

版
 

デ
—
 

卜.
 

ア 
•
ベ
—
 

ス
も
 

遠
か
ら
ず
 

登
場
す
 

る
で
 

し 

よ
う
な
 

0 

「
リ
—
 

デ
 

ィ
ン
グ
 

•
エ
イ
ド
」
-
—
?
^
 

力
 

馨
 

者
へ
の
！
？
 

M
i
—
 

大
き
な
 

字
で
 

な
け
れ
ば
 

読
め
な
 

X'
 

視
力
 

障
圭
暑
 
の
た
 め
の
 

t ヒ
ュ
—
 
ス
キ
 
ャ
ン
 

• 
テ
キ
ス
 
ト. 

シ
ス
テ
ム
が
 
開
発
さ
れ
 
た。 

エ
プ
ソ
ン
 
H
C
 
2
0
 
を
べ
 
ー
ス
 
に、 

文
 

字
 

や
 

図
表
を
 

最
大
 

六
 

四
 

倍
ま
で
 

拡
大
 

表
示
 

す
る
 
シ
ス
テ
ム
が
 
開
発
さ
れ
 
た。 

シ
ス
 
テ
 

厶
は
 

プ
リ
—
 

フ 
ケ
—
ス
 

に 
入
れ
て
 

持
ち
歩
 

け
る
 
大
き
さ
で
 
あ
り
、
！
^
 
者
の
 
教
育
、
 

就
職
の
 

た
め
に
 

大
き
な
 

助
け
と
 

な
る
 

は
ず
 

い」 
を
 思
い
出
さ
せ
ま
す
。
 「

初
心
者
に
 

と
っ
て
 

ジ
ャ
 

—
ゴ
ン
 

(
術
語
)
 

ほ
ど
 

い
ら
だ
た
し
 

い
も
の
は
 

な
い
 

が、
 

そ
 

れ
は
 

必
要
で
 

も 
あ
る
し
 

無
く
す
 

方
法
 

も
な
 

い。
 

こ
の
 

欄
の
 

簡
単
な
 

解
説
を
 

読
ん
で
 

お
 

く
だ
け
で
 

も、
 

少
な
く
と
も
 

コ
ン
 

ピ
ュ
ー
 

夕
の
 

セ
—
 

ル
ス
 

マ
ン
が
 

ジ
ャ
—
 

ゴ
ン
を
 

連
 

発
し
て
 

あ
な
た
を
 

ケ
ム
に
 

巻
こ
う
と
 

す
る
 

の
は
 

防
げ
る
 

だ
ろ
う
。
」
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

用
語
で
は
 

世
界
中
の
 

ビ
 

ギ
ナ
—
 

が
 

悩
ま
さ
れ
て
 

い
る
よ
う
 

で
あ
る
。
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

専
門
 

誌
で
は
 

な
い
 

が
 

「
ホ
—
 

ム
 

• 
 

H 
レ
ク
ト
 

ロ
ニ
 

ク
ス
 

•
ア
ン
 

ド 
•
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
 

も 
「
テ
ツ
 

ク
 

•
卜
—
 

ク
 

」 
と
い
う
 

コ
ラ
ム
で
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

の
 

新
語
を
 

ユ
—
モ
 

ラ
ス
に
 

解
 

説
し
て
 

い
る
。
 

「
コ
ン
ビ
 

ュ
—
 

タ
リ
—
 

ズ
ー
 

►
コ
ン
ビ
 

ュ
—
 

夕 
i
 

者
が
 

自
分
た
ち
 

の
 

仕
事
を
 

よ
り
 

高
 

級
な
 

も
の
に
 

み
せ
る
 

た
め
に
 

使
用
す
 

る
特
 

殊
 

用
語
の
 

こ
と
。
 

フ
ツ
ト
 

プ
リ
ン
ト
 

(
足
跡
)
 

i
 

さ
ま
ざ
ま
 

な
 

付
属
品
を
 

含
め
 

だ
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

の
 

占
め
る
 

面
積
。
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

買
っ
 

て
き
 

て
 

机
の
 

上
に
 

置
い
た
 

と
こ
ろ
'
 
 

ノ
—
 

卜
を
 

置
く
 

場
所
 

も 
な
く
な
っ
 

て
し
 

ま
っ
た
 

と
き
 

に
々
 

フ
ッ
ト
 

プ
リ
ン
 

ト
が
 

大
き
す
 

ぎ
た
々
 

な
ど
と
 

使
う
。
 

ボ
タ
ン
 

フ 
オ
ビ
ア
 

i 
コ
ン
 

ピ
ュ
 

I 
夕
 

恐
怖
 

症
の
 

重
症
な
 

形
態
。
 

コ
ン
ビ
 

ュ
—
夕
 

を
 

恐
 

れ
る
 

あ
ま
り
、
 

プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
 

や
 

ド
ア
べ
 

ル
の
 

ボ
タ
ン
 

さ
え
 

押
せ
な
く
な
る
。
」
 

「
イ
ン
 

サ
イ
ダ
—
」
 

は
 

ア
ッ
プ
ル
の
 

専
門
 

誌。
 

タ
イ
ト
ル
の
 

ロ
ゴ
の
 

C 
の
 

字
が
 

喰
い
 

欠
け
 

リ
ン
ゴ
の
 

か
っ
こ
う
 

を
し
て
 

い
て
 

そ
 

の
 

中
に
 

小
さ
く
 
 

I
N
 

と
い
、
 

っ 
語
が
 

入
っ
て
 

い
る
。
 

ま
た
 

「
サ
イ
ダ
—
 

(C
ID
ER
)」
 

は
リ
 

ン
ゴ
 

酒
の
 

意
味
。
 

「
イ
ン
 

サ
イ
ド
に
 

い
る
 

人
 

間」
 

の
 

意
味
の
 

イ
ン
 

サ
イ
ダ
—
 

と
か
け
 

て 

あ
る
 

わ
け
 

だ。
 

な
か
な
か
 

凝
っ
た
 

ネ
—
ミ
 

ン
グ
 

で
あ
る
。
 

そ
れ
に
 

比
べ
て
、
 

我
が
 

「
M
S
X
 

マ
ガ
 

ジ
ン
」
 

は
 

実
に
 

ス
ト
 

レ
—
 

卜 
か
つ
 

シ
ン
 

プ
 

ル
な
 

タ
イ
ト
ル
 

だ。
 

こ
れ
 

も
す
 

ば
ら
し
い
。
 

(
ほ
ん
と
 

か
ね
 

7.
 

) 
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今月の フェア 
麟岡 玉屋 

「/ 《ソ コン フェア J 

5 牌 12 月 30 日〜 5 阵 1 月 9 日 

MSX 関連 機器を 中心と した 初 売り 

イベント 0 

福 岡 市 博 多 区 中州 3 丁目 

»092 — 271  — IMI 

_ マイコン. ベース 銀座 

「MSX 祭り j 

5 阵 12 月 2Q 日〜 59 年 丨 月 16 日 

MSX ハード、 ソフ ト 展示 Bfl 売。 

相談 コーナ ー 特設 。 

中央 区 銀座 丨 丁目 

©03-535-3381 

•丸 井 錦 糸 町 店 

「新製品 コーナー」 

5阵11 月 25 日〜 常設 

各 4 土 MS  X マシンの 展示。 MPC  — 

10、 ライ ト ペン デモ。 

墨 田 区 江 東 橋 3 丁目 

«03 -635-0 101 

•西 友获窒 店 

「MSX コーナー 」 (仮） 

5 阵 II 月 18 日〜 常設 

松 下、 ソニー、 日立、 東芝、 ミ 洋' 

ヤマハ 等の マシンを 展示。 

杉 並 区 上 荻 I  丁目 

tt03— 393— 1151 

•西武 百貨店ぅ 

「MSX フェァ 」 (仮） 

5 阵 II 月 25 日〜 常設 

フェアは 上旬で 終了。 その後、 コー 
ナ ーとして 常設 予定。 

豊島区 南 池袋丨 丁目 

003 — 981  — 0111 

•東京 腿 害 店^^ 

「マイコン プック フェア j 

開催 期間 

59 年 I 月 21 日〜 59^2 月 20 日 

理工 学窨 （専 心） の 中に MS 

X の ソフトを 展示* 販売、 200 点 位 

の 害！！. 雑誌が 用意され ている。 

豊島区 西 池 袋 1-1-25 
東武 エア キャッスル I0F 

003— 986 — 03 II 

堂 害 店 「ハッピー MS  X」 

開催 期間 

I 月 2 日〜 I 月 31 日 

MSX 中心に 理工 学 書の フ ェアを 行 

う 予定。 

葛 飾 区 新 小岩丨 -48-1 
tt03 — 655 — 5988 

UIC0MT0WN 

f 

日
米
 

C
A
T
V
 最

 8
 
レ
 T
 
卜
 

L0
 

"
C
A
T
V
"
 

—
—
 

1
 

に
よ
っ
て
 

放
送
 

さ
れ
て
 

い
る
 

テ
レ
ビ
と
 

違
っ
 

て、
 

蠢
ケ
 

I
 

ブ
ル
を
 

通
し
て
 

番
組
が
 

供
給
さ
れ
 

る
 

テ
 

レ
ビ
の
 

新
し
い
 

形。
 

生
活
に
 

革
命
を
 

も
た
 

ら
す
 

、
ビ
ジ
ネ
ス
の
 

新
し
い
 

波
 

…
…
 

と 
日 

本
 

中
が
 

フ
ィ
—
 

パ
—
 

し
て
い
る
 

話
題
の
 

二 

ユ
—
 

メ
デ
ィ
ア
 

だ。
 

先
進
国
 
ア
メ
リ
カ
を
 
見
て
 
み
る
と
、
 

チ
 

ャ
ン
 
ネ
ル
 
数
五
〇
 
と
か
 
I
 〇
〇
 
と
い
ぅ
 
地
 

域
 も
 出
現
し
て
 
い
る
。
 
そ
の
 
中
の
 
代
表
が
-
 

次
の
 
三
 局
 だ
。
 

★  H
B
O
 
 
(
ホ
—
 
厶
 
•
ボ
ッ
ク
ス
 
•
オ
フ
 

ィ
ス
)
：
 
映
画
 
や
 ミ 

ユ
—
ジ
 
カ
ル
 
等
の
 
エ
 

ン
 タ
テ
 
イ
メ
ン
 
ト
が
 
中
心
で
、
 
ア
メ
リ
カ
 

で
は
 
映
画
館
で
 
な
く
 
c  A  T  V で

^
:
 
映
 

画
を
 
見
る
 
風
潮
が
 
生
ま
れ
つ
つ
 
あ
る
。
 
最
 

近
で
は
、
 

映
画
の
 

製
作
費
を
 

負
担
す
 

る
 

ほ
 

ど
に
 

な
り
々
 

ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
 

膝
ま
ず
 

か
せ
 

た
々
 
と
も
 
称
さ
れ
る
 
巨
大
 
C
A
T
V
 
局
 だ
。
 

★  M
T
V
 
 
(
ミ
 
ユ
—
 
ジ
ツ
ク
 
•
テ
レ
ビ
)
 

: 音
楽
 
中
心
。
 
ほ
ら
、
 
「
ベ
ス
 
ト 
ヒ
ツ
ト
 
U 

S
A
J
 
で
 や
つ
て
 
い
る
で
 
し
よ
う
。
 
ポ
ッ
 

ブ
ス
 
や
 ロ
ッ
ク
の
 
プ
ロ
 
モ
—
シ
 
ョ
ン
 
•
ビ
 

デ
ォ
 。
い
つ
で
も
 
好
き
な
 
時
間
に
 
そ
れ
が
 

見
ら
れ
る
 
と
、
 
音
楽
 
フ
リ
 
—
ク
の
 
間
で
 人
 

気
 上
昇
 中
 だ
。
 当
初
は
、
 日
本
の
 貸
 レ
コ
 

—
ド
屋
 VS レ

コ
—
 ド 業

界
の
 よ
う
に
 _
 

権
を
 
め
ぐ
っ
て
 
問
題
が
 
起
こ
っ
 
た
よ
う
 
だ
 

が
、
 
今
で
は
 そ
れ
 も
 解
決
。
 
M
T
V
 
で
 人
 

気
を
 
得
れ
 

ヒ
ッ
ト
 
W
K
'
 
と
ま
で
 
言
 

わ
れ
る
 
よ、 っ

に
 
な
つ
た
 
か
ら
だ
。
 

★  C
N
N
 
 
(
ケ
—
 ブ
ル
 
•
ニ
 
ユ
—
ス
 
•
ネ
 

ッ ト
ワ
—
 
ク
)
：
 
C
A
T
V
 
の
 帝
王
と
 
称
 

さ
れ
る
 
テ
ッ
 
ド
 
•
夕
—
 
ナ
 ー 

が
 主
催
す
 
る
 

局
 だ。
 ア
メ
リ
ヵ
 

大
陸
を
 

通
信
衛
星
で
 

ネ
 

ッ
ト
 
し、 

|
 日
 
二
 四
時
 
間
、
 
世
界
中
の
 

ニ
ユ
—
 
ス
^
^
み
 
な
く
^
 
-3 続

け
て
 
い
る
 

C
A
T
V
 
局
 だ
。
 

こ
の
 
C
N
N
 
が
、
 
来
年
 
四
月
か
ら
は
 
日
 

本
で
 
も
 見
ら
れ
る
 
よ
う
に
な
る
。
 
放
送
す
 

る
の
は
、
 

I 九
 七
 二
 年
 以
来
、
 
英
語
 放
送
 

専
門
に
 

I
 〇
年
 
以
上
の
 
歴
史
を
 
持
つ
 
J
C
 

T
V
 
 (
日
本
 
ケ
—
 
ブ
ル
 
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
)
 
だ
。
 

現
在
、
 
惠
眾
 都
内
の
 ホ
テ
ル
、
 

外
人
 居
住
 

マ
ン
シ
ョ
ン
に
 
_
 
数
 約
 二
 万
 個
を
 
有
す
 

る
 
J
C
T
V
 
は
、
 

ニ
 
ュ
—
ス
 
、
映
画
、
 

ド
 

キ
 
ユ
メ
 
ン
 
タ
リ
—
 
と
い
つ
 
た
 番
組
。
 フ
ロ
 
グ
 

ラ
ム
を
 
朝
と
 
夜
に
 
提
供
す
 
る
 
|
 方
、
 
そ
れ
 

以
外
の
 
時
間
は
 
文
字
に
 
ょ
る
 
ニ
 
ュ
ー
ス
 
放
 

送
し
て
 
い
る
の
 
だ
け
れ
 
ど
、
 
こ
こ
が
 
C
N
 

N
 
の
 映
^
^
 
信
の
 
映
像
 
ニ
 
ユ
—
ス
 
と
 
チ
ェ
 

ン
ジ
 
さ
れ
る
 
わ
け
 
だ
。
 

こ
の
 
J
C
T
V
 
が
、
 
い
ま
 
注
目
を
 
さ
れ
 

て
い
る
 
の
は
、
 
従
来
の
 
山
間
部
 
や
 ビ
ル
の
 

谷
間
と
 
い
つ
た
 
i
 
が
 届
き
に
 
く
い
！
^
 

1
 
域
で
^
 
i
 し
て
き
た
 
C
A
T
V
 
と
 違
 

つ
た
、
〃
 都
市
 
型
 C
A
T
V
,
 
の
！
^
 
端
に
 

あ
る
か
ら
 
だ
。
 

人
口
密
度
が
 
高
い
 
ほ
ど
 
投
資
 
効
率
が
 
高
 

ま
る
こ
と
は
 
当
然
 
だ
し
、
 
お
客
さ
ん
 

(
利
 

用
 者
)
 
が
 多
い
 
都
市
 
型
の
 
方
が
 
C
A
T
V
 

の
 チ
ャ
ン
 
ネ
ル
 
数
^
 

N  く
な
る
 
と
い
ぅ
 
こ
 

と
で
、
 
i
 
な
 言
い
方
 
だ
け
ど
 
も
、
 
こ
れ
 

は
'
 
 秋
 葉
 原
に
 
電
 f
 
が
 集
中
し
て
 
い
る
 

よ
う
な
 
も
の
な
ん
 
だ
ね
。
 

し
か
も
 
電
電
公
社
 か
、
 
い
ま
 
全
国
的
に
 

ネ
ツ
 
ト
し
よ
う
と
 
し
て
い
る
 
光
フ
ァ
イ
バ
 

で
 C
A
T
 
V を

 

パ
ワ
—
 
ア
ッ
プ
 

す
れ
ば
、
 多
 チ
 

ヤ
ン
 
ネ
ル
 
化
は
 

簡
単
 
だ
し
、
 
双
方
 
向
 も
 実
現
す
 
る
。
 
光
フ
 

ア
イ
 
バ
—
 
ネ
ッ
ト
 
都
市
 
だ
。
 

ど
の
 
変
化
を
 
も
た
ら
す
 
か
は
 
分
か
ら
な
い
。
 

た
だ
、
 
そ
の
 
先
駆
と
 
し
て
の
 
J
C
T
V
 
は
、
 

英
語
 

嫌
い
 

¢7)- 
人
 も、
 莖 足 の ホテ

ル
に
 

泊
 

る
 機
会
が
 
あ
れ
ば
、
 
ぜ
ひ
 
回
し
て
 
欲
し
い
 

そ
れ
が
、
 
ぼ
く
た
ち
の
 
生
活
に
 
ど
れ
 
ほ
 
 
チ
ャ
ン
ネ
ル
 
だ
。
 

黎
原
に
 

動
 

め
る
 

獲
 

i
 

店
 

■■
 

# 

が
 

語
る
 

i
 

羣
の
 

冬
の
 

B
S
D
 

方
」
 

ポ
ク
は
 
裹
 
f
 
秋
 葉
 原
の
 
i
 
電
 シ
ヨ
 

I
 会
社
と
 
契
約
し
て
、
 
何
て
い
 
う
 
カ
 ー 

ド
が
 

ッ
プ
に
 
勤
め
る
 
店
員
さ
ん
。
 
今
日
は
、
 
ボ
 

ク
が
お
 
客
の
 
側
に
 
た
つ
て
、
 
値
切
り
 
方
を
 

S
 
し
ち
や
お
う
。
 

商
品
の
 
売
り
 
買
い
つ
 
て
い
う
 
の
は
、
 
や
 

つ
ぱ
リ
 
フ
ィ
—
 
リ
ン
グ
。
 
お
客
さ
ん
と
 
店
 

員
の
 
呼
吸
が
 
見
 f
 
つ
た
と
 
き
、
 
ど
ち
ら
 

も
い
 
い
 気
分
に
 
な
れ
る
 
わ
け
 
だ
け
ど
、
 
実
 

際
に
は
、
 
こ
の
 
時
、
 
お
客
さ
ん
の
 

方
は
 も
 

つ
と
 
値
切
る
 
こ
と
が
で
き
 
た
ん
だ
ょ
 
ね
。
 

ま
ず
 
値
切
り
の
 
第
 
I
 条
件
は
、
 
買
う
 
側
、
 

つ
ま
り
 
お
客
さ
ん
の
 
方
が
 
優
位
に
 
た
て
る
 

状
況
を
 
設
定
 
し
ち
や
う
 
こ
と
な
ん
だ
。
 

たと
えば
、 

今 欲し
い 

と 思つ
 

た 商品
 

が 

ある
と 

する
 

でし
ょ。
 

そ
し
た
ら
 

君は
、 

お 

店に
 

行く
 

前に
 

その
 

商品
に 

対し
て 

十 

分な
 

商品
 

知識
を 

詰
め
込
ん
で
 

おく
んだ
。 

そし
て 

次に
は、
 

目的
の 

お 
店に
 

入る
 

前 

に'
  

そこ
の 

お 
店が
、 

どの
 

ク
レ
ジ
ッ
ト
 

使
え
る
 
か
 確
か
め
て
 
お
く
 
 
(
た
い
て
い
、
 

お
 店
の
 
入
 P の

 ド
ア
に
 
貼
っ
て
 
あ
る
)
。
 
で
 

ね
、
 
買
い
た
い
 
商
品
の
 
コ
—
ナ
 
I 
に
い
っ
 

た
ら
、
 
さ
ん
ざ
つ
 
ば
ら
 
悩
む
 
ふ
り
を
 
し
て
 

店
員
の
 
注
目
を
 
さ
そ
い
、
 
店
 Q
C
 か
 寄
っ
て
 

き
そ
う
に
 
な
っ
た
ら
、
 
目
的
の
 
商
品
の
 
前
 

に
 立
つ
 
て
、
 
所
在
な
 
さ
そ
—
 
に、 

ス
 イ
ツ
 

チ
な
ん
 
か
を
 
押
し
た
り
、
 
引
つ
 
こ
ま
せ
た
 

り
し
な
が
ら
 
待
 
つ
ん
だ
ょ
 
ね
。
 

「
あ
の
 
…
…
 
こ
れ
が
 
欲
し
 
い
ん
だ
 
け
れ
ど
 

.
 
い
く
ら
に
な
る
 
か
な
？
 
.
 
そ
こ
を
 

毛
う
 
少
し
 
考
え
た
ら
 
…
…
 
J 「

じ
 
や
 こ
れ
に
 

す
る
 け
れ
ど
、
 

赤
い
 色
の
 や
つ
 く
れ
る
？
 

(
メ
—
 
力
—
 
で
 赤
色
は
 
作
っ
て
 
な
い
 
の
は
 

調
査
 
済
み
)
 

…
…
、
 
又
—
/
 

な
い
 
の
 ?! 

し
ょ
う
が
な
 
い
な
—
、
 

こ
の
 
色
で
 
い
い
や
。
 

と
こ
ろ
で
 
0
0
 
の
 力
—
 
ド
は
 
使
え
る
？
 

(
使
え
な
い
)
 

…
…
 
ガ
 ビ
—
ン
 
/
 電
車
 
代
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マイコン •タウン 

ト 
ラ
ン
プ
 

MM
 

np
 

S
U
I
N
G
 

CA
RD
S 

誰
で
も
 

知
っ
て
い
る
 

ゲ
—
ム
 

と
 

言
え
ば
 

ま
ず
 

ト 
ラ
ン
プ
が
 

あ
げ
ら
れ
る
 

で
し
よ
う
。
 

こ
の
 

ト 
ラ
ン
プ
、
 

ス
ぺ
—
 

ド 
•
ク
ラ
ブ
.
 

ハ
—
 

卜 
•
ダ
ィ
ヤ
と
 

四
 

種
類
の
 

マ
—
 

ク
が
 

あ
る
 

こ
と
は
 

御
存
知
の
 

通
り
。
 

ス
ぺ
—
 

ド
は
 

王
様
 

•
軍
人
、
 

ク
ラ
ブ
は
 

農
民
、
 

ハ
—
 

卜
は
 

僧
職
、
 

ダ
ィ
ヤ
は
 

商
人
 

を
 

表
わ
し
て
 

い
ま
す
。
 

さ
て
 

こ
の
 

歴
史
は
 

と
い
う
と
、
 

今
か
ら
 

三
〇
〇
 

Q
 

年
 

前
に
 

ィ
 

ン
 

ド
で
 

使
わ
れ
て
 

い
た
 

タ
 

ロ
ッ
ト
 

カ
—
 

ド 

が
 

ル
—
 

ツ
と
 

言
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

I 
三
世
 

紀
 

か
ら
 

I
 

四
 

世
紀
に
 

か
け
て
、
 

聖
地
 

エ
ル
 

サ
レ
 

厶
 

i
 

還
し
 

よ
う
と
し
て
 

遠
征
し
た
 

-
H
 

子
 

軍
が
 

ヨ
—
 
 

ロ 
ッ
バ
へ
 

持
ち
帰
つ
 

た
ら
 

し
い
。
 

そ
し
て
、
 

I
 

四
〇
〇
 

#
 

に
 

現
在
 

の
 

四
 

種
類
の
 

組
 

礼
に
 

よ
る
 

ト 
ラ
ン
プ
が
 

ィ
 

ギ
リ
ス
を
 

中
心
に
 

ョ
ー
ロ
 

ッ
バ
で
 

大
 

流
行
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
 
歴
史
 
あ
る
 
ト ラ

ン
プ
に
 
今
、
 
従
来
 

の
 四
 種
類
の
 
マ
—
 
ク
に
 
新
た
に
 
ク
ロ
ス
、
 

メ
—
 
プ
ル
と
 
い
う
 
二
種
 
類
を
 
加
え
た
 
シ
ッ
 

ク
ス
ス
 

I 
ト
ト
 
ラ
ン
プ
、
 

ソ
ネ
ッ
 

ト
が
 誕
 

生
し
 
ま
し
た
。
 
今
ま
で
は
 
各
 
I 三
枚
 
X 
四
 

の
 五 二 枚 I 組

で
し
た
 

が
、
 ソ
ネ
ッ
ト
 

は
 I
 三
枚
 X 六

の
 計
 七
 八
 枚
で
 I 組。

 

今
ま
で
の
 

ト 
ラ
 
ン
プ
と
 
同
じ
 
ル
 I 

ル
の
 
ゲ
 

I
 
ム
は
モ
 
チ
 
ロ
ン
、
 
ソ
ネ
ッ
ト
 

の
た
め
に
 

新
し
く
 
考
案
さ
れ
 
た
 ゲ
—
ム
 
も
 楽
し
む
 
こ 

と
が
で
 
き
ま
す
。
 
ゲ
—
ム
 
に
 参
加
で
 
き
る
 

人
数
 
も
增
 
え
、
 
あ
な
た
の
 
ア
イ
デ
ア
で
 
新
 

し
い
 
遊
び
 
方
が
 生
ま
れ
ま
す
。
 
現
在
、
 

ソ
 

ネ
ッ
ト
の
 
た
め
の
 
新
し
い
 
ゲ
—
厶
 
の
ゲ
—
 

いる 引き出しが ガバッ と 開く とかね。 

何
か
ら
 
何
ま
で
 
機
械
が
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 

夕
が
 
や
つ
て
 
く
れ
る
。
 
イ
ン
テ
リ
 
ジ
ェ
ン
 

卜 
•
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
 

人
間
の
 
欲
望
 

を
 ̂
 
さ
せ
る
 代
用
 機
 だ
と
 言
え
よ
う
。
 

そ
れ
で
は
 
人
間
は
 

一
体
、
 
机
に
 
向
か
っ
て
 

何
を
 
す
る
 
の
だ
ろ
う
 
ね
。
 

"
ソ
ネ
ッ
ト
"
 

1
0
 

i
 
 

A
*
 

ム
 集
を
 
出
版
す
 
る
 予
定
と
 
か
。
 

また、. ト ランプと いぅと どれ も 似 

たよぅな デザインで すが、 この ソネ 

ッ 
トは 

水田 

秀穂 

氏の 

イラストで^^ 

な 
デザインが 

なかなかの 

ス 
グレ 

モノ 

です。 

パ
ソ
コ
ン
の
 
ゲ
—
厶
 
ソ
フ
ト
の
 
中
で
 
も
、
 

麻
雀
と
 
並
ん
で
 
人
気
の
 
あ
る
 
ゲ
—
厶
 
が
、
 

ポ
—
 力
—
 な
ど
の
 ト
ラ
ン
プ
 も
の
。
 力
—
 

ド
が
 
增
 え
、
 
ル
—
 
ル
が
 
よ
り
 
複
雑
に
な
る
 

に
つ
れ
 
て
、
^
'
 
え
る
 
楽
し
 
さ
も
 
倍
増
す
 
る。 

よ
り
 
面
白
い
 
ゲ
—
ム
 
を
 誰
か
 プ
ロ
 
グ
ラ
ミ
 

ン
グ
 
し
て
 
く
れ
な
い
 
か
し
ら
ん
。
 

考
え
る
 

と
き
っ
 

か
り
 

〇
〇
円
 

(
値
切
っ
た
 

価
格
の
 

さ
ら
に
 

5
%
 

引
き
)
 

し
か
 

払
え
な
 

い
け
ど
」
 
.
 
と
い
ぅ
よ
 
ぅ
な
 
感
じ
で
、
 

20
 

%
引
き
が
 

35
 

%
引
き
ぐ
ら
い
に
な
る
ま
 

で
 頑
張
る
。
 

そ
し
て
 
と
ど
め
が
、
 
商
品
を
 包
み
 終
え
、
 

お
金
を
 払
う
 時
に
'
 
「
そ
う
い
え
ば
 
こ
れ
は
、
 

0
0
 が
な
い
 
と
だ
め
 
だ
け
れ
 
ど、 

0
0
 
を
 

付けてくれる ?| :」と|押し。すると 

店員さん、 

半ば 

顔を 

ひきつらせ 

なが 

ら 

「〇〇 

はつ 

けられない 

けれど、 

X 

X 
なら 

内緒で 

つけます 

よ、 

まいつ 

た 

ね」 

…… 

つてい、 

04 

合で 

商談 

成立。 

ム
 

i
 

は
い
じ
い
 

じ
し
た
 

値
切
り
 

方
の
 

秘
 

法
を
 

教
え
た
 

け
れ
ど
、
 

あ
く
ま
で
 

限
度
を
 

わ
き
ま
え
て
。
 

$
 

は
 

極
め
つ
 

け
の
 

方
法
 

が あるんだ けれど、 こねは 言えない。 

ポクで 

さえ 

困つ 

ち 
やぅ 

もの。 

も
し
、
 

ポ
ク
の
と
 

こ
ろ
に
、
 

今
 

教
え
た
 

方
法
で
 

値
切
っ
て
 

き
た
ら
、
 

運
が
 

良
い
 

ね
。
 

も
う
 

5 
贫
い
 

て
あ
げ
よ
う
。
 

値
切
ら
れ
る
 

方
 

も
 

気
持
ち
よ
 

く 
値
切
ら
 

れ
 

た
い
。
 

う
ま
い
 

方
法
を
 

考
え
て
、
 

値
切
 

り
に
 

き
て
 

ね
。
 

待
つ
 

て
る
よ
/
 

f 

棄
の
 

S
 

―
 

V
 

ン
テ
リ
 

ジ
ェ
ン
 

ト
 

•
デ
ス
ク
 

イ
ン
テ
リ
 

ジ
ェ
ン
 

ト 
•
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
 

と
い
、
 

っ 
言
葉
を
 

御
存
知
だ
ろ
う
 

か
。
 

そ
ん
 

な
の
 

聞
い
た
 

こ
と
な
い
 

と
い
う
 

人
が
 

多
い
 

か
も
し
れ
 

ない
。 

こ
れ
は
 

I 言
で
 

い
え
ば
、
 

す
べ
て
の
 

無
機
物
に
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
が
 

入
 

る
と
 

い
う
 

こ
と
 

だ
。
 

例
え
ば
 

E
F
I
 
 

• 
 

E 

G
 
 

—
 

と
 

呼
ば
れ
る
 

車
の
 

電
子
 

燃
料
^
^
 

置
 

(
キ
ャ
ブ
の
 

か
わ
り
に
 

高
圧
 

ポ
ン
プ
で
 

ガ
ソ
リ
ン
を
 

シ
 

リ
ン
ダ
—
 

に
喷
 

射
し
、
 

そ
 

の
 
3
 

量
と
 

タ
イ
ミ
ン
グ
を
 

コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 

夕
で
 

制
御
す
 

る
)
 

や
、
 

コ
ピ
—
 

マ
シ
ン
 

(
拡
 

大
 

.
縮
小
 

や
 

同
じ
 

原
稿
か
ら
 

何
枚
 

も
コ
ピ
 

I
 

を
 

と
っ
て
い
る
 

途
中
で
 

割
り
込
み
 

が
で
 

き
る
)
 

な
ど
が
 

あ
る
。
 

こ
の
 

イ
ン
テ
リ
 

ジ
 

H
 

ン
ト
 

•
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
 

三
つ
の
 

要
素
か
ら
 

成
り
立
っ
 

て
い
る
。
 

|
 

つ
は
 

環
 

境
 

認
識
 

部
、
 

つ
ま
り
 

音
 

や
 

匂
い
 

や
 

煙
な
 

ど
 

を
 

感
じ
る
 

セ
ン
サ
—
 

で
あ
る
。
 

二
つ
目
は
 

コ
ン
 

ピ
ュ
 

—
夕
 

に
付
き
、
 

コ
ン
ビ
 

ュ
-
夕
 

で
、
 

セ
ン
サ
—
 

か
ら
 

入
っ
て
 

く
る
 

情
報
を
 

も
と
に
！
^
 

す
る
。
 

三
つ
 

目
は
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I
 

夕
に
 

付
い
た
 

動
作
 

部
、
 

例
え
ば
 

モ
—
夕
 

I
 

に
、
 

指
^
^
 

出
し
て
 

そ
の
 

道
具
を
 

動
か
 

す
 装
置
で
 ある。 こ

れ
を
 全
部
、
 
コ
ン
ビ
 

ュ
—
 

夕
が
 

行
な
う
。
 

人
間
が
 

い
ち
い
ち
 

指
 

令
を
 
出
さ
な
く
て
も
 
い
い
わ
け
 
だ
。
 

そ
こ
で
、
 

こ
の
 

イ
ン
テ
リ
 

ジ
ェ
ン
 

ト
.
 

オ
ブ
ジ
 

H 
ク
ト
の
 

デ
ス
ク
 

版
と
 

い
え
る
 

も
 

の
が
、
 

小
 

泉
 

産
業
の
 

学
習
 

机
に
 

付
く
 

「K
 

C
X
—
 
 

|
 
 

|
 

〇
 

J
。
 

愛
称
 

「
つ
く
 

ピ
タ
セ
 

ン
サ
 

|
」
だ
。
こ
れ
は
、
超
^
1
^
セ
ン
サ
 

I
 

が
 

人
物
を
 

感
知
す
 

る
と
 

自
動
的
に
 

ラ
イ
 

卜
が
 

点
灯
し
、
 

机
か
ら
 

離
れ
る
 

と
 

20
 

秒
 

後
 

に
 

消
え
る
 

と
い
う
 

も
の
。
 

ま
だ
ま
だ
 

知
的
 

物
体
と
 

い
う
に
は
 

ほ
ど
 

遠
い
 

カ
ン
ジ
 

だ
が
 

イ
ン
テ
リ
 

ジ
ェ
ン
 

ト 
•
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
へ
 

の
 

I
 

歩
を
 

踏
み
出
し
 

た
と
 

言
っ
 

て
い
い
だ
 

ろ
う
。
 

こ
れ
の
 

応
用
 

と
し
て
 

人
が
 

部
屋
に
 

入
る
 

と
 

部
屋
の
 

灯
り
 

が
 

自
動
的
に
 

つ
く
と
 

か
、
 

座
ろ
う
と
 

す
る
 

と
 
ス
ー
ツ
 
と
よ
つ
 
て
 

く
る
 
チ
ェ
ア
 
I
 
な
ど
 

も
 
考
え
ら
れ
る
。
 

ま
 

た
、
"
 

ハ
サ
 

ミ
，
 

と
か
 

々
ノ
リ
"
 

と
か
 

言
う
 

と
 

音
声
 
識
別
 
セ
ン
サ
ー
 

で
 そ
れ
ら
が
 
入
っ
て
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い
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は
、
 
お
 
部
屋
の
 

中
で
 
ひ
た
す
ら
 
パ
ソ
コ
ン
。
 

M
H
m
H
u
a
m
H
M
M
m
n
 

49 



M  -  X なら 
if ちづ $ 合い 
で 老るソ / 

FM ユーザー、 富士通 フアン 待望の MS X マ 
シン 、'FM-  X" が発克 された。 FM-  7 と 

つなげる こと を 意識した コニー クな設 討思 恕。 
他の M  S  X と は ひと 味 も ふた 味 も 違って いる 

ゾ /  FM-  7 と コーディ ネイ トした 本体。 

斜めに 入った ス リッ トが アク セン トに なって、 

全体の イメージを 引き締め てい  1。 ^FM-X" 
を 卒業したら F  M  _  7 に グレード アッ ブ なん 

ての も いい かも しれな t 、ね 0 

M
S
X
 
と
い
う
 
統
 
|
 規
格
が
 
で
き
て
'
 
 喜
 

び
は
 
し
た
 
も
の
の
 
チ
ョ
 
ツ
ビ
 
リ 
不
安
に
 
感
じ
 

た
の
は
、
 

昔
か
ら
の
 

パ
ソ
コ
ン
 

所
有
者
 
じ 

や 

な
い
か
な
 

。
ソ
フ
ト
が
 

共
通
に
 
な
つ
た
 
の
は
 

い
い
け
 
ど、 

P
C
 
や
 F
M
 
の
 ソ
フ
ト
の
 

供
給
 

が
 止
ま
つ
 
て
し
 
ま
つ
た
 
の
で
は
 
大
変
 
だ
か
ら
 

ね。 

新
し
く
 
富
士
通
か
ら
 
発
売
さ
れ
 
た
"
 
F 
M
 

X
,
 
は
、
 
そ
ん
な
 

不
安
を
 

吹
き
飛
ば
し
て
 

く
れ
る
。
 
単
体
と
 
し
て
 
使
う
 
と
 
M
S
X
 
仕
様
 

の
 パ
ソ
コ
ン
、
 
F
M
 
 
7 
と
 接
続
す
 
る
と
 
お
 

互
い
に
 機
能
 増
大
と
 い
い
こ
と
 ず
く
め
。
 

キ
 

ミ
が
 
F
M
 
ユ
 I 

ザ
 I 

な
ら
 
買
う
 
し
か
な
い
 

*
f
m
 
 
X
"
 
に
は
 
R
F
 
モ
ジ
 
ユ
レ
—
 
夕
の
 

他
に
、
 

8 
ビ
ン
の
 
R
G
B
 
出
力
 
も
つ
 
い
て
い
 

る。 
輝
度
 
調
整
の
 
関
係
で
 
表
示
 
色
が
 
8 色

に
 

限
ら
れ
て
 し
ま
う
 の
は
 残
念
 だ
け
ど
、
 
R
F
 

出
力
と
ぅ
 

ま
く
 

使
い
分
け
 

る
と
 

利
用
価
値
が
 

大
き
い
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

中
は
 

文
字
の
 

鮮
明
な
 

R
G
B
 

出
力
で
、
 

ゲ
—
ム
 

に
は
 

色
の
 

き
れ
い
 

な
 

R
F
 

と
か
ね
。
 

R
O
M
 

カ
ー
 

ト
リ
 

ッ
ジ
 

ス
ロ
ッ
ト
は
 

右
側
 

面
に
 

I
 

つ
 

だ
け
ど
'
 
 

左
側
 

面
に
は
 

60
 

ビ
ン
の
 

拡
張
 

バ
ス
が
 

装
備
さ
れ
 

て
い
る
.
。
 

富
士
通
で
 

は
、
 

|6
 

ド
バ
イ
ト
拡
張
0
:
<
5
付
き
プ
リ
ン
 

タ
イ
ン
 

タ
ー
フ
 

H 
イ
ス
 

ボ
ー
 

ド
を
 

計
画
 

中
で
、
 

こ
の
 

拡
張
 

バ
ス
に
 

讓
 

す
る
 

こ
と
に
よ
り
 

使
 

用
で
 

き
る
。
 

F
M
-
 

7
 

と
の
 

接
続
 

も
こ
の
 

バ
ス
を
 

通
し
 

て
 

行
ぅ
。
 

プ
リ
ン
タ
 

や
 

C
R
T
 

な
ど
、
 

F
M
 

7 
の
 

周
辺
機
器
を
 

ゥ 
F 

M 
X
"
 

か
ら
 

コ 

ン
ト
ロ
 

I 
ル
で
 

き
る
 

の
で
、
 

今
ま
で
の
 

マ
シ
 

ン
が
 

有
効
に
 

使
え
る
 

ね
。
 

12 月
 10 日

 発
売
 (  4  9、 8  〇  〇 円

)
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だ
れ
も
が
 

目
を
止
め
る
、
 

i
 

さ
れ
た
 

デ
 

ザ
イ
ン
の
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
は
、
 

キ
ヤ
ノ
ン
の
 

"V
 

IO
 

" 
だ
。
 

ユ
—
ザ
 

ー 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
 

な
 

丸
み
を
 

お
び
た
 

外
観
。
 
 

大
き
く
て
 

使
い
 

や
 

す
そ
ぅ
な
 

フ
ア
ン
 

ク
シ
 

ヨ
ン
 

キ
ー
 

。
オ
レ
ン
 

ジ
 

色
の
 

マ
ー
 

ク
が
 

印
象
的
な
 

力
—
 

ソ
ル
 

キ
—
 

な
ど
、
 

キ
—
ボ
 

I 
ド 

恐
怖
症
 

な
ん
て
 

ど
こ
か
 

へ
 

飛
ん
で
 

い
つ
て
 

し
ま
い
 

そ、
 

つ。
 

も
ち
ろ
ん
 

キ
—
ボ
 

I 
ド
に
憒
 

れ
 

親
し
ん
だ
 

人
に
 

も
 

満
足
い
 

く
ょ
ぅ
に
、
 

J
I
S
 

配
列
の
 

本
格
派
 

キ
ー
ボ
 

I 
ド
を
 

採
用
。
 

リ
タ
—
 

ン
キ
 

I
 

や
 

フ
ア
ン
 

ク
シ
 

ヨ
ン
 

キ
 

I
 

の
ス
ぺ
 

I
 

ス
が
 

広
く
 

配
置
さ
れ
 

て
い
る
 

の
で
 

無
駄
が
な
い
。
 

キ
ヤ
ノ
ン
々
 

V
-
 

IO
 

" 
で
 

お
も
し
ろ
 

い
の
 

が
 

力
—
 

ト 
リ
ツ
 

ジ
ス
 

ロ
ッ
ト
。
 

従
来
 

ど
お
り
 

の
 

本
体
 

上
面
の
 

ス
ロ
ッ
ト
 

に
加
え
、
 

側
面
の
 

フ
タ
を
 

開
け
る
 

と
 

二
つ
目
の
 

ス
ロ
ッ
ト
が
。
 

拡
張
 
R
A
M
 
パ
ッ
ク
 
や
 漢
字
 
R
O
M
 
な
ど
、
 

|
 

度
 

差
し
た
ら
 

そ
の
ま
ま
と
 

い
つ
た
 

力
—
 

卜 

リ
ッ
ジ
を
 

使
う
 

の
に
 

便
利
 

だ
ね
。
 

ち
な
み
に
 

本
体
内
蔵
の
只
<
2
は
 

|6
 
ド
バ
イ
ト
'
実
力
 

.
に
あ
わ
せ
て
 

拡
張
し
て
 

ほ
し
い
。
 

M
S
X
 

で
は
 

標
準
 

装
備
と
 

い
っ
て
い
 

い
ほ
 

ど
 

普
及
し
た
 

R 
 

F 
モ
ジ
 

ユ
レ
—
 

夕
も
 

内
蔵
、
 

プ
リ
ン
タ
 

イ
ン
タ
—
 

フ
 

H 
イ
ス
ま
で
 

付
い
て
 

拡
張
 

性
バ
ツ
 

グ
ン
。
 

シ
ス
テ
ム
 

ア
ッ
プ
を
 

考
 

え
て
い
 

る
 

ボ
タ
た
ち
 

に
は
、
 

な
ん
と
も
 

う
れ
 

し
い
 

マ
シ
ン
 

だ
。
 

■
こ
れ
な
ら
 

日
本
語
 

ワ
 

ー 
プ
 

口 
や
 

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
 

対
応
 

も
 

簡
単
に
 

で
き
 

そ
 

う
だ
ね
。
 

バ
ラ
ン
ス
の
 

と
れ
た
 

デ
ザ
イ
ン
と
 

優
れ
た
 

拡
張
 

性
を
 

備
え
た
 

キ
ヤ
ノ
ン
"
 

V 
IO
 

〃
。
な
 

か
な
 

か
の
 

お
ス
 

ス
メ
 

も
の
で
す
。
 

12 月
 10 日

 発
売
 (
5
4
、
 
8
0
0
 
円
)
 

5? 



F1/F6 F2/F7 F3/F8 F4/F9 



/SJ/ 八 °ソ コン 第二 弾、 
ビクター HC-B 

n  ! 

_ 

一 
H 

ご
と
に
 

多
様
化
す
 

る
 

ニ
ユ
—
 

メ
デ
ィ
ア
 

時
代
。
 

ビ
デ
オ
の
 

保
存
 

率
 

も
 

洲
 

^
 

を
と
ぅ
に
越
え
：
一
家
に
ー
ム
：
^
も
：
：
：
前
だ
〇
そ
ん
な
ビ
デ
オ
や
ビ
 

デ
 

オ
デ
イ
 

ス
ク
を
 

コ
ン
ト
 

ロ
—
 

ル
し
て
 

し
ま
お
う
と
 

い
う
の
 

が、
 

ビ
 

ク
タ
 

I
 

の
 

A
 

V
 

パ
ソ
コ
ン
，
，
 

H
 

C
-
6
"
。
 

オ
 

ー
 

デ
 

イ
オ
、
 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
 

分
野
 

で
は
 

定
評
の
 

あ
る
 

ビ
 

ク
タ
 

1 
だ
け
に
、
 

そ
の
 

機
能
に
は
 

大
き
な
 

期
待
が
 

寄
 

せ
ら
れ
て
 

い
る
。
 

H
C
-
 
 

5 
に
 

続
い
て
、
 

H
C
-
 
 

6 
を
 

紹
介
し
 

よ
う
 

0 

12
 

月
に
 

発
 

H 冗
さ
れ
 

た
ビ
 

ク
タ
 

1
A
V
 

パ
ソ
 

コ
ン
，
，
 

H
C
 
 

5 
々
の
 

性
能
を
 

さ
ら
に
 

向
上
 

さ
せ
た
 

の
が
 

*
H
C
 
 

6 
'
 

基
本
 

設
計
は
 

そ
の
ま
ま
 

だ
が
、
 

高
度
な
 

使
 

用
に
も
対
応
で
き
る
ょ
ぅ
 

32
 

:
^
バ
イ
ト
£
1
:
<
 

M
 

を
 

標
準
 

装
備
し
て
 

い
る
。
 

キ
—
ボ
 

I
 

ド
の
 

ス
ト
 

ロ 
ー 

ク
の
 

長
さ
 

も
 

フ
ル
に
 

生
か
し
、
 

打
 

ち
 

や
す
く
な
 

つ
て
い
 

る。
 

性
能
、
 

外
観
と
 

も
 

に
*
 

H
C
 
 

5
,
 

の
 

上
を
 

い
く
 

高
級
 

感
あ
ふ
 

れ
る
 

マ
シ
ン
に
 

仕
上
が
つ
 

た-
 

本
体
 

下
部
の
 

60
 

ビ
ン
ス
 

ロ
ッ
ト
に
 

ゥ
ス
—
 

パ
—
 

イ
ン
ポ
—
 

ズ
 

ア
ダ
プ
タ
々
 

を
 

接
続
す
 

る
 

と、
 

V
H
S
、
 

V
H
D
 

と
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

画
 

面
と
の
 
 

<
1
 

も
 

可
能
に
な
る
 

わ
け
 

だ
 

ス
ー
 

バ
—
 

イ
ン
ポ
—
 

ズ
ア
 

ダ
ブ
 

タ
に
は
 

R
G
B
 

出
 

力
 

も
つ
 

い
て
、
 

な
ん
と
 

お
 

値
段
が
 

2 
o
、
o
 

0
0
円
 

と
い
ぅ
 

安
 

さ
。
 

も
ち
ろ
ん
、
"
 

H
C
 

5 
々
に
も
 

使
用
で
 

き
る
。
 

キ
ャ
プ
テ
ン
 

シ
ス
 

テ
ム
な
 

ど
で
 

も
 

採
用
さ
れ
 

た
'
 
 

E
I
A
J
 

規
 

格
の
 

2!
 

ピ
ン
 

コ
ネ
ク
タ
 

だ
か
ら
、
 

ニ
 

ユ
—
メ
 

デ
ィ
ア
 

対
応
の
 

テ
レ
ビ
と
 

ダ
イ
レ
ク
 

ト
に
 

接
 

続
で
 

き
る
 

の
が
 

ミ
リ
 

ョ
ク
 

だ
。
 

ス
—
パ
 
ー イ
ン
ポ
—
 ズ
 さ
れ
た
 映
像
は
、
 

V
 
 

T
 

R
 

出
力
端
子
を
 

通
し
て
 

ビ
デ
オ
に
 

録
画
 

で
き
る
 

か
ら
、
 

自
分
 

だ
け
の
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
 

ラ
 

イ
ブ
 

ラ
リ
ー
 

を
つ
 

く
る
 

こ
と
 

だ
つ
 

て
で
 

き
る
 

0 

そ
の
ほ
か
 

周
辺
で
は
'
 
 

デ
—
 

タ
 

レ
コ
—
 

ダ
 

(
ス
ピ
 

I 
力
—
 

付
)
 

が
—
 

9、
 

8
0
0
円
 

、
ジ
 

ョ
イ
 

ス
テ
ィ
ッ
ク
が
 

3、
 

5
0
0
 

円
。
 

い
ず
れ
も
 

入
手
し
 

や
す
い
 

値
段
に
 

な
っ
て
 

い
る
：
 

n
 

ン
ビ
ユ
 

I
 

夕
と
 

映
像
の
 

ク
ロ
ス
 

オ
—
バ
 

I
 
を
 
目
指
す
 

キ
ミ
に
 

ビ
ッ
 

タ
リ
の
 

マ
シ
ン
-
 

発
売
が
 

待
ち
 

ど
 

お
し
い
ね
’
 

丨
月
 

2!
 

日 
発
売
 

(6
4、
 

8
0
0
 

円)
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和 H  I 同様、 キャリン 
グ ハン ドル か 画期的。 

まさに ヤング 向けの プ 

レイ メイ トハ °ソ コン だ。 

日立の MB-H1 の 姉妹 機と して 発売され るの が MB-H1E。 

MS X 仕様の パーソナルコンピュータ 「H1」 シリーズを 

強化を はかる とともに、 コス ト ハ^° フォー マンスを 目的に つ 
くられて いる。 ボディは おしゃれな トラッド レッド。 女の 

コ には ぜひ おスス めしたい マシンの ひとつで ある。 

「MB  -HI」 は 初心者 あるいは ビデオ 端子の ついて ない 

一般の 家庭 用 テレビ 保有の ユーザー 向け、 「MB-H1E」 
は ビデオ 端子 付き テレビ 保有者 向けと して 販売され ていく。 

MB-H1 の 姉妹 機 
B-H1E 登場/ 

以
前
 

紹
介
し
た
 

日
立
"
 

M
B
 
 

-
H
I
"
 

の
 

機
と
 

し
て
 

登
場
し
た
 

の
が
み
 

M
B
-
 
 

H 

— 
 

E
"
 

。 
そ
れ
 

も
®
 

£
 

を
ぐ
〜
 

ん
と
 

下
げ
た
 

5
4
、
 

8
0
0
円
 

で
 

売
り
出
す
 

と
い
ぅ
か
ら
 

見
逃
せ
な
い
。
 

そ
こ
で
 

に
な
る
 

の
は
、
 

ど
こ
で
 

コ
ス
ト
 

パ
フ
 

ォ
ー
 

マ
ン
ス
を
 

は
か
つ
 

た
か
と
 

い
ぅ
 

こ
 

と
。
 

M
B
-
 
 

H 
 

— 
 

E 
は
、
 

M
B
 

-
H
I
 
 

に
 

採
 

用
し
た
 

ユ
 

ニ
ー
 

ク
な
ス
 

ピ
—
ド
 

コ
ン
ト
 

ロ
1
 

ル
 

や
 

プ
リ
ン
タ
 

端
子
を
 

は
じ
め
、
 

コ
ン
 

パ
ク
 

ト 
フ
ロ
ッ
ピ
—
 

デ
ィ
ス
ク
 

や
 

日
本
語
 

ヮ
—
プ
 

口
に
 

対
応
す
 

る
 

2 
ス
ロ
ッ
ト
の
 

R
O
M
 

力
一
 

ト
リ
 

ッ
ジ
 

ス
ロ
ッ
ト
、
 
 

本
格
的
な
 

シ
 

リ
ン
ド
 

リ
カ
 

ル
 

ス
テ
ッ
プ
ス
 

カ
ル
プ
 

チ
ャ
—
 

形
キ
—
 

ポ
ー
 

ド、
 

ポ
—
 

タ
ブ
 

ル
 

化
を
 

S
 

し
た
 

分
離
 

型
 

電
源
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

な
ど
の
 

機
能
は
 

残
し
、
 

R 

F
 

コ
ン
パ
—
 

夕
や
 

初
心
者
 

用
の
 

内
蔵
 

ソ
フ
ト
 

な
ど
の
 

機
能
を
 

外
す
 

こ
と
に
よ
 

リ
 

普
及
 

価
格
 

を
 

実
現
し
た
 

の
で
 

あ
る
。
 

ま
た
、
 

今
後
は
 

M
B
 
 

-
H
I
 

は
 

初
心
者
 

あ
 

る
い
は
 

ビ
デ
オ
 

端
子
の
 

つ
い
て
 

な
い
 

テ
レ
ビ
 

保
有
の
 
ユ
ー
 
ザ
—
 
向
け
の
 
高
級
 
機
と
 
し
て
、
 

M
B
 
 
-
 
 H
I
E
 
は
 
ビ
デ
オ
 
端
子
 
付
き
 
テ
レ
ビ
 

保
有
の
 
ユ
 ー ザ

—
 
向
け
と
 
し
て
 
販
売
し
、
 
幅
 

広
い
 
需
要
に
 
応
え
て
 
い
こ
ぅ
と
 
い
ぅ
 
も
の
。
 

デ
ザ
イ
ン
は
 

A
4
 

サ
イ
ズ
の
 

コ
ン
パ
ク
ト
 

ボ
デ
ィ
に
、
 

引
き
出
し
 

式
 

キ
ャ
 

リ
ン
グ
 

ハ
ン
 

ド
ル
が
 

つ
い
た
 

H 
 

— 
と
 

同
じ
 

も
の
。
 

カ
ラ
—
 

は
 

ト
ラ
ッ
ド
 

レ
ッ
 

ド
と
 

ち
よ
つ
 

と
お
し
や
れ
 

っ
ぽ
ぃ
。
 

電
源
は
、
 

H
—
 

同
様
 

本
体
 

着
脱
 

式
の
 

電
源
 

ユ
ニ
ッ
ト
を
 

採
用
し
、
 

将
来
の
 

ポ
—
 

タ
ブ
 

ル
 

化
を
 

i
 

し
て
い
る
 

の
 

も
 

特
徴
。
 

日
立
 

サ
イ
ド
と
 

し
て
は
、
 

M
S
X
 

仕
様
の
 

パ
ソ
コ
ン
の
 

出
現
に
 

よ
り
 

急
速
に
 

そ
の
 

ニ
ー
 

ズ
も
 

多
様
化
す
 

る
 

も
の
と
 

予
測
し
て
 

い
る
。
 

家
庭
 
用
 テ
レ
ビ
 
受
像
機
に
 
し
て
も
、
 

ニ
ユ
 

I
 
メ
デ
ィ
ア
 
対
 
広
と
 
し
て
 
ビ
デ
オ
 
入
力
 
端
子
 

を
 標
準
 
装
備
す
 
る
 も
の
が
 
増
加
し
つ
つ
 
あ
る
 

こ
と
は
 
間
違
い
な
い
で
す
 
か
ら
ね
。
 
ま
さ
に
 

ニ
ュ
—
 
メ
デ
ィ
ア
 
時
代
の
 
パ
ソ
コ
ン
 
だ
。
 

I
 月
 2
1
 日
 発
売
 (
5
4
、
 
8
0
0
 円
)
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入門 講座 第 CU 回 

I
 

n
j
;
 
 

:
 
 
.
 
 

_
 

"
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

，
ソ
フ
ト
な
け
れ
ば
 

た
だ
の
 

P
 

な
ん
て
 

分
；
^
 

か
ち
る
 

よ
 

ぅ
に
、
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

f
 

フ
ロ
 

グ
ラ
ム
}
 

が
な
い
 

と
 

何
も
 

V
 

き
な
い
。
 

そ
れ
 

こ
そ
"
 

床
の
間
の
 

鬆
，
 

か
^
 

£
 

の
®
 

し，
， 

に
な
つ
 

て
し
 

1
5
4
0
 

m
 

s
 

x
 

—
B
A
S
—
c
f
f
 

ly
l 

は
、
 

い
よ
い
よ
 

そ
の
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

作
り
に
 

か
 

か
る
 

ゾ
 

。
マ
シ
ン
の
 

^
 

V0
 

人
は
 

マ
シ
ン
を
 

•
な
い
 

人
は
 

イ
マ
 

ジ
ネ
 

I
 

シ
ヨ
 

ン
 

を
 

フ
ル
に
 

餳
か
せ
 

て
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

^
 

し
て
 

く
れ
。
 

今
回
は
 

次
の
 

ょ
ぅ
な
 

デ
ザ
ィ
ン
を
 

描
い
 

て
み
 

る
ゾ
。
 

I
 

見
す
 

る
と
 

複
雑
な
 

こ
の
 

図
 

形
 

も
'
 
 

順
序
ょ
 

く
 
 

I
 

つ
 

一
つ
 

ス
テ
ッ
プ
を
 

ふ
ん
で
 

い
け
ば
 

難
し
い
 

こ
と
は
 

な
い
。
 

大
 

切
な
の
は
、
 

自
分
で
 

I
 

つ
 

一
つ
 

キ
—
 

を
た
 

た
い
て
 

体
験
し
て
 

み
る
 

こ
と
 

だ
。
 

M
S
X
 

は
こ
れ
 

ま
で
の
 

パ
—
 

ソ
 

ナ
ル
 

コ
ン
 

ピ
ュ
ー
 

夕
 

に
く
ら
べ
 

格
段
に
 

安
く
、
 

ラ
ジ
カ
セ
な
 

み
の
 

価
格
で
 

手
に
入
る
。
 

実
際
に
 

触
れ
て
 

み
て
 

気
に
入
つ
 

た
も
の
を
 

買
っ
て
 

く
れ
。
 

頭
で
 

相
 

i
 

す
る
 

以
上
の
 

素
晴
 

し
い
 

世
界
が
 

広
が
る
 

ゾ
 

/
 

線
を
 

ひ
い
て
、
 

る 

さ
つ
き
の
 

デ
ザ
ィ
ン
は
 

四
角
形
を
 

拡
大
 

し
な
が
ら
 

並
べ
て
 

描
い
た
 

も
の
。
 

当
然
な
 

が
ら
 

モ
ニ
タ
 

画
面
に
 

線
が
 

ひ
け
な
く
て
 

は
 

で
き
な
い
 

ね
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
 

第
 

I
 

歩
と
 

し
て
 

線
を
 

ひ
く
 

こ
と
を
 

覚
え
よ
、
 

つ 
0 

を
み
 

て
 

れ
 

。
こ
れ
が
 

線
を
 

ひ
 

く
た
 

め
の
 

プ
ロ
 

グ
ラ
 

ム
だ
 

。
「
ワ
 

ッ 
難
し
い
 

も
ぅ
 

ダ
メ
 

ダ
/
」
 

な
 

ん
 

て
い
わ
ず
に
'
 
 

リ
 

ス
ト
 

ど
お
り
に
 

打
ち
 

込
ん
で
く
れ
。
 

. 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

打
 

ち
 

込
む
 

前
に
 

n
e
w
 R
E
T
U
R
N
 
 

の
 

)
 
I
I
 

で
 

キ
—
を
 

押
す
 

こ 
<
 

こ
れ
は
 

N
E
W
 

と
い
 ぅ
 

命
令
で
、
 

現
在
 

コ 

ン
 

ピ
ユ
ー
 

タ
の
 

記
憧
 

S
 

の
 

中
に
 

あ
る
す
 

ベ
て
の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

や
 

数
値
を
 

ク
リ
ア
し
 

て
 

カ
 

ラ
ッ
ポ
に
 

す
る
 

も
の
 

だ
。
 

キ
ミ
の
 

コ 

タ
イ
レ
 

QN
X 

モ
—
ド
 

と
 

プ
 

□
ク
ラ
ム
 

モ
—
ド
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
の
 

話
し
に
 

入
る
 

前
に
 

覚
え
 

て
 

欲
し
い
 

言
葉
に
"
 

ダ
イ
レ
ク
 

ト
モ
—
/
 

と
 

ヲ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
 

モ
—
ド
 

♦
が
 

あ
る
。
 

ダ
 

イ
レ
ク
 

ト
モ
—
 

ド
は
 

直
接
 

モ
—
 

ド
と
 

も
 

呼
 

ば
れ
、
 

コ
マ
ン
ド
を
 

直
接
 

打
ち
込
み
 

リ
タ
 

I
 

ン
キ
ー
 

を
 

押
す
 

こ
と
で
 

実
行
さ
れ
 

る
。
 

メ
イ
ン
 

R
A
M
 

に
は
 

記
憶
さ
れ
 

な
い
 

の
 

^
 

く
り
 

返
し
 

実
行
す
 

る
 

こ
と
は
 

不
可
 

劈
 

ま
 

た
 

複
数
の
 

命
令
を
 

同
時
に
 

扱
う
 

こ
と
 

も
で
 

き
な
い
。
 

と
ま
 

あ
 

難
し
い
 

こ
と
を
 

害
い
た
 

け
ど
、
 

早
い
話
が
 

前
回
 

覚
え
た
 

P
R
 
 

I
N
 

T
 

々
M
S
X
*
 
 

R
E
 
 

T
U
R
N
 

が
 

直
接
 

モ
 

I
 

ド
に
 

あ
た
 

る
ん
だ
。
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

モ
—
 

ド
は
 

間
接
 

モ
ー
 

ド
と
 
も
 

呼
ば
れ
て
 

き
る
。
 

こ
れ
が
 

俗
に
言
う
。
 

フ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
で
'
 
 

ポ
ク
た
ち
 

が
 

マ
ス
タ
—
 

し
 

よ
う
と
し
 

て
い
る
 

モ
—
 

ド。
 

行
 

番
号
に
 

従
 

っ
て
 

順
序
よ
 

く 
命
令
を
 

ク
リ
ア
し
 

て
い
く
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
 

い
か
に
も
 

コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 

夕
が
 

動
い
て
 

い
る
と
 

い
う
 

印
象
を
 

ポ
ク
た
 

ち
に
 

与
え
て
 

く
れ
る
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
を
 

た
だ
の
 

箱
で
 

お
わ
ら
せ
な
 

い
た
め
に
 

も
ガ
 

ン
 

バ
ル
 

ゾ
 

/
 

ブ
 

□
ク
ラ
ム
を
 

つ 
 

< 
 

る
に
は
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
 

| 
 

口
に
い
 

っ
て
も
、
 

在
 

®
 

目 
理
や
 

給
与
 

計
算
な
 

ど
の
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

ユ
 

I
 

ス
 

か
ら
、
 

ゲ
 

ー
 

ム
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
の
 

よ
う
 

な
 

も
の
ま
で
 

さ
ま
ざ
ま
。
 

ど
ん
な
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
を
 

つ
く
る
 

に
し
て
も
、
 

コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 

夕
に
 

何
を
 

や
ら
せ
る
 

か
 

決
め
る
 

こ
と
が
 

大
 

切
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
 

最
中
に
 

頭
の
 

中
 

が
グ
 

チ
ャ
 

グ
 

チ
ャ
に
な
る
 

か
ら
ね
。
 

こ
れ
 

は
 

B
A
S
I
C
 

や
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
 

知
識
 

の
 

問
題
で
は
 

な
く
、
 

考
え
方
の
 

問
題
な
ん
 

だ
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
は
 

論
理
的
な
 

も
の
 

だ
 

か
ら
'
 
 

手
順
よ
 

く 
命
令
を
 

整
理
し
 

な
く
ち
 

や
ね
 

0 

入門 講座 【2】 
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M
S
X
-
B
A
S
I
C
 
で
は
 
カ
ラ
—
 
力
 

1
6
 色
 使
え
る
。
 

そ
こ
で
 
今
の
 
L
I
N
E
 

文
 

に
 カ
ラ
—
 
命
令
を
 
加
え
て
 
み
よ
、
 つ。 

二
 行
 

目
で
 座
標
を
 指
定
し
た
 後
に
，
 8 を

 打
ち
 
K
^
 

込
ん
で
く
れ
。
 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 実
行
す
 
る
 

一 

と
 赤
い
 
線
が
 
ひ
か
れ
た
 
ね
。
 
数
字
を
 
変
え
 

— 
□ 

て
 や
る
 
と
 さ
ま
ざ
ま
な
 
色
に
な
る
 
ゾ
 。
カ
ー
 か
 

ラ
—
 コ
|
 ド
の
 対
応
は
 次
の
と
 お
り
。
 
ど
 
3 

ん
な
 
色
に
な
る
 
か
 試
し
て
 
く
れ
。
 
 

図
 

ド
と
 
グ
ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
モ
—
 
ド
つ
 
て
 
呼
ば
れ
 

て
い
る
 
か
ら
 
わ
か
り
や
す
 
い
ね
。
 
M
S
X
 

B
 
 
A
 
 
s
 
丨
 
C
 
で
は
 
特
に
 
指
示
し
 
な
い
か
 

ぎ
り
 
テ
キ
 
ツ
 ト
モ
—
 
ド
に
 
な
つ
て
 
い
る
か
 

ら
 、
絵
を
 
描
く
 
に
は
 
グ
ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
モ
—
 

ド
に
 
し
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
。
 
S
C
R
E
 

E
N
2
 
と
い
う
の
は
、
 
グ
ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
モ
 

I
 
ド
に
 
切
り
換
え
る
 
命
令
な
ん
 
だ
。
 

二
 行
 目
を
 
み
て
 
み
よ
う
。
 
L
I
N
E
 
と
 

か
い
て
 
あ
る
か
ら
 
線
を
 
ひ
く
 
命
令
ら
 
し
い
 

け
ど
、
 
カ
ツ
コ
 
や
ら
 
数
字
 
や
ら
が
 
何
を
 
意
 

味
し
て
 
る
か
 
わ
か
ら
な
 
い
ね
。
 
こ
の
 
数
字
 

は
 線
を
 
ひ
く
 
位
置
を
 
示
し
て
 
い
る
ん
だ
。
 

M
S
X
 
 

B
A
S
I
C
 

の
 

グ
ラ
フ
 

イ
ツ
 

ク
モ
—
 

ド
で
は
 

横
 

?
 

56
 

個
 

X
 

縦
 

19
2 

個
の
 

約
 

5
 

万
 

個
の
 

点
を
 

紙
み
 

合
わ
せ
る
 

こ
と
で
 

絵
を
 

描
く
。
 

こ
の
ぼ
う
 

大
な
 

点
の
 

中
か
ら
 

任
意
 

の
 

点
を
 

指
定
す
 

る
に
は
 

横
〇
〜
 

25
5 

、 
縦
 

〇 

〜 
19
1 

の
 

座
標
で
 

決
め
て
 

や
れ
ば
 

い
い
。
 

線
を
 
ひ
く
た
 
め
の
 
L 

I 
N  E 命

令
は
 
次
 

の
よ
う
 
な
 型
で
 
使
う
 

(
図
 2)。 

線
の
 
両
端
を
 
そ
れ
ぞ
れ
 

(
横
'
 
 縦
)
 
の
 

よ
う
に
し
て
 
指
定
し
て
 
や
る
 
と
 
線
が
 
ひ
け
 

る
ん
だ
。
 
さ
つ
き
の
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
だ
と
 
横
 

20 、
縦
 
20 の

点
か
ら
横
 
70 、

縦
 
20 の

点
に
 

む
か
つ
て
 
直
線
を
 
ひ
く
つ
て
 
こ
と
 
だ
ね
。
 

線
の
 
は
じ
め
と
 
お
わ
り
の
 
座
標
を
 
変
え
る
 

と
、
 
さ
ま
ざ
ま
な
 
直
線
が
 
ひ
け
る
 
ゾ
 
/
 

さ
て
 
最
後
に
 
三
 行
 目。 

今
は
 
詳
し
く
 
説
 

明
 し
な
い
け
 
ど、 

こ
の
 
行
が
な
い
 
と
ど
う
 

な
る
 
か
 試
し
て
 
く
れ
。
 

3
0
 
 
R
E
T
S
N
 

と
 入
力
す
 
る
と
 
三
 行
 目
が
 
削
除
さ
れ
 
る
。
 

こ
の
 
状
態
で
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
動
か
す
 
と、 

線
を
 
ひ
く
と
 
同
時
に
 
画
面
が
 
消
え
て
 
し
ま
 

#rN 
g
l
 。 

一 
1 4
 
 
方
ぐ
 

7
)
 ゲ
1
 
_
 ̂
 
目
 
7
)
 [
S
:
 I
I
J
 

図 

た
て
 

3 

W
 
命
令
は
 
必
要
な
い
。
 
B
A
S
I
C
 
の
ゲ
 

1 
ム
で
 
遊
ん
だ
 
後
は
、
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

コ 

ン
ピ
ユ
 
I 
夕
の
 
中
に
 
残
つ
 
た
ま
 
ま
な
の
で
、
 

N
E
W
 
を
 
打
ち
込
ん
で
く
れ
。
 
そ
の
ま
ま
 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 
打
ち
込
ん
で
 
い
く
と
 
二
つ
 

の
 プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 
ま
ざ
つ
 
て
し
 
ま
ぅ
 
こ
と
 

が
 あ
る
ん
だ
。
 
新
し
い
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
打
 

ち
 込
む
 
と
き
に
は
 
N
E
W
 
を
 忘
れ
な
い
 
よ
 

'
っ
に
 
し
て
 
く
れ
。
 

い
よ
い
よ
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
打
ち
込
む
。
 

&IHD1 2 
の
よ
ぅ
に
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
内
容
を
 

表
示
し
た
 
も
の
を
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
リ
ス
 
ト
と
 

呼
ん
で
 
い
る
。
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 
リ
ス
 
ト
の
 
左
 

端
を
み
る
と
、
 

|0 、 20 、 30 
、
と
番
号
が
 

つ
い
て
い
 

る
ね
。
 

こ
れ
は
 

行
 
番
号
と
 

い
つ
 

て
、
 
プ
ヨ
 
グ
ラ
ム
の
 
実
行
の
 
順
序
を
 
表
わ
 

し
て
い
 
る
ん
だ
。
 
こ
の
 プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
場
 

合
 だ
と
 I 0 i

 20 i
 30 の

 順
で
 命
令
が
 実
行
 

さ
れ
て
 
い
く
つ
て
 
こ
と
 
だ
ね
。
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
 

ム
 は
こ
の
 
行
 ご
と
に
 
打
ち
込
ん
で
く
れ
。
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ス
ぺ
 
—
ス
を
 
空
け
る
 
に
は
い
 
ち
ば
ん
 
下
に
 

あ
る
 
細
長
い
 
キ
ー
 
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
 

普
通
の
 
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
と
 
同
じ
 
配
列
に
 
な
 

つ
て
い
 
る
か
ら
 
安
心
 
だ
ね
。
 

I
 つ
の
 
行
を
 

ま
ち
が
い
 
な
く
 
打
ち
 
お
わ
つ
 
た
ら
、
 
お
も
 

む
ろ
に
 
RETURN キ

—
を
 
押
 そ、 っ。 

こ
の
 
キ
 

I
 
を
 
押
す
 
こ
と
で
、
 
そ
の
 
行
 
全
体
が
 
コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
の
 

記
憶
*
！
!
 
 

(
メ
モ
リ
)
 

の
 中 

.
に
 記
憶
さ
れ
 
る
ん
だ
。
 
RETURN 

キ
—
を
 
押
 

さ
な
け
れ
ば
、
 

い
く
ら
 

モ
ニ
タ
 

画
面
の
 

上
 

に
 表
示
さ
れ
 
て
い
て
も
 
メ
モ
リ
に
は
 
記
憶
 

さ
れ
な
い
 
の
で
 
注
意
し
て
 
く
れ
。
 

R
E
T
U
R
N
 
を
 
押
す
 
前
に
 
そ
の
 
行
の
 
打
ち
 
間
違
 

い
 
(
タ
ィ
プ
 
ミ
ス
)
 

に
 気
づ
い
た
ら
、
 

ど
 

う
や
つ
 
て
 直
せ
ば
 
よ
い
だ
ろ
う
。
 
キ
—
を
 

押
し
た
直
後
、
ミ
ス
に
気
づ
い
た
ら
 

00 5 

キ
—
を
 
押
す
 
(
i
 
3 参

照
)
。
 
力
—
 
ソ
ル
 

が
一
つ
 
左
に
 
移
動
し
、
 
間
違
え
た
 
文
字
を
 

消
し
て
 
く
れ
る
 ゾ
 。
力
—
 
ソ
ル
と
は
 画
面
 

に
 表
わ
れ
る
 
小
さ
な
 
四
角
形
の
 
こ
と
で
、
 

次
に
 
打
ち
込
ん
だ
 
文
字
が
 
画
面
の
 
ど
こ
に
 

表
示
さ
れ
 
る
の
 
か
を
 
示
し
て
 
く
れ
 
る
ん
 G
 

|
 行
 打
ち
込
ん
だ
ら
 
次
の
 
行
 も
 打
ち
込
 

も
う
。
 
 

%
 

2
0
 
 L
 
 I  N

 
 E
 
 (2 P

 
20 )

 
丨 

(70, 

2
 

〇
 

)
 

刀 
 

E
T
U
R
N
 

カ
ツ
コ
は
 

SH
IF
T 

キ
—
を
 

押
し
な
が
ら
 

キ
 

1 
を
 

打
ち
込
む
 

と
 

表
示
さ
れ
 

る
ゾ
。
 

3
0
 
 G  0

 
 T  0

 
 
3
 0
 R
E
T
U
R
N
 

こ
れ
で
 

1
 ¢
 フ
ロ
 
グ
ラ
ム
を
 
打
ち
込
む
 

こ
と
が
で
き
た
。
 す

ぐ
に
で
 

も
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

動
か
し
て
 

み
た
い
 

け
ど
、
 

ち
よ
つ
 

と
 

待
つ
 

て
 

く
れ
。
 

正
し
く
 

打
ち
込
ま
れ
 

た
か
 

ど
う
か
 

確
認
し
 

て
み
 

よ
う
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
内
容
を
 
み
る
 
命
令
は
、
 

L
I
S
T
 
と
い
、
 
っ
 
0 

厂  I  s  T
 
 刀 E

T
U
R
N
 

と
キ
ー
 
ィ
ン
す
 
る
と
、
 
今
 打
ち
込
ん
だ
 
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
 
リ
ス
 
ト
が
 
表
示
さ
れ
 
る。 

打
ち
 

込
む
 時
に
は
 小
文
字
で
 
も、 

リ
ス
 
ト
を
 と
 

る
と
 
コ
ン
 
ピ
ュ
 
—
夕
が
 
自
動
的
に
 
大
文
字
 

に
 変
換
し
て
 
く
れ
る
。
 
タ
イ
プ
 
ミ
ス
が
 
な
 

い
か
よ
 
く 確

認
し
て
 
く
れ
。
 
も
し
 
間
違
い
 

を
み
 つけ
た
ら
、
 

力
—
 ソル
を
 
間
違
つ
 
た
 

と
こ
ろ
ま
で
 
移
動
し
て
 
打
ち
 
直
 そ、 つ。 

力
 

I
 
ソ
ル
を
 
動
か
す
 
た
め
の
 
キ
—
は
 
キ
—
ボ
 

I
 ド
の
 右
側
に
 あ
る
。
 

打
ち
 直
し
た
 あ
と
 

も
 RETURN キ

—
を
 
忘
れ
ず
に
。
 
修
正
し
た
 

こ
と
が
 
コ
ン
 ピ
ユ
—
 
夕
に
 
伝
わ
ら
な
い
 
ゾ
。
 

/ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
動かす、、 ソ

 

慣
れ
な
い
 
キ
—
ポ
 
I 
ド
と
 
格
闘
す
 
る
 
こ 

と
 
二
十
 
分
。
 
い
よ
い
よ
 
記
念
す
べ
き
 
第
 
I
 

号
 プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
動
か
し
て
 
み
よ
、
 っ。 

プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
を
 
動
か
す
 
た
め
の
 
命
令
は
 

か R 

U
N
"
。
 
走
る
 
つ
て
 
意
味
 
だ
。
 

刀
 
 U
 
 N
R
E
T
U
R
M
 

と
 打
ち
込
ん
で
、
 

写
 直
 (4 の

よ
う
に
 
線
が
 

引
か
れ
れ
ば
 
ま
ず
は
 
成
功
。
 
こ
れ
 
だ
け
で
 

は
お
 
も
し
ろ
 
く
も
な
ん
 
と
も
な
い
 
け
ど
、
 

よ
り
 
複
雑
な
 
図
形
を
 
描
く
 
た
め
の
—
 
ス
テ
 

ッ
プ
 
だ
か
ら
 
お
ろ
そ
か
に
 
し
な
い
で
 
く
れ
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
実
行
を
 
終
わ
ら
せ
 
る
に
は
、
 

C
T
R
T
 
キ
—
を
 
押
し
な
が
ら
 
S
T
O
P
 
キ
ー
 

を
 押
す
 
こ
と
。
 
Break  in 

行
 番
号
と
 
表
示
 

さ
れ
て
、
 
ダ
イ
レ
ク
 
ト
モ
—
 
ド
に
 
も
ど
る
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 
内
容
が
 
ど
ん
な
 
も
の
 
か
 

調
べ
て
 
み
よ
う
。
 

ス
ク
 
リ
—
ン
 
と
か
 
ラ
イ
 

ン
 と
か
 
打
ち
込
ん
 
だ
の
で
、
 
大
方
の
 
見
当
 

は
つ
い
た
 
か
な
。
 

I
 行
 
目
の
 
命
令
は
 
絵
を
 
描
く
 
f
 
を
す
 

る
 命
令
 
だ
。
 
前
回
で
 
も
 触
れ
た
 
よ
う
に
、
 

M
s
x
-
B
 
 
A
 
 
s
 
 
I
 
 C
 
で
は
 
文
字
を
 
#
 
く
 

モ
ー
 
ド
と
 
絵
を
 
描
く
 
モ
—
 
ド
は
 
別
に
な
 

つ 

て
い
 
る
ん
だ
。
 
そ
れ
ぞ
れ
 
テ
キ
ス
 
ト
モ
—
 



轉 6 
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も
 

か
け
 

る
ん
だ
。
 

今
は
 

長
方
形
を
 

か
い
た
 

け
れ
ど
、
 

菱
形
で
 

も
 

台
形
で
 

も
 

四
す
 

み
の
 

点
を
 

結
ん
で
 

や
れ
ば
 

好
み
の
 

四
角
形
が
 

か
 

け
る
 

わ
け
 

だ
。
 

い
ろ
い
ろ
 

試
し
て
 

み
て
 

く 

れ 。 
> 

長
方
形
を
 

描
く
 

に
は
'
 
 

も
つ
 

と
 

S
 

な
 

方
法
が
 

あ
る
。
 

S
Q
U
A
R
E
 
 

(
四
角
)
 

と
い
つ
 

た
 

命
令
は
 

残
念
な
 

が
ら
な
い
 

け
ど
 

L
I
N
E
 

命
令
を
 

ち
ょ
つ
 

と
 

変
え
る
 

だ
け
 

で
 

四
角
が
 

か
け
 

る
ん
だ
。
 

今
 

入
つ
 

て
い
る
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

い
つ
た
ん
"
 

N
E
W
"
 

で
 

消
し
て
、
 

下
の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

打
ち
込
ん
 

で
 

く
れ
。
 

(
i
K
7
)
 

, 
B と
い
ぅ
の
 
が
 四
角
形
を
 
描
く
 
命
令
 

B
o
x
 
 
(
箱
)
 
の
 
略
 
だ
と
 
覚
え
れ
ば
 
い
い
 

ね
。
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
実
行
す
 
る
と
、
 
道
 疋
 

し
た
 
二
 点
を
 
対
角
線
の
 
頂
点
と
 
す
る
 
四
角
 

形
が
 
描
か
れ
る
。
 

|
 行
の
 
命
令
で
 
描
け
る
 

ん
 だ
か
ら
 
効
率
的
 
だ
。
 

8 
は
さ
つ
 

き
覚
 

え
た
 

線
の
 

色
を
 

決
め
 

る
 

命
令
 

だ
。
 

こ
れ
は
 

省
略
す
 

る
 

こ
と
 

も
で
 

き
て
、
：
 

B 
と
 

入
力
 

す
る
。
 

表
示
さ
れ
 

る
 

色
は
 

始
め
の
 

i
 

ど
 

お
り
、
 

こ
の
場
合
な
 ら
 

白
い
 

四
角
形
が
 

描
 

か
れ
る
。
 

し
—
 

N
E
 

に
 

関
す
 

る
も
う
 

|
 

つ
の
 

便
利
 

な
 

命
令
に
、
 

B
F
 

と
 

F 
) 

▲ 

まク ス
ッ
ル
 ク
ポ
イ
 

ツ
は
フ
 

ポ
た
ス
 

点 

丨点 

:4 NE 図：： 

い
う
の
 
が
 あ
る
。
 
ボ
ッ
ク
ス
 
フ
ル
の
 
略
で
、
 

描
い
た
 
四
角
形
を
 
塗
り
つ
 
ぶ
す
 
と
き
に
 
使
 

う
。
 
も
ち
ろ
ん
 
カ
ラ
—
 
コ
|
 
ド
で
 
色
を
 
指
 

定
 す
れ
ば
、
 
好
き
な
 
色
の
 
四
角
形
が
 
描
け
 

る
ゾ
。
 

こ
こ
で
も
う
 

|
 度
 L
I
N
E
 
命
令
に
 
関
 

し
て
 ま
と
め
て
 
お
く
の
で
、
 

よ
く
 覚
え
て
 

く
れ
 

。 
箇
4
)
 

四
角
を
 

た
く
さ
ん
 描
い
て
 

i
 今
の
 

方
法
を
 

使
え
ば
、
 

た
く
さ
ん
の
 

四
 

角
 

形
を
 

描
く
 

-(
7)
 

も
 

簡
単
み
た
い
 

だ
ね
。
：
 

B 

: 
B 

を
 

L
I
N
E
 

命
令
に
 

加
え
て
 

や
れ
ば
 

. 

い
い
ん
だ
 

。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
 

次
の
 

よ、
 

っ
に
 

な
る
。
 

(
I
 

さ
つ
 

そ
く
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

動
か
し
て
 

み
 

よ
う
 

7
 

ロ
グ
 

ラ
ム
を
 

動
か
す
 

こ
と
を
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
の
 

実
行
と
 

か
、
 

単
に
 

実
行
す
 

る
 

と
 

呼
ぶ
 

場
合
が
 

多
い
)
。
 

今
ま
で
は
 

R 
 

u 
 

N 

R
E
T
U
R
N
 

と
い
ち
い
 

ち
 

キ
ー
を
 

押
し
 

て
い
た
け
 

ど、
 

ち
ょ
っ
 

と
 

面
倒
 

だ
ね
。
 

キ
 

I
 

ボ
 

I
 

ド
の
 

左
上
に
 

あ
る
 

フ
ァ
ン
ク
 

シ
ョ
 

ン
キ
ー
 

を
 

使
っ
て
 

み
よ
う
。
 

|
 

番
 

右
の
 

F5
 

の
キ
—
 

に
は
 

R
U
N
 
 

R
E
T
U
R
N
 

と
 

同
 じ
 

内
容
が
 

登
録
さ
れ
 

て
い
る
 

の
で
、
 

一
度
 

押
す
 

だ
け
で
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

実
行
が
 

始
ま
 

る
ゾ
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

実
行
す
 

る
と
、
 

|
 

応
意
 

図
し
た
 

と
お
り
の
 

結
果
は
 

で
て
 

い
る
よ
う
 

だ
。
®
 

m
9
)
 

で
も
、
 

最
初
に
 

み
た
 

デ
 

ザ
 

イ
ン
に
 

ま
だ
 

ほ
ど
 

遠
い
 

ね
。
 

も
っ
 

と
ず
つ
 

と
 

多
く
の
 

四
角
形
を
 

描
か
な
け
れ
ば
 

ダ
メ
 

だ
。
 

今
の
 

方
法
で
は
 

描
く
 

四
角
形
の
 

数
 

だ
 

け
 

L
I
N
E
 

文
を
 

用
意
し
 

な
け
れ
ば
 

な
ら
 

な
い
。
 

何
 

か
い
い
 

方
法
は
 

な
い
か
な
 

ァ。
 

灣
 

返
し
に
 

便
 

裂
 

F
O
R
 

〜
 

N
E
X
T
 

審 の
 

リ
ス
 

ト
を
 

も
う
 

一
度
よ
 

く
み
 

て
 

く
れ
。
 

L
I
N
E
 

命
令
の
 

中
に
、
 

何
 

か
 

規
則
 

性
み
た
い
 

な
 

も
の
が
 

み
つ
か
つ
 

た
か
 

I 

!il! 

11 
ut 

〇  9 

〇  t  G 
*  1 

な
箇
 15 )。 

L
I
N
E
 

文
の
 

カ
ッ
コ
の
 

中
の
 

数
字
が
 

か
わ
っ
 

て
い
る
 

だ
け
 

だ
か
ら
、
 

変
数
で
 

お
 

き
か
え
て
 

し
ま
え
ば
 

よ
さ
そ
う
 

だ
。
 

L 
 

— 

N
E
 

命
令
の
 

書
式
を
 

説
明
す
 

る
 

時
に
 

X
2
 

と
 

か
 

Y2
 

な
ど
の
 

変
数
を
 

使
っ
 

て
い
る
 

か
ら
 

感
 

覚
 

的
に
は
 

も
う
 

わ
か
っ
て
 

い
る
ね
。
 

M
s
 

X
 
 

-
 
 

B
A
S
I
C
 

で
 

使
、
 

备
 

数
は
 

先
頭
が
 

ア
ル
フ
ァ
 

ベ
ッ
ド
 

で
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

変
数
 

名
を
 

ど
う
す
 

る
か
は
 

自
由
 

だ
け
ど
、
 

M
 
 

s
 
 

X
 

は
 

最
初
の
 

二
 

文
字
し
 

か
 

識
別
し
 

な
 

い
の
で
 

注
意
が
 

必
 

I
T
 
 

X
X
I
 

と
 

X
X
2
 

で
は
、
 

同
じ
 

変
数
 

だ
と
 

見
な
さ
れ
て
 

し
ま
 

う
ん
だ
。
 

さ
て
、
 

変
数
を
 

使
っ
 

て
 

L
I
N
E
 

文
を
 

整
理
す
 

る
と
 

こ
ん
な
 

形
に
な
る
 

(
図
 

5)
。 

あ
と
は
 

変
数
 

X 
の
 

値
を
 

少
し
ず
つ
 

か
え
 

て
 

や
れ
ば
 

い
い
ね
。
 

こ
こ
で
は
 

X 
の
 

値
を
 

2
0
 

か
ら
 

9
0
 

ま
で
 

2
 

ず
つ
 

か
え
て
 

四
角
形
を
 

く
り
 

返
し
 

か
か
せ
る
 

こ
と
に
し
よ
、
 

っ
。
 

こ
の
よ
う
な
 

繰
り
返
し
に
 

威
力
を
 

発
揮
 

す
る
 

の
が
 

F 
 

◦ 
 

R 
 

} 
 

N 
 

E 
 

X 
 

T 
命
令
 

だ
。
 

F
O
R
 

と
 

N
E
X
T
 

は
 

必
ず
 

2
 

つ
 

対
で
 

吏
 

、っ
。 

基
本
的
な
 

型
は
 

上
の
と
 

お
り
 

(
図
 

6)
。 

こ
れ
 

だ
け
 

じ
 

や
よ
 

く
わ
か
ら
 

な
い
 

の
で
、
 

例
を
 

だ
し
て
 

考
え
て
 

み
よ
、
 

っ。
 

F
O
R
 

と
 

N
E
X
T
 

を
 

吏
つ
 

て
プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
を
 

つ
く
つ
 

て
み
 

る
と
 

次
の
よ
う
に
な
 

る
。
 

N
E
W
 

で
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

消
し
て
 

打
 

ち
な
お
し
て
く
れ
。
(
写
真
 

|0
 

)
 

こ
こ
で
は
 

X 
の
 

値
が
 

20
 

か
ら
 

90
 

ま
で
 

2 
づ
 

つ、
 

つ
ま
り
、
 

20
 

、 
22
 

、 
24
 

.
 

と
 

り
な
ん
だ
。
 

|
 

種
の
 

お
ま
じ
な
い
 

と
し
て
 

覚
え
て
 

い
て
 

く
れ
。
 

尚
、
 

G
O
T
O
 

の
 

あ
 

と
の
 

数
字
は
 

必
ら
ず
 

行
 

番
号
と
 

同
じ
に
 

な
 

る
ゾ
。
 

四
角
形
を
 

描
ぃ
て
 

f
 

っ 

線
の
 
ひ
き
 
か
た
が
わ
か
っ
た
 
な
ら
'
 
 四
 

角
 形な
ん
 

て
 簡単
に
 

か
け
る
 

ね
。
 
四
つ
の
 

線
を
 
つ
な
い
で
 
ひ
け
ば
 
い
い
ん
だ
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
 

次
の
よ
ぅ
に
な
る
。
 

(
写
 

真
 

5
)
 

三
〜
 

五
行
が
 

少
し
 

形
が
 

か
わ
っ
 

て
い
る
 

ゾ
 

。
線
の
 

ひ
き
 

は
じ
め
の
 

点
 

(
始
 

点
)
 

が
 

ま
え
に
 

ひ
い
た
 

線
の
 

お
わ
り
の
 

点
 

(
終
点
)
 

と 
同
じ
 

点
で
 

あ
る
と
き
は
、
；
 

か
 

省
略
 

で
き
る
 

こ
と
に
な
 

つ
て
い
 

る
か
ら
 

だ
。
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
を
 

動
か
し
て
 

み
る
と
 

El
IH
iK
6 

の
 

よ
ぅ
に
 

確
か
に
 

四
角
形
が
 

か
け
る
 

ね
。
 

こ
の
 

方
法
を
 

使
え
ば
 

ど
ん
な
 

四
角
形
で
 

入門 講座 [2] 

60 
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に対しては、 働かない。 

COLOR  前景、 背景、 周辺 色の 順で^ される 3 
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増
や
し
な
が
ら
、
 

三
 

行
 

目
の
 

L
I
N
E
 

文
 

を
く
 

り
 

返
し
 

実
行
し
て
 

い
る
。
 

で
き
あ
が
 っ
た
 画
面
は
 写
 首 〖 10 だ。 

た
 

っ
た
 
5 
行
の
 
簡
単
な
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
 

こ
れ
 

だ
け
の
 
も
の
が
 
か
け
る
 
と
は
 
大
し
た
 
も
の
 

だ
ね
。
 

こ
こ
で
は
 

X 
の
 

値
を
 

2 
づ
つ
 

増
や
し
て
 

み
た
け
 

ど、
 

5
f
 

つ
に
 

す
る
と
 

ど
ぅ
な
る
 

か
な
。
 

CT
R 

+
 ST
O 

(
 CT
R 

キ
 

I を
 
押
し
な
が
ら
 

キ
—
を
 

押
す
 

こ
と
)
 

で
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

実
行
を
 

終
わ
ら
せ
て
か
ら
、
 

力
 

I 
ソ
ル
を
 

勤
 

か
し
て
 

2 
行
の
 

S
T
E
P
 

2 
を
 

S
T
E
 

P
 
 

5
 

に
 

打
ち
 

直
し
て
 

再
度
 

実
行
し
て
 

み
よ
 

う
。
 

実
行
 

例
は
 

の
せ
な
い
 

の
で
 

各
自
 

確
認
 

し
て
 

く
れ
。
 

(
i
l
 

ll
 

)
 

最
後
に
 
四
角
形
が
 
手
前
に
 
く
る
 
ほ
ど
 
大
 

な
る
こ
と
 
を
 忘
れ
な
い
で
 
く
れ
。
 

こ
れ
で
 

|
 

応
の
 

目
標
に
 

た
ど
り
つ
く
 

こ
と
が
で
き
た
。
 

今
月
 

出
て
 

き
た
 

B
A
S
 

1
C
 

の
 

命
令
を
 

ま
と
め
て
 

お
く
の
で
 

よ
く
 

復
習
し
て
 

く
れ
。
 

き
く
な
る
 
よ
ぅ
に
し
て
 
み
よ
、
 つ。 

実
際
に
 

四
角
形
を
 
描
い
て
 
い
る
と
 
こ
ろ
は
 
三
 行
 目
 

だ
か
ら
 
L
I
N
E
 
文
の
 
カ
ツ
コ
の
 
中
の
 
計
 

算
 式
^
 
一
一
せ
ば
 
よ
い
だ
 
ろ、 つ。 

こ
こ
で
は
 

次
の
よ
う
に
し
て
 
み
た
 
(
霊
ハ
 
|2 )

。
カ
ッ
 

コ
の
 
中
の
*
 
の
 マ
—
 
ク
 は
、
 
前
回
で
 
も
 ふ
 

れ
 た
よ
ぅ
に
、
 

カ
 ケ
算
の
 
記
号
。
 
ア
ル
フ
 

ア
ベ
 
ッ ド

の
 
X 
と
 間
違
え
 
や
す
い
た
 
め
、
 

* の
 記
号
を
 
カ
 ケ
算
に
 
使
っ
て
 
い
る
の
 だ
 ,' B 

足
し
算
 
だ
け
で
な
く
 

カ
 
ケ
算
を
 
使
っ
 
た
た
 

め
に
'
 
 
四
角
形
は
 

表
示
さ
れ
 

る
 
ご
と
に
 
大
 

き
く
な
 
っ
て
 
く
る
わ
け
 
だ。 

か
け
る
 
数
を
 

2
 
で
な
 
く
 
 3
 
に
し
た
ら
、
 

も
つ
 
と
 
大
き
な
 

阻
 角
 形
に
な
る
 
け
ど
、
 

X 
が
 90 の

と
き
、
 

X
 
 *
3
 
+
 
 5
 は
 2
7
5
 と
な
っ
 
て
 画
面
か
ら
は
 

み
 出
し
て
 
し
ま
う
 
の
で
 
要
注
意
。
 

と
も
あ
れ
、
 

カ
ツ
コ
の
 

中
を
 

変
え
る
 

こ
 

と
で
、
 

い
ろ
い
ろ
な
 

大
き
さ
の
 

四
角
形
が
 

か
け
た
 

ね
。
 

ラ
イ
ン
の
^
^
 

か
 

又
て
 

つ 

L
 

I
 

N
E
 

文
の
 

カ
ラ
 

I
 

コ
 

I
 

ド
を
 

か
え
 

れ
ば
 

表
示
さ
れ
 

る
 

色
が
 

か
わ
る
 

の
は
 

わ
か
 

っ
た
け
 

ど
'
 
 

そ
の
 

^
 

フ
ロ
 

グ
ラ
ム
の
 

実
行
 

を
 

中
止
し
て
 

打
ち
 

直
す
 

の
は
 

面
倒
 

だ
ね
。
 
カ
ラ
—
 

力
—
 

ド
は
 

〇 
か
ら
 

15
 

ま
で
 

順
番
に
 

ふ
え
て
い
 

く
か
ら
、
 

F
O
R
 

〜 
N
E
X
T
 

ル
ー
 

プ
を
 

利
用
し
て
 

カ
ラ
—
 

コ
|
 

ド
を
 

変
 

え
る
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

作
っ
て
 

み
ょ
ぅ
。
 

注
 

意
す
 

る
の
は
 

F
O
R
 

〜 
N
E
X
T
 

ル
—
 

プ
 

が
 

複
数
に
 

な
っ
た
 

と
き
に
、
 

ル
—
 

プ
 

同
士
 

が
 

重
な
り
合
わ
な
い
 

ょ
ぅ
に
す
 

る
っ
 

て
こ
 

と
だ
。
 

写
真
 

13
 

が
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

だ
。
 

力
 

ラ
 

I 
コ 

ー 
ド
 

C 
が
 

2 
か
ら
 

始
ま
つ
 

て
い
る
 

の
は
、
 

〇 
が
 

透
明
で
—
 

が
 

黒
の
 

た
め
、
 

四
 

角
 

形
を
 

描
い
て
も
 

バ
ッ
ク
の
 

色
と
 

同
じ
に
 

な
っ
て
 

み
え
な
い
 

か
ら
だ
。
 

試
し
に
 

50
 

行
 

と
 

60
 

行
を
 

入
れ
替
え
て
 

実
行
す
 

る
と
 

N
E
X
T
 
 

w
i
t
h
o
u
t
 
 

F
O
R
 
 

i
n
 
 

6
0
 

と
 
エ
ラ
ー
 
が
 出
る
 
は
ず
 
だ
。
 
変
数
 

C
 に
関
す
る
 

2
0
 行
と
 5
0
 行
の
 ル
ー
。
 

フ
と
変
 

数
 X に

関
す
る
 30 行

と
 60 行

の
 ル
—
 プ
が
 

互
い
違
い
に
 

重
な
っ
て
 

い
る
た
 

め
に
'
 

60 

行
を
 
N
E
X
T
 
に
 対
^
 
V
 る
 
F
O
R
 
文
が
 

み
つ
け
ら
れ
ず
 
エ
ラ
—
 
に
な
っ
 
た
ん
だ
。
 

複
数
の
 
F
O
R
 

〜 
N
E
X
T
 
ル
ー
 プ
 を
つ
 

く
る
と
 
き
は
、
 

|
 つ
の
 
ル
—
 プ
が
 
必
ら
ず
 

他
の
 
ル
ー
 プ
の
 
内
部
 
(
入
れ
子
 
構
造
)
 

に
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。
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ル
の
 

複
雑
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め
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シ
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ふ
 ふ
 ふ
…
 と 笑って、 

自
信
 作
 一挙 7 点

 発
表
，
 

や
っ
た
 

6
 

パ
ワ
 

1 
の
 

コ
 

ナ
ミ
エ
 

業
㈱
 

春 

乙
 

か
え
 

お
ろ
う
 

ク
 

••
 

0
 

に
は
い
 

ら
ん
 

か
/
 

こ
の
 

タ
 

ロ
ッ
ガ
 

ー"
 

が
 

ゲ
ー
ム
 

フ
リ
—
 

ク
ス
 

達
に
 

言
わ
せ
る
 

と
、
 

ア
メ
リ
カ
 

の
 

ゲ
—
ム
 

ソ
フ
ト
は
 

日
本
の
 

も
の
に
 

く
ら
べ
る
 

と
、
 

数
 

段
 

上
を
 

行
つ
 

て
い
る
、
 

と
い
う
 

こ
と
に
な
る
 

ら
し
 

い
け
れ
 

ど
、
 

け
つ
し
て
 

そ
ん
な
 

こ
と
は
 

な
い
 

の
 

だ
ょ
 

と
い
う
 

お
話
し
を
 

ひ
と
つ
。
 々
フ
ロ
 

ッ
ガ
 

I
"
 

つ
て
い
 

う
 

ゲ
ー
ム
 

、
ゲ
—
 

ム
フ
リ
 

—
ク
を
 

名
の
る
 

君
な
ら
、
 

知
ら
な
い
 

な
ん
て
 

言
わ
せ
 

な
い
。
 

な
ん
ど
と
 

な
く
 

雑
誌
で
 

見
か
け
た
 

こ
と
が
あ
 

る
だ
ろ
う
。
 

名
前
の
と
 

お
り
、
 

や
た
ら
 

ス
ト
イ
ッ
ク
 

な
 

「
か
え
る
 

君
」
 

が
 

約
 

一
匹
、
 

お
 

家
め
 

ざ
し
て
、
 

そ
 

れ
 

こ
そ
 

デ
イ
 

ズ
ニ
ー
 

の
 

フ
ア
ン
 

タ
 

ジ
ア
よ
 

ろ
し
く
、
 

旅
を
 

続
け
る
 

と
い
う
 

ゲ
—
ム
 

な
ん
だ
 

け
れ
ど
、
 

こ
れ
 

ア
メ
リ
カ
の
 

ゲ
ー
ム
 

ソ
フ
ト
 

チ
ヤ
—
 

卜
を
 

に
ぎ
わ
せ
 

た
、
 

起
ズ
 

グ
レ
 

ゲ
—
ム
 

ソ
フ
ト
な
ん
 

だ
な
。
 

実
は
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

、
メ
イ
 

ド
 

•
イ
ン
 

•
ジ
ャ
パ
ン
。
 

作
 

つ
た
の
は
 

れ
つ
き
 

と
し
た
 

日
本
人
。
 

〈
コ
ナ
ミ
 

エ
業
〉
 

が
 

そ
も
そ
も
の
 

張
本
人
 

な
ん
だ
。
 

「
コ
ナ
 

ミ
コ
 

ウ
ギ
 

ョ
ウ
？
」
 

知
ら
な
い
 

人
に
は
、
 

ハ
イ
 

パ
—
 

オ
リ
ン
 

ピ
 

•
ソ
ク
 

は
ど
う
 

だ
 

/
 

ス
—
 

パ
—
 

コ
ブ
ラ
な
ら
 

知
つ
 

て
ん
 

だ
ろ
う
/
と
 

質
問
ぜ
 

め
に
 

し
て
み
た
い
、
 

そ
れ
ほ
ど
 

知
る
 

人
ぞ
 

知
る
、
 

ビ
ッ
グ
な
 

ソ
フ
ト
 

メ 
 

— 
力
—
。
 

そ
 

そ
も
そ
も
 

n
 

ン
ピ
ユ
 

I 
タ
ー
は
 

ア
メ
リ
カ
か
ら
 

や
つ
 

て
 

来
た
 

ワ
ケ
 

で
、
 

そ
れ
で
な
 

く
と
 

も
、
 

何
か
と
い
 

う
 

と
 

ア
メ
リ
カ
、
 

ア
メ
リ
カ
 

つ
て
う
る
 

さ
い
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I
 

夕
—
界
 

で
、
 

こ
こ
 

だ
け
が
 

「
ア
メ
リ
カ
 

な
ん
て
 

目
 

じ
 

や
な
い
 

ね
 

0 」 
つ
て
 

顔
し
て
、
 

メ
イ
 

ド
 

•
イ
ン
 

•
ジ
ャ
 

パ
ン
の
 

ゲ
ー
ム
 

ソ
フ
ト
を
 

お
く
り
こ
ん
で
 

い
る
の
 

だ
 

か
ら
 

リ
ツ
 

パ
。
 

ま
、
 

こ
ん
な
 

ア
ウ
 

ト
 

ラ
イ
ン
ぐ
 

ら
い
 

知
ら
な
い
 

人
は
 

モ
 

グ
リ
 

だ
ね
。
 

「
も
つ
 

と
く
 

わ
し
く
 

知
リ
 

た
い
な
 

0 」 
な
ん
て
 

考
え
て
 

る
 

少
年
少
女
 

の
た
め
に
 

今
日
は
 

リ
ポ
ー
 

ト
し
ち
 

ゃ
う
。
 

コ
ナ
ミ
 

エ
業
と
は
、
 

昭
和
 

48
 

年
に
 

誕
生
し
た
、
 

や
た
 

ら
 

若
い
 

会
社
。
 

若
い
 

か
ら
 

発
想
が
 

自
由
で
、
 

パ
ヮ
—
 

一
〇
〇
 

％
。
 

日
本
で
は
 

数
 

少
な
い
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

開
 

発
メ
ー
 

カ
ー
 

な
ん
だ
 

け
れ
ど
、
 

ふ
つ
う
の
 

シ
ス
テ
ム
 

ハ
ウ
ス
な
ら
、
 

「
こ
ん
な
 

ソ
フ
ト
 

作
つ
 

て
ち
 

ょ
う
 

だ
 

い
。
」
 

つ
て
い
 

う
才
—
 

ダ
—
 

メ
イ
 

ド
 

だ
よ
 

ね
。
 

で
も
、
 

コ
ナ
ミ
 

エ
業
は
、
 

「
こ
ん
な
 

ソ
フ
ト
が
 

お
も
し
ろ
い
 

0 

こ
ん
な
 

ソ
フ
ト
は
 

便
利
 

だ
」
 

と
、
 

自
主
的
に
 

開
発
し
 

て
 

二
—
 

ズ
 

(
要
望
)
 

を
 

作
り
上
げ
て
 

し
ま
う
 

と
い
う
、
 

お
そ
ろ
し
く
 

パ
 

ワ
—
の
 

あ
る
 

会
社
な
ん
 

だ
な
 

〇
パ
ワ
 

I
 

が
 

あ
る
か
ら
、
 

や
る
 

こ
と
が
 

デ
 

カ
イ
。
 

や
る
 

こ
と
 

が
 

デ
 

カ
イ
か
ら
 

マ
ネ
さ
れ
 

る
 

—
—
 

ソ
フ
ト
 

ウ
 

H 
ア
界
 

の
 

法
則
 

(
そ
ん
な
の
 

も
な
い
 

け
ど
)
 

ど
お
り
、
 

海
外
 

で
 

コ
ナ
ミ
の
々
 

海
賊
版
"
 

が
 

出
 

わ
 

ま
つ
て
 

い
る
、
 

と
 

い
う
 

ゆ
る
せ
な
 

い
け
ど
、
 

大
 

納
得
な
 

お
話
し
 

も
 

あ
る
 

の
で
す
。
 

プ
ロ
と
 

ア
マ
の
 

ち
が
い
、
 

コ
ナ
ミ
さ
ん
 

ち
/
^
 

よ
 

一 
く 

お
®
 

K
 

し
て
ま
い
 

り
ま
し
た
。
 

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
、
 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
—
 

の
ユ
 

ニ
—
 

ク
さ
 

ゲ
ー
ム
 

展
開
の
 

お
も
し
ろ
さ
、
 

ど
れ
を
 

と
つ
て
も
 

お
 

も
し
ろ
 

い
、
 

い
い
 

意
味
で
の
々
 

プ
ロ
 

フ
ェ
ツ
 

シ
 

ヨ
ナ
 

ル
"
 

を
 

感
じ
さ
せ
て
 

く
れ
る
 

コ
ナ
ミ
 

エ
業
の
 

ソ
フ
ト
、
 

作
つ
 

て
る
 

ほ
う
 

も
 

自
信
た
 

つ
ぶ
り
な
ん
 

だ
な
'
 
 

こ
れ
が
 

「
私
達
の
 

ゲ
—
ム
 

ソ
フ
ト
は
、
 

絵
 

や
 

小
説
と
 

同
じ
、
 

々
作
品
"
 

と
し
て
 

評
価
し
て
も
 

ら
い
た
い
 

0 」 
ド
ン
/
 

(
つ
く
え
を
 

た
た
く
 

音
)
 
 

言
い
ま
す
 

も
ん
ね
 

こ
ん
な
 

大
 

自
信
の
 

お
話
し
、
 

最
近
 

耳
に
 

し
な
 

か
つ
た
 

な
—
。
 

こ
れ
は
 

プ
ロ
、
 

プ
ロ
 

フ
 

H 
ツ 

シ
ヨ
 

ナ
ル
の
 

発
 

言
で
す
。
 

「
ア
マ
チ
ュ
ア
の
 

み
な
さ
ん
の
 

ご
 

活
躍
に
 

は
 

心
か
ら
の
 

拍
手
を
、
 

そ
ん
で
も
 

つ
て
、
 

は
や
く
 

私
 

達
と
 

シ
ヨ
—
 

ブ
 

し
ま
し
 

ょ
」
 

な
ん
て
い
 

う
 

迫
力
を
 

感
 

じ
て
 

し
ま
い
ま
す
。
 

(
考
え
す
 

ぎ
 

か
な
 

あ
 

〇)
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VIDEO  HUSTLER  ¥4,500 
(ビデオ/  \ス ラー） 
玉と 玉の リフレクションが 興奮 を 呼ぶ、 

ビリヤードの 楽し さを 家庭 用に アレンジ 
ジ / 

TIME  PILOT  ¥4,800 
(タイム バイ □ッ ト） 

時空を 超えた 戦閼 機の 空中 コン バッ 
卜 襲い 来る 敵機を 次々 と擎ち 落せ. グ 

SUPER  COBRA  ¥4, 000 
(スーパー コ： 7^) 

敵の 対空 攻荦は 激しい ぞ。 高射砲が、 

ミサイルが、 ときには UF0 が …… MM 
ヘリコプターで、 君は どこまで 進める か？ 

I し 0VE 地理 

けっきょく 南極 大爾険 ¥4,800 
ペンギン 君、 スケート をはいて 南 極大 

陸 一周。 アザ ラシを かわし 魚を キヤ ツチ 
/ さあ、 めざす 基地は 目前 だ。 

I  LOVE 体育 

わん ばく アスレチック ¥4,800 
勉強の やり 過ぎは いけない よ。 体力に 

自信の ある 君、 楽しい アスレチックの 
世界へ、 さあ 出発 だ。 

FR0GGER  ¥4,000 

(フ □ッガ ー) 
僕は まいごの わん ばく ガエル。 お 家へ 
帰りたい けど、 危険が いっぱい。 お 家 

をめ ざして ジャンプ/ ジャンプ/ 

'  I 
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I  LOVE 算数 

もん 太 君の いち •に •さんすう ¥4,800 

敵を かわし、 口 ー ルを おろして 答えを さ 

がそう e モン太 君は 算数の 天才./ 時間 
内に 何 問 解ける かな？ 

►お問い 合せ ご注文は 〒530 大阪市 北 区 梅田丨 丁目 丨丨番 4 号 1215 コナミ エ業 株式会社 TE し 06(345)2456 捫 まで 

ま
、
 
と
に
か
く
 
1
0
 打
数
の
 
8
 
安
打
は
 
か
た
い
な
、
 

な
 

ん
て
ゼ
 
ッ
コ
—
 
チ
ョ
—
 
時
の
 
張
 本
 
(
知
ら
な
い
 
人
ゴ
 

メ
ン
ネ
 

。) み
た
い
 
に
 安
心
 
さ
せ
て
 
く
れ
る
 
コ
ナ
 
ミ
エ
 

業
さ
ん
 

が
、
 

M
S
X
 

ゲ
—
ム
 

ソ
フ
ト
を
 

発
表
し
て
 

し 

ま
う
 
の
で
す
 
ょ
、
 
こ
れ
が
。
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
つ
 
て
い
 

う 
願
っ
て
も
 
な
い
 
ハ
—
 
ド
ウ
 
ェ
ア
を
 
使
っ
 
て
、
 
人
類
 

総
 ゲ
ー
ム
 
マ
ニ
ア
 
化
を
 
ク
ヮ
 
ダ
て
 
て
い
 
る
ん
で
 
す
な
。
 

内
容
の
 
こ
—
 
い
 M
S
X
 
対
応
の
 
ゲ
—
ム
 
ソ
フ
ト
を
、
 

首
を
 
な
が
く
 
し
て
 
ま
つ
て
 
い
た
 
ぼ
く
た
ち
に
 
と
つ
て
 

こ
れ
ほ
ど
の
 
ビ
ッ
グ
 

ニ 
ュ
ー
ス
 
が
 ほ
か
に
 
あ
っ
た
で
 

し
ょ
う
 

か
。
 

(
な
ぜ
か
 

こ
こ
ん
と
 

こ
ろ
、
 

コ I 
フ
ン
 

気
味
 
だ
な
。
)
 

ぉ
ま
け
に
コ
ナ
ミ
さ
ん
の
^
5
>
<
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
は
 

す
べ
て
 
ロ
ム
 
カ
ー
 
ド
リ
 
ツ
ジ
。
 
ど
う
せ
 
や
る
な
ら
ば
 

テ
—
 
プ
じ
 
や
な
く
て
 
ロ
ム
/
こ
の
 
コ
ダ
 
ワ
リ
 
が
ま
た
 

泣
か
せ
ま
す
 
で
し
よ
。
 

ナ
ミ
の
 
M
S
X
 
ソ
フ
ト
と
は
 
チ
 ガ
イ
 
マ
ス
。
 

ア
 プ
ロ
 ー チ

の
 し
か
た
が
 _
 
い
と
 
思
う
 
の
で
す
。
 

今
回
 
登
場
す
 
る ゲ

—
ム
 
は
 全
 7 

種
類
。
 

フ
ロ
 
ッ
ガ
—
 

は
も
ち
 
ろ
ん
、
 

ス
—
 
パ
—
 
コ
ブ
ラ
、
 
ビ
デ
オ
 
ハ
ス
 
ラ
 

I
 
な
ど
な
ど
、
 
お
な
じ
み
の
 
ゲ
—
ム
 
も
 
M
S
X
 
対
応
 

ソ
フ
ト
と
 
し
て
 
新
ら
 
し
く
 
お
め
み
え
。
 
お
に
い
さ
ん
 は
お
 お
い
に
 う
れ
し
い
 な
。
 
も
う
 ひ
と
つ
、
 う
れ
し
 

い
の
が
"
 
教
育
 
用
 
ソ
フ
ト
"
 
 
9 
キ
ヨ
—
 
イ
ク
 
ヨ
ウ
な
 

ん
て
 
聞
く
 
と、 

急
に
 
ア
レ
ル
 
ギ
—
 
体
質
に
 
変
身
し
て
 

し
ま
う
 
君
に
 
も
、
 
コ
ナ
ミ
 
エ
業
の
 
教
育
 
用
 
ソ
フ
ト
は
 

心
か
ら
 
受
け
入
れ
ら
れ
 
る
ん
 
じ
 
や
な
い
 
か
な
。
 
遊
ん
 

で
い
 
る 
あ
い
だ
に
 
算
数
 
や
、
 
地
理
に
 
強
く
 
な
れ
る
 

つ 

て
い
う
 
ア
 プ
ロ
 
 — 

チ
が
 
い
い
よ
ね
。
 
少
な
く
と
も
、
 

こ
ん
な
 
ソ
フ
ト
で
 
お
 勉
強
し
て
 
い
る
 
良
い
 
子
た
ち
 
に
 

は
、
 
頭
 デ
 
ッ
カ
 
チ
の
 
ワ
ン
 
バ
タ
—
 

ン 天
才
は
 
生
ま
れ
 

な
い
 
と 思

う
よ
。
 

ぼ
く
た
ち
、
 
ス I

 ハ ー ウ
ル
ト
ラ
 
_
 
待
で
 

コ
ナ
ミ
 
さ
ん
を
 
お
 一 え

ん
し
ま
す
 

こ
つ
 
そ
り
 
お
し
え
て
 
し
ま
う
 
と
、
 
ま
だ
ま
だ
 
M
S
X
 
ソ
 

フ
ト
を
 
発
表
さ
れ
 
そ
う
な
 
カ
ン
ジ
。
 

コ
ナ
ミ
 
ブ
ラ
ン
 

ド
 
だ
け
の
 
M
s
 
X ゲ

ー
ム
 
ソ
フ
ト
 
ラ
イ
ブ
ラ
リ
—
 
な
 

ん
て
 
で
き
れ
ば
、
 

も
つ
 
と
う
れ
 
し
く
な
る
 
ね
。
 

と
に
か
く
、
 

開
発
 
チ
—
 
ム
の
 
ア
イ
デ
ア
の
 
ユ
ニ
 
—
ク
 

さ
、
 
豊
富
 
さ
、
 
プ
ラ
ス
 
会
社
の
 
持
つ
 
て
い
る
 
い
い
 
ム
 

丨
ド
 、
ど
れ
を
 と
つ
て
も
 こ
こ
ん
ち
 の
ゲ
—
 ム
ソ
フ
 

卜
は
ダ
 
イ
ジ
 
ヨ
ウ
 
ブ
 
つ
て
 
気
に
な
つ
 
て
し
 
ま
つ
た
ん
 

だ
か
ら
 
不
思
議
な
 
も
の
だ
ね
。
 

い
ち
ど
 
コ
ナ
ミ
の
 
ゲ
 

丨
ム
に
 
ト
ラ
イ
 
す
れ
ば
、
 

も
う
 
君
は
 
コ
ナ
ミ
 
ッ
子
。
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駆逐艦を 操り 空と 海から 攻め 
寄せる 敵 軍団を 粉砕せ よ/ 

1
9
X
X
 

年
の
 

要
人
 

機
 

擊
墜
に
 

端
を
 

発
し
 

た
 

J 
A
B
O
 

N
 

連
邦
 

軍
と
 

S
O
E
T
O
 

軍
 

の
 

戦
闘
は
、
 

小
競
り
合
い
な
が
ら
 

未
だ
に
 

続
い
て
 

い
る
。
 

ア
 

ホ
—
 

ツ
ク
 

海
か
ら
 

総
 

矢
 

海
峡
へ
 

と
 

パ
ト
 

ロ
—
 

ル
を
 

し
て
い
た
 

駆
逐
 

艦
 

M
S
X
 

号
は
、
 

突
然
 

未
知
の
 

敵
か
ら
の
 

攻
擊
 

を
ぅ
 

け
た
。
 

遊び
 

方 

駆
逐
艦
 
M
S
X
 
号
の
 
艦
長
で
 
あ
る
 
君
は
、
 

海
底
 
深
く
 
潜
航
す
 
る
 S
 
水
 艦
を
 
擊
 沈
し
 

な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
た
め
に
、
 

駆
逐
艦
を
 
移
動
 
さ
せ
、
 
爆
雷
を
 
落
と
し
て
 

い
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
 
た
だ
 
落
と
せ
ば
 
良
 

い
と
い
ぅ
 
わ
け
で
は
 
あ
り
ま
せ
ん
。
 

潜
水
 

艦
は
 
攻
擎
 
し
て
き
 
ま
す
し
、
 
空
か
ら
 
も
 爆
 

擎
機
や
 
ヘ
リ
 
J1 プ

 タ
—
 
が
 攻
擊
 
し
て
き
 
ま
 

す
。
 
あ
な
た
は
 
駆
逐
艦
を
 
左
右
に
 
動
か
し
、
 

対
空
 
砲
と
 
爆
雷
を
 
タ
イ
ミ
ン
グ
 
良
く
 
発
射
 

し
て
 

敵
を
 

や
っ
つ
 

け
て
 

く
だ
さ
い
。
 

画
面
の
 

右
側
に
は
 

得
点
な
 

ど
が
 

表
示
 

さ
 

れ
 

ま
す
。
 

上
か
ら
 

順
に
 

得
点
、
 

残
り
の
 

駆
 

逐
 

艦
の
 

数
、
 

議
の
 

数
、
 

ハ
イ
ス
 

コ
ア
に
 

な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

そ
の
 

横
の
 

メ
 

ー 
タ
 

I 
は
 

上
が
 

タ
イ
マ
—
 

で
 

下
が
 

沈
め
た
 

潜
水
艦
の
 

数
で
す
。
 

赤
い
 

と
こ
ろ
は
 

15
 

隻
 

目
の
 

マ
ー
 

ク
 

で
す
。
 

ゲ
—
ム
 

進
行
 

敵
の
 

攻
擎
を
 

か
わ
し
な
が
ら
 

ゲ
—
ム
 

を
 

船 

進
め
、
 

タ
イ
マ
—
 

が
 

|
 

番
 

上
に
 

い
つ
た
と
 

き
に
 

15
 

隻
 

以
上
の
 

潜
水
艦
を
 

沈
め
て
 

い
る
と
'
 
 

次
の
 

面
へ
 

進
む
 

こ
と
が
で
き
 

ま
す
。
 

そ
れ
ま
で
に
 

15
 

隻
 

沈
め
ら
れ
な
 

い
と
'
 

時
間
切
れ
で
 

ゲ
 

I 
厶
才
 

I
 

パ
—
 

に
な
つ
 

て
し
 

ま
 

い
ま
す
。
 

次
の
 

面
に
 

進
 

む
と
 

敵
の
 

攻
擊
は
 

一
層
 

i
 

激
し
く
な
 

り
ま
す
。
 

_
 レベル 4 を クリア 

Mi 

すると、 

レベル 

- 
に^! 

も
ど
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
 
J
 

レ
ベ
ル
 
4 
は
 難
し
い
 
の
 

で
、
 
な
か
な
か
 
そ
こ
 
ま
 

で
は
 
行
け
ま
せ
ん
。
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
 

左
右
に
 

倒
す
 

^
 

倒
し
た
 

方
向
へ
 

駆
逐
艦
が
 

移
動
し
 

ま
す
。
 ま
た
、
 

上
に
 

倒
す
 

と
 

対
空
 

砲
が
 

発
射
さ
れ
 

ま
す
。
 

下
に
 

倒
す
 

と
纖
 

田
が
 

投
下
さ
れ
 

ま
 

す
。
 

(
キ
 

—
ボ
—
 

ド
の
 

場
合
は
'
 
 

力
—
 

ソ
ル
 

キ
 

I 
で
す
)
 敵
か
ら
の
 

攻
撃
は
'
 
 

駆
逐
艦
を
 

左
右
に
 

動
か
し
て
 

よ
け
て
 

く.
 

だ
さ
い
。
 

駆
逐
艦
の
 

弾
 

や
 

爆
雷
は
、
 

敵
の
 

弾
に
は
 

当
た
り
 

ま
せ
 

ん
 

の
で
 

気
を
つ
け
て
 

く
だ
さ
い
。
 

発
 

ム
し
卜
 

ろ
 
 
一 し

フ
 

い
 

ゲ
直
 
ソ
ガ
 

ろ
 

ン
粧
 
の
よ
 

い
 
o
n
 
化
 発
す
 もす
 
ソ
お
開
 
ま
 

。
ア
ま
 
パ
に
 
新
 
出
 

シ
月
 

H 
い
の
 
用
〇
ん
 

マ
カ
ウ
て
 
无
 
X
 
場
 
ど
 

X
2
 
卜
れ
 
し
 
S
 
登
ん
 

s
_
0
 
フ
さ
に
 
M
 
再
 ど
 

M
 
も
 
ソ
表
い
 
も
て
も
 

B
E
B
 

如 下 



■ 

CHARACTER 
• 潜水 忠 潜水艦は、 海中 を 右 か 

ら 左、 左から 右へ と 進んで いきます 
ので、 タイミングを 見は からって 爆 

雷を tTF してく ださい。 爆雷は、 一 度に 4 発 ま でし か拽 T でき ません. 

海底に 近い 潜水 盜 ほど 得点が 高くな ってい ます。 

• 幽霊船  海底 近く に 時々 幽靈船 

か 現れます。 これ も 爆雷を 使って 攻 

擊 してく ださい。 得点は、 ランダム 

に 重定定 されます ので 0 点 ̂ のこと も あ 

ります- 
•飛^}  上空からは 爆擊機 やへ 
リコ プタ ーカ 暴^を 落として いきま 

す 飛行 物を、 打ち落と すと パイ ロッ 
卜が/  < ラシュート で 脱出 してきます、 

こ の パイロットは、 溺れな いうちに 

助け上げ 捕虜に しないと、 減点と なっ 

てし まいます。 ただし、 得点が 100 点 

以下のと きは、 減点 さ れ ません： 時々 

エン ジ ンの _ で月兑 出 してく る パイ 
ロット もい ますが、 もちろん 彼ら も 

助け上げなければ なり ません。 

翁 補給 船  弾薬は、 左右 どちら か 

に 補給 船 か 3 見 われて いる 間に 接 眩し 

て 補給を 受けなければ なり ません。 

面白 ゾ 7 卜が 続々 
と 登場して きたゾ 
— 

t 空を 飛んで いるのは ヘリ コブ ター。 落ちて くる 人 
間は 助けなければ 減点になる 船から 海中に 向けて 

ばらまかれ ている のが 爆雷 この 画面では ちよう ど 

潜水艦に 命中した ところで、 20 点の 表示が されて い 

る， 

イ
ス
 

コ
ア
の
 

手
引
き
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
の
 ポ
ィ
ン
ト
は
、
 
ま
ず
 
自
 

分
の
 
駆
逐
艦
に
 
積
載
さ
れ
 
て
い
る
 
_
 
が
 

20 発し
か
な
い
 

事
を
 
い
つ
も
 

忘
れ
な
い
 

事
 

で
す
。
 
む
や
み
に
 
爆
雷
を
 
使
つ
 
て
し
 
ま
つ
 

て
は
 
高
 得
点
は
 
望
め
ま
せ
ん
。
 
ゲ
—
ム
 
が
 

始
ま
る
 
と
 
最
初
に
 
海
中
の
 
浅
い
 
場
所
に
 
潜
 

水
 艦
が
 
現
れ
ま
す
」
 
そ
れ
を
 
狙
っ
て
 
爆
雷
 

を
 

|
 

度
に
 

4 
発
 

ま
と
め
て
 

落
と
し
ま
す
 

こ
の
 

爆
雷
が
 

海
底
に
 

達
す
る
 

頃
、
 

海
中
の
 

探
い
 

部
分
に
 

潜
水
 

檻
が
 

現
わ
れ
 

擎
沈
 

す
る
 

事
が
 

で
き
ま
す
。
 

こ
こ
で
 

第
二
の
 

ポ
 

イ
ン
 

卜
は
、
 

爆
 

I
 

田
を
 

ま
と
め
て
 

落
と
し
た
ら
 

海
底
 

に
 

達
す
る
 

迄
は
 

残
り
の
 

玉
を
 

使
わ
な
い
 

事
 

で
す
。
 

次
に
'
 
 

上
空
に
 

ヘ
リ
 

コ
ブ
 

タ
—
 

が
 

現
 

わ
れ
た
ら
 

攻
擊
 

し
ま
す
。
 

こ
の
 

時
、
 

打
ち
 

落
と
し
た
 

飛
行
 

物
か
ら
 

バ
イ
 

ロ
ッ
ト
が
 

脱
 

出
し
て
 
き
ま
す
 
の
で
、
 
す
み
や
か
に
 
救
出
 

し
ま
す
。
 
こ
れ
 
も
 高
 得
点
に
は
 
大
切
で
す
。
 

海
底
を
 
時
々
 
現
わ
れ
る
 
幽
霊
船
を
 
撃
沈
す
 

る
 事
 も
 得
点
 
ア
ッ
プ
に
は
 
大
切
で
す
 
が
、
 

ゲ
—
ム
 
に
 慣
れ
る
 
迄
は
 
無
視
し
た
 
方
が
 
安
 

全
で
 
し
ょ
ぅ
。
 

L 

M
 

f f
 

4?
 

き
 

ケ
—
ム
 

(？
■)
 

☆
 
 ☆
 
 

(
H
)
 

め
ま
ぐ
る
し
い
 
チ
カ
 
チ
カ
 
画
面
を
 
期
待
 

し
て
い
る
 
人
に
は
 
は
っ
き
 
り
 言
っ
て
 
向
い
 

て
い
な
い
。
 
若
干
 
敏
捷
 
性
を
 
欠
い
た
、
-
 
H
 

わ
 
ゆ
る
"
 
ト
 
ロ
イ
 
人
"
 
に
 
の
ん
び
り
と
 

縁
 

側
か
な
ん
 
か
で
 
楽
し
ん
で
も
 
ら
い
た
い
。
 

内
容
は
 
単
調
 
だ
か
ら
、
 

一
日
 
三
回
 毎
 食
 

後
'
 
 三
日
 
麗
 
用
 す
れ
ば
 
ょ
い
 

? .)。 

☆
 
 ☆
 
 

?
)
 

こ
の
 
ゲ
—
厶
 
を
 見
て
 
い
る
と
 
何
 か
を
 
描
 

き
 
表
わ
す
 
と
い
う
 
こ
と
の
 
む
ず
か
し
さ
を
 

感
じ
て
 
し
ま
う
。
 

「
ら
し
 
さ
」
 
と
い
う
の
は
 
何
だ
ろ
う
 
か
。
 

袷
が
 
船
ら
 
し
く
 
見
え
る
 
の
は
 
そ
の
 
形
か
ら
 

だ
け
で
は
 
な
い
 
は
ず
 だ。 

船
が
 進
む
 
と
き
 

の
 白
い
 
引
 波
 や、 

現
代
の
 
船
で
は
 
見
ら
れ
 

な
く
な
つ
 
て
し
 
ま
つ
た
 
煙
突
か
ら
 
の
け
む
 

り。 
そ
れ
ら
は
 

す
べ
て
 

「船」 
自
体
で
は
 

な
い
 に
し
ろ
、
 

船
を
 表
現
す
 る
 要
素
で
は
 

あ
る
は
 ず
 だ。 残

念
な
が
ら
 こ
の
 ゲ
—
ム
 

に
は
 
そ
れ
が
な
い
。
 
個
々
 
の
 キ
ャ
ラ
ク
タ
 

の
 表
現
に
 
も
ぅ
 
ひ
と
 
工
夫
 
あ
れ
ば
、
 

画
面
 

の
 構
成
 
も
 変
わ
っ
た
 
は
ず
な
 
の
に
 
…
…
 

。 

こ
の
 
手
の
 
ゲ
—
ム
 
は
 敵
を
 
破
壊
す
 
る
醍
 

醐
 味
と
 
時
間
 
内
に
 
得
点
を
 
上
げ
る
 
こ
と
に
 

楽
し
 
さ
が
 
あ
る
は
 
ず
。
 

ス
ロ
 
ー な

 ア
ク
シ
ョ
ン
 

か
な
り
 
の
ん
び
り
し
た
 
ゲ
—
ム
 
だ
よ
 

ね
 
ィ
ン
べ
—
 
ダ
—
 
ゲ
—
ム
 
が
は
 
や
っ
 

て
い
た
 
こ
ろ
 

ナ
 ゴ
ヤ
 
撃
ち
と
 
か
い
 

う
 
型
と
 
い
う
か
 

■技. 
み
た
い
 
な
 

も
の
が
 
あ
っ
た
け
 
ど、 

こ
れ
に
は
 
必
要
 

な
い
 

み
た
い
。
 

反
^
#
:
 

経
と
 

か
、
 

il 
動
 

神
経
と
 
か
を
 
問
わ
れ
る
 
ゲ
ー
ム
 
じ
 
や
な
 

い
か
ら
、
 そ
の
 手
の
 ゲ
 ー ム

は
 と
っ
て
 

も
ダ
メ
 
と
い
う
 
人
に
は
 
か
え
っ
て
 
ウ
ケ
 

ル
 か
も
し
れ
 
な
い
 
な
。
 
た
だ
し
、
 
根
っ
 

か
ら
の
 
ア
ク
シ
ョ
ン
 
ゲ
—
厶
 
フ
ァ
ン
に
 

は
お
す
 
す
め
で
 
き
な
い
。
 
ゲ
—
厶
 
が
 原
 

因
で
 
マ
シ
ン
を
 
た
た
き
 
壊
し
た
 
な
ん
て
 

話
は
 
聞
き
た
 
く
な
い
し
、
 

メ
—
 
力
—
 
の
 

も
 そ
ん
な
の
に
 
は
き
か
な
い
 
し
ね
 

た
だ
、
 

偶
然
に
 

命
中
し
て
 

し
ま
う
 

爆
 

雷
な
ん
 

て
の
 

が
ず
 

い
ぶ
ん
 

あ
る
か
ら
、
 

意
外
な
 

お
も
し
ろ
 

さ
も
 

あ
る
み
 

た
い
だ
 

な
。
 

画
面
の
 
構
成
は
 
は
っ
き
り
 
言
っ
て
 
少
 

し
 

手
ヌ
キ
 

。
海
中
と
 

空
中
の
 

区
別
が
 

色
 

だ
け
と
 

い
う
の
は
 

い
か
に
も
 

ブ
リ
 

ミ 
T-
- ィ
ブ
な
 

考
え
方
。
 

海
中
ら
 

し
さ
を
 

表
現
 

す
る
 

た
め
の
 

小
道
具
、
 

た
と
え
ば
 

海
草
 

だ
と
 

か
 

魚
 

だ
と
 

か、
 

ぜ
い
た
く
を
 

言
え
 

ば
 

海
底
か
ら
 

立
ち
 

昇
る
 

ア
ワ
 

と
か
が
 

あ
 

れ
ば
 

'
も
う
す
 

こ
し
 

感
じ
 

も
 

変
わ
 

る
ん
 

だ
け
ど
な
 

あ
 

の
ん
び
り
 

ゲ
—
ム
 

を
 

楽
し
も
う
 

と
い
 

う
 

人
 

向
き
。
 

67 
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集中力を 撇 ハン マニと 色 
の 違％ ぐらを 素早ぐ W 

■■■ 

J
.
 

JL 

手
入
れ
の
 行
き
届
い
た
 緑の
 芝
生
に
、
 な 

ん
と
 
穴
が
 
8 
つ
も
 
あ
い
て
し
 
ま
つ
た
。
 

そ 

の 穴
か
ら
 

も
ぐ
ら
た
 

ち
が
 
ビ
ョ
コ
 

ビ
ョ
コ
 

顔
を
 

出し、 

キ
ミ
を
か
ら
 

か
つ
て
い
 

るゾ。 

さあ、 

ハン 
マ
—
 
で
も
 
ぐ
ら
た
ち
 

を 
素
早
 

く 
叩
い
て
、
 

こ
ら
し
め
ろ
 

/ 

遊
び
 
方
 

M
O
L
E
 

の
 

ル
 

ー
 

ル
は
 

と
て
も
 

簡
 

〖
早
で
 

す
。
 

穴
か
ら
 

も
ぐ
ら
が
 

出
て
 

き
た
ら
、
 

ハ
 

ン
 

マ
—
 

を
 

使
つ
 

て
 

叩
い
て
 

く
だ
さ
い
。
 

制
 

限
 

時
間
 

内
に
 

I
 

定
量
の
 

も
ぐ
ら
を
 

叩
く
 

と
 

次
の
 

面
に
 

進
み
ま
す
。
 

反
対
に
 

制
限
時
間
 

内
に
 

一
定
量
を
 

叩
く
 

こ
と
が
で
き
 

な
か
つ
 

た
 

場
合
は
 

ゲ
—
厶
 

才
—
バ
 

—
ど
な
り
ま
す
。
 

制
限
時
間
と
 

叩
い
た
 

も
ぐ
ら
の
 

数
は
、
 

画
 

面
の
 

I
 

番
 

上
の
 

2 
つ
の
 

箱
で
 

表
示
さ
れ
 

ま
 

す
。
 

左
の
 

箱
が
 

時
間
、
 

右
の
 

箱
が
 

叩
い
た
 

も
ぐ
ら
の
 

数
で
す
。
 

左
の
 

箱
が
 

I
 

杯
に
 

な
 

る
ま
で
に
、
 

右
の
 

箱
を
 

一
杯
に
 

し
て
く
 

だ
 

さ
い
。
 

I
 

杯
に
な
る
 

と
 

次
の
 

面
に
 

進
み
 

ま
 

す
が
、
 

こ
の
と
 

き
 

4 
匹
の
 

も
ぐ
ら
が
 

穴
 

か
 

ら
 

脱
け
 

出
し
 

次
の
 

面
へ
 

と
^
 

t
 

て
い
き
 

ま
 

す
。
 

穴
の
 

配
置
は
 

3
 

面
 

ご
と
に
 

変
化
し
 

ま
 

す
の
で
 

注
意
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

ゲ
 

—
ム
オ
 

I
 

パ
—
 

に
な
る
 

と
 

得
点
が
 

表
示
さ
れ
 

ま
す
。
 

I
 

人
で
 

静
か
に
 

遊
ぶ
 

ゲ
—
厶
 

で
は
 

あ
り
 

ま
せ
ん
 

か
ら
、
 

友
 

だ
ち
 

や
 

家
族
と
 

一
緒
に
 

ワ
イ
 

ワ
イ
 

騒
ぎ
な
が
ら
 

ゲ
—
厶
 

を
し
て
 

く 

だ
さ
い
。
 

■
ゲ
 

—
ム
 

進
行
 

こ
の
 

ゲ
—
ム
 

U
 

色
が
 

重
要
な
 

ポ
イ
ン
ト
 

と
な
つ
 

て
い
ま
す
。
 

ま
ず
 

画
面
に
 

13
 

匹
の
 

も
ぐ
ら
が
 

色
分
け
 

さ
れ
て
 

登
場
し
 

ま
す
 

か
 

ら
 

、
テ
レ
ビ
 

ま
た
は
 

カ
ラ
ー
 

モ
ニ
タ
の
 

色
 

調
節
を
 

行
つ
 

て
く
だ
 

さ
い
。
 

同
系
色
が
 

多
い
 

の
で
、
 

各
 

も
ぐ
ら
の
 

下
に
 

表
示
さ
れ
 

て
い
る
 

色
を
 

キ
 

チ
ン
と
 

読
み
と
 

つ
て
、
 

作
 

業
を
 

進
め
て
 

く
だ
さ
い
。
 

色
調
 

節
が
 

済
み
 

ま
し
た
ら
 

ス
ぺ
 

I 
ス
キ
 

ー 
を
 

押
し
ま
す
。
 

音
楽
と
 

共
に
 

デ
 

モ
ン
ス
 

ト 
レ
—
 

シ
 

ヨ
ン
が
 

4
5
 

ま
り
 

ま
 

す
。
 

再
び
 

ス
 

ぺ
—
ス
 

キ
ー
を
 

押
 

す
と
、
 

今
 

度
は
 

ル
—
 

ル
の
 

説
明
 

に
な
り
 

ま
 

す
。
 

こ
こ
 

で
 

ラ
ン
ク
 

の
 

設
定
を
 

し
ま
す
。
 

ラ
ン
ク
は
 

右
上
の
 

赤
い
 

四
角
の
 

中
に
 

示
さ
 

れ
 

て
い
て
、
—
 

が
 

|
 

番
 

や
さ
し
く
 
 

8 
が
 

難
 

し
く
な
 

つ
て
い
 

ま
す
。
 

力
 

I
 

ソ
ル
 

キ
 

I
 

H
 

H
 

を
 

押
す
 

と
 

ラ
ン
ク
の
 

数
字
が
 

変
わ
り
 

ま
 

す
。
 

次
い
で
 

キ
 

I 
と
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
ィ
 

ッ
ク
 

の
 

選
択
を
 

行
い
ま
す
。
 

キ
 

ー 
を
 

使
用
す
 

る
 

と
き
は
 

ス
ぺ
—
 

ス
キ
—
 

を
 

押
し
、
 

ジ
ョ
イ
 

ス
テ
ィ
ッ
ク
を
 

使
用
 

す
る
と
き
 

は
 

ト 
リ
ガ
 

I
 

ポ
タ
ン
を
 

押
し
ま
す
。
 

こ
れ
で
 

ゲ
 

I
 

ム
 

が
 

ス
タ
 

I 
卜
し
ま
す
。
 

2 
人
で
 

ゲ
 

I 
厶
を
 

す
る
と
き
 

は
、
—
 

人
 が
 
良
い
 

子
 
も
ぐ
ら
を
 

出
す
 

役
に
な
り
ま
す
。
 

B9 

M 

力
—
 
ソ
ル
 
キ
—
と
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 

選
択
で
、
 

カ
 ー 

ソ
ル
 
キ
 ー 

を
 選
ん
で
 
く
だ
 

さ
い
。
 

自
動
的
に
 

2 人 
用
に
な
り
ま
す
。
 

力
—
 
ソ
ル
 
キ
—
 
で
も
 
ぐ
ら
を
 
叩
き
、
 
ジ
ョ
 

イ
ス
 
テ
ィ
 
ッ
ク
で
 
良
い
 
子
 も
ぐ
ら
を
 
出
し
 

て
く
だ
 
さ
い
。
 
良
い
 
子
 も
ぐ
ら
の
 
出
し
 
方
 

は
、
 
も
ぐ
ら
が
 

|
 匹
 も
 出
て
 
い
な
い
と
 
き
 

に
 出
し
た
い
 方
向
に
 ジ
ョ
イ
ス
 テ
ィ
 ッ
ク
 

を
 倒
す
 
こ
と
で
 
行
な
い
ま
す
。
 

た
だ
、
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
 

倒
す
 

夕
 

イ
ミ
 

ン
グ
が
 

悪
い
 

と
 

良
い
 

子
モ
グ
 

ラ
は
 

出
 

て
き
ま
せ
ん
。
 

普
通
の
 

も
ぐ
ら
が
 

顔
を
 

出
 

し
て
い
な
い
 

と
こ
ろ
に
、
 

素
早
く
 

ジ
ョ
イ
 

ス
テ
 

ィ
ッ
 

ク
を
 

倒
し
て
 

下
さ
い
。
 

特にな なめ 方向に 倒す 場合には、 

上下、 

左右と 

明確に 

区別 

しないと 

い 

けません 

から、 

注意して 

下さい。 

8 6 
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PUSH  SPACE  KEV 

•同じ 色の ハンマーで 叩く と 減点 0 

，モグ ラさん 全員 集合。 ハンマーと 同 じ 色の モグ ラを たたく と 減点され るか 

ら、 ここで T  V の 色調 整を しっかり や 

って おく こと。 得点が 低い のを TV の. 
せいに しようと しても ダメ だよ。 

■穴は 8 つ。 忙しい ぞ。 

CHARACTER 
©もぐら —— も ぐらの 中には 良い 子 
もぐらが います。 良い 子 もぐらは 叩 

いては いけません。 ところが、 良い 

子 もぐらと 悪い 子 もぐらは、 同じ 顔 

をして い るので 区別が つ きません。 

そこで ハ ン マー 内蔵の コンピュータ 

識 Sij 回路が、 良い 子 もぐらの 色と、 

ハンマーの 色を 同 じ 色に して 知らせ 

て くれます。 良い 子 もぐらを 叩く と 

その 面で 叩いた もぐらの 数が、 大幅 

に マイナスされ ますので'; 主意して く 

ださい。 もぐらの 色は グリーン、 グ 
レー、 マ ゼンタ、 レッドな ど 13 色に 

分かれて います。 

® ハンマ^ - ノ ヽ ン マーは 動かした 

い 方向の カーソル キーを 押す か、 ま 
たは ジ ヨイ スティック を 倒す ことに 

よって 移動させます。 カーソル キー 

は 上下 • 左右の 4 方向し か あ リ ませ 

ん が、 画面には 8 つの 穴が 登場し ま 

す。 差し引き 4 つの 穴が 力ーソル キ 
一で フォ ローで き ないよう に 思われ 

ますが、 この 斜め 方向の 4 つの 穴は 

その 方向を 狭む 2 つの カーソル キー 

を 押す ことで、 ハンマーを 移動 させ 
る ことができます。 つまり 右 斜め 上 

の 穴を ハンマーで 叩く 場合は、 右方 

向の キ^! と 上方 向の キー 〇〇 を 同時 
に 押します。 左 斜め 下の 穴の 場合は 

日と _ キーです。 

ハ
イ
ス
 
コ
ア
の
 
手
引
き
 

狙
い
を
 
つ
け
た
 
穴
に
 
素
早
く
 
ハ
ン
 
マ
—
 

を
 移
動
さ
せ
る
 
こ
と
が
 
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 

そ
の
た
め
に
は
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
よ
 
リ
 

力
—
 
ソ
ル
 
キ
—
を
 
使
っ
た
 
ほ、 っ

が
い
 
い
で
 
し
よ
う
。
 
手
の
 
動
き
よ
り
、
 
指
先
の
 
動
き
 

の
 方が
 

早
い
 

し、 
穴
の
 

方
向
 

も
 力—
 

ソ
ル
 

キ
—
の
 
方
が
 
よ
り
 
正
確
で
す
。
 

最
初
の
う
 
ち
は
、
 
も
ぐ
ら
を
 

I
 匹
ず
 
つ
 

叩
こ
う
と
 
し
ま
す
 
が
'
 
 こ
れ
で
は
 
次
の
 
面
 

に
 進
む
 
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

何
度
か
 
失
 

敗
を
 
繰
り
返
し
て
 
い
る
う
 
ち
に
、
 
力
—
 
ソ
 

ル
キ
 
I 
の
 感
触
に
 
馴
れ
て
 
き
ま
す
 
か
ら
、
 

こ
こ
か
ら
 
気
持
ち
を
 
グ
ッ
と
 
引
き
締
め
て
 

ゲ
—
ム
 
を
 行
い
ま
す
。
 

M
 
 O
 
 L
 
 E
 
は
 
集
中
力
が
 
大
切
な
 
ゲ
—
ム
 

で
す
。
 
ハ
ン
 マ
ー
 と
 同
じ
 色
の
 も
ぐ
ら
を
 

く
れ
ぐ
れ
も
 
叩
か
な
い
 
よ
う
 
気
を
つ
け
て
 

く
だ
さ
い
。
 

万
 

|
 

、 叩
い
た
 

場
合
 

も
ゲ
—
 

ム
を
 
投
げ
出
さ
ず
 
頑
張
り
 
通
す
 
こ
と
。
 

|
 

つ
の
 
面
で
 
2 度

 同
じ
 
あ
や
ま
ち
を
 
犯
す
 
と、 

次
の
 
面
に
 
進
む
 
こ
と
は
 
不
可
能
に
 
な
り
 
ま
 

す
。
 

そ
れ
か
ら
、
 
も
ぐ
ら
は
—
 
度
に
 
2 匹

、
 

3
 
匹
と
 
現
れ
ま
す
 
か
ら
、
—
 
匹
 だ
け
 
叩
い
 

て
い
て
 
は
 高
 得
点
は
 
望
め
ま
せ
ん
。
 

も
ぐ
 

ら
の
 
動
き
は
 
思
っ
た
 
以
上
に
 
早
く
 
あ
り
ま
 

せ
ん
か
ら
、
—
 度
に
 バ
シ
 ッ
バ
 シ
ッ
と
 出
 

て
き
た
 
も
ぐ
ら
を
 
す
べ
て
 
叩
く
 
こ
と
が
 
で
 

き
ま
す
。
 
た
だ
し
、
 
叩
き
 終
え
た
 
後
 も
 力
 

I
 
ソ
ル
 
キ
—
を
 
押
し
 
続
け
て
 
い
る
と
、
 

ハ
 

ン
 
マ
—
 
が
 穴
の
 
上
に
 
残
っ
た
 
ま
ま
に
 
な
り
 

次
に
 
出
て
 
く
る
 
も
ぐ
ら
を
 
叩
い
て
 
し
ま
う
 

こ
と
に
な
 
リ
 ま
す
。
 
え
て
し
て
'
 
 
こ
の
 
ケ
 

—
ス
に
 
同
じ
 
色
の
 
も
ぐ
ら
 
か
 出
て
 
く
る
 
こ
 

と
が
 多
い
 
の
で
す
。
 
必
ず
 
ハ
ン
 
マ
—
 は
 中
 

央
に
 

戻
し
て
、
 

次
な
る
 

も
ぐ
ら
を
 

狙
う
よ
 

う
に
し
 
ま
し
よ
、
 
っ
。
 

モ
グ
 
ラ
に
 
同
情
の
 
声
 

☆
 
 ☆
☆
 
 

(
J
)
 

単
純
 
だ
と
い
 
わ
れ
て
 
い
る
 
私
メ
 
も
'
 
 こ 

の
 単
純
 
さ
に
は
 
頭
が
 
下
が
る
。
 
ひ
た
す
ら
 

.
 
 
ゎ
を
 
た
た
く
 
だ
け
な
ん
 
だ
 

气
て
蠡
 

か
ら
ね
 

ェ 
…
…
 

。 

と
は
い
う
 
も
の
の
、
 
反
^
:
 
経
の
 
鈍
い
 
私
 

は
、
 
こ
の
 
単
純
 
さ
 に
も
つ
い
て
 
い
け
な
い
。
 

そ
こ
で
、
 

ス
ピ
—
 

ド 
コ
ン
 

ト 
ロ
—
 

ラ
|
 

の
つ
 

い
て
い
る
 

日
立
"
 

H
I
"
 

で
 

プ
レ
イ
し
 て
み
 

た
が
^
^
の
 

動
き
は
 

ニ
ブ
 

っ
て
も
、
 

な
ん
と
 

屬
 

タ
イ
マ
—
 

は
 

変
わ
ら
ず
、
 

結
果
は
 

悲
惨
な
 

も
の
だ
っ
た
。
 

可
愛
い
 

の
 

は、
 

た
た
か
 

I
 

こ
の
 

顔
。
 

な
ん
と
も
 

れ
た
 

と
き
の
^
?
 

ー
ー
ー
 

痛
々
 

し
く
て
 

イ
イ
。
 

I
 

の
 

色
は
 

1
3
 

種
^
^
 

で
た
 

た
く
と
 

扇
 

類
。
 

同
色
の
,
 

減
点
に
な
る
 

の
で
 

色
 

目
の
 

人
に
は
 

お
す
す
め
し
 

ま
せ
ん
。
 

ゲ
 ー 

ム
の
 
リ
バ
ィ
バ
ル
 

全
国
 
各
地
の
 
ゲ
 ー 

ム
 セ
ン
タ
 
I 
で
大
 

ゥ
ケ
 
に
ゥ
ケ
 
て
'
 
 上
司
に
 恨
み
を
 持
つ
 

サ
 ラ
リ
—
 
マ
ン
の
 
か
た
が
た
 
や
、
 
彼
女
 

に
 ふ
ら
れ
て
 
ヤ
ケ
を
 
お
こ
し
た
 
学
生
 
諸
 

君
の
 
お
 友
 だ
ち
 
だ
っ
た
、
 
あ
の
 
『
モ
グ
 

ラ
た
 
た
き
 
J 
が
 パ
ソ
コ
ン
 
ゲ
ー
ム
 
に
な
 

っ
て
 
帰
っ
て
来
た
。
 

な
ん
と
い
 

っ
て
も
 

モ
グ
 

ラ
の
 

表
情
が
 

い
い
。
 

た
た
か
れ
た
 

と
き
の
 

情
な
い
 

顔
 

を
 

見
る
 

と
つ
い
 

「
カ
ワ
 

イ
ソ
ー
」
 

な
ど
 

と
 

口 
ば
し
 

る
 

女
性
 

も
い
て
、
 

な
か
な
か
 

ぅ
ま
く
で
 

き
て
い
る
 

の
 

だ
よ
。
 

操
作
は
 
力
—
 
ソ
ル
 
キ
—
 
で
も
 
ジ
ョ
イ
 

ス
テ
ィ
ッ
ク
 
で
も
 
可
 劈
 
マ
シ
ン
に
 
よ
 

っ
て
は
 
力
 I 

ソ
ル
 
キ
 ー 

が
 
こ
の
 
ゲ
 ー 

ム
 

向
き
.
 に
で
 
き
て
い
な
 
い
も
の
 
も
 あ
る
。
 

そ
の
と
 
き
は
 
し
よ
う
が
 
な
い
か
ら
 
ジ
ヨ
 

イ
ス
 
テ
イ
 
ツ
ク
を
 
購
入
す
べ
し
。
 

• 

モ
グ
 
ラ
と
 
同
じ
 
色
の
 
ハ
ン
 
マ
ー
 
で
た
 

た
く
と
 
減
点
さ
れ
 
る
と
 
い
う
 
お
ま
け
 
ま
 

た
だ
し
、
 

ニ
 

ク
イ
 

だ
れ
か
を
 

想
像
し
て
 

ひ
っ
ぱ
た
 

く
に
は
 

最
高
の
 

ゲ
—
ム
 

で
あ
る
。
 

☆
 
 ☆
 
 

(
K
)
 

こ
れ
か
ら
 

頭
を
 

叩
か
れ
る
 

と
も
 

知
ら
ず
 

に、
 

ノ
コ
ノ
コ
 

歩
い
て
 

く
る
 

M
O
L
E
 

の
 

姿
が
 

な
ん
と
も
 

フ
 

ビ
ン
 

だ
。
 

こ
の
 

純
 

直
 

(無
 

垢
な
 

M
O
L
 

E-
 

に
 

ハ
ン
 

マ
—
 

を
 

振
り
か
ざ
 

す
の
 
か
と
 
思
う
 
と
 
.
 

〇 

ハ
ン
 

マ
—
 

を
 

自
在
に
 

扱
え
な
い
 

と
 

精
神
 

衛
生
的
に
 

も
ょ
 

く
な
い
。
 

ゲ
ー
厶
 

に
 

負
け
 て
 

パ
ソ
コ
ン
を
 

叩
き
潰
し
た
 

な
ん
て
、
 

笑
 

い
 

話
に
 

も
な
ら
 

な
い
か
ら
 

ね
。
 

☆
 
 

☆
☆
☆
 
 

(
M
)
 

同
じ
 
色
の
 
ハ
ン
 
マ
—
 
で
た
 
た
か
な
い
で
 

い
ら
れ
る
 
の
は
 
ケ
チ
 
だ
か
ら
が
 
し
ら
 
ネ
。
 

何
回
 
か
や
つ
 
て
い
る
 
う
ち
に
、
 
モ
グ
ラ
 

が
 か
わ
い
そ
う
 
に
な
っ
 
て
き
ち
 
や
っ
た
。
 

だ
っ
て
 
文
句
 
も
い
 
わ
な
い
で
 
ぶ
た
れ
る
 
こ
 

と
に
 
耐
え
て
 
い
る
ん
だ
 
も
の
。
 
私
 も
も
つ
 

と
 耐
え
 
な
き
や
ね
。
 

ウ
フ
 
フ
フ
。
 

で
つ
 い
て
い
る
 の
で
、
 
な
か
な
か
 高
 得
 

点
は
 
得
ら
れ
な
い
 

こ
と
に
な
 

つ
て
い
 

る。 
こ
の
 
あ
た
り
、
 

ゲ
—
厶
 

と
し
て
は
 

な
か
 

な
か
ぅ
ま
い
 

作
リ
 
に
な
つ
 

て
い
る
 

と
は
 

思
わ
な
い
 

か。 

裏
の
 
吸
盤
で
 
机
上
な
 
ど
に
 
固
定
で
 
き
 

る
 ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
 

使
つ
 
て
い
て
 

も
 思
わ
ず
 
興
奮
し
て
 

バ
キ
ッ
 
と
い
、
 2
 日 

と
共
に
 
ひ
つ
べ
 
が
し
て
 
し
ま
つ
た
 
人
 も
 

い
た
と
 
い
ぅ
 
エ
キ
サ
イ
ト
 
ゲ
 I 

厶。 
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ほろ 酔い 気分で 絶好 調/ 
お巡りさん もへ っ ちゃら だい  ， 

SUPER  DRINKER 

fts^iQaas； 

W 

「  ^SSfB 
SUPER 

「
ケ
 

—
ム
 

進
行
 

ま
ず
 
タ
イ
ト
ル
 
画
 同
 か
 現
わ
れ
て
"
 

K  E 

Y
 
o
r
 J
O
Y
?
"
 

と
 
聞
い
て
 

き
ま
す
。
 

こ
 

こ
で
 
ス
ぺ
ー
 
ス
キ
—
 
を
 押
す
 
と
 
キ
—
ボ
 
I 

ド 側
が
、
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 

ト 
リ
ガ
 

ボ
タ
ン
を
 押
す
 と
 ジ
ゴ
 イ
ス
 
テ
ィ
 
ッ
ク
側
 

が
 選
択
さ
れ
 
ま
す
。
 
移
動
は
 
8 方

向
で
す
。
 

た
と
え
ば
 左
上
に
 動
く
 場
合
は
、
 
日
と
 m
 

の
 
キ
—
を
 

同
時
に
 

押
し
 

-T 
く
だ
さ
い
。
 

お
巡
り
さ
ん
の
 

追
跡
を
 

か
わ
し
な
が
ら
 

ボ
ト
ル
を
 

飲
み
 

尽
く
し
ま
す
。
 

移
動
で
 

き
 

る
の
は
 

力
—
 

ソ
ル
 

キ
—
の
 

8 
方
向
 

(
ま
た
 

は
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
イ
 

ッ
ク
)
 

で
す
。
 

ま
た
 

才
 

ジ
 

サ
ン
は
 

ス
ぺ
—
 

ス
キ
—
 

(
ま
た
は
 

ト
リ
 

ガ
 

ポ
タ
ン
)
 

で
 

ジ
ャ
ン
プ
が
 

で
き
ま
す
 

.0
 

ジ
ャ
ン
プ
し
て
 

お
巡
り
さ
ん
を
 

飛
び
越
す
 

こ
と
 

も
で
 

き
ま
す
 

が
、
 

は
し
ご
の
 

そ
ば
で
 

飛
び
 

そ
こ
ね
て
、
 

捕
ま
る
 

こ
と
 

も
 

あ
り
ま
 

す
。
 

I 
面
 

ク
リ
ア
す
 

る
と
、
 

そ
の
 

時
の
 

酔
 

つ
ば
ら
い
 

度
に
 

応
じ
て
 

得
点
が
 

与
え
ら
れ
、
 

M
E
N
 

も
 

最
高
の
 

9
 

人
に
な
る
 

ま
で
 

ひ
と
 

り
ず
 

つ
 

増
え
て
 

い
き
ま
す
。
 

当
然
 

画
面
は
 

ク
リ
ア
 

す
れ
ば
 

す
る
 

ほ
ど
 

難
し
く
な
，
 

り
 

ま
 

す
の
で
、
 

簡
単
に
 

ボ
ト
ル
は
 

盗
め
な
 

く
な
 

り
ま
す
。
 

ェて"フ； -1: ン
 
 —
 

峰
 

こ
れ
が
—
 

面
目
。
 

わ
り
と
 

に
で
 

き
る
 

■
 

無
類
の
 

酒
好
き
が
、
 

あ
ち
こ
ち
の
 

酒
を
 

か
 

す
め
て
 

ほ
ろ
 

酔
い
 

加
減
で
 

歩
い
て
 

い
る
と
、
 

向
こ
う
か
ら
 

お
巡
り
さ
ん
が
 

追
い
 

か
け
て
 

き
ま
す
。
 

早
く
 

全
部
の
 

ボ
ト
ル
を
 

飲
み
 

尽
 

し
て
、
 

次
の
 

街
へ
 

急
げ
 

//
 

: 

1
1
 

遊
び
 

方
 

画
面
に
は
 

レ
ン
 

ガ
 

塀
と
 

ハ
 

シ
ゴ
で
 

構
成
 

さ
れ
た
 

街
が
 

現
れ
ま
す
。
 

ゲ
—
ム
 

開
始
と
 

同
時
に
 

3 
人
の
 

お
巡
り
さ
ん
 

(
青
い
 

人
)
 

• 

が
 

追
い
 

か
け
て
 

き
ま
す
 

か
ら
、
 

彼
ら
に
 

つ
 

か
ま
ら
な
い
 

よ
う
に
 

画
面
 

中
の
 

ボ
ト
ル
を
 

全
部
 

飲
み
 

ほ
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

ボ
ト
ル
は
 

ひ
と
つ
の
 

街
に
 

7 
產
 

い
て
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
を
 

全
部
 

飲
み
 

ほ
し
た
 

時
点
で
 

| 
面
ク
 

リ
ア
に
な
り
ま
す
。
 

ゲ
—
ム
 

進
行
 

中
の
 

酔
 

っ
ば
ら
い
 

度
に
 

応
じ
て
、
 

走
る
 

速
さ
が
 

い
 

ろ
い
 

ろ
に
 

制
限
さ
れ
 

ま
す
。
 

画
面
 

右
側
の
 

7 
色
の
 

帯
の
う
 

ち
 

点
滅
し
て
 

い
る
の
 

が
'
 

現
在
の
 

酔
っ
 

ば
ら
い
 

度
で
す
。
 

真
中
の
 

濃
 

緑
の
 

ほ
ろ
 

酔
い
の
 

時
が
 

最
も
 

早
く
 

走
れ
 

ま
 

す
。
 

酒
を
 

飲
む
 

ほ
ど
に
 

(
帯
が
 

赤
に
 

近
づ
 

く
)
 

走
る
 

速
さ
は
 

遅
く
な
 

リ
 

ま
す
。
 

ま
た
 

反
対
に
 

ひ
と
つ
の
 

街
で
の
 

ゲ
—
厶
 

が
 

長
び
 

く
と
 

酔
つ
 

ば
ら
い
 

度
 

も
さ
め
 

(
白
に
 

近
づ
 

ぐ
)
 

同
様
に
 

走
る
 

速
さ
 

も
 

遅
く
な
り
ま
す
。
 

峰
 

こ
れ
が
 

タ
イ
ト
ル
 

画
面
で
す
 



册つぱ らい オジ サン ー — 画面の 白い 人。 無類の 酒好きで すので、 街の 

そこ かしこに 置いて ある ボトルを 飲む 事が 生きが いです。 ほろ 醉いの 時 

は 健脚で 動く スピード も 速 I 奶 てす が、 泥酔 状態 や シ ラフ では 遅くな リ 

ます。 オジ サンには ジャンプ する 能力が あります ので、 お巡りさんを 飛 

び こして 逃げる こと もで きます。 

©お巡り サン  画面の 青い 人。 ひとつの 街に 3 人 組 で5 見れ ますが、 動 

きは 3 人 バラ バラです。 場所に よ つては 動かずに ボトルを 守る お巡り さ 

んも います。 彼らには ジャンプの 能力はありません が、 お 酒は 飲まない 

ので 走る ス ピー ドは いつも 一定です。 

零 この あたりまで くると、 かなり キックな ってく 

る。 白い 人影が 酔っ払い、 つまり あなた: 青い シ 

ルエッ トは おまわりさん。 右側の インジケーター 

は なんと  说っ 払い 度 」 だそう な。 醉っ 払っても 

走れる なんてす ごい。 

ゲ
—
ム
 
開
始
 
後
 3 面

く
 
ら
い
 
迄
は
、
 
あ
 

る
 程
度
の
 
ス
ピ
—
 
ド さ

え
 
あ
れ
ば
 
簡
単
に
 

ク
リ
ア
で
 
き
ま
す
。
 
そ
の
 
際
 注
意
し
 
な
け
 

れ
 ば
な
ら
 
な
い
 
の
は
、
 

5 本
 以
上
 
ボ
ト
ル
 

を
 盗
む
 
と
 酔
つ
 
ば
ら
い
 
度
が
 
上
が
り
 
動
き
 

が
 遅
く
な
る
 
事
で
す
。
 
そ
こ
で
 
最
後
の
 
2 

本
の
 
ボ
ト
ル
を
 
あ
ら
か
じ
め
 
決
め
て
 
お
く
 

事
が
 
大
切
で
す
。
 
最
後
の
 
ボ
ト
ル
は
 
近
く
 

に
お
 
巡
り
さ
ん
 
が
い
て
も
、
 
抱
き
合
ぅ
 
形
 

で
 ク
リ
ア
で
 
き
ま
す
。
 
高
 得
点
の
 
コ
ツ
は
 

ジ
ャ
ン
プ
 
能
力
を
 
十
分
に
 
活
用
し
、
 

お
 巡
 

り
さ
ん
の
 
追
跡
を
 
か
わ
し
て
 
M
E
N
 
の
 人
 

数
を
 
増
や
す
 
こ
と
で
す
。
 

5 面
を
 
過
ぎ
る
 

と
 
ス
ピ
—
 
ド
 だ
け
で
は
 
ク
リ
ア
は
 
困
難
に
 

な
り
ま
す
。
 
こ
こ
で
の
 
ポ
イ
ン
ト
は
 
3 人

 

の
 お
巡
り
さ
ん
の
 
動
き
は
 
オ
ジ
 
サ
ン
の
 
動
 

き
に
 
対
応
し
て
 
い
る
と
 
い
ぅ
 
事
で
す
。
 

お
巡
り
さ
ん
に
は
 
ジ
ャ
ン
プ
 
能
力
が
 
あ
リ
 

ま
せ
ん
 
か
ら
、
 
自
分
の
 
動
き
に
 
対
応
 
さ
せ
 

て
、
 身
動
き
の
 

と
れ
な
い
 

場
所
に
 

追
い
込
 

み
ま
し
 
よ
う
。
 

3
 
人
の
う
 
ち
 
2
 
人
を
 
閉
じ
 

-
1
 

; s I: il_il 
•翁 _ 

崖
 
崖
 
 113111 iiiil f

 確
 

込
め
れ
ば
、
 
ク
リ
ア
は
 
簡
単
で
す
。
 
た
だ
 

し
 
I
 面
 ク
リ
ア
に
 
時
間
が
 
か
か
り
 
過
ぎ
る
 

と
 酔
つ
 
ば
ら
い
 
度
が
 
下
が
つ
 
て
し
 
ま
い
、
 

せ
っ
か
く
 
7 本

 ボ
ト
ル
を
 
盗
ん
で
も
 
得
点
 

は
 あ
ま
り
 
增
 え
ま
せ
ん
 
か
ら
 
気
を
付
け
て
 

く
だ
さ
い
。
 

酔
 

つ
て
も
 

走
れ
る
 

!?
 

: 

☆  ☆
☆
☆
 

(R) 

つ
け
る
 
位
の
 
事
 も
や
り
た
い
。
 
そ
れ
か
ら
 

酔
つ
 
ば
ら
い
 
度
に
 
よ
っ
て
 
動
き
の
 
速
さ
が
 

変
る
 
つ
て
い
 
う
け
 
ど
、
 
画
面
で
 
見
る
 
か
ぎ
 

り
 
あ
ま
り
 
ハ
ツ
 
キ
リ
 
判
ら
な
い
 
な
。
 

(T) 

階
段
と
 
レ
ン
 
ガ
 塀
で
 
画
面
を
 
構
成
し
た
 

逃
走
 
ゲ
—
厶
 
。
無
類
の
 
酒
好
き
が
 
街
の
 
そ
 

こ
か
し
 
こ
に
 
置
い
て
 
あ
る
 
ボ
ト
ル
を
 
お
 巡
 

り
さ
ん
の
 
目
を
 
か
す
め
て
 
盗
ん
で
 
い
く
と
 

い
う
 
発
想
は
 
バ
ツ
 
グ
ン
。
 
酔
つ
 
ば
ら
い
 
度
 

な
ん
て
い
 
う
の
が
 
チ
カ
 
チ
カ
 
表
示
さ
れ
 
て
 

い
る
の
 
も
 楽
し
い
。
 
追
い
 
か
け
て
 
く
る
 
お
 

巡
り
さ
ん
 
を
う
 
ま
く
 
対
応
 
さ
せ
て
、
 
動
き
 

を
 封
 じ
な
け
れ
ば
 
高
 得
点
は
 
無
理
み
た
い
。
 

最
後
の
 
面
ま
で
 
ク
リ
ア
し
て
 
い
く
の
は
'
 

け
つ
こ
う
 
時
 W
 か
か
 
か
り
そ
う
。
 
あ
え
て
 

難
点
を
 
あ
げ
る
な
ら
、
 
酔
つ
 
ば
ら
い
 
オ
ジ
 

サ
ン
に
は
 
武
器
が
な
い
 
こ
と
か
な
。
 
酔
つ
 

ぱ
ら
 
つ
て
 
強
く
な
 
つ
た
ら
 
ボ
ト
ル
を
 
投
げ
 ゲ
—
ム
 
の
 構
成
は
 
ま
あ
ま
あ
で
、
 
速
さ
 

よ
り
は
 
頭
を
 
使
ぅ
 
こ
と
が
 
多
い
。
 
し
か
し
、
 

キ
—
ボ
 
I 
ド 操

作
、
 
も
し
く
は
 
ジ
ョ
イ
ス
 

テ
ィ
 
ッ
ク
の
 
操
作
を
 
ぅ
ま
く
 
や
ら
な
い
 
と
 

バ
タ
ー
 
ン
を
 
ク
リ
ア
す
 
る
の
は
 
な
か
な
か
 

難
し
い
。
 

よ
う
す
る
に
、
 

機
敏
 

性
と
 

頭
の
 

良
さ
が
 
勝
負
の
 
分
か
れ
目
 
に
な
つ
 
て
い
る
 

と
い
 
つ
て
も
 
い
い
。
 

(
H
)
 

あ
な
た
は
 
酔
つ
 
ば
ら
い
 
な
の
 
だ
。
 
そ
れ
 

も
ス
 
I 
パ
 I 

ド
 リ
ン
カ
 

I 
、
ア
ル
中
 
寸
前
 

の
 迷
え
る
 
酔
つ
 
ば
ら
い
だ
。
 
ゼ
ニ
も
 
希
望
 

も
な
い
。
 
あ
る
の
は
 
酒
 こ
そ
 
我
が
 
命
と
 
い
 

ぅ
さ
 
さ
や
か
な
 
i
 
だ
け
 
だ
。
 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
に
は
 
欲
望
と
 
閼
ぅ
 
人
間
の
 

i
 
と
 
戦
慄
の
 
日
々
 
が
 
刻
み
 
込
ま
れ
て
 
い
 

る
 
(
 
 
の
で
は
 
な
い
か
な
？
)
。
 

C
H
A
R
A
C
H
E
R
 

一
面
 
一
面
 ま
た
 
一
面
 

そ
の
 
名
 も
 『
ス
—
 
パ
—
 
ド リ

ン
カ
—
/
 

轰
 
年
の
 
人
 も
こ
の
 
ゲ
—
厶
 
を
 や
る
 
と
 

き
は
 
大
い
に
 
ョ
ッ
パ
 
ラ
ィ
 
気
分
で
 
や
つ
 

て
 ほ
し
い
。
 
お
ま
わ
り
さ
ん
 
相
手
に
 
酒
 

の
 盗
み
 
飲
み
を
 
し
よ
う
と
 
い
う
 
ゲ
—
ム
 

だ
か
ら
、
 あ
ま
り
 上
品
な
 内
容
と
は
 い
 

え
な
い
 け
れ
ど
、
 

そ
の
 辺
の
と
 こ
ろ
は
 

深
く
 
追
求
し
 
な
い
よ
う
に
。
 I

 
面
'
 
 

I
 

面
 

ま
た
 

I
 

面
と
 

変
わ
り
つ
 

づ
け
る
 

画
面
。
 

い
つ
に
な
 

つ
た
ら
 

最
終
 

画
面
が
 

出
て
 

く
る
 

も
の
 

や
ら
 

…
…
 

。 

色
の
 
調
子
と
 
か
 動
き
と
 
か
は
 
ご
く
 
ご
 

く 
平
凡
で
 
こ
れ
と
 
い
つ
た
 
ィ
ン
 
パ
ク
 
ト 

は
な
い
。
 
も
う
す
 
こ
し
 楽
し
い
 
画
面
に
 

し
て
 
く
れ
て
も
 
よ
か
つ
た
 
と
 思
 う
ん
だ
 

け
ど
な
。
 コ
ツ
 
さ
え
つ
か
ん
 
で
し
 
ま
え
ば
 
あ
る
 

程
度
ま
で
は
 
す
ん
な
り
と
 
行
け
る
。
 

で
 

も
 そ
こ
か
ら
 
先
が
 
む
ず
か
し
い
。
 
編
集
 

部
で
は
 
12 面

め
 
ま
で
 
行
っ
た
 
人
が
 
い
る
 

け
ど
、
 

そ
の
 

あ
た
り
で
 

I
 

週
間
た
 

っ
て
 

も
 

進
ま
な
い
 

か
ら
 

止
め
て
 

し
ま
つ
た
。
 

最
後
の
 

面
ま
で
 

(
ど
の
 

あ
た
り
で
 

最
後
 

に
な
る
 

の
か
 

分
か
ら
な
い
)
 

行
っ
た
 

人
に
 

は
な
に
 

か
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
 

い
い
く
 

ら
い
 

だ
ょ
。
 

と
き
ど
き
 
お
ま
わ
り
さ
ん
が
 
お
 ダ
ン
 

ゴ
^
^
に
 
な
つ
て
 
し
ま
つ
た
 
り
す
る
 
挙
 

動
 不
審
な
 
と
こ
ろ
を
 
の
ぞ
け
ば
、
 

け
つ
 

こ
、
 i
 
し
め
る
 
ゲ
—
ム
 
だ
ね
。
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円
 

ァ 80
0 

ウ 
4,
 

ぼ 
力 
M 

ポ
ポ
 

ロ
ン
 

号
は
 

今
日
 

も
の
ん
 

び
り
、
 

ふ
わ
 

ふ
わ
パ
ト
ロ
 
 

—
ル
飛
行
を
し
て
い
ま
す
。
 

ん
？
 

今
日
は
い
 

つ
も
と
 

様
子
が
 

違
ぅ
。
 

前
方
か
ら
 

向
つ
 

て
く
 

る
の
は
 

…
…
 

。
え
/
 

タ
マ
 

ゴ
 

…
…
 

？
 

タ
 

マ
ゴ
の
 

大
群
 

だ
 

あ
/
 

遊
び
 

方
 

の
ん
び
り
 

パ
ト
 

ロ
—
 

ル
 

飛
行
し
て
 

い
る
 

ポ
ポ
 

ロ
ン
 

号
の
 

前
方
 

S
 

面
 

右
側
)
 

か
ら
 

エ
ッ
グ
 

弾
が
 

次
か
ら
 

次
へ
 

と
 

飛
ん
で
 

き
ま
 

す
。
 

キ
ミ
は
 

力
—
 

ソ
ル
 

キ
—
 

で
ポ
ポ
 

ロ
ン
 

号
を
 

上
手
に
 

コ
ン
 

ト 
ロ
—
 

ル
し
な
が
ら
、
 

ミ
サ
イ
ル
を
 

発
射
し
て
 

エ
ッ
グ
 

弾
を
 

擎
ち
 

落
と
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

ポ
ポ
 

ロ
ン
 

号
の
 

飛.
 

行
と
 

同
時
に
'
 
 

地
形
 

も
 

変
化
し
て
 

き
ま
す
 

か
ら
 

山
な
 

ど
に
 

衝
突
し
 

な
い
よ
ぅ
 

>£
• 

意
し
 

て
く
だ
 

さ
い
。
 
 

、 

画
面
の
 

下
側
に
 

得
点
な
 

ど
が
 

表
示
さ
れ
 

ま
す
。
 

2 
段
に
 

な
っ
て
 

い
て
、
 

上
が
 

進
行
 

中
の
 

ゲ
—
ム
 

の
 

得
点
、
 

下
が
 

今
ま
で
の
 

ハ
 

イ
ス
 

コ
ア
で
す
 

そ
の
 

右
は
 

ポ
ポ
 

ロ
ン
 

〇万
 

の
 

数
で
、
 

ス
タ
—
 

卜 
時
に
は
 

3 
機
 

あ
り
、
 

飛
行
し
て
 

い
る
—
 

機
を
 

加
え
、
 

都
合
 

4 
機
 

が
 

キ
ミ
の
 

手
持
ち
の
 

数
と
 

な
り
ま
す
。
 

4 

機
擊
墜
 

さ
れ
る
 

と
 

ゲ
ー
厶
 

才
—
バ
 

I 
で
す
。
 

11
 

ゲ
—
ム
 

進
行
 

画
面
 

右
側
か
ら
 

ポ
ポ
 

ロ
ン
 

号
に
 

向
か
っ
 

て
 

飛
ん
で
 

来
る
 

エ
ッ
グ
 

弾
 

(
白
)
 

を
 

ミ 
サ
イ
 

ル
で
擎
 

ち
 

落
と
す
 

と、
 

ひ
と
つ
に
 

つ
き
 

10
0 

点
が
 

加
算
さ
れ
、
 

ミ
サ
イ
ル
を
—
 

発
 

発
射
 

す
る
 

た
び
に
 

10
 

点
 

マ
イ
ナ
ス
 

さ
れ
ま
す
"
 ポ
ポ
 

ロ
ン
 

号
が
 

4 
機
擊
墜
 

さ
れ
る
 

ま
で
、
 

ゲ
—
厶
 

は
 

続
き
ま
す
。
 

キ
—
ボ
 

I 
ド
と
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
イ
 

ッ
ク
と
 

が
 

同
時
に
 

使
用
で
 

き
ま
す
 

か
ら
、
 

ど
ち
ら
 

で
 

実
行
し
て
も
 

か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

ミ 
サ
イ
 

ル
の
 

発
射
は
 

ス
ぺ
—
 

ス
キ
—
 
 

(
ま
た
は
 

卜 

リ
ガ
 

ボ
タ
ン
)
、
 

上
下
の
 

移
動
は
 

カ
ー
 

ソ
ル
 

キ
 

I
 
 

(
 

ま
た
は
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
イ
 

ッ
ク
)
 

で
 

行
い
ま
す
。
 

左
右
に
 
移
動
し
た
り
、
 
ス
ピ
—
 
ド
を
 
変
 

化
さ
せ
た
 
り
す
る
 
こ
と
は
 
で
き
ま
せ
ん
 
か
 

ら
 、
ポ
ポ
 
ロ
ン
 
号
を
 
上
下
さ
せ
る
 
こ
と
で
 

地
形
を
 
ト
レ
—
 
ス
し
 
て
い
つ
 
て
 下
さ
い
。
 

C 
と
 

' r
 

u 
*b 

 1 
>J
 

s
f
 

ZI-
 

3
1
 

り 

る
 

匕
な
 

マ
 か
ば
 

k
 

タ
ー
 

つ
て
な
い
 

中
 

ぶ
擎
か
 

赤
 

命
 

，
に
を
 

の
。
 

が
 

コ
ゴ
 

な
ね
 

ル
 

マ
マ
き
 

い
 

ィ
 

タ
タ
べ
 

い
サ
 

*
 
い
う
て
 

ミ 

/a 

M
V
 

卜 V 夕 

9L
 

ハ
イ
ス
 

コ
ア
の
 

手
引
き
 

基
本
的
な
 

こ
と
は
 

ゲ
—
ム
 

を
 

コ
ン
 

ト 
ロ 

I
 

ル
す
 

る
 

キ
—
ボ
 

I
 

ド
 

o
r
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
ィ
 

ッ
ク
に
 

憤
れ
 

親
し
ん
で
 

お
く
 

こ
と
で
す
。
 

こ
の
 

ゲ
—
厶
 

は
 

反
射
神
経
を
 

と
て
も
 

必
要
 

と
す
る
 

の
で
、
 

自
分
の
 

思
っ
た
 

場
所
へ
 

ポ
 

ボ
ロ
ン
 

号
が
 

す
み
や
か
に
 

移
動
す
 

る
か
 

否
 

か
で
、
 

ス
コ
ア
が
 

伸
び
る
 

か
ど
ぅ
 

か
 

決
 

ま
り
ま
す
 

。
エ
ッ
グ
 

弾
は
 

不
規
則
な
 

飛
び
 

方
を
 

し
て
せ
 

ま
つ
て
 

来
ま
す
 

が
、
 

右
上
 

か
 

ら
 

左
下
と
 

い
ぅ
 

飛
び
 

方
は
 

少
な
い
で
す
。
 

地
表
 

近
く
に
 

ポ
ポ
 

ロ
ン
 

号
を
 

位
置
 

さ
せ
'
 

白
い
 

エ
ッ
グ
 

弾
を
 

十
分
に
 

引
き
寄
せ
て
 

ミ 
サ
イ
ル
を
 

発
射
し
 

ま
す
'
 
 

効
率
 

良
く
 

白
い
 

エ
ッ
グ
 

弾
を
 

爆
発
さ
せ
る
 

こ
と
が
 

ハ
イ
ス
 



會ミ サイ ル 発射 後に 赤 タマコに 激突 ガ 
•ボボ ロ ン号 一 最新の 迎 擊^ポ ポロ ン 号は、 

鎌な 機^を 持ち合わせて いません。 ス ピー 

ドは 一定で、 方 行を 変える こと もで きません。 
ひたすら 直進す るの みです。 ただし、 エッグ 

弾 や 地表との 衝突を 避ける ために、 上下の 動 

きが カーソル キーで コント ロールで き ます。 

また、 スペース キーで 弾を 発射す る ことが で 

きます。 エッグ 弾に 当たる と 得点が 加算され 

ます。 ポポ ロン 号の 弾 数は 無限です。 

# エッ グ彈 一 一 白と ピンクの 2 種類が ありま 

す。 白い エッグ 弾は ポポ ロン 号に 擎^ される 

と 爆発し、 中から 黄色い ヒヨ コカ 菊 われ ̂ 昇 

天して しまいます。 ピンクの エッグ 5 単は ポポ 

ロン 号から 攻擊を 受けても 大丈夫、 爆破され 

る ことは ありま せん。 不死身の エッ グ弾 なの 

です。 エッ グ 弾は くるくる 回り ながら 右から 

左へ と 飛んで 行きます。 

))> 

コ
ア
の
 
ポ
イ
ン
ト
て
 
す
。
 
ヒ
ン
ク
の
 
エ
ツ
 

グ
弾
に
 
ミ
サ
イ
ル
を
 
発
射
さ
せ
る
 
こ
と
は
 

f
 

/MV 
の
 
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
、
 

ポ
ポ
 
ロ
ン
 
号
を
 
画
面
の
 
最
上
 
部
に
 
4
*
 
さ
 

せ
つ
 
放
し
 
に
し
て
お
く
と
'
 
 擎
墜
 さ
れ
た
 

後
、
 
次
の
 
ポ
ポ
 
ロ
ン
 
号
が
 
画
面
に
 
登
場
.
 し
 

て
 来
る
 
際
に
、
 
タ
イ
ト
ル
 
文
字
に
 
ひ
つ
 
か
 

か
り
、
 
無
意
味
に
 
ポ
ポ
 
ロ
ン
 
号
が
 
爆
破
し
 

て
し
 
ま
い
ま
す
 

ヒ
ヨ
 
n は

 可
愛
い
 
け
ど
ね
 

☆  ☆
 
 

I
 

生
ま
れ
た
 

ヒ
ヨ
 

n 
は
 

ど
こ
へ
 

行
 

く
ん
じ
 

ゃ
い
、
 

え
？
 

答
え
ん
 

か
い
、
 

わ
れ
。
 

赤
い
 

卵
は
 

な
ん
じ
 

や
 

ヒ
ヨ
 

コ 
生
ま
れ
ん
 

や
な
 

い
け
。
 

無
精
卵
 

か
い
。
 

お
み
や
—
、
 

人
を
 

馬
鹿
に
す
る
 

も
ん
で
 

に
や
—
 

よ
。
 

で
も
な
、
 

あ
ん
ま
 

リ
ボ
ヤ
 

く
と
 

ヒ
ヨ
 

コ 

が
か
 
わ
い
 
そ
う
じ
 
や
け
ん
ね
 

ゴ
メ
ン
 
な
 

ヒ
ヨ
 
コ、 

許
し
て
 け
ろ
。
 

☆ 

(
R
)
 

し
て
く
 
る
の
 
が
 卵
で
'
 
 擎
ち
 
当
て
 

る
と
 
ヒ
ヨ
 
コ
が
 昇
天
 
す
る
と
い
 
ぅ
 発
想
は
 

面
白
い
。
 
卵
の
 
飛
行
 
も
 ク
ル
 
ク
ル
 
回
り
な
 

が
ら
 
向
っ
て
 
来
る
 
の
で
 
な
か
な
か
 
不
気
味
。
 

キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
の
 
黄
色
い
 
ヒ
ヨ
 
コ
も
 
か
わ
い
 

い
ね
。
 
た
だ
、
 

ス
ピ
 
—
ド
感
 
あ
ふ
れ
る
 
ス
 

ぺ
—
ス
 
ゲ
—
厶
 
が
 増
え
て
 
い
る
 
現
在
、
 

も
 

う
 ひ
と
 
工
夫
 
ほ
し
い
 
^
 か
す
る
。
 

(
 

J
)
 

の 

こ
の
 
手
の
 
ゲ
—
ム
 
は
 苦
手
 
だ
が
 
…
…
 

。 

〇
、
 
 V  V がかえ ると ころは な 

力
»
 
か
な
 
か
 可
愛
い
 
が
、
 
あ
 

一 は
な
ん
 
な
ん
だ
ろ
う
。
 

擊
 
つ
て
 

も
擎
 
つ
て
も
 
ガ
ン
と
 
し
て
 
変
化
 

が
な
い
。
 
お
ま
け
と
 
し
か
い
い
 
よ
う
が
な
 

い。 
ま
た
し
て
も
 日
立
"
 H
I
"
 で
 ト
ラ
イ
 0 

私
メ
 
程
度
の
 
藤
 
人
間
に
は
 
ス
ピ
—
 
ド
 
2 

ぐ
ら
い
が
、
 
ち
ょ
う
 
ど
と
 
み
た
。
 
こ
の
 
ス
 

ピ
—
 
ド
で
 
や
つ
て
 
み
る
と
 
な
か
な
か
 
お
も
 

し
ろ
い
。
 

さ
て
、
 

情
れ
 

と
こ
ろ
で
、
 

フ
 

ツ
—
の
 
人
の
 
速
さ
で
 
プ
レ
ィ
。
 
反
射
 
篇
 

の
ニ
ブ
 
さ
を
 
売
り
 
も
の
に
し
 
て
き
た
 
私
 だ
 

け
ど
'
 
 
ど
う
や
ら
 
三
時
 
間
 ほ
ど
で
 
コ
ツ
を
 

覚
え
て
 
し
ま
 

つ
た
ら
 
し
い
 

0 ▲ 

出
る
 

ワ
 

。
久
し
ぶ
り
に
 

タ
コ
が
 

感
動
し
た
 

ゲ
 

I 
ム
 

で
あ
る
。
 

< 

: ;■
 

か
 

出
る
 

ワ
 

C
H
>
I
R
A
C
H
 
m R

 

画
面
に
 
令
っ
 
ひ
と
 
工
夫
 

音
 だ
け
 
聞
い
て
 
い
た
 
人
が
、
 
思
わ
ず
 

「
ヵ
ワ
 
ユ
イ
/
」
 

と
 叫
ん
で
 
し
ま
つ
た
 

の
が
 こ
の
 ゲ
—
ム
 。
い
わ
ゆ
る
 横
ス
ク
 

口 I 
ル
タ
 
イ
プ
の
 
ゲ
 I 

ム
 な
ん
だ
 
け
ど
 

な
ん
と
な
く
 
古
典
的
 
ス
タ
イ
ル
の
 
ロ
ケ
 

ッ
ト
や
 
ク
ル
 
ク
ル
 
回
り
な
が
ら
 
飛
ん
で
 

く
る
 
タ
 
マ
ゴ
、
 
生
ま
れ
て
 

く
る
 
(
？
.
)
ヒ
 

ョ
コ
 
な
ん
て
い
 
う
 
キ
ャ
 
ラ
 
ク
タ
の
 
か
わ
 

い
ら
し
 
さ
が
け
 
つ
こ
う
 
ウ
ケ
 
て
し
 
ま
い
 

そ
う
な
 
ゲ
—
ム
 
だ
ね
。
 

普
通
、
 

ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
の
 

ミ
サ
イ
ル
 

発
射
 

や
 

爆
発
な
ん
 

か
の
 

音
は
 

ピ
ュ
 

ン
ピ
 

ュ
ン
、
 

バ
ン
バ
ン
 

て
い
う
 

の
が
 

相
場
 

だ
 

つ
た
ん
だ
 

け
ど
、
 

こ
の
 

ゲ
—
厶
 

は
 

キ
ン
 

コ 
I 

ン
 

、
ピ
ン
 

ポ
 

ー 
ン
 

と
い
う
 

具
合
で
、
 

ぜ
ん
ぜ
ん
 

殺
伐
と
 

し
た
 

感
じ
が
 

し
な
い
 

ん
 

だ
な
 

あ
。
 

だ
か
ら
 

あ
る
 

意
味
で
は
 

緊
 

張
感
 

が
な
い
 

と
 

感
じ
る
 

か
も
し
れ
 

な
い
 

ね
。
 

で
も
 

平
和
な
 

感
じ
で
 

か
え
つ
 

て
い
 

い
よ
う
な
 

気
 

も
す
 

る
よ
。
 

せ
っ
か
く
 

新
し
い
 

ス
タ
ィ
ル
の
 

キ
ヤ
 

ラ
 

ク
タ
 

や
 

音
を
 

創
っ
 

た
ん
だ
か
ら
、
 

画
 

面
を
 

も
ぅ
 

少
し
 

工
夫
し
て
 

ほ
し
 

か
っ
た
 

な
。
 

い
く
ら
 

行
 

っ
て
も
 

行
っ
て
も
 

変
わ
 

り
 

ば
え
 

し
な
い
 

舞
台
 

設
定
 

じ
 

や
や
っ
 

ぱ
 

り
 

ア
キ
が
 

く
る
 

も
の
。
 

例
え
ば
 

地
形
が
 

む
ず
か
し
く
な
る
 

と
か
、
 

キ
ヤ
 

ラ
ク
 

タ
 

に
 

変
化
を
 

持
た
せ
る
 

と
か
ね
。
 

ほ
の
ぼ
の
 

ア
ク
シ
ョ
ン
 

ゲ
—
厶
 

な
ん
 

て
 

名
称
が
 

ぴ
っ
た
り
 

き
そ
ぅ
な
 

ゲ
 

—
厶
。
 

3 
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右
下
、
 
左
下
、
 
左
上
な
 
ど
も
 同
様
で
す
。
 

ゲ
—
ム
 
表
示
は
 
D
E
M
O
 
が
 デ
 モ
ン
 
ス
ト
 

レ
—
 
シ
ヨ
 
ン、 

I
P
 

L
A
Y
 
が
 
対
 
コ
ン
ビ
 

ユ
ー
 
タ
、
 
2
P
L
A
 

Y
 
が
 
2
 
人
で
の
；
^
 

を
 立
®
^
 し
ま
す
 
の
で
 

ゲ
—
ム
 
開
始
 
前
に
 
選
 

択
 し
て
く
 
だ
さ
い
。
 

事
で
 
サ
-
 

ブ
が
 
 で
き
 

ま
す
。
 

ま
た
、
 

ト
リ
 

ガ
ボ
 
タ
ン
を
 
押
し
な
 

が
ら
 
ボ
—
 
ル
を
 
返
球
 

す
る
と
 
ロ
ビ
ン
グ
 
に
な
 
リ
 ま
す
。
 

キ
 I ポ

 

I
 
ド
で
 
遊
ぶ
 
場
合
の
 
操
作
 
方
法
は
 
Q
m
 
た
 

1
5
0
^
 
タ
ン
が
 
サ
—
ブ
 
、
ロ
ビ
ン
グ
に
 
使
 

え
ま
す
。
 移
動
 も
 同
様
に
 ' 8 方
向
で
す
。
 

@
 
タ
ン
で
 
上
に
、
©
^
 
タ
ン
で
 
右
に
、
 

下
に
、
 

左
に
 移
動
し
 ま
す
。
 
右
 

上
に
 

移
動
す
 

る
 

場
合
に
：
！
：
 

E
 

の
 

2 
 

c 

の
 

ポ
タ
ン
を
 

同
時
に
 

押
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

芝
生
の
 
緑
が
 
ま
ぶ
 

し
く
 

光
る
。
 

観
客
 

の
大
 
歓
声
が
 
激
し
 

く 
耳
を
 
つ
き
 
始
め
 

る
。
 
さ
あ
 
ラ
ケ
ッ
 
ト
を
 
も
ぅ
 
一
度
 

し
つ
 
か
り
 
握
り
 
直
し
て
、
 
セ
ン
タ
—
 
コ
|
 

卜
に
 意
識
を
 集
中
 さ
せ
ろ
。
 
相
手
 プ
レ
イ
 

ヤ
—
の
 
銳
い
サ
 
—
ブ
が
 
君
に
 
襲
い
 
か
か
る
/
 

一
遊
び
 

方
 

ゲ
 I 

ム
が
 
ス
タ
 
I 
卜
す
る
 
と
 
3 色

の
 
テ
 

ニ
ス
コ
—
 
卜
が
 現
れ
、
 
プ
レ
イ
 
開
始
で
 

す'」 
ゲ
—
厶
 
は
 
I
 般
 .の テ

ニ
ス
 
ゲ
—
ム
 
と
 

同
様
に
 
考
え
て
 
く
だ
さ
い
。
 
た
だ
し
 
画
面
 

$
 
に
 審
判
が
 
い
て
 
ゲ
—
ム
 
中
は
 
随
時
 
判
 

定
 し
ま
す
 
し
'
 
 ま
た
 
画
面
 
右
側
に
は
 
ス
コ
 

ア
が
 

現
れ
ま
す
 

の
で
、
 

詳
し
く
 

テ
ニ
ス
 

ル
 

I
 
ル
を
 
知
ら
な
い
 
方
で
 
も
 
十
分
 
楽
し
め
 
ま
 

す
。
 

4 ポ
イ
ン
ト
 
先
取
で
—
 
ゲ
—
ム
 
勝
ち
 

と
な
り
ま
す
 
(
得
点
は
—
 
ポ
イ
ン
ト
 
ご
と
 

に
 I5 — 

30 
40 

50 と
 増
え
ま
す
。
 

40 

4
0
 で
ジ
 
ユ
—
ス
 
に
な
る
 
と
 
先
に
 ̂
 
け
て
 
2
 

ポ
イ
ン
ト
 
取
れ
ば
 

勝
ち
で
す
)
。
 

ど
ち
 

ら
 か
の
 プ
レ
イ
ヤ
 

I
 
が
 先
に
 
6
 
ゲ
—
 

厶
 取
っ
た
 
時
点
で
 

ゲ
 
ー
 
ム
 
セ
ッ
 
ト
と
 

な
り
、
 

そ
の
 
プ
レ
 

イ
ヤ
—
 
の
 勝
ち
で
す
 

G 

■
ゲ
 

—
ム
 

進
行
 

本
体
に
 
ゲ
—
ム
 
カ
—
 
ト 
リ
ッ
ジ
を
 
差
し
 

込
み
'
 
 電
源
を
 
O
N
 
に
す
 
る
と
 
ゲ
—
厶
 
が
 

ス
タ
ン
バ
イ
さ
れ
 
ま
す
。
 
m
 キ
 
I
 
 (
I
 人
 

用
)
 
¥
1
 

〈
2
 人
 用
)
 
を
 押
し
て
 
ス
タ
 

I
 
卜
さ
せ
て
 
く
だ
さ
い
。
 
ゲ
—
ム
 
は
 最
初
 

の
 ゲ
—
ム
 
は
 手
前
の
 
コ
|
 
卜
が
 
P
L
A
Y
 

E
 
 R 
 —
 で
、
 む
こ
ぅ
 

f
j
 が
 P
L
A
Y
E
R
 

2
 
で
 
P
L
A
Y
E
R
 
丨
の
サ
 

I
 
ブ
で
始
 

ま
り
ま
す
。
 

各
 ゲ—
ム
 

終
了
 

時
に
 

サ
—
ブ
 

権
が
 
移
り
'
 
 2 ゲ

—
ム
 
終
了
 
時
に
 
コ
|
 
卜 

チ
ェ
ン
ジ
 
し
ま
す
。
 
プ
レ
イ
ヤ
—
 

の
 操
作
 

方
法
は
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 
場
合
、
 

8 

方
向
に
 
移
動
し
、
 
ト
リ
ガ
 
ボ
タ
ン
を
 
押
す
 

74 
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n 
m 

2J 

U 
w 

■
ハ
イ
ス
 

コ
ア
の
 

手
引
き
 

テ
ニ
ス
を
 
全
く
 
経
験
し
た
 
事
の
 
な
い
 
方
 

で
も
 
十
分
 
楽
し
め
る
 
ゲ
—
厶
 
で
す
 
が
、
 
対
 

コ
ン
 
ピ
ュ
—
 
夕
で
ゲ
 
I- :一 す

る
 
場
合
は
 
非
 

常
に
 
多
く
の
 
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
 
利
用
し
 
な
け
 

れ
ば
 
勝
て
な
い
で
 
し
よ
う
。
—
 
ポ
イ
ン
ト
 

取
る
 
だ
け
で
 
も
 最
初
は
 
随
分
 
苦
労
す
 
る
と
 

思
い
ま
す
。
 
プ
レ
イ
ヤ
—
 
の
 操
作
は
 
キ
—
 

ボ
—
 
ド
よ
り
も
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 

方
 

が
 使
い
や
す
い
で
 
し
よ
う
。
 
キ
—
ボ
 
I 
ド
 

で
は
 
操
作
 
キ
—
が
 
左
側
に
 
あ
る
の
で
 
素
早
 

い
 動
き
を
 
す
る
 
に
は
、
 
慣
れ
が
 
必
要
に
 
な
 

り
ま
す
。
 
プ
レ
イ
ヤ
—
 

の
 動
き
は
 
前
進
、
 

後
退
は
 
素
早
く
 
動
け
ま
す
 
が
、
 
左
右
の
 
フ
 

ッ ト
ワ
—
 
ク
は
 
あ
ま
り
 
早
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
 
相
手
の
 
ボ
—
 
ル
を
 
見
て
か
ら
 
左
右
 

に
 動
い
て
も
 
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
 
先
に
 
ボ
 

I
 
ル
の
 
来
る
 
方
向
を
 
あ
る
 
程
度
 
予
測
し
て
 

お
く
 

事
 か 大切
で
す
。
 

ゲ
—
ム
 

の
 必勝
 

テ
 

ク
 
ニ
ッ
ク
は
 
ス
ト
 
レ
—
 
ト
ポ
—
 
ル
ス
 
ト 

ロ 
—
ク
と
 
ロ
ビ
ン
グ
を
 
上
手
に
 
打
ち
 
分
け
る
 

事
で
す
。
 
そ
の
 
際
 前
後
の
 
フ
ッ
ト
 
ワ
—
ク
 

を
 上
手
に
 
使
わ
な
い
 
と、 

逆
に
 
ロ
ビ
ン
グ
 

で
 打
ち
返
さ
れ
て
 
抜
か
れ
て
 
し
ま
い
ま
す
。
 

第
 2 

の
 ポ
イ
ン
ト
は
 
相
手
が
 
ロ
ビ
ン
グ
を
 

上
げ
た
ら
 
ネ
ッ
ト
に
 
近
づ
い
て
 
ス
マ
ッ
シ
ュ
 

を
 決
め
る
 
事
で
す
 

こ
の
 
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
 

使
い
こ
な
せ
る
 
よ
う
に
な
 
る
と
'
 
 
か
な
り
 

の
 ポ
イ
ン
ト
が
 
か
せ
げ
る
 
と
 思
い
ま
す
。
 

全員が 絶賛 // : 

☆
 
 ☆
☆
☆
 
 

(
H
)
 

こ
れ
は
 

テ
ニ
ス
 

だ。
 

ま
っ
た
く
 

ポ
ル
 

グ
 

が
 

発
狂
す
 

る
 

ほ
ど
の
 

テ
ニ
ス
 

だ。
 

マ
ッ
ケ
 

ン 
ロ
—
 

な
ど
 

ラ
ケ
ッ
ト
の
 

カ
ド
に
 

頭
ぶ
 

つ
 

け
て
 

死
ん
で
 

し
ま
う
 

ぞ
 

、
ほ
ん
と
 

に。
 

ボ
—
 

ル
の
 

影
が
 

コ
|
 

卜
に
 

く
っ
き
り
 

映
 

し
 

出
さ
れ
る
 

と
こ
ろ
な
 

ど
、
"
 

リ
ア
ル
"
 

以
 

外
の
 

何
物
で
 

も
な
い
。
 

い
や
 

そ
れ
 

ど
こ
ろ
 

か
、
 

外
が
 

雪
で
 

も
 

試
合
は
 

で
き
る
 

の
 

だ
か
 

ら
 

、
こ
れ
は
 

も
う
 

ウ
ル
 

ド
ラ
 

級
の
"
 

超
リ
 

ア
ル
〃
 

だ
。
 

勝
て
ず
に
 

く
や
し
 

涙
に
 

く
れ
る
 

こ
と
 

も
 

あ
る
 

だ
ろ
、
 

つ。
 

苦
し
く
て
 

い
つ
そ
 

首
を
 

吊
 

峰
 

ケ
—
ム
 

の
よ
う
 

す
。
 

足
元
の
 

ボ
—
 

ル
の
 

影
に
 

注
目
 

« タイトルの 画面舂 不 

_
 

さ
あ
、
 

ゲ
—
ム
 

の
 

始
ま
 

リ
 

だ
」
 

つ
て
し
 
ま
お
う
と
 
も
 思
う
 
だ
ろ
う
.
。
 
で
も
 

負
け
ち
 
や
 だ
め
 
だ
。
 

一
日
 や
そ
こ
ら
 
で
 技
 

術
が
 身
に
 
つ
く
は
 ず
が
な
い
。
 
ス
 ー パ

ー
 

ス
タ
—
 
へ
の
 道
は
 
 1I JS  い。 

☆
 
 ☆
 
☆
 

(
R
)
 

マ
イ
コ
ン
 
ゲ
 I 

厶
 で
ょ
 
く
ぞ
 
こ
こ
 
迄
…
。
 

3
D
 
版
の
 
臨
場
感
が
 
バ
ッ
 
グ
ン
 
だ
ね
。
 

テ
 

ニ
ス
 ラ
ケ
ッ
ト
が
 わ
り
の
 ジ
ョ
イ
ス
 テ
イ
 

ッ
ク
が
 
汗
び
 
つ
し
 
ょ
り
に
な
る
 
も
ん
ね
。
 

と
く
に
 
ボ
—
ル
 
待
ち
の
 
プ
レ
イ
ヤ
—
 
の
両
 

足
が
 
こ
ま
め
に
 
動
い
て
 
る
 辺
は
 
絶
賛
 

テ
 

ニ
ス
 
ゲ
—
ム
 
を
 全
く
 
知
ら
な
く
て
も
 
十
分
 

楽
し
め
る
。
 

☆ 
 

☆
☆
☆
 

(
T
)
 

リ
ア
ル
 
テ
ニ
ス
と
 
銘
打
つ
 
て
 あ
る
と
 
お
 

り、 
と
て
も
 
良
く
で
 
き
て
い
る
。
 
プ
レ
ィ
 

ヤ
 

-
 

で
 

始
め
る
 

と 
コ
ン
 

ピ
ユ
 

I 
夕
が
相
 

手
を
 

し
て
 

く
れ
る
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
は
 

そ
 

れ
 

ほ
ど
 

強
く
な
い
。
 

練
習
 

用
に
は
 

ち
よ
う
 

ど
よ
 

い
だ
ろ
う
。
 

2 
人
で
 

も
で
 

き
る
 

の
で
 

友
 

だ
ち
 

と
や
る
 

と
 

相
当
 

ェ
キ
 

サ
イ
 

テ
イ
ン
 

グ
す
 

る
に
 

違
い
な
い
。
 

リ
ア
ル
 
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
 

こ
れ
は
 

か
な
り
す
 

ご
い
 

//
 

: 

テ
ニ
ス
 タ イ

ブ
、
 
つ
ま
 リ
ネ
ッ
ト
を
 

は
さ
ん
で
 

ポ
—
 
ル
を
 
打
ち
合
、
 

っ ゲ
—
ム
 

と
い
う
の
は
 

何
 種
類
 
か
 あ
る
け
れ
 

ど、 

こ
ん
な
の
は
 

初
め
て
 

見
た
。
'
 

リ
ア
ル
 

テ
ニ
ス
と
 

い
う
查
 

刖
の
 

と
お
 

り
、
^
 

に
 

リ
ア
ル
な
 

ゲ
—
厶
 

。
そ
の
 

リ
ア
ル
 

さ
と
い
 

う
の
 

も
 

細
か
い
 

と
こ
ろ
 

を
 

チ
マ
チ
 

マ
と
 

描
写
し
た
 

リ
ア
ル
 

さ
と
 

い
う
ん
 

じ
 

や
な
く
て
、
 

人
間
 

や
 

ボ
—
ル
 

の
 

動
き
の
 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
 

さ
み
た
い
 

な
 

も
の
を
 

う
ま
く
 

と
ら
え
て
 

い
る
 

リ
ア
ル
 

さ
と
で
 

も
い
 

う
の
 

か
な
、
 

ブ
レ
 

ー ヤ
 

I 

の
 

フ
ッ
ト
 

ワ
—
 

ク
や
ポ
 

ー 
ル
の
 

バ
ウ
 

ン
 

ド
の
 

し
か
た
に
 

リ
ア
リ
テ
ィ
が
 

あ
る
ん
 

だ
ょ
ね
，
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
て
 

|5
 

、 30
 

、 

40
 

と
き
て
、
 

ア
ド
 

バ
ン
 

テ
—
 

ジ
 

ま
で
 

表
 

示
し
て
 

く
れ
る
 

し、
 

サ
—
ブ
 

が
き
 

ま
る
 

と
"
 

A
C
E
 

//
 

々 
な
ん
て
 

春
 

/ F
 

が
 

審
判
 

の
 

近
く
に
 

出
る
"
 

思
わ
ず
 

「ャ
‘ 

ツ タ
/
」
 

な
ん
て
 叫
び
な
が
ら
'
 ジ
ョ
イ
ス
 
テ
 ィ
ッ
 

ク
を
 
握
つ
 
て
し
 
ま
う
 
ゲ
 

:一 だ
よ
。
 

そ
 

の
う
ち
'
 
 

ど
の
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 

グ
リ
ッ
プ
が
 

自
分
に
 
び
っ
た
り
 

か
な
ん
 

て
い
う
 
こ
と
を
 
気
に
す
る
 

人
が
 
で
て
 
き
 

そ
う
"
 

ほ
と
ん
ど
 

文
句
の
 

つ
け
よ
う
 

の
な
い
 

ゲ
—
ム
 

な
ん
だ
 

け
ど
'
 
 

遠
近
 

感
が
 

い
ま
 

イ
チ
 

把
め
 

な
い
 

こ
と
が
あ
 

る
ん
だ
 

よ
ね
。
 

そ
れ
さ
え
な
け
れ
ば
 

5 
ッ 

星
 

//
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■ ■ ■ ■ 

ソフト 充実まで あと 少し ガ 

ガンバ レ、 ソ フト屋 さん。 

協力 感謝 

今月の 評論家の •持 さ ん、 どうも ごくろう さ 

ま 1T し/^ 

たまたま MSX マガ ジンの 編集部を おとず 

れた ばっかりに、 有無 

を わさず ぬ 糊 H 紙を 

押しつけられた 人たち 

も、 TV の 前に 降: ると 

突然 評, 論 家に なって し 

まう という、 なに か パ 
ソ コンの 魔力を 兄せ つ 

けられた ような 氣 がし ます。 

まったく ハ0 ソ コンを 
知らぬ 人から、 元 祖パ ソ コンの 保有者まで、 

バラ エティに とんだ 人 

迸に なり ま した。 

今^もよ ろしく. グ 

☆の 意味 

☆

 

 

.
 

少しは 見れ る 
☆  ☆ . もう一声 

☆  ☆☆ . . I®  〇  K 
☆  ☆☆☆ . 結構い ける 

☆  ☆☆☆☆ . 最 商/ 

この ソフト レビ ユーで 取 

り あげる ソフト ウェアは、 - 
ROM、 カ セツ トを 問わす 

市販の ものです。 まだ、 紹 

介す るソフ トは 多 < のソフ 

卜の 中から 選ばれた ちので 

すから、 だとえ ☆印が 1 つ 
でも 紹介され ていない 他の 

ソフ トに 比べれば はるかに 

すぐれて いると い 〇 ことに 

なります。 なお、 紹介され 

だソフ トに 関する お問い 合 

せは、 各メ ー カ ー 宛に お 願 いします。 

SOFT  REVIEW  MEMORANDUM 

読， 

S
 

者
の
 

皆
さ
ん
に
 

お
願
い
し
ま
す
 

皆
さ
ん
が
 

街
で
 

見
か
け
た
 

ソ
フ
ト
 

ゥ
 

H 
ァ
 

や
、
 

雑
誌
 

や
 

カ
タ
ロ
グ
で
 

見
つ
け
た
 

ソ
フ
 

卜
な
 

ど
で
、
 

「
こ
れ
は
 

お
も
し
ろ
い
。
」
 

と
 

か
、
 

「
こ
れ
 

こ
そ
 

S
 

尚
/
」
 

み
た
 

い
な
も
 

の
が
 

あ
つ
た
ら
 

編
集
部
ま
で
 

お
知
ら
せ
 

下
 

さ
い
」
 

特
に
 

教
育
 

ソ
フ
ト
 

や
 

ビ
ジ
ネ
ス
 

ソ
 

フ
 

ト
な
ら
 

大
歓
迎
で
す
。
 

今
月
の
 

評
論
家
の
 

プ
ロ
 

フ
イ
 

ー 
ル
 

F
 

氏 
38 歳 

| 
部
の
 

地
域
、
 

特
に
 

青
山
、
 

渋
 

谷
 

あ
た
 

り
で
は
 

か
な
り
 

有
名
な
 

デ
 

ザ
 

イ
ナ
—
:
 

本
人
は
 

歌
っ
て
 

踊
れ
る
 

ス
—
 

パ
—
 

デ
 

ザ
 

イ
ナ
—
,
 

と
 

自
称
し
て
 

い
る
が
'
 
 

真
偽
の
 

ほ
ど
は
 

不
明
。
 

パ
ソ
コ
ン
に
 

関
し
て
は
 

頭
 

に
 

『ど
， 

の
つ
 

く 
素
人
。
 

R 
 

氏 
20 代 後半
 

( 30 歳に
 

近い
) 

フ
 リ
—
ジ
 
ャ
—
ナ
 
リ
ス
 
ト 

コ
ン
 
ピ
ユ
 

—
夕
 
と
か
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
 
つ
い
て
は
 
ま
 

っ
た
く
 
縁
の
 
な
い
 
人
物
の
は
 
ず
だ
っ
た
 
が
、
 

何
 か
の
 
は
ず
み
で
 
M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
に
 
関
 

係
。
 
M
s
x
s
®
^
 
の
 ゲ
—
厶
 
に
つ
い
て
 
は
 

ほ
と
ん
ど
 
目
を
通
し
 
て
い
る
。
 

氏 26 歲 

某 A 誌、 某」 誌と も 契約
して
 

いる、
 

ある 

意味
に 

おい
ては
 

ア 

スキ—
 

専属
の 

ヵメ
ラマ
ン。
 

青山 

あた
りで
 

違法
 

駐車
 

の 
赤い 

シテ
ィを
 

見た
ら 

仕事
中と
 

考え 

て 
もい 

い。 

.アッ
プル』

 

とい
ぅ 

元祖
 

パソ
コン
み 

たい
な 

機械
を 

持っ 

てい
る 

T
 

氏 
年齢
 

不詳
 

M
s
 

な
ん
と
か
 

と
い
ぅ
 

雑
誌
の
 

編
集
長
 

を
 

な
り
わ
い
と
 

し
て
い
る
 

杉
 

並
 

区
の
 

某
 

所
に
 

奥
さ
ん
—
 

人
と
 

娘
—
 

人
を
 

住
ま
わ
せ
 

て
、
 

自
分
は
 

ア
 

ス
キ
—
 

に
 

住
み
込
ん
 

で
い
 

る
と
 

い'
 

つ 
話
。
 

ア
 

ス
キ
—
 

が
 

マ
ン
シ
ョ
ン
 

住
い
の
 

こ
ろ
か
ら
 

こ
の
 

業
界
に
 

い
る
 

人
。
 

J
 

嬢 
年齢
 

不詳
 

某
 

M
 

誌
 

編
集
部
 

員
。
 

男
 

ま
さ
り
の
 

バ
イ
 

タ
リ
 

テ
ィ
と
 

徹
夜
 

覚
悟
の
 

仕
事
ぶ
 

リ
 

で
、
 

皆
の
 

喝
釆
を
 

あ
び
て
 

い
る
。
 

「
パ
ソ
コ
ン
 

は
め
ん
 

ど
う
で
 

キ
 

ラ
イ
」
 

と
い
い
な
が
ら
 

も、
 

真
剣
な
 

表
情
で
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
イ
 

ッ
ク
 

を
 

握
る
 

ホ
ン
 

ネ
 

不
明
の
 

女
性
。
 

J
L
 

氏
 

2
2
 

歳
 

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
 

な
ど
に
 

時
々
 

顔
を
 

出
す
 

と
い
、
 

っ
'
 
 

い
わ
ゆ
る
 

「
お
 

ぼ
っ
ち
 

や
ん
 

パ
 

ン
 

ド
』
 

の
ボ
 

.1
 

カ
リ
ス
 

ト。
 

パ
ソ
コ
ン
の
 
こ
と
は
 

あ
ま
り
 

知
ら
な
い
 

と
の
こ
と
 

だ
が
、
 

と
っ
か
え
 

、
ひ
っ
か
え
 

ゲ
—
厶
 

を
 

や
っ
て
 

い
た
，
'
簡
^
黑
作
の
2
5
>
<
を
実
証
。
 

抑
 

嬢
 

年
齢
 

不
詳
 

妻
子
 

あ
る
 

上
司
と
 

不
倫
な
 

恋
に
 

お
ち
た
 

と
 

自
称
し
て
 

い
る
 

O
L
。
 

そ
の
 

告
白
 

内
容
 

に
は
 

想
像
力
に
 

よ
っ
て
 

付
加
さ
れ
 

た
 

部
分
 

が
 

多
少
 

あ
る
。
 

か
な
り
、
 

に
ぎ
や
か
に
 

ゲ
 

I
-
 

を
す
 

る
 

人
で
、
 

パ
ソ
コ
ン
 

n
 

ネ
 

ク
ラ
 

の
イ
メ
 

—
ジ
を
 

拭
い
 

去
っ
 

て
 

く
れ
る
。
 

K
 

氏 
 

i
 

元
 埼
玉
県
の
と
 
あ
る
 
地
方
で
、
 

口
—
 
力
 

ル
な
 
S
F
 
ク
ラ
ブ
の
 
会
長
を
 
や
っ
て
 
地
方
 

文
化
の
 
発
展
の
 
た
め
に
 
努
力
し
て
 
い
た
と
 

い
う
 
青
年
 

顔
 だ
ち
 
は
 ボ
ン
 
ボ
ン
っ
 
ぼ
い
 

の
 だ
が
 
け
つ
こ
う
 
エ
 グ
イ
と
 
こ
ろ
も
 
あ
っ
 

て
'
 
 結
局
よ
う
 
わ
か
ら
ん
 
と
い
う
 
人
物
。
 あ
と
 
少
し
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
 

も
 

|
 

番
 

発
売
の
 

早
 

か
っ
 

た
も
の
 

が
 

店
頭
に
 

な
ら
ん
で
 

2 
力 

月
 

以
上
 

に
な
る
。
 

普
通
の
 

パ
ソ
コ
ン
と
 

違
っ
て
、
 

M
S
X
 

の
 

場
合
'
 
 

各
メ
 
 

—
 

力
—
 

が
そ
れ
 

な
 

り
の
 

販
売
網
を
 

駆
使
し
て
 

販
売
し
 

よ
う
と
 

す
る
 

い
き
ご
み
が
 

あ
る
。
 

こ
れ
は
 

う
れ
し
 

い
'
 
 

例
外
 

ば
 

楽
器
店
 

や
、
 

家
の
 

近
所
の
 

「
電
 

気
屋
 

さ
ん
,
 

な
ど
で
 

II
 

冗
ら
 

れ
る
 

も
の
 

も
 

あ
 

る
。
 

そ
れ
に
 

比
べ
て
 

ソ
フ
ト
 

ゥ
 

H 
ア
の
 

ほ
う
 

は
ど
う
 

か
と
い
 

う
と
、
 

こ
れ
が
 

少
し
 

ば
か
 

り
 

出
遅
れ
て
 

い
る
 

状
況
に
 

あ
る
。
 

ど
ん
な
 

パ
—
 

ソ
 

ナ
ル
 

コ
ン
ビ
 

ユ
ー
タ
 

で
も
そ
う
 

だ
 

が
'
 
 

マ
シ
ン
が
 

発
表
さ
れ
 

て
 

し
ば
ら
く
し
 

な
い
 

と
 

ソ
フ
ト
は
 

充
実
し
て
 

こ
な
い
。
 

ソ
 

フ
 

ト
メ
—
 

力
—
 

に
し
て
も
 

マ
シ
ン
を
 

入
手
 

し
な
い
 

限
り
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

作
り
よ
、
 

っ
が
 

な
い
 

の
 

だ
か
ら
、
 

こ
れ
は
 

し
よ
、
 

っ
が
な
い
。
 

M
S
X
 

の
よ
う
に
 

計
画
か
ら
 

生
産
へ
の
 

移
 

行
の
 

早
 

か
っ
た
 

マ
シ
ン
で
は
 

な
お
さ
ら
 

だ
。
 

こ
の
 

ソ
フ
ト
 

レ
ビ
 

ユ
—
 

で
は
 

都
内
で
 

発
 

販
 

さ
れ
て
 

い
る
 

ソ
フ
ト
を
 

対
象
に
 

し
て
い
 

る。
 

そ
の
た
め
 

情
報
の
 

新
鮮
さ
と
 

い
う
 

意
 

味
で
は
 

あ
ま
り
 

ば
っ
と
 

し
な
い
が
、
 

い
わ
 

ゆ
る
 

購
入
 

ガ
イ
ド
 

的
な
 

も
の
と
 

し
て
は
 

ベ
 

夕
—
 

な
 

方
法
 

だ
と
 

思
っ
 

て
い
る
。
 

, •:. 印
は
—
 
つ
か
ら
 
5 
つ
ま
で
の
 
5 段

階
。
 

た
だ
し
'
 
 
少
し
 
ば
か
 
リ
 気
を
付
け
て
 
ほ
し
 

い
の
は
た
 
と
え
 
☆
印
が
—
 
つ
の
 
ソ
フ
ト
で
 

も
、
 
そ
れ
は
 
多
く
の
 
ソ
フ
ト
の
 
中
か
ら
 
選
 

ば
れ
た
 
5 本

の
 
中
で
 
亡
 印
が
—
 
つ
と
 
い、 っ 

こ
と
、
 
つ
ま
り
、
 
こ
の
 
ソ
フ
ト
 
レ
ビ
 
ユ
—
 

に
の
 
る
よ
う
 
な
 ソ
フ
ト
 
だ
か
ら
 
そ
れ
を
 
買
 

っ
て
も
 間
違
い
は
 な
い
 
け
れ
ど
、
 
あ
え
て
 

そ
の
う
え
 
評
価
す
 
る
な
ら
 
ば
と
 
い
う
 
意
味
 

の
 六
 印
な
 
の
 だ
。
 
そ
こ
ら
 
あ
た
り
を
 
考
え
 

て
 読
ん
で
 
い
た
だ
け
れ
ば
 
幸
い
だ
。
 



USX  SOFT リス ト 
12 月 1 日 現在 

纖 

MSX のソフ トの ことならす 

ベて 判る、 とい 5 便利な1 J ス 
卜 ♦ さあ、 今年は 一体 何 本の 
ソフ トが リス ト アツ プ される 

かな!？  «»Hi 報を 見や^ t、 
表に して 毎号 レ す < 

Jj 今年 も 注目して ネ。 

# 
VO し 2 

ゲーム 名 仕様 
価格 

会社 名 
内容 

アド ベン • チュー 太 ROM 4,800円 
MIA 

カ エノ げ へビと 戦いながら ネズ ミの チュー 太が まんまと ダイヤを 盗み 出します。 

1 し OVE シリーズ ROM 4,800円 
コナミ 

ゲームを 楽しみながら 自然に 学力 も アップで きる 算数 ゲー ムシ リーズ。 

あ 一み だ 一く じ テープ 2,800円 ポニヵ 
’オ レたち ひょう きん 族* で おなじみ •あみだ ババア * の 武器 あみだを 
MSX 対応に し た 少年 向き ゲーム。 

アニマル •ケア テ ーカ ー/ザ •セブン ズ •デイ テープ 

4,800円 
オーク •■アニマル ー j は 牛を 育て あげる ゲーム。 『ザ • セブン ズ- デ'  は 七 

次元 空間の 宇宙船を 修理す る。 1 本の ソフトで 2 通り 楽しめる。 

アニメ エディタ  ''エディ" 
ROM 14,800円 

H  A  L 研獅 
手軽に 思 まま アニメ  •グラフィックス カ雙 しめます。 トラック ボ 

ー ノレ 付属 ソフト 

イリ ー ガス Episode  IV ROM 
4,800円 

アスキー 

時間^® によって 画面の 色が 複雑に 変化す る、 立体 版の 迷路 ゲーム。 

ウォー リア ROM 4,800円 

アスキー 

ディ スプレ <に 表示され る 体力、 防御 力、 金力 等を 考えながら 冒険を 

続ける 口 ー ル プレイン グ ゲーム。 

エクスチェンジ ヤー ROM 4,800円 

アスキー 

迷える 2 人の エイ リアンを ブラック. ホールを つかって 生まれ i!iS 班に 連れ もどします。 

MSX— 21 ROM 4,800円 

アスキー 

独り でも ポーカー、 ブラ ック ジャック が 楽 しめる カー ド ゲーム。 

MSX ダービー 
ROM 4,800円 

アスキー 

過去の レース デー タ迄 割り 出して くれる マイコ ン版 競馬 ゲーム 0 

おてんば ベッキーの 大 冒険 ROM 4,800円 M  1  A おてんば ベッキーが エイ リアンの 住む 家を^^。 穴を 堀って 落とせば 
エイ リアンは リ ンゴに 変身。 それを 食べれば 得点になる。 

音感 ト レーニング ROM 4,800円 リッ トー ミュージック リズム 感や 音楽 センスを一 層 磨き あげる …… という 有意義な ソフト。 

CAR  RACE ROM 4,800 円 アンブル ソフト 普通の カーレースに という 新 要素を 加え 走行 拒 離を 競う ゲー 

ム〇 

カエ ルシェ ルター 
テープ 2,800円 

日本 ソフ ト バンク 
カエ ノ哩 エイ リアンを 迎擎 する ゲーム。 ミサイルを 撃つ にしたがって 
カエ ル から オタ マジ ャ クシへ と 変態、 また 変態 ̂ 
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MSX ソ# ト リス ト 

ゲーム 名 仕様 価格 
会社 名 

内容 

化学. 元素 記号 マスター テープ 3, 800円 

ストラッ トフ オード. コンピューター センター 

ゲーム 気分で • 元素 記号が マスター できます 

カッ プル テープ 
4,800円 

アート サプライ 
いろ いろな®® の カタ チ や 単語、 遊び道具 など 同 じ 仲間?!) 頌 われたら 

素早く キーを 押して ポイント を あげる 感覚 ゲーム。 

カラー •  b — チカ ROM 4,800円 マジック ソフト 卜 ー チカに 攻めて 来る 敵を 片端から していく カン タンな ゲー 

厶〇 

カラ ー ボ ー ル 
ROM 4,800円 ハドソン •ソフト 

今月 号て •紹介 P 112 

カラー • ミッ ドウ エイ ROM 4,800円 マジック ソフト 

今月 号で 紹介 P 115 

カ ロリ ー 計算の プロ グラム テープ 5,800円 オーク 
今月 号で 紹介 P 117 

ギャング マン テープ 
2,800円 

日本 ソフ ト バンク 
$ 袋と ダイヤを 满 載した ギャングの 車を 追い かける 力一 •レース •ゲ 

ーム。 

ギャング. マスター ROM 
4,800円 

アスキー 

銀行に 押し入って 金を 奪い、 警 察に 捕まらな いように 逃げる ギャング 

ゲーム。 

クレイ ジー ト レイン 
ROM 4,500円 

S  0  N  Y 
ポイント を 次々 と 切り換えながら 乗客を 满 載した 暴走 列車を 素早く 誘 

導す る ゲーム、. 

ク レイジ ー ブレット ROM 4,800円 

アスキー 

タンク （教 車） と タンクが ミ サイ ルを 擎ち 合って 戰う ゲーム „ 

コメット テイル ROM 4,800円 

アスキー 

長い 尾を もった 彗星に なって 宇宙を 飛び まわる、 ほうき 星の クネ クネ 

ゲ ー ム。 

ゴルフ ゲーム ROM 4,800円 

アスキー 

クラブの から 力の 入れ 具合、 バンカー、 ウォー ター ハ ザート、 9 
つの 難 コースと プレイヤーが 選べる 本格的 ゴルフ. ゲーム。 

コン ドリ 
ROM 4,800円 

クロス トーク 

気球からの 矢を 避けながら 母 さ ん コン ドリ が 猫 や 人間と たち 

を 守ります。 

コンピュータ • オセロ ROM 3,500円 SONY 難易度を 四 段階に 変えられる オセロ ゲーム u 

ザ. スパイ ダー テープ 2,800円 日本 ソフ ト バンク 

すさまじい スピードで ロケ ッ トに 向って くる 謎の U  F0 を擊っ て、 荤 

ちまく るゲ ー ム。 

ザ. ドッキング テープ 4,800円 
アュ ト サプライ 

ブロ ック 崩しと 英単語の 暗記が 同時にで き る ゲーム。 

ザ • ブレイン ROM 4,800円 

アスキー 

6 人まで プレイヤーの 数を ふやせる、 音と 光を 頼りと する MS  X 版の 
弱 ゲーム 。 

THE  HUSTLER ROM 4,500円 

コナミ 
四つ 玉の キ レイな カラ ー ボールを 使った ピリ ヤー ド ゲームの 決定版 c 

ジグ ソー セット 
ROM 4,800円 M  1  A コアラ、 橋、 媒の 3 種類の 絵を ジグ ソー バズ^ (7) ように 組み合わせて 

完成させる。 絵は 6 から％ まで 4 段階 

ジュノ ファース ト ROM 4,000円 
SONY 

四次元へ ワープで き る檐 をネ 寺った 迎? m ジュノ ファースト を 操作し 

姑 機を 破壤 する スペース ウォ ー ゲーム t 

小学生の 算数 • かけ 算 テープ 
3,600円 オーク 

算数を 苦手な 科目に しないよう、 一番 初歩の 段 指 （小学生） を 大切に 
考えて 作られた ソフト。 理解力が つけば 算数が 好きになる ゾ。 

小学生の 算数 • 小数 I  •  II テープ 各 3,600円 オーク 

小学生の 算数 •ひき 算 テープ 3,600円 オーク 

// 

小学生の 算数 •たし 算 テープ 3,600円 
オーク 

// 

小学生の 算数 •分数 I • n テープ 各 3,600円 オーク 

if 

小学生の 算数 •わり 算 テープ 3,600円 オーク // 

小学生の 算数 • 図形 テープ 
3,600円 オーク 

// 

ジョー キングマン ROM 4,800円 

クロス トーク 

監視 員の 目を 盗んで 工場に 優 入し、 点検 ロボ ッ ト には ハンマーで 一発 
お見舞い する、 イタ ズラ 少年 向けの ゲーム。 

スカイダイバー 
テープ 2,800円 

日本 ソフトバンク 

飛行機で 空を 飛び 向かって く る 鳥 や 風 給 爆弾^ エイ リアンな ど 片っ端 

から 轚ち 落と していく ゲーム c 

スクランブルエッグ ROM 

M00 円 

アンブル ソフトウェア 
鳥が 次々 と 生み落と していく 卵を 擎ち 落と しながら ポロ □ ン 号を 追 馱 

させる ゲーム： 
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MSX ソフト リス ト m 

ゲーム 名 仕様 
価格 

会社 名 

内容 

スター コマンド ROM 4,800円 

アスキー 

現実には ない 空想の 武器、 宇宙船で 教える ロマン あふれる シ ミュレー 
シヨ ン ゲーム。 

ステップ • アップ ROM 4,800円 
H A L 研究所 

次々 に 襲って く る舶を 避けながら ビルに 仕掛けられた 階段を 上がり 屋 

上の 宇 S 船に た どり 漕く ゲーム ̂ 

SUPER  COBRA ROM 
4,0 ㈤円 

コナミ. 

高性能へ リ コブ ターを 駆使して 敞 基地を 攻擎 する 反射神経 ゲーム 3 

ス ー パ ー スネ ー ク ROM 4,800円 
H  A  L 研獅 

四角い オリ の 中で 腹べ コ な 蛇が 次々 と エサを 求めて 走り回る ゲーム。 

3 D ゴルフ シミ ユ レー シヨン ROM 5,800円 T&E  SOFT 
今月 号で 紹介 phi 

3  D テニス ROM 4,800円 

アスキー 

シングル でも ダブ ルスで も、 はたまた マシン 相手で も 楽しめる MS  X 

版 3D テニス。 

SUPER  DRINKER ROM 4,800円 アンプル ソフトウェア 街から 街へ 追い かける ポリス マンを かわしながら、 そこ かしこに 置い 

て ある 酒を 飲み 千して 走り続ける ゲーム。 

ス ー パ ー ピリヤ ー ド ROM 4,800円 
H  A  L 研究所 

7 個の ボールの 動きは リ アル そのもの。 難易度を 次々 に 変えながら 撖 

妙な テク ニック カ观使 でき る 本格的 ビリ ヤー ド ゲーム。 

SQUISH’EM 
ROM 4,800円 シリウス 

発売元㈱ アスキー 

幼 階 建ての ビルに 忍び' 込み、 怪物を 避けながら お金の 入つ た カバンを 

盗み出す ゲーム。 
スペース メイズ アタック ROM 4,800円 

H  A  L 研额 
秘宝 「 フォ ルス j を 目指して 迷路 星雲を 探り 統 ける ゲーム， 敵 だけは 
迷路の 壁を 通り抜け てきます 

_ と 同 じ 位置に 来た 時の み 撃ち落とす 事が でき ると いう、 パイロット 

気分 満点の 追擎 V- ム。 
ゼロ ファ イタ ー 

テープ 2,800円 
日本 ソフ ト バンク 

TIME  PILOT ROM 
4,800円 

コナミ 
いろいろな 時代の オン ポロ 飛行 後たち と 闘いながら 飛び 校け る 飛行 口 

マン あふれる ゲ ー ム  • 
TURMOIL ROM 4,800円 シリウス 

発売元㈱ アスキー 

体当りす る 宇宙船 や ミサイル、 戦車 等 L 、ろい ろ な 敵を かわ して エイ •  J 
ア ンの卵 を 回収す るス ビー ド ゲーム。 

ダイヤ モン ドア ド ベンチ ャー テープ 2,800円 マイクロ キャビン 
今月 号で 紹介 PH2 

ダビデ II 
ROM 4,800円 アンプル ソフトウェア 攻¥ してく る舶 機を 迎擎 しな 力 ; ら、 どんどん 先へ 進んで 行く ウォー • 

ゲーム ̂  ジェット 檐を 8 種類の 方向に 動かして 空中 戰を 楽しむ。 

楽しい 算数 (/M 〜 6 •各 上下） テープ 3,800円 
ストラット フォ ，ド. コンピューター センター 今月 号て •紹介 PH6 

中学生 必修 英単語 1 年 
テー ブ 

3,800円 
スト ラッド フォード • コンピューター センター 今月 号で 紹介 PII6  * 

中学生 必修 英単語 2 年 テープ 
3,800円 

スト ラッド フォート、 コンピューター センター 
今月 号て •紹介 PII6 

中学生 必修 英単語 3 年 
テープ 

3,800円 
ストラット •フォート、 コンピューター センター 

今月 号で 紹介 PM6 

ドラゴン • アタック ROM 4,800円 
H  A  L 研麵 

宇宙から 攻めて 来る 巨大な ドラゴンの 群れ。 かつて 大 ヒットした ★ イ ン ペー ダー. ゲーム， の 要は バリ エー シ ヨン。 

南棰 物語 テープ 2,800円 ポニカ 
今月 号で 紹介 PM3 

NYORO し S ROM 4,800円 
M  1  A 

巨大な へ ビ ，ニヨ ロス •と 人魂を 分身 能力 を 持つ 人 姑 ASg； 台し て ゆく 

怪奇 厶ー ドの ゲーん 

日本史 年表 テープ 3,800円 
ストラット •フォード. コンビ ュー ター センター 

能率よ く 日本史 年表 わ 墙 己で き ます。 

忍者 くん 
ROM 

4,800円 マイクロ キャビン 
今月 号で 紹介 PII4 

ハイ ウェイ スター 
ROM 4,800円 ゥェイ リ ミット 自分の 位置を 知らせて く れる マップを 頼りに 赤い ボディの トマト 号を 

走らせて 白旗を 次々 にクリ ア する 0 

バイナリ ィ • ランド テープ 2,800円 
日本 ソフトバンク 

64 タイプ ある 迷路に の カッ ブル を 入れて、 それぞれ 違 う 道を 行か 

せながら も 一緒に ゴー ルイ ン させる ゲーム。 

パイ パニック ROM 4,800円 

アスキー 

邪 朦 物を 避けながら 流れて くる 雀 パイを 急いで n ち 落とし、 役が でき 
れば テン パイ： 冷静 さが 必要な 新しい タ イブの 麻雀 ゲーム。 

パス ポ ー ル ROM 4,800円 

アスキー 

3 D 版の 2 人 制 パレー ボール っ 彩を 頼りに ボールの 位置を JBt につか 
むの が キー •ボイ ント， 

パソコン 作曲家 ROM 4,800円 
リッ トー ミュージック 

楽器が 弾けなくても、 音譜を 読めなくても、 手軽に 作曲が 楽しめる ソ 

フト。 

バトル シップ • クリプトン II ROM 
4,800円 T&E  SOFT 

今月 号で 紹介 PH5 

パワ ー フ ヱ イル テープ 2,800円 
日本 ソフ ト バンク 

回路を 切断し ようとす るオジ サンを トン カ チて 気絶 させながら、 バッ 
テリ ーから 研究所に 電力 を 送る ゲーム。 



MSX ソフト リス ト 

ゲーム 名 仕様 
価格 会社 名 

内容 

ピコ ピコ テー プ 2,800円 マイクロ キャビン 
今月 号で 紹介 PII2 

ひつじ や 一い 
敕 

未定 
ハドソン •ソフト 

牧場に いる 羊たち を陳の 沈む 前に 栅 (7) 中に 入れて、 狼から 守って あげ 

るメ  ノレ s ン チック な ゲーム。 

ピ クチャ ー パス ノレ 
ROM 4,800円 

H  A  L 研额 
1 から 15 まで タテ • ヨコ 4 段ず つの コマを 動かして プ タ、 ウ マ、 ワ ニ、 

ゾウ、 ネコ 等の 絵を 完成させる ゲーム。 . 

ピッキ ー 
ROM 4,800円 

H A L 研究所 
自分の まわり の 岩を 動かす こと がで き る 起 能力 少年 ピッ キー •君が デビ ルモグ ラと 闘います。 

ピラ ミツ ド •ア ド ベンチ ャー ROM 4,800円 T&E  SOFT 
今月 号で 紹介 PII0 

BEE&F し OWER ROM 4,800円 シンク ソフト ト ンボや スズメ 蜂を 避けながら、 お 花畑で ミツ 蜂 動き回る ほのぼの 

ゲーム。 

ファイナル 麻雀 ROM 4,800円 M  1  A 
1 人から 複数の 人間まで 楽しめる M  S  X 版 麻雀 ゲーム。 

ファ イヤ ー ボ ー ル 未定 
较 ハドソン •ソフト 部屋 中を 飛び回る ファ イヤー ポール (A2) を 水銀 銃と 冷凍 光線で 二 

卿 擎。 

ブギウギ ジャングル ROM 4,800円 アンプル ソフト 食いしん坊が ジャングルの あちこちに 置いて ある ケーキ や ロースト チ 
キンを 食べ まくる、 動きが かわいい ゲーム。 

ぶた 丸 パンツ ROM 4,800円 
H A L 研究所 子 鬼 ハン ツが 次々 に 落として く る 雪玉を ブタ 丸が 掲除 する、 キャ ラク 

夕の かわいい ゲーム。 

フルーツ サーチ ROM 4,800円 
H  A  L 研獅 

コンピュータの 与えて くれる ヒント を 頼りに 次々 に 出て く る フメ  U- ツ 
の 種類を ビタリと 推理 C 

ブレーク アウ ト ROM 4,800円 

アスキー 

ディスプレイの パターンが 120 バター ンも ある 高度な ブロック 崩し。 

FROGGER ROM 4,000円 
コナミ 

自動車が 走り まく る 道路で 迷子に なった カエ ルを 無事に 家まで 連れ 帰 

る ゲーム。 

ペァーズ ROM 4,800円 

アスキー 

カードで 構成され た 迷路を 敵を 避けながら 裏返して ゆく、 ニュー タイ 

プの 神経衰弱 ゲーム。 

ヘビー ボクシング ROM 4,800円 H  A  L 研獅 

3 D タイプて 健 場® あふれる ボクシング ゲームの 決定版 0 

マウ ザ ー 
ROM 较 SONY 

何 階に も 分かれた ビルに 侵入 U ネズミ を 避けながら 魚を イタ ダく。 

猫が 主人公の ゲーム。 

マリ ンバ トル ROM 4,800円 

アスキー 

駆逐艦の 機雷と 対^ を 使って、 せまり 来る 敵の 潜水艦と 飛行機を 

次々 に擎^ する ゲーム。 

まんてん くん (各 3 巻） 
テープ 各 9,800円 

ランド コンピュータ 
今月 号で 紹介 PII8 

ミステリー ハウス I テープ 2,800円 マイクロ キャビン 
今月 号で 紹介 PII3 

ミツ ドナ イト ビル ディ ング ROM 4,800円 ウェイ リミット 自分の まわり し;! ない 真夜中の ビル ディ ングで ガー ド マンを 避 

けながら を 盗み出す ゲーム。 

MUSIC 
テープ 

3,600円 オーク 今月 号で 紹介 PM7 

ミ ュ ージッ ク エディタ ROM 4,800円 
H  A  L 研獅 

誰でも 手軽に 音^び や 作曲が でき ます.， 

ミ ュー ジック •ハーモナイ ザ ー 3 ROM 4,800円 
リツ トー:: ユー シツ フ 

メロ ディ を 入れる だけで、 なんと その メ  ロディに 合った 伴奏を 作って くれる 。 

ムーン ランデ イング ROM 

未定 

アスキー 

手動に よる 姿勢 制御と a ケッ ト 噴^で 月灌睦 船を 月面 基地に 邇睦 させ 

る 宇宙旅行 ゲーム。 
MOLE ROM 

4,800円 

アスキー 

穴から ピョ コピョ コ 顔を 出す モグ ラを、 手に した ハン マーで 叩く ノモ 
グラ 叩き • の MSX 版 ̂ 

もぐらた たき キーボード 練習 テープ 3,800円 
ストラット フォー ド. 
コンピューター センター 

今月 号で 紹介 PII6 

モニタ • アセンブラ/ 

グラフィック- エディタ 
テープ 4,800円 M  1  A 

マシン 語で プロ グラミ ング すると 手間 ひまの かかる 図 や 表 も、 これで 
手軽に 作成 か 可能です 。 

幼児の えいご テープ 3,800円 
ストラット フ ォード. コンピューター センター 

幼児 向け 英語教育 用 ソフト。 

リアル テニス ROM 4,800円 タカラ 今月 号で 紹介 PII4 

ライ ズ アウ ト ROM 4,800 円 

アスキー 

巨大な 迷宮に なっ た 大阪紱 を 忍者と なっ て 上へ 上へ と 登り 続ける 0 パ 

ズル的 要素 も 加わった ゲーム。 

ラダー ビルデ ィング ROM 4,800円 

アスキー 

指令 •を 受け ビルに 潜入 し 秘密 書類を 盗み出す ゲーム。 
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ジャコ スノ  V ノ コン レン タ) Wffi 格 表 (単位: 月) 
形  式 

1 ヶ月 

PC- 6001 4,300 

PC-6001  MKE " 

PP- 8001 6,200 

PC-8001  MK 1 

ff 

PC-8801 1 5,900 

本 PC-9801 24.500 

FM-7 
9,500 

体 
FM-8 

4.900 

FM-11 21.500 

系 MY  OASYS-  n 
33.600 _ 

MZ- 2200 10.100 

PC-9801F 26,300 
PC-9801E 17,200 

PC- 8801  MK  II 13.500 
PC -6600 11.500 

6 ケ月 以上の 申し込みは 更に 割引きと なります。 

形  式 1 ヶ月 

PC-6001 カラー TV 6.900 モ 

12 イ ン チカラ ー TV 

7.200 

12 イ ンチ グリーン TV 

4,800 

I 

14 イ ン チカラ ー TV 高 解 度 9.900 

デ PC 用 （5 インチ ミニ〉 16.800 

ス F  M  用 （  "  ) 16.800 

ク PC 用 （8 インチ） 32.000 

8  0 桁 プリンター 

11.900 
プ 

l) 

漢  字 ブリン ター 

14.900 

ン 

离 性能 プリ ン ター 28.100 y 

1 36 桁 プリ ン ター 

15.200 

PC-6001 用  ROM 
1.600 

R 
n MK2 用 漢字 ROM 

3.900 
M 

8801 用 澳 字 ROM 
4.600 

FM2 用澳字 ROM 
4.200 

そ 
の 
他 データレ コーダ'一 家庭 用 TV アダプタ 

2.400 
1.700 

1 日からで も レンタルで きます。 

例： 1 -3 日の 料金は 1 ヶ月 料金の 雀 但し、 この場合の 送料は お客様の ご 負担と なります 

電話 一本で 全国 無料 配送// 
商品の E 送料、 返送 料は 下記のと おり です。 

<ン タル 料金の 紇 額が 

15.000円 以上の 場合 （•; 主) 

レンタル 料金の 終 額が 

15.000円 末滿の 場合 

配送 料 
全国 往復 無料 配送 お客様の ご 負担と なります 

( 例） 23 区 片道1. 10Q 円 

返送 料 全国 無料、 レンタル 期 
日までに ご 返送 下さ 

実資 は、 お客様の ご 負担です c レ 
ン タル 期日 i でに ご « 送 下さい s 

(•; 主) レンタル 料金が 1 ヶ月 5 千円ても .3 ヶ月 申込めば K 送料は 熱 料 

お 近  <  のジヤ コスへ お 気 経に。 
東京 03(436)6571 福 岡 092(281 )0930 

大阪 06(281)1096 仙 台 0222(83)0234 

名古屋 052(563)0551 札 幌 011(281)2001 

ノ パソコン レンタル 事業部 〒|〇5 東京都 港 区 西 新橋 3-8-3 ラン ディック 新* ビル 

03-436-657 ブ (代) 
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みんなで つくろう 

レター ズ コーナー 
MS  X マガジンでは、 本誌に 対す 

る ご 意見、 ご^® を 募集して います。 

な ん でも 結構です か ら どしどし お 

寄せく ださい。 ちょっと 気になる こ 

と、 身近に ある オモ シロ 情報、 どう 

もよ くわから ない こと、 などなど 気 

軽に 書いて 送って くださいね。 ハガ 

キは 本誌 あてのと じ 込み ハ ガキを ご 

使用く ださい。 楽しい おたより 待っ 

てま〜 す。 

X 
MS X ルームは、 読 

者と®! 部を 結ぶ コ 
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し
て
 ま
ち
が
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
 

0 

M
S
 
X
 テ
ク
ニ
カ
ル
 
デ
ー
 
タ
 ブ
ッ
ク
 
m
 は
 

M
S
X
 
の
 
ハ
 I ド

ウ
 
エ
ア
 
•
ソ
フ
ト
 
ウ
エ
 

ア
の
 

か
 詳
し
く
 
書
か
れ
て
 
お
り
、
 

定
価
 
3、 

5
0
0
 
円
 で
 発
売
し
て
 
い
ま
す
 

0 

テ
ク
ニ
カ
ル
 
デ
 ー タ

 ブ
ッ
ク
 
[2] は

 M
S
X
 

—
B
A
S
I
C
 
の
 B
I
O
S
 
の
ソ
 
I 
ス
リ
 

ス
ト
 
(
ア
セ
ン
ブ
ル
 
リ
ス
ト
)
 
を
す
 
ベ
て
 
紹
 

介
し
て
い
ま
す
。
^
5
父
^
!
^
§
の
ハ
|
ド
 

•
ソ
フ
ト
 
ウ
ヱ
ア
 
を
 作
る
 
人
に
 
と
つ
て
 
必
 

要
な
^
:
 
と
い
え
る
で
 
し
よ
う
。
 

$
 
り
の
 
書
店
に
 
な
い
 
愛
 

r-I に
は
、
 
直
接
 

ア
 ス
キ
ー
 
に
ご
 注
文
、
 
お
問
い
 合
せ
く
 だ
 

さ
い
。
 

私
は
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
の
 
初
心
者
て
 
す
。
 

い
ま
ま
で
の
 
パ
ソ
 
n ン

は
 
値
段
 
も
 高
く
 
ム
 

ズ
 カ
シ
イ
 
と
い
う
 
ィ
 メ
—
ジ
 
が
 あ
つ
て
、
 

買
い
た
 
く
て
も
 
決
心
が
 
つ
き
ま
せ
ん
で
 
し
 

た
。
 
そ
ん
な
と
 こ
ろ
へ
 
1
 
い
 マ
ス
コ
 ッ 

卜
 
と
い
つ
 
し
よ
 
に
や
さ
し
 
そ
う
な
 
バ
ソ
コ
 

ン
が
 出
た
 
の
で
、
 
マ
ガ
ジ
ン
を
 
買
っ
 
た
の
 

で
す
 
が
ち
っ
 
と
も
 
分
か
り
ま
せ
ん
。
 

も
っ
 

と
や
 
さ
し
く
し
て
 
下
さ
い
。
 
そ
し
た
ら
 
M
 

S
X
 
パ
ソ
 
n
 
ン
を
 
買
っ
 
て
 
ゲ
—
ム
 
を
 
作
つ
 

た
り
 
 
い
 
つ ぱ

い
 
や
り
た
い
 
こ
と
が
あ
 

る
ん
で
 
す
よ
。
 

¥
眾
 都
 墨
 田
 区
 
i
 
と
も
子
 (
 19 歲

)
 

®B  A  s  I  ci は 毎： 一: 読んで 

く
れ
て
る
 か
な
。
 
八
 r は
ま
 だ
 線
を
 

引
く
^
^
だ
 
け
ど
、
 

一
年
以
内
に
 
プ
 
ロ
グ
 

ラ
ム
が
 
組
め
る
 
よ
う
 

(: 編
集
部
 
一
同
 ガ
ン
 

バ
ッ
 
て
る
 
ゾ
 。
そ
れ
ま
で
は
 

人
の
 
作
つ
 
た
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
眺
め
て
 
お
 勉
強
。
 

<
 x
 p の

 

意
味
が
 
つ
か
め
て
、
 
爸
仃
で
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
ー 

夕
に
 
何
を
 
さ
せ
て
 
い
る
か
 
わ
か
る
 
よ
う
に
 

な
つ
た
ら
 
シ
 メ
タ
 
も
の
 
だ
。
 
誰
 だ
つ
 
て
は
 

じ
め
 

は
 
。
エ
キ
ス
。
 

ハ ー ト 
晨
し
 

て
 

と
も
ち
 
や
ん
 
ガ
ン
バ
！
 

ウ
ラ
 
表
紙
の
 
カ
ラ
—
 
広
告
で
 
M
S
X
 
の
 

ゲ
—
ム
 
画
面
を
 
見
て
 
い
た
ら
、
 
ど
こ
と
 
な
 

く
 
A
P
P
L
E
 
に
似
て
い
 
る
よ
う
 
で
す
。
 

モ
ニ
タ
に
 
も
よ
 
る
ん
で
 
し
よ
う
が
々
 
ニ
 ジ
 

ミ
の
 
M
S
X
"
 
な
ん
て
 
ア
ダ
 
名
が
 
付
き
 
ま
 

せ
ん
よ
う
に
。
 

東
京
都
 
渋
 谷
 区
 

山
 崎
 隆
文
 
(
 23 歲

)
 

M
S
X
 
は
 
R
G
B
 
出
力
を
 
持
っ
て
 

い
な
い
た
め
、
 

文
字
が
 

思
い
の
 

ほ
 

か
よ
く
 
ニ ジ
ン
で
 
く
れ
ま
す
 
。
バ
ッ
ク
を
 

黒
に
 
し
た
と
 
き
が
®
 
與
 で
す
。
 
A
P
P
L
 

E
 
の
 
ニ ジ
ミ
に
 
も
ま
つ
 
た
く
 
ヒ
ケ
を
 
取
り
 

ま
せ
ん
。
 
ま
さ
し
く
 

-.,, 1 ジ
ミ
の
 
M
S
X
"
 

本
領
 
発
揮
と
 
い
つ
た
と
 
こ
ろ
で
 
し
よ
う
 
か
 0 

今
日
は
 
カ
ゼ
で
 
学
校
を
 
休
ん
だ
。
 

But お 

と
な
し
 
く
ね
て
 
い
た
わ
け
 
で
は
な
い
。
 

で
 

纖 

R
 
 

〇
 
 

〇
 

は
 何
を
 
し
て
い
た
 
か
？
 

き
の
う
 
買
つ
 
た
 

M
S
X
 
創
刊
号
を
 
ベ
ッ
ド
の
 
中
で
 
読
ん
で
 

い
た
の
で
す
。
 
外
は
 
寒
い
 
の
に
、
 
ベ
ッ
ド
 

の
 中
は
 
天
国
 
か
棰
楽
 
か
？
 

ホ
 カ
ホ
 
カ
 D
 

朝
、
 表
紙
を
 読
み
 始
め
、
 ぉ
昼
す
 ぎ
に
 裏
 

表
紙
の
 
定
価
 
三
七
〇
 
円
の
と
 
こ
ろ
ま
で
 
読
 

み
お
え
 
ま
し
た
。
 
と
て
も
 
お
も
し
ろ
 
か
つ
 

々
 (( •

•
※
〇
号
の
残
り
は
あ
る
の
で
す
か
。
 

埼
玉
県
 
蓮
 田
 市
 
鈴
^
 w
(
 16 才

)
 

M
S
 
X
 
マ
ガ
ジ
ン
 
さ
ぇ
 
あ
れ
ば
 
力
 

ゼ
 ひ
い
て
も
、
 

へ
つ
 
ち
 
や
ら
つ
 
て
 

わ
け
ね
。
 

で
も
 毎
月
 
8 
日
に
 
M
S
X
 

マ
ガ
 

ジ
ン
 
^
 
つ
て
、
 

9 
日
は
 
必
ず
 
休
ん
 
じ
 
や
う
 

な
ん
て
い
 
う
の
は
 
ダ
 メ
で
 
す
よ
。
 
カ
ゼ
 
気
 

味
に
な
る
 
の
を
 
持
つ
 
て
 M
S
 
X
 
マ
ガ
ジ
ン
 

買
 う
な
ん
 
て、 

も
つ
 
と
ダ
メ
 
。
そ
れ
か
ら
、
 

〇 号
の
 
残
り
は
 
ま
だ
 
少
し
 
あ
る
み
た
い
。
 

表
紙
か
ら
®
 

ま
で
 
読
ん
 
じ
 
や
う
 
M  S 

X
 

ボ
—
 
ィ
ズ
は
 
必
読
。
 
ね
っ
。
 

家
族
 
用
に
 
M  s  X

 
マ
シ
ン
を
 
一 台

 入
手
 

し
た
い
と
 
思
つ
 
て
い
ま
す
 
が
、
 
パ
ソ
コ
ン
 

==T  V
 ゲ
 
I
 
ム
機
 
と
い
う
の
は
 
い
か
に
も
 

ォ
ソ
 マ
ツ
 // : 

今
少
し
、
 

タ
メ
に
な
る
 

使
い
方
を
 

P
R
 

す
る
 

雑
誌
で
 

あ
り
た
い
 

も
の
で
す
。
 

文
明
が
 
市
民
を
 
白
痴
 
化
す
る
 
こ
と
の
な
 

い
よ
う
に
 
…
…
 

。 

至
 51 都

 西
 多
 摩
郡
楝
 
1
 
輔
 (
 45 歲

)
 

パ
ソ
コ
ン
 
=
T
V
 
ゲ
ー
ム
 
機
と
 
い
 

う
 図
式
が
 
成
り
立
つ
 
て
し
 
ま
う
 
現
 

状
に
は
 
私
た
ち
 
編
集
部
で
 
も
 疑
問
を
 
持
つ
 

て
い
ま
す
 
し、 

棟
 方
さ
ん
 
の
 お
つ
し
 
や
る
 

よ
う
に
 

-II タ
メ
に
な
る
 
使
い
方
 
j 
の
 方
向
 

を
な
ん
 
と
か
 
見
つ
け
よ
う
と
 
努
力
し
て
も
 

い
ま
す
。
 

も 
文
明
は
 
始
め
か
ら
 
そ
こ
に
 
あ
る
の
で
 
は
 

な
く
、
 
市
民
の
 
選
択
の
 
末
に
 
{
§
す
 
る
 も
 

の
の
は
 
ず
で
す
。
 
M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
 
も
 そ
 

の
_
 
の
 
一
つ
に
 
な
れ
ば
 
と
 思
い
ま
す
。
 

M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
を
 
買
い
ま
し
た
。
 

と
 

て
 も
 お
も
し
ろ
い
 
本
で
す
 
ね
。
 
前
か
ら
 
M
 S
X
 
に
 
興
味
が
 
あ
つ
た
の
で
 
す
が
、
 
詳
し
 

い
こ
と
 
が
わ
か
ら
 
な
い
 
の
で
 
こ
ま
つ
て
 
い
 

ま
し
た
。
 
本
誌
で
 
あ
る
 
程
度
は
 
理
解
で
 
き
 

た
の
で
す
 が
、
 ま
だ
 わ
か
ら
な
い
 こ
と
が
 

あ
る
の
で
 
質
問
し
 
ま
す
。
 

M
S
X
 
は
ど
う
な
る
 
の
か
 
7
.
 
 
M
S
X
 

の
 ブ
—
ム
 
が
 来
な
い
 
ま
ま
 
終
わ
つ
 
て
し
 
ま
 

う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
 
か
？
.
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
は
 
1
6
 ビ
ッ
 
ト
に
 
な
ら
な
い
 

の
か
？
 

ソ
フ
ト
は
 
十
分
に
な
る
 
の
か
？
.
 
本
当
に
 

ビ
ジ
ネ
ス
 
に
も
 
使
え
る
 
の
か
？
 

こ
の
 質
問
は
、
 
誰
し
 も
 考
え
て
 
い
る
 
こ
と
 

だ
と
 
思
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
 

M
S
X
 
は、 

f
 
に
 
良
い
 
ア
イ
デ
ィ
ア
 

だ
と
 
思
い
ま
す
。
 

埼
玉
県
 蕨
 市
 
杉
山
賃
 
(
 16 歲

)
 

M
S
X
 
は
ブ
 
ー 
ム
に
な
 
ら
な
 
い
で
 

し
よ
う
。
 

ブ
 ー 

ム
に
な
 
つ
て
は
 
い 

け
な
い
 
の
で
す
。
 
ブ
 
ー 

ム に
な
れ
ば
 
い
つ
 

か
は
 
終
わ
つ
 
て
し
 
ま
い
ま
す
。
 

M
S
X
 
は
 

コ
ン
 ピ
ユ
 
ー タ

 と
し
て
も
つ
 と 

一
般
性
の
 

高
い
 
便
利
 
S
 
具
と
 
な
る
 
の
が
 
$
 
の
 姿
 

で
し
よ
う
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
 

も
つ
 

と 身近
 

な
 教
育
 
や
 

医
学
に
 
M
S
 
X
 
(
コ
ン
ビ
 

ユ —
夕
)
 
が
 活
躍
す
 
る 
こ
と
は
 
ま
ち
が
い
 

な
い
で
 
し
よ
う
。
 
M
S
X
 
が
 16 ビ

ッ
ト
に
 

な
る
 
か
な
ら
な
い
 

か
は
 
こ
れ
か
ら
の
 

s
a
i
 

だ
と
 思
い
ま
す
。
 
現
在
 発
売
さ
れ
 
て
い
る
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
 

新
し
く
な
 
つ
た
 
M
S
X
 

で
も
 
並
 通
に
^
:
 
す
る
 
こ
と
が
 
重
要
な
 
の
 

で
、
 
将
来
の
 

M
S
 

X
 の 設計
で
 

16 
ビ
ッ
ト
 

が
 採
用
さ
れ
 
る
と
は
 
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
 

ソ 

フ
ト
も
 
教
育
 
用
 
ソ
フ
ト
 
や
 ビ
ジ
ネ
ス
 
ソ
フ
 

卜 
は
®
 
心
さ
れ
ま
す
 
が、 

フ
ロ
ッ
ピ
 

ー 
デ
 

ィ
ス
 
ク
が
 
M
S
 
X
 で
 使
ぇ
る
 
よ
う
に
な
つ
 

て
か
ら
で
 
し
よ
*
 
フ〇 

M
S
X
 
テ
ク
ニ
カ
ル
 
デ
—
 
タ
 
ブ
ッ
ク
 
®
 

の
^
 
£
2
5
、
 
0
0
0
円
 
は
 2、 5

0
0
円
 

の
ま
ち
 
が
い
で
は
 
な
い
 
の
で
す
 
か
。
 

デ
—
 
タ
 ブ
ッ
ク
 
0
^
0
の
内
_
 
、
お
 
知
 

ら
せ
 
く
だ
さ
い
。
 
ま
だ
 
当
地
の
 
害
 店
で
は
 

M
 
 $
 

も
つ
 
と
 
M
S
X
 
の
 
ハ
—
 
ド
に
 
つ
い
て
の
 

詳
し
い
 
こ
と
が
 
知
り
た
い
 
。
ポ
ク
は
 
M
s
 

X
 を
つ
 
か
つ
て
 
音
楽
を
 
や
り
た
い
 
と
 
思
つ
 

て
る
の
で
、
 

A
 日 楽
の
 分
野
で
の
 M
S
X
 の
 

活
用
 
法
と
 
か
 ゲ
—
ム
 
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
 

ど
 目
的
 
別
で
の
 
細
か
い
 
ア
ド
バ
イ
ス
 
な
ど
 

載
せ
て
 
く
れ
た
ら
 
非
常
に
 
助
か
る
。
 
こ
の
 

マ
ガ
ジ
ン
は
 

M  s  X
 の
 教
科
 
害
に
 
な
つ
て
 

い
い
ん
 
じ
 
や
な
い
 
か
な
。
 

静
岡
県
 

田
 

方
 

郡
 

吉
村
太
 

(
 

16
 

歲
)
 

3
 
 

か
ら
 

始
ま
つ
 

た
 

ハ
ー
 

ド
 

•
レ
 

ビ
ユ
 

ー 
は
 

気
に
入
つ
 

て
 

く
れ
た
 

か
 

な
。
 

個
々
 

の
 

マ
シ
ン
に
 

つ
い
て
の
 

使
い
 

勝
 

手
 

や
 

拡
張
 

性
な
 

ど、
 

こ
れ
か
ら
 

も
ど
ん
 

ど
 

ん
 

レ
ビ
 

ユ
ー
 

し
て
い
く
 

か
ら
 

楽
し
み
に
し
 

て
 

く
れ
。
 

M
S
 

X
 

を
 

使
つ
 

た
 

音
楽
 

演
奏
 

も
 

計
阃
 

し
て
い
る
 

か
ら
、
 

士
符
 

ク
ン
の
 

期
待
 

に
も
 

そ
ぇ
 

る
ん
 

じ
 

や
な
い
 

か
な
。
 

_
 

普
つ
 

て
い
つ
 

ち
 

や
ぅ
と
 

お
こ
が
 

^
 

し
い
け
 

ど、
 

M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
は
 

だ
れ
も
 

が
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー
タ
 

と
お
 

友
 

だ
ち
 

に
な
れ
 

る
 

ょ
ぅ
な
、
 

そ
ん
な
 

本
に
 

し
た
い
ん
だ
。
 

積
 

に
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
と
 

お
近
づ
き
に
 

な
 

れ
た
 

人
'
 
 

な
り
た
い
 

人
、
 

_
な
 

話
し
を
 

教
ぇ
て
 

ョ。
 



參 パイ パニック （5 名 さま） その 辺に ある 麻雀 ゲ 

ーム とは ちょっと わけが 違う。 頭脳と 反射神経 

の 必要な 手の こんだ マージ ャンな の だ。 

のプレ ゼン ト で〜 す ( 

籲 ペアーズ （  5 名 さま） ト ラン プゃ 花札で 遊ぶ 神経衰弱 も 楽  •ハイウェイ スター (5 名 さま） マッ プの指 

しい けど、 じっくり 考えて いる ヒ マがない というの が この  示に 従って 白旗を クリアす る ゲーム。 グラ 

神経衰弱。 なにしろ お化けが 追つ かけて く るから 逃げな が  フィックの 質は バツ グン だ。 

ら 神経を すりへらす 辛 一い ゲーム。 

•ミツ ドナ イト ビル デイ ング （5 名 さま） 要する 

に 空巣 ごっこ。 重要 書類を 盗み出す という 夜中 

に ブレイす るには 最適の ゲーム。 

•イ リーガス （5 名 さま） 困難な ゲームが 好きな 

人に おすすめ。 カーソル キーを 頼りに 三次元の 
迷路の 中から、 いざ 脱出！ 

月の スケジ ユ- 

1  WED 

2  THU 

3  FR I 

4  SAT 節分 

⑤ SUN 妓 
6  MON 

7  TUE 

Q  WED  M  S  X マガジン 3 月 号 発売 

9  THU 

10FRI 

⑬ SAT 

@  SUN 
13M0N 

14TUE 

1SWED 

16THU 

17FRI 

1QSAT 

@  SUN 
20  MON 

建国記念日 

聖 バレンタインデ- 

21TUE 
，84 メカ ト ロニ クス ジャパン （啃 海） 

22  WED 

2  3  THU 

24  FR! 

25  SAT 

㉖ SUN 
27  MON 

26  TUE 

29  WED 

费 S10 翻 圏 圈 Sffli 

霸_黼1 驪 〇證 圜 n 

プ
レ
 
ゼ
ン
 
ト
 

応
 it の

 あ
て
 
先
 

〒 107 惠
尿
電
 区 南 青山 五-十 ~ 五 

住
友
 
南
 青
山
 
ビ
ル
㈱
 

ア
 
ス
キ
—
 

「
M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
」
 
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

係
 

(
ア
ン
 
ケ
—
ト
 
ハ
ガ
キ
 
で
は
 
§
で
 
き
ま
 

せ
ん
)
 

1
 
 
1
 
 M
 

驪
釅
_
_
 

画
 
 _
 
!
 
»
 

1
 
,
_
瀛
 

83 



MESSAGEIHIQARD 
集まれ/  MSX フェアが スタート メッセージ ポー ド 

ii 

銀
座
に
 

ド
—
 

ン
と
 

ビ
ル
を
 

構
え
て
 

い
る
 

マ
イ
コ
ン
べ
—
 

ス
 

銀
座
 

(
オ
ム
ロ
ン
 

•
マ
イ
 

コ
ン
 

•
シ
ス
テ
ム
ズ
)
 

で
は
、
 

, 83
 

十
二
月
 

| 

日より" MSX クラブ々 を 発足し、 

そ
の
 
会
員
を
 
蠢
 
し
て
い
る
。
 
詳
し
い
 
内
 

客
は
 
次
の
 
通
り
。
 

•
M
S
X
 

ク
 

ラ
グ
の
 

目
的
 

1 

.

 

 

M
S
X
 
の
 特
長
を
 
生
か
し
た
 
_
 型
の
 

パソコンとの 

つき 
合い方を 

創造す 

るた 

めの 

情報 
交換を 

実現す 

る 
場と 

する。 

2

.

 

 

将来の ホ— ム コンビ ユ— ティング 

時 * It を 
前に、 

体験を 

通じて 

f
 

社 

会への 

認識を 

深める 

とともに、 

具 

体 
的な 
啓蒙 

•普及 

活動を 

実践す 

る。 

3
M
S
X
 

を
 

テ
—
 

マ
に
、
 

M
S
X
 

仲
間
を
 

創
り
 

出
し
、
 

人
間
的
な
 

ふ
れ
 

合
い
を
 

通
 

じ
て
 

明
る
い
 

夢
を
 

提
供
す
 

る。
 

•
M
S
X
 

ク
ラ
ブ
の
 

活
動
 

内
容
 1 

.

 

 

定
期
的
な
 M
S
X
 コ
ン
テ
ス
ト
の
 
開
催
。
 

ミ 
ユ—ジ 
ツク 
、
グ
ラ
フ
 

イツ 
クス、 

ホ— 
ムユ 
ース 
な
ど
を
 

テ— 
マに 
した 

コン 
テス 
ト、 

発表会、 

展
示
会
を
 

行 

ぅ
 
0 

2

.

 

 

定
期
的
な
 M
 
 s
 
 X
 ス
ク
—
 ル
を
 開
催
。
 

M
S
X
 
の
 
新
し
い
 
使
い
方
、
 
楽
し
み
 
方
 

を 
定
期
的
に
 

ス
ク
—
 
ル
で
 
学ぶ。 

3

.

 

 

情
報
 交
換
の
 た
め
 機
関
誌
を
 発
行
。
 

M
 

S
 

X
 

▽
シ
ン
の
 感
想
 

#
 

集
 

各
 メ  —

ヵ
 
ー か

ら
 
い
ろ
ん
な
 
M
s
 
X 
マ 

シ
ン
が
 

出
て
 き
た
ね
。
 

早
速
、
 お
年
玉
で
 

買
つ
 
ち
 
や
つ
た
 
な
ん
て
 
人
 も
い
 
る
ん
 
じ
 
や 

な
い
か
な
。
 

そ
こ
で
、
 
本
誌
 
編
集
部
で
は
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
を
 
使
っ
て
 
み
た
 
感
想
、
 
あ
 

る
い
は
 
「
こ
ん
な
 
使
い
方
を
 
し
て
い
る
 
よ
」
 

X
 な
 
具
合
に
、
 

原
稿
を
 募
集
し
て
 

い
ま
す
。
 

採
用
 

者
に
は
、
 

小
社
 

規
定
の
 

原
 

8
 

を
 

4 情
報
 
交
換
の
 
た
め
に
 
M
S
X
 
ボ
—
 
ド
を
 

店
内
に
 
設
置
。
 

5
 

•
 
 

M
 
 

S
 
 

X
 

仲
間
の
 

交
流
を
 

促
進
す
 

る
た
 

め
 

M
 

S
X
 

ツ
ア
—
 

を
 

企
画
.
 

蓮
 

呂
す
 

る
。
 

•
M
 
 

s 
 

X
 

ク
ラ
ブ
の
 

会
員
 

特
典
 

I
M
S
X
 

ク
ラ
ブ
が
 

主
催
す
 

る
 

各
種
 

イ
べ
 

ン
ト
 

、
肇
に
 

優
先
的
に
 

参
加
で
 

き
る
。
 

2 
■
機
関
誌
を
 

定
期
的
に
 

無
料
で
 

購
読
で
 

き
 

る
"
 

3
M
S
X
 

の
 

ハ
ー
 

ド
 

•
ソ
フ
ト
の
 

購
入
 

時
 

に
 

特
典
 

あ
り
。
 

4

.

 

 

会
員
証
を
 発行。 

5

.

 

 

マ
イ
コ
ン
.
 ベ ー ス 銀

座
 内
の
 施
設
を
 

特
別
 
使
用
で
 

きる。 

•
M
S
X
 

ク
ラ
ブ
の
 

入
会
 

資
格
 

1 

.

 

 

^
H
F
、
 性
別
の
 制
限
な
 し
。
 

2

.

 

 

当
面
 I、 〇

〇
〇
 名 程
度
の
 会
員
 組
織
 

を 予
定
 

0 

•
入
会
金
 

お
ょ
び
 

費
 

—
入
会
金
 

五
 

百
 

円
 

2.
 

年
会
費
 
 

|
 

名
 

11
 

'
四
 

〇
〇
円
 

親
子
 

会
員
 

三
、
 

六
 

〇
〇
円
 

裴
務
局
 

「
M
S
X
 

ク
ラ
ブ
」
 

事
務
局
 

差
し
 
あ
げ
て
 
お
り
ま
す
 
の
で
、
 
ど
し
ど
し
 

お
寄
せ
く
 
だ
さ
い
。
 
形
式
は
 
自
由
で
す
。
 

ス
タ
ッ
フ
 

募
集
 

M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
で
は
、
 
編
集
、
 
編
集
 

雑
務
'
 
 
プ
ロ
グ
ラ
マ
を
 

募
集
し
て
 
い
ま
す
。
 

ご
 

1
の
方
は
、
履
歴
 

«
 

(
&
^
添
付
 

の
こ
と
)
 

を
 

同
封
の
 

上
、
 

編
集
部
ま
で
 

お
 

送
り
く
 

だ
さ
い
。
 

わ
れ
 
こ
そ
は
 
と
 思
う
 方
、
 
ビ
 シ
バ
 
'>• ご 

S
 
 
く
だ
さ
い
ね
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

大
 

募
集
 

M
S
X
 

編
集
部
で
は
、
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
 

を 

使つ
 

た 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

募
集
し
て
 

いま
 

す。
 

投
稿
す
 

る 

場合
は、
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

セ—
 

ブ した
 

カ
セ
ッ
ト
と
 

内容
、 

操作
 

方 

法を
 

害
い
た
 

原
稿
を
 

お
送
り
く
 

ださ
い。
 

た
だ
し
、
 

ご
 

投
稿
い
た
 

だ
い
た
 

も
の
は
 

原
則
と
し
て
 

返
却
で
 

き
ま
せ
ん
 

の
で
、
 

必
 

要
な
 

場
合
は
 

コ
ピ
—
 

を
と
 

つ
て
 

お
い
て
く
 

だ
さ
い
。
 

採
用
 

分
に
は
、
 

小
 

誌
 

規
定
の
 

原
 

0
 

を
 

差
し
上
げ
、
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
 

販
 

売
を
 

行
、
 

备
 

に
は
 

印
税
を
 

お
支
払
い
 

し
ま
 

す
。
 

ま
た
、
 

他
者
の
 

著
作
権
の
 

侵
害
に
 

つ
な
 

が
る
 

も
の
'
 
 

他
社
 

•
誌
と
の
 

二
重
 

投
稿
は
 

固
く
 

お
断
り
し
 

ま
す
。
 ア
フ
タ
 

I 
ケ
ア
 

1
2
 

月
 

8
 

日
 

発
 

f
 

几
の
 

M
 
 

s
 
 

X
 

マ
ガ
ジ
ン
—
 

月 
号
の
 

内
容
 

お
よ
び
 

文
$
 

に 
誤
り
が
 

あ 

り
ま
し
た
 

こ
と
を
 

お
詫
び
と
 

と
も
に
 

訂
正
 

い
た
し
ま
す
。
 

☆ P27 

Z 

に 

☆ P3I ト 
ボ
タ
ン
が
 

「
無
」
 

に
な
つ
 

て
い
ま
す
 

が
 

「
有
」
 

の
 

誤
り
で
す
。
 

☆ P33 …… 表 中の ブラ フィック 

の 欄で 256 x 192 の 後ろは 「1* 

2」 
に
な
り
ま
す
。
 

「
H
A
 

し 
研
究
所
」
 

に
な
つ
 

て
い
ま
す
 

が
 

「
ア
 

ス
キ
—
」
 

の
 

誤
 

り
で
す
。
 

以
上
 

慎
ん
で
 

お
 

諸
 

び
 

申
し
 

あ
げ
ま
す
。
 

お
気
づ
き
 

に
な
り
 

ま
 

し
た
 

ミ
ス
は
、
 

M
s
 

X
 

編
集
 

室
ま
で
 

ご
 

報
を
 

お
待
ち
し
て
 

お
 

リ
ま
 

す
。
 

M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
 

年
間
 
予
約
に
 
つ
い
て
 

M
S
X
 
マ
ガ
ジ
ン
の
 
ご
 
購
読
、
 
$
 
に
 

あ
り
が
と
ぅ
 

ご
ざ
い
ま
す
。
 

多
数
の
 
方
々
 

よ
り
 年
®
 読
の
 ご
 希
望
を
 い
た
だ
い
て
 

お
り
ま
す
 
が
、
 
残
念
な
が
ら
 
年
 

読
の
 

ご
 予
約
は
 
受
付
け
 
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

お
 近
 

く
の
窨
 

店
、
 マィ
コ
ン
 

シ
ョ
ッ
プ
 

な
ど
で
 

お
求
め
く
 
だ
さ
い
。
 応

募
の
 

あ
て
 

先
は
 

す
べ
て
 

こ
ち
ら
 

〒
 

10
7 

惠
眾
馨
 

区
 

南
 

青
山
 

五
-
十
一
—
 

五
 

住
友
 

南
 

青
山
 

ビ
ル
㈱
 

ア
 

ス
キ
|
 

「
M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
」
 

0
0
0
0
 

^
 

(
お
た
よ
り
 

以
外
、
 

ア
ン
 

ケ
—
ト
 

ハ
ガ
キ
 

で
は
^
 

で
き
ま
せ
ん
)
 

☆
 

PI
09
 

…
…
 

仕
様
 

表
 

中
 

「
r
a
m
s
 

32
 

k
x
 

イ
ト
」
 

の
 

誤
り
で
す
。
 

☆
 

pi
 

12
 

…
…
 

松
下
電
器
 

健
康
 

機
器
 

開
発
 

セ
ン
 

夕
—
 

の
 

問
い
合
わ
せ
は
、
 

T
E
L
 

〇
七
二
 

〇
 

(
四
 

四
)
 

〇
三
五
 

I
 

に
 

変
更
し
 

ま
し
た
。
 

ん 

〒
 

!04
 

褢
尿
都
|
区
銀
座
|
八
-
二
十
一
 

マ
イ
コ
ン
べ
—
 

ス
 

銀
座
 

内
 

T
E
L
〇
三
—
五
三
五
—
三
三
八
 

|
 

84 



HX-10S 

¥55,800 
月々 
3,750円  X15 回 

|  $ 配列 

本体 内蔵 （カセット、 ジ 3 イス テッ イク、 RF 信号） 

カートリッジ （プリンター、 

RS-232C) 

HX-10D 

¥65,800 月々 4,422円  X15 回 

ML- 8000 

¥59,800 
月々 4,019円  X15 回 

8 オクターブ 

および 効果音 三重 和音 
J I S 襴準 £ 列 

HE  X テンキー 

(オ プシ a ン） 
カ セツ ト インター フエ‘ 
1200 /2400 ホー切替） 

(1200/2400 ボ 

プリンター イ 
内 》 カセッ トデー 

コー ダー 

フ ロッ  ビー デ 

クを 予定 拡張 ボックス 紐して 

增投 R  AM ポード 

漢字 ROM ポー ド 

RS-232C  ポード 

FDD 制御 ポート- 
を サポート 

HB-55 

¥54,800 
月々 3.688円  X15 回 

(32K  +  8  K) 
ROM 

I6K  RAM 

オク ター 

璽條 + 

ジ a イ スティック X2 

カ セ， y トイ ン ターフ x イス 
プリ ンター インター フ x イス 

拡强用 R AM •  ROM インター フ i イス 

拡强用 I/O インター フ I イ: 

拡張 用 R  A 

データ カー 

HC-5. 

¥59,800 
月々 4,0] 9円  X15 回 

オ クタ ー 

置 和音 

拡强 スロットよ 

F  D D 対応 可 

SOpinX  I 
60pinX  I 

|  HC-6 

¥64,800 
月々 4.355円  X15 回 

8 オクターブ 

3 重 和音 

+  ノイズ 

プリン >一 I/F 
力. セット I  /  F 

カセット け F よ*) 

テープ 
拡張 スロットより 

FD D 対応 可 
SOphX  I 60pinX  I 

MB-H1 

UM  ¥62,800 月々 4,220円  X15 回 

40X24 

32X24 

6 色 

3 贿 

8 オクターブ 

J  I  S 準拠 

アイ ウェオ 順 

73 キー 

カセット 

プリ ン ター 

オーデ イオ 

ジ ， イス テイつ (発売 予定） 

MB-HIE 

¥54,800 月々 3.683円  XI5 回 

40X24 

32X24 
ROM32KB RAMI6KB 

掲載 以外の 商品 も お問い 合せ 下さい 〇 

全国 どこから でも 電話 1 本 (無料) で、 

商品 先取り/ お支払いは 楽々 ク レジ 

ッ トで 胸 キュン/です。 

Acolyte 
(アコ り ッ ト）〆 

亍 110 東京都 台柬区 北上 野 2  丁目 12 番 12 号 

営業時間/午前 n 時〜 午後 7 時 年中無休 

广 03(844)3361 

•この 他の/  \° ソコ ンの御 注文 も 受付け ます。 

•他に オーディオ、 ビデオ、 ノ  x —ソ ナル 無線 も 取り 

扱って います。 ク レジ ツ トは 1 〜 60 回まで OK 
です。 

ROM48K6 

R  AMI6 又は 
64  K  B 

CF- 2000 

¥54,800 
月々 3.683円  XI 5 回 

32 字 X  24 行 
40 字 X  24 行 

256X192 ドッ 64X48 面 索 

I6KB  + 

VRAMI6KB オクターブ 

キ  _»73 
英 、数 

ASCI  I 配列 

FSK 方式 

FM-X 

¥49,800 
月々 3.347円  X15 回 

40 字 X  24 行 

•  MSX-BA9C 

ROM32KB •  RAMI6KB 

(Max32KB) 
參 ビデオ R  AM I6KB 

8 オ クタ _ 

3 璽 和音 

電話で 深めよう の 世界 
教育 •音楽 •ビジュアル •ゲーム… 1 家に 1 台 ホーム パソコン 時代 到来. グ (各社の 機種^ 機能 一覧表) 

メーカー •機種 名 
15 回 払 

表示 文字 

カラー
 

ROM 
RXM 

サウンド 機能 
キーボード インターフェイス 外部 記憶装置 

拡張 スロッ I 

YIS-503 

¥64,800 
月々 
4.355円  X15 回 

同上 

罔 上 

プリンタ 

零 用 サイ ドス ロ 

卜。 ROM 力一 

リ  ッ  ジス D  ッ  ト 

CX-5 

¥59,800 
月々 
4,019円  X15 目 

MPC-10 

¥74,800 
月々 
5,027円  X15 回 

40 字 X  24 行 

32 字 X  24 行 

益-
 プ 

英 8 字 
ひらがな 
カタ カナ 
グラフィック 記号 
アイ ウェオ 配列 

73 キー 

ライトペン インタ _ 
カセット インター フ 
プリンター ィンター 

I 個 

•  I/O 

拡張 パ: 

I 俑 

VIS-303 

¥49,800 月々 3,347円  X15 回 

32 字 X  24 行 
40 字 X  24 行 

I6K I6K 

70 キー 

カセット、 ビデオ OUT 
ジ a イ スティック X2 

専用 サイ ドス 〇 

R;0M カー トリ 

セ
ン
 
ビ
 
K
 
 | 

カ
コ
 ッ 16 力 

松
 下
 電
機
 
三
洋
 
電
機
 
 
日
本
 
楽
器
 
製
造
 
 
富
士
通
 



!J 

i: い a  n  rr^yA  ■ 
r^4  n  r^i  r^i  n  r 

lv^  rr^i  r^i  f " ベ. r^?i  i 

Li^  r^i  r：：^：i  ，人い:. r^>i 【 
『ふ，:. r?^i ，”ぺ 4  r^i  i 

f^：i  r^i  ，ム ぃ:. r^?i 『 
fiV^  r^i  t!^y：4  ，ノ ，ベ， r  ふ，:. i 

F‘V ベ， ITT^l  n  rT^!l 『▲い:， f 

rx  rx  r:^->:i  n  r 
r/ ふ，:， r^i  r::^:i  r^l  f 
fi^jA  Hi:. r^i  r：^：i  , 

，入い:. 17^71  r;：e>：i  |7T^!I  鱉ケ〇:.  F 

r  / ベ. ま/ふ i: 礞  r?^!i  r/ ▲し，:. f 
^ir^ir^ir^ir^ir 

r/ ふ，:， r^rA  n  r::^:i  T 

初  r^ir^ir^ir^ir 

r  v ベ， r::^:i  r^l  m  T 

S3luSaiuE3CE3CS3E 
sa  csa  csa  csa  cs3 【 

[:〆 a  r^i  m  ¥7^*  i 

置 ▲’/ ベ. rT^i  y/.u：! , 

U^Ti r^irr^i 
r^ir^i 

F ノ /ベ, ，ごべ, 

FiV ベ, F.V^ii 

F^lF^l 

r^ir^i 

r^ir^i 
r^ir^i 

CS3EZS3 

rs 

^ar 

^ar 

^ar 

sir 

□C 

^ac 

sar 

sir 

gr 

^ir 

□r 

^ar 

□t 

!JC 

^ar 

sat 

rv^o E3ES3CS3 

ふ，:， r^ir^ir^ir^i 

□CEacsacsacsacsa 
a  csa  css  css  css 

3CS3CS3C^3C^3C^a 

r^ir^ir?^ir?^ir^ir^i 

csa  css  csa  csa  csa  csa 

□EEacEacsacEacss 

，入し:. 
csa rr^i 

rr^i 

，ごべ, ，二 い:, 

rj^i 

F"。:, 
csa r^i  r^i  r^Ti  r^n 

，ノ ふ，: 孀 C23 gA^  r>：i  r  ん ，:. rr^；4 r^i 
csa c^ir^i r^i  r^i 

r^ir^i 
i’ ▲ベ， 

，▲▲ベ,  Fi’/〆, csa 
csa 
csa 
lithA 

置ノ ▲し'， ，ノニ •>:_ 

FaV^i^ 
r^i 

r^i  csa 

csacsacsa 
tzsacsacsi 
csacsacEa 

^^^^^^^^^23LliJLkrJCS3CS3CSaC^3C^3r^ir^ir^ir 
L^zJt^2JESlLL2jCSaCSaCEaCS3CSac^JIA^rnir^7ir^7ir^7ar 

FA^>：i  r^!i 

r^ir^i 

r^ir^i 

r^ir^i 
欽ムし rr^!i 

，"ベ. I7T^!1 

f ▲  w,  rr^!i 
csacsa 

r‘ し，:, i7^?i 

I7^?l ^>n ，ム し，:， r^l  n 

_ _ _ m _ ▼■■し-一一  CE3cs3csacs3cs3csacs3cs3CEacEa 

csa  csa  csa  csa  csa  css  csa  css  css  CE3  css  csa  csa  csa  csa  c^a  csi  c^a 

CE3 対応 機 

ROM 力" 40 ッジ 発売 

製造元 

〒252 : 神奈川県 綾瀬 市大上 324»(  0467)  76  -  600 1 

パックス •エ レクト ロニ かジ ヤノ 、。ン 株式会社 

〒 1 0 1 : 東京都 千代 田 区 外 神 田 3- 9-  2  (末広 ビル)  0(03)  257- 1 085(ft) 

FAX.(03)253-62I3(GII-Gin) 
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immA  iviiii 

陽気な 爆弾 ソンク め 
アト 5 ック： ラ  ブ ソ デ」 

リ; Ox にの， 

アト 5 ック •ラ  ブ  ソデ ィ ^msmo 

な
い
 
の
 だ
/
と
 
言
い
た
い
 
の
 だ
 あ
。
 
次
 

の
 進
歩
に
 
向
か
つ
 
て
 対
策
を
 
練
る
 
た
め
に
 

お
金
 
使
つ
 
て
く
だ
 
さ
い
よ
 
お
。
 
な
ん
と
い
 

つ
て
も
 
新
し
い
 
時
代
を
 
ひ
と
 
目
 見
て
か
ら
 

死
に
た
 
い
ん
だ
か
ら
。
 

「
ア
ト
ミ
ッ
ク
.
 

カ
フ
 

H
」
 

の
 

再
映
が
 

あ
 

っ
た
 

映
画
館
は
 

i
 

の
ち
っ
 

ち
ゃ
い
 

映
画
 

館
で
、
 

私
が
 

行
っ
た
 

金
曜
日
は
 

立
ち
見
 

も
 

い
た
。
 

い
わ
ゆ
る
、
 

ス
 

ス
ン
 

だ
 

ラ
イ
 

フ
ス
 

タ
イ
ル
の
 

人
と
 

か
、
 

い
わ
ゆ
る
 

肩
 

か
け
 

革
 

カ
バ
ン
の
 

人
と
 

か
、
 

映
画
 

マ
ニ
ア
の
 

人
と
 

か
、
 

そ
 

n
-
 

風
の
 

人
と
 

か
が
い
て
、
 

映
画
館
 

の
な
か
は
、
 

そ
れ
 

っ
ぽ
い
 

i
w
 

気
だ
っ
た
。
 

上
映
と
 

同
時
に
 

か
け
 

込
ん
で
 

き
て
、
 

通
路
 

に
 

ド
 

タ
ッ
と
 

座
つ
 

た
、
 

サ
 

ラ
リ
—
 

マ
ン
 

組
 

も
ぃ
た
。
 

ア
メ
リ
カ
 
i
 
が
 核
 戰
争
の
 
P
R
 
の
た
 

め
に
 

作
っ
た
、
 

た
く
さ
ん
の
 

広
報
 

番
組
の
 

フ
ィ
ル
ム
を
 
編
集
し
て
 
「
ア
ト
ミ
ッ
ク
.
 

カ
フ
 
H
」
 
は
で
き
 
あ
が
っ
た
。
 
作
っ
 
た
の
 

は
、
 ア
メ
リ
カ
の
 

映
画
 •
ジ
 ャ
—
ナ
 リ
ズ
 

ム
 麗
 
者
 3
人
組
。
 

782 ̂
{
に
向
こ
ぅ
で
 

上
映
さ
れ
 
て
、
 
大
変
な
 
反
響
を
 
ょ
ん
だ
ら
 

し
ぃ
。
 

映
画
は
、
 

広
 

島
 

•
長
 

崎
へ
の
 

原
爆
 

投
下
 

シ
—
ン
 

か
ら
 

始
ま
る
。
 

原
爆
 

投
下
 

も
き
 

の
 

こ 
雲
 

も、
 

き
ち
ん
と
 

映
る
。
 

エ
ノ
 

ラ
 

•
ゲ
 

イ
の
 

機
長
 

テ
ィ
ベ
ッ
ツ
の
 

話
。
 

「
投
下
に
 

あ
 

た
っ
て
、
 

ま
だ
 

爆
擎
を
 

受
け
て
 

い
な
い
 

処
 

女
 

地
を
 

選
ぶ
 

必
要
が
 

あ
り
ま
し
た
。
 

原
爆
 

の
 

効
力
 

や
 

破
壊
力
を
 

調
査
す
 

る
た
 

め
で
す
」
 

更
に
 

ト 
ル
—
 

マ
ン
の
 

原
爆
 

投
下
 

表
明
。
 

「
原
 

爆
が
 

神
の
 

道
に
 

従
っ
て
 

使
わ
れ
ま
す
 

ょ
ぅ
、
 

祈
り
ま
す
 

…
…
 

」 

霉
弾
 は、 昔っ から、 神

が
 与
え
た
 

もぅた、 

政
治
的
な
 

パ
ワ
—
 
で
し
か
な
い
 

ん 
だと 
思つ 
た
り
し
た
。
 

映
画
の
 

な
か
で
 

は 
何
度
も
〃
 

神
の
 

お
導
き
〃
 

が 使
わ
れ
る
。
 

神 
も 
安
く
 

見
ら
れ
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

映
画
は
、
 

ア
ト
ミ
ッ
ク
 

•
ヒ
ス
ト
リ
—
 

を
 追
っ
て
 
ゆ
く
。
 
ビ
キ
ニ
の
 
き
の
こ
 
雲
 も
 

至
近
距
離
か
ら
の
 
実
写
が
 
映
る
。
 
ネ
バ
ダ
 

の
：
®
 K 験

 場
の
 
き
の
こ
 
雲
 も
 見
ら
れ
る
。
 

き
の
こ
 
雲
は
 
気
持
ち
 
悪
い
。
 
米
ソ
の
 
冷
た
 

い
 戦
争
が
 
始
ま
っ
 
て
か
ら
は
 
、
ア
ト
 
ミ
ッ
 

ク
 
P
R
 
が
 
ロ
コ
 
ッ
 に
な
る
。
 
水
爆
は
 
作
る
 

べ
き
 
か
と
い
 
う
、
 
街
頭
 
ア
ン
 
ケ
—
卜
 
の
 答
 

え
の
 
ひ
と
つ
。
 
「
ア
メ
リ
カ
人
は
 
も
の
を
、
 

破
壊
す
 
る
よ
り
 
建
設
し
 
ま
す
。
 
否
 も
応
も
 

あ
り
ま
せ
ん
。
 
そ
う
い
う
 
人
種
で
す
。
 
水
 

爆
を
 
造
り
 
ま
し
よ
、
 
っ」 

映
画
館
の
 
な
か
に
 

ド
ッ
と
 
笑
い
が
 
起
る
。
 
こ
の
 
意
見
の
 
よ
う
 

な
 考
え
方
が
 
政
治
の
 
考
え
方
 
だ
か
ら
'
 
 
こ
 

れ
は
 
パ
ロ
 
デ
ィ
に
 
な
っ
て
 
し
ま
う
。
 

核
兵
器
か
ら
 
身
を
 
守
る
 
方
法
、
 
核
は
 
そ
 

ん
な
 
に
こ
 
わ
く
な
い
 
…
…
 
そ
う
い
う
 
政
府
 

の
 プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
、
 

フ
 
r ル

ム
の
 
編
集
 

で
 お
も
し
ろ
い
 
パ
ロ
デ
ィ
，
 
に
な
っ
 
て
る
。
 

カ
ン
 
ト
リ
—
 
風
の
 
反
核
 
ソ
ン
グ
に
 
の
っ
て
。
 

「
髪
は
 

抜
け
て
も
？
 

5 
え
て
く
 

る
」
 

っ
て
い
 

う
の
が
、
 

ほ
と
ん
ど
 

ア
 

ホ
で
あ
っ
た
。
 

2 時
間
 
余
り
の
 
こ
の
 
映
画
、
 
ち
っ
と
も
 

タ
イ
 
ク
ツ
 
し
な
 
か
つ
た
。
 
ア
ト
ミ
ッ
ク
.
 

ヒ
ス
ト
リ
—
 
が
 や
さ
し
く
 
解
説
さ
れ
 
て
い
 

て
、
 
こ
れ
な
ら
 
誰
で
も
 
理
解
で
 
き
る
。
 

つ
く
づ
く
 
頭
に
 
き
て
 
し
ま
う
 
の
 だ
。
 

m
 
を
 
考
え
る
 
と
き
、
 
核
は
 
色
ん
な
と
 

こ
ろ
で
 
シ
ン
ポ
 
リ
ッ
ク
な
 
も
の
 
だ
と
 
思
う
。
 

今
の
 
政
治
の
 
い
き
づ
ま
り
の
 
象
徴
で
 
も
 あ
 

る
し
、
 
だ
か
ら
 
i
 
が
 否
か
の
 
ネ
ッ
ク
で
 

も
 あ
る
し
…
。
 
こ
う
い
う
 
大
事
な
 
と
き
に
、
 

上
の
 
方
の
 
人
た
ち
 
は
 何
を
 
ウ
ダ
 
ウ
ダ
つ
 
ま
 

ん
な
 
い
こ
と
 
や
っ
 
て
ん
だ
 
ろ
、
 
と
 庶
民
の
 

気
持
ち
に
 
な
っ
て
 
し
ま
う
 
の
 だ
。
 
政
治
 
や
 

犛
弾
ゃ
 
i
 
力
 ゃ
 冷
た
ぃ
戦
争
を
'
 
「
ァ
 

ト
ミ
 
ッ
ク
 
.
カ
フ
 
H
」
 
は
、
 
カ
ン
 
タ
ン
に
 

戯
画
 
化
し
て
 
し
ま
っ
た
。
 
し
か
も
 
相
手
の
 

手
の
内
を
 
利
用
し
て
。
 
単
純
な
 
ド
キ
 
ユ
メ
 

ン
 タ
リ
—
 
で
は
な
い
 
こ
う
い
う
 
や
り
方
の
 

反
核
 映画
っ
て
、
 

と
っ
て
も
 

大
切
な
 

よ
う
 

な
 ̂
 か
す
る
。
 

今
 W
S
 
め
、
 
手
 塚
 治
 虫
の
 
解
説
で
 
放
映
 

さ
れ
た
、
 
ア
メ
リ
カ
の
 
T
V
 
映
画
 
「
火
星
 

#
 
記
」
 (
原
作
は
 
レ
イ
 
•
ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ
)
 

の
な
か
に
、
 
地
球
が
 
中
性
子
爆
弾
で
 
滅
び
 

て
し
 
ま
う
 
シ
—
ン
 
が
 あ
つ
た
。
 
中
性
子
 
爆
 

弾
は
 
有
機
体
に
 
だ
け
 
作
用
す
 
る
。
 
建
物
の
 

な
か
か
ら
 
有
機
体
 
だ
け
が
 
タ
ィ
ム
 
•
ト
リ
 

ッ
プ
 
す
る
 
よ
う
に
い
 
な
く
な
つ
 
ち
 
や
う
 
そ
 

の
 シ
—
ン
 
は
ス
ゴ
 
か
つ
た
。
 
中
性
子
 
1
 弾
 

つ
て
、
 
悲
し
 さ
の
 極
み
 だ
。
 

S
F
 
の
 世
界
が
、
 
$
 
の
 も
の
と
 し
て
 

も
の
す
ご
く
 

近
似
値
に
 

感
じ
ら
れ
 

る
の
 
だ、 

こ
の
頃
。
 

ホ
ン
 
ト
に
。
 
乏
し
い
、
 

メ
ン
ド
 

臭
い
…
。
 

ア
ル
 
ビ
ン
 

•
ト
フ
 

ラ
—
 
が
い
う
 

よ
う
に
、
 
今
の
 政
治
 シ
ス
テ
ム
は
 何
も
 か
 

も
に
 
対
し
て
 
古
く
な
 

つ
ち
 
や
つ
た
ん
 

じ 
や 

な
い
だ
 
ろ
か
。
 

い
—
 
か
げ
ん
に
 
し
て
 
ほ
し
 

い
の
 
だ。 
_
弾
 
と
か
 
i
 
力
の
 
た
め
に
、
 

あ
く
せ
く
 

働
い
て
 
税
金
 
お
さ
め
 
て
ん
じ
 

や 



§
1
0
年
 

オ
デ
ツ
 

セ
イ
 

cu
 

A
 

• 
C
 

•
ク
ラ
—
 

ク
著
 「
2
0
0
1
 

年
 

•
宇
宙
の
 

オ
デ
ッ
 

セ
イ
」
 

の
 

続
 

編
 

「2
  

〇 
1 

〇 
年
 

•
オ
デ
 

ッ 
セ
イ
 

2 
」 

の
 

邦
訳
 

出
 

版
が
 

い
よ
い
よ
 

間
近
と
 

な
つ
て
 

き
た
。
 

発
行
は
 

早
 

川
 

書
房
、
 

翻
訳
は
 

伊
藤
 

典
 

夫
 

氏
。
 

(
t
 

の
才
 

デ
 

ッ 
セ
イ
 

•
フ
ア
ン
の
 

皆
さ
ん
、
 

早
 

川
 

書
房
と
 

伊
藤
 

先
生
に
 

励
ま
し
の
 

お
た
 

よ
 

0
^
3
3
 

そ
ぅ
。
)
 

一 
五
 

年
後
に
 

も
な
 

お
 

新
鮮
な
 

「
2
0
0
1
 

年
」
 

「
オ
 

デ
ッ
 

セ
イ
 

2
J
 

ぐ
ら
い
 

書
か
れ
る
 

ベ
 

く
し
て
 

窨
 

か
れ
た
 

続
編
 

も
 

珍
し
い
だ
ろ
ぅ
。
 

正
確
に
 

言
え
ば
、
 

こ
れ
は
 

続
編
で
は
 

な
く
 

解
決
 

編
と
 

呼
ぶ
べ
き
 

か
も
し
れ
 

な
い
。
 

前
 

作
 

「
2
0
0
—
 

年
 

•
宇
宙
の
 

ォ
デ
ッ
 

セ
イ
」
 

は
 

ひ
と
つ
の
 

謎
の
 

上
に
 

さ
ら
に
 

大
き
な
 

謎
 

を
 

積
み
重
ね
て
 

巨
大
な
 

謎
の
 

山
を
 

築
き
、
 

そ
れ
が
 

そ
の
ま
ま
 

終
幕
の
 

最
大
の
 

謎
、
 

あ
 

の
 

幻
想
 

的
 

シ
—
ン
 

へ
と
 

な
だ
れ
 

落
ち
て
 

い
 

く
と
 

い
ぅ
 

構
成
 

だ
つ
 

た
。
 

猿
人
の
 

群
れ
の
 

た
だ
 

中
に
 

出
現
し
た
 

黒
 

い
 

直
方
体
 

H 
モ
ノ
 

リ
ス
。
 

人
類
の
 

意
識
の
 

目
覚
め
。
 

人
類
が
 

初
め
て
 

使
っ
た
 

道
具
で
 

あ
る
 

白
骨
が
 

空
中
に
 

投
げ
ら
れ
る
 

や
そ
れ
 

が
そ
の
 

ま
ま
 

宇
宙
 

ス
テ
—
 

シ
 

ョ
ン
に
 

変
容
 

す
る
。
 

月
面
の
 

テ
 

イ
コ
 

火
口
で
の
 

モ
 

ノ
リ
 

ス
の
 

発
見
。
 

モ
ノ
 

リ
ス
と
 

木
星
と
の
 

通
信
。
 

超
 

知
性
 

体
の
 

存
在
の
 

暗
示
。
 

木
 

査
船
 

デ
 

イ
ス
 

カ
 

バ
リ
—
 

号
の
 

発
進
。
 

デ
 

イ
ス
 

カ
バ
 

リ
—
 

号
の
 

ス
—
 

パ
—
.
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

H 

A
 
 

L
 

の
 

発
狂
。
 

木
星
の
 

衛
星
 

イ
オ
の
 

付
近
 

で
の
 

巨
大
 

モ
ノ
 

リ
ス
々
 

ビ
ッ
グ
 

•
ブ
ラ
 

ザ
 

I
"
 

の
 
発
見
。
 

そ
し
て
 

ポ
—
 

マ
ン
 

船
長
の
 

空
間
か
ら
の
 

i
 

と
 

変
容
。
 

そ
し
て
 

幼
児
と
 
し
て
の
 
再
生
。
 

こ
れ
ら
 

す
べ
て
は
 

キ
ユ
—
 

ブ
リ
ッ
ク
の
 

強
力
な
 

ィ
マ
 

ジ
ネ
 

—
シ
 

ョ
ン
 

C
 

ょ
っ
て
 

リ
 

ア
ル
な
 

映
像
と
 

し
て
 

具
^
^
さ
れ
 

て
い
た
。
 「
2
0
0
—
 

年
 

L. 
が
 

映
画
化
さ
れ
 

た
の
は
 

I
 

九
 

六
 

八
 

年
、
 

二
—
 

ル
 

•
ァ
—
 

ム
ス
 

ト
 

ロ
 

ン
备
 

長
が
 

「
人
類
に
 

と
っ
て
の
 

巨
大
な
 

|
步
 

を
 

月
面
に
 

印
す
 

前
の
 

年
だ
っ
た
。
 

以
来
 

I
 

五
 

年
 

も
 

経
つ
 

わ
け
 

だ
が
 

「
2
0
0
 

I
 

年
」
 

は
 

少
し
も
 

古
く
 

さ
く
な
ら
 

な
い
ど
 

こ
ろ
 

か
、
 

「
ス
タ
！
 

ウ
 

オ
—
ズ
 

J 
シ
リ
—
 

ズ
 

か
ら
 

最
近
の
 

「
ゥ
 

ォ
—
ゲ
 

ー
ム
」
 

に
 

至
 

る
ま
で
、
 

す
ぐ
れ
た
 

S
F
 

映
画
の
 

ほ
 

と
ん
 

ど
は
 

ど
こ
か
で
 

必
ず
 

「
2
0
0
—
 

年
」
 

の
 

を
 

受
け
て
 

い
る
。
 

そ
し
て
 

「
2
0
1
0
 

年
」
 

「
2
0
1
0
 

年
」
 

も
す
 

で
に
 

映
画
化
が
 

決
 

定
 

し
て
い
る
 

そ
ぅ
だ
が
'
 

「
2
0
0
—
 

年
」
 

が
 

あ
ま
り
に
 

完
成
さ
れ
 

た
 

傑
作
 

だ
つ
 

た
だ
 

け
に
、
 

あ
の
 

水
準
を
 

越
え
る
 

作
品
を
 

つ
く
 

る
の
は
 

相
当
の
 

難
事
だ
ろ
ぅ
。
 

さ
て
 
「
2
0
1
0
 年」 

の 内
容
 だ
が
、
 

デ. イ
ス
 
カ バ

リ
—
 
号
の
 
遭
難
と
 
モ
ノ
 
リ
ス
 

の
 f
 
を
 探
り
当
て
た
 

ソ
連
は
 
宇
宙
船
 

レ 

オ
ノ
 
フ 号

を
 
建
造
し
て
 

木
星
 
域
の
 
探
査
を
 

試
み
る
。
 

レ
オ
 

ノ
フ
 

号
に
は
 

フ
ロ
イ
ド
 

博
 

士
 
 

(
「
2
0
0
—
 

年
」
 

の
 

才
—
プ
 

ニ
ン
 

グ
で
 

テ
 

イ
コ
 

火
口
の
 

モ
ノ
 

リ
ス
を
 

発
見
し
た
 

科
 

学
 

f
)
 

チ
ヤ
ン
 

ド
ラ
 

博
士
 
 

(
ス
—
 

パ
！
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

H
A
L
 

の
 

設
計
者
)
 

を
始
 

め
と
 

す
る
 

三
人
の
 

ア
メ
リ
カ
人
 

科
_
 

も
 

乗
り
組
む
 

こ
と
に
な
る
。
 

木
星
の
 

衛
星
 

イ
オ
の
 

付
近
に
 

到
着
し
た
 

レ
オ
 

ノ
フ
 

号
は
 

デ
 

イ
ス
 

カ
 

バ
リ
—
 

号
の
 

サ
 

ル
べ
—
 

ジ
に
 

成
功
す
 

る。
 

チ
ヤ
ン
 

ド
ラ
 

博
 

士
は
 

H
A
L
 

の
 

再
起
動
に
 

成
功
し
、
 

デ
イ
 

ス
カ
 

バ
リ
—
 

と
 

レ
オ
 

ノ
フ
に
 

分
乗
し
た
 

探
 

検
隊
 

は
〃
 

ビ
ッ
グ
.
 

ブ
ラ
 

ザ
—
，
 

の
 

調
査
 

を
 
始
め
る
。
 

そ
の
 

頃
、
 

地
球
上
で
は
、
 

フ
 

ロ
リ
 

ダ
の
 

ホ
ス
ピ
ス
で
 

死
に
 

か
け
て
 

い
る
 

ボ
—
 

マ
ン
 

船
長
の
 

母
親
の
 

も
と
に
 

ボ
—
マ
 

ン
船
 

長
の
〃
 

亡
霊
，
 

が
 

現
わ
れ
る
。
 

や
が
 

て
、
 

探
検
隊
に
 

対
し
て
 

H
A
L
 

を
 

通
じ
て
 

「 
I
 

五
日
 

以
内
に
 

木
星
か
ら
 

離
れ
よ
」
 

と
 

い
ぅ
 

謎
の
 

警
告
が
 

発
せ
ら
れ
る
。
 

そ
し
て
 

"
ビ
ッ
グ
.
 

ブ
ラ
 

ザ
—
〃
 
 

が
 

何
 

万
年
 

か
の
 

眠
り
か
ら
覚
め
、
 

木
星
の
 

表
面
へ
 

降
下
す
 

る
。
 

た
だ
な
ら
ぬ
 

事
態
を
 

察
し
て
 

探
検
隊
 

は
 

撤
退
を
 

決
定
す
 

る。
 

遠
ざ
か
り
 

行
く
 

木
 

星
を
 

観
測
し
て
 

い
た
 

科
 

1
 

た
ち
は
 

あ
る
 

日
^
 

J 
ツ
グ
 

•
ブ
ラ
 

ザ
ー
〃
 

が
 

二
つ
に
 

増
 

え
て
い
 

る
 

こ
と
を
 

発
見
す
 

る。
 

二
つ
に
 

增
 

え
た
 

だ
け
で
は
 

な
い
。
 

ほ
ぼ
 

二
 

時
間
 

ご
と
 

に
^
 

J 
ツ
グ
 

•
ブ
ラ
 

ザ
—
〃
 
 

は
 

自
己
 

増
殖
 

し
て
 
二
倍
の
 
数
に
な
る
 
の
だ
っ
た
。
 

二
 四
 

時
間
で
 

I
 〇
二
四
 
個
、
 
四
 八
 時
間
で
は
 

I
 

〇
〇
 
万
を
 
超
え
る
 
こ
と
に
な
る
。
 

そ
し
て
つ
 

い
に
 

ク
ラ
イ
 

マ
ッ
 

ク
ス
が
 

来
 

て
、
 

超
 

知
性
 

体
の
 

意
図
と
 

モ
ノ
 

リ
ス
の
 

使
 

命
が
 

明
ら
か
に
な
る
。
 

な
ん
と
 

—
—
 

14
 

を
 

読
ん
だ
 

と
き
の
 

楽
し
み
が
 

減
る
 

と
い
け
 

な
 

い
の
で
 

あ
ま
り
 

詳
し
く
は
 

説
明
で
 

き
な
い
 

の
 

だ
が
 

—
—
 

モ
ノ
 

リ
ス
は
 

宇
宙
 

的
 

規
模
の
 

土
木
工
事
 

機
械
だ
っ
た
 

の
で
 

あ
る
/
 

世
界
で
 

一
番
 

有
名
な
 コ
ン
 

ピ
ユ
 

ー 
タ
 

「
H
A
 

L 
J 

人
間
と
 

自
然
言
語
で
 

対
話
で
 

き
る
 

ス
—
 

パ
 

I 
コ
ン
 

ピ
ユ
 

I 
夕
 

「
H
A
L
J
 

は
 

「
2
 

0
0
1
 

年
」
 

の
 

中
で
 

も
 

一
番
 

印
象
に
 

残
る
 

登
場
 

「
人
物
」
 

だ
っ
た
。
 

ス
タ
—
 

ゥ
 

ォ
ー
 

ズ
の
 

ロ
ボ
ッ
ト
 

に
し
ろ
、
 
 

ス
—
 

パ
—
 

マ
ン
 

In
 

の
 

悪
役
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

、
さ
ら
に
は
 

ウ
 

ォ
ー
ゲ
 

I 
ム
の
戰
 

略
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

に
し
 

ろ
す
 

ベ
て
 

H 
 

A 
 

L 
が
 

原
型
と
 

な
っ
て
 

い
る
。
 

H
A
L
 

の
 

名
前
の
 

由
来
 

も
 

オ
デ
ッ
 

セ
イ
.
 

フ
ァ
ン
の
 

間
で
 

ず
い
 

分
 

熱
心
に
 

議
論
さ
れ
 

た
も
の
 

だ
 

- 〇
 

た
。
 

|
 

時
は
 

「
I
B
M
J
 

を
 

ア
ル
フ
ァ
べ
ツ
上
で
|
字
ず
つ
動
か
し
た
 

も
の
 

だ
と
い
 

う
 
説
が
 

有
力
だ
っ
た
。
 

(
 

H の
 

次
は
—
、
 

A の
 
次
は
 

B
、
L
 

の
 
次
は
 

M
 

だ
。
)
 

し
か
し
 

こ
の
 

説
は
 

「
2
0
1
0
 

年
」
 

の
 

中
 

で
 

H
A
L
 

の
 

生
み
の
親
 

チ
ャ
ン
ド
ラ
 

博
士
 

自
身
に
 

よ
っ
 

て
 

否
定
さ
れ
 

た
。
 

チ
ヤ
ン
 

ド
 

ラ
 

博
士
は
 

H
A
L
 

は
 

「
ヒ
ユ
 

I 
リ
ス
 

テ
ィ
 

ッ
ク
 

•
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ミ
ッ
ク
」
 

の
 

頭
文
字
 

だ
と
 

断
言
し
て
 

い
る
。
 

「
発
見
 

的
 

•
算
法
 

的
」
 と
で
 

も
 

訳
せ
る
 

だ
ろ
う
 

か
。
 

ア
 

ル
ゴ
 

リ
ズ
 

ム
 

と
い
う
の
は
 

「
決
ま
っ
た
 

手
順
」
 

と
い
 

う
よ
う
な
 

意
味
で
'
 
 

現
在
の
 

コ
ン
 

ピ
ユ
ー
 

夕
は
 

全
て
 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ミ
ッ
ク
 

で
あ
る
。
 

つ
ま
り
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

に
よ
っ
て
 

細
か
く
 

決
 

め
ら
 

れ
た
 

手
順
の
と
 

お
り
に
 

し
か
 

動
か
な
 

い。
 

こ
れ
に
 

対
し
て
 

人
間
の
 

頭
脳
は
 

ヒ
ユ
 

I
 

リ
 

ス
テ
ィ
ッ
ク
 

で
あ
る
。
 

試
行
錯
誤
を
 

繰
り
返
し
な
が
ら
 

問
題
の
 

解
法
を
 

発
見
し
、
 

自
ら
 

学
習
し
て
 

知
識
を
 

増
や
し
て
 

い
く
。
 

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

は
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

予
想
し
て
 

い
な
い
よ
 

う
な
 

状
況
に
は
 

全
く
 

対
応
で
 

き
な
い
。
 

ど
ん
な
 

88 
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巨
大
で
 
高
性
能
の
 
機
械
で
 
あ
ろ
う
と
、
 

た
 

と
え
ば
 
漢
字
を
 
読
み
取
る
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 

入
っ
て
 
い
な
け
れ
ば
 
永
久
に
 
漢
字
を
 
読
め
 

る
よ
う
 
に
は
な
ら
 
な
い
。
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 

に
 ヒ
ユ
—
 
リ
ス
 
テ
ィ
 
ッ
ク
な
 
能
力
を
 
持
た
 

せ
る
 
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
 

そ
の
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 

I
 
夕
は
 

I
 定
の
 
前
提
 
さ
え
 
与
え
ら
れ
れ
ば
、
 

未
知
の
 
問
題
を
 
い
わ
ば
 
独
力
で
 
解
く
 
こ
と
 

が
 で
き
る
よ
う
に
な
る
。
 

「
2
0
0
—
 年」 

が
 作
ら
れ
た
 六
〇
 #
 

の
 後
半
で
は
 
H
A
L
 
の
よ
う
 
な
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 

I
 
夕
は
 
ま
さ
し
く
 
S
F
 
の
 
世
界
 
だ
つ
 
た
が
、
 

現
在
 
ア
メ
リ
カ
と
 
日
本
で
 
開
発
 
競
走
が
 
始
 

ま
つ
た
 

「
第
五
 
世
代
」
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
は
 

ま
さ
に
 
こ
の
 
ヒ
ユ
—
 
リ
ス
 
テ
ィ
 
ッ
ク
 
•
ア
 

ル
ゴ
 
リ
ズ
 
ミ
ッ
ク
 
•
マ
シ
—
 
ン
 な
の
 
だ
。
 

と
い
う
 
こ
と
は
'
 
 
こ
の
よ
う
な
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 

—
夕
が
 
完
成
し
た
 
と
き
に
は
 
H
A
L
 
の
 

「
発
狂
」
 
も
 S
F
 
の
 世
界
の
 
こ
と
と
 
し
て
 

. 
す
ま
し
て
 
は
い
ら
れ
な
く
な
る
 
わ
け
 
だ
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
 
規
定
さ
れ
 
た
こ
と
 
だ
け
し
 

か
で
 
き
な
い
 
機
械
な
ら
、
 

そ
の
 
故
障
 
も
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
の
 
範
囲
よ
 
リ
 外
に
 
出
る
 
こ
と
は
 

な
い
。
 
し
か
し
 
機
械
が
 
「
自
ら
！
^
 
す
る
」
 

能
力
を
 
持
つ
 
た
と
 
き
に
は
'
 
 
そ
の
 
一
^
に
 

ど
ん
な
 
狂
い
が
 
出
る
 
か
 前
も
っ
て
 
予
想
す
 

る
 
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
 

H
 
 A
 
 L
 
の
 
与
え
ら
れ
た
 
使
命
は
 
デ
 
イ
ス
 

カ
 バ
リ
—
 
号
を
 
コ
ン
ト
 
ロ
—
 
ル
し
て
 
木
星
 

ま
で
 
行
き
'
 
 巨
大
 
モ
ノ
 
リ
ス
 
H  "

ビ
ッ
グ
.
 

ブ
ラ
 
ザ
—
 
 , 

を
 探
査
し
た
 
後
地
 
球
へ
 
戻
る
 

こ
と
だ
っ
た
。
 

と
こ
ろ
が
 保
安
 上
の
 理
由
 

か
ら
、
 
ボ
—
 
マ
ン
 
船
長
を
 
始
め
と
 
す
る
 
乗
 

員
に
は
 
こ
の
 
モ
ノ
 
リ
ス
の
 
存
在
は
 
知
ら
 
さ
 

れ
て
 おら
ず
、
 H
A
L
 

は
 モ
ノ
 リ
ス
に
 つ
 

い
て
の
 
情
報
を
 
乗
員
に
 
漏
ら
し
て
 
は
な
ら
 

な
い
 
と
 〈
 S
 -P さ

れ
て
 
い
た
。
 
つ
ま
り
 
H
A
 

L
 
は
 
場
合
に
ょ
 
っ
て
は
 

「
墟
」
 
を
つ
 
か
ね
 

ば
な
ら
 
な
い
 
状
況
に
 
置
か
れ
て
 
い
た
の
で
 

あ
る
。
 
こ
の
 
矛
盾
し
た
 

〈-义-F の
た
め
に
 
H 

A
 
 L
 
は
 
次
第
に
 
i
 
貝
を
 
邪
魔
者
と
 
考
え
は
 

じ
め
、
 
遂
に
 あ
の
 
「
反
乱
」
 
に
な
つ
 
て
し
 

ま
つ
た
、
 
と
い
う
の
 
が
 ク
ラ
—
 
ク
の
 
説
明
 

で
あ
る
。
 

第
五
 
世
代
 
コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 
タ
を
 
使
っ
 
て
 ど
 

ん
な
 
仕
事
を
 
さ
せ
る
 
の
か
、
 
ま
だ
 
機
械
 
自
 

体
が
 
生
ま
れ
て
 
い
な
い
 
以
上
 
詳
し
く
 
わ
か
 

る
は
 
ず
 も
な
い
。
 
し
か
し
、
 
人
間
の
 
側
の
 
身
 

勝
手
な
 
矛
盾
し
た
 
命
令
が
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 

の
 

を
 歪
め
、
 
と
ん
で
も
な
い
 
形
で
 
人
 

間
に
 
向
か
っ
 
て
 バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ア
を
 
起
こ
 

す
 こ
と
は
 
十
分
に
 
あ
り
 
得
る
 
こ
と
の
よ
う
 

に
 思
わ
れ
る
。
 

予
言
者
 
ク
ラ
 
ー 
ク
 

著
者
 
A 

• 
C 
•
ク
ラ
—
 
ク
は
 
静
止
衛
星
 

の
 ア
イ
デ
ィ
ア
を
 
世
界
で
 
初
め
て
 
出
し
た
 

\ こ
と
で
 
有
名
 
だ
が
、
 
そ
れ
 
以
外
に
 
も
 数
々
 

の
 
「
予
言
」
 
を
 適
 中
 さ
せ
て
 
い
る
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 
夕
の
 
「
発
狂
」
 
の
 予
言
が
 
実
現
し
 

な
い
よ
う
に
 
祈
り
た
い
 
も
の
 
だ
。
 

と
こ
ろ
で
 
ク
ラ
ー
 
ク
 は
こ
の
-
 
 
2
0
 
 — 

〇 年
」
 
の
^
 
f に
あ
た
っ
て
 
Archives  Ill 

マ
イ
ク
ロ
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
に
 
Word  Star 

(
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
)
 
を
 載
せ
た
 
も
の
を
 
ワ
ー
 

プ
ロ
と
 
し
て
 
使
っ
 
た
そ
う
で
 
あ
る
。
 
ク
ラ
 

—
ク
は
 
ス
リ
ラ
ン
カ
に
 
住
ん
で
 
い
る
の
 
だ
 

が、 原
稿
は
 五 イ
ン
チ
 フ
ロ
ッ
ピ
 II 枚 

に
 収
め
て
 
航
空
便
で
 
出
版
社
の
 
あ
る
 
ニ
ユ
 

I
 
ヨ
—
ク
 
に
送
リ
 
'
校
正
は
 
イ
ン
ド
洋
 
上
 

の
 イ
ン
テ
ル
 
サ
ツ
 
ト 

5 号
を
 
経
由
す
 
る
 国
 

際
 デ
—
 
夕
 通
信
網
を
 
利
用
し
た
、
 

と
 後
書
 

に
 書
い
て
 
あ
つ
た
。
 

第
 " £ !»: 代

 
コ
ン
ピ
 
ユ
ー
タ
 
の
 周
辺
 

•
渕
 

一
博
 編
著
 

•
日
本
 
放
送
 
出
版
 
会
刊
 

定
価
 
七
 〇
〇
円
 

「
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

つ
て
 

何
？
」
 

と
た
ず
 

ね
 

ら
れ
 

た
ら
、
 

ど、
 

え
ま
す
 

か
？
.
 

「
与
 又
ら
 
れ
た
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
 

手
順
 
通
 

り
に
 
逐
次
 
実
行
し
て
、
 
情
報
を
 
高
速
で
 
処
 

理
 す
る
 
機
械
。
 
つ
ま
り
 
人
間
が
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
 
夕
の
 
ハ
—
 
ド
ウ
 
エ
ア
に
 
適
合
し
た
 
プ
 

ロ
グ
 
ラ
ム
 

ソ
フ
ト
 
ウ
 
H ア

 
(
計
算
の
 
手
 

順
)
 
を
作
リ
 
、
そ
こ
で
 
処
理
す
 
る
た
 
め
の
 

デ
—
 
夕
を
 
与
え
て
 
や
れ
ば
、
 
情
報
処
理
 
上
 

で
か
な
 
り
の
 
能
力
を
 
発
揮
す
 
る
の
 
が
 
コ
ン
 

ピ
ユ
 
ー 
タ
で
す
」
 

「
そ
れ
な
ら
 ば
、
 
話
題
の
〃
 第
五
 世
代
 
コ 

ン
ピ
 
ユ
—
夕
 
々
と
い
う
の
は
。
 

今
ま
で
の
 

も
の
と
、
 

ど、 っ 違
う
 
の？.」 

「
従
来
の
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
は
、
 
そ
の
 
原
理
 

を
 考
え
 
だ
し
た
 
フ
ォ
ン
 
ノ
イ
マ
ン
が
 
数
学
 

者
で
 
あ
つ
た
 
こ
と
か
ら
 
も
 分
る
 
よ
う
に
、
 

工
学
と
 
か
の
 
自
然
科
学
の
 
研
究
の
 
産
物
な
 

ん
だ
 
。
そ
れ
に
 
対
し
、
"
 第
五
 
世
代
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
々
は
、
 
心
理
学
、
 
言
語
学
の
 
人
文
 

科
学
'
 
 さ
ら
に
 将
来
は
 大
脳
 生
理
学
 等
の
 

"人間，， 
自
体
に
 
関
わ
つ
 
て
き
た
 
学
問
を
 

統
合
し
て
 
研
究
さ
れ
 
て
い
る
。
 

つ
ま
り
、
 

人
間
の
 
言
葉
 
や
 音
声
、
 
画
像
ま
で
 
も
 理
解
 

す
る
 
こ
と
が
で
き
る
 
の
が
〃
 
第
五
 
世
代
 
コ 

ン
ピ
ュ
 
—
夕
〃
 。
そ
の
た
め
に
、
 
複
数
の
 
命
 

令
を
 
同
時
に
、
 
か
つ
 
並
行
し
て
 
処
理
す
 
る
 

能
力
な
 
ど
が
 
要
求
さ
れ
 
る
。
 
ほ
ら
、
 
人
間
 

が
 何
 か
 対
象
を
 
理
解
し
 
よ
う
と
す
 
る
 時
に
 

は
、
 視
覚
と
 か
 聴
覚
と
 か
を
 同
時
に
 利
用
 

す
る
 
だ
ろ
う
」
 

と
'
 
 こ
こ
ま
で
は
 最
低
限
 
理
解
し
 

て
 取
り
 
か
か
る
べ
き
 

(？) 
な
の
が
、
 

本
 

書
 
『
認
知
科
学
へ
の
 

招
待
』
。
 
副
題
が
、
〃
 
第
 

五
世
 
代
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
の
 周
辺
"
 

と あ
る
 

通
り
、
 

そ
の
 基
礎
で
 

あ
る
 「
認
知
科
学
」
 

を
 解
説
し
た
 
も
の
で
あ
る
。
 
編
著
 
者
は
、
 

あ
の
、
 
渕
 
|
 博
 氏
。
 
世
界
的
に
 
も
 話
題
を
 

呼
ん
で
 
い
る
、
"
 新
 世
代
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
技
 

術
 開
発
 機
構
 (
 Iv ci

 or 卜 
T
K
 の
 理
事
 兼 研
 

究
 所
長
と
 
し
て
、
 
第
五
 
世
代
 
コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 

夕
〜
 
人
工
知
能
 
研
究
の
 
第
 
I
 線
に
 
立
っ
て
 

い
る
 
人
物
 
だ
。
 

f
 
で
は
、
 
人
間
の
 
記
憶
、
 
言
語
 
等
を
 

，
認
知
，
 
す
る
 
上
で
の
 
分
析
の
 
前
提
と
 
な
 

る
 部
分
 
も、 

た
ん
 
念
に
 
解
説
さ
れ
 
て
い
る
。
 

「
陽
子
が
 

学
校
へ
 

行
っ
た
」
 

と
い
う
'
 
 
日
常
に
は
 
無
意
識
的
に
 
使
用
 

さ
れ
て
 
い
る
 
言
葉
に
 
し
て
も
、
 
そ
れ
が
 
ど
 

の
よ
う
 
な
 プ
ロ
セ
ス
を
 
経
て
 
人
間
に
 
了
解
 

さ
れ
て
 
い
く
か
を
 
解
き
明
か
 
す
の
は
、
 
従
 

来
は
、
 
論
理
学
 
や
 言
語
学
 
等
の
 
領
域
の
 
問
 

題
で
 
あ
つ
た
。
 
し
か
し
、
 
こ
う
し
た
 
人
間
 

の
 持
つ
 
知
的
 
機
能
を
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
上
で
 

実
現
す
 
る
 こ
と
に
よ
り
、
 

第
 
I
 に
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
自
体
の
 
有
用
性
を
 
高
め
、
 
第
二
に
 

こ
の
 
試
み
を
 
通
し
て
、
 
人
間
の
 
知
的
 
機
能
 

が
 構
造
 
的
に
 
解
明
さ
れ
 
る
と
 
い
う
。
 

"
第
五
 

世
代
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

—
夕
 

"
と
言
う
 

時
 

に
は
、
 

そ
の
 

革
新
 

性
が
 

産
業
 

レ
ベ
ル
で
 

話
 

題
と
 

な
る
こ
 

$
 

多
い
 

の
 

だ
が
、
 

I
 

方
で
 

そ
の
 

途
を
 

進
む
 

こ
と
は
 

確
か
に
、
 

人
間
の
 

ブ
ラ
ッ
ク
 

•
ボ
ッ
ク
ス
、
 

す
な
わ
ち
 

心
の
 

問
題
を
 

解
き
明
か
す
 

こ
と
で
 

あ
る
。
 

試
験
管
べ
 
ビ
—
の
 
誕
生
な
 
ど
で
 
脚
光
を
 

浴
び
て
 
い
る
〃
 
遺
伝
子
工
学
，
 

が
、
 
生
命
 

を
 そ
の
 
対
象
と
 
し
て
い
る
 
の
に
 
対
し
て
、
 

ど
ち
ら
が
 
衝
擊
が
 
強
い
と
は
 
比
較
で
 
き
な
 

い
が
、
 
ど
ち
ら
も
が
 
従
来
は
 
タ
ブ
—
 
視
さ
 

れ
 て
き
た
 
領
域
に
'
 
 
い
よ
い
よ
 
人
間
が
 
足
 

を
 踏
み
込
み
 
始
め
た
 
こ
と
は
 
十
分
に
 
実
感
 

さ
れ
る
。
 



天
才
が
、
 大
集
合
 

0 

こ
の
た
び
は
 

、第
一 

回
ア
ス
 

キ
—
 

ソ
フ
ト
 

ゥ
ヱ
ア
 

コ
ン
テ
ス
ト
に
、
 

全
国
の
 

皆
様
か
ら
 

多
数
の
 

御
 

応
募
を
 

い
た
だ
き
、
 

誠
に
 

あ
り
が
と
ぅ
 

ご
さ
い
ま
し
た
 

。 皆
様
か
ら
 

お
寄
せ
い
た
 

だ
い
 

た
 

作
品
は
、
 

た
だ
い
ま
、
 

審
査
員
に
 

よ
り
、
 

慎
重
に
 

審
査
が
 

行
わ
れ
て
 

い
る
と
 

こ
ろ
で
す
。
 

さ
ま
さ
ま
な
 

年
齢
、
 

職
業
の
 

方
々
 

か
ら
 

お
送
り
：
；
 

た
だ
い
た
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
 

作
品
は
、
 

ど
れ
 

も
 

力
作
 

ば
か
り
で
、
 

ど
ん
な
 
作
品
が
 
出
て
 く
る
 か
は
 乞
 御
 期
待
。
 

こ
の
 審
査
の
 
結
果
は
、
 

二
月
 十
八
 
日
に
 発
売
さ
れ
 
る、 

月
刊
 

ア
 

ス
キ
—
 

三
月
 

号
の
 

誌
上
で
 

発
表
い
た
 

し
ま
す
 
 

0 

ど
ぅ
ぞ
 

お
楽
し
み
に
/
 

^
1
 

V 

月 2F 
日 
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33 コマ 目/アド ベンチ ヤー ゲームを やつて いだら 分から  31 コマ 目/デイ スケッ トを モニタの 上に 霾 
ない 単語が 出て きた 0 辞 •がない 0  GAME  OVER  しにして 中身が ダメ になった / 

28 コマ 目/ディ スケッ トを タテ 3 コ 逆に 入  17 コマ 目 （2 の 下段 2 つ 目)/ テー 5^  • レコーダの LOAD 中 

れ まちがえ だ。 全然 反応がなくて あせる。  に リード • エラーが 起き だ。 ボリュームを 下げて やり直し。 

10 コマ 目/クリーン • モニタを 買っ たが  9 コマ 目/算数の 問題を 解 <ブ □クラ 厶を 作った 

キヤ ラク タの 色の 見分けが つかない  が ウォークマンでは SAVE できなかった 

用語を 知れば 恐くない 
今回は、 40 〜 41 頁の 「ハ °ソ コン 人 門す ごろく」 の 中から、 コマの 中の 文に ついて 解説し ます。 初心者の 人、 よく 説んで ネ。 

8 コマ 目/キー ポー ドに コーラを _ 1 コマ 目/マ マガ おしんを 見て いたので 
こぼして しまつた  TV を 使えない 

こ
れ
は
、
 

デ
—
 

夕
 

•
レ
コ
—
 

ダ
 

を
 

使
つ
 

て
い
る
 

と
 

実
際
 

良
く
 

あ
る
 

こ
と
で
す
。
 

初
め
の
 

頃
は
、
 

ど
う
し
 

よ
う
 

|?
 

:
な
ど
と
あ
せ
り
ま
す
。
 

こ
う
い
う
と
 

き
は
、
 

レ
コ
 

ー 
ダ
の
 

ボ
 

リ
ユ
 

IV
 

を
 

落
と
し
て
、
 

も
う
 

|
 

度
 

L
O
A
D
 

し
て
 

下
さ
い
。
 

あ
わ
 

て
て
 

あ
ち
こ
ち
 

ボ
タ
ン
を
 

押
さ
な
 

い
よ
う
に
 

し
ま
し
 

よ
/
つ
。
 

デ
ィ
ス
ク
を
 

使
つ
 

て
い
て
 

わ
り
 

と
 

多
い
 

チ
ョ
ン
ボ
が
、
 

デ
ィ
 

ス
ケ
 

ッ 
ト
の
 

タ
テ
と
 

ヨ
コ
を
 

逆
に
し
て
 

セ
ツ
 

ト
し
て
 

し
ま
う
 

こ
と
。
 

デ
イ
 

ス
ケ
ッ
ト
を
 

正
面
か
ら
 

見
る
 

と、
 

$
 

下
の
 

部
分
に
 

タ
テ
に
 

細
長
く
 

{
八
が
 

切
っ
て
 

あ
っ
て
、
 

中
身
が
 

露
 

出
し
て
 

い
る
 

(
コ
ン
パ
ク
ト
 

•
デ
 

ィ
ス
 

ク
 

だ
と
 

金
属
性
の
 

カ
バ
—
 

が
 

つ
い
て
い
る
)
。
 

こ
の
 

部
分
を
 

前
に
 

し
て
 

セ
ッ
 

ト
す
る
 

の
が
 

正
し
い
 

や
 

り
 

方
な
 

の
 

だ
が
、
 

ポ
—
ッ
 

と
し
て
 

い
る
と
'
 
 

こ
れ
を
 

ヨ
コ
 

(
右
と
 

か
 

.
左
向
き
)
 

に
し
て
 

セ
ッ
ト
し
 

て
し
 

ま、
 

つ。
 

こ
の
と
 

き
、
 

ほ
と
ん
ど
の
 

パ
ソ
コ
ン
は
、
 

ウ
ン
と
 

も
 

ス
ン
と
 

も
い
 

わ
な
い
で
 

じ
つ
と
 

止
ま
つ
 

て
 

い
る
ま
 

ま
だ
か
ら
、
 

要
注
意
。
 

ウ
オ
 

—
ク
 

マ
ン
つ
 

て
 

録
音
機
 

能
 

の
な
い
 

再
生
 

オ
ン
リ
ー
 

の
"
 

へ
ツ
 

ド 
ホ
ン
 

ス
テ
レ
オ
"
 

で
し
よ
。
々
 

力
 

セ
ツ
 

ド
 

レ
コ
—
 

ダ
"
 

じ
 

や
な
い
 

か
 

ら
 

、
パ
ソ
コ
ン
の
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

を
 

記
録
は
 

で
き
な
 

い
ん
で
す
 

な
。
 

笑
い
 

ご
と
 

じ
 

や
な
 

い
ん
だ
よ
 

ね
。
 

I
 

応
 

、
録
音
 

も
で
 

き
る
 

ウ
ォ
 

—
ク
 

マ
ン
 

だ
つ
 

た
ら
、
 

役
目
は
 

果
た
し
 て
 

く
れ
る
 

け
れ
ど
。
 

そ
れ
で
も
ち
 

よ
つ
 

び
り
 

不
安
定
な
 

と
こ
ろ
が
 

あ
 

る
。
 

で
き
た
ら
、
 

ち
 

や
ん
 

と
し
た
 

テ
 

I 
タ
 

レ
コ
 

I 
ダ
を
 

使
い
た
い
 

と
 

こ
ろ
 

だ
ね
。
 

こ
れ
、
 
実
話
な
ん
 
で
す
 
け
ど
、
 

A
 
氏
は
、
 

某
メ
 
 
—
 
力
—
 
の
 
バ
ソ
コ
 

ン
を
 
フ
ル
セ
ッ
ト
 
買
い
求
め
 
た
の
 

で
す
 が、
 予
算
の
 
部
 合
か
ら
、
 
プ
 

リ
ン
 
タ
を
 
あ
き
ら
め
 
る
か
 
カ
ラ
 
I 

•
モ
ニ
タ
を
 
あ
き
ら
め
る
 
か
と
い
 

ぅ
 一
^
に
 
迫
ら
れ
、
 
「
そ
ぅ
だ
/
 

モ
ニ
タ
を
 
カ
ラ
—
 
で
は
な
く
、
 
グ
リ
 

—
ン
に
 
落
と
せ
ば
、
 

一
応
 モ
ニ
タ
 

も
 

プ
リ
ン
タ
 

も
 

両
方
 

買
え
る
 

ゾ
 

し 

と
ひ
ら
 

め
い
た
 

の
で
す
。
 

と
こ
ろ
 

が
 

数
日
後
、
 

彼
は
 

涙
に
 

く
れ
 

ま
し
 

た
。
 

『
花
 

礼
 

ゲ
—
ム
 

j 
を
 

も
ら
つ
 

て
 

き
て
、
 
や
つ
て
 
み
る
と
、
 
何
と
"
 

赤
 

タ
ン
と
 

青
 

タ
ン
の
 

区
別
が
 

つ
か
 

な
い
で
 

は
な
い
 

か
/
 

や
は
り
 

ゲ
 

—
厶
 用
に
は
、
 T
V
 で
も
 良
い
 か
ら
 

カ
ラ
—
 

の
 

モ
ニ
タ
が
 

必
要
の
 

よ
う
 

で
す
。
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
は
'
 
 

S
 

用
 

テ
 

レ
ビ
に
 

接
続
で
 

き
る
 

パ
ソ
コ
ン
 

だ
。
 

だ
か
ら
、
 

お
 

_
 

な
ん
か
で
、
 

ま
 

ず
 

本
体
 

だ
け
 

買
っ
て
、
 

お
 

家
の
 

テ
 

レ
ビ
に
 

つ
な
い
で
 

ピ
コ
 

ピ
コ
 

使
ぅ
 

の
が
 

一
番
 

初
め
の
 

ス
テ
ッ
プ
。
 

そ
 

ぅ
な
る
 

と、
 

今
ま
で
の
 

チ
ャ
ン
 

ネ
 

ル
 

争
い
が
 

ま
す
ま
す
 

エ
ス
 

カ
レ
—
 

卜
す
る
 

か
も
 

ネ
 

。
う
—
 

ん
 

。
困
つ
 

た
ね
。
 

早
く
！
#
®
 

の
 

モ
ニ
タ
—
 

(
デ
 

イ
ス
 

プ
レ
イ
)
 

が
 

欲
し
い
 

ね
。
 

特
に
、
 

シ
 

ミ
ュ
レ
—
 

シ
 

ョ
ン
ゲ
 

—
ム
 

や
、
 

デ
 

バ
ッ
ク
 

を
し
て
 

い
る
 

と
き
な
 

ど、
 

コ
—
ヒ
 

I 
や
 

コ
ー
ラ
 

な
ど
を
 

飲
み
な
が
ら
 

.
 

と
い
う
 

こ
と
が
 

多
い
。
 

特
に
 

デ
 

バ
ッ
ク
に
 

熱
中
し
て
 
く
る
と
、
 
臭
 良
 時
 も、 

ハ
ン
 

バ
 

I 
ガ
 

I 
を
 

も
ぐ
 

も
ぐ
 

や
リ
 

な
が
ら
な
ん
 
て
こ
と
 
に
な
る
。
 
画
 

面
に
 

ジ
ブ
と
 

見
入
り
な
が
ら
 

手
 

探
 

り
で
 

コ
|
 

ラ
を
 

.
 

な
ど
と
 

い
う
 

こ
と
を
 
や
つ
て
 
い
る
と
、
 
飲
み
物
 

を
 こ
ぼ
し
ま
す
/
 
 注
意
し
 
ま
し
 

ょ、
 

っ。
 

キ
—
 

ボ
ー
 

ド
が
 

ダ
 

メ
 

に
な
る
 

1
 

性
が
 

高
い
 

の
で
す
 

ょ
。
 

う
ま
 

く
い
つ
て
も
 
(
？
)
 '
キ
—
 
ボ
—
ド
 

の
 調
子
が
 
悪
く
な
る
 
で
し
よ
、
 
つ。 

完
全
 防
水
の
.
 パ
ソ
コ
ン
 
は
ま
 だ
ま
 

だ
 数
が
 
少
な
い
で
す
 
ゾ
。
 

こ
れ
は
、
 

カ
 

セ
ッ
 

ト 
テ
—
 

プ
で
 

も
 

同
じ
て
 

す
か
、
 

T
V
 

や
 

ス
ピ
ー
 

力
—
 

な
ど
の
 

上
に
は
 

絶
対
に
、
 

磁
 

気
 

メ
デ
ィ
ア
を
 

置
き
つ
 

放
し
に
 

し
 

な
い
 

こ
と
。
 

記
憶
 

さ
せ
て
 

お
い
た
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
 

や
 

デ
—
 

夕
が
 

外
部
か
ら
 

の
 

磁
性
に
 

ょ
っ
て
 

壊
れ
て
 

し
ま
い
 

ま
す
。
 

な
に
し
ろ
、
 

磁
気
 

ネ
ッ
ク
 

レ
ス
の
 

影
響
で
、
 

ン
 

十
万
 

円
の
 

ソ
 

フ
 

ト
が
 

パ
ー
 

に
な
つ
 

て
し
 

ま
つ
た
 

と
い
う
、
 

実
例
 

も
 

あ
る
く
 

ら
い
。
 

磁
気
に
は
 

ご
用
 

心
を
/
 

ア
 チ
ラ
 も
の
の
 
ゲ
—
厶
 
は、 

当
 

然
 i
g
 
で
 表
示
が
 

出
る
。
 

ア
ド
べ
 

ン
 チ
ャ
—
 
ゲ
—
厶
 
で
 表
示
さ
れ
 

る
 

英
語
は
、
 
大
体
 
簡
単
な
 
単
語
 
ば
か
 

リ な
の
で
 
良
い
 
の
 だ
け
れ
 
ど、 

問
 

題
な
 
の
は
、
〃
 

答
え
々
 
を
 ィ
ン
 
プ
ッ
 

卜
す
る
 
と
き
。
 
読
む
 
だ
け
な
ら
 

何
 

と
か
 
分
か
る
 
け
れ
ど
、
 
書
く
 
と
な
る
 

と
ど
う
 

も
 
ネ
…
…
 

。
こ
ん
な
と
 

き
 

辞
書
が
な
い
 

と、 
ィ
ン
プ
ッ
ト
の
 

し
ょ
う
が
な
い
。
 
そ
れ
で
、
 
テ
キ
 
ト 

I
 
に
 
入
力
し
て
 

み
る
と
、
 

「
う
わ
つ
 

/
 
 や
ら
れ
た
」
 と
な
つ
 て
し
 ま
う
。
 

和
英
、
 
英
和
の
 
他
に
 
ア
 チ
ラ
の
 
辞
 

害
 も
 
あ
る
と
、
 

モ
ア
.
 
ベ
タ
 
ー 
で
 

す
ぜ
〇
 

40 頁 「パソコン 入門す ごろく」 の クイズの 解答 - 答え： LS  I  (チップス） 
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対人 麵 星占い 1 月 1G 日 ~2 月 9 日 あなたと あなたの 周囲の 人との 関係 性を 中心と した 占いです。 あなたの 運勢は あなた だけの 運勢では 判断で きない ことが 多い のです。 

私たちの 悩み も 将来 も 他人との 関係に あります。 よりう まく 生きて いくため に、 運勢の いい 人 も 悪い 人 も、 みんなで 世界は できて いる。 

★学校 や ネ土会 面で、 新しい 潮流に ぶつかる 今月です。 しか 

し、 そのためには、 まず 今まで やってきた ことがらの 仕上 

げが 必要です。 そんな わけで、 やや あせり 気味の 牡羊座。 

こんなと きは、 まわりの 友人からの ア ド バイス や 手助けが 

何よ り も 力になります。 うまく 乗 り 切る こと になれば、 今年 

の 牡羊座は 好調の I 年と なり、 人間関係 もよ り 充実した も 

のになる でしよう。 ほんのち よつ との 後押しを/ 

條 年を 迎えて 何 か 新しい ことに 取り組ん でみたい という 気持 

ち 力 清まって いますが、 金錶® はどう も 低調の よ うです。 今月 

の 牡牛座は 大変 エネルギッシュで'  人間関係 もに ぎ わって いま 

す。 新しい 知的 関^が 新しい 交友 閲 係を 導く でしよう。 それが 

異性で あれは 笼の 予感 も あるので すが、 何 ぶん エネルギー にあ 
ふれて いる 牡牛座です、 恋の 相手に 盲目になる 危険 も あり ます。 

グループで 行動 すれば、 誰もが 楽しく 過せ るで しよう。 

双子座 

5/22— B/21 

★受 I 矣 シーズンで すが、 ひと り 落ちつか ないよう な 双子座 

です。 映画に 行ったり、 小説な どを 買い込んだ りして いま 

す。 あいつは 大丈夫な のか？ などと まわりの 人 も 心配で 

す c 張り つめていた 気持ちが お 正月で ゆるんで しまって い 

るみたいです ねえ。 実は 当人 も、 集中で き る 環境が 欲しい の 

です。 ひとり 浮き足立って いる 双子座を 誘って グルーブで 
合宿な どは どう です か。 あなたに も いい 刺激に な ります よ。 

蟹座 
B/22— 7/23 

★恋愛に、 仕事に、 勉学に、 人間関係に、 金銭 面に、 すべ 

てが ノッ ています。 新年 早々 毎日が 楽しいで すねえ。 けれ 

ども、 気をつけて/ 去年からの 疲れが たまって いるみ た 

いです よ。 健康 面に-; 主意 信号が 出て います。 あちこちに 引 

っ 張り だ この 蟹座です が、 無理な 誘いは 禁物です。 くつろ 

げる 雰囲気を つくって あげる と、 感謝され ますよ c 新年会 

など も ホ ー ムパ ー テイ にして みるの も 一 案です ね。 

獅子座 

7/24—8/22 
事の 方は、 うまく 行く ようになって きました が、 気持 

ちの 方は、 I 日のう ちで も 何回も 変化し ます。 良い ことが 

あっても、 すぐに 好ましくない ことが 起きて です。 

とても 波が ある 今月の 獅子座です。 この 時期は つかず 離れ 

ず、 常に 同じ 距離を 持って 接して あげて 下さい。 野心 的な 

余り ストレス もた まりが ちです。 そんなと きは、 どこか 食 

事 やお 酒に 誘って あげる の もい い 気分 になり ますよ。 

し 女 座 

8/23—9/23 
★金 運が 良好です。 思わぬ ところから お金が 入って きます。 

乙女座の 恋人の いる 人は、 予想外の プレ ゼン トが ありそう。 

しかし 運勢 的には、 先月から アンラッキーな 局面 力骑 いて 
います。 そのために ヤケ になって ムダ 遣いを しそうです。 

近くに いて おすそわけに あずかる の もい いか も 知れません 

が、 それなら いっその こと、 どこかに 遊びに 行き ましよう。 

乙女座の 運勢は 近く にいる あなた 次第で 好転し ます。 

天秤座 

9/24—10/23 

射手座 

11/23—12/22 
貪 何 ごと もガ マン、 ガ マンの 月です。 実力 以 ii の 高望みを 

すると 強烈な シッぺ 返しを くらう でしょう。 何ん とかなる 

さと 甘い 考えを 持って い るので 周囲の 人は 厳 しい 目 で 見て 

あげよう。 コッコ ッと 地道な 努力 をす る こと が 必要なん だ 

という こと を わかる ま て 教えて あげてく ださい。 特に 受 I 美 

生の 人には、 あなたの 一言に よって 目覚めて くれれば、 必 

ず 合格す るで しよう。 

★あいつに できて オ レに できない わけがない。 纟 金気の 竭座 

です。 あま りの 傲慢な 態度に みんなの ひんし ゅく を かって 

しまう かも。 でも、 できるだけ 知らん ぶりして ください。 

あんま り ガンガン 資 めたてる とか えって 依 になります 

よ。 逆に おだてて あげれば、 調子に のって 何んでも ひき 受 

けて くれる はずです。 何ん とかと ハサ ミは 使いよう、 ちょ 

っ といい 過ぎです が、 とにかく ほめて あげて。 

まで ツキに ツキ まく っていた 射手座。 あなた も その お 

こぼれを もらって いたか もしれ ま せん。 しかし だんだんと 

ツキ は 離れて いき、 ちょっとした ハプ ニン グが 起こ りそう。 

恋人が 射手座の 人は、 思いがけない 言動に ビック リ。 ，いつ 

まで も ダラ ダラと つき 合う のでは な くこの あたり ではっ き 

りと け じめ をつ けた 方が いいで しょう。 それを 乗り こ えれ 

ばもう あなたの 勝ちです。 

山羊座 
12/23—1/20 

水 开幻坐 

1/21—2/19 

魚座 

2/20—3/20 
★ナンダ、 ナンダ いったい どう しちゃっ たんだ、 とみんな か* 
驚いて しまいます。 8 辟 絶対 オ ス スメ、 そ れが 山羊座です。 

病気が ちだった あの人が みるみる 健康になります。 仕事の 

方 も、 今までの 努力が 実り 実 嫌を 買われます。 友 だち に、 恋 

人に なっ て 損は ありま せん。 どん どん ア タックすべき です。 

ただし、 みんな も ねらって ま すので 早めの 方 か \ 、いでし よ 

う。 先手 必勝 これし かありません。 

★はっきりい います。 水瓶座の 人には、 数多くの 試 輝が 待 

ち 受けて います。 あなたは あんま り 近づかない 方が いい 。 

耐えに 耐え、 いじらしい 程の 姿勢を みせる 本人の 為に も そ 

っ として おいて あげてく ださい。 本人は 耐える ことによ っ 

て きっと 活路を 見いだ すでし ょう。 そして、 言 式 練を 乗りき 

った時 あなたは 暖かい 手を 差しの ベて あげてく ださい。 そ 

うすれば あなたに プラスと なる 人に なって います。 

★/  'f — ティ や 宴会に およ ばれす る 機会 か 多 くな る 魚座です。 

交際範囲が 広がる という こと は それなり に 人との つき 合い 

が 多くなる という こと です。 本人には 全く その 気がない の 

に 誤解を まねく 行動を 示す かも。 周囲からの 中傷 やう わさ 

話に いたく 傷ついて います。 あなたは そんなう わさ 話に 惑 

わされないで。 また、 金遣い か 荒くなる ので、 そばに いれ 

ばかな リ おこぼれを 期待で き るで しよう。 
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ACT1 

めっきり 
クミ ちゃん 
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ACT3 
ACT2 



別 年代 =6、 そろそろ 中半、 世紀末に 向って、 音楽は どうなる のか ナァ？ 

構成 コミ ュニ カ/文 Shilow、 ヽ :‘  ★"Itoh 

ハ
—
 

ゲ
ン
 

「
ア
ン
 

グ
 

ス
ト
 

ロ
ス
」
 

V
:
 驚
き
ま
し
た
 

/
/
 ニ
ナ
と
 
ジ
ョ
ル
ジ
オ
.
 
モ
ル
 
ダ
 
ー
 

4
 
 (
 プ
ロ
 
デ
ュ
—
 
ス
)
 
の
 結
び
つ
き
に
は
 
★
し
っ
か
り
 
デ
 

3
P
4
 ィ
ス
 
コ
し
 
て
た
り
、
 
エ
レ
ク
ト
 
ロ
 
 •
ポ
ッ
プ
し
 
て
た
 

25
- 

り
、
 

こ
れ
は
 

問
題
 

作
で
す
 

L
 

で
も
、
 

ド
イ
ツ
語
の
 

ラ
 

一ー ーッ
プ
 
も
イ
ケ
 
ま
す
 
ネ
 ★
ニ
ナ
 
だ
か
ら
で
 
き
る
 
こ
と
で
 

C
V
-
 

す
。
 

こ
の
 

人
、
 

絶
対
に
 

第
三
 

種
 

接
^
 

W
 

遇
し
て
 

ま
す
 

P
I
 
よ
/
 
ム
 い
や
、
 
き
っ
と
 
宇
宙
人
で
 
す
よ
。
 
き
っ
と
。
 

E 

イ
ヴ
 
•
シ
モ
ン
 

「
U
S
 
A
 /
U
S
S
R
J
 

棚
/
ム
 ア
ル
バ
ム
 
•
タ
イ
 
ト 

ル
、
 
何
 か
 意
味
 
あ
り
 
気
で
す
 

2
8
B
 ネ
 
★
フ
ラ
ン
ス
語
 
だ
か
ら
、
 
よ
く
 
歌
詞
が
 
分
ら
な
い
 

L
 

け
ど
、
 

き
っ
と
 

メ
ッ
セ
—
 

ジ
 
色
の
 

濃
い
 

内
容
の
 

ア
ル
 

- 
バ
ム
な
ん
 
だ
ろ
う
 
!• そ

う
 
言
え
ば
'
 
 
彼
'
 
 小
説
を
 
五
 

レ 
作
 ば
か
り
 
出
版
し
て
 
い
る
そ
う
 
で
 …
…
 
★
音
は
、
 

と
 

A
 
て
 
も
 
モ
ダ
ン
で
、
 
サ
ッ
ク
ス
の
 
使
い
方
が
 
好
き
で
す
 

□
>
 ネ
 £
 フ
ラ
ン
ス
の
 
新
し
い
 
音
っ
 
て
と
 
こ
ろ
で
す
 
ネ
。
 

-1 
レ
 

デ
 

ィ
オ
 

•
ト
 

エ
ル
プ
 

j 

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
 
•
レ
—
 
ベ
ル
の
 
ラ
フ
.
 

3 
ト 
レ
 ー 

ド
の
 
コ
ン
 
ピ
レ
 
I 
シ
 
ョ
ン
 
•
ア
ル
バ
ム
 
(
オ
ム
 

R
T
L
 ニ
 
バ
ス
)
 
で
す
 
ネ
 
★
日
本
 
編
集
の
 
も
の
で
す
 
が
、
 
な
か
 

25 
な
か
 
良
い
 
構
成
で
す
。
 
ア
—
テ
 
ィ
ス
 
ト
の
 
チ
ョ
 
イ
ス
 

じ
が
い
い
で
す
-
^
 
ん
と
 
言
っ
て
も
、
 

ロ
バ
—
 
卜 

•
ワ
 

.
外
 イ
 ア
ッ
ト
の
 
ノ
 
モ
リ
—
 
ズ
 
•
ォ
ブ
 
•
ユ
 
I" 

に
は
 

類
 
涙
し
 
ま
し
た
。
 
は
っ
き
り
 
言
っ
 
て
'
 
5
 局
 // 

H
 

デ
ィ
 

•
マ
ネ
—
 

「
パ
—
 

テ
ィ
の
 

夜
 

j 

1; こ
の
 
手
の
 
ロ
ッ
ク
.
 
ア
ル
バ
ム
'
 
 
我
が
国
で
は
、
 

1
3
 
バ
カ
 
受
け
し
 
な
い
で
す
 
ネ
 
。
な
ぜ
で
す
 
か
ネ
 
★
ア
 
メ
リ
 

P
2
7
 
力
 じ
 ゃ
 ガ
ン
ガ
ン
 

受
け
る
 

の
に
 不
思
議
で
す
 

こ
こ
 

2
5
A
 ら
 
で
、
 

|
 発
 ガ
ン
バ
 
ッ
テ
 
/
/
 ★
今
年
 
あ
た
り
は
、
 
受
 

| 
け
そ
う
。
 

ハ
 ス
キ
—
.
 
ヴ
オ
 
イ
ス
に
 
ノ
リ
の
 
良
い
 
ド
 

V
-
 ラ
イ
ブ
 感
 、
メ
ロ
 デ
イ
！
 

ラ
イ
ン
 も
 

, 60
 年
代
 

っ
ぽ
 

B
S
 
く
 
覚
え
 
や
す
い
し
 
ネ
 
。
そ
れ
に
 
ル
ッ
ク
ス
 
も
い
 
い
。
 

s 香
 

A
B
C
 

「
ビ
ユ
 
I 
テ
イ
 
•
ス
タ
 
ツ
ブ
 
J 

V
.
 
衝
擎
の
 
デ
ビ
 
ユ
—
 
よ
り
 

I
 
 $
 
ぶ
り
の
 
セ
カ
ン
ド
 

•
ア
ル
バ
ム
で
す
 
ネ
 ★
そ
ぅ
、
 
何
か
と
 
真
偽
を
 
問
わ
 

れ
る
 
キ
ョ
 
ゥ
フ
の
 
二
枚
目
 
^
 で
、
 
$
 
は
？
 
★
ド
ラ
 

ム
ス
に
、
 
あ
の
 
ア
ン
デ
ィ
 

•
ニ
 
ユ
—
 
マ
—
 
ク
が
 
参
加
 

|ス 
し
て
 
ス
ケ
—
 
ル
 &
 パ
ワ
—
 
•
ア
ッ
プ
。
 
多
少
、
 
凝
り
 

W
 
過
ぎ
の
と
 
こ
ろ
は
 
あ
る
け
 
ど
、
 
ま
あ
 
無
難
な
 
で
き
は
 

ォ
 
 
I
 
 

， 
ァ
 
 
r
n
 
 

, 
〆  t  , 卜 r  5  V  二

 
 

\  、 
I?  J

 
 

>*^_ o 

92 

51
 

25 J 

、
、
ヽ
 

ノ 

早
々
 

に
"
 

ニ
ュ
 

ー 
•
ィ
^
 

—
 

ズ
 

•
テ
ィ
"
 

の
 

あ
 

の
 

U
2
 

の
 

ラ
ィ
ブ
 

•
ア
ル
バ
ム
 

遂
に
 

登
場
 

//
 

: 

U
2
(
 
ブ
ラ
ッ
ド
 
•
レ
ッ
ド
 
•
ス
カ
イ
)
 

r
l
v
 
.
 
 
-
 
 r
K
P
)
 
 
■
 
 

.
去
年
の
 

II 月
の
 
来
日
 
コ
ン
 
サ
—
卜
 

気
に
 

«
 

5
 

|
柏
見
ま
し
た
7
*
ぃ
ゃ
士
ご
ぃ
バ
ン
 

ド
で
し
た
。
 

ア
レ
 

生
を
 

見
な
き
 

や
 

話
 

に
な
り
 

ま
せ
ん
。
 

生
で
す
。
 

絶
対
に
 

生
で
 

t
 

«L
 

コ
レ
、
 

そ
の
 

生
の
 

ア
ル
バ
 

ム
 

で
す
 

ネ
 

★
そ
う
で
す
。
 

あ
の
 

興
奮
 

が
ビ
 

シ
ビ
 

シ
 

甦
る
 

生
 

盤
で
す
。
 

で
き
 

れ
ば
二
 

枚
 

組
 

ラ
イ
ブ
で
 

出
し
て
 

欲
し
 

か
っ
た
 

L
 

ラ
イ
ブ
 

•
パ
フ
 

ォ
—
 

マ
ン
 

ス
の
実
力
吣
—
だ
か
ら
二
枚
組
で
も
 

十
分
 

勝
負
で
 

き
ち
 

や
う
 

ヮ
ケ
 

★
で
も
 

|
 

月
 

早
々
、
 

こ
ん
な
い
 

い
 

ア
ル
バ
ム
 

が
 

聴
け
る
 

と
は
、
 

今
年
は
 

い
い
 

年
に
 

な
り
そ
う
。
 

ア
リ
 

ガ
ト
 

U 
 

2。
 

今
年
、
 

i
 

の
^
®
 

の
 

サ
ウ
ン
ド
 

ト 
ラ
ッ
ク
 

•
ア
ル
 

ム
を
 

、
一
足
 

お
先
に
 

ご
 

紹
介
。
 

ぜ
ひ
 

¥
っ
ぞ
 

//
 

: 

オ
リ
ビ
ア
 

• 
ニ
 
ュ
ー
 
ト
ン
 
•
ジ
ョ
ン
 

「
ト
ウ
 

•
オ
ブ
 
•
ア
 
•
カ
 
イ
ン
ド
 

j 

3
1
 
フ
ィ
ジ
カ
ル
.
 
ネ
エ
ち
 
や
ん
 
オ
リ
ビ
ア
の
 
主
演
 
第
 

■
 
三
 作
 映
画
の
 
サ
ン
ト
ラ
 
盤
ネ
 
★
本
 編
は
、
 
さ
て
お
い
 

M
s
 て
、
 
こ
の
 
ア
ル
バ
ム
の
 

豪
華
な
 

こ
と
。
 

オ
リ
ビ
ア
を
 

E
 
筆
頭
に
 
B
 
 
•
ス
キ
ャ
ッ
グ
ス
、
 

シ
カ
ゴ
、
 

D
 
 
•
サ
マ
 

E
M
I
 —
、
 
ス
パ
ン
 
ダ
！
 
バ
レ
エ
、
 

K
 
 
•
ロ
ギ
ン
ス
、
 

そ
 

野
し
て
 
共
演
の
 
ト 
ラ
ボ
 
ル
タ
と
の
 
デ
ュ
 
エ
ッ
 
ト
で
す
。
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
 
•
サ
ウ
ン
ド
 
ト
 
ラ
ッ
ク
 

バ
—
 ブ
ラ
 •
ス
ト
ラ
イ
サ
ン
ド
 「
エ
ン
 ト
 ル
 J 

2734 2
 パ
—
 ブ
ラ
が
 
は
 晷
、
 
f
 

、 主
演
、
 
脚
本
'
 
 歌
と
 

5AP 
I 人
 五
 役
の
 
話
題
の
 
映
画
 
ネ
 ★
公
開
 

疋
は
ゴ
 
I 
ル
 

2 
デ
ン
.
 
ウ
ィ
—
 
ク
で
 
ひ
と
あ
し
 
先
に
 
サ
ン
ト
ラ
 
盤
っ
 

一一 一て
 
ヮ
ケ
 Z
 そ
れ
に
し
て
も
 

歌
が
 
上
手
い
 

★
天
は
 

五
物
 

s
'
 
を
 与
え
た
？
 顔
 も
 見
よ
う
 
に
よ
っ
 
ち
 
や
 あ
、
 
と
て
も
 

C
 
チ
ャ
—
 
ミ
ン
 
グ
 
だ
し
、
 
客
で
す
。
 

素
敵
で
す
。
 

オ
リ
ジ
ナ
ル
 
•
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
、
 

ス
チ
 
ュ
ワ
|
 

卜 • コ
|
 プ
ラ
ン
 ド
 
「
ラ
ン
 ブ
ル
 •
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
 

I
0
8
7
 S
 
こ
れ
 
も
、
 
コ
ッ
ポ
ラ
 
的
 誉
 
の
^
:
 
映
画
と
 
ゆ
う
こ
 

P
2
8
 と
で
 
話
題
の
 
映
画
 
ネ
 
★
そ
の
 
ザ
ン
ト
 
ラ
を
 

「
.
シ
ン
ク
 

A
M
 
ロ
ニ
 
シ
テ
ィ
」
 
で
大
 
ス
タ
—
 
に
な
っ
た
 
ポ
リ
ス
の
 
ド
 

ア
ラ
マ
—
、
 

S
 
 • 
コ
|
 
プ
ラ
ン
 
ド
が
 
担
当
。
 
こ
れ
 
も
 話
 

1
/
7
 
題
で
す
 
L
 
ポ
リ
ス
の
、
 
あ
の
 
音
を
 
期
待
す
 
る
と
 
ダ
メ
 

ァ
ネ
 
★
で
も
、
 
な
か
な
か
^
^
な
 
音
 作
り
に
は
 
敬
服
 
// 

7 P ‘ 

0 

気
に
な
る
 

一
枚
 





基本に 忠実な 2 スロツ ト マシン 

^5|^P 
會 モノ トーンの シンプルな ボディに フ Vu— の 力ー ソル キーの ワン ポイント。 

万/ S7) 大 販売網を 持つ 家庭 電化製品の 最大 手メ 

b カー ナショナルの MSX マシン 0 すぐれた コスト 
パフ オー マンスと ていねいな 作りは 家電の 

の 長い ナショナルら しさの あらわれ か。 

| スロッ トの 有用性に ついては 現在のと こ 

ろ 未知数 だが 周辺機器の 充実^ ソフトウェアの コン ト ロール 
なと によって かな! D の 可能性が 見出せる。 

基本に 忠実で ある ことが むしろ 可能性を 感じさせる 0 

本当の 意味で ホーム パーソナルコンピュータになる ため 
の 周辺 装置 開発に 期待。 

■■■■■■ 



、っ
。 

日
常
 

無
意
識
に
 

ソ
ケ
ッ
ト
に
 

ね
じ
 

込
 

む
！
！
^
 

も、
 

こ
の
 

規
格
と
 

標
準
化
と
 

い
う
 土
台
が
な
け
れ
ば
、
 

そ
の
 

交
換
と
 

い
う
 

単
 

純
な
 

作
業
に
 

さ
え
 

専
用
の
 

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
 

必
要
と
 

す
る
 

だ
ろ
う
。
 

ま
た
 

家
庭
 

電
化
 

製
 

品
は
 

そ
れ
が
 

一
般
 

家
庭
に
 

入
っ
て
 

ゆ
く
 

が
 

ゆ
え
に
 

起
っ
て
 

し
ま
う
 

数
々
 

の
 

ト
ラ
ブ
ル
 

に
 

対
応
で
 

き
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
 

と
い
う
 

宿
命
を
 

背
負
っ
 

て
 

生
ま
れ
て
 

く
る
。
 

あ
る
 

意
味
に
 

お
い
て
は
 

信
頼
性
が
 

商
品
と
 

し
て
 

の
カ
ギ
 

と
な
る
。
 

そ
し
て
 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
 

そ
ん
な
 

日
本
の
 

家
庭
 

電
化
製
品
を
 

つ
く
り
 

続
け
て
 

き
た
 

メ
—
 

力
—
 

の
—
 

つ
な
の
 

だ。
 

む
ろ
ん
 
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
 
歴
史
は
 
家
庭
 
電
 

化
 製
品
の
 
み
で
 
占
め
ら
れ
 
て
い
る
 
わ
け
で
 

は
な
い
。
 
む
し
ろ
 
家
庭
 
電
化
製
品
は
 
種
々
 

な
 先
端
技
術
 
や
 プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
 
用
 

マ
シ
ン
の
 
フ
ィ
—
 
ド
 バ
ッ
ク
で
 
あ
る
と
 
考
 

え
た
 
ほ、 っ

が
よ
 
い
の
 
か
も
し
れ
 
な
い
。
 
交
 

•
f
 
制
 シ
ス
テ
ム
、
 
産
業
 
用
 
ロ ポ

ッ
ト
 
や
 

コ
ン
 
ピ
ュ
—
 

夕
。
 L
S
I
、
 

電
源
 
装
置
な
 

ど
の
 電
子
 部
品
、
 
そ
し
て
 
住
設
 機
器
。
 

こ
 

れ
ら
の
 
ノ
ウ
ハ
ウ
の
 
結
集
が
 

「
ナ
シ
 
ョ
ナ
 

ル
」
 
の
 ブ
ラ
ン
ド
を
 

持
つ
 
す
べ
て
の
 
製
品
 

に
 生
か
さ
れ
 
て
い
る
 

と
い
え
る
の
 
で
は
な
 

い
だ
ろ
う
 
か
。
 

C
F
 

- 
2
0
0
0
 

は
そ
ん
な
 

環
境
で
 

育
 

て
ら
れ
た
 

マ
シ
ン
な
 

の
 だ
。
 

便
利
な
 

2 ス
ロ
ッ
ト
 tt 様

 
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
 
M
S
X
 
へ
の
 対
応
は
 
早
 

か
っ
た
。
 
M
s
 
X 標

準
化
 
仕
様
の
 
企
画
、
 

発
表
の
 
段
階
か
ら
 
か
な
り
の
 
積
極
性
を
 
持
 

っ
て
 
取
り
組
ん
で
 
来
て
 
い
る
。
 

ホ
 I 

ム
 パ
—
 
ソ
 ナ
ル
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
I 
夕
の
 

幕
 あ
け
と
 
な
る
 
だ
ろ
ぅ
 
こ
の
 
時
期
、
 
ナ
シ
 

ョ
ナ
 
ル
が
 
積
極
的
な
 
姿
勢
を
 
見
せ
る
 
の
は
 

む
し
ろ
 
当
然
 
だ
つ
 
た
と
 
考
え
る
べ
き
 
だ
ろ
 

、っ 0 

さ
て
、
 

C
F
 
 

2
0
0
0
 

の
 

最
大
の
 

特
 

徴
は
 

操
作
 

面
に
 

2 
つ
な
ら
ん
 

だ
 

力
—
 

ト
リ
 

ッ
ジ
 

ス
ロ
ッ
ト
 

だ
。
 

ス
ロ
ッ
ト
が
 

標
準
で
 

2 
つ
 

設
け
ら
れ
 

て
い
る
 

こ
と
に
ょ
 

る
 

利
点
 

は
い
く
つ
 

か
 

あ
る
。
 

ま
ず
、
 

ス
ロ
ッ
ト
に
 

つ
な
が
る
 

周
辺
 

機
 

器
を
 

使
用
し
な
が
ら
'
 
 

な
お
か
つ
 

他
の
 

ス
 

ロ
ッ
 

ト
を
 

利
用
し
て
 

R
O
M
 

パ
ッ
ク
 

、
あ
 

る
い
は
 

R
A
M
 

パ
ッ
ク
な
 

ど
の
 

力
—
 

ト
リ
 

ッ
ジ
を
 

差
し
込
ん
で
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 

走
ら
 

せ
る
 

こ
と
が
 

可
能
 

だ
と
い
 

ぅ
 

こ
と
が
あ
げ
 ら
れ
 

る
。
 

今
後
、
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
 

向
け
の
 

周
辺
機
器
、
 

出
力
*
 

i
 

な
ど
の
 

多
く
は
 

力
 

I
 

ト
 

リ
ッ
ジ
 

ス
ロ
ッ
ト
 

に
ょ
る
 

接
続
を
 

前
 

提
 

と
し
て
 

考
え
ら
れ
て
 

い
る
だ
ろ
う
 

か
ら
、
 

こ
の
よ
う
な
 

使
用
法
を
 

考
え
た
 

場
合
、
 

2 
ス
ロ
ッ
ト
の
 

ほ
う
が
 

便
利
で
 

あ
る
 

こ
と
は
 

確
か
 

だ
。
 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
 

既
に
 

サ
—
 

マ
ル
 

プ
リ
ン
タ
 
C
F
-
C
V
J
 
3
0
1
 
，
カ
ラ
 
ー プ

 

ロ
ツ
タ
 
プ
リ
ン
タ
 
C
F
 
 
-  2

3
 
—
—
 
と
い
 

う
 
2 機

種
の
 
プ
リ
ン
タ
 
と
そ
の
 
イ
ン
タ
—
 

フ
エ
 
ー
ス
 
カ
ー
 
ト
リ
 
ッ
ジ
 
C
F
 
 
-  2

丨
2
 

I
 
を
 
発
表
し
て
 
い
る
。
 

ま
た
、
 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
 

電
源
の
 

付
属
し
 

た
 

R
A
M
 

パ
ッ
ク
 

等
、
 

マ
シ
ン
か
ら
 

取
り
 

は
ず
し
て
も
 

内
容
の
 

消
え
な
い
 

メ
モ
リ
を
 

使
用
 

す
れ
ば
、
 

片
側
の
 

ス
ロ
ッ
ト
に
 

R
O
 M
 

力
—
 

ト
 

リ
ッ
ジ
な
 

ど
の
 

コ
ン
 

ト
 

ロ
—
 

ラ
、
 

片
側
の
 

ス
ロ
ッ
ト
に
 

メ
モ
リ
 

用
の
 

パ
ッ
ク
 

を
。
 

と
い
う
 

使
い
方
 

も
 

考
え
ら
れ
る
。
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
に
 
お
い
て
、
 
最
も
 
多
く
 

使
用
さ
れ
 
る
 イ
ン
タ
 
I 
フ
エ
 
I 

ス
 は
、
 

こ
 

の
 力
—
 
ト
リ
 
ッ
ジ
 
ス
ロ
ッ
ト
だ
ろ
う
 
か
ら
、
 

ス
ロ
ッ
ト
 
2 個

 装
備
と
 
い
う
の
は
 
う
れ
し
 

い
 仕
様
 
だ
。
 

作
り
の
 
い
い
 

ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
 

こ
の
 
C
F
 
 
2
0
0
0
 
と
 同
時
に
 
ジ
ョ
 

イ
ス
 
テ
イ
 
ッ
ク
 
C
F
 
 
I  2

2
0
 
1
 
 (一二 五

 

〇
〇
 
円
)
 
が
 発
売
 
開
始
さ
れ
 
て
い
る
。
'
 い
 

わ
 ゆ
る
 
汎
用
 
タ
イ
プ
の
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
 ィ
ッ
 

ク
で
 
ど
の
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
に
 
も
 接
続
で
 
き
 

る
 わ
け
 
だ
が
、
 
こ
れ
が
 
な
か
な
か
 
い
い
。
 

色
は
 
C
F
 
 
2
0
0
0
 
本
体
の
 
力
—
 
ソ
 

ル
 キ
—
と
 
同
じ
く
、
 
ベ
—
 
ジ
ユ
 
の
ポ
 
デ
イ
 

に
 ブ
ル
—
 
の
 ポ
タ
ン
。
 
右
 キ
キ
、
 
左
 キ
キ
 
両
 

用
 タ
イ
プ
で
 、
ト
リ
ガ
—
 ポ
タ
ン
は
 

ス
テ
 

ィ
ッ
 
ク
の
 
グ
リ
ッ
プ
 
頭
部
の
 
他
に
 
台
 部
の
 

左
上
、
 
右
上
の
 
3 力

 所
に
 
あ
る
。
 
ど
の
 
ポ
 

タ
ン
を
 
押
し
て
も
 
ま
つ
た
 
く 
同
じ
 
働
き
を
 

す
る
 
た
め
、
 
置
き
 方
 や
 操
作
 方
法
に
 
か
な
 

リ
の
 
自
由
度
が
 
あ
り
、
 
そ
の
う
え
、
 
左
右
 

対
称
 
型
 だ
か
 

. 
b 右

手
、
 
左
手
の
 
関
係
な
 
く 

グ
リ
ッ
プ
 
で
き
る
。
 

力
—
 
ソ
ル
 
キ
 ー 

と
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 
ッ
ク
 

は
 同
じ
 
使
わ
れ
 
方
を
 
す
る
 
よ
う
な
 
場
合
が
 

多
い
。
 
こ
の
 
C
F
-
 
 
2
2
 
〇
丨
 
の
よ
う
に
 

力
—
 
ソ
ル
 
キ
—
と
 
同
様
な
 
色
調
を
 
使
つ
 
て
 

く
れ
れ
ば
 

『
力
—
 
ソ
ル
 
キ
—
 
 
•
イ
コ
—
 
ル
 

•
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 
ツ
ク
 
j 
と
い
う
^
 
T
 か
 

か
な
り
 直
感
的
に
 成
り
立
つ
 わ
け
 だ
か
ら
、
 

こ
れ
は
 
親
切
な
 
デ
ザ
イ
ン
と
 
い
う
べ
き
 
だ
 

ろ
う
。
 

ま
た
、
 
こ
の
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 
ッ
ク
 
、
ほ
ん
 

の
わ
ず
 
か
 前
傾
し
て
 
い
る
。
 
こ
の
 
前
傾
、
 

グ
リ
ッ
プ
の
 

し
や
す
 

さ
に
 か
な
り
 貢
献
し
 

て
い
る
 
こ
と
は
 
確
か
 
だ
。
 
腕
を
 
水
平
に
 
の
 

ば
す
 
と
 必
ず
 
グ
リ
ッ
プ
は
 
前
傾
す
 
る。 

ピ
 

ス
ト
ル
の
 
グ
リ
ッ
プ
が
 
そ
の
®
 
に
 対
し
 

て
 直
角
に
 
な
つ
て
 
い
る
も
の
が
 
ほ
と
ん
ど
 

な
い
 
こ
と
か
ら
 
も
 わ
か
る
 
だ
ろ
、
 つ。 

む
ろ
 

ん
 ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 
ッ
ク
を
 
操
作
す
 
る
の
に
 

腕
を
 
の
ば
す
 
必
要
は
 
ま
つ
た
 
く
な
い
が
、
 

垂
直
に
 
立
っ
て
 
い
る
も
の
よ
り
、
 
手
首
が
 

い
く
ぶ
ん
 
楽
な
 
感
じ
は
 
す
る
。
 

R
F
 
コ
ン
パ
 
ー
 
タ
は
 

別
売
 M
S
X
 
マ
シ
ン
か
ら
 
モ
ニ
タ
 
T
V
 
に
 出
 

力
す
 
る
 場
合
の
 
接
続
は
、
 
基
本
的
に
 
3 
つ
 

あ
る
。
 

丨 
つ
は
 

「
R
G
B
 

出
力
」
 

と
 

呼
ば
れ
る
 

方
法
で
、
 

T
V
 

の
 

3 
原
色
、
 

レ
ッ
ド
、
 

グ
 

リ
—
ン
 

、
ブ
ル
—
 

の
 

3 
色
の
 

色
 

信
号
と
、
 

同
期
信
号
 

(
水
平
、
 

垂
直
に
 

分
け
ら
れ
て
 

い
る
 

場
合
 

も
 

あ
る
)
 

を
 

送
り
出
す
 

と
い
ぅ
 

も
の
で
、
 

当
然
、
 

受
け
取
る
 

T
V
 

側
に
 

も
 

専
用
の
 

受
け
取
 

リ
ロ
が
 

必
要
と
 

な
る
。
 

精
 

度
の
 

高
い
 

シ
ャ
 

—
プ
な
 

画
面
が
 

得
ら
れ
る
 

が
、
 

コ
ス
 

ト
の
 

高
い
 

も
の
と
 

な
る
。
 

残
り
の
 
2 
つ
が
 
多
く
の
 

M  S
X
 
マ
シ
ン
 

に
 
採
用
さ
れ
 

て
い
る
 

出
力
 

方
法
で
、
 

「 R  
F 

出
力
」
、
 
「
コ
ン
ポ
 
ジ
ツ
ト
 
出
力
」
 
と
そ
れ
 

ぞ
れ
 
呼
ば
れ
る
 
も
の
 
だ
。
 

明
る
い
 
シ
ル
バ
—
 
と
 黒
の
 
ボ
デ
ィ
。
 
グ
 

レ
—
 
の
 コ
ン
 
ト
 
ロ
—
 
ル
 系
キ
—
 
と
べ
—
 
ジ
 

ユ が
か
っ
 
た
 白
の
 
文
字
 
•
記
号
 
キ
 I。 

全
 

体
と
 
し
て
 
モ
 
ノ
ト
—
 
ン
の
 
印
象
の
 
中
に
 
あ
 

ざ
 や
か
な
 
ブ
ル
—
 
の
 力
—
 
ソ
ル
 
コ
ン
ト
 
P 

—
ル
キ
 

I。 チ
ヤ
—
 

ミ
ン
 グな
 ブル
—
 

の
 

ワ
ン
 
ポ
イ
ン
ト
 
と
い
う
 
出
で
立
ち
で
 
登
場
 し
た
の
 
が
 
「
キ
ン
グ
コ
ン
グ
」
 

の
 愛
称
を
 

持
つ
た
5
5
>
<
マ
シ
ン
、
0
1
1
.
-
2
0
0
 

〇 だ
。
 

大
メ
ー
 
カ
ー
 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
 

マ
シ
ン
 

い
わ
ゆ
る
 
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
 
家
庭
 

電
化
製
品
の
 
普
及
 
度
は
 
鼠
い
。
 
乾
電
池
 
か
 

ら
 冷
蔵
庫
ま
で
 
、
一
日
の
う
 
ち
 ど
こ
か
で
 

何
 か
の
 
お
世
話
に
な
っ
 
て
い
る
 
こ
と
 
だ
ろ
 

う
。
 
C
F
-
 
2
0
0
0
 
は
 業
界
で
 
も
 最
大
 

手
と
 
目
さ
れ
 
る
 
こ
の
 
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
 
販
 1  几 

網
に
 
の
せ
て
 
供
給
さ
れ
 
る
 わ
け
 
だ
。
 

家
庭
 
電
化
製
品
は
 
規
格
と
 
標
準
化
と
 
い
 

う
 土
台
の
 
上
に
 
成
り
立
っ
て
 
い
る
 
商
品
 
だ
 

と
い
 
っ
て
も
 
決
し
て
 
過
言
で
は
 
な
い
だ
 
ろ
 

1 
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仕様 

メーカー •品名 •型式 等 松下電器 産業 株式会社 C  F-2000 

CPU Z-80A 

ROM M  S  X  BASIC  ROM  32  K  バイト 

RAM 16  K バイ ト、 

VRAM I6K: バイ ト 

表 

示 

文字 

32 文字 X  24 行 _ 40 文字 x  24 行 

グラフ イッ クス 256  X  192 ドット 

カラー 

16 色 

スプラ イト 
32 枚 

イ 
ン 
夕 
1 
フ 
X 

イ 

カートリッジ スロット ネロ ット  M  S  X 規格 

ビデオ 出力 
コン’ ポジ ッ ト カラー 

オーディオ 出力 モノラル  1  ch 

R  F 出力 別売 （R  F コンバータ  C  F-2III) 

カセット I/O 1200 /2400 ポー  F  S  K 方式 

ジ a イ ス テイ ツク 2 個 接続 可 

ス 
プリ ンタ 出力 別売 （ブリン タ インター フエー ス C  F-2I2I) 

拡張 バス 

キ ー ポ ー ド 

_ 

ASCII 配列 （英 •数 •グラフ イ ック） 

50 音 配列 （ひらがな •カタ カナ） 

「.皇 一：:.…':.，. せ… .'ん へ: •.•一  ニ ン 録. 
電源 100V  50/60HZ 

消費 電力  ] !  25W 
大きさ 430X72X232  (咖：幅乂高父奧行〉 

重さ 
3.6H 

色 シルバー/ブラックの ツー トン 

J 54,800円 

付属品 
パ':'  へ- ，夕.. .  . 

サ ウン ド ケーブル 

ビデオ ケーブル 
取扱説明書 

BASIC 説明書 

こ
の
う
ち
 

「
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
 

出
力
」
 

と
 

い
う
の
は
、
 

い
わ
ゆ
る
 

「
ビ
デ
オ
 

入
力
 

端
 

子
」
 

の
 

付
属
し
た
 

T
V
 

と
 

接
続
す
 

る
た
 

め
 

の
 

も
の
と
 

考
え
れ
ば
 

ょ
い
。
 

つ
ま
り
 

|
 

般
 

の
 

ビ
デ
オ
 

テ
 

ー 
Tn
 

レ
コ
 

I 
ダ
 

I 
の
 

出
力
を
 

T
V
 

に
つ
な
 

ぐ
ょ
う
 

に
 

コ
ン
 

ピ
ユ
—
 

夕
 

か
 

ら
の
 

出
力
を
 

つ
な
げ
ば
 

い
い
わ
け
 

だ
。
 

C 
F
 
 

-
 
 

2
0
0
0
 

に
も
 

こ
の
 

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
 

出
力
は
 

装
備
さ
れ
 

て
 

^
 

. 
.- '- 

へ 

ぃ
る
。
 

あ
と
の
 

一 
つ
が
 

「
R
F
 

出
力
」
 

だ
が
、
 

こ
の
 

R
F
 

出
力
と
 

い
 

う
の
は
 

他
の
 

2 
つ
の
 

出
力
と
 
違
つ
 
て
、
 

T 

V
 

側
に
 

特
別
の
 

受
け
 

取
り
口
を
 

必
要
と
 

し
 

な
い
 

出
力
、
 

つ
ま
り
 

T
V
 

の
 

ア
ン
テ
ナ
 

端
 

子
を
 

利
用
す
 

る
 

も
の
 

な
の
 

だ
。
 

C
F
 
 

-
 
 

2
0
0
0
 

で
は
 

こ
の
 

R
F
 

出
力
 

の
た
め
に
 

専
用
の
 

R 

F
 

コ
ン
パ
—
 

夕
 

C
F
 

2 
-
 

{
七
 

( 
】 

J -
 

〇
〇
 
円
)
 を
 必
要
と
 
す
る
。
 
c  F 

I
 
に
は
 
C
F
 
 
2
0
0
0
 
本
体
と
の
^
 

T
V
 
へ
の
 
出
力
の
 
ほ
か
に
、
 

|
 般
の
 
T
V
 

ア
ン
テ
ナ
と
 
接
続
す
 
る
た
 
め
の
 
端
子
が
 
あ
 

る
。
 

普
通
、
 

家
庭
 

用
の
 

T
V
 

は
 

ア
ン
テ
ナ
と
 

接
続
し
て
あ
る
わ
け
だ
が
、
2
5
>
<
マ
シ
 

ン
の
 

R
F
 

出
力
と
 

つ
な
ぐ
た
 

め
に
は
、
 

I 
節 ろ & 

度
 

こ
の
 

ア
ン
テ
ナ
と
の
 

接
続
を
 

取
り
は
 

ず
 

さ
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
く
な
る
。
 

そ
れ
を
 

避
 

け
る
 

た
め
 

C
F
2
 

-
 

で
は
 

ア
ン
 

テ
 

ナ
 

用
の
 

端
子
を
 

設
け
て
 

常
 

篇
 

線
し
て
 

お
 

け
る
 

よ
う
に
な
つ
 

て
い
る
。
 

簡
単
に
 

言
え
 

ば
、
 

ア
ン
テ
ナ
 

も
つ
な
 

ぎ
つ
 

ぱ
 

な
し
、
 

コ 

ン
ピ
 

ユ
—
夕
 

も
つ
な
 

ぎ
 

っ
ぱ
な
し
で
 

ど
ち
 

ら
も
 

O
K
 

と
い
う
 

こ
と
 

だ
。
 

基
本
に
 

忠
実
な
 

入
門
 

機
 

基
本
的
に
 
は
こ
の
 
C
F
 
 
2
0
0
0
 
と
 

い
ぅ
 
マ
シ
ン
、
 
か
な
り
の
 
コ
ス
 
ト パ

フ
 
ォ 

丨 
マ
ン
ス
 
だ
と
 
思
え
る
。
 

た
し
か
に
 

R
F
 

コ
ン
パ
—
 

夕
は
 

別^
; 

几
り
 

だ
し
、
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
と
 

し
て
の
 

基
本
 

機
 

能
 

以
外
 

じ
^
!
 

つ
た
 

特
徴
 

も
 

持
つ
 

て
い
な
 

い。
 

し
か
し
、
 

ビ
デ
オ
 

端
子
を
 

装
備
し
て
 

い
る
 
T
V
 
が
ふ
え
 
て
き
て
 
い
る
 今
、
 
R
F
 

出
力
は
 
必
ず
し
も
 
M
U
S
T
 
で
な
い
 
か
も
 

し
れ
な
い
 

し、 
2 
ス
ロ
ッ
ト
 
に
よ
る
 
拡
張
 

性
は
、
 
周
辺
機
器
が
 
充
実
し
て
 
ゆ
く
 
今
後
 

を
 考
え
る
 
と、 

む
し
ろ
 
最
大
の
 
特
徴
と
 
な
 

る
か
 
も
し
れ
 
な
い
。
 

基
本
に
 

忠
実
な
 

入
門
 

機
。
 

ス
—
 

パ
—
 

で
 

は
な
い
 

が
 

高
い
 

信
頼
性
。
 

そ
れ
が
 
C
F
 
 
I  2
0
0
0
 
だ
。
 

峰
 

こ
れ
た
 

け
 

あ
れ
ば
、
 

今、
 

家
に
 

あ
る
 

T
V
 

を
 

利
用
し
て
、
 

す
ぐ
 

に
も
 

各
種
の
 

M
S
X
 

ソ
フ
ト
が
 

利
用
で
 

き
る
。
 

R
F
 

コ
ン
 

バ
—
夕
 

I
C
F
 

■ 
2
 

-
 

は
 

T
V
 

の
 

ア
ン
テ
ナ
 

線
を
 

つ
な
い
だ
 

ま
ま
、
 

C
F
 

-
 
 

2
0
0
0
 

と
 

接
続
で
 

き
る
 

設
計
 

だ
。
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SANYO  MPC-10 
.ご: 讀葡 
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瑭 ♦ 2 個の ジョイス ティ ック ポー 
卜と 並んだ、 ライトペン 用 コネ ク 

夕 （上） 3 ほとんどの インター フ 
エース カ咐く  （下） 0 

夕っ 

ク ネ n 用 ス る ぁ 乃 リ 會 

準で 装備
され
 

てい
る 

が、 MSX
 

マシ 

ンの 

場合、
 

最少
 

構成
から
 

はず
され
て 

いる 

こと 

も 
あつ
て 

装備
され
 

てい
ない
 

マシン
 

も 
少な
く 

はない
。 

プリ
ンタ
 

自 

体、 

決し
て 

安い 

もの
では
 

ないし
、 

ス 

ロット
 

や 
拡張
 

バス
を 

使つ 

て 
ィン
タ—
 

フエ 

ー 

ス 
ユニツ

 

トへ 

接続
す 

る 
こと 

も 

可能 

だから
'  

なけ
れば
 

困る 

とい
ぅ 

も 

ので
は 

ない 

にして
も、 

つい
てい
れば
 

便利
で 

ある 

こと
は 

確か 

だ。 

今
後
、
 

い
ろ
い
ろ
な
 

拡
張
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

や
 

周
辺
機
器
が
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
の
 

た
め
に
 

ラ
 

イ
ン
 

ナ
ッ
プ
 

さ
れ
て
 

ゆ
く
 

だ
ろ
う
 

が
、
 

プ
 

リ
ン
 

タ
 

専
用
の
 

コ
ネ
ク
タ
を
 

装
備
し
て
 

い
 

る
と
 

い
う
 

こ
と
は
、
 

他
の
 

拡
張
 

用
の
 

バ
ス
 

や
'
 
 

ス
ロ
ッ
ト
を
 

周
辺
機
器
の
 

た
め
だ
け
 

ン
タ
 

I 
フ
エ
 

ー 
ス
は
 

カ
セ
ッ
ト
 

、
ジ
ョ
イ
 

ス
テ
ィ
ッ
ク
、
 

サ
ウ
 

ン
ド
 

、
ビ
デ
オ
と
、
 

力
—
 

ト 
リ
ッ
 

ジ
ス
 

ロ 

ッ
ト
 

が
—
 

つ
 

だ
け
と
 

い、
 

っ 
こ
と
に
な
 

つ
て
 

い
る
か
ら
、
 

こ
れ
は
 

か
な
り
の
 

1
¢
*
 

仕
様
 

と
い
う
べ
き
 

だ
ろ
、
 

っ。
 

こ
こ
で
 

プ
リ
ン
タ
 

V
 

ン
タ
 

—
 

フ
エ
 

I
 

ス
 

に
つ
い
て
 

少
し
 

説
明
 

し
て
 

お
こ
う
と
 

思
う
。
 

プ
リ
ン
タ
 

イ
ン
タ
 

I 

フ
 

H 
 

— 
ス
 

と
い
う
の
 

は
 

市
販
の
 

あ
る
い
は
 

メ
—
力
 

指
定
の
 

プ
リ
 

ン
タ
に
 

信
号
を
 

送
り
出
す
 

た
め
の
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

か
ら
の
 

情
報
 

取
り
出
し
 

口
と
 

考
え
 

る
の
 

が
 

一
番
 

わ
か
り
や
す
い
。
 

つ
ま
り
、
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

が
 

『
X
X
 

と
い
う
 

文
字
を
 

プ
リ
ン
タ
に
 

出
力
し
な
さ
い
 

J 
と
 

A
 

np
 

令
し
 

た
 

時
に
 

そ
の
 

命
令
を
 

プ
リ
ン
タ
に
 

理
解
で
 

き
る
 

形
に
 

直
し
て
 

送
り
出
す
 

の
が
 

プ
リ
ン
 

タ
イ
ン
 

タ
—
 

フ
 

H
—
 

ス
 

な
の
 

だ
。
 

だ
か
ら
 

例
え
ば
 

カ
セ
ッ
ト
 

イ
ン
タ
—
 

フ
エ
—
 

ス
と
 

い
え
ば
 

カ
 

セ
ッ
 

ト
に
 

録
音
で
 

き
る
 

形
に
 

デ
 

I
 

夕
を
 

直
し
て
 

送
り
出
し
た
り
、
 

逆
に
 

力
 

セ
ッ
ト
か
ら
 

送
り
込
ま
れ
る
 

情
報
を
 

コ
ン
 

ピ
ュ
—
 

夕
が
 

理
解
で
 

き
る
 

形
に
 

し
た
り
す
 

る
^
 

w
 

と
い
う
 

こ
と
に
な
る
。
 I

 般
 
的
な
 
パ
ソ
コ
ン
で
は
、
 

こ
の
 
プ
リ
 

ン
 タ
イ
ン
 
タ
—
 
フ
 
H
—
 
ス
は
 
ほ
と
ん
ど
 
標
 

シ
ン
プ
ル
な
 

ス
タ
イ
ル
 

黒
と
 

シ
ル
バ
 

I 
の
 

ボ
デ
ィ
。
 

キ
 

I 
ボ
 

I 

ド
 

も
 

黒
'
 
 

文
字
の
 

み
が
 

白
と
 

い
う
か
な
 

り
 

渋
め
 

の
 

デ
ザ
イ
ン
。
 

色
 

と
り
ど
り
の
 

マ
シ
 

ン
が
 

ふ
え
た
 

今
 

or
 

そ
っ
け
な
い
 

程
の
 

シ
ン
 

プ
ル
 

さ
 

だ
。
 

た
だ
、
 

黒
の
 

キ
—
 

ト
ッ
プ
に
 

白
 

ヌ
キ
の
 

文
字
と
 

い
う
の
は
、
 

多
く
の
 

夕
 

イ
プ
 

ラ
イ
タ
—
 

が
そ
う
 

で
あ
る
よ
 

う
に
 

視
 

認
性
 

と
い
う
 

面
か
ら
 

見
れ
ば
 

I
 

番
 

い
い
よ
 

う
だ
。
 

キ
 

ー
を
異
 

す
に
 

タ
イ
プ
で
 

き
る
 

よ
 

う
な
上
級
者
は
別
と
し
て
、
：
5
5
>
<
マ
シ
 

ン
を
 

購
入
す
 

る
 

層
と
 

い
う
の
は
、
 

キ
^
を
 

見
な
が
ら
 

タ
イ
プ
す
 

る
、
 

あ
る
い
は
 

キ
—
 

を
 

押
す
 

と
い
う
 

表
現
の
 

ほ
う
が
！
^
 

だ
と
 

思
え
る
 

よ
う
な
 

使
い
方
を
 

す
る
 

こ
と
が
 

多
 

い
は
ず
 

だ
か
ら
、
 

キ
—
 

ト
ッ
プ
の
 

文
字
の
 

読
み
や
す
さ
と
 

い
う
の
は
 

重
要
 

だ
。
 

ま
た
'
 

キ
ャ
 

リ
ッ
ジ
 

リ
タ
—
 

ン
キ
—
 

が
 

縦
に
 

長
く
、
 

大
き
く
な
 

っ
て
い
 

る
の
は
 

な
か
な
か
 

使
い
 

や
す
い
し
、
 

大
き
な
 

矢
印
で
 

y
 

と
 

記
し
て
 

あ
る
の
 

も
 

わ
か
り
や
す
い
。
 

こ
の
 

キ
—
 

ボ
ー
 

ド、
 

I
 

見
す
 

る
と
 

何
の
 

亦
#
 

も
な
い
 

よ
う
に
 

見
え
る
 

が
、
 

逆
に
 

シ
 

ン
 

プ
ル
 

•
イ
ズ
 

•
ベ
ス
 

ト
の
 

好
例
と
 

も
い
 

え
る
。
 

た
だ
 

残
念
な
 

の
は
 

キ
ー
 

を
た
 

た
い
 

た
と
 

き
の
 

感
触
が
 

少
し
 

あ
い
ま
い
に
 

感
じ
 

る
 

こ
と
な
の
 

だ
が
、
 

こ
れ
は
 

憤
れ
の
 

問
題
 

だ
ろ
う
 

し
'
 
 

む
し
ろ
 

こ
の
 

感
触
が
 

好
ま
し
 

い
と
す
る
 

人
 

も
い
た
。
 

各
種
の
 

イ
ン
タ
—
 

フ
エ
 

ー 
ス
 

内
蔵
 

こ
の
 

2
0
-
〇
 

|〇
 

に
は
3
3
>
<
マ
シ
ン
 

で
 

考
え
ら
れ
る
 

ほ
と
ん
ど
の
 

イ
ン
タ
—
 

フ 

H 
 

—
 

ス
が
 

組
み
込
ま
れ
 

て
い
る
。
 

画
像
 
出
力
は
 
い
わ
ゆ
る
 
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
 

信
号
と
 
呼
ば
れ
る
、
 

T
V
 
の
 ビ
デ
オ
 
端
子
 

に
対
す
る
 
も
の
と
'
 
 
R
F
 
響
！
 T と

い
う
 
ア
 

ン
 テ
ナ
 
端
子
に
 
対
す
る
 
も
の
と
 
両
方
 
持
っ
 

て
い
る
 
し、 

カ
セ
ッ
ト
 
イ
ン
タ
 
I 
フ
エ
 
ー 

ス、 ジ
ョ
イ
ス
 
テ
イ
 
ツ
ク
は
 当
然
と
 し
て
、
 

I
/
O
 
拡
張
 
バ
ス
と
 
プ
リ
ン
タ
 
イ
ン
タ
—
 

フ
エ
—
 
ス
 ま
で
 
装
備
さ
れ
 
て
い
る
 
の
 だ
。
 

M
S
X
 
マ
シ
ン
の
 
最
小
 
構
成
と
 
し
て
の
 
イ
 

最
近
の
 
T
v
n
 
マ
—
 
シ
ャ
ル
で
は
、
 

や
 

た
ら
と
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
•
グ
ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
 

ス
 が
は
 
や
り
だ
 
。
『
ト
ロ
ン
 

j 
の
よ
う
 
な
 

全
編
 
コ
ン
ビ
 
ユ
—
 
夕
.
 
グ
ラ
フ
 
イ
ツ
 
ク
ス
 

と
い
う
 
映
画
 
さ
え
 
あ
つ
た
。
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

•
グ
ラ
フ
 

イ
ツ
 

ク
ス
に
 

よ
る
 

画
 

-
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

の
 

演
算
 

で
 

画
像
を
 

作
り
出
し
て
 

実
在
す
 

る
 

物
と
 

同
 

じ
よ
う
に
、
 

あ
る
い
は
 

超
現
実
的
に
 

そ
れ
 

を
 

シ
ミ
 

ユ
レ
—
 

シ
 

ョ
ン
し
て
、
 

影
を
 

付
け
、
 

回
転
 

さ
せ
、
 

変
形
 

す
る
と
い
 

う
 

ダ
イ
ナ
 

ミ 

ズ
 

ム
^
:
 

つ
 

画
像
。
 

こ
れ
 

も
 

一 
つ
の
 

点
を
 

画
面
に
 

プ
ロ
ッ
ト
し
、
 

1 
本
の
 

線
を
 

引
く
 

と
い
う
、
 

ご
く
 

基
本
的
な
 

こ
と
の
 

積
み
 

重
 

ね
な
 

の
 

だ
。
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
夕
 
•
グ
ラ
フ
 
イ
ッ
 
ク
ス
は
 

r
c
A
D
J
 
か
ら
 
出
発
し
て
 
い
る
。
 
r
c
A
 

D
J
 
と
い
う
の
は
 

r
c
o
 
m
 
p
u
 
 
t  e

r
 
 
A
 

i
d
e
d
 
 
D
e
s
i
g
c
J
 

の
 略
で
 
コ
ン
 

ビ
ユ
 
—
夕
を
 
使
つ
 
て
 種
々
 
な
 設
計
の
 
手
 助
 

け
を
 
し
よ
う
と
 
い
う
 
も
の
 
だ
。
 

今
回
 

紹
介
す
 

る
 

サ
ン
 

ョ
—
の
 

M
p
c
-
 

l
o
 
 

に
 

付
属
し
て
 

る
 

ラ
イ
ト
ペ
ン
 

や
そ
の
 

作
 

S
T
N
 

D
 

グ
ラ
ム
な
 

ど
は
 

こ
の
 

「
C
A
D
J
 

か
ら
の
 

フ
イ
—
 

ド
 

バ
ッ
ク
に
 

よ
つ
 

て
 

生
ま
 

れ
 

た
も
の
 

だ
と
い
 

つ
て
も
 

よ
い
だ
ろ
う
 

0 

10 や
 
比
に
 
ょ
キ
い
 

- 
う
と
 
形
が
，
 

す
 

C
 
こ
る
 
方
と
 

る
 
や
 

P
 
 = 
み
、
 
こ
か
 
見
 

M
 

-
®
-
 

て
 
的
い
 

わ
は
 

舾 
±1] っ

較
 
近
く
 

一 



會 付属の ライトペン， 仕上がりは かなり 良い， 

隳カ セツ ト データ レコーダ、 MR-1  ID 只と， 

メーカー • 品名 • 型式 等 

三洋 電機 株式会社 M  P  C  10 
CPU  % 

Z-8  0  ヽ •チ ブル 
ROM 

M  S  X  BRA  ̂   C  R  0  M  32K パィ ト 
RAM 

32  K バィげ 

VRAM  % I6K  バ^ f J 

表 

示 

文字 \  1 

32 文^ <2 今 行 

仙 文字 xgp  _ ^ 

/ラ フイ ツク \ 

256  X 丨 32f ドット  …— 

16 色 

ス:？  V 卜 声イ  —  — 

イ 
ン 

夕 
1 
フ 
X 

イ 
ス 

力ートリ ツジ う 礙ン トン 1 ス ロッ大  M  S  X 規格 

ビデオ 出. 為^ 

コ ン ポジ ッ トカラ ー 

オーディオ 出力 

1 モノラル  Ich R  F 出力 

有 

1200 /  2400 ボー  FSK  方式 . 
ジョイス テイ ック 2 個 接続 可 

プリ ンタ 出力 有 

拡張 バス 

有 

^ — ボ ー ト ASCII 配列 （英 •数、 クフ フィ ッ クラ 

50 音 配列 （ひらがな •カタ カナ） 

電源 

100  V  50/60  Hz 

消費 電力 
12  W 

大きさ 

385 x  62x242  (咖：幅父高><奥行） 

重さ 

2.2  k9  1 色 
ブラック， シルバーの ツー トン 価格 74,800円 

付属品 
ライトペン 

ソフト テー フ 
カ セッ トケ ー ブル 

ビデオ ケーブル 
オーディ オケ ー ブル 

取扱 説明 窨 

M  S  X  B  A  S  1  C 活用 窨 

ライ ト ベン 作画 解説書 

その他 
本体 側面に ライ ト ペン 用 コネクタ 

に
 使
用
て
 
き
る
 
と
い
う
 
メ
リ
ッ
ト
 
か
 あ
る
 

わ
け
 
だ
 。 

ラ
イ
ト
ペ
ン
 
付
属
の
 

マ
シ
ン
 

さ
て
、
 

こ
の
 

M
P
C
-
 

IO
 

の
 

最
大
の
 

セ
 

I
 

ル
ス
 

ポ
イ
ン
ト
で
 

あ
り
ま
た
、
 

現
在
 

市
 

販
 

さ
れ
て
 

い
る
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
の
 

中
で
 

唯
 

I
、
 

こ
の
 

M
P
C
-
 

I
O
 

が
 

標
準
で
 

装
備
し
 

て
い
る
 

周
辺
機
器
、
 

そ
れ
が
 

「
ラ
イ
ト
べ
 

ン
 

j 
だ
。
 

ラ
イ
ト
ペ
ン
と
 
い
う
の
は
 
基
本
的
に
は
 

『
ポ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
 
•
デ
バ
イ
ス
 

j 
と
 呼
 

ば
れ
る
 
周
辺
機
器
の
 

|
 種
で
、
 
ト
ラ
ッ
ク
 

ボ
—
 

ル
、
 マウ
ス
な
 

ど
と
 

同
じ
 

仲
間
に
 

な
 

る
。
 
む
ろ
ん
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
で
は
 
お
な
じ
 

み
の
 
ジ
ョ
イ
ス
 
テ
ィ
 
ッ
ク
 
も、 

ま
た
 
広
い
 

A
 思
 味
で
は
 
ど
の
 
マ
シ
ン
 
に
も
つ
い
 
て
い
る
 

あ
の
 
力
 I 

ソ
ル
 
キ
 I 

も
 A
 a ま
れ
る
 
か
も
し
 

れ
 な
い
。
 

ポ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
 
•
デ
バ
イ
ス
 
と
い
、
 っ 

の
は
 文
字
 ど
お
り
 
『
指
し
示
す
』
 

た
め
の
 

装
置
の
 
こ
と
 
だ
。
 
画
面
 
上
 打
つ
べ
き
 
点
の
 

位
置
を
 
示
し
た
り
、
 
線
分
の
 
両
端
 
点
を
 
指
 

示
し
た
り
 
す
る
。
 
あ
る
い
は
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 

I
 
夕
が
 
こ
れ
か
ら
 
行
な
う
 
仕
事
の
 
リ
ス
ト
 

を
 示
し
'
 
 そ
の
う
ち
の
—
 
つ
を
 ピ
ッ
ク
 
ア
 

ツ
プ
 
す
る
 
場
合
な
 
ど
も
 
ポ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
 

•
デ
バ
イ
ス
を
 
使
用
す
 
る
 場
面
だ
ろ
う
。
 

さ
て
、
 
こ
の
 
ポ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
 
•
デ
バ
 

イ
ス
、
 
そ
れ
ぞ
れ
に
 

|
 長
 
|
 短
 あ
っ
て
、
 

が
 

あ
る
。
 

そ
れ
は
 

『
視
差
』
 

だ
。
 

C
R
T
 

の
 

画
面
を
 

正
面
か
ら
 

見
て
 

い
る
 

場
合
に
は
 

あ
ま
り
 

気
に
な
ら
な
 

い
が
、
 

す
こ
し
で
 

も
 

斜
め
か
ら
 

見
る
 

よ
う
に
な
 

る
と
、
 

C
R
T
 

表
面
の
 

ガ
ラ
ス
と
 

実
際
に
 

絵
の
う
 

つ
し
 

出
 

さ
れ
て
 

い
る
 

宙
光
 

面
と
の
 

間
に
 

距
離
が
 

あ
 

る
た
 

め
 

ペ
ン
で
 

ポ
イ
ン
ト
 

し
て
い
る
 

場
所
 

が
 

見
か
け
と
は
 

違
つ
 

て
し
 

ま
う
 

こ
と
が
あ
 

る。
 

特
に
 

最
近
の
 

T
V
 

は
 

ア
ク
リ
ル
 

な
ど
 

で
 

前
面
を
 

カ
バ
—
 

し
て
い
る
 

も
の
 

も
 

あ
る
 

か
ら
、
 

ず
れ
は
 

さ
ら
に
 

大
き
く
な
る
。
 

も
し
、
 

こ
の
 

M
P
C
-
 

I
O
 

と
 

C
R
T
 

を
 

同
時
に
 

購
入
す
 

る
よ
う
 

な
 

場
合
は
、
 

そ
の
 

あ
た
り
の
 

こ
と
を
 

十
分
に
 

検
討
し
た
 

ほ
う
 

が
よ
 

い
だ
ろ
う
。
 

単
純
な
 
操
作
で
 
使
え
る
 
よ
う
に
な
る
 
だ
ろ
 

う
。
 
家
庭
生
活
に
 
密
着
し
た
 
部
分
で
 
ビ
ジ
 

ネ
ス
を
 
続
け
て
 
き
た
 
サ
ン
 
ヨ
—
 
な
ら
ば
 
可
 

能
な
 
は
ず
 
だ
。
 

本
体
 
価
格
 
七
 万
 四
、
 
八
〇
〇
 
円
は
 
M
s
 

X
 
マ
シ
ン
の
 
中
で
 
も
 
高
い
 
ほ
う
に
は
 
い
る
。
 

各
種
の
 
イ
ン
タ
 
ー 
フ
エ
 
I 
ス
を
 
装
 ̂
 し、 

ラ
イ
ト
ペ
ン
ま
で
 
付
属
し
た
 
こ
の
 
マ
シ
ン
、
 

む
し
ろ
 
買
い
 
得
 か
も
し
れ
 
な
い
。
 

ひ
と
ま
わ
り
 
太
い
と
 
い
う
と
 
こ
ろ
 
力
。
 
ぺ
 

ン
の
 
表
面
は
 
ツ
ヤ
 
消
し
の
 
黒
で
 
先
端
 
部
分
 

に
 赤
の
 
ア
ク
セ
ン
ト
 
。
持
っ
た
 
時
の
 
バ
ラ
 

ン
ス
も
 悪
く
な
い
。
 本
体
と
の
 接
続
 ケ
—
 

ブ
ル
 
も
 意
外
と
 
柔
ら
か
く
て
 
操
作
の
 
邪
魔
 

に
は
な
ら
 
な
い
。
 

ラ
イ
ト
ペ
ン
 
操
作
の
 
基
本
は
 
画
面
に
 
押
 

し
つ
け
る
 
こ
と
 
だ
。
 
こ
の
 
ペ
ン
の
 
場
ム
ロ
 、 

画
面
に
 
押
し
つ
け
 
る
と
 
先
端
 
部
分
が
 
カ
 チ
 

ツ
と
い
 

、っ 音
と
 
共
に
 
赤
い
 
ラ
イ
ン
の
 
幅
 だ
 

け
 首
を
 
ひ
っ
 
こ
め
て
、
 

ス
イ
 
ツ
チ
 
•
オ
ン
 

と
な
る
。
 
こ
れ
で
 
ラ
イ
ト
ペ
ン
 
に
よ
る
 
ポ
 

イ
ン
 
ト
が
 
行
な
わ
れ
た
 
こ
と
に
な
る
。
 

た
だ
し
、
 

ラ
イ
ト
ペ
ン
を
 

使
用
す
 

る
 

場
 

合
に
、
 

ど
う
し
て
も
 

避
け
ら
れ
な
い
 

問
題
 

ラ
イ
 
ト
 ペ
ン
は
 

ソ
フ
ト
が
 
決
め
手
 

M
P
C
-
 
I
O
 に
は
 
『
ラ
イ
ト
ペ
ン
 
グ
ラ
 

フ
 イ
ツ
 
ク
ス
』
 
と
い
う
 
テ
—
 プ
プ
 
ロ
グ
 
ラ
 

ム
が
 
付
い
て
い
る
。
 
こ
れ
は
 
こ
れ
で
 
楽
し
 

い
 ソ
フ
ト
 
だ
が
、
 
ラ
イ
ト
ペ
ン
の
 
機
能
を
 

生
か
せ
ば
 
簡
単
な
 
メ
モ
 
用
 プ
ロ
グ
ラ
ム
 
や
 

ス
ケ
 
ジ
ュ
—
 
ル
な
 
ど
、
 日
常
生
活
の
 
た
め
の
 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
が
ず
 
つ
と
 
分
か
り
や
す
い
 
形
、
 

様 仕 

は
 
一
枚
の
 
ポ
—
 
ド
と
 
ペ
ン
で
 
構
成
さ
れ
、
 

ペ
ン
が
 
ボ
—
 
ド
の
 
ど
こ
を
 
押
し
た
 
か
を
感
 

知
 す
る
と
い
 
う
 も
の
 
だ
。
 
ペ
ン
の
 
か
わ
り
 

に
 虫
 め
が
ね
の
 
よ
う
な
 
形
状
を
 
し
た
 
ボ
イ
 

ン
タ
を
 
使
う
 
こ
と
 
も
 あ
る
。
 
専
用
の
 
ボ
—
 

ド
を
 
使
用
す
 
る
か
ら
 
精
度
は
 
高
い
 
の
 だ
が
、
 

当
然
 
ボ
—
 
ド
を
 
置
く
 
だ
け
の
 
ス
ぺ
 
—
ス
が
 

必
要
と
 
な
る
。
 

ラ
イ
ト
ペ
ン
と
 
い
う
の
は
、
 
こ
れ
ら
の
 

デ
バ
イ
ス
と
は
 
基
本
的
に
 
違
う
 
部
分
が
 
あ
 

る
。
 
マ
ウ
ス
に
 
し
て
も
 
ト
ラ
ッ
ク
 
ボ
—
ル
 

に
し
て
も
、
 

C
R
T
 
 

(
カ
 

ソ
—
ド
 

•
レ
イ
 •
チ
 ユ
—
ブ
 。
つ
ま
り
 ブ
ラ
ウ
ン
管
 の
こ
 

と
)
 
に
 直
接
 
触
れ
て
 
操
作
す
 
る
 
こ
と
は
 
な
 

い
が
、
 

ラ
イ
ト
ペ
ン
の
 

場
合
'
 
 

C
R
T
 

に
 

タ
ッ
チ
す
 
る
 
こ
と
が
 
操
作
の
 
基
本
な
 
の
 だ
。
 

つ
ま
り
、
 
マ
ウ
ス
 
や
 ト
ラ
ッ
ク
 
ポ
—
 
ル
で
 

は、 
力
—
 
ソ
ル
 
キ
—
で
 
画
面
 
上
の
 
力
—
 
ソ
 

ル
を
 
動
か
す
 
よ
う
に
 
何
ら
 
か
の
 
画
面
 
上
の
 

シ
ン
ボ
ル
を
 
手
元
で
 
操
作
 
す
る
と
い
 
う
 形
 

に
な
る
 が
、
 
ラ
イ
 ト 
ペ
ン
の
 場
 

い
き
 

な
り
 
画
面
の
 
あ
る
 
ポ
イ
ン
ト
を
 
指
定
で
 
き
 

る
と
 
い
う
 
こ
と
 
だ
。
 

こ
の
 
M
 
P
C
-
 
IO 付

属
の
 
ラ
イ
ト
ペ
ン
、
 

な
か
な
か
 
う
ま
く
で
 
き
て
い
る
。
 

太
 さ
は
 
一
般
的
な
 
フ
 
X ル

 ト 
ペ
ン
よ
り
 

ど
れ
が
 
ベ
ス
 
ト
と
は
 
い
え
な
い
 
が
、
 
ラ
イ
 

ト 
ペ
ン
と
 
比
較
す
 
る
 意
味
 
も
 あ
る
の
で
、
 

こ
こ
で
す
 
こ
し
 
紹
介
し
て
 
お
こ
、
 
っ 0 

ま
ず
 
最
近
、
 
高
級
 
パ
—
 
ソ
 ナ
ル
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
に
 普
及
し
 
始
め
た
 
も
の
で
 

『
マ
ウ
 

ス
 j 
と
い
う
 
デ
バ
イ
ス
が
 
あ
る
。
 
こ
れ
は
 

ボ
デ
ィ
の
 
形
が
 
ね
ず
み
 
に
似
て
い
 
る
と
 
こ
 

ろ
か
ら
 
つ
け
ら
れ
た
 
名
称
。
 
国
産
の
 
タ
パ
 

コ
で
 
い
え
ば
 
シ
ョ
 
I 

ト 
ホ
 I プ

 程
の
 
大
き
 

さ
の
 
も
の
で
、
 
机
の
 
上
な
 
ど、 

平
ら
な
 
台
 

の
 上
を
 
上
下
 
左
右
に
 
動
か
し
て
 
使
用
す
 
る
。
 

動
き
は
 
マ
ウ
ス
 
自
体
で
 
検
出
し
て
 
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 
に
 送
る
 
た
め
、
 

ム
 a が
 平
ら
で
 
あ
る
 

こ
と
 
以
外
に
は
 
制
約
は
 
な
い
。
 

ま
た
、
 

マ
ウ
ス
と
 

は
ま
つ
 

た
く
 

逆
の
 

考
 

え
 

方
に
 

基
づ
い
て
 

作
ら
れ
た
 

デ
バ
イ
ス
 

も
 

あ
る
。
最
近
2
5
>
<
マ
シ
ン
用
の
も
の
も
 

発
表
さ
れ
 

た
 

ト
ラ
ッ
ク
 

ボ
—
 

ル
が
 

そ
れ
 

だ
。
 

マ
ウ
ス
が
 

そ
の
 

本
体
を
 

机
上
な
 

ど
で
 

動
か
 

す
と
 

い
う
 

使
用
法
を
 

と
る
 

の
に
 

対
し
て
、
 

こ
の
 

ト
ラ
ッ
ク
 

ボ
ー
 

ル、
 

機
器
は
 

固
定
、
 

-1 
そ
の
 

中
に
 

組
み
込
ま
れ
た
 

ボ
—
ル
 

(
だ
い
 

た
い
 

ピ
リ
ヤ
—
 

ド
の
 

ボ
—
ル
 

程
度
)
 

を 
手
 

で
 

回
す
 

と
い
う
 

方
法
に
な
る
。
 

コ
ン
 

ピ
ユ
 

I
 

夕
の
 

デ
バ
イ
ス
は
 

大
概
そ
う
 

だ
が
、
 

こ
 

の 
ト 

ラ
ッ
ク
 

ボ
—
ル
 

も 
始
め
は
 

軍
用
で
 

手
 

袋
を
 

し
た
 

ま
ま
 

細
か
い
 

操
作
が
 

で
き
る
 

と 

い
う
の
 

が
ミ
ソ
 

だ
つ
 

た
ら
し
い
。
 

ラ
イ
ト
ペ
ン
に
 
近
い
 
操
作
 
方
法
を
 
と
る
 

も
の
で
は
 
デ
ジ
 
タ
イ
 
ザ
、
 
あ
る
い
は
 
タ
ブ
 

レ
ツ
 
ト
と
 
呼
ば
れ
る
 
も
の
が
 
あ
る
。
 
こ
れ
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RAM  64K バイト 実装の マシン 

TOSHIBA  HX-10D 

- 

: 

會機肯 明 j に 色分け された キーが、 なかなか カラフル だ。 

鄉微餘 於 MSX マシ: 0364 K バイ ト RAM 

:微 み を 期 。 シンプル 脚に t •^时 のぁ 

ぶ 淡, か る テ サイン 0 拡張 八ス接 嫌の 增拉1  〇 ス ■•デ  げ  ロッ ト HX  E600 は 実用的で すぐに も 使 
える 两辺 機器 0 ジョイス テイ ック HX  J400 は シックな 

装いで 登場 0 

動 杏は スムーズで ク II ッブも 良好 だが、 スト ロークが 大 
きすき て かえつ てあい まし、 基 細 ■の 财 I は 邦 常に 役に 
立つ 仕掛。 

MSX  BASI  C では サポートし ていない 64K バイト 
の RAM をと 5 使 ラ かが 今後の ポ イン ト。 



會 本体 後部の 拡張 バス コネクタ 0 普段は ビス 2 

本で 固定 される カバーが つく。 
ろ だ る な サ セ ク ア な 的 用 

W
s
 

実
用
的
な
 
増
設
 

I
/
O
 
ス
ロ
ッ
ト
 

増
設
—
 
 
〇
 
ス
ロ
ッ
ト
 
H
x
 
 
E 
6
0
 

〇 
は
か
な
り
 
実
用
的
な
 
ア
ク
セ
サ
リ
—
 
だ
 

ろ
ぅ
"
 
こ
の
 
H
X
—
E
 
6
0
0
 は
、
 
本
体
 

後
 面
の
 
拡
張
 
バ
ス
に
 
接
続
し
て
 
使
用
す
 
る
 

よ
う
に
な
つ
 
て
い
る
"
 拡

張
 

バ
ス
と
 

い
う
の
は
、
 

M
S
X
 

の
 

場
 

力
—
 

ト 
リ
ッ
ジ
を
 

挿
入
す
 

る
 

| 
般
の
 

ス
ロ
ッ
ト
と
 
大
差
な
い
 
と
 考
え
て
 
ょ
い
 

つ
ま
り
、
 
各
種
の
 
イ
ン
タ
—
 
フ
エ
—
 
ス、 

例
え
ば
 
フ
リ
ン
 
タ
イ
ン
 
タ
 I 

フ
エ
 
I 
ス
な
 

ど
は
 
力
—
 
ト 
リ
ッ
 
ジ
ス
 
ロ
ッ
 
ト
を
 
使
っ
 
て
 

接
続
さ
れ
 
る
 わ
け
 
だ
が
、
 
も
し
 
ス
ロ
ッ
ト
 

を
 何
 か
の
 
ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
等
で
 
使
用
し
て
 
い
 

た
 場
^
 T 

拡
張
 
バ
ス
 
側
に
 
接
続
 
す
る
と
い
 

う
 方
法
を
 
と
る
 
こ
と
に
な
る
。
 
普
通
に
 
使
 

用
す
 
る
 場
合
は
 
力
—
 
ト
リ
 
ツ
ジ
 
ス
ロ
ッ
ト
 

|
 つ
で
 
十
分
だ
っ
た
 
が
、
 
何
 か
の
 
都
合
で
 

子
ど
も
の
！
 

中
に
 
な
つ
た
 
S
F
 
マ
ン
 ガ
、
 

お
ぼ
え
て
 
い
る
だ
ろ
う
 
か
/
そ
の
 
頃
の
 
S
 

F
 
マ
ン
 
ガ
が
 
見
せ
る
 
$
 
の
 生
活
は
 
ス
—
 

パ
—
 
ホ
—
 
ム
オ
—
 
ト
メ
—
 
シ
ョ
 
ン
だ
 
つ
た
。
 

ボ
タ
ン
 
彳
つ
で
 
力
—
 
テ
ン
は
 
開
き
、
 
ダ
ス
 

夕
—
シ
 
ユ
—
卜
 
み
た
い
 
な
 
フ
タ
の
 
付
い
た
 

力
べ
 
の
 
I
 部
は
 
夕
食
の
 
サ
—
 
ビ
ス
 
窓
口
で
、
 

メ
ニ
ユ
 

I 
を
 選
べ
ば
 
自
動
 
化
さ
れ
た
 
給
食
 

セ
ン
タ
 
I 
か
ら
す
て
 
き
な
 
デ
 ィ
ナ
 
I 
が
と
 

ど
け
ら
れ
る
。
 
い
わ
ゆ
る
 
印
刷
さ
れ
 
た
 新
 

聞
と
 
い
う
の
は
 
な
く
な
つ
 
て
'
 
 T
V
 画
面
 

を
 見
な
が
ら
 
必
要
な
 
情
報
 
だ
け
を
 
選
択
で
 

き
る
。
 
庭
の
 
水
 ま
き
 
も
 自
動
、
 
洗
 

) 
1
 も
自
 

動
、
 
在
{
®
 
務
 
、
在
宅
 
学
習
は
 
あ
た
り
 
ま
 

え
、
 
主
婦
は
 
暇
を
 も
て
あ
ま
す
 

…
…
 

0 

よく
 

考
え
て
 

ほし
い。
 

こ
ん
な
 

生
活
は
 

もう
 

1
 

語で
 

もな
んで
も 

ない
、 

現実
 

の'
  

ある
いは
 

ごく
 

近い
将来
の 

生活
な 

の 

だ。
 

ただ
' 
 

SF
 

マン
 

ガの
 

予想
とは
 

少し
 

違つ
 

た 

形で
 

実現
した
 

こと
があ
る。
 

それ
は 

コン
ビ 

ユ—
夕 

自体
が 

パ—
 

ソナ
 

ル 

コン
ビ 

ユ—
夕 

とい
う 

姿で
 

家庭
に 

普 

及し
 

はじ
めた
 

こと
 

だ。
 

それ
 

も 

MS
X 

とい
う 

統一
 

規格
、 

すぐ
れた
 

互換
性を
 

持つ
 

て。
 

東
芝
は
 
お
も
し
ろ
い
 
会
社
 
だ
。
 

何
年
 

か
 

前
、
 

家
庭
 

電
化
製
品
 

に
や
た
ら
 

と
 

色
物
が
 

は
や
つ
 

た
 

時
期
が
 

あ
つ
た
。
 

赤
 

い
 

公
 

®
 

庫
 

や
 

青
い
 

才
 

—
ブ
ン
 

レ
ン
ジ
、
 

才
 

峰
：
^
 
的
 ス
ク
ェ
ア
な
 
外
観
。
 
か
な
り
 
キ
チ
 

ツ と
し
た
 
印
象
を
 
与
え
る
。
 

レ
ン
ジ
の
 

電
 

ホ
ッ
ト
。
 

全
部
 

買
い
込
ん
 

だ
ら
 

さ
ぞ
 

か
し
 

台
所
が
 

に
ぎ
や
か
に
な
る
 

だ
ろ
う
と
 

思
わ
れ
る
 

ほ
ど
の
 

色
の
 

氾
濫
 

だ
 

つ
た
。
 

む
ろ
ん
 

各
メ
—
 

力
—
 

ご
と
に
 

統
 

I 

さ
れ
た
 

色
調
を
 

使
つ
 

て
は
い
た
 

し、
 

シ
リ
 

—
ズ
 

物
と
 

し
て
 

扱
つ
 

て
い
た
 

わ
け
 

だ
が
、
 

ムロ 所
用
 
品
 す
べ
て
が
 
同
じ
 
メ
—
カ
 
ー 
の
 製
 

品
で
 
揃
え
ら
れ
る
 
は
 f
 
な
く
、
 
結
局
、
 

買
い
た
 
す
た
び
 
に
 色
の
淳
 
っ 台
所
用
品
が
 

I
 

つ
 ふ
え
て
 
ゆ
く
 
と
い
う
 
結
果
と
 
な
 

つ
た
。
 
そ
ん
な
 
時
に
 
東
芝
は
 

白
い
』
 

こ
 

と
を
 
売
り
に
 
し
た
^
^
 
庫
を
 
発
売
し
た
 
の
 

だ
。
 
こ
れ
が
 
消
費
者
に
 
拍
手
を
 
も
っ
 
て
む
 

か
え
ら
れ
た
 
の
は
い
 
う
ま
で
 
も
な
い
。
 

こ
の
 H
x
 
10 D、 考

え
方
に
 ょ
っ
て
 

は 
白
い
 

八 
庫
な
 

の
か
 
も
し
れ
 

ない。 

M
S
X
 

マ
シ
ン
と
 

し
て
は
 

確
か
に
 

_
 
な 

装
懂
 
だ。 

RF、 

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
 

両
方
の
 

画
像
 
出
力
 
$
 

ち'  
拡
張
 
バ
ス
 
も 
使
え
る
。
 
さ
ら
に
 

64 <
バ
ィ
ト
と
い
う
大
^
<
|
|
の
0
:
 

AM。 

だ
が
 
こ
れ
は
 

M
S
X
 

の 規
格
か
ら
 

の 
正
常
 
進
化
と
 

い
う
べ
き
 

だ
ろ
う
。
 

決
し
 

て
奇
を
 

て
ら
つ
 
て
い
る
 

わ
け
で
は
 

なく' 

才
—
 
ソ
ド
ッ
 

ク
ス
な
 

も
の
の
 

良
さ
を
 

知
つ
 

て
い
る
 
人
の
 
作
つ
 
た 
マ
シ
ン
。
 

そ
ん
な
 

マ 

シ
ン
が
 

東
芝
 

H
x
 

10 
D パ ソ ピア

|
 

Q
 

だ。 

J
I
S
 
配
列
の
 

カ
ナ
 
キ
 ー 

本
体
の
 
色
は
 
ブ
ラ
 
ッ
グ
 
か
 レ
ッ
ド
 

キ
 

—
ボ
—
 
ド
の
 
ま
わ
り
の
 
ハ
ネ
ル
は
 
ブ
ラ
 
ッ 

ク
ポ
 
デ
ィ
ー
 
に
は
 
グ
レ
—
'
 

レ
ッ
 
ド
ポ
デ
 

ィ
—
 
に
は
 
ブ
ラ
ッ
ク
 
と
い
、
 っ 組

み
合
せ
 
だ
 

シ
フ
ト
、
 
リ
タ
—
 
ン
 な
ど
の
 
コ
ン
 
ト 
ロ
|
 

ル
 系
の
 
キ
—
 
は
 
; 
1
 
い
め
の
 
グ
レ
—
、
 

ス
ト
 

ツ フ
キ
—
 は
 レ
ッ
 
ド、 グ

ラ
フ
 ィ
ッ
 ク
 キ
ヤ
 

ラ
ク
 
タ
 用
の
 
セ
レ
ク
ト
 
キ
—
は
 
グ
リ
—
 
ン' 

そ
し
て
 
カ
ー
 
ソ
ル
 
キ
—
は
 
ブ
ル
—
 

キ
 ー 

そ
れ
ぞ
れ
を
 
章
 择
 付
け
し
て
 
色
分
け
す
 
る
 

の
は
う
ま
い
 
方
法
 
だ
ま
た
、
 
そ
れ
ら
の
 

キ
—
の
 

色
が
、
 

全
体
に
 

沈
ん
だ
 

卜
—
 
ン
の
 

ボ
デ
ィ
に
 
対
し
て
 
デ
ザ
イ
ン
 
上
の
 
ホ
 イ
ン
 

卜
に
 
な
つ
て
 
い
て
、
 
マ
シ
ン
に
 
華
や
か
な
 

感
じ
を
 
与
え
て
 
い
る
 

キ
—
 
配
列
、
 
英
数
、
 
記
号
は
 
A
S
C
I
 

I
 

方
式
、
 

カ
ナ
が
 

J
I
S
 

だ
。
 

5
0
 

音
 

配
列
 

の
 

多
い
 

M
S
X
 

マ
シ
ン
で
 

J
I
S
 

配
列
の
 

カ
ナ
 

キ
—
 

と
い
う
の
は
 

め
ず
ら
し
い
。
 

慣
 

れ
て
 

し
ま
え
ば
 

50
 

音
 

配
列
よ
り
 

は
る
か
に
 

使
い
や
す
 

い
は
ず
 

だ
が
、
 

ホ
—
 

ム
ユ
 

—
ズ
 

を
 

前
提
と
 

し
た
 

こ
の
 

マ
シ
ン
の
 

場
合
、
 

そ
 

れ
が
 

適
当
 

か
ど
う
か
^
^
 

し
づ
ら
 

い
と
こ
 

ろ
 

だ。
 

キ
—
の
 
タ
ッ
チ
は
 
か
な
り
 
良
好
 
だ
。
 
適
 

当
な
 
ス
ト
 
ロ
—
 
ク
と
 
重
さ
 
だ
と
い
 
え
る
 
だ
 

ろ、 っ。 
た
だ
 
リ
タ
—
 
ン
キ
—
 
が
 小
さ
い
 
の
 

は
 残
念
 
だ
 

ジ
ョ
イ
ス
 テ
ィ
 
ツ
ク
と
 

周
辺
機
器
 

H
x
 
I
O
 D
 と
 同
時
に
 い
く
つ
か
の
 
周
 

辺
 機
器
が
 

発
表
さ
れ
 

た 
フ
リ
ン
 

タ
イ
ン
 

タ 
フ
エ
—
 

ス 
カ
—
 
トリ 

ツジ 
H
x
 
 

P 
5 

〇〇、 

増
設
—
 
 

〇 
ス
ロ
ッ
ト
 

H
x
 
 

E 

6
0
0
 

、
ジ
ョ
イ
ス
 

テ
ィ
 

ツ
ク
 

H
x
 

. 
J 

4
0
0
 

、
漢
字
 

R
O
M
 

力
—
 

ト
リ
 

ッ
ジ
 

H 

X
 
 

M
 

2
0
0
 

な
ど
が
 

そ
う
だ
 

ジ
ョ
イ
ス
 

テ
ィ
 

ツ
ク
 

H
X
J
 

4
0
0
 

は
 

な
か
な
か
 

シ
ャ
 

—
フ
な
 

デ
ザ
イ
ン
 

だ
 

マ
ッ
ト
 

ブ
ラ
ッ
ク
の
 

ポ
 

デ
ィ
に
 

コ
バ
ル
ト
 

ブ
ル
—
 

の
 

ト 
リ
ガ
—
 

ボ
タ
ン
 

グ
リ
 

ッ
フ
 

部
分
は
 

ツ
ヤ
 

消
し
と
 

普
通
の
 

仕
上
げ
の
 

部
 

分
を
 

う
ま
く
 

使
い
 

わ
け
て
 

1
 

^
@
!
気
 

を
 

だ
し
 

て
い
る
 

ト 
リ
ガ
—
 

ボ
タ
ン
は
 

基
部
の
 

左
 

側
 

に
も
つ
い
 

て
い
て
、
 

同
様
の
 

働
き
を
 

す
 

る
 

ス
テ
ィ
ッ
ク
 

基
部
の
 

裏
面
に
は
 

吸
盤
 

が
 

4 
つ
 

付
い
て
い
て
 

机
上
な
 

ど
に
 

し
っ
か
 

り
と
 

固
定
で
 

き
る
 

よ
う
に
な
 

つ
て
い
 

る
が
、
 

こ
れ
は
 

う
ま
い
 

方
法
 

だ
 

ス
テ
ィ
ッ
ク
の
 

ス
ト
 

ロ 
ー 

ク
 

は
か
な
り
 

大
き
い
 

手
首
 

だ
け
で
 

コ 
チ
ョ
コ
 

チ
ョ
と
 

動
か
す
 

人
に
は
 

向
い
て
 

い
な
い
‘
 

か
な
り
 

エ
イ
 

ヤ
ツ
と
 

た
お
さ
な
 

い
と
 

反
応
し
て
 

く 

れ
な
 

い
の
 

だ
 

動
き
は
、
 

変
な
 

引
っ
 

か
か
 

リ
 

も
な
 

く
ス
 

ム
—
ズ
 

な
の
 

だ
か
ら
、
 

こ
の
 

エ
イ
 

ヤ
 

さ
え
な
ん
 

と
か
で
 

き
れ
ば
、
 

か
な
 

り
 

良
い
 

製
品
 

だ
 

と
い
え
る
た
 

t
 

し
 

問
題
 

は
 

基
部
の
 

ト リ
ガ
—
 

ボ
タ
ン
が
 

左
側
に
 

し
 

か
つ
い
て
 

な
い
 

と
い
、
 

i
 

で
、
 

左
右
 

両
用
 

と
 

言
い
切
れ
な
い
 

と
こ
ろ
が
 

今
後
、
 

ネ
ッ
 

ッ
ク
 

に
な
る
 

だ
ろ
う
"
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會 攀ハソ ビア m 本体 + ジョイスティック 2 本で、 ホビー、 ゲームに U) 本体 + 增 I 安 I 

〇 ユニット + フリン タイン ターフェ イス +; 美 字 ROM 力一 ト リッジ。 これに 日本語ワープロ ソ 

フ トを 加えて スモ— ル ビジネスに （下)。 

メーカー •品名 • 型式 簿 | 東京 芝 浦 電気 株式会社 H  X  I0D 

CPU 80  A コ ンバチ ブル ROM 

SX  BASIC  ROM  32  K  パイ ト 

RAM 

V  F 
^  A  M  \ 

1 占 K パィト 

文字  \ 

32 文字 X  24 行 

表, 

L  \ 

40 文字 X  24 行 

フィックス 

256X192 ドット 

示 

力^ K 

16 色 

ス ブライト 

碑 \ 

ィ カート リッジ スロット, 
1 スロット  M  S  X 規格 

ン 

ビデオ 出力 

コンポ ジッ ト カラー 
夕 

オーディオ 出力 
モノラル 丨 ch 

1 

R  F 出力 

有 

フ カセット I/O 1200  2400 ボー F  S  K  方式 

X ジョイスティック 
2 個 接続 可 

ィ 
プリンタ 出力 

ス 

拡張 バス 

有 

キ- 

-ボ ー ド 

ASCI  1 配列 （英 •数 •グラフ ィ ック） 

J  1  S 配列 （ひらがな. カタ カナ） 

電源. 

IOOV  50 /60Hz- 

消贄 電力 
I7W 

大きさ 
370X60X245  ( 咖： 幅 X 高 X 奥行） 

重さ 

2 為 

色 ブラック 又は レッド 

価格 65,800円 

付属品 
取扱 説明 軎 

言語 一覧表 

グラフ ィ ツクシー ル. 

カ セッ ト ケーブル  - 

同軸ケーブル 

V 
I 

H
x
 

I 
E
 

6
0
0
 

の
フ
ラ
 

ッ
ト
ケ
 

I
 

フ
ル
 

を
 

後
 

面
の
 

拡
張
 

バ
ス
に
 

接
続
す
 

る
と
、
 

H 

X
 

I
O
 

D
 

は
—
 

ス
ロ
ッ
ト
 

マ
シ
ン
か
ら
 

3
 

ス
ロ
ッ
ト
 

マ
シ
ン
に
 

変
身
す
 

る
。
 

本
体
に
 

I
 

ス
ロ
ッ
ト
、
 

外
部
に
 

2
 

ス
ロ
ッ
ト
 

だ
。
 
ス
ロ
ッ
ト
を
 

3 
つ
も
 

使
う
 

こ
と
な
 

ど
な
い
 

だ
ろ
う
と
 

思
う
 

か
も
し
れ
 

な
い
 

が
、
 

周
辺
 

機
器
の
 

充
実
を
 

考
え
る
 

と、
 

そ
う
 

も
 

言
い
 

切
れ
な
い
 

◊
こ
の
 

H
X
 

IO
 

D 
は
 

本
体
 

内
 

に
 

プ
リ
ン
タ
 

イ
ン
タ
—
 

フ
ェ
イ
ス
を
 

持
た
 

な
い
か
ら
、
 

プ
リ
ン
タ
 

続
す
 

る
 

こ
と
 

に
な
れ
ば
 

当
然
 

ス
ロ
ッ
ト
を
 

使
う
 

こ
と
に
 

な
る
。
 

ス
ロ
ッ
 

ト
を
！
^
 

5X
 

し
て
い
な
 

け
れ
 

ば
 

こ
れ
で
 

ス
ロ
ッ
ト
が
 

ふ
さ
が
っ
 

て
し
 

ま
 

う
わ
け
 

だ
。
 

そ
の
う
え
に
 

プ
リ
ン
タ
を
 

使
 

う
ょ
う
な
 

R
O
M
 

力
—
 

ト 
リ
ッ
ジ
、
 

も
っ
 

と
も
 

分
か
り
や
す
い
 

例
と
 

し
て
は
 

ヮ
—
ド
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
 

な
ど
を
 

使
用
す
 

る
た
 

め
に
は
 

ま
だ
 

ス
ロ
ッ
ト
が
 

必
要
に
 

な
 

る
 

わ
け
 

だ
。
 

日
本
語
 

ワ
—
ド
 

プ
ロ
セ
ッ
サ
 

な
ど
で
 

漢
字
の
 

デ
—
 

タ
カ
—
 

ト
リ
 

ツ
ジ
 

も
 

必
要
と
 

い
う
 

こ
と
に
 

な
れ
ば
 

3 
つ
の
 

ス
ロ
 

今
後
、
 

種
々
 

な
 

周
辺
機
器
が
 

さ
れ
 

て
 

行
く
 

に
 

従
っ
て
、
 

こ
の
 

増
設
—
/
 

〇
ス
 

ロ
ッ
ト
 

H
x
 
 

E 
6
0
0
 

の
 

必
要
性
は
 

高
 

く
な
る
 

だ
ろ
う
。
 

M
S
 
X
 を
 

日
本
語
 
ワ
—
 プ
ロ
に
 

先
 ほ
ど
 
も
 少
し
 触
れ
た
 
が
'
 
 東
芝
は
 
こ 

の
 H  X 

IO D を
 日
本
語
 
ヮ
—
ド
 
ブ
ロ
 
セ
 

ッ
サ
に
 
仕
立
て
る
 
た
め
の
 
周
辺
機
器
を
 

供
 

給
し
て
 

い
る
。
 

ま
ず
 こ
の
 H
X
 

IO D に
 

増
設
—
 
 
0 
ス
ロ
ッ
ト
 
H
x
 
 
E 
6
0
0
 

つ
ぎ
に
 
ブ
リ
ン
 
タ
 イ
ン
タ
ー
 

フ
ェ
イ
ス
 

H 
X
 
 
P
 
5
0
0
 

。
あ
と
は
 

漢
字
 

R
O
M
 

力
 

ど
う
 

使
う
 

か
 

64 K
 バ
イ
ト
 

H
X
 

I
O
 D
 
は
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
 
初
の
 
6
4
 

K
 
バ
イ
 
ト
 
R
 
 
A
 
 M
 
を
 
実
装
し
て
 

登
場
し
た
 

が、 
M
S
X
 
 

B
A
S
I
C
 

を
 使
う
 
ユ
丨
 

ザ
|
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
 

32 $
バ
イ
ト
で
 

も
 
64 ド
バ
ィ
ト
で
ぁ
っ
て
も
残
念
な
が
ら
 

あ
ま
り
 
関
係
は
 
な
い
。
 
な
ぜ
な
ら
 
M
S
X
 

B
A
S
I
C
 

の
 
基
本
 
ス
ペ
ッ
ク
で
は
、
 

〇
:
八
闓
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
が
艾
ド
バ
ィ
 

I
 
ト
 
リ
ッ
ジ
 
H
x
 
 
M
 
2
0
0
 
と
 
日
本
語
 

ヮ
—
ド
 
プ
ロ
セ
ッ
サ
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
 

R
 
 〇
 

M
 
力
 
1
 
ト
 
リ
ッ
ジ
 
H
x
 
 
-  S

 
5
0
1
 
だ
。
 

も
ち
ろ
ん
 
こ
の
 
他
 モ
ニ
タ
—
 
T
V
 
と
 漢
字
 

. 

対
応
の
 
プ
リ
ン
タ
が
 
必
要
に
な
る
。
 

い
く
ら
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
が
 
コ
ス
 
ト 
バ
フ
 

才
—
 
マ
ン
ス
に
 
す
ぐ
れ
て
 
い
る
と
は
 
い
え
、
 

こ
れ
 
だ
け
 
揃
え
る
 
と
 結
構
な
 
金
額
に
 
な
つ
 

て
し
 
ま、 つ。 

ブ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
自
体
 
ま
だ
ま
だ
 
_
 
熟
 だ
 

し、 
お
す
す
め
 
で
き
る
 
マ
シ
ン
 
メ
イ
ク
で
 

も
な
い
 
が
、
 
こ
こ
は
 
東
芝
の
 
心
意
気
を
 
買
 

い
た
い
。
 

卜
だ
け
だ
か
ら
だ
。
例
ぇ
ば
 

64
 

ド
バ
ィ
ト
 

を
 

フ
ル
に
 

使
つ
 

て
 

長
大
な
 

プ
 

〇 
グ
ラ
ム
を
 

組
も
ぅ
と
 

思
 

つ
て
も
 

半
分
ま
で
 

行
つ
 

た
と
 

こ
ろ
で
 

メ
モ
リ
は
 

フ
ル
と
！
^
 

さ
れ
て
 

し
 

ま
ぅ
 

わ
け
 

だ
。
 

こ
の
 
64 ド

バ
ィ
ト
を
い
か
に
生
か
す
か
 

が
、
 
H
X
 

IO D 
の
 今
後
の
 
課
題
だ
ろ
ぅ
 

こ
の
 
マ
シ
ン
の
 
特
色
を
 
生
か
し
た
 
す
 ば
ら
 

し
い
 
ア
プ
リ
 
ケ
—
シ
 
ヨ
ン
が
 
発
表
さ
れ
 
る
 

こ
と
を
 
期
待
す
 
る
。
 

も
つ
 
と
 多
く
の
 
ス
ロ
ッ
ト
を
 
必
要
と
 
す
る
、
 

と
い
ぅ
よ
 

ぅ
な
 
時
の
 
た
め
に
 

用
 也 思さ
れ
 

て
 

い
る
の
 
が
 拡
張
 
バ
ス
 
だ
。
 

増
設
—
/
 
〇
 
ス
ロ
ッ
ト
 
H
x
 
 
E
6
0
 

〇 
は
ま
 
さ
に
 
そ
の
た
め
の
 
周
辺
機
器
 
だ
。
 

峰 
別
売
り
 

の
 

プ
リ
ン
タ
 

イ
ン
タ
—
 

フ
ェ
イ
ス
 

力
—
 

ト
リ
 

ッ
ジ
 

ス
ロ
ッ
ト
に
 

挿
入
す
 

る
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會ヤ マノ 、楽器 と 同じ アイデンティティ の 外観は 音楽 スタ ジ オに 持ち込んでも 

かしくない、 

マッ ト ブラックと ダーク グレー。 キー ト ップは 黑に白 抜 
去の 文字 0 ヤマ 八の 電子 楽器たち と 同じ アイ テン ティ テ 

ィを 持って 登場した 2 ュージ ツク コンピュータ 0 

FM サウンド シンセサイザ、 MIDI インターフェイス 

ユニ义 卜は サイド スロッ トで、 コン ト ローラ、 コンポ ー 

I ザな との ソフ トは ROM 力— ト リッ ジス ロッ 
ミュージック キーボード YK—  01 と F 

1 シンセサイザ ユニッ トを CX5 と 組み合わ 

k せる だけで 本格的 シンセサイザと して 即 
巨 用 可能。 

I 店で 販売され る MSX マシン。 



會 オプション ュニッ ト 用 カード エッジ コネクタ。 

時 本体 底 部 c 右の 部分が オプシ ヨン ユニットの 

取り付け 部分。 中'！:' (7) ビスで 止める。’ 

會 オーバーレイ シートは 2  寸し 、ている。 會 意見の 分れた 力ー ソル キーの 形状 0 

峰 これ だけで こ 
の C  X  5 は 本格 

的な シンセ サイ ザ ーに 変身す る 

ことができる a 

_FM シンセ サ 

イザーユニット 

の 出力は ステ レ 

才。 左は MIDI の アウトと イン。 

?rmm 

為'  〇 

電
子
 

楽
器
の
 

ノ
ウ
ハ
ウ
を
 

生
か
し
た
 

M
 

S
X
 

マ
シ
ン
。
 

そ
れ
が
 

C
X
5
 

だ
。
 

Y
 
I
S
 
の
 
ミ
 

ユ^  — 
ジ
ッ
ク
 

バ
—
ジ
 
ヨ
ン
 

ヤ
マ
ハ
で
 

は
こ
の
 

C
X
5
 

と
 

同
時
 

期
に
 
Y
I
S
 

5
0
 

3
、
 

3
0
3
 

と
い
ぅ
 

二
 

幾
 

種
 

の
2
3
>
<
マ
シ
ン
を
発
表
し
て
い
る
。
 

価
格
 

も
 

Y 
I
s
 

5
0
3
 

が
 

六
 

万
 

四
千
 

八
 

百
 

円
、
 

Y
I
S
 

3
0
3
 

が
 

四
 

万
 

九
 

千
 

八
 

百
 

円
と
 

ち
ょ
ぅ
 

ど
こ
の
 

C
X
 

5 
を
は
 

さ
む
 

形
 

に
な
る
。
 

Y
 
 

I
s
 

5
0
 

3
、
 

3
0
3
 

は
 

音
楽
 

も
 

楽
 

し
め
る
 

ホ
—
 

ム
 

パ
—
 

ソ
 

ナ
ル
 

コ
ン
 

ピ
ュ
ー
 

夕
 

と
い
う
 

こ
と
で
 

発
表
さ
れ
 

た
。
 

し
か
し
、
 

こ
の
 

C 
-X
 

5 
は
 

そ
の
 

ネ
—
 

ミ
ン
 

グ
か
 

ら
も
 

『
い
よ
い
よ
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

が
 

ミ
ユ
—
 

ジ
 

ツ
ク
シ
—
 

ン
を
 

ド
ラ
イ
ヴ
さ
せ
る
 

日
が
 

や
つ
て
 

き
た
。
 

ヤ
マ
ハ
 

•
ミ
 

ユ
—
ジ
 

ツ
ク
 

コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

C
X
5
。
 

.
 

  

C
X
5
 

の
 

カ
タ
ロ
グ
 

冒
頭
に
は
 

こ
ん
な
 

こ
と
が
 

*
 

い
て
 

あ
る
。
 

ラ
イ
ト
 

ミ 
ユ
—
ジ
 

ツ
ク
の
 

世
界
で
は
 

す
で
に
 

独
自
の
 

地
位
を
 

築
い
て
 

い
る
 

ヤ
マ
ハ
が
 

あ
る
蠢
 

に
お
い
 

て
は
 

最
も
 

ヤ
マ
ハ
ら
 

し
い
 

や
り
方
で
 

世
の
 

中
に
 

送
り
出
す
 

の
が
'
 
 

こ
の
 

C
X
5
 

と
い
 

ぅ
 

マ
シ
ン
と
 

考
え
て
も
 

よ
い
だ
ろ
ぅ
。
 

M
 

s
 

X
 

マ
シ
ン
の
 

基
本
 

機
能
 

だ
け
 

実
に
 

ト
レ
—
 

ス
 

す
る
 

こ
と
が
 

む
し
ろ
 

メ
—
 

力
—
 

の
 

特
色
と
 

な
る
 

場
合
 

も
 

あ
れ
ば
、
 

才
 

プ
シ
 

ヨ
ン
 

や
 

付
加
 

機
能
が
 

開
発
 

者
の
 

意
図
 

を
 

表
現
す
 

る
 

こ
と
 

だ
つ
 

て
 

あ
る
。
 

M 

1 
fe 

\ 

ca| 

ボ
 — 

ド
 

い
 て
 Y
I
S
 
5
0
3
 
と
ま
つ
 

た
く
 
同
一
の
 
も
の
 
だ
。
 
簡
単
に
 
言
っ
 
て
し
 

ま
又
 
(
^
 >
-
|
5
5
0
3
に
丫
|
3
3
0
3
 

の
 キ
—
ボ
 
I 
ド
を
 
取
リ
 
つ
け
た
 
も
の
が
 
C 

X
&
 
と
い
う
 
こ
と
に
な
る
。
 

Y
 
I
s
 
3
0
3
 
に
も
 
使
用
さ
れ
 
て
い
る
 

こ
の
 

q タ
ク
 ト 

型
』
 
と
 呼
ば
れ
る
 
キ
—
ボ
 

I
 

ド
、
 

見
か
け
の
 

割
に
は
 

使
い
や
す
い
。
 

む
ろ
ん
 
一
般
の
 
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
—
 
型
の
 
キ
 

I
 
と
 
比
較
す
 
る
 
こ
と
は
 
で
き
な
い
 
が
、
 
押
 

圧
 や
 触
感
な
 
ど
か
な
 
リ
 良
好
な
 
フ
ィ
 
ー 

リ
 

ン
グ
 
に
す
 
る
 
こ
と
に
 
成
功
し
て
 
い
る
。
 
た
 

だ
、
 

一
分
 間
に
 
数
十
 
ヮ
—
 
ド
は
 
だ
い
じ
ょ
 

う
ぶ
と
 
い
う
 
人
 や
、
 
い
つ
も
 
手
元
を
 

に
 タ
イ
プ
で
 
き
る
 
と
い
う
 
人
に
は
 
物
た
 
リ
 

な
い
 
に
違
い
な
い
が
 
-
 

〇 

こ
の
 
キ
 I 

ボ
 ー 

ド
で
 
一
番
 意
見
の
 
分
か
 

れ
る
 
と
こ
ろ
が
 
力
—
 
ソ
ル
 
移
動
 
キ
—
 
で
は
 

な
い
だ
 
ろ
う
か
。
 

直
感
的
な
 
操
作
と
 
い、 っ ポ

イ
ン
ト
か
ら
 

見
れ
ば
 
こ
の
 
キ
ー
の
 
形
状
は
 
む
し
ろ
 
歓
迎
 

す
べ
き
 
も
の
な
 
の
か
 
も
し
れ
 
な
い
し
、
 

才
 

I
 
デ
 
イ
オ
 
ア
ン
プ
の
 
ポ
リ
 
ュ
 
I
 
ム
 
コ
ン
 
ト
 

ロ
ー
 
ル
に
 
も
こ
の
 
形
状
の
 
も
の
は
 
あ
る
。
 

わ
か
る
 よ
う
に
、
 
そ
れ
ら
と
は
 少
し
 ば
か
 

り 違
う
 
意
味
を
 
含
ん
だ
 
モ
デ
ル
な
 

の
 だ。 

そ
の
 
違
い
は
 
販
売
 
方
法
に
 
も
 あ
ら
わ
れ
 

て
い
る
。
 

従
来
 
パ
—
 
ソ
 ナ
ル
 
コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 
タ
の
販
 

売
は
 
パ
ソ
コ
ン
 
シ
ョ
ッ
プ
'
 
 大
手
 家
電
 
販
 

売
店
の
 
専
門
 
コ
—
ナ
 
I 
な
ど
、
 
基
本
的
に
 

は
 
『
パ
ソ
コ
ン
を
 
売
る
 
た
め
の
 
場
所
』
 
で
 

ら
れ
 て
い
た
 わ
け
 だ
が
、
 
こ
の
 
C
X
5
 

は
 全
国
の
 
ヤ
マ
ハ
 
特
約
 
楽
器
店
を
 

通
じ
て
 

発
売
さ
れ
 
る
と
 
い
う
。
 

つ
ま
り
 
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
 
や
 
リ
ズ
ム
 
マ
シ
 

ン
 な
ど
の
 
電
子
 
楽
器
と
 
同
様
に
 
扱
わ
れ
る
 

わ
け
 
だ
。
 

『CX5J 
という ロゴタイプ 

もシ 

ンセ 

サイ 

ザの 

『DX7J 

と 
同じ 

書 

体を 

使用して 

いるし、 

マツ 

ト 
ブラ 

ツ 

クのボ 

ディ— 

カラー 

も 
他の 

ヤマハ 

製 

電子 

楽器との 

アデン 

ティ 

ティを 

して 

選択され 

たス 

キムで 

あると 

いえ 

よう 

0 

電
子
 
楽
器
を
 
パ
ー
 
ソ
 ナ
ル
 
コ
ン
 
ピ
ユ
ー
 

夕
で
 
コ
ン
ト
 
ロ
—
 
ル
し
 
よ
う
と
い
 
う
 発
想
 

は
 決
し
て
 
新
し
い
 
も
の
で
 
な
く
'
 
ワ
ン
 
ポ
 

ポ
—
ド
 
•
マ
イ
コ
ン
と
 
呼
ば
れ
て
 
い
た
、
 
パ
ソ
 □• ン で

は
な
く
 マ
 <
 

• 
コ
ン
 創
 世
紀
の
 

基
板
 
I
 枚
、
 即
コ
ン
 ピ
 
ュ
—
夕
 
と
い
う
 
時
代
 

か
ら
 
行
な
わ
れ
 
て
い
た
 
こ
と
な
の
 
だ
が
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
 自
体
を
 
楽
器
の
 
側
に
 
と
り
 

込
ん
で
 
し
ま
お
う
、
 

あ
る
い
は
 
も
つ
 
と
 進
 

ん
で
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
を
 
楽
器
の
 

I
 部
と
 
し
 

て
 扱
か
お
う
 
と
い
う
 
発
想
は
 
な
か
な
か
 
生
 

ま
れ
て
 
こ
な
 
か
つ
た
。
 

ヤ
マ
ハ
は
 
C
X
5
 
を
 
『
ミ
 
ユ
—
 
ジ
ツ
ク
 

コ
ン
ビ
 
ユ
—
 夕
』
 
と
 呼
ぶ
。
 
そ
ん
な
 名
称
 

に
も
 
こ
の
 
マ
シ
ン
を
 
よ
り
 
楽
器
に
 
近
づ
け
 

よ
う
と
い
 
う
 
ヤ
マ
ハ
の
 
コ
ン
セ
プ
ト
が
 
表
 

わ
れ
て
 
い
る
よ
う
 
だ
。
 

ス
テ
—
 
ジ
や
 
ス
タ
ジ
オ
で
 
C
X
 
5 
を
キ
 

—
ポ
—
 
ド
の
 
上
に
 
重
ね
て
 
演
奏
す
 
る
ミ
ユ
 

—
ジ
 
シ
ャ
ン
が
 
現
わ
れ
る
 
の
 も、 

そ
れ
 
ほ
 

ど
 先
の
 
こ
と
で
は
 
な
い
だ
 
ろ、 っ。 

基
本
 
ハ
ー
 ド
は
 

Y
 

I
S
5
 
 

0
3
 

C
X
5
 
の
 
基
本
 
ハ
—
 
ド
ウ
 
エ
ア
は
 
キ
—
 

108 



メーカー* 品名 • 型式 簿 

日本 楽器 製造 株式会社 c  X  5 CPU 

Z  80  A コンパチブル 

ROM MSX  BASIC  ROM  32K バイト 

RAM 32  K バイト 

VRAM I6K バィ ト 

表 

文字 \ 

V 
32 文字 X  24 行 

40 文字 X  24 行 

グラフィックス 
256X192 ドット 

义 ラ
ー 

16 色 

ス ブライト 

32 枚 

ィ 

ン 

夕 

1 

フ 

ェ 

ィ 

カートリッジ スロット 1 スロット  M  S  X 規格 
ビデオ 出力 

コ ン ポジ ッ ト カラー 
オーディオ 出力 

モノラル 丨 ch R  F 出力 

カセット 丨  0 1200  2400 ボー  F  S  K  方式 

ジョイスティック 2 個 接続 可 

フリン タ 出力 有 

ス 

拡張 パス 

キ ー ホ ー ド ASCII 配列 （英 •数 •グラ フィック） 

50 音 配列 （ひ >  がな. カタ カナ） 

電源 

I00V  50  60Hz 

消贄 電力 

I9W 

大きさ 
423X68X208  ( 麵： 幅 X 高 X 奥行） 

重さ 

約 2為 

色 

ツヤ 消し 黒 グレー の ツー トン- \ 
価格 59,800円 

付属品 

取扱 説明 害 
ユーザーズ. マニュアル 

カ セッ ト レコーダー 用 ケーブル 

その他 

1 本体 底 部に オフ シヨ ン用 スロット 

」脚>  .3>如 CoMpo 

2/ea 7BL  YAMAHA 

こ
の
 
マ
シ
ン
の
 
性
格
を
 
考
え
れ
ば
、
 

ソ
フ
 

ト ウ
ェ
ア
に
 
よ
っ
て
 
ボ
リ
 
ユ
—
ム
 
コ
ン
 
ト 

口
—
 
ル
と
 
同
様
の
 
働
き
を
 
さ
せ
る
 
場
合
 
も
 

少
な
く
 
は
な
い
だ
 
ろ
う
が
、
 

い
ま
 
I
 つ
し
 

つ
く
り
 
こ
な
い
 
よ
う
な
 
気
が
す
る
 
と
い
う
 

人
 も
い
 
な
い
 
わ
け
で
は
 
な
い
。
 

C
X
5
 
の
 
付
属
品
の
 
中
に
は
 
キ
—
ポ
 
I
 

ド
 
•
才
 
I 
バ
 I 

レ
イ
 
•
シ
 
I 
卜
と
 
呼
ば
れ
 

る
 テ
ン
 
プ
レ
 
I 
卜
が
 
二
 枚
 含
ま
れ
て
 

X' る
。
 

オ
 ー 

バ
 I 

レ
イ
 
•
シ
 
ー 
ト
と
 
い
う
の
は
 
キ
 

I
 
ポ
—
ド
 
上
に
 
普
通
に
 
表
示
さ
れ
 
て
い
る
 

以
外
の
 
キ
ヤ
 
ラ
ク
 
タ
な
 
ど
が
 
あ
る
と
き
、
 

キ
—
ボ
 
I 
ド
に
 
重
ね
て
 
使
用
す
 
る
 も
の
で
、
 

C
X
5
 
の
よ
う
に
 
キ
—
 
ト
ッ
プ
が
 
小
さ
く
 

多
 段
 シ
フ
ト
で
 
い
ろ
い
ろ
な
 
キ
ヤ
 
ラ
 ク
タ
 

を
 選
択
し
 
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 
場
合
な
 
ど
 

は
 特
に
 
必
要
に
な
る
 
ケ
—
ス
 
が
 多
い
。
 

こ
の
 
才
 I 

バ
 I 

レ
イ
 
•
シ
—
 
卜
の
う
 
ち* 

|
 枚
は
 
M
S
X
 
マ
シ
ン
の
 
ス
タ
ン
 
ダ
—
 
ド
 

な
 グ
ラ
フ
 
イ
ッ
 
ク
 
•
キ
ヤ
 
ラ
ク
 
タ
で
、
 
あ
 

と
の
 
I
 枚
は
 
何
も
 
記
入
の
 
な
い
 
白
紙
 
状
の
 

シ
—
卜
 
と
な
っ
 
て
い
る
。
 

こ
の
 
何
も
 
記
入
 

の
な
い
 
シ
—
 
卜
と
 
い
う
の
は
 
以
外
に
 
役
に
 

立
つ
。
 
フ
ア
ン
 ク
シ
 
ョ
ン
 キ
—
の
 定
義
を
 

自
分
で
 
行
な
っ
た
 
場
合
 
や
、
 
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

中
で
 
必
要
な
 
キ
—
 
の
み
に
 
マ
—
 
ク
 を
し
て
 

お
く
な
 
ど、 

キ
 I 

ボ
 I 

ド
に
 
ベ
タ
べ
 
夕
と
 
テ
 

—
ブ
を
 貼
っ
 た
り
、
 •
直
接
 マ
—
 力
—
 ペ
ン
 

で
 書
き
込
ん
だ
 
り
す
る
 
よ
り
、
 
ず
っ
と
 
ス
 

マ
—
 
卜
に
 
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
 
キ
—
 
ア
サ
イ
ン
 

が
で
 '# る

。
 

さ
て
、
 
本
体
を
 
裏
が
 
え
す
 
と、 

全
体
の
 

四
 分
の
 

I ほ
ど
の
 
部
分
を
 
占
め
た
 
オ
プ
シ
 

ョ
ン
 
ユ
ニ
ッ
ト
 
取
り
つ
 
け
 部
が
 
あ
そ
。
 

ユ
 

ニ
ッ
ト
を
 
装
着
し
て
 
い
な
い
 
場
合
に
は
 
力
 

パ
—
 
が
つ
 
く。 

ヵ
バ
ー
 
の
 脱
 着
、
 
ユ
ニ
ッ
 

卜
の
 
脱
 着
と
 
も
に
 
十
円
玉
で
 
回
せ
る
 
ビ
ス
 

一
本
を
 
抜
き
 
さ
し
す
 
る
 だ
け
で
 
よ
い
の
 
だ
 

が
、
 

ユ
ニ
ッ
ト
の
 

脱
 
着
 
時
に
は
、
 

内
蔵
の
 

ヵ
ー
 
ド
エ
 
ッ
ジ
 
や
、
 
ユ
ニ
ッ
ト
 
側
の
 
コ
ネ
 

ク
タ
を
 
傷
つ
け
な
 
い
よ
う
に
 
少
し
 
ば
か
り
 

の
 や
さ
し
 
さ
が
 
必
要
 
だ
ろ
、
 っ。 

む
ろ
ん
 
ユ
 

ニ
ッ
ト
 
装
着
 
時
の
 
ガ
タ
 
つ
き
な
 
ど
は
 
ま
つ
 

た
く
な
 
く、 

ビ
ス
 
ー
本
に
 
よ
る
 
固
定
と
 
い
 

う
 
シ
ン
 
ブ
ル
 
さ
 
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

し
つ
 

か
り
と
し
 
た
も
の
 
だ
。
-
 た
だ
し
、
 
固
定
 
用
 

の
 ビ
ス
が
 
百
 円
 玉
で
は
 
厚
す
 
ぎ
て
 
回
せ
な
 

い
と
い
、
 
っ
の
は
 
ご
 愛
敬
 
か
。
 

M
I
D
I
 
端
子
 
装
備
の
 

ユ
ニ
ッ
ト
 

ヤ
マ
ハ
で
 
は
こ
の
 
C
X
5
 
を
 か
な
り
 
本
 

格
 的
な
 
ミ
ユ
 
—
ジ
ッ
 
ク
コ
 
ン
ピ
ユ
 
ー 
タ
に
 

仕
立
て
上
げ
る
 
予
定
で
 
い
る
ら
 
し
く
、
 
種
 

々
の
 
オ
プ
シ
ョ
ン
 
や
、
 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
 

発
表
さ
れ
 
て
い
る
。
 

ミ 
ユ
—
ジ
 
ッ
ク
 
コ
ン
 

ピ
 
ユ
—
夕
 
入
門
 
用
の
 
お
す
す
め
 
メ
ィ
ク
と
 

し
て
は
、
 
C
X
5
 
本
体
 
(
五
 万
 九
、
 
八
〇
〇
 

円
)
 

+
 ミ 

ユ
—
ジ
 
ッ
ク
キ
 
I 
ボ
—
ド
 
Y
K
 

O
I
 
 
(
 
 |
 万
 
七
、
 
八
〇
〇
 
円
)
 
+
F
M
 
シ
 

ン
セ
 
サ
ィ
 
ザ
—
 
ユ
ニ
ッ
ト
 
S
F
G
 
 
O
I
 

(
 I
 万
 九
、
 
八
〇
〇
 
円
)
 と
い
う
と
 
こ
ろ
 
か
。
 

十
万
 
円
 弱
で
 
市
販
の
 
本
格
的
な
 
シ
ン
セ
 
サ
 

イ
ザ
—
 
に
匹
赖
 
す
る
 
マ
シ
ン
が
 
出
来
 
あ
が
 

る
の
 
だ
か
ら
、
 
か
な
り
の
 
コ
ス
ト
 
パ
フ
 
オ 

I
 
マ
ン
ス
と
 
い
え
る
 
だ
ろ
、
 
つ
。
 
な
に
し
ろ
 

M R Y ザ ポ ン □ ク ン 
I ユ ミ M F 

様 仕 

基
本
的
に
 
は
ま
つ
 
た
く
 
普
通
の
 
パ
—
 
ソ
ナ
 

ル
 コ
ン
 
ピ
ュ
 
—
夕
 
と
し
て
 
使
用
す
 
る
 
こ
と
 

が
で
 
き
る
 
マ
シ
ン
な
 
の
 だ
か
ら
、
 

F
 
 M
 
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
 
ユ
ニ
ッ
ト
 
S
F
 

G
 
 
〇
 
I
 
に
は
 
M
 
I
 
D
 
I
 
端
子
が
 
装
懂
さ
 

れ
 て
い
る
。
 
今
後
、
 
ヤ
マ
ハ
の
 
ラ
イ
 
ト 

ミ
ュ
—
 
ジ
ッ
ク
 
系
の
 
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
 
は
こ
 

の
 

『 M
 I
D
I
J
 
規
格
に
 
よ
る
 
機
器
 相
互
 

の
 接
続
が
 
考
え
ら
れ
 
て
お
り
、
 
新
 世
代
 
電
 

子
 楽
器
 
コ
ン
ト
 
ロ
—
 
ル
の
 
ス
タ
ン
 
ダ
—
 
ド
 

と
も
い
 
え
る
 
こ
の
 
規
格
は
 
ま
す
ま
す
 
普
及
 

し
て
 
ゆ
く
 
こ
と
 
だ
ろ
、
 っ。 

そ
こ
で
、
 

こ
の
 

『
M
I
D
I
J
 
と
い
う
 
規
格
に
 
つ
い
て
 
少
 

し
ふ
れ
 
て
 お
こ
う
と
 
思
、
 っ。 

M
I
D
I
 
と
い
う
の
は
 

M
 
 
u
 
 s
i
 

c
 
 a
 

I
 
 
I
 
 
n
s
t
u
r
u
m
e
n
t
 
 

D
 
 
e
 

s
 
•1  t

d
—
 
 
l
n
t
6
r
f
3
c
6
 

の
 略
で
、
 演
奏
 情報
を
 

そ
れ
ぞ
れ
 

デ
 ジ
タ
 

ル
 信
 01 T で

 や
り
と
り
し
て
、
 

シ
ン
セ
 
サ
イ
 

ザ
を
 
パ
ソ
コ
ン
で
 
コ
ン
ト
 

ロ  — 
ル
し
た
 

り、 
リ
ズ
ム
 
マ
シ
ン
で
 
電
子
 
楽
器
の
 
演
奏
 

ス
ピ
—
 
ド
の
 
コ
ン
 
ト 
ロ
—
 
ル
を
 
し
た
り
し
 

よ
う
と
い
 
う
 も
の
 
だ
。
 

規
格
は
 
1
 
レ
ベ
ル
で
 
日
本
で
 
も
こ
の
 

ヤ
マ
ハ
を
 
は
じ
め
 
数
 社
が
#
^
 
し
て
い
る
。
 

器
 機
 ど
う
し
は
 
5 ピ

ン
の
 
D 

I 
N 
コ
ネ
 ク
タ
を
 
通
じ
て
 
接
続
さ
れ
、
 
規
格
で
 
定
め
 

ら
れ
た
 
デ
—
 
夕
 
•
フ
ォ
 
I 
マ
ッ
 
ト
で
 
情
報
 

伝
送
が
 
お
こ
な
わ
れ
る
。
 

情
報
の
 
入
力
と
 
出
力
は
 
区
別
さ
れ
 
て
い
 

て
、
 
『
M
I
D
I
 
 I
N
J
 
と
 
『
M
I
D
 

I
 
 
O
U
T
J
 

の
 
表
示
が
 
明
確
に
 
さ
れ
て
 

い
る
。
 
F
M
 
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
 ー ユ

ニ
ッ
ト
 

S
F
G
 
 
O
 
I
 
に
も
 
こ
の
 

『
M
 
 I
 
D
 
I
 

丨
 
N
』
 
と
 

『 M
 
I
D
—
 
 
O
U
T
』
 

の
 
2
 

つ
の
 
コ
ネ
ク
タ
が
 
あ
り
、
 
外
部
の
 
シ
ン
セ
 

サ
イ
 
ザ
な
 
ど
を
 
C
X
5
 
で
 
コ
ン
 
ト 
ロ
|
 

ソ
フ
ト
の
 
充
実
で
 

ハ
イ
 
パ
フ
 
ォ ー 

マ
ン
ス
 

ヤ
マ
ハ
で
 

は
こ
の
 

C
X
 

5 
を
ょ
り
 

ハ
イ
 

グ
レ
 

I 
ド
な
 

ミ
ュ
 

I 
ジ
ッ
 

ク
コ
 

ン
ピ
ュ
 

I 

夕
 

と
す
る
 

た
め
、
 

種
々
 

な
 

オ
プ
シ
ョ
ン
 

や
 

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
 

用
意
し
て
 

い
る
。
 

オ
プ
シ
ョ
ン
 

ユ
ニ
ッ
 

ト
と
 

し
て
は
 

こ
こ
 

で
 

紹
介
し
た
 

S
F
G
 
 

- 
 

O
I
 

を
は
 

じ
め
、
 

R
G
B
 

ユ
ニ
ッ
ト
の
 

S
R
G
 

-
O
I
 

や
 

M
 

I
D
—
 

ユ
ニ
ッ
ト
 
 

S
M
D
 
 

〇
—
。
 

力
—
 
ト
リ
 
ッ
ジ
 
パ
ッ
ク
の
 
ソ
フ
ト
と
 
し
 

て
は
 
S
F
G
 
 
O
I
 
コ
ン
 
ト 

ロ — 
ラ
の
 
F 

M
 
音
 
S
 
フ
ロ
 
グ
ラ
ム
 
Y
R
M
 
 
-
1
 
2
、
 

D
 

ル
し
 
よ
う
と
い
 
う
 場
合
に
は
 
『
M
I
D
I
 

O
U
T
J
 
か
ら
 
コ
ン
 
ト
 
ロ
 
 —
 
ル
の
 
た
め
 

の
 情
報
を
 
送
り
出
し
'
 
 
逆
に
 
リ
ズ
ム
 
マ
シ
 

ン
 な
ど
の
 
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
 
状
況
を
 
C
X
 

5 
で
 C
R
T
 
に
 デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 
す
る
 
場
合
 

な
ど
は
 
『
M
I
D
I
 
 
I
N
』
 
で
 情
報
を
 

受
け
る
 
と
い
う
し
 
く
み
だ
。
 

こ
れ
か
ら
^
—
〇
—
規
格
を
採
用
す
る
 

機
器
が
 
ふ
え
る
 
に
つ
れ
、
 

コ
ン
 
ト 
ロ
ー
 
ル
 

セ
ン
タ
—
 
と
し
て
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
の
 
有
効
 

性
は
 
高
ま
つ
 
て
 ゆ
く
 
だ
ろ
う
。
 

X
7
、
 
D
X
9
 
と
い
ぅ
 
ヤ
マ
ハ
 
製
の
 
シ
ン
 

セ
 サ
イ
 
ザ
を
 
コ
ン
 
ト 
ロ
—
 
ル
す
 
る
た
 
め
の
 

Y
R
M
 
 

I
 
 
3
'
 
 
Y
R
M
 
 

—
—
 
4
。
 
作
曲
 

楽
 life 巧 フ

ロ
 
セ
 
シ
ン
グ
の
 
た
め
の
 

F 
M 
ミ
ユ
 

I
 
ク
ッ
ク
 
コ
ン
ポ
—
 

ザ
、
 
Y
R
M
 
 

—
5
 

な
ど
 
盛
り
 
だ
く
さ
ん
 

だ。 
さ
ら
に
 
ポ
—
夕
 

サ
ウ
ン
ド
 
P
C
 
—
—
〇
〇
 
な
ど
の
 
プ
レ
イ
 

カ
ー
 
ド
を
 
使
つ
 
て
 自
動
 
演
奏
を
 
楽
し
め
る
 

力
—
 
ド
リ
—
 
ダ
—
 
付
 ソ
フ
ト
 
パ
ッ
ク
 
Z
P
 

A
 
 
O
I
 
な
ど
 
も
 
用
意
さ
れ
 

る
。
 

ス
—
 
パ
—
 
ミ 
ユ
—
ジ
 
ッ ク

コ
 
ン
ピ
ユ
 
I 

夕
 
C
X
5
。
 
今
後
の
 
展
開
に
 
ょ
っ
て
は
 
新
 

し
い
 
音
楽
の
 
ス
タ
ン
 
ダ
—
 
ド
マ
 
シ
ン
と
 
な
 

る
 可
能
性
を
 
秘
め
て
 
い
る
。
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’83 年 秋に 彗星の ごとく 登場した ド リーム 
マシン .MSX が 今、 綺羅星と なって 天空 
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フ トを 取り揃え、 静寂の 時を 変革す る// 

INFORMATION 

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
 
•
ア
ド
べ
 
ン
チ
 f
 

R
O
M
 
 

4
、
 

8
0
0
 

円
 
 

T
&
E
 
 

S
O
F
T
 

ビ
ラ
 

ミ
ツ
 

ド
の
 

な
か
に
 

潜
入
し
て
、
 

そ
の
 

中
 

に
あ
る
 

16
 

個
の
 

部
屋
か
ら
 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
 

入
 

り
の
 

袋
を
 

見
つ
け
 

出
す
 

ゲ
—
ム
 

。
で
も
、
 

ピ
 

ラ.
 

ミ
ツ
 

ド
 

探
険
と
 

い
え
ば
"
 

ツ
 

タ
ン
 

カ
—
 

メ
 

ン
 

王
の
 

呪
い
，
 

で
も
 

お
馴
 

み
の
ょ
ぅ
 

に、
 

ピ
 

ラ
 

ミ
ツ
 

ド
の
 

中
に
 

盗
人
の
 

手
か
ら
 

宝
を
 

守
る
 

た
め
の
 

仕
掛
け
が
 

イ
ロ
 

イ
ロ
と
 

さ
れ
て
 

い
る
 

の
が
 

常
識
 

だ
ね
 

こ
こ
で
は
 

吸
血
 

コ
ウ
 

モ
 

ゾ、
 

サ
ソ
リ
 

、
そ
れ
に
 

ミ
イ
ラ
 

男
 

等
が
 

し
つ
 

か
り
 

宝
を
 

守
つ
 

て
い
る
^
 

'
キ
ミ
は
 

こ
う
し
た
 

魔
物
 

達
の
 

攻
擎
を
 

か
わ
し
な
が
ら
、
 

各
 

部
屋
に
 

3 

個
 

あ
る
 

金
庫
を
 

開
け
て
 

ダ
イ
ヤ
を
 

発
見
し
 

な
 

け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

こ
の
 

金
庫
の
 

他
の
 

2 
つ
 

駟
 

ま
ず
は
 

部
屋
の
 

f
 

見
て
 

み
ょ
ぅ
。
 

赤
 

い
ヒ
シ
 

形
の
 

穴
か
ら
は
 

吸
血
 

コ
ウ
モ
リ
 

や
 

サ
ソ
リ
 

が
 

出
て
 

来
る
。
 

で、
 

背
い
 

ト
ビ
 

ラ
 

で
 

ワ
—
プ
 

を
す
 

る
 

こ
と
が
で
き
ち
 

や
う
の
 

で
'
 
 

こ
れ
を
 

使
っ
て
 

緑
の
 

3 
つ
の
 

金
庫
の
 

中
か
ら
 

宝
石
を
 

探
し
出
 

そ、
 

つ
と
 

い
う
 

ワ
ケ
。
 

に
は
 

キ
ミ
の
 

身
を
 

守
る
 

ビ
ス
 

ト 
ル
と
 

恐
ろ
し
 

い
 

ミ
ィ
ラ
 

男
が
 

入
っ
 

て
い
る
 

け
ど
、
 

外
見
 

だ
 

け
で
は
 

ど
れ
に
 

ナ
 

ニ
が
 

入
っ
て
 

い
る
の
 

か
わ
 

か
ら
な
い
。
 

だ
か
ら
 

金
庫
を
 

開
け
る
 

時
に
は
 

ヵ
ク
 

ゴ
が
 

必
要
 

だ
。
 

部
屋
の
 

中
に
は
 

他
に
 

扉
 

が
 

2 
箇
所
 

あ
っ
て
 

敵
に
 

追
い
 

つ
め
ら
れ
 

時
は
 

コ
レ
を
 

利
用
 

す
れ
ば
、
 

も
ぅ
 

| 
方
の
 

扉
に
 

ま
 

で
 

ヮ
—
プ
 

で
き
る
 

の
 

だ。
 

無
事
 

ダ
ィ
ヤ
 

モ
ン
 

ド
を
 

探
し
出
し
、
 

階
段
の
 

あ
る
と
 

こ
ろ
 

迄
た
 

ど
り
 

つ
い
た
ら
 

そ
の
 

部
屋
は
 

ク
リ
ア
—
。
 

次
 

な
る
 

部
屋
へ
 

探
索
に
 

向
う
 

と
い
う
わ
け
だ
。
 

キ
ミ
の
 

度
胸
が
 

た
め
さ
れ
る
 

ア
ド
 

ベ
ン
 

チヤ
. 

I
 

ゲ
—
ム
 

の
 

決
定
版
 

だ
よ
。
 

t
e
n
?
 

い
 

吸
血
 

コ
ウ
モ
リ
と
 

ピ
ン
ク
の
 

サ
ン
 

リ
が
 

2 
匹
ず
 

つ
 

現
わ
れ
た
 

「
.
敵
は
 

ま
だ
 

金
 

庫
の
 

中
に
 

い
る
。
 

白
い
 

不
気
味
な
 

ミ
ィ
ラ
 

男
 

だ
。
 

n 
ィ
ツ
は
 

銃
で
 

射
つ
 

て
 

も
 

死
な
な
 

い
か
ら
 

要
注
意
。
 

ワ
—
プ
 

を
 

輩
 

的
に
 

使
 

.え
 

ば
 

ク
リ
ア
—
^
 

K 
に
 

出
来
る
 

ゾ
 

e 
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3
D
 

ゴ
ル
フ
 
シ
ミ
 
ユ 

レ
—
 
シ
ヨ
 
ン
 

R
O
M
 
 

5
、
 

8
0
0
 

円
 
 

T
 

&
 

E
 
 

S
O
F
T
 

oed
MM,

 

■樣
梁 

1 

でく
 

れ ナ 
U
 

、 
は f なん
 

f  

I 
 

—
U
 

T の 

か
出
^
^
 

1
 

れ 

ちゃ
う 

r ス ブレィ 

日
曜
日
の
 

タ
ビ
；
 

i
 

ゴ
ル
フ
に
 

行
く
 

お
 

父
 

1
 

ん
 

つ
て
 

多
い
 

よ
 

ネ
キ
や
 

り
 
始
め
た
ら
 

ヤ
メ
 

ザ
れ
 

な
く
な
つ
 

ち
 

や
う
 

ほ
ど
 

オ
 

モ
シ
 

ロ
イ
ん
 

疼
よ
 

ネ
 

、
あ
の
 

ス
ボ
 

ー 
ツ
 

は
。
 

風
 

や
 

地
形
を
 

.5
1 

4
 

i 

入
れ
て
、
ク
ラ
ブ
を
選
び
、
そ
し
て
打
つ
。
 

|
 

打
 

•
 
 

|
 

打
、
 

打
つ
 

時
の
 

状
況
が
 

違
う
 

わ
け
 

だ
か
ら
、
 

ど
こ
^
 

0、
 

っ 
球
が
 

飛
ぶ
 

の
か
 

見
当
 

が
つ
 

か
な
い
 

そ
ん
な
 

ト
コ
が
 

ウ
ケ
 

て
い
 

る
ん
だ
ろ
う
 

ネ
 

。
で
も
'
 
 

$
 

の
 

ゴ
ル
フ
場
 

ま
で
は
 

遠
い
 

し
、
 

な
か
な
か
 

自
分
の
 

番
が
廻
 

つ
て
 

来
な
い
。
 

お
ま
け
に
 

お
金
 

も
 

か
か
る
 

つ 

て
コ
 

ト
に
な
る
 

と
、
 

ち
よ
つ
 

と
 

ポ
ク
た
ち
 

に
 

は
 

手
の
 

出
せ
な
い
 

ス
 

ポ
—
ツ
 

な
の
か
な
 

ぁ
…
、
 

て
な
 

コ
ト
を
 

考
え
て
 

い
た
ら
、
 

M
S
X
 

用
の
 

ゴ
ル
フ
 

ゲ
—
ム
 

が
 

発
売
さ
れ
 

ち
 

や
つ
た
。
 

し
 

か
も
 

コ
レ
は
 

3
!
D
 

方
式
。
 

デ
 

イ
ス
 

ブ
レ
イ
 

に
は
 

コ
ー
ス
 

の
 

全®
! 

床
と
、
 

球
の
 

あ
る
と
 

こ
ろ
 

か
ら
 

見
た
 

風
景
と
 

が
 

同
時
に
 

映
し
出
さ
れ
る
 

の
で
、
 

本
物
の
 

ゴ
ル
フ
場
に
 

来
た
み
 

た
い
な
 

感
じ
に
 

な
つ
ち
 

や
え
^
,
 

し
か
も
、
 

ク
ラ
ブ
 

の
 

選
択
 

- (
i 

も
ち
ろ
ん
の
 

I》
 

11
0 

、
打
ち
上
げ
 

角
 

度
 

も
 

決
め
ら
れ
 

る
し
、
 

風
向
き
 

や
 

速
さ
な
ん
 

か
も
 

計
算
さ
れ
 

て
い
る
 

の
で
、
 

ま
さ
し
く
 

マ
 

ン
マ
の
 

気
分
が
 

味
わ
え
ち
 

や
う
と
 

い
う
 

ヮ
ケ
」
 

お
金
 

も
 

か
か
ら
な
 

い
し
、
 

コ
タ
 

ツ
の
 

中
で
 

ブ
 

レ
イ
 

出
来
る
 

の
 

だ
か
ら
 

ウ
レ
 

多
 

イ
ね
 

H。
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PiC
flP

iW 

<•1 •ラ 州 

• _ ，す， 
綾 - ^ 

け  *rri 抑 

^aoef 

(Cur*0 
疒 

(se し 

.••作、 
••メ パ 

 V 
ス ” 

m  一： ro，
， 

»  - スト
， •、•一 

» Space 

.••ベ， 二 

,T 疒… 

円 
ン 

贈 匕 

け： ヤ 

プ
⑴
 

I ク
 

テ
イ
 

深
夜
の
 
ビ
ル
。
 
こ
の
 
ビ
ル
の
 

|
 室
に
 
時
価
^
 
H
：
 
 
見
 し
ち
や
お
う
 
と
い
う
 
ゲ
—
ム
 
な
の
で
す
 

- 〇 
つ
ま
 

も
の
 
ダ
イ
ヤ
が
 
隠
さ
れ
て
 
い
る
の
 
ダ
。
 
そ
こ
で
 
キ
 
 
り
は
 
ア
ド
 
ベ
ン
 
チ
ャ
！
 
ゲ
—
ム
 
ね
。
 
デ
イ
 
ス
プ
 

ミ
の
 
指
令
 
だ
が
、
 
こ
の
 
ビ
ル
に
 
忍
び
込
み
、
 
ダ
イ
 
 
レ
イ
に
 
出
て
 
来
る
 
あ
ら
ゆ
る
 
要
素
の
 
中
か
ら
 
ヒ
ン
 

ヤ
を
 
誰
に
 
も
 気
づ
か
れ
ず
に
 
盗
み
出
し
て
 
ほ
し
い
。
 

卜
を
 
見
つ
け
、
 

I
 つ
 二
つ
の
 
謎
を
 
と
き
、
 
目
的
で
 

例
に
よ
っ
て
 
キ
ミ
 
も
し
く
は
 
キ
ミ
の
 
メ
ン
バ
—
 
が
 
 
あ
る
 
ダ
イ
ヤ
を
 
発
見
'
 
 
そ
れ
を
 
持
っ
て
 
ビ
ル
か
ら
 

插
又
 
ら
れ
 
、
あ
る
い
は
 
殺
さ
れ
て
も
 
当
局
は
 

|
 切
 

脱
出
で
 
き
れ
ば
 
作
戦
 
成
功
と
 
い
う
 
わ
け
。
 

で
も
、
 

関
知
し
 
な
い
。
 
成
功
を
 
祈
る
/
 

な
 ぁ
ん
て
、
 
大
 
 
一
つ
で
 
も
 «
 か
 解
け
な
い
 
と
そ
 
こ
で
 
ゲ
—
厶
 
は
 
I
 

昔
の
 
テ
レ
ビ
 
映
画
 
風
の
 
指
令
を
 
受
け
て
、
 
ビ
ル
に
 
 
時
 ス
ト
ッ
プ
。
 

下
 f
 
す
れ
ば
 
部
屋
か
ら
 
出
ら
れ
 

ほ
う
ぼ
う
を
 
探
し
 
ま
く
っ
て
 
ダ
イ
ヤ
を
 
発
 
 
な
く
な
っ
 
ち
 
や
う
な
ん
 
て
 
コ
ト
も
 
あ
る
の
で
 
す
。
 

だ
か
ら
 
部
屋
に
 
入
っ
 
た
な
ら
 
ば
よ
〜
 
く 
注
意
し
て
 

の
 中
を
 
見
廻
し
て
 
み
よ
、
 っ。 

ヒ
ン
ト
は
 
必
ら
 

ピ
 n ピ

 n 

テ
—
 
プ
 
2
、
8
G
O
 
円
 
マ
イ
ク
ロ
 
 
4H" ビ

ン
 

そ
の
 
昔
 
『
燃
え
る
 
昆
虫
 
軍
 P
 

っ
て
'
 
 不
気
 

味
な
 
虫
た
ち
 
が
 人
間
を
 
襲
っ
て
 
来
る
 
映
画
が
 

あ
っ
た
 
け
れ
ど
、
 

こ
の
 
ゲ
—
 
厶
も
ソ
 
レ
と
 
似
 

た
よ
ぅ
な
 
も
の
。
 
虫
は
 
燃
え
な
い
 
け
れ
ど
、
 

ナ
マ
 

ィ
キ
に
 

も
 

大
挙
し
て
 

コ
チ
 

ラ
 

側
に
 

攻
め
 

込
ん
で
 

来
ち
 

や
う
。
—
 

匹
 

2 
匹
な
ら
 

ば
 

イ
ザ
 

知
ら
ず
。
 

団
体
さ
ん
 

で
 

攻
め
込
ん
で
 

来
ら
れ
 

た
ん
じ
 

や 
あ
 

ゴ
キ
ブ
リ
 

•
ホ
イ
 

ホ
イ
ぐ
 

ら
い
 

で
は
、
 

追
い
つ
か
な
い
。
 

こ
う
な
 

り
 

や 
あ 

機
 

i
 
で
 
バ
ン
バ
ン
 
射
ち
 
殺
し
ち
 
や
お
う
。
 

で
 

も、 
向
こ
う
 
だ
つ
 
て
反
擊
 
し
て
 
来
る
 
か
ら
 
ウ
 

カ
ウ
カ
は
 
出
来
な
い
。
 
ブ
ロ
ッ
ク
 
や
 ス
ト
ッ
 

パ
—
、
 

そ
れ
か
ら
 

虫
の
 

死
体
 

等
を
 

上
手
く
 

使
 

つ
て
 
砦
を
 
作
り
、
 
敞
 の
攻
擎
 
か
ら
 
身
を
 
守
ら
 

な
く
つ
 
ち
 
や
 ぁ
な
ら
な
い
。
 

そ
れ
に
、
 
あ
る
 

点
数
 
(
も
ち
ろ
ん
 
赖
を
 
殺
し
た
 
時
に
 
入
 る
ん
 

だ
け
ど
)
 

を
 起
え
 
る
と
 
お
 姫
様
が
 
デ
 ィ
ス
.
 

プ
レ
イ
の
 
中
心
 
あ
た
り
に
 
登
場
し
て
 
来
る
。
 

を
 守
る
 
ナ
イ
 
ト
は
 
キ
ミ
な
ん
 

だ
。
 

必
死
の
 

カ
ク
 

ゴ
で
 

彼
女
を
 

守
 

ろ
う
。
 

虫
が
 

嫌
い
 

ダ
/
つ
て
 

人
は
 

こ
の
 
機
会
に
 
ウ
サ
を
 
晴
す
 
つ
て
い
 

うの もイ イネ。 …… という こ 

と
で
、
 

こ
の
 

ゲ
 

I 
ム
 

.
ソ
フ
ト
を
 

5 
名
 様
に
 
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
 
欲
し
い
 

方
は
 

官
製
 

ハ
 

ガ
キ
に
 

住
所
 

•
氏
名
.
 

年
齢
 

•  i
 
 
(
学
年
)
 
を
 明
記
の
 

う
え
、
〒
 

15
0 

惠
展
 

f
,
 

〈
谷
 

区
 

神
 

宮 前— の 8 の 6 の 402 MSX 

マ
ガ
ジ
ン
 

ソ
フ
ト
 
•
イ
ン
フ
ォ
 

メ  —
シ
 
ヨ
ン
 
係
 
マ
 デ
 送
っ
て
 
ネ
。
 

メ
切
は
—
 
月
 30 日

の
 
消
印
ま
で
 
有
 

郊
 

。
発
表
は
 

発
送
を
 

も
っ
て
 

変
え
 

さ
し
て
い
 

た
だ
き
 

ま
〜
 

す
/
 

满
 天
の
 夜
空
に
 輝
く
 星
々
、
 
I 人
の
 少
女
が
 

ジ
ッ
と
 
空
を
 
仰
い
で
 

い
る
 
…
…
 
な
ん
と
 

ロ
マ
 

ン チ
ッ
ク
な
 光
景
 だろ、 っ。 

と、 
そ
こ
に
 現
 

わ
れ
た
 

の
が
 
雲
に
 
乗
っ
た
 

ィ
タ
 
ズ
ラ
 
小
僧
の
 

エ
ン
ジ
ェ
ル
 

。
感
傷
に
 

ふ
け
る
 

少
女
に
 

向
け
 

て、 
ポ
—
 
ル
を
 
ひ
と
つ
 

落
と
し
ま
す
。
 

少
女
 

は
 手
に
 
し
た
 
ラ
ケ
ッ
ト
で
 

こ
の
 
ボ
—
 
ル
を
受
 

け
 止
め
、
 

打
ち
 
か
え
さ
な
け
れ
ば
 

い
け
 
ま
せ
 

ん
 。
ボ
—
 ル
は
 打
ち
 か
え
さ
れ
る
 た
び
に
、
 

色
を
 
変
え
、
 
最
後
は
 

白
く
な
 

っ
て
 
夜
空
へ
 

と 
飛
ん
で
 

行
き
ま
す
。
 

乙
女
 
チ
ッ
ク
な
 

女
の
子
 

向
け
 ゲ
 ー 
ム。 

と
は
い
 

っ
て
も
、
 

ボ
—
 ル
を
 

受
け
 
そ
こ
な
う
 

と 悲
劇
な
ん
 

だ。 
今
ま
で
、
 

ゴ
ム
の
 
ょ
う
に
 
弾
ん
で
 
い
た
 
ボ
—
 
ル
が
、
 
砲
 

丸
の
 

ょ
う
に
 

ゴ
 cf 
ゴ
ロ
 

転
が
り
ま
す
。
 

ぶ
つ
 

か
つ
ち
 
や
う
と
 
も
う
 
ィ
ケ
 
な
い
、
 

エ
ン
ド
。
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'•決  V.: •二..： 

Hit  any  key  1 

昨
年
い
 

ち
ば
ん
 

ヒ
ッ
ト
し
た
 

映
画
と
 

い
え
 

ば
、
 

タ
ロ
 
 

•
ジ
ロ
の
 

2 
匹
の
 

ワ
ン
ち
 

ゃ
ん
 

で
お
馴
 

み
の
 

『
南
極
 

物
語
』
。
 

で
'
 
 

こ
 

g
 

映
 

画
を
 

基
に
 

作
ら
れ
た
 

の
が
 

コ
レ
。
 

で
も
 

こ
 

の
 

ゲ
—
厶
 

の
 

主
役
は
 

ワ
ン
ち
 

ゃ
ん
 

じ
ゃ
ぁ
 

な
い
。
 

も
ち
ろ
ん
 

ワ
ン
ち
 

ゃ
ん
 

も
 

出
て
 

来
 

る
 

け
れ
ど
、
^
 

IH
 

は
 

あ
な
た
な
 

の
で
す
。
 

つ
ま
り
、
 

観
測
船
.
 

宗
谷
 

(
今
の
 

観
測
船
 

白
瀨
の
 

先
々
 

代
の
 

観
測
船
)
 

を
 

操
作
し
て
 

I
S
!
®
 

ま
で
 

た
ど
り
つ
く
。
 

文
字
で
 

窨
 

く
と
 

カ
ン
 

タ
ン
に
 

た
ど
り
つ
 

い
ち
や
う
よ
 

う
だ
 

け
ど
、
 

実
は
 

こ
こ
ま
で
 

行
く
 

の
は
 

大
変
で
、
 

荷
崩
れ
 

や
 

犬
の
 

健
康
状
態
、
 

燃
料
ま
で
 

も
 

小
 

マ
メ
に
 

気
を
つ
け
 

な
け
り
 

や
 

ぁ
な
ら
 

な
 

い
。
 

下
手
を
 

す
れ
ば
 

南
極
に
 

た
ど
り
つ
く
 

前
に
 

犬
が
 

全
滅
、
 

食
料
 

も
 

燃
料
 

も
つ
 

き
て
 

し
ま
ぅ
 

な
ん
て
 

こ
と
に
 

も
な
 

り
か
ね
 

な
い
。
 

i
 

に
 

着
い
て
 

か
ら
 

犬
 

ゾ
リ
で
 

隊
を
 

組
ん
 

で、
 

そ
こ
で
 

ィ
ロ
 

ィ
ロ
と
 

調
査
 

•
研
究
を
 

し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

ス
タ
—
 

卜 
当
初
 

か
ら
 

馬
力
を
 

か
け
す
ぎ
 

な
い
 

こ
と
が
 

成
功
 

の
 

ひ
け
つ
。
 

そ
れ
と
'
 
 

時
間
が
 

か
か
る
 

つ 

て
 

コ
ト
も
 

考
え
に
 

入
れ
と
 

か
な
き
 

や 
あ
な
 

ら
 

な
い
 

ヨ 
。
場
合
に
よ
 

つ
て
は
 

一
昼
夜
 

か
 

か
つ
て
も
 

終
ら
な
い
 

こ
と
 

だ
つ
 

て
 

あ
る
の
 

だ
か
ら
/
 

天
候
 

や
 

気
温
、
 

波
の
 

状
況
に
 

気
を
 

く
ば
り
®
 

»
 

る。
 

目
標
の
 

南
極
は
 

ま
だ
 

速
い
 

が
、
 

こ
 

こ
で
 

く
じ
け
ち
 

や 
* 

男
が
 

ス
タ
 

ル
ぞ
 

/ 

ポ
ー
 

ル
を
 

頭
に
 

受
け
て
、
 

地
団
太
 

踏
ん
で
 

悔
 

し
が
る
 

女
の
子
が
、
 

実
に
 

ヵ
ヮ
 

ユ
ィ
の
で
 

す
。
 

で、
 

上
手
く
 

一
面
を
 

ク
リ
ア
 

I 
す
る
と
、
 

今
 

度
は
 

エ
ン
ジ
ェ
ル
ち
 

や
ん
 

は
 

2 
つ
も
 

ボ
—
ル
 

_
 

し
て
 

行
く
。
—
 

つ
の
 

時
な
ら
 

と
も
か
く
、
 

2 
つ
に
な
る
 

と、
 

難
し
さ
 

も
 

|
 

段
と
 

グ
レ
ー
 

ド
 

ア
ッ
プ
。
 

そ
の
 

面
 

も
 

運
ょ
く
 

ク
リ
ア
—
 

す
る
と
、
^
^
 

は
ボ
—
 

ル
が
 

3 
つ
 

…
…
 

い
や
 

あ、
 

こ
 

デ
な
る
 

と
 

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
 

だ
な
ん
 

て
 

言
つ
 

ち
 

や
 

あ
い
ら
れ
 

ま
せ
ん
 

な
 

あ
/
 

恐
る
恐
る
 

部
屋
の
 

中
に
 

入
る
 

•
一
見
な
 

に
も
 

無
い
 

部
 

屋
 

の
よ
う
に
 

見
え
る
 

け
れ
ど
、
 

1
 

か
ど
 

こ
か
に
 

隱
さ
 

れ
 

て
い
る
 

ハ
ズ
 

。
じ
つ
く
 

リ
考
又
 

て
か
ら
 

行
動
し
 

よ
 

う。
 

探
索
に
 

必
要
な
 

道
具
は
 

早
目
に
 

探
し
出
し
て
 

お
 

い
た
 

ほ、
 

つ
が
 

イ
イ
よ
。
 

と
に
か
く
 

注
意
し
て
 

ネ。
 

_
 

小
説
っ
て
 

い
う
の
は
 

才
 

モ
シ
 

ロ
い
 

け
れ
ど
、
 

謎
が
 

解
 

け
な
く
 

つ
ち
 

や 
ぁ
ち
つ
 

と
も
 

ォ
モ
 

シ
ロ
く
な
い
。
 

で
も
、
 ち
ょ
っ
 

と
で
 

も
 

謎
が
 

解
き
 

か
 

け
て
 

き
た
 

時
の
 

喜
び
 
 

あ
 

や 
ぁ 

タ
マ
リ
 

マ
 

セ
ん
 

な
 

あ
。
 

一
 

そ
ん
な
 

喜
び
が
 

何
度
で
も
 

味
 

わ
え
 

ち
 

や
う
の
 

が
 

こ
の
 

ゲ
|
 

厶。
 

な
に
せ
 

こ
の
 

家
の
 

ど
こ
か
に
 

隠
さ
れ
 

て
い
る
 

宝
石
を
 

捜
さ
な
 

く
っ
ち
 

や 
あ
な
ら
 

な
 

い
ん
だ
け
 

ど
、
 

そ
の
た
め
に
は
 

ィ
 

ロ
ィ
 

口
な
 

道
具
が
 

必
要
に
な
る
。
 

そ
の
 

道
具
 

だ
 

つ
て
 

こ
の
 

家
の
 

中
か
ら
 

探
し
出
さ
 

な
く
ち
 

ち
 

や
 

ぁ
な
ら
な
い
 

の
 

だ
か
ら
 

大
変
 

だ
。
 

な
 

に
せ
 

道
具
が
 

I
 

つ
で
 

も
 

欠
け
て
 

い
た
ら
 

宝
 

石
の
 

あ
る
 

部
屋
ま
で
 

た
ど
り
つ
け
な
 

い
わ
 

け
だ
し
、
 

仮
に
 

た
ど
り
つ
い
た
 

と
し
て
も
 

ム
 

晏
 

は
 

脱
出
が
 

難
し
く
な
る
。
 

も
ち
ろ
ん
 

^
 

な
 

ゲ
—
ム
 

だ
か
ら
 

f 
日
 

や
 

2 
日
で
 

終
 

る
っ
 

て
こ
と
は
 

な
い
 

の
で
、
 

ゲ
—
ム
 

は
 

テ
 

—
プ
に
 

撮
つ
 

て
お
い
て
、
 

後
日
 

中
断
し
た
 

と
こ
ろ
か
ら
 

再
開
で
 

き
ち
 

や
う
の
で
 

す
。
 

こ
の
 

ソ
フ
ト
 

も
 

5 
名
 

様
に
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
 

i
 

要
領
は
 

.'
 

1
 

ヒ
コ
 

ピ
コ
』
 

と
 

同
じ
。
 

ど
 

っ
ち
が
 

欲
し
い
 

の
か
、
 

ハ
ツ
 

キ
リ
 

害
い
て
 

送
っ
て
 

ネ
 

/ 
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陽
の
 
さ
ん
さ
ん
 
と
 照
り
つ
 
け
る
 
テ
ニ
ス
 

コ
—
卜
 
で
 ま
つ
 
白
な
 
ウ
ェ
ア
を
 
ひ
る
が
え
 

し
て
 
白
 球
を
 
追
い
 
か
け
る
。
 
た
ま
に
は
 
テ
 

ニ
ス
 
も
 思
、
 c
s
^
 分
 や
っ
て
 
み
た
い
 
よ
ね
。
 

だ
け
ど
 
お
金
 
も
 暇
 も
な
い
…
 
ク
 ヤ
シ
—
/
 

そ
ん
な
 
人
に
 
ピ
ッ
 
タ
リ
な
 
の
が
、
 
こ
の
 
3 

D
 
版
 
リ
ア
ル
 
テ
ニ
ス
。
 
立
体
 
コ
—
卜
 
の
 臨
 

場
 感
は
最
 
jnr 

プ
レ
イ
ヤ
—
 
の
 動
き
は
 
8 

方
向
 
だ
か
ら
 
コ
|
 
卜
の
 
中
 も
 自
由
自
在
に
 

走
り
回
れ
 
る
の
 
だ
。
 
ロ
ビ
ン
グ
 
や
ス
 
マ
ッ
 

シ
ユ
 
な
ん
て
 
実
際
に
は
 
$
 
に
 む
ず
か
し
 

い
 技
術
 だ
け
ど
、
 
こ
の
 ゲ
ー
ム
 
を
 使
え
ば
 

い
と
 も
 簡
単
。
 キ
ミ
 も
す
 ぐ
に
^
 N
 レ
イ
 

ヤ
—
 
に
な
れ
 
る
 
こ
と
 
間
違
い
な
 
し。 

ち
 
や
 

ん
と
 
審
判
 
も
い
て
 
細
く
 
判
定
し
て
 
く
れ
る
 

し、 
ポ
イ
ン
ト
 
も
 そ
の
都
度
 
バ
ッ
 
チ
リ
 
表
 

示
さ
れ
る
 
か
ら
 
テ
ニ
ス
を
 
全
く
 
知
ら
な
い
 

人
で
 
も
す
 
ぐ
に
 
ゲ
 I 

ム
に
 
参
加
で
 
き
ま
す
 

よ
。
 
ゲ
—
厶
 
は
—
 
人
 用
と
 
2 
人
 用
で
 
遊
べ
 

る
か
ら
 

<  の
 時
は
 
対
 コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
と
 

い
う
 わ
け
。
 
こ
れ
が
 
ツ
 オ
イ
の
 
だ
。
 
白
熱
 

し
た
 
ラ
リ
—
 
を
 繰
り
返
せ
ば
、
 

テ
ニ
ス
 
ラ
 

ケ
ッ
ト
が
 
わ
り
の
 
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
が
 

汗
び
 
つ
し
 
よ
り
に
な
る
 
事
は
 
受
け
合
い
よ
。
 

運
動
神
経
は
 
ま
る
で
 

ダ
メ
 
と
い
ぅ
 
人
 も
 次
 

に
ど
の
 
辺
に
 
ボ
—
ル
 

が
 来
る
 
か
 勘
を
 
働
か
 

せ
れ
ば
 
ポ
イ
ン
ト
 
も
 

か
な
り
 
か
せ
げ
る
。
 

さ
あ
 
四
角
い
 
コ
ー
 
ト 

の
 中
を
 
軽
や
か
な
 
フ
 

ッ
ト
ワ
 I 

ク
を
 
生
か
 

し
て
 
走
り
回
ろ
、
 
つ。 

コ
ナ
—
 
ズ
や
 
マ
ッ
ケ
 

ン
 ロ
—
 
な
ん
て
 
コ
ワ
 

く
な
い
 
ゾ
 /
 

署
く
ん
 

•
R
O
M
 

U 円
 

マ
 

ビ
ン
 

役
人
の
 
足
の
 早
 さ
は
 そ
れ
ぞ
れ
 
澤
っ
 。
ど
の
 
役
人
が
 
ど
の
 

ぐ
ら
い
の
 
早
 さか、 

あ
ら
か
じ
め
 

し
た
ぅ
 
え
で
 ゲ
|
 

厶
嘉
 
め
よ
う
。
-
!
 

マ 曲
は
 
「ハツ ト

リ
 く
ん
」
 
だ
/
 

マ
イ
コ
ン
 
•
ゲ
 —
ム
の
 
中
で
 
も
い
 
ち
ば
ん
 

ベ
イ
 
シ
ッ
ク
な
 
ゲ
—
ム
 
と
い
え
ば
 
反
射
 
ゲ
 

—
ム
 
。
単
純
 
だ
け
れ
 
ど
 何
度
も
 
プ
レ
イ
を
 

続
け
て
 
い
け
ば
 
自
然
に
 
腕
は
 
上
が
つ
 
て
く
 

る
し
、
 
そ
の
上
 
達
が
 
目
に
 
見
え
て
 
わ
か
る
 

か
ら
 
大
好
き
 
だ
っ
 
て
 人
 も
 多
い
 
ょ
ネ
 
。
ど
 

こ
ま
で
 
記
録
が
 
伸
ば
せ
る
 
の
か
 ̂
 
^
れ
 

が
 快
感
に
 
変
っ
 
た
り
し
て
。
 

ヤ
リ
 
始
め
た
 

ら
 終
ら
な
い
 
•
止
ま
ら
な
い
 
と
い
う
の
 
が
 

こ
の
種
の
 
ゲ
—
ム
 
の
 特
徴
な
 
の
で
す
 
ョ。 

こ
の
 
ゲ
—
ム
 
も
 そ
ん
な
 
反
射
 
ゲ
—
厶
 
の
 
I
 

つ。
 

行
く
手
に
 

立
ち
は
だ
か
る
 

5 
人
の
 

役
 

人
の
 
目
を
 
か
す
め
、
 
可
愛
い
 
i
 
く
ん
は
 

部
屋
を
 
次
々
 
に
 突
破
し
て
 
行
く
。
 
そ
し
て
 

忍
者
と
 
し
て
 
必
要
な
 
武
器
を
 
手
に
入
れ
て
 

行
く
 
と
い
う
の
 
が
 こ
の
 
ゲ
—
ム
 
の
 仕
組
み
。
 

I
 つ
の
 
面
は
 
1
0
 階
ず
 
つ
に
 
な
っ
て
 
い
て
、
 

こ
の
す
 
ベ
て
の
 
階
を
 
ク
リ
ア
で
 
き
れ
ば
 
新
 

た
な
 
面
に
 
進
め
る
 
と
い
う
 
ワ
ケ
 
。
で
も
、
 

5 人
の
 
役
人
た
ち
 
は
 な
か
な
か
に
 
剛
の
者
 

た
ち
と
 
み
え
て
、
 
ス
キ
を
 
容
易
に
 
見
せ
ょ
 

う
と
し
 
な
い
。
 
忍
者
と
は
 
言
え
 
ま
だ
 
修
行
 

中
の
 
身
の
 
忍
者
 
く
ん
、
 
姿
を
消
す
 
こ
と
 
も
 

出
来
な
い
 
の
で
 
チ
ョ
コ
 
マ
 カ
と
 
役
人
の
 
目
 

を
 か
す
め
て
 
進
ま
な
 
く
つ
ち
 
や
 あ
な
ら
 
な
 

い。 
や
り
す
ご
し
た
 
つ
も
り
で
 も
ち
ょ
つ
 

と
で
 
も
 部
屋
か
ら
 
$
 
が
 は
み
出
し
 
て
い
 

る
と
 
槍
で
 
ブ
ッ
 
刺
さ
れ
て
 
死
ん
 
じ
 
や
う
 
ぞ
。
 

さ
ぁ
て
、
 

キ
ミ
は
 

何
 

階
ま
で
 

忍
者
 

く
ん
を
 

上
ら
せ
る
 
こ
と
が
 
出
来
る
 
か
な
？
.
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な
に
ご
と
で
 

も
"
—
 

F 
 

•
も
し
も
…
々
 

つ
て
 

コ
ト
バ
 

は
^
:
:
 

の
 

コ
ト
バ
 

で
し
か
な
い
 

け
れ
ど
、
 

現
実
に
は
 

も
し
も
 

あ
の
 

時
.
.
；
.
〜
 

が
 

.
 

と
い
う
よ
 

う
な
 

コ
 

ト
つ
 

て
 

多
い
 

よ
ね
。
 

こ
の
*
—
 

F 
々
を
ゲ
 

I 
ム
 

に
も
ち
 

込
 

ん
 

だ
の
が
 

こ-
の 

ゲ
—
ム
 

。
実
際
の
 

ミ
ッ
 

ド
ウ
 

エ
ィ
 

海
 

戦
は
 

日
本
海
 

軍
の
 

ポ
ロ
 

負
け
に
 

終
っ
た
 

け
れ
ど
 

、
仮
 

に
 

キ
ミ
が
 

司
令
長
官
 

だ
つ
 

た
と
 

し
た
ら
 

戦
局
は
 

一
変
 

し
て
い
た
 

か
も
し
れ
 

な
い
。
 

と
い
う
 

わ
け
で
、
 

キ
ミ
 

は
 

手
持
ち
の
 

i
 

を
 

駆
使
し
て
 

敵
と
戦
 

っ
て
も
 

ら
お
 

う
と
い
 

う
わ
け
 

だ。
 

敵
が
 

ど
こ
に
 

い
る
の
 

か、
 

実
際
 

の
 戦
場
の
 
よ
う
に
 
ま
つ
た
 
く
わ
か
ら
 
な
い
。
 
そ
こ
で
 

偵
察
 
船
 や
 航
空
機
 
隊
を
 
出
し
て
 
敵
の
 
位
置
を
 
知
り
'
 

作
戦
を
 

立
て
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

も
ち
ろ
ん
 

自
分
 

の
 

i
 

の
 

そ
れ
ぞ
れ
の
 

船
の
 

速
度
 

や
 

射
程
 

距
離
を
 

知
 

ら
 

な
け
れ
ば
 

お
話
し
に
は
 

な
ら
な
い
 

と
い
う
 

ワ
ケ
 

で
、
 

い
や
 

あ
、
 

な
か
な
か
に
 

オ
モ
 

シ
ロ
い
 

ゲ
—
厶
 

だ
ネ
。
 

平
和
な
 

惑
星
 

ク
ル
—
 

ルは
、 

突
如
 

II
 

来
し
た
 

宇
宙
の
 

大
 

魔
法
 

ビ
ー
 

ス
ト
に
 

ょ
り
 

絶
滅
の
 

危
 

機
に
 

頻
 

し
て
い
た
。
 

自
ら
の
 

王
国
を
 

破
壤
さ
 

れ
 

'
愛
す
る
 

リ
サ
 

姬
を
 

さ
ら
わ
れ
た
 

若
き
 

王
 

子
 

コ
ル
 

ウ
ィ
ン
は
'
 
 

§
 

ビ
—
ス
 

ト
を
 

倒
す
 

ベく
、 

戦
い
の
 

旅
に
 

と 
出
る
 

！—
 

。
だ
が
、
 

そ
こ
に
 

待
ち
 

う
け
て
い
 

た
の
は
 

一
つ
目
の
 

巨
 

人
 

や 
水
晶
 

グ
モ
 

、
そ
し
て
 

恐
怖
の
 

底
な
 

し 
砂
 

の 
沼
な
 

ど、
 

妖
怪
変
化
と
 

暗
黒
 

魔
術
の
 

世
界
 

だ
つ
 

た
の
 

だ 
…
…
 

//
 

: て
な
 

具
合
の
 

お
話
し
を
 

聞
く
 

と、
 

新
種
の
 

口
—
 

ル 
ブ
レ
イ
ン
 

グ
ゲ
—
 

ム
の
 

シ
ナ
リ
オ
 

か
な
 

あ？
. 

な
ん
て
 

思
う
 

で 

しょ
。 

実
は
 

コ
レ
'
—
 

月
の
 

下
旬
か
ら
 

公
開
 

が
 

IH
 

/E
 

さ
れ
て
 

い
る
 

•ク
ル 

ー 
ル 

*.. 
つ
て
い
 

う 
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
 

•
フ
ア
ン
 

タ
ジ
—
 

映
画
の
 

荒
 

筋
な
 

の
で
す
 

よ。
 

い
や
 

あ、
 

な
ん
ち
 

ゆ
う
か
、
 

実
に
 

壮
大
な
 

ロ
マ
ン
の
 

世
界
で
す
 

な 
あ。
 

そ 
の
ま
 

ま 
ゲ
—
ム
 

に
し
た
い
 

ぐ
ら
い
。
 

お
ま
け
 

に 
戦
い
の
 

シ 
ー 

ン 

と
も
な
る
 
と レ

—
 
ザ
！
 
ガ
ン
で
 
ビ
 
ユ
ン
 ビ
 

ユ
ン
擎
 
ち
ま
く
 
つ
た
り
、
 
飛
行
 
シ
ー
ン
 
で
は
 

ペ
ガ
サ
ス
に
 
乗
つ
 
た
り
と
、
 
ま
さ
し
く
 
フ
ア
 

ン
タ
ジ
 

ッ
ク
に
 

仕
上
つ
 

て
い
る
 

の
で
す
 

よ。 

S
F
X
 
に
し
て
も
 

『
ス
ー
 
パ
—
 
マ
ン
 
」
 
の
 
デ
 

レ
ク
 
•
メ
デ
ィ
ン
 
グ
ス
が
 
担
当
し
て
 
い
る
の
 

で、 
な
か
な
か
の
 
も
の
。
 
特
に
 
水
晶
 
グ
モ
な
 

ん
 て
い
ぅ
 怪
獣
は
 見
事
で
す
 よ。 

ド
ラ
マ
の
 

ほ
う
 
も
 

r サ
 
•
デ
イ
—
 
ブ
，
 
の
ピ
—
 
夕
—
 

• 

イ
エ
—
 
ツ
の
 
監
督
 作
と
 
い
え
ば
 
か
な
り
の
 
も
 

の
と
 
i
 
は
つ
く
 
ネ
ゲ
 
—
ム
 
•
フ
ア
ン
に
 

は
お
 
推
め
 
の
 作
品
と
 
い
え
 
ま
し
よ
、
 
つ
な
。
 

g  株 n 

_
■
 
 曝
 

ゲ
—
ム
 
の
 世
界
が
 
舞
台
 だ
 

一
般
の
 
人
が
 
テ
レ
ビ
 
•
ゲ
—
 
ム
と
一
 H
 う
 時
に
、
 
た
い
て
 

い
の
^
 

『
ギ
ヤ
 
ラ
ク
 
シ
ア
ン
』
 
を
 思
い
う
 
か
べ
て
 
い
 

る
と
 
か
。
 
や
つ
 
ば
り
 
あ
の
 
ゲ
—
ム
 
の
 人
気
は
 
絶
 人
な
 
も
 

ん
だ
 
っ
た
ん
だ
 
ネ
エ
 
—
—
 

改
め
て
 
思
わ
ざ
る
 
を
 得
 

な
い
 
の
で
あ
り
ま
す
 
ょ
。
 
で
'
 
 
『
ギ
ヤ
 
ラ
ク
 
シ
ア
ン
』
 

を
 も
つ
 
と
 派
手
に
 
し
た
 
感
じ
な
 
の
が
 
コ
レ
。
 
敵
の
 
_
 

船
は
 
次
々
 
L
 変
っ
た
 
形
の
 
も
の
が
 
登
場
し
て
 
く
る
の
で
 

い
つ
も
 
新
鮮
な
 
ム
 ー ド

の
 
中
で
 
プ
レ
イ
で
 
き
ち
？
 
フ 

, 
° 

お
ま
け
 

(: 敵
の
^
^
 
派
手
で
、
 

な
に
 
i
 
HIJ 方
か
ら
 
攻
 

め
て
 
く
る
と
は
 
限
ら
な
い
。
 
横
か
ら
 
も
ど
ん
 
ど
ん
 
射
つ
 

て
く
 るし
、
 ^
 '161 下に

 消
ぇ
て
 一 >ま つ

た
 敵 さ
ぇ
 も攻
 

撃
を
 (1: 掛

け
て
 来
ち
 
や
う
の
 ダ
。
 
こ
れ
は
 う
か
つ
に
 

デ
 

イ
ス
 
プ
レ
イ
か
ら
 
n
 を
は
な
 
せ
ま
せ
ん
 
ゾ
 。
そ
れ
だ
け
 

じ
 
や
 あ
な
い
。
 

{
H
5
 空
 問
の
 
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
は
 

機
 #
 

が
 仕
掛
け
ら
れ
て
 い
る
。
 

も
ち
ろ
ん
 

コ
レ
 
(: 触
れ
た
 な
 

ら
ば
：
 
巻
の
 
終
り
。
 
あ
っ
、
 
危
な
い
/
そ
の
 
'
瞬
が
 

命
と
 

り I
 な
ん
て
い
 

う
 交
通
安
全
の
 

標
語
を
 

常
 (: 頭 

に
 思
い
浮
か
べ
な
が
ら
 
ブ
レ
イ
し
 
な
く
ち
 
や
い
 
け
な
い
 

ネ
 。
敵
 
宇
 患
を
 

50 機
 破
壊
す
 
る
と
 
母
船
が
 
現
わ
れ
る
。
 

こ
れ
を
 
逃
し
て
 
な
る
 
も
の
 
か。 

な
に
せ
 
こ
の
.
 
機
て
 傅
 

M
 
の
 
宇
 
患
 
の
 
数
 
卜
 
機
 
分
の
 
ポ
イ
ン
ト
が
 
稼
げ
ち
 
や
う
 

の
 だ
か
ら
。
 
必
死
の
 
i
 
で
 戦
い
を
 
挑
め
 

// : 

•
 R
O
M
 
 
4
、
 
8
0
0
円
 

マ
ジ
ッ
ク
 
ソ
フ
 

II ラ 



今度は アルファベット キー ボートを 見なくても、 自然に 指が 動 
くよう になる ま て つて 欲しい コレ とって も 重要なん だから， 

ま ずは カナの 配^ を 覚え る 練習 だ:. アルフ 尸 ベット に比べる と 文字 数 
が 多いだ けに、 完全に マスターす るには、 かなりの 時間が かかる ぞ 

で、 その 結果は 冷酷に も 数字で 出て 来 

てし まう。 まあ もぐらに 笑われな L 
ら LH7) 成 嫌は 取って おきたい もんだ ネ 

囤圍 13 圈圃 

presen
ted 

=fc ぐらた た 去 キー ボー ド 練習 

で
 

文
字
が
 

出
て
 

来
て
、
 

そ
こ
に
 

も
ぐ
 

ら
が
 

現
わ
れ
る
 

と
い
う
 

仕
掛
け
に
 

な
 

つ
て
い
 

る
の
で
 

す
よ
 

そ
の
 

文
字
の
 

キ
—
を
 

押
せ
ば
 

も
ぐ
ら
を
 

殴
る
 

こ
と
 

が
で
 

き
ち
 

や
う
 

わ
け
ね
 

も
ち
ろ
ん
 

先
 

ほ
ど
 

選
ん
だ
 

時
間
に
 

よ
つ
 

て
 

も
ぐ
 

ら
の
 

出
て
 

い
る
 

時
間
が
 

変
る
 

よ
う
に
 
な
つ
て
 

い
る
 

も
ぐ
ら
を
 

10
0 

発
 

10
0 

中
 

殴
れ
る
 

よ
う
に
な
れ
ば
、
 

も
う
 

キ
—
 

ボ
—
 

ド
を
 

打
つ
 

時
に
 

i
 

を
 

見
な
が
 

ら
 

な
ん
て
 

コ
ト
 

は
な
く
な
 

つ
て
い
 

る
 

の
で
す
 

よ
。
 

さ
あ
て
 

キ
ミ
は
 

ど
の
ぐ
 

ら
い
の
 

確
率
で
 

も
ぐ
ら
を
 

殴
る
 

こ
と
 

が
で
 

き
る
 

の
か
な
 

あ
？
 

M
S
X
 
は
 
買
っ
 
た
け
れ
 
ど
'
 
 
キ
—
ボ
 

— 
ド
の
 
ど
こ
に
 
ど
ん
な
 
文
字
が
 
あ
る
 

の
か
、
 
な
か
な
か
 
覚
え
ら
れ
 
な
く
っ
 

て
 苦
労
し
て
 
い
る
 
人
っ
 
て
 意
外
に
 
多
 

い
ん
じ
 
や あ

な
い
 
か
し
ら
ん
。
 

タ
イ
 

。フ に
し
て
も
、
 
マ
イ
コ
ン
の
 
キ
 ー 

ボ
 

I
 
ド
に
 
し
て
も
、
 

3
 
日
 
や
 
5
 
日
 
じ
 
や
 

あ
 身
に
 
つ
か
な
い
。
 

習
う
 
よ
り
も
 
情
 

れ
ろ
 
 
な
ん
て
 
コ
ト
ワ
 
ザ
 も
 あ
る
 

け
れ
ど
、
 
キ
—
ポ
 
I 
ド
を
 
見
な
く
 
っ 

て
 も
ド
コ
 
に
な
ん
 
て
 文
字
が
 
あ
る
の
 

か
 

に
 手
が
 
動
く
 
よ
う
に
な
る
 
ま
 

で
は
 
か
な
り
の
 
時
間
が
 
か
か
っ
 
ち
ゃ
 

、っ。 
な
ん
と
か
 

早
く
、
 
し
か
も
 
簡
単
 

に
 キ
—
ポ
 
I 
ド
を
 
打
て
る
 
よ
う
に
な
 

る
 方
法
は
 
な
い
 
も
の
 
か
、
 
と
 思
っ
て
 

い
た
 
そ
れ
が
 
出
た
ん
 
で
す
 
ね
 
x 

英
 

文
で
 

も、
 

カ
タ
 

カ
ナ
で
 

も、
 

お
好
き
 

な
ほ
う
 
を
 選
ん
で
 
ス
イ
ッ
チ
を
 
入
れ
 

る"
 

こ
の
 

時
に
 

コ
レ
ぐ
 

ら
い
な
ら
 

打
 

て
る
 

か
な
 

あ、
 

と 
思
う
 

速
度
を
 

自
分
 

で
 

入
れ
る
 

ワ
ケ
 

。
も
ち
ろ
ん
 

初
心
者
 

は
 

ユ
ッ
ク
 

リ 
。
慣
れ
て
 

来
た
な
ら
 

速
 

度
を
 
上
げ
る
 
と
い
う
 
わ
け
 
ネ
 。
そ
う
 

す
る
と
、
 

キ
 

ー 
ボ
 

I 
ド
と
 

同
じ
 

配
列
 

•
中
！
 
2
*
3
 
 テ
—
 プ
各
 
 
3
、
 
8
0
0
円
 

ス
ト
ラ
ツ
 

ド
 

フ
ォ
—
 

ド
 

•
コ
ン
ビ
 

ユ
—
夕
 

—
セ
ン
タ
—
 

国
際
化
 
社
会
と
 
か
な
ん
と
 
か
 言
っ
 

て
 も、 

英
語
 
さ
え
 
満
足
に
 
し
や
べ
 

れ
な
 
い
っ
て
 
人
は
 
多
い
。
 
特
に
 
日
 

本
人
の
 場
合
、
 
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
 出
 

来
て
も
 
ス
ピ
—
 
キ
ン
グ
が
 
ニ
ガ
手
 

と
い
う
 
人
は
 
多
い
 
み
た
い
だ
 
ネ
。
 

欧
米
人
の
 
使
う
 
英
語
の
 
9 割

が
 
た
 

は
 中
学
校
で
 
教
え
て
 
く
れ
る
-
 M
 
aa 

で
 コ
ト
 足
り
る
 っ
て
 統
計
が
 あ
る
 

そ
う
だ
け
 
ど、 

そ
う
な
る
 
と
 英
語
 

が
ニ
ガ
 
手
と
 
い
う
 ほ
と
ん
ど
の
 
日
 

本
人
は
'
 
 
中
学
校
で
 
習
っ
た
 
単
語
 

が
 身
に
 
つ
い
て
 
い
な
い
つ
 
て
こ
と
 

に
な
る
。
 

い
や
 あ
、
 
こ
ま
つ
た
 も
 

ん
 で
す
な
 
あ
。
 

で
、
 
そ
う
な
ら
 
な
 

い
ょ
う
に
 
し
っ
 
か
り
と
 
英
単
語
 

を
 身
に
 
つ
け
た
い
 
つ
て
 
人
に
 
お
 

勧
め
し
た
 
い
の
が
 
こ
の
 
ソ
フ
ト
。
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
ム
は
 

検
索
と
 

テ
ス
 

ト
の
 

2 
本
立
て
に
 

な
っ
て
'
 
 

検
索
は
 

辞
 

書
と
 

し
て
の
 

役
目
を
 

は
た
し
て
く
 れ
る
 

。
し
か
も
、
 

う
ろ
覚
え
の
 

単
 

語
の
意
味
が
 

わ
か
る
 

ょ
う
に
'
 
 

一
 

文
字
を
 

入
力
し
た
 

だ
け
で
 

目
的
の
 

単
語
を
 

探
し
出
す
 

こ
と
 

だ
つ
 

て
で
 

き
ち
 

や
う
と
 

い
う
 

便
利
な
 

機
能
を
 

持
っ
て
 

い
る
の
 

ダ
。
 

ス
ゴ
 

ィ
ネ
。
 

テ
ス
 
ト
の
 
ほ
う
は
 
と
い
う
と
、
 

レ
 

ベ
ル
を
 
自
分
で
 
決
定
す
 
る
 
こ
と
が
 

で
き
る
 の
で
、
 自
分
の
 

能
力
に
 

合
 n

s
 0 图 

1- 
- J
 

J
L
I
 
 

. 
中
 
2
 
 
.
中
 
3
 
と
 

レ
ベ
ル
 
Li 合
わ
せ
^
；
 

習
が
て
き
ち
や
ぅ
矿
ナ
 

パ
ロ
 ゥ
 先
生
が
 
判
定
 

し
て
 
く
れ
る
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INFORMATION 

MUSIC 
•テープ 3,600円 オーク 

斉
_
 六を 例に 出す まで もな く、 世間には 

音痴の 

人が 
多い」 

今や 
音楽が 

なけり 

ゃ 
ぁ 
夜 

も 
日 
も 
明けない 

って 
時代な 

のに、 

どんな 

音 

感 
教育を 

受けて 

来たんだろう 

ネ 
、連中は 

でも、 

いくら 

音楽が 

なきや 

ぁ 
生きられない 

時代 

だとは 

いえ、^ 

一一に 
ビア 

ノ 
なり 

他の 

楽 

器な 

りを 

演奏で 

きる 

人と 

なると 

少ない 

ので 

はない 

かしらん、 

エッ、 

ナ 
ニ/ 
•楽器かない 

から 練習で きない？ 
でも さ、 キミには 

M 

S
X
 

が
 

あ
る
で
 

し
ょ
"
 

だ
つ
 

た
ら
 

だ
い
じ
ょ
 

う
ぶ
 

こ
の
 

ソ
フ
ト
を
 

使
う
 

こ
と
で
 

M
S
X
 

が
 

楽
器
に
 

な
 

つ
ち
 

や
う
ん
だ
 

か
ら
-
た
と
え
ば
 

C 
の
 

キ
—
を
 

押
 

せ
 

ば
 

ド
の
 

音
 

か
 

出
る
 

し、
 

V 
は
 

レ、
 

B 
が
 

ミ
と
 

い
 

う
 

具
合
 

だ
 

レ
ッ
ス
ン
 

方
法
 

だ
っ
て
 

プ
ロ
 

グ
ラ
ミ
 

ン
グ
 

さ
れ
て
 

い
る
の
で
、
 

そ
の
と
 

お
り
に
 

や
つ
て
 

い
け
ば
 

見
る
見
る
 

上
達
 

す
る
と
い
 

う
ワ
ケ
 

。
こ
れ
 

で
 ビ
ア
 
ノ
の
 
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
 
身
に
 
つ
け
れ
ば
'
 
 
本
 

物
の
 ビ
ア
 ノ
も
 楽
々
 弾
く
 こ
と
が
で
き
ち
 や
う
 

そ
の
う
ち
に
 
M
S
X
 
を
 使
つ
 
た
 演
奏
会
 
な
ん
て
 

H 

の
 も
 開
か
れ
る
 
か
も
し
れ
 
な
い
 
ネ
 
/ 

ど
の
 

キ
—
を
 

押
せ
ば
 

ど
の
 

音
 

か
 

出
る
 

の
か
'
 
 

デ
ィ
 

ス
ブ
レ
 

ィ
に
表
 
不
 さ
れ
る
 
か
ら
 
そ
の
と
 
お
り
に
 
押
せ
ば
 
い
い
。
 

こ 

れ
な
ら
 

す
ぐ
に
 

ソ
ナ
タ
ぐ
 

ら
い
弹
 

け
ち
 

や
ぅ
の
で
 

は？
. 

カ
 

ロ
リ
ー
計
算
 

•
テ
—
 

プ
 
 

5
、
 

8
0
0
円
 

才
—
ク
 

宄：
：：
：：
：ヴ
 

•て
 

も
 

チ
ョ
 

コ
ッ
ト
 

紹
介
し
た
 

け
れ
 

ど
'
 
 

f
 

相
 

心
 

以
 

卜
に
 

こ
の
 

ソ
フ
ト
に
 

M
 

す
る
 

•
k
i
i
 

が
 

人
き
 

か
っ
た
 

の
で
、
 

今
：
：
：
：
 

は
 

^
 

:
:
:
 

ょ
り
も
ず
 

つ
と
 

細
か
く
 

紹
介
 

し
ち
や
お
う
 

0 
ま
ず
、
 

こ
の
 

ソ
フ
ト
て
 

出
 

米
る
 

ブ
ロ
 

グ
ラ
 

ム
は
 

と
い
う
と
、
 

栄
赉
分
 

柝
と
 

食：
： 

i
 

成
分
 

の
 

デ
 

ー 
タ
 

ー 
サ
 

ー 
チ、
 

そ
し
て
 

H
 

々
の
 

食
 

事
 

, I
d 

M
 

と
献
ヶ
 

検
 

.H
- 

の
 

4
1
 

。
つ
ま
り
 

食
べ
た
 

も
の
の
 

. M
 

類
と
 

^
 

：^
 

を
 

ィ
ン
 

プ
ッ
 

卜
 

す
る
 

だ
け
で
、
 

n 
ン
ピ
ユ
 

—
夕
が
 

成
 

分
の
 

分
析
 

や
 

カ
 

ロ
リ
 

1 
,1
1-
 

算
 

を
し
て
 

く 
n
 

る
と
 

い
う
 

わ
 

it
 

。 
こ
の
資
 

科
 

を
 

利
⑴
 

す
れ
 

ば
 

ダ
ィ
エ
ッ
 

ト 
•
メ
ニ
 

ユ 
ー 

な
ん
て
 

ェ
も
 

の
も
カ
ン
タ
ン
に
作
れ
ち
ゃ
ぅ
の
で
す
。
 

外
食
の
 

多
い
 

人
つ
 

て
栄
丧
 

が
 

).
 

• 
よ
り
 

や
す
 

く
な
る
 

じ
 

や
な
い
。
 

そ
ん
な
 

人
は
 

こ
の
 

プ
 

ロ
グ
 

ラ
ム
を
 

利
 

! fl
 

す
れ
ば
 

邱
 

5
 

心
的
な
 

栄
痊
 

を
 ど
う
す
 n
 ば
 lit れる

 の
か
 わ
か
る
 の' ダ r 

な
に
も
ダ
ィ
エ
ッ
ト
を
必
袈
-
^
-
>
て
い
 る 
人
 
ば
か
り
 

じ 
や 
あ
な
く
、
 

健
 ^
 
に n

 

U
 
の
な
い
 

入
、
 
^
 ̂
 
に
 
V
i
 を
 
使
う
 
人
、
 

八
が
 
ち
の
 
人、 

ひ
と
り
ぐ
ら
し
で
 

食
 

私
 
の
个
说
 

刖
 な
 入、 

そ
し
て
、
 

な
に
よ
 

り 
も 
健
 ̂
 
で
あ
り
た
い
 

と 
^
 
う 
人
に
 
ど
 

し
ど
し
 

利
 
MJ し

て
も
 

ら
い
た
い
 

。
■
こ
れ
 

さ
え
 

あ
れ
ば
、
 

n
 
分
 ^
 
川
の
 

米
 费
 
し
さ
 

ん
 を
 
¥. つ

た
よ
う
 

な
 
も
ん
だ
。
 

ゾ
フ
ト
 

は
 
テ
—
ア
 
が
 
2
木
 
と、 

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
 

N- 

い
て
 
1
セ
ッ
ト
。
^
;
<
に
な
つ
て
 

|^ ^
 

1: か
か
る
 こ
と
を
 ̂
 ノえ た
な
ら
 ば
 ̂
 い 

n
 
い
 物
と
 
思
 
う
ん
だ
 
け
ど
 
.
 

。 

M SX だか ぐ> 探 «•• が 簡 1|5- 、 おじい 

ち 
ゃんでも 

おば 

あち 

ゃんでも 

# 
か 

せる。 

だから、 

^ • 
族み 

んなが 

利 
JIJ 

できる 

4 
だ。 

MS 

X 
で 
健 
^ 
{: 
な 
n 

る 
!! :  
ん、 

こり 

やとつ 

て 
も# 

い '/ 
。 
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j 

楽しい 算数 
rJ  V  2^. 

小 6 下 

> テープ 各 3,800円 ストラット フォード •コンピュータ センター 

フ 3. 

やや こ しい 図形 も しっかり 学 

習 すれ (於 里 解で きち やうの ダ。 

■■■■■■ 

見る見る 成 積 アップして いくのが わかる の ダ/ 

H 沖?. 

祭 嫌 备嫌崁 6  7  s 

みんなて いくつ 

小
学
校
 
も
 
4 年

ぐ
 
ら
い
に
 
な
る
と
 
算
数
 

#
 
算
 だ
け
 
じ
 
や
 あ
な
く
な
 
つ
て
、
 
図
形
 

な
ん
て
い
 
う
の
が
 
入
つ
 
て
き
て
 
や
や
こ
し
 

く
な
る
。
 

こ
の
 
あ
た
り
か
ら
 
算
数
が
 
ダ
メ
 

に
な
つ
 
ち
 
や
う
 
人
 も
 多
 
い
ん
だ
 
け
れ
ど
、
 

し
つ
 
か
り
 
基
本
を
 
教
え
て
 
く
れ
る
 
人
 さ
え
 

い
れ
ば
 
落
ち
こ
ぼ
れ
ち
 
や
う
 
人
 も
 か
な
り
 

少
な
く
な
る
 
の
で
は
 
…
…
 
て
な
 
ヮ
ケ
で
 
登
 

場
し
た
 
の
が
 
こ
の
 
シ
リ
—
 
ズ
 "
計
算
 
も
 図
 

形
 も、 

ど
ち
ら
も
 
学
習
と
 
テ
ス
 
ト
の
 
2 本

 

柱
か
ら
 な
つ
て
 い
て
、
 
学
習
し
て
 覚
え
た
 

知
識
を
 
そ
の
後
で
 
テ
ス
 
ト
を
 
し
て
 
確
認
す
 

る
 仕
組
み
に
 な
つ
 

- T い
る
 "
た
 こ
を
 良
く
 

1
 
え
る
 
の
か
、
 
•
こ
れ
で
 
バ
^
!
 ー
 
チ
リ
 わ
か
 

6
 
の
で
 
学
習
 
も
し
 
や
す
い
よ
 
ネ
 
そ
の
う
 

え、 
わ
か
ら
な
 
か
つ
 
i
 こ
と
 ̂
 何
度
 だ
つ
 

て
く
 リ
 返
し
、
 

く
リ
 返
し
 教え
て
 

く
れ
ち
 

や
う
。
 

学
校
 

や
 

塾
の
 

先
生
 

だ
っ
 

て
こ
れ
 

ほ
 

ど
ま
で
は
 

親
切
に
 

教
え
て
 

は
 

く
れ
な
い
っ
 

て
く
 

ら
い
'
 
 

何
度
も
 

同
じ
と
 

こ
ろ
を
 

教
え
 

て
 

も
ら
え
ち
 

や
う
ん
だ
 

か
ら
、
 

い
つ
の
 

間
に
 

か
ニ
ガ
 

手
だ
っ
た
 

と
こ
ろ
 

も
 

身
に
 

つ
 

く
ょ
う
に
な
る
 

と
い
う
 

ワ
ケ
 

。
そ
の
後
で
 

ま
た
 

テ
ス
 

ト
を
 

す
れ
ば
'
 
 

ど
こ
が
 

理
解
で
 

き
て
い
な
い
 

の
か
、
 

自
分
に
 

も
 

わ
か
る
 

か
 

ら
 

イ
イ
ね
 

H。
 

お
ま
け
に
 

こ
の
 

ソ
フ
ト
は
 

畜
 

省
の
 

i
 

要
領
に
 

準
拠
し
て
 

い
る
の
 

だ
か
ら
、
 

ど
ん
な
 

教
科
 

*
 

を
 

使
っ
 

て
い
る
 

の
か
な
ん
 

て
 

関
係
な
い
'
 
 

好
き
な
 

レ
べ
 
ル
で
、
 

そ
の
 

問
題
を
 

完
璧
に
 

マ
ス
タ
—
 

で
 

き
る
 

ま
で
 

学
習
で
 

き
ち
 

や
う
と
 

い
う
 

わ
け
。
 

い
う
 

な
れ
ば
、
 

と
つ
て
も
 

出
来
の
 

イ
イ
 

家
 

庭
 

§
 

み
た
い
 

な
 

も
の
 

さ
。
 

お
母
さ
ん
が
 

泣
い
て
 

喜
ぶ
 

ソ
フ
ト
な
 

の
で
す
。
 

_
 

テ
ー
 

プ
各
 

各
 

9
、
 

8
0
0
 

円
 

ラ
ン
ド
 

J
 
ン
ピ
ュ
 
ー
 

ち 
ィ 

え
ポ
 

傾
 

J
 

カ 
ル
 

y
 
 

J
 

の
ん
 

棚 

答
ぅ
 

〇 
や 

す
ち
 

さ
れ
 

け
く
 

つ
て
 

を
つ
 

信 笑 

自ち 

でん な
て
 

ン
ん
 

夕ま 

ン 
' 

力 
ば
 

は
れ
 

ずけ !
 
が
 出
来
な
い
 
っ
て
 
人
は
 
意
外
に
 
多
い
 
よ
ネ
 
。
こ
う
 

い
う
 人
っ
 
て、 
$
 

J.. r»J 校っ
て
 
進
む
 
に
つ
れ
 
て
 苦
労
す
 

る
ん
だ
。
 

で
、
 
な
ん
で
 
^
 数
が
 
で
き
な
い
 
か
っ
て
 
^
 え
る
 

と、 
昔
っ
 

か
ら
 

ニ ガ手
だ
 

っ
た
っ
 

て
こ
と
 

£: 
な
り
が
 

ち
。
 

つ
ま
り
 

' -J- 供
の
 
時
に
 
し
っ
 
か
り
！
 
が
わ
 
か
っ
て
い
 
な
か
 

つ
た
か
ら
 
今
に
な
 
つ
て
 苦
労
せ
 
ざ
る
を
 
打
な
い
 
と
い
う
 
ワ
 

ヶ
 。
や
っ
 
ぱ
筆
が
 
大
切
な
ん
 
だ
よ
 
ネ
 。
と
い
う
 
ヮ
ヶ
で
 

の
 時
か
ら
 
し
っ
 
か
り
—
 
の
 f
 
を
 #
 に
つ
け
ち
 
や
 

お
う
と
い
 
う
の
が
 
こ
の
 
シ
リ
ー
 
ズ
 。
数
の
 
導
入
 

(
3
 〜 

6 

歳
 

) 1] 
)  
f
 

力
 

I
 
 

(
4
 

〜 7 歳 
用
)
 

計
算
 

力
 

u
.
(
5
 

〜 7 

歳
 用
)
 

と、 
そ
れ
ぞ
れ
 
能
力
に
 
わ
か
れ
て
 
い
る
の
で
、
 

ど
 

こ
か
ら
で
 
も
 入
っ
 
て
い
け
る
。
 
も
ち
ろ
ん
 
始
め
っ
 
か
ら
 
難
 

し
い
 
こ
と
を
 
教
え
た
 
つ
て
 
ワ
 カ
リ
つ
 
こ
な
 
い
ん
だ
か
ら
、
 

始
め
は
 
f
 

(: 、 
そ
し
て
 
少
し
ず
つ
 
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
 
も
で
 

き
ち
 
や
う
よ
う
 
に
な
つ
 
て
い
る
。
 
そ
の
う
え
 
ゲ
 ー 
ム
咸
登
 

強
で
 
き
る
 
よ
う
 

(: よ
 
お
〜
 
く 考

え
て
 
あ
る
の
で
、
 
楽
 

し
み
な
 
が
 ら
 -? 習

で
 
き
ち
 
や
う
と
 
い
う
 
ワ
ケ
 
ね
。
 
こ
れ
な
 

ら
知
ら
 
ず
 
知
ら
ず
 
の
う
ち
 

(: ??: 数
の
^
^
-
も
 
身
 
(: つ

く
し
、
 

W
 
数
す
 
る
 
こ
と
^
!
 
体
が
 
好
き
 

(
:
 な
っ
ち
 
や
う
 
か
も
 
ネ
 
.
 

。 

い
や
 
あ
 …
…
 
便
利
な
 
時
 ft (: な

り
ま
し
た
 
な
 あ
。
 
オ
ジ
さ
 

ん
も
 
勉
強
し
 
な
お
そ
う
 
か
な
 
あ
 

：
な
ん
 
ち
 
や
 

. 〇 て。 



和 これは 梯子。 上  ノ  _  4 ■これ か 篇， 鏺か 

り 下りに 使う ほか ^  なければ 開かない 
この 上に 飛び アリ ものと、 なくても 

る こと も 出来ち ゃ ダイ ジョウ ブなも 

う。 でも、 踏みは I.  のの 2 つ ある。 開 

ずす とすぐ に 落ち ~  けて おけ (iiTF し 
るので 注意し よう。  て も 大丈夫な の だ。 

♦•これは 橋 ， これが かかっ 

ている ところでは、 下に 降 

りた くっても 降りる ことは 
できない c また、 上から 落 

ちて 来た 時 も、 この 橋に 引 

っ 掛かる ことは ない の だ/ 
注意す る 必要が あるの ダ。 

I* この 鍵を 探し出さな 

けれは 满 かない 扉 も あ 

る。 だから 良く 面の 構 

成を 考えて 取らなければ ならない。 ここ 

では 鍵の かく された 千両箱は。 で 表示し 

て あるから わかり やすいよ ネ。 とにかく 

これは 早い ところ 手に入れて おこう/ 

ズ^7 窃 b 

RISE  OUT 
ゲームは シンプルな ほど オモ シロい。 でも、 
デ イス プレイが \ 、つまで たっても 変わらない 
ん じゃあ、 いくら 高 得点を 取った からって ア 

キ がきて しまう。 てな ワケ で、 人気 沸騰な の 

が ライ ズ アウ ト (アスキー) なのです よ、 ハイ。 

大阪 城の 地下に ある 巨大な 迷路に 潜入し た 忍 

者。 手に した 武器は 岩を 溶かす ことの 出来る 
ガン だけ。 これて  10 ある 迷路を 突破す るには 

どう すれば イイの か、 バッチ リの レクチャー 

して あげ' ちゃおう という ワケ なんだ よネ ェ〜。 

t
 
こ
ち
ら
；
^
 
け
る
 
岩
。
 

f
 

3
 
発
で
 
完
全
に
 
溶
け
 

る
が
、
 
す
ぐ
に
 
復
元
し
 
始
 

め
る
。
 
で
も
、
—
 発
 目
.
 

2 発
 目
で
は
 
溶
け
な
い
 
か
 

ら
 そ
の
 
t
S
K
 を
 利
用
 
す
れ
 

ば
 …
…
 
後
で
 
役
に
立
つ
 
ゾ
 

重
石
。
 

で
も
'
 
 

こ
の
 

溶
岩
 

つ
て
^
^
 

け
な
い
 

の
で
 

要
 

注
 

考
 

こ
の
 

岩
と
 

.•55J 
1
K
:
 る
 岩
が
 あ
る
と
 
い
う
 

こ
と
を
 
十
分
 
理
解
し
て
 
お
 

か
た
い
と
、
 

後
で
 
ェ
ラ
ィ
 

目
に
あ
い
 
か
ね
な
い
 
ゾ
 
/ 

_
 こ
れ
が
 
キ
ミ
の
 
部
下
の
 
R 箸
 
だ
 
武
器
は
 

唯
 
I 、 
岩
^
^
 
か
せ
る
 
銃
 だ
け
。
 
で
も
'
 
 足
 

g
 
の
 1
 

よ
り
も
ず
 
つ
と
 
早
い
 
し
、
 
な
ん
 



_瞧__ 
GRASP 

A て  1 敵を かわす もちろん!^* しなければ ダ 

メ， 新たな 敵は 浪 でも かわす 必要が ある： 

それ そ  1X0 +ヤ ラク タの撇 
をよ く 知ろ 5〇 そ 5 すれば ゴ 
ー ル も 目の前に 近づく の だ 0 

こ
こ
で
は
 
敵
の
 
忍
者
の
 
動
き
に
 
つ
い
て
 
完
璧
に
 
マ
ス
タ
—
 
し
ち
や
お
ぅ
 

敵
の
 
忍
者
の
 
動
き
は
 
意
外
に
 
ト 
ロ
い
 

= 
し か

も
、
 
頭
が
 
チ
ト
 
弱
い
 
の
か
、
 

コ 
ッ
チ
と
 
同
じ
よ
ぅ
な
 
動
き
し
 
か
出
来
な
 
い
の
 
だ
。
 
で
も
 
ネ
 、
そ
こ
で
 
甘
 

く
 
見
た
ら
 
ィ
ケ
 
な
い
，
 
軸
は
 
コ
ッ
 
チ
に
 
マ
 カ
れ
 
た
と
 
感
じ
た
な
ら
ば
、
 

す
 

ぐ
に
 
自
殺
し
て
、
 
新
た
な
 
敵
が
 現
わ
れ
ち
 
や
う
の
 
だ
か
ら
 
…
…
 

, 

こ
こ
は
 
橋
と
 
梯
子
 
だ
け
で
 
構
成
さ
れ
 
た
 面
-
橋
と
 
梯
子
の
 
特
性
を
 
頭
に
 
入
 

れ
な
 
い
と
、
 
下
の
 
水
 地
獄
に
 
ド ボ

ン
と
 
な
つ
て
 
し
ま
'
 つ。 

階
段
を
 
上
る
 
こ 

と
は
 

そ
れ
ほ
ど
 

難
し
く
な
 

い
が
、
 

下
り
る
 

時、 
飛
び
下
り
る
 

時
に
は
 

注
意
 

を
し
た
い
。
 

絶
対
に
 
取
る
 のが
 不可
能
な
 

と
こ
ろ
に
ま
で
 

千
両
箱
は
 

ある. 

の
で
、
 
あ
ま
 
リ
^
 
i ら ず

に
。
 
鏺
 は
な
く
 
と
も
 
ク
リ
ア
—
 
で
き
る
 
面
 だ。 こ

の
 
面
か
ら
 
敵
 忍
者
は
 
2 人

に
な
る
 

e 
お
ま
け
に
 
面
の
 
得
 成
は
 
梯
子
 
だ
け
'
 

で
も
、
 
あ
ま
り
 
深
刻
に
 
考
え
る
 
必
要
は
 
な
い
。
 
と
に
か
く
 
足
は
 白
 忍
者
の
 

ほ
う
が
 
圧
倒
的
に
 
早
 い
ん
だ
か
ら
 
ネ
 。
軸
が
 
ど
こ
に
 
い
る
の
 
か
を
 
頭
に
 
入
 

れ
な
 がら
、
 次
に
 ど
の
 梯
子
を
 渡
れ
ば
 イ
イ
の
 か
 考
え
る
。
 池
に
 落
ち
な
 

い
よ
う
に
 
気
を
つ
け
て
 
い
れ
さ
え
 
す
れ
ば
 
簡
単
に
 
ク
リ
ア
で
 
き
る
 
の
 ダ。 

し
て
も
 
蠢
に
 
な
つ
て
 
来
 

{，
あ 

ク
リ
ア
 

マ

 

 

建
 

X
 

り
の
 

千
両
 

3
 

と

广

 

 

ヒ
 

い
 

0 

— u lll r^
r
t
 

IZO 



ROOMS 

■ 
く 暴 

SHiill 議 

jiiiira 

_  ■! 嫌 '、'愚: y  _ 

_ 

® に 敵を さそ その後で® を 通って 鍵 
を 取り に 行く r 敵は ついて 来ない から 安心 だ。 

ASCII 

④の 千両箱は 取れる が、 ⑧は 取れない t 始め 
になん とかして 鍵を 手に入れち ゃえば 安心。 

•岩
 

4
 

r
l
 

^
 

^
l
 

れ
た
面
 

だ
か
ら
、
 

ど
、
 

は+
 

分に
 

身：
 

っ r
 

い/
 

ン だけ
。 

こ 
f
 

-L
 

:;
 

'
力
ら
—
 

るの
 

!
 
 

I
r
i
b
f
f
i
 

:
:
ゾ
 
。 

i 

こ
の
 面
の
 
い
ち
ば
ん
 
難
し
い
 
と
こ
ろ
は
 
、
鍵
 入
り
の
 
千
両
箱
の
 
取
り
 方。 

あ
り
か
は
 
わ
か
つ
 
て
い
て
も
、
 

ち
よ
つ
 
と 頭

を
 
使
わ
な
け
れ
ば
 
ソ
コ
 
ま
で
 

た
ど
り
つ
け
な
い
。
 

左
側
の
 
i
 
者
を
 
下
の
 
密
室
に
 
と
じ
こ
め
た
 
後'  岩

 
を
 溶
か
し
な
が
ら
 

鍵
の
 
あ
る
 
千
両
箱
ま
で
 
た
ど
り
つ
く
 
の
が
 
コ
ツ
 
。
右
下
 

の
 千
両
箱
を
 
取
つ
 
て
い
る
 
と、 

残
る
 
敵
に
 
つ
か
ま
り
 
や
す
く
な
る
 
ゾ
 /• 

レ
ベ
ル
が
 

上
る
 

に
し
た
 

が
つ
 

て、
 

ち
ょ
つ
 

と
や
 

そ
つ
と
 

考
え
た
 

だ
け
で
は
 

迷
路
を
 

脱
出
で
 

き
な
く
な
る
。
 

こ
の
 

面
な
ん
 

か、
 

プ
レ
イ
し
な
が
ら
 

考
え
 

て
い
た
の
 

で
は
 

間
に
合
わ
な
い
。
 

.- T
 

も、
 

こ
の
 

面
の
 

勢
 

Q 者
は
 

こ
ち
ら
が
 

動
か
な
い
 

限
り
は
 

攻
め
て
 

こ
な
い
 

の
で
、
 

じ
っ
く
り
 

作
戦
を
 

立
て
て
か
ら
 

始
め
る
。
 

敵
と
の
 

タ
イ
.
 

ミ
ン
 

グ
の
 

合
わ
せ
 

方
に
 

も 
気
を
 

使
う
 

必
要
 

あ
り
‘
 

つ、 
こ i ふる

 
匕、 

と
こ
"
 i
 
 
i
、
c
 
於
 イ
ン
 
ト
は
菏
 

けの： T の』
！
、
 
i
 
かす 

て t
 ノ t
 ン I
 
二
!
 

用
 す
れ
—
—
 
u
r
r
 ち
 1
 
1
1
 
r
-
 

す
.
 1
い
 

：
 

j
 

こ
の
 

面
で
は
 

す
べ
て
の
 

千
両
箱
を
 

取
っ
 

ち
 

ゃ
お
う
 

一
 

^
ん
て
 

欲
を
 

か
い
 

て
い
た
ん
 

じ
ゃ
あ
 

ク
リ
ア
は
 

不
可
能
 

だ
 

D 
特
に
、
 

左
側
の
 

階
段
 

ワ
キ
に
 

積
 

'み
 

重
な
っ
た
 

千
両
箱
は
 

な
か
な
か
 

取
れ
る
 

も
ん
じ
 

ゃ 
あ
な
い
。
 

初
心
者
は
 

こ
こ
は
 

捨
て
て
 

考
え
よ
う
。
 

そ
う
す
 

リ
や
あ
 

鍵
を
 

取
つ
 

て
 

扉
を
 

開
け
る
 

こ 

と
な
ん
て
 

カ
ン
 

タ
ン
に
 

思
え
る
 

は
ず
。
 

ま
ず
は
 

気
楽
に
 

プ
レ
イ
し
て
 

み
る
。
 

\2\ 



鏺を 手に入れた 後、 敵を 十字架の 反対 面に 入れ 
る. その 間に コ ツチは 中に 入って 脱出す る/ 

_ 晒 BI 

A に 敵を とじこめち やえば、 後は カン タン- 

梯子を 利用して 逃 れば 簡単に 脱出で きる 

細 

A の 空間に 敵を さそい 出す これでもう 安心 

して 鏺を 取れる という わけ'  カン タン だネ 

敵 忍者は 意外に ト ロ 
い〇コ ツチが 馴れて 
来れば 自由に 

作が できち やう// 

mjll 

H3 
L!3 

wmmmm 

さ
て
'
 

13 面。 
こ
の
 
面
で
は
 
鏺
を
 
取
る
 
の
は
 
カ
ン
 
タ
ン
な
 
の
 だ
が
、
 
そ
の
 

後
の
 
脱
出
の
 
方
法
が
 
問
題
と
 
な
る
 

ま
ず
は
-
 
K
 子
 架
の
 
上
を
 
開
け
、
 
そ
こ
 

か
ら
 
飛
び
下
り
な
が
ら
 
鏺
を
 
取
る
，
 
そ
の
後
で
 
敵
を
 
I 度
 ±
 子
 架
の
 
中
に
 

と
じ
 
込
め
て
、
 
出
ら
れ
な
い
 
よ
う
に
し
た
 
と
こ
ろ
で
 
始
め
て
 
コ 
ツ
チ
 
も 十

 

字
 架
の
 
中
に
 
入
り
、
 
ゆ
つ
 
く
り
 
脱
出
 
す
る
と
い
 
う
ワ
ケ
 
。
チ
ト
 
難
し
い
 
ゾ
 

こ
こ
 
も 鍵

を
 
取
る
 
こ
と
よ
り
も
 
脱
出
す
 
る
 こ
と
の
 
ほ
ぅ
が
 
難
し
い
 
面''  し 

か
し
、
 
敵
を
 左
の
 島
の
 岩
 ガ
キ
の
 中
に
 と
じ
 込
め
て
 し
ま
う
 方
法
を
 考
え
 

つ
け
ば
、
 

意
外
に
 

カ
ン
 
タ
ン
に
 

ク
リ
ア
—
 

で
き
る
 

敵
 忍者
は
 

コ
チ
 
ラ
の
 

動
き
 
方
に
 
よ
っ
て
 
思
い
 
ど
お
り
に
 
コ
ン
ト
 
ロ ー 

ル
で
 
き
ち
 
や
う
つ
 
て
こ
と
 

を
 頭
に
 
入
れ
て
 
お
き
た
い
 
ネ
 
そ
う
す
れ
ば
 
な
ん
て
 
こ
と
は
 
な
い
 
面
 ダ
 6 

こ
こ
で
は
 
千
両
箱
の
 
あ
る
 
秘
 室
の
 
中
に
 
軸
が
 
い
る
 

だ
か
ら
 
こ
の
 
敵
を
 
部
 

屋
 か
ら
 
出
さ
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
 
の
'
 
 
左
側
の
 
梯
子
か
ら
 
秘
 室
の
 
中
の
 

梯
子
の
 
あ
る
 
最
上
 
階
の
 
部
屋
の
 
岩
壁
に
 
{八を あ

け
る
 

こ
こ
か
ら
 
赖
忍
者
 

を
 外
に
 
出
 す
ん
だ
 
け
ど
、
 
ほ
お
つ
 
て
 お
く
と
 
自
殺
を
 
し
ち
や
う
 

彼
ら
が
 

下
り
 
始
め
る
 
前
に
 
秘
 室
に
 
潜
入
し
 
な
く
つ
 
ち
 や あ

い
け
 
な
い
 
ネ
 

そ 

こ，^ 
で
も
、
 
薄
の
 
あ
り
か
が
 
わ
か
つ
 
て
、
 

，ろ そろ 難
し
く
な
 つ
て
^
^
 さ,, くても OK 

狙いを 決めれ i li 

れ
 は、 

全
部
の
 0
1
 

i
 
て
お
い
て
、
 d
 “
 

ク
リ
ァ
|
は
|
>
の
び
て
 

1
,
1
 ̂ ま
ぅ
.
.
-
そ
二
に
飛
び
下
り
り
ゃ
ぁ
 

1
 

上
つ
 て
 来
—
—
 

じ の
 ほ
ぅ
の
 
岩
を
 
す
 

鍵
 も 手

に
入
る
 

ぅ〇 

つ
て
 
ヮ ヶ- 



こ
こ
で
は
 

敵
は
—
 

人
と
 

考
又
 

よ
ぅ
 

(
つ
ま
り
'
 
 

下
の
 

秘
 

室
の
 

千
両
箱
を
 

盗
み
出
す
 

必
要
は
 

な
い
 

の
で
 

あ
る
)
 

そ
ぅ
す
り
 

や 
あ、
 

後
は
 

カ
ン
 

タ
ン
 

岩
が
 

溶
け
、
 

そ
れ
が
 

復
元
さ
れ
 

る
ま
で
の
 

時
間
を
 

利
用
し
て
 

鍵
を
 

手
に
入
 

れ
 

、
そ
の
後
は
 

脱
出
 

方
法
を
 

考
え
る
 

だ
け
 

だ
 
 

I 
見
_
 

な
よ
う
 

だ
が
'
 

ち
よ
つ
 

と 
考
え
 

リ
や
あ
 

答
は
 

み
つ
か
る
 

落
ち
つ
い
て
 

操
作
し
 

よ
う
 

1
1
 

i

—

 
■

後

 
l
l
 

i
l
 

f
 
f
 
 
I
I
 
 

し 

l
;
u
f
 
 

〃
 

ゴ
ー
 

ル
は
 

近
い
 

そ
で
 

も、
 

ま
す
ま
す
 

迷
路
は
 

複
雑
に
 

な
っ
て
 

き
た
"
 

ぅ
な
 

リ
ゃ
 

あ
す
ぐ
 

に
 

ゲ
—
ム
 

を
 

始
め
ず
に
 

、
し
っ
か
 

リ
作
教
 

を
 

立
て
る
 

ぺ 

き
だ
ネ
 

、
よ
 

お
〜
 

く 
考
え
り
 

や 
あ
 

答
は
 

出
て
 

く
る
 

ハ
ズ
だ
 

こ
の
 

面
で
は
 

ゴ
ー
 

ル
の
 

す
ぐ
 

近
く
ま
で
 

行
つ
 

て
か
ら
 

鍵
を
 

手
に
入
れ
'
 
 

そ
れ
か
ら
も
う
 

I
 

度
 

ス
タ
—
 

卜
 

地
点
に
 

も
ど
ら
な
 

け
り
 

や
 

あ
な
ら
な
い
：
 

あ
せ
ら
ず
に
…
 

二
 
7
)
 も
 ̂
 
热
 
t
l
 

i で
采
—
 

の P
 っ .さて、 

ニニて-^ ぁら 

V
U
 ち
っ
ぃ
 て
ブ
 レ
。
 
ぁ
ヒ
！
 ,
1
 

て ひ
 

f
'
V
J
 

l
 

n
g
l
 

二
 
度
 ス 

1
1
 

1,
 

ら It
 

,i tv 

さあ、 

最
後
の
 
滴
 

さ
ら
 
じ
 氏
 

く
 
4
 
の
 

外
 A
 

仁
め
,
 一
—
 

ボ
イ
、
 

1
 
二
ろ
.
、
 

で
も
、
 

し 客
う
.
 
i
 
 A
 は
な
ら
 
な
、
 

一め て， '•0 匕
 
さ
な
け
 

|
〇
 

ら
 

利
に
 

//
 

: 

J 
 

I 
か
を
 

5 
夕 

-
U
 

次
 

I 
よ
の
 

/ 
キ
 

な
る
 

Z
 

略
の
吉
 

吉 
Y
 

政 
U 

好
で
 

:
 
K
 

で
 

や
て
 

イ
 

5
 

れ
#
 

し
 

レ
 

f
 

こ
は
 

用
プ
 

1?3 



雲
 
健
康
 
•
ス
ポ
 

1 ツ  M
S
X
、
 

シェ
ィ。
 

フ 
アッ
 

プ
の
た
 

め
に
 

M 

S
X
、
 

野
球
 

•
サ
 

ッカ
 

ー 
な
ど
の
 

ス
コ
ア
の
 

管
 

理
 

、
相
手
 

チ 
ー 

ム
の
デ
 

ー 
タ
を
ィ
 

ン 
プ
ッ
ト
し
て
 

作
戦
 

会議
、 

こ
れ
か
ら
は
、
 

コ
ン
ピ
 

ュ 
ー 

タ
を
 

使
っ
て
 

相
手
を
 

打
ち
破
ろ
 

ぅ、
 

M
S
X
-
D
i
s
k
B
 

A
S
I
C
、
 

M 

S
X
-
D
O
S
 

全
 

詳
解
、
 

ハ
 

1
 

ド
ニ
ュ
 

1
 

ス
 

では
、 

ゼ
ネ
 

ラ
ル
 

•
P
C
T
-
 

0
 

M
S
X
 

テ 

レビ
、 

S
A
N
Y
9
M
P
C
I
 

1 を 
紹介
、 

ハ 
ー 

ド
 

レ
ビ
 

ュ
ー
で
 

は、
 

三
菱
 

M.
 

1
 
-8  00  0

、
ビ
ク
タ
1
*
5
3
0
 

—
5
'
c
a
n
n
o
n
-
v
—
^
 

を
 

紹
介
、
 

S
 

情
報
と
 

し
て
 

ア
メ
 

リ
カ
の
 

ソ
フ
ト
 

ハ
ウ
ス
を
 

取
材
 

ろ 

•編集 室は、 忙しく も 楽しい (苦 

しい？) 

日々 

を 
送つ 

ています 

創 

刊〇号 

から 

3 
力 
月、 

各地で 

MSX 

を 
見かける 

機会が 

多くな 

つてい 

る 

こ
と
で
 

し
よ
う
。
 

た
だ
'
 
 

地
方
の
 

方
は
 

すべての 

マシンを 

見る 

ことができ 

ない 

のでは 

ないかと 

思います 

た 

だ、 
今までは 

パソコン 

ショップで 

しか 

il TC られ 

ていな 

かつた 

バソコ： 

か、 

これからは、 

大きな 

デ 
パ—- 

卜の 

家 

1 na #^で、 M sxが売られるよ 

うになります。 

お年玉で 

MSX 

を 

買いたい 

人は、 

近くの 

デ 
パ— 

卜へ 

出かけて 

みて 

U 
どうで 

しよう。 

丸 

井 
(駅の 

近くの 

マルイ/) 

や 
西武 

デ 

パ— 

卜では、 

特に 

MSX  

(バソコ 

ン 
のために 

売場を^^ 

する 

ようで す。 

地方の 

大きな 

デ 
パ— 

卜で 

もこ 

れ 
から、 

テレビ 

や 
才—デ 

イオと 

I 

緒に 

Ms 

X 
を 
置く 

ところが 

多くな 

る
と
 

思
い
ま
す
。
 

•
 12 月

 10 日
 発
売
の
 
ポ
 パ
イ
を
 
読
ん
で
 

く
だ
さ
い
。
 

当
 編
集
 
室
と
 
ポ
 パ
イ
 
編
集
 

部
が
 
一
緒
に
な
 
つ
て
'
 
 M
S
X
 
を
盛
リ
 

上
け
 
よ
う
と
、
 
ポ
 パ
イ
で
は
'
 

70 ベ
ー
 

ジ
を
 
使
つ
 
 て  コ

ン
ビ
 
 
ユ
—
夕
 
 
の
 特
集
を
 

や
り
ま
す
。
 
そ
の
な
 
か
に
、
 
M
S
X
 
マ
 

ガ
 ジ
ン
の
 
紹
介
が
 
あ
り
ま
す
。
 

編
 i
 

で
も
、
 

2 月
 8 

日
 発
売
の
 
3 
月
 号
で
 
ポ
 

パ
イ
の
 
紹
介
を
 
い
た
し
ま
す
。
 

コ
ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 
専
門
 
誌
よ
り
は
、
 
|
 般
 

誌
に
 
M
S
X
 
が
 紹
介
さ
れ
 
た
 方
が
 

|
 般
 

盟
 
日 及
が
 
早
く
な
る
 
よ
う
な
 
気
が
し
 
ま
 

す
。
 
パ
ソ
コ
ン
 
専
門
 
誌
は
 
も
ち
ろ
ん
で
 

す
が
、
 

j
 般
 誌
に
 
M
S
X
 
の
 話
題
が
 
載
 

れ
 ば
、
 
よ
り
 
多
く
の
 
人
に
 
M
S
X
 
を
 知
 

つ
て
 
も
ら
え
る
 
と
 思
い
ま
す
。
 
M
S
X
 

マ
ガ
ジ
ン
 だ
け
で
な
く
 、
よ
り
 多
く
の
 

i
 
を
 
通
し
て
 

M
 
 s
 
 X
 
が
 広
が
れ
ば
、
 

も
つ
 
と
 
コ
ン
ビ
 
ユ
ー
タ
 
が
 身
近
 
か
な
 存
 

在
に
な
る
 
の
で
は
 
な
い
で
 
し
よ
う
 
か
。
 

•  Y
A
M
A
H
A
 
か
ら
 
発
 1  几さ

れ
 
た
 
M
 

S
X
 
の
 
C
X
5
 
で
す
 
が
'
 
 家
電
 
f
 镇
や
 

パ
ソ
コ
ン
 
シ
ョ
ッ
プ
に
 
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

Y
A
M
A
H
A
 
 
の
 
 C
X
5
S
、
 

M
 
U
S
 

M 〇 〇 R 〇 D E 

I
C
C
O
M
P
U
T
E
R
 

と
い
う
 

こ
と
 で
、
 

楽
器
 

売
場
に
 

置
い
て
 

あ
る
の
で
 

す
。
 

た
め
し
に
、
 

Y
A
M
A
H
A
 

の
 

楽
器
店
 

へ
 

行
っ
 

て
み
 

て
く
だ
 

さ
い
。
 

C
X
5
 

が
 あ
る
は
 

ず
で
す
。
 

C
X
5
 

は
、
 

ミ
ュ
丨
 

ジ
ッ
ク
 

キ
—
ポ
 

I 
ド、
 

F
M
 

シ
ン
セ
 

サ
 

イ
ザ
 

ユ
ニ
ッ
ト
で
 

9
7
 

、 
4
0
0
円
 

な
の
 

で
す
 

い
ま
ま
で
の
 

パ-
 

V
 

コ
ン
で
は
 

考
 

え
ら
れ
な
 

か
っ
た
 

値
段
で
す
 

ね
。
 

こ
れ
 

に
 

F
M
 

音
 

<0
1 

フ
ロ
 

グ
ラ
ム
 

(
7
8
0
0
 

円
)
 

を
 

加
え
れ
ば
、
 

君
の
 

C
X
 
 

5
 

は
 

本
 

g
 

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
に
 

早
が
 

わ
り
す
 

る
'
 

こ
れ
 

だ
け
の
 

シ
ス
テ
ム
で
 

こ
の
 

機
能
が
 

あ
れ
ば
、
 

あ
と
は
 

キ
ミ
の
 

腕
し
 

だ
い
だ
 

ね
。
 

•
 パ
ソ
コ
ン
 
そ
れ
 
も
 
M
S
X
 
に
な
っ
て
 

パ
ソ
コ
ン
を
 
目
に
 
す
る
と
 
こ
ろ
が
 
段
々
 

変
わ
り
つ
つ
 
あ
る
よ
う
 
で
す
。
 
バ
ソ
コ
 

ン
 シ
ョ
ッ
プ
 
だ
け
で
な
く
、
 

才
—
 
デ
ィ
 

オ
 シ
ョ
ッ
プ
 
な
ど
で
、
 
M
S
X
 
が
 置
か
 

れ
る
 
日
は
、
 
近
い
の
で
 
は
な
い
で
 
し
よ
 

う
か
、
 才
 I デ

 ィ
オ
と
 コ
ン
 ピ
ュ
 I 夕

 

が
 
|
 つ
に
な
る
。
 
そ
れ
 
も、 

マ
イ
コ
ン
 

内
蔵
で
は
 
な
く
、
 
才
—
デ
 
ィ
オ
 
機
能
と
 

パ
ソ
コ
ン
 
機
能
が
、
 
合
体
し
、
 

一
目
 見
 

た
だ
け
 
で
は
、
 
才
—
デ
 
ィ
オ
な
 
の
か
、
 

コ
ン
 
ピ
ュ
 
—
夕
 
な
の
か
、
 
区
別
が
 
つ
か
 

な
い
 
と
い
つ
 
た
こ
と
 
に
な
る
 
と
 思
い
 
ま
 

す
。
 
才
 1 デ

 イ
オ
と
 
コ
ン
ビ
 
ユ I 夕

が
 

置
か
れ
る
 
場
所
、
 
価
格
、
 
二
—
 
ズ
が
才
 

I
 
デ
ィ
オ
レ
 
ベ
ル
に
 
な
れ
ば
'
 
 
M
S
X
 

は
 ブ
—
厶
 
で
は
な
く
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 
—
夕
 

が
 文
化
に
な
る
。
 
社
会
に
 
根
を
 
お
ろ
す
 

と
い
う
 
こ
と
に
な
る
は
 
ず
で
す
。
 

こ
れ
 

か
ら
の
 

»^1 5
>
<
に
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。
 

•
 コ
ン
 
ピ
ユ
 
I 
夕
が
、
 

コ
ン
 
ピ
ユ
 

I 
夕
 

ら
し
く
な
く
な
る
 
日
が
 
近
く
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
、
 

コ
ン
 ピ
ユ
—
 夕
が
 私
た
 

ち
の
 
生
活
の
 
必
需
品
に
 
な
っ
て
 
行
く
 
の
 

で
し
よ
う
。
 

生
活
に
 

融
け
 
こ
ん
だ
 

コ
ン
 

ビ
ユ
 
I 
夕
と
 
今
の
 
コ
ン
 
ピ
ユ
 
I 
夕
の
形
 

が
 ど
れ
 
だ
け
 
変
わ
っ
 
て
い
る
 
の
か
と
 
て
 

も
 興
味
が
 
あ
り
ま
す
。
 
マ
ガ
ジ
ン
の
 
未
 

来
 商
品
 
研
究
室
で
 
も
 新
し
く
 
考
え
ら
れ
 

る
 
コ
ン
 
ピ
ユ
—
 
夕
を
 
考
え
て
 
行
き
ま
す
。
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監修 渡 辺 茂 （東京大学 名誉 教投 •日本 マイコン クラブ 会長）. 

知力》 妤莽 はえ T 伸 
大切な 時期に 効果的です 

子どもの 興味と 能力に 合わせて、 楽しく 学ぶ 習慣を つける まんてん くん 

びつ 

幼児 用 学習 ソフト 

だから 好評 
使い方は かんたん。 

画面と 対話しながら マイペース 学習 

実際の 教育の 現場で、 子供の 反応と 

実績を だし かめ だ、 確かな フ □グラム 

ひらがな 使用とは つきり した 画面で 

子供が 自主的に 学習で きます。 

映像 世代に 合わせた 

ボップな 画像と 楽しい サウンド 表現 

■  FM-  7( カ セッ ト テープ） 
■ペー シッ クマ スター MARK-  5( カセット テープ） 

■SMC70  777( フ 〇 ッ ピー デイ ズク） 

■MSX (カ セッ ト テープ） 

■パソ ビア 7( カ セツ ト テープ） 

1 数える ことの 学習 

2 10 の 合成 • 分解 
3 120 までの 数 

2 計算 力 I4 〜 ァ ォ 
1 合成 •分解 
2 計算 式に よる 加減 
3 一定 数からの 減法 

計算 力 115 〜 7 ォ 
1 図形に よる 合成 •分解 
2 数の 大小 比較と 数列 
3 表に よる 加減 

力 3 〜 6 才 1 神経衰弱 
2 数と アルフ アベ ット によ 

る 記憶力の 問題 

3 回 形に よる 記憶力の 問題 

思考力 5 〜 7 才 
1 回 形に よる 演算 1 
2 図形に よる 演算 2 

3 座標 

射 性 5 〜 7 才 

1 数に よる 反射 性の 問題 

2 アルフ ァベ ット による 
反射 性の 問題 

3 図形に よる 相関 

各卷  ¥  9, 800  ( -  f|- ̂"4^- h 1  - 

ソフト K なつた 人気 ト リオ 
■  ■  ■  ■  ■  ■■  ■  ■ 

ママで ちかん たんに オンエア 

Q にこに こ、 ぶんの  にこに こ、 ぶんの  ^ にこに こ、 ぶんの なんだ ろな  みせやさん  & いける かな 

mi 
晒 ■■  ■ 麵 ♦ 

fgj|  g 式 ※通信販売は、 ソフト 名を 明記の 上 パソコン システム 部まで 現金 窨留で お送り 下さい 0  (送料 無料） お 問合せは == 東京都 渋 谷 区 神 南 I-  19-40 本 生命 アネッ クス㈱ ランド コンピュータ 

パソコ ン システム 部 0(03)462  5858( 直通） ま たは （03)462-22 丨丨 （代表） まで 

田 学習 ソフト 「ま ん てん くん」 をは じめ とする 当社の c  a  I ソフトウェア ライブラリーを 
1 扱って いただく 販売代理店を 全国的に 募集して います。 詳細は 電栝で お 問合せ 下さい。 



MSX から 次々 に 

示される 色々 な •一^ 

曲 その 中から 

お気に入りの メ 

=v、 リズムを 選ぶ だけで、 何と オリ ジナ 

曲が 作れます。  BROM  PACK 

石〆 ク -
 

^  コン ドリ 

心に 浮かんだ 自 

分 だけの メロ デ 

イーを この ハー 

モ ナイザーに 入 

れ てくだ さい。 伴奏つ きの 素敵な オリ ジナ 

ル 曲が 作れます。  _ROM  PACK 

ジョー キンク マン 

君は 迷 ドライバ 
一？ ハイテク ニ 

ックで 荒っぽい 

回りの 車を 追い 

越し、 走行距離を 伸ば じ T 欲しい。 ガソリンは 

どんどん 減って いぐ f0  BROM  PACK® 

ブギウギ シヤン クン レ 

酒の ためなら お 

巡りさん も 恐くな 
い./ ボトルを 全 

て 飲み 尽して 隣 

の 街に 逃げよう。 ただ、 飲み過ぎたり 酔いが 

さめる と 大変 だぞ。  _ROM  PACK® 

ス クラン フル エック 

sja; 

君は 崖に 巢を 

作った コン ドリ。 

娜 二乗った 人 

_  
間 どもが 巣の 

F •を 盗みに くる ぞ。 さあ、 巣に 近づく 気球 

ちばしで つつけ/  _ROM  PACK® 

ssssSe 

君は いたずら 大 

好き 少年。 監視 

員の ネコの 目を 

盗んで ば 工場 

に 忍び込む c 作業 ロボットが 点検の 際、 頭を だ 

したら/、 ン マー で 叩け。 HROM  PACK ⑦ 

小太郎 くんは 何 

とかして ジャン 

クルで プレ ゼン 

卜を 集め、 あいち 

ゃん の 家へ。 はた じ C、 こわい 番人の 目を ど 

うかわす か？  _ROM  PACK® 

鼈 

1:
 

22  ffll 

ポポ ロン 号は 今 

■日 もの/ り、 ふ 

わ ふわ パト ロ ー 
ル 飛行を してい 

る。 ん？ 前方から 飛んで くるのは 何 だ。 夕、 夕 

マゴの 大群 だ あ/  BROM  PACK  ® 

ファイナル 麻雀 ニヨ □ルス 
あ' てんば ベッキーの 大 冒険 

持ち 点 30,000  • 

点から スタート。 

裏 ドラ あり、 カン 

ドラな し、 喰い 

〆 ありの一 翻 縛り ルール。 リアルな パイ 

表示で 迫力 も 満点。  _ROM  PACK 

西暦 2IXX 年。 

地上は 巨大な 

她み 家と 化し、 

人魂まで 現われる。 君の 分身 能力で moRO 

LS” と 人魂を 絶滅 させよ。 _ROM  PACK® 

今日 も ベッキー 
は 秘密の 階段 

屋敷へ。 階段を 

昇ったり 降りた 

り、 穴を 堀ったり 落としたり。 彼女の 背後に 

は、 エイリアンが 迫る。  _ROM  PACK® 

ウ オー リア 

- B3 ' - [a  • 
waBBa 

君は 王女を 救 

うため、 竜の 支 

配す る 迷宮へ 

旅立つ 戦士。 待 

iitn いる 的は 何 か。 経験を 活か じ c 見 

‘ 王女を 救いだ せ。  BROM  PACK  0 

シグ ソ ー セツ ト アト’ ベ" ン •チュー 太 
「コァラ 」 「 橋」 

「蝶」 「魚」 の 中 

から 好きな パズ 
ルを 楽しもう。 ピ 

ースは 最高 96 個。 レベルは、 実力に 応じて 4 

段 用意され ている。  _ROM  PACK ⑦ 

ダイヤモンドを 

ねらって 悪魔の 

城に 忍び こんだ 

勇敢な チュー 

太。 悪魔の 手先の かえるを 避けて、 早く ダイ 

ヤを 見つけなければ。  _ROM  PACK 

OUICKSHOT 
クイック ショットは 新 U 、操縦桿 方式で 平面 

的な ゲーム 展開を 立体的で 臨場感 あ^ 4գ る 

ものに じ T くれる ジ W スティック コン ト ロー ラ >  2 

スィッチ 4 方向の コン ト ローラな と: 新しい 機能 
がし 、っぱ t 、だ。 君 も クイン 

ク ショットで リアルな ゲー ム 展開を 楽しんで みよう。 

U 勢揃い、  ジソり 
から 操作は 蔺 単。 

BEE  &  FLOWER 
ハイ ウェ イス ター ミット" ナイ ト ビル テ インク 

0 

マイク | 

ク は、 

ロ ソフトの 商標です。 

君の 操る 蜜蜂 

は 蜂の巣と 花を 

往復し 蜜を 集め 

る。 しかし その 

間、 ドノ ボス ズメ良 虫 取り 少年まで が 蜜 蜂の 

邪魔を する から 注意 e  BROM  PACK  0 

ルールは マップ 

のネ @ に 従って 

白旗を クリア ー する だけ。 m、 し 3 台の 黒い 車が 君の 車を めがけ 突進 じ r  くる。 

やつらを うまく かわせ。  _ROM  PACK© 

産業 スパイの 君 

ぱ ビルの 屋上 

から 忍び こみ、 一 
階 る 重要 窨 

類を 盗まなければ いけない。 各階: こは 3 人づ 

つ 警備員が いる そ'; BROM  PACK® 

Bi 
カフ ー • ミット ウェイ 

空母 •戦艦 •巡 

洋 艦な ど 雲霞 

のよう な 敵勢が 

H 見渡す かぎり 威 

を 発揮。 3 機の 爆擊 機を 率いて さっそく 

隊 に攻擊 開始/  BROM  PACK  0 

カフ ー • 卜ー ナカ 

»>— —  •一** 

ター モイル スク イツ シュ ゼム 

敵 兵が 君の 卜 一 チカを めがけて 

猛攻 拏をか (rr 

くる。 敵 兵の 手 

榴弾で 爆破され ない うちに、 マシン •ガン 

で擊 退せ よ./  BROM  PACK  Q) 

君は 宇宙空間 

の 迷路に 迷い 
.ん でし まった 0 

次々 に II ってく 

る 敵の 宇宙船を 破壊しながら、 エイリアンの 

たまごを 回収せ よ。  _ROM  PACK ① 

■  君は 宇宙空間  M 
の 迷路に 迷い Ijjggggl 

こんで しまった。 

次々 に 襲 っ てく 

実は ビルの 48 

階には ネ 读 ぃっ 

ぱいの カバンが 

ある。 その お金 
は、 カノ  くンを 手に入れた 人の もの。 しかし ビル 

には 怪物が いる ぞ。  BROM  PACK© 

ハ °ソ コン 作曲家 ミュージック •バーモ ナ< ザ ー 5  ’ 
CAR  RACE SUPER  DRINKER »

 
 

i
 



mnmmmB 
各 定価 4,8001 円 （亍 500)Q) は ジョイスティック 使用 可® は パドル 使用 可 ，RAM16K バイト 以上の 仕様の マシンなら すべ 

ゴルフ ゲ- 
クレ ー シーフ レツ ト 

ギ ヤンク マスター MS) (カン トリ ー 
クラブへ ようこ 

そ。 当 クラブは、 

バンカー はもち 

コンピュータ カヾ 

発表す る ォッズ 
と 各 出場 馬の 
データから 勝馬 

君は タンクを 操 
縦しつつ 誘導弾 

で 敵を 擊 破。 誘 

導 弾は 君の 操 

君は 各 場面 

出される 難行 コマの 場所と 

当て ゲームに ろん、 ウォーターハザード あり、 立 木 ありの 

9 ホー ル。  BROM  PACK  ® 

を 予想 投票。 はた じ T 君の 予想 馬の 健闘ぶ 

り やい かに。  _ROM  PACK  0 

縦す る タンクの 方向に 飛んで いく。 2 人 C 遊べ 

ば 気分は 戦場。  _ROM  PACK  ® 

戦。 ゲームを 解けた 者の みが 金庫 室に 

づ くこと がで きる。  BROM  PACK 

3D テニス 
「来た/フォア 

だ  。やった リ ター 
ン エース。」  手に 

汗に ぎる 興奮の 

本格的 スポーツ ゲーム 3D テニス。 MSX カツ 

プの 覇者は 誰？  _ROM  PACK  © 

マリンバ ト ル 
駆逐艦 MSX 号 

を 中心に 繰リ 

広げられる 一大 スぺク タク/レ。 空 

か ら 海上、 海上から 海中への 大死閼 。さて、 

君は 生き残れる 力、。  BROM  PACK  0 

ムーン ラン ティング 

君は おん ぼろ 月 

着陸 船の パィ ロ 
ット 。完全 手動に 

よる 泡 j 御と ロケ 
ット 噴射 だけで 目的地に 軟着陸させる の 

が 君の 任務。  _ROM  PACK  ® 

スター] マン K 

これ ぞス タ- 

レ ック型 ゲー 

の 決定版。 り 

ルタ イムの 戰 

の 中で、 宇宙船を 操り、 宿敵 クリムゾン 

全滅 させよ。  _ROM  PACK 

ブレーク アウ ト  MOLE  _  MSX-21 _ ザ •ブレイン _ 

M ただの ブロック  春  穴から 顔を 出す ブ ラッグ ジャック 君の 記憶力 崩しと 思って な •  8 色の もぐらを、 と ポー カーで、 コンビ ユータ 

めたら ダメ 。ブ^ 8 色に 変化す る 君 も ギャン ブラ 挑む。 コンビ ユ 

ロックの パタ- ハンマ-で 叩く。 I ? -の 気分を 味 夕が 指定す る 

ンは 何と 120 面 も あり、 重大な 秘密が 隠さ しかし、 ハンマーと 同じ 色の もぐらを 叩く と わって みない か。 コンビ a —夕との 駆け引きは ルを、 音と 光を 頼りに 君は どこまで 覚え そ 

れ ている。  ■  ROM  PACK ① p  大 ピンチ。  _ ROM  PACK®  スリル 満点。  _R0MPACK®  とがで きる 力、。  BROM  PACK 

パスボール 

3 次元 2 人制バ 
レ ー ボ ー ル。 コ 

一 卜に 映る ポー 

ルの 影を 見て、 

レシ ー フン アタック/上 達すれば 時間 差攻擎 

もで きる。  _R0M  PACK  ® 

コメット テイル 

宇宙を 飛び 続 

けなければ なら 

ない 彗星 コメッ 

卜。 自分と 同じ 色 

の 宇宙塵を 食べる と 尾が 伸び、 ある 程度 伸び 

ると 脱出 口が 開く。  _R0M  PACK ① 

ライス アウ ト 

君は 大阪 城の 
地下 巨大 

な 迷宮に 落とさ 
れ た。 しかし、 忍 

者と 戦いながら、 登り 続けなければ ならない。 

迷路は 20 面 幻? ある c  _R0M  PACK® 

リアルタイム; 経 衰弱、 さあ 
は  1ナ にネ甫 まら 

いよう 力 ー ドを 

くれ。 相手の カードで も 自分ので も、 ペアを' 

った 方の 勝ち。  BROM  PACK  c 

エネ ス チェン シ ヤー 

■

 

 お互
い^
^ 

宙に 出現して し 

まった 宇宙人た 

も かれらを ブラ 

ック ホールと ホワイトホールを 通じても との 世 

界へ 戻す のが 任務。  BROM  PACK  @ 

ラダー ビルデ イング 

1N— 灘  

51^ 
)1 

君の 武器は 消 

化 器た だ 一つ。 
X/ 《イガ ー ドから 

身を かわし、 部 

屋に 隠されて いる 書類を 集め 屋上に たどり 着 

かなければ ならない。 BROM  PACK ① 

イリ ー ガス Episode  W 

君を 待ち受けて 
いるものは 何 か > 

超 高速 3 次元 

迷路。 時間と 太 
陽の 位置から 方角を 割出し、 夜までに 赤外線 

ビュワ ーを 見つけだ 匕  IROM  PACK  ® 

ノ\° イン \° ニック 

きる 人なら どな 

，  でも… 。しかし 
の 中そう 甘く 

い。 手役を 描え る だけなら あたりまえ 〇君 

頭は もう パニック。  HROM  PACK  '： 

ここで 紹介す る ソフトの 販売元は㈱ アスキーです 0 ■全国 有名 窨店 、マイコン ショップで お求めく ださい。 



ス ト， 馕トフ オー F  JX ソ 3 ン 家庭 教娜 

各  たたい ま 授業中 1 

CS1 , 籲 コンピューターは、 人間が いく ら 間違えても、 決し 

感情的になる ことはありません。 生徒の 学：^ に 応じ 

て、 わかる まで 何度でも 丁寧に 教えて くれる — 
それが パソコン 家庭教師の 特質です。 

•家庭教師 センタ ー学 習 館が 監修に あたり 実際の 教育 

現場で 開発され た 実用的な 教育 用ソフ ト ウェアです C 

•文部省の 学習指導要領に 準拠して いますので、 どの 

教科書に も 適応し （幼児の えいごを 除く ） 学習 奪 側面 

から 的確に 補足し ます。 

化学 〔元素 記号 マスタ • 
中学生 • 高校生 向 

中学 必修 英文法 中 I 〜中 3 各 学年 別 

中学 必修 英単語 中 I 〜中 3 各 学年 別 

楽しい 算数 小 2 〜小 6 各 下巻 

日本史 年表 

中学生* 高校生 向 

幼児の えいご 
3 才 以上 

モグ ラた たき キーボード 練習 幼児 〜一 般 （I6K) 

STRATFORD  CA! 

中 3 計 3 作品  ¥3,800 

KiDaISEDB 

1  3 才 以上 

¥3,800  H 

?'.-巧 へ. '  — _ _ 

モク ラた たき キー 

.ホ-ド 練! 

日本史 年表 

ストラット フォード •コンピューター センター株式会社  〒336 浦 和 市 南 浦 和 2-36-15  30488(85) 5222( 大代 表）  資料 請求 券 
MSX マガジン 

★教育 用ソフ トの 購入を 希望な さる 場合は 上記の プログラム 名. 機種. 電話番号を 明記の 上、 現金書留で ストラッ トフ ォード •コンピューターセンター MSX マガジン 係まで ご注文 下さい: (細 ( 坏 》て す）  2 月 号 
★当社 ソフ トウ エア 総合 カタログを ご 希望な さる 場合は、 住所 •氏名 •年齡 •職業を 明記の 上、 類 請求 券と 切手 200円 分を 同封して 当社 カタログ 係 ま で ご 請求 下さい。  . 



グッド フェイスで お茶の 間へ/  0A メ ー カ ー •キヤノンの MSX 仕様 ホ ー ム コン ピュ ー タ 《V-IO》。 キヤノンなら 

ではの デザインに 数々 の 本格 機能を 搭載。 お茶の 間の テレビに 接続 じ C、 カー ト リッジを ボン。 これ だけで 家族 中 ど 

なた にで も 使いこなせます。 テレビ や ステレオ 感覚で、 ホビー、 学習、 自宅での ビジネス にと 幅広く 活用で きる 新しい 

ホーム コンピュータの 誕生です。 《MSX 仕様の ソフト や 周辺機器が 自在に 使えます。 籲 拡張 性を 高める 2 スロット 

方式。 《RF モジ ュレ ータ 内蔵、 家庭 用 テレビに 接続で きます。 參16 色 カラー 表示の グラフィック 機能で 256X192 

ドッド 32X24 文字の 美しい 画面。 ♦使いやすい JIS キー ポー ド。 ♦迫力の 8 オクターブ 3 重 和音 サウンド 機肯 6。 

W°I] 回 
HOME  COMPUTER 

標準価格 ¥54, 8 ◦◦(本体) 

(主な 仕慊〕 BCPU.  Z-80A_ROM  32KB(MSX-BASIC)|RAV1  I6KB-V-RAM  I6KB ■キー ポート’ J_SE 列 準拠 7 并 一•:!, 表示 テキスト® 面 32 文字 X24 行 (40 文字 X24 行) •グラフィック 麵 (256X  IK ドット}: カラー 16 色. ビデオ 信号. RF 信号: 屬1  0 ボート フリン タイン ター 

フ エ イス  8  ビット パラレル  .MSX  仕搛：  カセット インターフェイス FSK 変 « 方式 1200  2400 ポー (ソフト 切換）： MSX 力ートリ ッジ 用ス □ット 2 ポート： ジ 3 イス ティ ック 2 ポート 〇 サウンド 8 オクターブ .3® 和音. 特铁 効果音 機能. オーディオ 出力端子 逛 サイズ W40?x 奥行 218  >  裏？62ゞ リ霪？  •約 3.5 咍 

い キヤノン 販売 株式会社 
nM •算機 A •龙部 #柬 京/〒 108 東京都 港 K」.m3-ll-280(03)455-9761.9609  •大阪 /〒530 大阪市 北 区 屮之岛 3-2-18 住友 屮 之.％ ビル tt<06>444  4021 •札幌 (011)231  1313 
參仙台 (0222)67-3981 •名 古屋 <052)565-0911 參広島 (082)244-4615  •幅 岡 (092)411-2394 



IQ の 差で 選べ./  _ 

64IW 卜の ■対応 機 0 
•ズバ ぬけた 実力 派、 RAM 容量 64K バイ ト。 さすが パソ ピア IQ。 システム アップ すれば、 すぐ ワープロに。 
MSX-BASIC による 統 •言語で、 ゾフト の瓦換 性を 実現。 ゲーム、 作曲、 グラフ 作成、 ビジ ネ 

ス などに 巾 広 〈対必 。 RAM 容 M は 実装 64K バ仆 。普及 タイプの 16K バイト 機 も 同時 発壳。 

•最初から 慣れて おこう。 JIS 配列の 本格 キーボード。 

•目に も 鮮やか 16 色、 迫力の 8 オクターブ *3 重 和音。 
•  RF 出力 内蔵、 家庭 用 テレビに 接続 0K。 

•面白 さ だんぜん、 2 本の ジョイスティック 端 子 付。 

•システム アップで 即 ワープロに。 群を 抜く 先進の 拡張 性。 

増設 ど 〇 スロット、 ブリン タイン タフ エース カートリッジ などの 周辺機器 も 豊富で、 目的に 
合わせて 拡張 も 思いのまま。 

例えば、 ドット プリンタ II と 

漢字 ROM 力ー トリ ッジを 
組み合わせれば、 日本語 

ワード プロ セ ッサに 早 変わ 

り。 宛名 書き や、 簡単な 文 

挛 作成な ども こなします。 

* MSX マークは マイク ロソフ 1 

卜 社の 商標です 
HX-10D(64K  バイト）  65.800円 
m ボナ， イカ ラーは ブラックと レツ ドの 2 色。 

HX-10S(16K  バイト）  55.800円 
來ボ イカ ラーは ブラックと レッドの 2 色。 

東芝 ホー 厶 コン ビュー タ fasopiaM 
資料 靖求券 

參 資料の ご 請求は…〒 104 東京都 中央 [X： 銀座 5-2-1( 隶芝 ビル） 東京 芝 浦 電気㈱ ホーム コンピュータ 事業 推進 部 《03(574>5359 
: PASOPIAIQ : MSX マガジン 12 
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